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リリースノート

SANtricity OS の新機能

次の表に、EF300、EF600、E2800 / EF280、およびE5700 / EF570コントローラの組み
込みの管理用にSANtricity OS 11.8の新機能を示します。

バージョン11.80の新機能

新機能 説明

強化されたボリュームパリティスキ
ャン

REST APIまたはCLIを使用して、ボリュームパリティスキャンをバッ
クグラウンドプロセスとして起動できるようになりました。パリティ
スキャンは、スキャン処理を完了するために必要な限りバックグラウ
ンドで実行されます。スキャン処理は、コントローラのリブートおよ
びフェイルオーバー処理の間も維持されます。

Unified ManagerでのSAMLのサポー
ト

Unified ManagerでSecurity Assertion Markup Language（SAML）が
サポートされるようになりました。Unified ManagerでSAMLを有効に
すると、ユーザインターフェイスを操作するために、アイデンティテ
ィプロバイダに対して多要素認証を使用する必要があります。Unified

ManagerでSAMLを有効にすると、IdPを経由せずにREST APIを使用
して要求を認証することはできません。

自動構成機能 アレイの初期セットアップ時に自動構成機能で使用するボリュームの
ブロックサイズパラメータを設定できるようになりました。この機能
は、CLIでは「blocksize」パラメータとしてのみ使用できます。

コントローラファームウェアの暗号
化署名

コントローラファームウェアは暗号署名されています。シグネチャ
は、初回ダウンロード時および各コントローラのブート時にチェック
されます。エンドユーザへの影響はありません。署名は、CAによっ
て発行された拡張検証証明書によって裏付けられます。

ドライブファームウェアの暗号化署
名

ドライブファームウェアは暗号署名されています。署名は最初のダウ
ンロード時にチェックされ、CAによって発行された拡張検証証明書
によってバックアップされます。ドライブファームウェアの内容
がZIPファイルとして提供されるようになりました。ZIPファイルに
は、署名済みの古いファームウェアと署名済みの新しいファームウェ
アが含まれています。ユーザーは、ターゲットシステムで実行されて
いるコードのリリースバージョンに基づいて適切なファイルを選択す
る必要があります。
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新機能 説明

外部キーサーバ管理-証明書のキーサ
イズ

新しいデフォルトの証明書キーサイズは3072ビット（2048から）で
す。最大4096ビットのキーサイズがサポートされます。デフォルト以
外のキーサイズをサポートするには、NVSRAMビットを変更する必要
があります。

キーサイズの選択値は次のとおりです。

• デフォルト= 0

• 長さ2048 = 1

• 長さ3072 = 2

• 長さ4096 = 3

SMcliを使用してキーサイズを4096に変更するには、次の手順を実行
します。

set controller[b] globalnvsrambyte[0xc0]=3;

set controller[a] globalnvsrambyte[0xc0]=3;

キーのサイズを調べます。

show allcontrollers globalnvsrambyte[0xc0];

ディスクプールの改善 11.80以降を実行しているコントローラで作成されたディスクプール
は、_Version 0_poolsではなく_Version 1_poolsになります。_Version

1_diskプールが存在する場合、ダウングレード操作は制限されます。

ストレージアレイプロファイルでディスクプールのバージョンを特定
できます。

System ManagerとUnified Manager

は、ブラウザの最小要件を満たして
いないと起動しません。

System ManagerまたはUnified Managerを起動するには、少なくとも
バージョンのブラウザが必要です。

サポートされる最小バージョンは次のとおりです。

• Firefoxの最小バージョン80

• Chrome最小バージョン89

• エッジ最小バージョン90

• Safariの最小バージョン14

FIPS 140-3 NVMe SSDドライブのサ
ポート

NetApp認定のFIPS 140-3 NVMe SSDドライブがサポートされるよう
になりました。これらは、ストレージアレイプロファイルおよ
びSystem Managerで正しく識別されます。

EF300およびEF600でのSSD読み取
りキャッシュのサポート

SAS拡張構成のHDDを使用するEF300およびEF600コントローラ
でSSD読み取りキャッシュがサポートされるようになりました。
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新機能 説明

EF300およびEF600でのiSCSI

とFibre Channelの非同期リモートミ
ラーリングのサポート

NVMeおよびSASベースのボリュームを使用するEF300およびEF600

コントローラで非同期リモートミラーリング（ARVM）がサポートさ
れるようになりました。

ベーストレイにドライブを搭載しな
いEF300およびEF600をサポート

ベーストレイにNVMeドライブを搭載しないEF300およびEF600コン
トローラ構成がサポートされるようになりました。

すべてのプラットフォームでUSBポ
ートが無効になっている

すべてのプラットフォームでUSBポートが無効になりました。

SSD読み取りキャッシュの最大数の
拡張

SSD読み取りキャッシュの最大容量が5TBから8TBに拡張されまし
た。

デュプレックス構成での単一のボリ
ュームへのオールフラッシュ読み取
りキャッシュの割り当て

単一のボリュームがSSDキャッシュ全体を使用するたびに、デュプレ
ックスシステムですべてのSSD読み取りキャッシュを同じボリューム
に割り当てることができるようになりました。

ストレージアレイプロファイルのド
ライブ概要テーブルにドライブのシ
リアル番号が追加されました

ドライブのシリアル番号がストレージアレイプロファイルのドライブ
概要テーブルに追加されました。

毎日のASUPにdom0-misc-logsを追
加

コントローラAおよびBのdom0-miscログが日次ASUPに追加されまし
た。

組み込みWebサービスとのアプリケ
ーション通信にデフォルトでポー
ト443が使用されるようになりまし
た。

組み込みWebサーバとの通信時にデフォルトでポート443が使用され

るようになりました。。 -useLegacyTransferPort 従来の8443転
送ポートを使用する代わりにCLIコマンドが追加されました。new-

useLegacyTransferPort CLIコマンドの詳細については、を参照してく
ださい。 "SANtricity CLIの新機能"。

ボリュームパリティスキャンの進捗
状況機能

ジョブベースのボリュームパリティスキャン処理をサポートするため
に、次のCLIコマンドが実装されました。

• ボリュームのパリティチェックの開始

• ボリュームチェックのパリティジョブエラーの保存

• ボリュームのパリティチェックジョブを停止します。

• ボリュームのパリティチェックジョブを表示します。

ジョブベースのボリュームパリティスキャンの新しいCLIコマンドの
詳細については、を参照してください。 "SANtricity CLIの新機能"。

Unified ManagerのMFAサポート Unified Managerで多要素認証（MFA）がサポートされるようになり
ました。
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新機能 説明

前面背面のハードウェアビューのト
グルアイコン

System Manager / Unified Managerの[ハードウェア]ビューでは、前面
ビューと背面ビューを制御するために次の2つのタブを使用できま
す。

• [Drives]タブ

• [コントローラとコンポーネント]タブ

vCenterストレージプラグイン vCenter Storageプラグインは、Eシリーズ11.80リリースとの互換性
を確保するために更新されています。

Web Services Proxy 6.0 Web Services Proxyは、Eシリーズ11.80リリースとの互換性を確保す
るためにバージョン6.0に更新されています。

Eシリーズの公称温度および最大温
度を超過したイベントに対す
るASUPケース作成フラグを削除

処置を必要としない公称温度および最大温度超過イベントに対して、
ケース作成フラグが無効になりました。

0x1209 Melイベントに対して有効な
プライオリティケース作成フラグ

これで、ケース作成フラグが MEL_EV_DEGRADE_CHANNEL 0x1209

MELイベント。

リリースノート

このサイトにはリリースノートがありません。ネットアップサポートサイトのクレデン
シャルでログインするように求められます。

• "11.80リリースノート"

• "11.70 リリースノート"

• "11.60 リリースノート"

• "11.50 リリースノート"
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はじめに

このサイトの内容

このサイトには、 E シリーズの特定のリリース、モデル、およびコンポーネントに関す
る情報が掲載されています。

含まれるもの 含まれていない内容（ _NOT included ）

このサイトには、次のリリースおよびコンポーネン
トタイプに関する情報が含まれています。

• * SANtricity ソフトウェア * — バージョン 11.50

以降。

• * コントローラファームウェア * - バージョン
8.50 以降

• * コントローラタイプ * - E2800 、 EF280 、
EF300 、 E5700 、 EF570 EF600 モデル：

• * インターフェイスタイプ * - Fibre Channel 、
iSCSI 、 iSER 、 SAS 、 NVMe

• * ホストにインストールされているオペレーティ
ング・システム * — Linux 、 VMware 、
Windows 。

その他のインターフェイスやオペ
レーティングシステムもサポート
されている場合があります。詳細
については、テクニカルサポート
にお問い合わせください。

このサイトは、ソフトウェアバージョン 11.50 より
古いリリースとファームウェアバージョン 8.50 より
古いリリースに関する情報を提供していません。以
前のリリースについては、を参照してください "E シ
リーズおよび SANtricity のドキュメントリソース" ペ
ージ

サイト準備要件の詳細については、を参照してくだ
さい "NetApp Hardware Universe の略"。

E シリーズシステムの詳細をご確認ください

E シリーズの用語

E シリーズで使用される用語について説明します。

期間 説明

コントローラ コントローラは、ボード、ファームウェア、ソフト
ウェアで構成されます。ドライブを制御し、機能を
実装します。
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期間 説明

デュプレックス / シンプレックス構成 デュプレックスは、ストレージアレイ内に 2 台のコ
ントローラモジュールを配置した構成です。シンプ
レックスは、コントローラモジュールを 1 つだけ配
置した構成です。

HDD ハードディスクドライブ（ HDD ）は、磁気コーティ
ングを施した金属製の回転式ディスクを使用するデ
ータストレージデバイスです。

HIC ホストインターフェイスカード（ HIC ）は、アレイ
をホストに接続します。コントローラキャニスター
にオプションで取り付けることもできます。

IB InfiniBand （ IB ）は、ハイパフォーマンスのサーバ
とストレージシステムの間のデータ転送用の通信標
準です。

IOPS IOPS は、 1 秒あたりの入出力処理数です。

ミラーリング ミラーリングは、継続的な可用性を確保するために
データボリュームを別のストレージアレイにレプリ
ケートする機能です。

プール プールは、論理的にグループ化された一連のドライ
ブです。プールを使用して、ホストにアクセス可能
な 1 つ以上のボリュームを作成することができま
す。

電源 / ファンキャニスター 電源 / ファンキャニスターは、シェルフに搭載される
アセンブリです。電源装置と一体型ファンで構成さ
れます。

ラックユニット（ U ） 1 ラックユニット（省略形は U ）は、 44.50mm （
1.75 インチ）と定義されています。

（ SAS ）。 Serial Attached SCSI （ SAS ）は、コントローラを
ディスクドライブに直接リンクするポイントツーポ
イントのシリアルプロトコルです。

RoCE RDMA over Converged Ethernet （ RoCE ）は、イー
サネットネットワークを介したリモートダイレクト
メモリアクセス（ RDMA ）を可能にするネットワー
クプロトコルです。
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期間 説明

シェルフ シェルフは、キャビネットまたはラックに設置され
るエンクロージャです。ストレージアレイのハード
ウェアコンポーネントを収容します。シェルフに
は、コントローラシェルフとドライブシェルフの 2

種類があります。コントローラシェルフは、コント
ローラとドライブを収容します。ドライブシェルフ
は、入出力モジュール（ IOM ）とドライブを収容し
ます。

スナップショット Snapshot イメージは、ボリュームのデータを特定の
時点でキャプチャした論理コピーです。リストアポ
イントと同様に、 Snapshot イメージを使用して既知
の正常なデータセットにロールバックできます。

SSD の場合 ソリッドステートディスク（ SSD ）は、ソリッドス
テートメモリ（フラッシュ）を使用してデータを永
続的に格納するデータストレージデバイスで
す。SSD は従来のハードドライブをエミュレートし
たものであり、ハードドライブと同じインターフェ
イスで利用できます。

ストレージアレイ ストレージアレイは、シェルフ、コントローラ、ド
ライブ、ソフトウェア、およびファームウェアを収
容します。

ボリューム ボリュームは、アプリケーション、データベース、
およびファイルシステムがデータを格納するコンテ
ナです。ホストがストレージアレイのストレージに
アクセスするために作成される論理コンポーネント
です。

ワークロード ワークロードは、アプリケーションをサポートする
ストレージオブジェクトです。一部のアプリケーシ
ョンについては、特性が似たボリュームで構成され
るように System Manager によってワークロードが
設定されます。これらのボリューム特性は、ワーク
ロードがサポートするアプリケーションのタイプに
基づいて最適化されます。

E シリーズハードウェアの概要

E シリーズストレージアレイには、複数の構成やモデルがあります。

ストレージアレイは、シェルフ、コントローラ、ドライブ、ソフトウェア、およびファームウェアを収容しま
す。アレイはラックまたはキャビネットに設置でき、 1 台または 2 台のコントローラを収容できます。 12 、
24 、または 60 本のドライブを収容できます。ストレージアレイは、複数のタイプのインターフェイスから
SAN に接続できるほか、さまざまなホストオペレーティングシステムに接続できます。
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E シリーズアレイには次のモデルがあります。

• E2800 シリーズ - エントリレベルハイブリッド

• EF280 シリーズ - エントリレベルオールフラッシュ

• EF300 シリーズ — エントリレベルのオールフラッシュ、オール NVMe

• E5700 シリーズ - ミッドレンジハイブリッド

• EF570 シリーズ - ミッドレンジオールフラッシュ

• EF600 シリーズ - ミッドレンジオールフラッシュ、オール NVMe

SANtricity OS 11.80GA以降では、E2800、EF280、E5700、EF570、EF600ではすべてのUSB

ポートが無効になっています。 EF300アレイにも対応しています。

E2800 モデル

コンポーネント 仕様

ラックサイズ： • 2U12 （ラックユニット × 2 、ドライブ × 12 ）

• 2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）

• 4U60 （ 4 ラックユニット、 60 ドライブ）

ドライブ： は、次のドライブタイプをサポートしています。

• 3.5 インチ NL-SAS （最大 180 本）

• 2.5 インチ SAS SAS SSD （最大 120 本）

• 2.5 インチ SAS SAS HDD （最大 180 本）
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コンポーネント 仕様

インターフェイス： 次のインターフェイスで使用できます。

• 12Gb SAS となります

• 10Gb または 25Gb iSCSI です

• 16Gb または 32Gb Fibre Channel

EF280 モデル

コンポーネント 仕様

ラックサイズ： 2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ

）

ドライブ： 最大 96 本の SSD 2.5 インチドライブをサポートします

インターフェイス： 次のインターフェイスで使用できます。

• 12Gb SAS となります

• 10Gb または 25Gb iSCSI です

• 16Gb または 32Gb Fibre Channel

EF300 モデル

コンポーネント 仕様

ラックサイズ： 2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ

）
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コンポーネント 仕様

ドライブと HIC ： では、次のドライブがコントローラごとに1つのホストインターフェ
イスカード（HIC）でサポートされます。

• NVMe SSDドライブ：コントローラシェルフに最大24本のNVMe

SSDドライブを搭載できます。

• 拡張シェルフを備えたNL-SASドライブ：DE212Cシェルフ
とDE460Cシェルフを組み合わせても、DE212Cシェルフのみを使
用しないかぎり、合計240台のNL-SASドライブスロットと4台の
拡張シェルフを超えないようにします。その後、DE212Cシェル
フを8台使用できます。たとえば、DE460Cシェルフ4

台、DE212Cシェルフ8台、DE460Cシェルフ2台、DE212シェル
フ2台などです。

• 拡張シェルフを備えたSAS SSDドライブ：DE212C、DE224C、
およびDE460Cのシェルフが混在している場合、DE212Cシェルフ
のみを使用しないかぎりSAS SSDドライブスロット数96と拡張シ
ェルフ4台の合計を超えないようにしてください。DE212Cシェル
フを8台使用することも可能です。たとえば、DE460Cシェルフ1

台とDE224Cシェルフ1台とDE212Cシェルフ1台、DE224Cシェル
フ4台、DE212Cシェルフ8台などです。

SANtricity OS 11.80GA以降では、拡張シェルフ構成で
ベーストレイにドライブを搭載しない構成がサポート
されます。この構成を使用する場合は、システムの電
源をオンにする前に、ドライブが拡張シェルフに搭載
され、ベーストレイに正しく接続されていることを確
認してください。

インターフェイス： 次のインターフェイスで使用できます。

• 25Gb iSCSI です

• 32Gb NVMe/FC チャネル

• 32GB SCSI/ ファイバチャネル

• 100Gb iSER/IB

• 100Gb SRP/IB

• 100Gb NVMe/IB

• 100Gb NVMe/RoCE

E5700 モデル
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コンポーネント 仕様

ラックサイズ： • 2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）

• 4U60 （ 4 ラックユニット、 60 ドライブ）

ドライブ： 次のドライブタイプを最大 480 本サポート：

• 3.5 インチ NL-SAS

• 2.5 インチ SAS SSD

• 2.5 インチ SAS HDD

インターフェイス： 次のインターフェイスで使用できます。

• 12Gb SAS となります

• 10Gb または 25Gb iSCSI です

• 16Gb または 32Gb Fibre Channel

• 32Gb NVMe/FC チャネル

• 100Gb iSER/IB

• 100Gb SRP/IB

• 100Gb NVMe/IB

• 100Gb NVMe/RoCE

EF570 モデル
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コンポーネント 仕様

ラックサイズ： 2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ

）

ドライブ： 最大 120 本の SSD 2.5 インチドライブをサポートします

インターフェイス： 次のインターフェイスで使用できます。

• 12Gb SAS となります

• 10Gb または 25Gb iSCSI です

• 16Gb または 32Gb Fibre Channel

• 32Gb NVMe/FC チャネル

• 100Gb iSER/IB

• 100Gb SRP/IB

• 100Gb NVMe/IB

• 100Gb NVMe/RoCE

EF600 モデル

コンポーネント 仕様

ラックサイズ： 2U24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ

）
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コンポーネント 仕様

ドライブと HIC ： では、次のドライブがコントローラごとに1つのホストインターフェ
イスカード（HIC）でサポートされます。

• NVMe SSDドライブ：コントローラシェルフに最大24本のNVMe

SSDドライブを搭載できます。

• 拡張シェルフを備えたNL-SASドライブ：DE212Cシェルフ
とDE460Cシェルフが混在していても、DE212Cシェルフのみを使
用しないかぎり、合計420台のNL-SASドライブスロットと7台の
拡張シェルフを超えない場合は、DE212Cシェルフを8台使用でき
ます。たとえば、DE460Cシェルフ7台、DE212Cシェルフ8

台、DE460Cシェルフ5台、DE212シェルフ2台などです。

• 拡張シェルフを備えたSAS SSDドライブ：DE212C、DE224C、
およびDE460Cのシェルフが混在している場合、DE212Cシェルフ
のみを使用しないかぎりSAS SSDドライブスロット数96と拡張シ
ェルフ7台を超えないようにする必要があります。DE212Cシェル
フを使用した場合は、DE212Cシェルフを8台使用できます。例
：DE460Cシェルフ1台とDE224Cシェルフ1台とDE212Cシェル
フ1台、DE224Cシェルフ4台、DE212Cシェルフ8台

SANtricity OS 11.80GA以降では、拡張シェルフ構成で
ベーストレイにドライブを搭載しない構成がサポート
されます。この構成を使用する場合は、システムの電
源をオンにする前に、ドライブが拡張シェルフに搭載
され、ベーストレイに正しく接続されていることを確
認してください。

インターフェイス： 次のインターフェイスで使用できます。

• 25Gb iSCSI です

• 32Gb NVMe/FC チャネル

• 32GB SCSI/ ファイバチャネル

• 100Gb iSER/IB

• 100Gb SRP/IB

• 100Gb NVMe/IB

• 100Gb NVMe/RoCE

• 200GB の iSER/IB

• 200Gb NVMe/IB

• 200Gb NVMe/RoCE

E シリーズシェルフのタイプ

E シリーズシステムは、さまざまなシェルフサイズで提供されます。
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シェルフタイプ 図

• DE212C ： *

• 2u12 （ 2 ラックユニット、 12 ドライブ）

• 3.5 インチ HDD または 2.5 インチ SSD （アダプ
タ搭載）

• E2800 コントローラのみ

• DE224C ： *

• 2u24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）

• 2.5 インチ HDD または 2.5 インチ SSD

• E2800 、 EF280 、 E5700 、 EF570 コントロー
ラ

• DE460C ： *

• 4u60 （ 4 ラックユニット、 60 ドライブ）

• 3.5 インチドライブ、 2.5 インチドライブ（ NL-

SAS 、 SAS 、 SSD ）

• E2800 および E5700 コントローラ

• NE224 ： *

• 2u24 （ 2 ラックユニット、 24 ドライブ）

• 2.5 インチ NVMe SSD

• EF300 および EF600 コントローラ

SANtricity ソフトウェアの概要

E シリーズシステムには、ストレージプロビジョニングとその他のタスクを行うための
SANtricity ソフトウェアが搭載されています。

SANtricity ソフトウェアは次の管理インターフェイスで構成されています。

• System Manager — ストレージアレイ内の 1 台のコントローラの管理に使用する Web ベースのインタフ
ェース。

• Unified Manager — ネットワーク内のすべてのストレージアレイの表示と管理に使用する Web ベースのイ
ンターフェイス。

• Web Services Proxy — ネットワーク内のすべてのストレージアレイの表示と管理に使用する REST API
。

• Command Line Interface （ CLI ；コマンドラインインターフェイス） — ストレージアレイの設定および
監視に使用するソフトウェアアプリケーション。
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EF600 および EF300 ストレージアレイでは、ミラーリング、シンボリューム、 SSD キャッシ
ュの機能はサポートされません。

SANtricity システムマネージャ

System Manager は Web ベースの管理ソフトウェアで、各コントローラに組み込まれています。ユーザイン
ターフェイスにアクセスするには、ブラウザでコントローラの IP アドレスを指定します。セットアップウィ
ザードを使用してシステムを設定できます。

System Manager には、次のようなさまざまな管理機能があります。

 * パフォーマンス *

I/O レイテンシ、 IOPS 、 CPU 利用率、スループットなど、最大 30 日分のパフォーマンスデータを表示し
ます。

 * ストレージ *

プールまたはボリュームグループを使用してストレージをプロビジョニングし、アプリケーションワークロ
ードを作成

 * データ保護 *

Snapshot 、ボリュームコピー、リモートミラーリングを使用してバックアップやディザスタリカバリを実行
できます。

 * ハードウェア *

コンポーネントのステータスを確認し、ホットスペアドライブの割り当てなど、コンポーネントに関連する
いくつかの機能を実行します。
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 * アラート *

ストレージアレイで発生する重要なイベントを管理者に通知します。アラートは E メール、 SNMP トラッ
プ、 syslog を通じて送信できます。

 * アクセス管理 *

ユーザ認証を設定し、ユーザがシステムにログインする際に割り当てられたクレデンシャルの入力を求めま
す。

 * システム設定 *

SSD キャッシュや自動ロードバランシングなど、その他のシステムパフォーマンス機能を設定します。

 * サポート *

診断データを表示し、アップグレードを管理します。また、ストレージアレイの健常性を監視してテクニカ
ルサポートに自動ディスパッチを送信する AutoSupport を設定します。

SANtricity Unified Manager の略

Unified Manager は、ドメイン全体の管理に使用する Web ベースのソフトウェアです。E2800 、 EF280 、
EF300 、 E5700 、 EF570 など、すべての新しい E シリーズおよび EF シリーズアレイのステータスをまと
めて表示できます。 および EF600 ：選択したストレージアレイに対してバッチ処理を実行することもできま
す。

Unified Manager は、 Web Services Proxy とともに管理サーバにインストールされます。Unified Manager に
アクセスするには、ブラウザを開き、 Web Services Proxy がインストールされているサーバの URL を入力し
ます。

Unified Manager には、次のようなさまざまな管理機能があります。
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 * ストレージ・アレイの検出 *

組織のネットワークで管理対象のストレージアレイを検索および追加します。1 つのページですべてのスト
レージアレイのステータスを確認できます。

 * 起動 *

System Manager のインスタンスを開き、特定のストレージアレイについての管理操作を個別に実行しま
す。

 * 設定のインポート *

アラート、 AutoSupport 、ディレクトリサービスなどの設定を 1 つのストレージアレイから複数のアレイに
一括でインポートします。

 * ミラーリング *

2 つのストレージアレイ間の非同期ミラーペアまたは同期ミラーペアを設定します。

 * グループの管理 *

ストレージアレイを管理しやすくするためにグループにまとめます。

 * アップグレードセンター *

18



複数のストレージアレイの SANtricity OS ソフトウェアをアップグレードします。

 * 証明書 *

複数のストレージアレイについて、証明書署名要求（ CSR ）の作成、証明書のインポート、既存の証明書
の管理を行います。

 * アクセス管理 *

ユーザ認証を設定し、ユーザが Unified Manager にログインする際に割り当てられたクレデンシャルの入力
を求めます。

SANtricity Web Services Proxy の略

Web Services Proxy は RESTful API サーバで、数百台の新旧の E シリーズアレイを管理できます。Windows

サーバまたは Linux サーバに別途インストールされます。

Web Services には、 REST API と直接やり取りできる API ドキュメントが含まれています。Web Services

API のドキュメントにアクセスするには、ブラウザを開き、 Web Services Proxy がインストールされている
サーバの URL を入力します。

コマンドラインインターフェイス（ CLI ）

コマンドラインインターフェイス（ CLI ）は、ストレージアレイを設定および監視するためのソフトウェア
アプリケーションです。CLI を使用すると、 DOS の C ：プロンプト、 Linux のオペレーティングシステムパ
ス、 Solaris のオペレーティングシステムパスなど、オペレーティングシステムのプロンプトからコマンドを
実行できます。

E シリーズのビデオ

E シリーズシステムに関するデモビデオが用意されています。

E シリーズ：高速、シンプル、信頼性に優れたストレージ

このビデオでは、 NetApp E シリーズシステムを使用する主なメリットについて、汎用
サーバをストレージに使用した場合と比較して紹介します。

"ネットアップのビデオ： Key benefits of using NetApp E-Series systems versus using commodity servers for

storage"

System Manager ：簡単なセットアップと設定

このテクニカルデモでは、 Web ベースの SANtricity System Manager インターフェイス

19

https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0
https://www.youtube.com/embed/FjFkU2z_hIo?rel=0


を使用して、 NetApp E2800 のセットアップと設定を簡単に行う方法を紹介します。

"ネットアップのビデオ： SANtricity System Manager ： Easy Setup and Configuration"

Eシリーズのクイックスタートガイド

E シリーズシステムの運用を開始するには、ハードウェアコンポーネントを設置し、ホ
ストシステムを設定し、ストレージを設定します。

 ハードウェアを設置

E シリーズハードウェアを設置する方法については、使用するストレージアレイとシェルフタイプに対応した
設置とセットアップの手順書を参照してください。

• "24 ドライブシェルフの EF600 または EF300 シリーズ"

• "E2800 / EF280 または E5700 / EF570 シリーズ。 12 または 24 ドライブシェルフ構成です"

• "E2800 シリーズまたは E5700 シリーズ。 60 ドライブシェルフを搭載しています"

 キャビネットをセットアップします

ストレージアレイ用に新しいキャビネットをセットアップする場合は、キャビネットを設置場所に移動し、ハ
ードウェアを設置して電源に接続する必要があります。キャビネットをセットアップするには、次の手順書を
参照してください。

• "3040 40U キャビネットを設置します"

 レールを取り付けます

シェルフはラックマウントハードウェアとともに出荷されます。レールの詳しい取り付け手順については、使
用するレールタイプを選択してください。

• "アジャスタブル支持レールを設置します"

• "4 ポストラックに 2U エンクロージャを設置します"

• "2 ポストラックへの DE224C シェルフの設置"

• "4 ポストラックへの SuperRail の設置（ DE224C / DE460C シェルフ）"

 ケーブルを接続します

設置とセットアップの手順（手順 1 ）には、ケーブルを接続する手順が記載されています。ただし、サポー
トされるケーブルとトランシーバのリスト、ケーブル接続のベストプラクティス、コントローラのホストポー
トに関する詳細情報が必要な場合は、次の手順を参照してください。

• "E シリーズハードウェアをケーブル接続"
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 ホストを設定

ホストでストレージを使用できるようにするには、ホストのオペレーティングシステムタイプに対応するガイ
ドを参照してください。

• "Linux の簡単な設定"

• "VMware の簡単な設定"

• "Windows の簡単な設定"

 ストレージを設定する

ストレージを設定するには、ブラウザにコントローラの IP アドレスを入力して、 Web ベースのインターフェ
イスである System Manager にアクセスします。セットアップウィザードを使用してシステムを設定できま
す。コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用することもできます。

使用するインターフェイスを選択します。

• "SANtricity System Manager 11.8xオンラインヘルプ"

• "SANtricity システムマネージャ 11.7x オンラインヘルプ"

• "SANtricity システムマネージャオンラインヘルプの 11.6x 版"
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ハードウェアを設置

EF300 および EF600

EF300 および EF600 ストレージシステムを設置してセットアップする

EF300 または EF600 ストレージシステムを設置してセットアップする方法について説
明します。

新しいストレージシステムを設置してセットアップする際に、次のいずれかの形式を選択します。

• * PDF *

これはです "PDF ポスター" 詳細な手順と追加コンテンツへのライブリンクが記載されています。

• * オンラインでの手順 *

これらは、このサイトで説明されているオンラインセットアップ手順です。で開始します 設置を準備 を
ダウンロードしてご確認ください。

インストールプロセス

新しいストレージシステムを設置してセットアップする前に、設置プロセスを確認して
ください。
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設置を準備

EF300 シリーズまたは EF600 シリーズストレージシステムの設置準備の方法について
説明します。

作業を開始する前に

SAS 拡張用に EF300 をケーブル接続する場合は、次の情報を確認します。

• "SAS 拡張カードを追加します" SAS 拡張カードの取り付け

• "ケーブル接続の概要" SAS 拡張ケーブル接続の場合：

手順

1. アカウントを作成し、でハードウェアを登録します "ネットアップサポート"。

2. 次のものが同梱されていることを確認してください。

ドライブが取り付けられたシェルフ（ベゼルとエンドキャップは別に梱包）

ラックマウントハードウェア

次の表に、同梱されているケーブルの種類を示します。表に記載されていないケーブルがある場合は、を
参照してください "Hardware Universe" ケーブルの場所を確認し、用途を特定します。
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コネクタのタイプ ケーブルのタイプ 使用

RJ-45 イーサネットケーブル（発
注した場合）

管理接続

I/O ケーブル（発注した場合） データホストのケーブル接続

電源ケーブル（発注した場合） ストレージシステムの電源

3. 次のものを用意します。

No.2 プラスドライバ

懐中電灯
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静電気防止用ストラップ

2U ラックスペース： 48.3cm の標準搭載。48.30cm （ 19 インチ）ラック

• 深さ *: 19.0 インチ（ 48.3 cm ）

• 幅 * ： 17.6 インチ（ 44.7 cm ）

• 高さ *:3.34 インチ（ 8.48 cm ）

• シェルフ * ： 24 ドライブ

• 最大重量 * ： 27.4kg （ 60.5 ポンド）

他社製のキャビネットを使用すると、電源ケーブルを原因で接続してコントローラへのア
クセスを制限できます。

管理ソフトウェアでサポートされているブラウザ：

• Google Chrome（バージョン89以降）

• Microsoft Edge（90以降）

• Mozilla Firefox（バージョン80以降）

• Safari（バージョン14以降）
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ハードウェアを設置

EF300 または EF600 ストレージシステムは、 2 ポストラックまたはネットアップシス
テムキャビネットに設置できます。

作業を開始する前に

次の作業を行ってください。

• ハードウェアをに登録します "ネットアップサポート"。

• 静電気防止処置を施した平らな作業場所を準備します。

• 静電気防止処置を施します。

手順

1. ハードウェアを開梱します。

a. 箱から中身を取り出し、納品書と照合して確認します。

b. 作業を進める前に、すべての手順を確認してください。

2. レールを取り付けます。

転倒を防ぐために、ハードウェアはラックまたはキャビネットの一番下から順に設置して
ください。

ラックマウントハードウェアに手順書が付属している場合は、説明書を参照してレールの取り付け方法
を確認してください。その他のラックマウント手順については、を参照してください "ラックマウントハ
ードウェア"。

3. シェルフを設置します。
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a. 複数のシェルフを設置する場合は、キャビネットの下から順に設置します。シェルフの背面をレール
に合わせます。

シェルフを設置するときは、 2 人で持ち上げてください。

b. シェルフを底から支えながら、キャビネットにスライドさせます。

4. シェルフを固定します。

詳細については、を参照してください "ラックマウントハードウェア"。

28



5. カバーを取り付けます。

a. カバーをシェルフに合わせ、完全に固定されるように取り付けます。

コントローラシェルフの電源をオンにします

電源ケーブルを接続してドライブシェルフの電源をオンにする方法について説明しま
す。

作業を開始する前に

次のことを確認してください。

• ハードウェアを設置

• 静電気防止処置を施します。

手順
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1. 各コントローラに 1 本ずつ電源ケーブルを接続します（下図の EF600 ）。

• 電源ケーブル *

2. 2 本の電源ケーブル（各コントローラに 1 本ずつ）を、キャビネットまたはラック内の別々の配電ユニッ
ト（ PDU ）に接続します。

他社製の PDU によって、シェルフから EF300 または EF600 コントローラキャニスターへ
のアクセスがブロックされることがあります。コントローラキャニスターのすぐ後ろにあ
る電源コンセントは使用しないでください。

3. ストレージシステムのセットアップと設定に進む前に、コントローラがブートするまで 5 分待ちます。

結果

コントローラが自動的にブートします。LED が点滅し、ファンが起動します。

ファンは初回の電源投入時に大きな音を立てます。

ストレージシステムのセットアップと設定を完了

コントローラケーブルをネットワークに接続する方法と、セットアップと設定を実行す
る方法について説明します。

手順 1 ：データホストをケーブル接続します

ネットワークトポロジに応じてストレージシステムをケーブル接続します。
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オプション 1 ：直接接続トポロジ

次の例は、直接接続トポロジを使用したデータホストへのケーブル接続を示しています。

1. 各ホストアダプタをコントローラのホストポートに直接接続します。

オプション 2 ：ファブリックトポロジ

次の例は、ファブリックトポロジを使用したデータホストへのケーブル接続を示しています。

1. 各ホストアダプタをスイッチに直接接続します。

2. 各スイッチをコントローラのホストポートに直接接続します。

手順 2 ：管理接続を接続して設定します

コントローラの管理ポートは、 DHCP サーバまたは静的 IP アドレスを使用して設定できます。

オプション 1 ： DHCP サーバ

DHCP サーバを使用して管理ポートを設定する方法について説明します。
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作業を開始する前に

• IP アドレス、サブネットマスク、およびゲートウェイアドレスを各コントローラの永続的なリースとして
関連付けるように DHCP サーバを設定します。

• ストレージシステムへの接続に使用する IP アドレスを、ネットワーク管理者から入手します。

手順

1. 各コントローラの管理ポートにイーサネットケーブルを接続し、ケーブルのもう一方の端をネットワーク
に接続します。

RJ-45 イーサネットケーブル（発注した場合）

次の図は、コントローラの管理ポートの場所（図は EF600 ）の例を示しています。

2. ブラウザを開き、ネットワーク管理者から入手したコントローラ IP アドレスのいずれかを使用してスト
レージシステムに接続します。

オプション 2 ：静的 IP アドレス

IP アドレスとサブネットマスクを入力して、管理ポートを手動で設定する方法について説明します。

作業を開始する前に

• コントローラの IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレス、および DNS サーバと NTP サ
ーバの情報をネットワーク管理者から取得します。

• 使用しているラップトップが DHCP サーバからネットワーク設定を受信していないことを確認します。

手順

1. コントローラ A の管理ポートとラップトップのイーサネットポートをイーサネットケーブルで接続しま
す。
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コントローラ A は上段のコントローラキャニスターで、コントローラ B は下段のコントロ
ーラキャニスターです。

RJ-45 イーサネットケーブル（発注した場合）

次の図は、コントローラの管理ポートの場所（図は EF600 ）の例を示しています。

2. ブラウザを開き、デフォルトの IP アドレス（ 169.254.128.101 ）を使用してコントローラへの接続を確
立します。コントローラから自己署名証明書が返されます。接続がセキュアでないことを示すメッセージ
がブラウザに表示されます。

3. ブラウザの指示に従って、 SANtricity System Manager を起動します。

接続を確立できない場合は、 DHCP サーバからネットワーク設定を受け取っていないこと
を確認してください。

4. ストレージシステムのパスワードを設定してログインします。

5. ネットワーク管理者から提供されたネットワーク設定を使用して、 * ネットワーク設定 * ウィザードでコ
ントローラ A のネットワーク設定を構成し、 * 完了 * を選択します。

IP アドレスをリセットしたため、 System Manager からコントローラへの接続は失われま
す。

6. ラップトップをストレージシステムから切断し、コントローラ A の管理ポートをネットワークに接続しま
す。

7. ネットワークに接続されているコンピュータでブラウザを開き、コントローラ A の新しく設定された IP

アドレスを入力します。
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コントローラ A との接続が失われた場合は、コントローラ B にイーサネットケーブルを接
続し、コントローラ B （ 169.254.128.102 ）を介してコントローラ A との接続を再確立で
きます。

8. 前の手順で設定したパスワードを使用してログインします。

ネットワーク設定ウィザードが表示されます。

9. ネットワーク管理者から提供されたネットワーク設定を使用して、 * ネットワーク設定の構成 * ウィザー
ドを実行し、コントローラ B のネットワーク設定を構成し、 * 完了 * を選択します。

10. コントローラ B をネットワークに接続します。

11. コントローラ B の設定済み IP アドレスをブラウザに入力して、コントローラ B のネットワーク設定を確
認します。

コントローラ B との接続が失われた場合は、前の手順で確認したコントローラ A への接続
を使用し、コントローラ A を介してコントローラ B との接続を再確立できます

手順 3 ：ストレージシステムを設定する

EF300 または EF600 ハードウェアを設置したら、 SANtricity ソフトウェアを使用してストレージシステムを
設定および管理します。

作業を開始する前に

• 管理ポートを設定します。

• パスワードと IP アドレスを確認して記録します。

手順

1. コントローラを Web ブラウザに接続します。

2. SANtricity システムマネージャを使用して、 EF300 または EF600 シリーズストレージシステムを管理し
ます。System Manager に付属のオンラインヘルプを参照してください。

System Manager にアクセスするには、管理ポートの設定に使用した IP アドレスを使用します。

SAS 拡張用に EF300 をケーブル接続する場合は、を参照してください "EF600 ハードウェアのメンテナンス"
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SAS 拡張カードの取り付けと "E シリーズハードウェアのケーブル接続" SAS 拡張ケーブル接続の場合：

E2800 および E5700

E2800 および E5700 ストレージシステムをインストールしてセットアップする

E2800 または E5700 ストレージシステムの設置とセットアップの方法について説明しま
す。

新しいストレージシステムを設置してセットアップする際に、次のいずれかの形式を選択します。

• * PDF *

ステップバイステップの手順と追加コンテンツへのライブリンクが記載された PDF 形式のガイドです。
以下のポスターのいずれかを選んで、作業を開始してください。

◦ "E2860 、 E5760 、および DE460C PDF ポスター"

◦ "E5724 、 EF570 、 EF280 、 E2812 、 E2824 、 DE212C 、 DE224C の PDF ポスター"

• * オンラインでの手順 *

これらは、このサイトで説明されているセットアップ手順です。次のいずれかのトピックから開始して、
開始してください。

◦ E2860 、 E5760 、および DE460C をインストールする準備をします

◦ E5724 、 EF570 、 EF280 、 E2812 、 E2824 、または DE212C 、 DE224C のいずれかに該当しま
す

概要

新しいストレージシステムを設置してセットアップする前に、設置プロセスを確認して
ください。

35

https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842061
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2842063


36



60 ドライブを設置してセットアップ

設置を準備

E2860 、 E5760 、または DE460 シリーズのストレージシステムをインストールするた
めの準備方法について説明します。

手順

1. アカウントを作成し、でハードウェアを登録します "ネットアップサポート"。

2. 次のものが同梱されていることを確認してください。

シェルフ、ベゼル、およびラックマウントハードウェア

シェルフハンドル × 4

次の表に、同梱されているケーブルの種類を示します。表に記載されていないケーブルがある場合は、を
参照してください "Hardware Universe" ケーブルの場所を確認し、用途を特定します。
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コネクタのタイプ ケーブルのタイプ 使用

イーサネットケーブル

（発注した場合）

管理接続

I/O ケーブル

（発注した場合）

データホストのケーブル接続

電源ケーブル

X2 （シェルフあたり）

（発注した場合）

ストレージシステムの電源

SAS ケーブル（ドライブシェル
フにのみ付属）

シェルフのケーブル接続

3. 次のものを用意します。

No.2 プラスドライバ

懐中電灯
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静電気防止用ストラップ

4U のラックスペース：標準の 48.3cm48.30cm （ 48.30cm ）ラック

• 深さ *:38.25 インチ（ 97.16 cm ）

• 幅 * ： 17.66 インチ（ 44.86 cm ）

• 高さ *:6.87 インチ（ 17.46 cm ）

• 最大重量 * ： 113 kg （ 250 ポンド）
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管理ソフトウェアでサポートされているブラウザ：

• Google Chrome（バージョン89以降）

• Microsoft Edge（バージョン90以降）

• Mozilla Firefox（バージョン80以降）

• Safari（バージョン14以降）

ハードウェアを設置

E2860 、 E5760 、または DE460 の各ストレージシステムを 2 ポストラックまたはネッ
トアップシステムキャビネットにインストールする方法について説明します。

作業を開始する前に

• ハードウェアをに登録します "ネットアップサポート"。

• 静電気防止処置を施した平らな作業場所を準備します。

• ESD リストバンドを装着し、静電気防止処置を施します。

以下の手順に進む前に、すべての手順を確認してください。

手順

1. ハードウェアの中身を開封し、納品書と照合して確認します。

2. レールを取り付けます。

ラックマウントハードウェアに手順書が付属している場合は、説明書を参照してレールの取り付け方法を
確認してください。その他のラックマウント手順については、を参照してください "ラックマウントハー
ドウェア"。

角穴キャビネットの場合は、最初に付属のケージナットを取り付けて、シェルフの前面と
背面をネジで固定する必要があります。
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3. シェルフを設置します。

空のシェルフの重量は、約 60kg （ 132 ポンド）です。空のシェルフを安全に移動するに
は、電動リフトまたはリフトハンドルを使用した 4 人で運搬する必要があります。

a. シェルフを手で持ち上げる場合は、 4 つのリフトハンドルを取り付けます。各ハンドルをカチッと所
定の位置に収まるまで押し上げます。

b. シェルフを底から支えながら、キャビネットにスライドさせます。リフトハンドルを使用する場合
は、シェルフがキャビネットにスライドする間、一度に 1 セットずつ取り外します。ハンドルを取り
外すには、リリースラッチを後方に引き、押し下げてシェルフから引き出します。
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4. シェルフを固定します。

a. シェルフの両側の上部から 1 番目と 3 番目の穴にネジを差し込み、キャビネットの前面に固定しま
す。

b. シェルフの背面上部の両側に 2 つの後部ブラケットを配置します。各ブラケットの 1 番目と 3 番目の
穴にネジを差し込み、キャビネットの背面を固定します。
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5. ドライブを取り付けます。

a. ESD リストバンドのストラップの端を手首に巻き付け、静電気の放電を防ぐためにクリップの端をメ
タルアースに固定します。

b. 上部ドロワーの前面左スロットから始めて、各ドライブをドライブスロットにそっと挿入し、持ち上
げたドライブのハンドルをカチッと所定の位置に収まるまで下げて取り付けます。

▪ 設置するドライブの数が 60 本より少ない場合、ソリッドステートドライブ（ SSD ）を使用して
いる場合、またはドライブの容量が異なる場合は、次の手順を実行します。

▪ シェルフあたり最低 20 本のドライブを保持します。冷却のための十分な通気を確保するため
に、最初に各ドロワーの 4 つの前面スロットにドライブを取り付けます。

▪ 残りのドライブをドロワーに均等に配置します。可能であれば、ドロワー損失の保護されたボ
リュームグループまたはディスクプールを作成できるように、各ドロワーに同じ数のドライブ
を取り付けてください。

▪ SSD はドロワーに均等に配置します。

c. ドロワーの中央を押し、両方のラッチを慎重に閉じて、ドロワーを元の位置に戻します。

▪ ドロワーを所定の位置に無理に押し込まないでください。

▪ コネクタツールを使用して、スネークケーブルのコネクタを外し、再接続します。カチッという
音がして、再接続が正しく行われたことを確認します。

▪ 切断と再接続が必要になるのは、初期セットアップ時、またはトレイが別の場所に配送された場
合のみです。

d. 前面ベゼルを取り付けます。
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機器の破損のリスク — しっかりとはまったら、ドロワーを押すのを止めます。ドロワーの前
面にあるリリースレバーを使ってドロワーを引き出します。次に、ドロワーを慎重にスロット
に挿入し直します。

シェルフをケーブル接続

電源ケーブルを接続してドライブシェルフの電源をオンにする方法について説明しま
す。

作業を開始する前に

• ハードウェアを設置

• 静電気防止処置を施します。

この 手順 環境 IOM12 および IOM12B ドライブシェルフを使用します。

IOM12BモジュールはSANtricity OS 11.70.2以降でのみサポートされます。IOM12Bをインスト
ールまたはアップグレードする前に、コントローラのファームウェアが更新されていることを
確認してください。

この手順 は、シェルフの IOM のホットスワップや交換に使用されます。つまり、 IOM12 モジ
ュールを別の IOM12 モジュールに交換するか、 IOM12B モジュールを別の IOM12B モジュー
ルに交換しなければなりません。（シェルフに IOM12 モジュールを 2 台搭載することも、
IOM12B モジュールを 2 つ使用することもできます）

手順

1. シェルフをケーブル接続

構成に応じてシステムをケーブル接続します。この項で示す例よりも多くのケーブル接続オプションが必
要な場合は、を参照してください "ケーブル配線"。

このセクションの例では、次のケーブルが必要です。
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• SAS ケーブル *

例A：標準的なSAS構成のDE460Cディスクシェルフを2台搭載したE2860コントローラシェルフ

a. コントローラ A を最初のドライブシェルフの IOM A にケーブル接続します。

b. 最初のドライブシェルフの IOM A を 2 番目のドライブシェルフの IOM A にケーブル接続します。

c. 最初のドライブシェルフの IOM B を 2 番目のドライブシェルフの IOM B にケーブル接続します。

d. コントローラ B を 2 台目のドライブシェルフの IOM B にケーブル接続します。

例B：標準的なSAS構成のDE460Cディスクシェルフ1台を搭載したE2860コントローラシェルフ

e. コントローラ A を IOM A にケーブル接続します

f. コントローラ B を IOM B にケーブル接続します

2. ドライブシェルフの電源を投入します。
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次のケーブルが必要です。

• 電源ケーブル *

ドライブシェルフの電源スイッチがオフになっていることを確認する。

a. 各シェルフの 2 本の電源ケーブルを、キャビネットまたはラック内の別々の配電ユニット（ PDU ）
に接続します。

b. ドライブシェルフがある場合は、最初に 2 つの電源スイッチをオンにします。2 分待ってからコント
ローラシェルフの電源をオンにします。

c. コントローラシェルフの 2 つの電源スイッチをオンにします。

d. 各コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

ブート時に、デジタル表示ディスプレイの OS 、 SD 、消灯の順に切り替わり、コントローラで一日
の最初の処理が実行されていることが示されます。コントローラがブートすると、シェルフ ID が表示
されます。

• 例：電源接続はシェルフ背面にあります。

*

ストレージシステムのセットアップと設定を完了

コントローラをネットワークに接続する方法と、ストレージシステムのセットアップと
設定を実行する方法について説明します。
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手順 1 ：データホストをケーブル接続します

ネットワークトポロジに応じてシステムをケーブル接続します。

AIX ® を使用している場合は、アレイに接続する前に、ホストに E シリーズマルチパスドライ
バをインストールする必要があります。

オプション 1 ：直接接続トポロジ

次の例は、直接接続トポロジを使用したデータホストへのケーブル接続を示しています。

1. 各ホストアダプタをコントローラのホストポートに直接接続します。

オプション 2 ：ファブリックトポロジ

次の例は、ファブリックトポロジを使用したデータホストへのケーブル接続を示しています。
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1. 各ホストアダプタをスイッチに直接接続します。

2. 各スイッチをコントローラのホストポートに直接接続します。

手順 2 ：管理接続を接続して設定します

コントローラの管理ポートは、 DHCP サーバまたは静的 IP アドレスを使用して設定できます。

オプション 1 ： DHCP サーバ

DHCP サーバを使用して管理ポートを設定する方法について説明します。

作業を開始する前に

• IP アドレス、サブネットマスク、およびゲートウェイアドレスを各コントローラの永続的なリースとして
関連付けるように DHCP サーバを設定します。

• ネットワーク管理者から、ストレージシステムに接続するために割り当てられた IP アドレスを取得しま
す。

手順

1. 各コントローラの管理ポートにイーサネットケーブルを接続し、ケーブルのもう一方の端をネットワーク
に接続します。
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イーサネットケーブル（発注した場合）

次の図は、コントローラの管理ポートの場所の例を示しています。

E2800 コントローラ P1 の管理ポート
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E5700 コントローラ P1 の管理ポート

2. ブラウザを開き、ネットワーク管理者から入手したコントローラ IP アドレスのいずれかを使用してスト
レージシステムに接続します。

オプション 2 ：静的 IP アドレス

IP アドレスとサブネットマスクを入力して、管理ポートを手動で設定する方法について説明します。

作業を開始する前に

• コントローラの IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレス、および DNS サーバと NTP サ
ーバの情報をネットワーク管理者から取得します。

• 使用しているラップトップが DHCP サーバからネットワーク設定を受信していないことを確認します。

手順

1. コントローラ A の管理ポートとラップトップのイーサネットポートをイーサネットケーブルで接続しま
す。

イーサネットケーブル（発注した場合）

次の図は、コントローラの管理ポートの場所の例を示しています。
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E2800 コントローラ P1 の管理ポート

E5700 コントローラ P1 の管理ポート

2. ブラウザを開き、デフォルトの IP アドレス（ 169.254.128.101 ）を使用してコントローラへの接続を確
立します。コントローラから自己署名証明書が返されます。接続がセキュアでないことを示すメッセージ
がブラウザに表示されます。
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3. ブラウザの指示に従って、 SANtricity System Manager を起動します。

接続を確立できない場合は、 DHCP サーバからネットワーク設定を受け取っていないこと
を確認してください。

4. ストレージシステムのパスワードを設定してログインします。

5. ネットワーク管理者から提供されたネットワーク設定を使用して、 * ネットワーク設定 * ウィザードでコ
ントローラ A のネットワーク設定を構成し、 * 完了 * を選択します。

IP アドレスをリセットしたため、 System Manager からコントローラへの接続は失われま
す。

6. ラップトップをストレージシステムから切断し、コントローラ A の管理ポートをネットワークに接続しま
す。

7. ネットワークに接続されているコンピュータでブラウザを開き、コントローラ A の新しく設定された IP

アドレスを入力します。

コントローラ A との接続が失われた場合は、コントローラ B にイーサネットケーブルを接
続し、コントローラ B （ 169.254.128.102 ）を介してコントローラ A との接続を再確立で
きます。

8. 前の手順で設定したパスワードを使用してログインします。

ネットワーク設定ウィザードが表示されます。

9. ネットワーク管理者から提供されたネットワーク設定を使用して、 * ネットワーク設定の構成 * ウィザー
ドを実行し、コントローラ B のネットワーク設定を構成し、 * 完了 * を選択します。

10. コントローラ B をネットワークに接続します。

11. コントローラ B の新しく設定された IP アドレスをブラウザに入力して、コントローラ B のネットワーク
設定を確認します。

コントローラ B との接続が失われた場合は、前の手順で確認したコントローラ A への接続
を使用し、コントローラ A を介してコントローラ B との接続を再確立できます

手順 3 ：ストレージシステムを設定および管理する

ハードウェアの設置が完了したら、 SANtricity ソフトウェアを使用して、ストレージシステムを設定および管
理します。

作業を開始する前に

• 管理ポートを設定します。

• パスワードと IP アドレスを確認して記録します。

手順

1. SANtricity ソフトウェアを使用して、ストレージアレイを設定および管理します。

2. 最もシンプルなネットワーク構成では、コントローラを Web ブラウザに接続し、 SANtricity System

Manager を使用して E2800 シリーズまたは E5700 シリーズの単一のストレージアレイを管理します。
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System Manager にアクセスするには、管理ポートの設定に使用した IP アドレスを使用します。

12 本と 24 本のドライブを設置してセットアップします

設置を準備

E5724 、 EF570 、 EF280 、 E2812 、 E2824 、または DE212C / DE224C シリーズス
トレージシステム。

手順

1. アカウントを作成し、でハードウェアを登録します "ネットアップサポート"。

2. 次のものが同梱されていることを確認してください。

ドライブが取り付けられたシェルフ（ベゼルは別に梱包）
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ラックマウントハードウェア

次の表に、同梱されているケーブルの種類を示します。表に記載されていないケーブルがある場合は、を
参照してください "Hardware Universe" ケーブルの場所を確認し、用途を特定します。

コネクタのタイプ ケーブルのタイプ 使用

イーサネットケーブル

（発注した場合）

管理接続

I/O ケーブル

（発注した場合）

データホストのケーブル接続

電源ケーブル

（発注した場合）

ストレージシステムの電源

SAS ケーブルはドライブシェル
フにのみ付属しています

SAS ケーブル

3. 次のものを用意します。
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No.2 プラスドライバ

懐中電灯

静電気防止用ストラップ

2U ラックスペース： 48.3cm の標準搭載。48.30cm （ 19 インチ）ラック

• 深さ *: 19.0 インチ（ 48.3 cm ）

• 幅 * ： 17.6 インチ（ 44.7 cm ）

• 高さ *:3.34 インチ（ 8.48 cm ）

• シェルフ * ： 24 ドライブ

• 最大重量 * ： 27.4kg （ 60.5 ポンド）
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管理ソフトウェアでサポートされているブラウザ：

• Google Chrome（バージョン89以降）

• Microsoft Edge（バージョン90以降）

• Mozilla Firefox（バージョン80以降）

• Safari（バージョン14以降）

ハードウェアを設置

E5724 、 EF570 、 EF280 、 E2812 、 E2824 、または DE212C または DE224C のス
トレージシステムを 2 ポストラックまたはネットアップシステムキャビネットに搭載

作業を開始する前に

次の作業を行ってください。

• ハードウェアをに登録します "ネットアップサポート"。

• 静電気防止処置を施した平らな作業場所を準備します。

• ESD リストバンドを装着し、静電気防止処置を施します。

以下の手順に進む前に、すべての手順を確認してください。

手順

1. ハードウェアの中身を開封し、納品書と照合して確認します。

2. レールを取り付けます。

ラックマウントハードウェアに手順書が付属している場合は、記載されているレールの取り付け方法を参
照してください。その他のラックマウント手順については、を参照してください "ラックマウントハード
ウェア"。

転倒を防ぐために、ラックまたはキャビネットの下から順にハードウェアを設置してくだ
さい。
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3. シェルフを設置します。

ドライブがすべて取り付けられた状態の各シェルフの重量は、 29kg （ 64 ポンド）です。
シェルフを安全に移動するには、 2 名で運搬するかリフト機を使用してください。

a. キャビネットの底部に取り付けるシェルフから始めて、シェルフの背面（コネクタ側）をレールに取
り付けます。

b. シェルフを底から支えながら、キャビネットにスライドさせま

57



す。

4. シェルフを固定します。

の指示に従って、シェルフをラックに固定します "ラックマウントハードウェア"。

a. シェルフの両側の上部から 1 番目と 3 番目の穴にネジを差し込み、キャビネットの前面に固定しま
す。

b. シェルフの背面上部の両側に 2 つの後部ブラケットを配置します。各ブラケットの 1 番目と 3 番目の
穴にネジを差し込み、キャビネットの背面を固定します。
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5. ベゼルまたはエンドキャップを取り付けます。

a. 各端の穴がコントローラシェルフの固定具と揃うように、前面ベゼルをコントローラシェルフの前面
に配置します。

b. ベゼルを所定の位置にはめ込みます。

c. オプションのドライブシェルフがある場合は、エンドキャップの穴がシェルフの左側にあるファスナ
ーに揃うように、左側のエンドキャップをドライブシェルフの前面に配置します。

d. エンドキャップを所定の位置にはめ込みます。

e. 右側のエンドキャップについて、上記の手順を繰り返します。

ケーブルを接続します

電源ケーブルを接続してドライブシェルフの電源をオンにする方法について説明しま
す。

作業を開始する前に

• ハードウェアを設置

• 静電気防止処置を施します。
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この 手順 環境 IOM12 および IOM12B ドライブシェルフを使用します。

IOM12BモジュールはSANtricity OS 11.70.2以降でのみサポートされます。IOM12Bをインスト
ールまたはアップグレードする前に、コントローラのファームウェアが更新されていることを
確認してください。

この手順 は、シェルフの IOM のホットスワップや交換に使用されます。つまり、 IOM12 モジ
ュールを別の IOM12 モジュールに交換するか、 IOM12B モジュールを別の IOM12B モジュー
ルに交換しなければなりません。（シェルフに IOM12 モジュールを 2 台搭載することも、
IOM12B モジュールを 2 つ使用することもできます）

手順

1. シェルフをケーブル接続

構成に応じてシステムをケーブル接続します。この例よりも多くのケーブル接続オプションが必要な場合
は、を参照してください "ケーブル配線"。

この例では、次のケーブルが必要です。

• SAS ケーブル *

例A：標準的なSAS構成のDE212C / DE224ディスクシェルフが3台搭載されたE5700コントローラシェルフ

a. コントローラ A を最初のドライブシェルフの IOM A にケーブル接続します。

b. 最初のドライブシェルフの IOM A を 2 番目のドライブシェルフの IOM A にケーブル接続します。

c. 2 番目のドライブシェルフの IOM A を 3 番目のドライブシェルフの IOM A にケーブル接続します。

d. コントローラ B を 3 台目のドライブシェルフの IOM B にケーブル接続します。

e. 2 番目のドライブシェルフの IOM B を 3 番目のドライブシェルフの IOM B にケーブル接続します。
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f. 最初のドライブシェルフの IOM B を 2 番目のドライブシェルフの IOM B にケーブル接続します。

例B：標準のSAS構成のDE212C / DE224ディスクシェルフが1台搭載されたE5700コントローラシェルフ

g. コントローラ A を IOM A にケーブル接続します

h. コントローラ B を IOM B にケーブル接続します

2. ドライブシェルフの電源を投入します。

次のケーブルが必要です。

• 電源ケーブル *

ドライブシェルフの電源スイッチがオフになっていることを確認する。

a. 各シェルフの 2 本の電源ケーブルを、キャビネットまたはラック内の別々の配電ユニット（ PDU ）
に接続します。

b. ドライブシェルフがある場合は、最初に 2 つの電源スイッチをオンにします。2 分待ってからコント
ローラシェルフの電源をオンにします。

c. コントローラシェルフの 2 つの電源スイッチをオンにします。

d. 各コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

ブート時に、デジタル表示ディスプレイの OS 、 SD 、消灯の順に切り替わり、コントローラで一日
の最初の処理が実行されていることが示されます。コントローラがブートすると、シェルフ ID が表示
されます。
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• 例：電源接続はシェルフ背面にあります。

*

ストレージシステムのセットアップと設定を完了

コントローラをネットワークに接続する方法と、ストレージシステムのセットアップと
設定を実行する方法について説明します。

手順 1 ：データホストをケーブル接続します

ネットワークトポロジに応じてシステムをケーブル接続します。

AIX ® を使用している場合は、アレイに接続する前に、ホストに E シリーズマルチパスドライ
バをインストールする必要があります。

オプション 1 ：直接接続トポロジ

次の例は、直接接続トポロジを使用したデータホストへのケーブル接続を示しています。
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1. 各ホストアダプタをコントローラのホストポートに直接接続します。

オプション 2 ：ファブリックトポロジ

次の例は、ファブリックトポロジを使用したデータホストへのケーブル接続を示しています。

1. 各ホストアダプタをスイッチに直接接続します。

2. 各スイッチをコントローラのホストポートに直接接続します。
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手順 2 ：管理接続を接続して設定します

コントローラの管理ポートは、 DHCP サーバまたは静的 IP アドレスのいずれかを使用して設定できます。

オプション 1 ： DHCP サーバ

DHCP サーバを使用して管理ポートを設定する方法について説明します。

作業を開始する前に

• IP アドレス、サブネットマスク、およびゲートウェイアドレスを各コントローラの永続的なリースとして
関連付けるように DHCP サーバを設定します。

• ストレージシステムへの接続に使用する IP アドレスを、ネットワーク管理者から入手します。

手順

1. 各コントローラの管理ポートにイーサネットケーブルを接続し、ケーブルのもう一方の端をネットワーク
に接続します。

イーサネットケーブル（発注した場合）

次の図は、コントローラの管理ポートの場所の例を示しています。

E2800 コントローラ P1 の管理ポート
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E5700 コントローラ P1 の管理ポート

2. ブラウザを開き、ネットワーク管理者から入手したコントローラ IP アドレスのいずれかを使用してスト
レージシステムに接続します。

オプション 2 ：静的 IP アドレス

IP アドレスとサブネットマスクを入力して、管理ポートを手動で設定する方法について
説明します。

作業を開始する前に

• コントローラの IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレス、および DNS サーバと NTP サ
ーバの情報をネットワーク管理者から取得します。

• 使用しているラップトップが DHCP サーバからネットワーク設定を受信していないことを確認します。

手順

1. コントローラ A の管理ポートとラップトップのイーサネットポートをイーサネットケーブルで接続しま
す。

イーサネットケーブル（発注した場合）

次の図は、コントローラの管理ポートの場所の例を示しています。
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E2800 コントローラ P1 の管理ポート

E5700 コントローラ P1 の管理ポート

2. ブラウザを開き、デフォルトの IP アドレス（ 169.254.128.101 ）を使用してコントローラへの接続を確
立します。コントローラから自己署名証明書が返されます。接続がセキュアでないことを示すメッセージ
がブラウザに表示されます。
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3. ブラウザの指示に従って、 SANtricity System Manager を起動します。

接続を確立できない場合は、 DHCP サーバからネットワーク設定を受け取っていないこと
を確認してください。

4. ストレージシステムのパスワードを設定してログインします。

5. ネットワーク管理者から提供されたネットワーク設定を使用して、 * ネットワーク設定 * ウィザードでコ
ントローラ A のネットワーク設定を構成し、 * 完了 * を選択します。

IP アドレスをリセットしたため、 System Manager からコントローラへの接続は失われま
す。

6. ラップトップをストレージシステムから切断し、コントローラ A の管理ポートをネットワークに接続しま
す。

7. ネットワークに接続されているコンピュータでブラウザを開き、コントローラ A の新しく設定された IP

アドレスを入力します。

コントローラ A との接続が失われた場合は、コントローラ B にイーサネットケーブルを接
続し、コントローラ B （ 169.254.128.102 ）を介してコントローラ A との接続を再確立で
きます。

8. 前の手順で設定したパスワードを使用してログインします。

ネットワーク設定ウィザードが表示されます。

9. ネットワーク管理者から提供されたネットワーク設定を使用して、 * ネットワーク設定の構成 * ウィザー
ドを実行し、コントローラ B のネットワーク設定を構成し、 * 完了 * を選択します。

10. コントローラ B をネットワークに接続します。

11. コントローラ B の新しく設定された IP アドレスをブラウザに入力して、コントローラ B のネットワーク
設定を確認します。

コントローラ B との接続が失われた場合は、前の手順で確認したコントローラ A への接続
を使用し、コントローラ A を介してコントローラ B との接続を再確立できます

手順 3 ：ストレージシステムを設定する

ハードウェアの設置が完了したら、 SANtricity ソフトウェアを使用して、ストレージシステムを設定および管
理します。

作業を開始する前に

• 管理ポートを設定します。

• パスワードと IP アドレスを確認して記録します。

手順

1. SANtricity ソフトウェアを使用して、ストレージアレイを設定および管理します。

2. 最もシンプルなネットワーク構成では、コントローラを Web ブラウザに接続し、 SANtricity System

Manager を使用して E2800 シリーズまたは E5700 シリーズの単一のストレージアレイを管理します。
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System Manager にアクセスするには、管理ポートの設定に使用した IP アドレスを使用します。

3040 40U キャビネット

3040 40U キャビネットにトレイを取り付けます

E シリーズ 3040 40U キャビネットには、次のコントローラドライブトレイと拡張ドラ
イブトレイを取り付けることができます。

• E2612 、 E2624 、および E2660 コントローラのドライブトレイ

• E2712 、 E2724 、 E2760 コントローラドライブトレイ

• E5412 、 E5424 、および E5460 コントローラのドライブトレイ

• E5512 、 E5524 、 E5560 コントローラドライブトレイ

• E5612 、 E5624 、 E5660 コントローラドライブトレイ

• EF540 / EF550 / EF560 フラッシュアレイ

• DE1600 、 DE5600 、および DE6600 ドライブトレイ

次の SAS-3 コントローラシェルフとドライブシェルフをキャビネットに取り付けることもできます。

• E2812 / E2824 / E5724 コントローラシェルフ

• DE212C / DE224C ドライブシェルフ

ただし、これらのシェルフの仕様は記載されていません。を参照してください "NetApp Hardware Universe の
略"。

キャビネットの仕様

モデル 3040 40U キャビネットは、以下の標準機能を備えています。

• 背面ドア。ラッチ機構付きでロック可能です

• 標準の Electronic Industry Association （ EIA ）規格の支持レール - 標準的な 48.3cm （ 19 インチ）幅の
キャビネットにデバイスを設置するための取り付け穴付き
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• キャビネットを移動するためにキャビネットの下に配置された 4 つのローラキャスターと 4 つの水平調節
脚で、キャビネットを最終的な設置場所に水平に調整できます

• 安定脚 - 最終設置場所に設置したキャビネットを固定します

• インターフェイスケーブルの開口部にアクセスします

• 電源接続と電力処理能力を統合した 2 つの AC 配電ユニット（ PDU ）

次の図は、キャビネットの前面図（左）と背面図（右）を示しています。

1.

換気口カバー

2.

インターフェイスケーブルアクセス用開口部

3.

リアプレート

4.

EIA 支持レール

69



5.

支持レール

6.

キャビネットマウントレール

7.

安定脚

8.

水平調節脚

9.

配電ユニット（ 2 つのうちの 1 つ）

10.

AC 電源入力ボックス

11.

キャビネットの前面

12.

キャビネットの背面

* 負傷のリスク * - キャビネットの下半分を空けた状態で、キャビネットの上半分にコンポーネ
ントを取り付けないでください。キャビネットの下半分に対して上半分が重すぎると、キャビ
ネットが倒れて原因負傷するおそれがあります。コンポーネントは、必ずキャビネット内の最
も低い位置から順に設置してください。

* 負傷のリスク * — コンポーネントを取り付けたキャビネットは、フォークリフトまたは十分
な人員で移動しないでください。キャビネットの転倒を防ぐために、必ずキャビネットを前面
から押してください。フル装備のキャビネットの重量は 909kg （ 2 、 000 ポンド）を超えるこ
とがあります。キャビネットを動かすのは平らな場所でも大変な作業です。キャビネットを傾
斜面で移動する必要がある場合は、キャビネットの上半分からコンポーネントを取り外し、十
分な人員を確保してください。
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E2860 コントローラシェルフ、 E5760 コントローラシェルフ、 DE460C ドライブシェルフ
は、 3040 40U キャビネットに設置できません。

3040 キャビネットに DE6600 トレイをフル装備した場合の重量は、 1250.1kg （ 2 、 756 ポ
ンド）を超えます。

電力要件と冷却

ここでは、キャビネットの電力と冷却の仕様について説明します。

電力定格

3040 40U キャビネットの定格は 200VAC~240VAC 、 50Hz~60Hz で、この ± 10% で動作します。

配電ユニット（ PDU ）

キャビネットには同一の配電ユニット（ PDU ）が 2 つ搭載されており、各 PDU が最大 72A の電力を供給し
ます。PDU はキャビネットの背面に垂直に取り付けられており、それぞれの 12A の電源バンクが 6 個装備さ
れています。各電源バンクには、 IEC 60320-C19 電源コンセントが 4 個と、 15A の回路ブレーカーが内蔵さ
れています。各 PDU は合計 24 個のコンセントと 6 個の回路ブレーカーを備えています。

各 PDU に 3 つの電源入力ボックスがあり、キャビネットの下部に配置されています。各電源入力ボックス
は、次のように 8 つの電源コンセントに電力を供給します。

• 電源入力ボックス 1 は、電源コード C1 から下部の 8 個のコンセントに電力を供給します

• 電源入力ボックス 2 は、電源コード C2 から中央の 8 個のコンセントに電力を供給します

• 電源入力ボックス 3 は、電源コード C3 から上部の 8 個のコンセントに電力を供給します

電源入力ボックスには C1 、 C2 、 C3 のラベルが付いており、ここから電源コードがモジュールに接続され
ます。

キャビネットの電力計算と熱量計算

コンポーネント kVA ワット BTU/ 時

キャビネットの PDU （
72A PDU ）

14.4 14400 49176

キャビネットの PDU /

12A バンク（ 72A PDU
）

2.40 * 2400 * 8196 *

E2612 コントローラのド
ライブトレイ

0.437 433 1476

E2624 コントローラのド
ライブトレイ

0.487 482 1644 年
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コンポーネント kVA ワット BTU/ 時

E2660 コントローラのド
ライブトレイ

1.128 1117 3810

E2712 コントローラドラ
イブトレイ

0.516 511 1744

E2724 コントローラドラ
イブトレイ

0.561 555 1894 年

E2760 コントローラドラ
イブトレイ

1.205 1193. 4072

E5412 コントローラのド
ライブトレイ

0.558 552 1883 年

E5424 コントローラドラ
イブトレイと EF540 フラ
ッシュアレイ

0.607 601 2051 年になります

E5460 コントローラのド
ライブトレイ

1.254 1242 4237

E5512 コントローラドラ
イブトレイ

0.587 581 1982 年

E5524 コントローラドラ
イブトレイと EF550 フラ
ッシュアレイ

0.637 630 2150

E5560 コントローラドラ
イブトレイ

1.285 1272 4342

E5612 コントローラドラ
イブトレイ

0.625 619 2111

E5624 コントローラドラ
イブトレイと EF560 フラ
ッシュアレイ

0.675 668 2279

E5660 コントローラドラ
イブトレイ

1.325 1312 4477

DE1600 ドライブトレイ 0.325 322 1099
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コンポーネント kVA ワット BTU/ 時

DE5600 のドライブトレ
イ

0.375 371 1267

DE6600 のドライブトレ
イ

0.1.011 1001 3415

トレイの最大数

3040 40U キャビネットに取り付けることのできるトレイの最大数は、ラックユニット（ U ）で表した各トレ
イの高さによって異なります。

ラックユニット（ U ）で表したトレイの高さ

1 ラックユニットは 4.45cm （ 1.75 インチ）です。たとえば、 4U トレイは最大 10 個、 2U トレイは最大 20

個、 2U トレイと 4U トレイは組み合わせて最大 40U 取り付けることができます。

トレイ ラックユニット（ U ）

E2x12 または E2x24 コントローラドライブトレイ 2U

E2x60 コントローラドライブトレイ 4U

E5x12 または E5x24 コントローラドライブトレイ 2U

E5x60 コントローラドライブトレイ 4U

EF5x0 フラッシュアレイ 2U

DE1600 ドライブトレイ 2U

DE5600 のドライブトレイ 2U

DE6600 のドライブトレイ 4U

必要な工具と機器を用意する

3040 40U キャビネットを設置する前に、必要な工具と機器が揃っていることを確認しま
す。

ステップ

1. 次の表に示すすべての項目を収集します。
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項目 キャビネットに付属しています

*3/4 インチレンチ * （輸送木箱に
同梱） — キャビネット下の水平
調節脚を上下するために使用しま
す

• 1 / 4 インチアレンレンチ * — 

キャビネット前部の安定脚を
上下するために使用します

• NEMA L6-30 * *AC 電源コード *-- キャビネット
を外部電源 ( 壁面プラグ ) に接続
するために使用します

• NEMA L6-30 コネクタは、米
国とカナダで使用されます。

• IEC-60309 コネクタは、米国
とカナダ以外の国で使用され
ます。

各 PDU を独立した
電源に接続する必
要があります。

• IEC-60309** • SAS ケーブル ** （オプショ
ン）–各ドライブトレイに 2

本のケーブルが付属していま
すが、ホスト側のケーブルは
別途購入する必要がありま
す。

• 通信ケーブル ** （オプション
） - トレイをホストに取り付
けるために使用します。

その他の必要な項目については、
該当するコントローラドライブト
レイの設置ガイドを参照してくだ
さい。
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項目 キャビネットに付属しています

• マウント可能なケーブルスプ
ール ** –ケーブルをまとめた
り配線したりするために、両
側に縦に並んだ電源コンセン
トに沿って取り付けます。各
コントローラドライブトレイ
には 2 個のケーブルスプール
が付属していますケーブルス
プールは、スタンドアロンの
ドライブトレイにも付属して
います。

• せん断 ** - 輸送木枠の金属バ
ンドを切断します。

• フォークリフト ** （オプショ
ン） - 輸送パレットからキャ
ビネットを取り出すために使
用します。

• 前面パネルキット ** （オプシ
ョン） - キャビネット前面の
空のベイをカバーします。

• 静電気防止用バッグ ** （オプ
ション） - キャビネットの設
置手順で取り外したコンポー
ネントを保護するために使用
します。

キャビネットを移動する準備をします

キャビネットを納入場所から移動するための準備として、キャビネットの総重量を概算
し、キャビネットを室内温度に適応させ、梱包材を取り除き、梱包内容を確認します。

手順 1 ：キャビネットの重量を見積もります

キャビネットは総重量が 909.1kg （ 2 、 000 ポンド）以内であれば確実かつ安全に運搬できます。キャビネ
ットを安全に移動できるように、おおよその重量を把握しておく必要があります。

手順

1. 次の表を使用して、キャビネットの総重量を見積もります。

キャビネットの総重量は、キャビネットに取り付けるトレイの数とタイプによって異なります。
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コンポーネント 重量 注：

キャビネット 138.80 kg （ 306.0 ポンド） 背面ドアを取り付けた状態で空に
なっています

配電ユニット（ PDU ）（ペア） 19.96 kg （ 44.0 ポンド）

マウントレール（ペア） 1.59 kg （ 3.50 ポンド）

E2612 コントローラのドライブト
レイ

27 kg （ 59.52 ポンド） 最大構成

E2624 コントローラのドライブト
レイ

26.12 kg （ 57.32 ポンド） 最大構成

E2660 コントローラのドライブト
レイ

105.2 kg （ 232 ポンド） 最大構成

E2712 コントローラドライブトレ
イ

27.12 kg （ 59.8 ポンド） 最大構成

E2724 コントローラドライブトレ
イ

26 kg （ 57.32 ポンド） 最大構成

E2760 コントローラドライブトレ
イ

105.2 kg （ 232 ポンド） 最大構成

E5412 コントローラのドライブト
レイ

27.92 （ 61.52 ポンド） 最大構成

E5424 コントローラのドライブト
レイ

26.92 kg （ 59.32 ポンド） 最大構成

E5460 コントローラのドライブト
レイ

105.2 kg （ 232 ポンド） 最大構成

E5512 コントローラドライブトレ
イ

28.89 kg （ 63.7 ポンド） 最大構成

E5524 コントローラのドライブト
レイ

27.9 kg （ 61.52 ポンド） 最大構成

E5560 コントローラドライブトレ
イ

107.13 kg （ 236.2 ポンド） 最大構成
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コンポーネント 重量 注：

E5612 コントローラドライブトレ
イ

28.89 kg （ 63.7 ポンド） 最大構成

E5624 コントローラドライブトレ
イ

27.9 kg （ 61.52 ポンド） 最大構成

E5660 コントローラドライブトレ
イ

107.13 kg （ 236.2 ポンド） 最大構成

EF540 フラッシュアレイ 23.64 kg （ 52.12 ポンド） 最大構成

EF550 フラッシュアレイ 24.63 kg （ 54.32 ポンド） 最大構成

EF560 フラッシュアレイ 24.63 kg （ 54.32 ポンド） 最大構成

DE1600 ドライブトレイ 26.3 kg （ 58 ポンド） 最大構成

DE5600 のドライブトレイ 25.31 kg （ 55.8 ポンド） 最大構成

DE6600 のドライブトレイ 104.1 kg （ 229.6 ポンド） 最大構成

2. 次の注意事項を確認してください。

キャビネットを最終的な設置場所に移動する前に、 DE6600 ドライブトレイからすべての
ドライブを取り外してください。

* 機器が破損する可能性 * - DE6600 ドライブトレイを搭載したキャビネットは、出荷重量
を軽くするためにドライブを取り外した状態で出荷されます。DE6600 ドライブトレイを搭
載したキャビネットは、フル装備の重量が 1247.3kg （ 2750 ポンド）を超える可能性があ
るため、必ずキャビネットを所定の位置に移動してからドライブを装着してください。ま
た、キャビネットの設置場所の床耐荷重がこの重量に対応していることを確認します。

* トレイコンポーネントが破損する可能性 * — DE6600 ドライブトレイは平らな場所に置か
ないでください。DE6600 ドライブトレイは、ドロワーを作動させたり動かしたりする前に
キャビネットに取り付けてください。

手順 2 ：キャビネットを適応させる

梱包材を取り除く前に、キャビネットとトレイを室内環境に適応させます。

手順

1. 屋外の温度が 0 ° C （ 32 ° F ）を下回っている場合は、結露を防ぐために、キャビネットとトレイを輸送
木箱に入れたまま少なくとも 24 時間室内に放置します。

2. 到着時の屋外の温度に応じて、 24 時間の待機時間を延長または短縮します。
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* トレイコンポーネントの破損の可能性 * — キャビネットとトレイが納入されたときに屋外
の温度が 0 ° C （ 32 ° F ）を下回っていた場合は、すぐに開梱しないでください。冷たく
なったコンポーネントを暖かい室温にさらすと、原因による結露が生じてコンポーネント
が破損したり故障したりする可能性があります。

手順 3 ：梱包材を取り除く

キャビネットが室温に適応したら、梱包材を取り除きます。

手順

1. 梱包箱の前面に記載されている開梱手順を参照してください。

2. 同梱されている手順書に従って梱包材を取り除きます。

手順 4 ：梱包内容を確認します

梱包内容を調べて、すべての機器が届いたことを確認します。

手順

1. 納入された機器と梱包明細書を比較します。

2. すべての機器が届いたことを確認します。

3. 足りない項目がある場合は、営業担当者にお問い合わせください。

手順 5 ：キャビネットから重量のあるコンポーネントを取り外す

安定性を確保するために、キャビネットの上部から重量のあるコンポーネントをいくつか取り外します。

作業を開始する前に

• キャビネットを移動する前に、最大重量が 2000 ポンドを超えないようにしてください。

• トレイ、コンポーネント、およびケーブルを取り外すときは、元の場所に再度取り付けることができるよ
うに、事前に場所をメモしておきます。

手順

1. ケーブルを外す必要がある場合は、あとで再び取り付けられるように、ケーブル構成を記録しておいてく
ださい。

2. キャビネットの上半分にあるドライブトレイとコントローラドライブトレイを取り外します。すべてのコ
ンポーネントを同じトレイから一緒に保管します。

各トレイの背面にある電源装置やその他のコンポーネントを取り外す必要はありません

3. 各コンポーネントを別々の静電気防止用バッグに入れます。元の梱包箱がある場合は、コンポーネントを
輸送するために使用します。

最終設置先へのキャビネットの移動

3040 40U キャビネットには、最終的な設置先に移動するための頑丈なキャスターが付い
ています。
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作業を開始する前に

• フォークリフトを使わずにキャビネットをパレットから取り出す手順を確認します。

輸送木箱には、備え付けの傾斜板と手順書が同梱されています。梱包箱の前面に記載されている開梱手順
を参照してください。

• 搬入口とキャビネットの最終設置先の間にあるスロープをすべてチェックします。

キャビネットがスロープ上にあるとき、またはキャビネットを傾けたときに、キャビネットの重心がキャ
ビネットの底面積からはみ出さないようにする必要があります。

このタスクについて

多くのキャビネットにはドライブトレイが搭載されています。このため、ほとんどの重量がキャビネットの前
面に集中し、重心が前面に近くなります。

手順

1. キャビネットを最終的な場所に安全に運ぶために、最上部のデバイスを取り外してください。角度が 10

度を超えるスロープがある場合は、この点が特に重要となります。

2. 次の図に示す正しい方法でキャビネットを最終設置先に移動します。必ずキャビネットの背面ではなく前
面を押してください。
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キャビネットの設置を完了

キャビネットの移動が完了したら、水平調節脚と安定脚を下げ、取り外したコンポーネ
ントを再度取り付け、その他の必要なコンポーネントを取り付けて、キャビネットを電
源に接続します。

手順 1 ：水平調節脚と安定脚を下げます

キャビネットの脚を調整してキャビネットを安定させます。水平調節脚は、キャスターを浮いた状態にしてキ
ャビネットを支えます。安定脚は、最終的な設置先に配置したキャビネットの転倒を防止します。

手順

1. キャスターを浮いた状態にしてキャビネットを支えるために、水平調節脚を下げて調整します。

水平調節脚はキャビネットの底部の隅にあります。

2. キャビネットが可能なかぎり水平になっていることを確認します。

次の図は、安定脚と水平調節脚の拡大図です。
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1.

水平調節脚

2.

安定脚

手順 2 ：トレイを再度取り付けます

キャビネットを移動したら、トレイを元の場所に再び取り付けることができます。

次のトレイはキャビネットの上部にヘッドから取り付けないでください _ 。フル装備したとき
の各トレイの重量は 100kg （ 220 ポンド）を超えます。キャビネットの上部に取り付けると、
このトレイで最も重いキャビネットが形成され、 E2660 、 E2660 、 E2760 、 E5460 、
E5560 のバランスが容易になることがあります。 および E5660 コントローラドライブトレ
イ、および DE6600 ドライブトレイ

手順

1. すべてのトレイをキャビネットの元の場所に再び取り付けます。

* 負傷の危険性 * — 空のトレイの重量は約 56.7 kg (125 ポンド ) です。空のトレイを安全に
移動するには、 3 名で運搬する必要がありますトレイにコンポーネントが装備されている
場合は、電動リフトで運搬する必要があります

2. すべてのコンポーネントをトレイの元の場所に再び取り付けます。

アドレスの競合やデータアクセスの中断を防ぐために、すべてのコンポーネントを同じトレイの同じ場所
に戻してください

3. すべてのケーブルをトレイの元の場所に再び取り付けます。

4. インターフェイスケーブルをキャビネットに配線します。

5. キャビネットの主電源コードを、 2 つの外部電源に配線します。現在のところ、電源コードを接続しない
でください。

手順 3 ：ケーブルスプールとタイラップを取り付ける

トレイを再度取り付けたら、ケーブルスプールとタイラップを取り付けます。ケーブルスプールとタイラップ
は、ケーブルをまとめる場合や、コントローラとトレイのケーブル配線に使用します。

ステップ

1. ケーブルスプールとタイラップは、両側に縦に並んだ電源コンセントに沿って取り付けます。
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1.

タイラップの場所

2.

ケーブルスプール

手順 4 ：追加のトレイを取り付ける

必要に応じて、追加のトレイを取り付けることができます。空いているトレイスペースはカバーして通気を確
保する必要があります。
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手順

1. 追加のトレイを取り付ける必要がある場合は、それらのトレイの取り付け用ハードウェアを取り付けま
す。

2. キャビネットに空きがある場合は、トレイの上または下の空いているスペースを前面パネルキットで覆い
ます。

キャビネット内の通気を維持するためには、空いているスペースをカバーする必要があります。

3. トレイの電源をオンにします。

手順 5 ：追加のマウントレールを取り付ける

別々に出荷された（キャビネットに取り付けられていない）コントローラドライブトレ
イを取り付ける場合は、キャビネットに追加のマウントレールが必要になることがあり
ます。

手順

1. マウントレールの場所を決定します。

◦ * 既存のトレイの上 * — キャビネットの上部トレイのすぐ上にマウントレールを配置します

◦ * 既存のトレイの下 * — 取り付けられているトレイを保持するのに十分なスペースがある取り付けレ
ールを配置します

▪ 2U コントローラドライブトレイまたはドライブトレイの場合は 8.9cm （ 3.5 インチ

▪ 4U コントローラドライブトレイまたはドライブトレイの場合は 17.8 cm （ 7 インチ

2. 右前部と左前部の支柱にある計測マーカーを使用して、マウントレールをキャビネットの両側の同じ位置
に取り付けます。
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1.

前部アジャスタブルレール

2.

後部アジャスタブルレール

3.

調整プレートとネジ

4.

レール用 M5 × 10mm マウントネジ

5.

クリップナット

6.

後部押さえブラケット

7.

垂直サポート

3040 キャビネットにレールを取り付けるときは、クリップナットと後部押さえブラケット
を使用しません。

3. 後部アジャスタブルレールを支柱に配置します。

4. 後部アジャスタブルレールの穴を支柱の穴の前面に合わせます。

5. M5 × 10mm ネジを 2 本取り付けます。

a. 支柱から後部アジャスタブルレールにネジを通します。

b. ネジを締めます。

6. 前部アジャスタブルレールを支柱に配置します。

7. 前部アジャスタブルレールの穴を支柱の穴の前面に合わせます。

8. M5 × 10mm ネジを 2 本取り付けます。

a. 支柱から前部アジャスタブルレールの一番下の穴にネジを通します。
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b. 支柱から前部アジャスタブルレールの上部 3 つのうち中央の穴にネジを通します。

c. ネジを締めます。

残りの 2 つのネジ穴は、トレイの取り付けに使用します

9. 手順 3 から 8 を繰り返して、キャビネットの反対側に 2 本目のレールを取り付けます。

10. 該当するトレイの取り付け手順に従って、各トレイを取り付けます。

11. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ トレイのスペースがすべて埋まっている場合は、トレイの電源を入れます。

◦ トレイのスペースがすべて埋まっているわけではない場合は、前面パネルキットを使用して、取り付
けられているトレイの上または下にある空きスペースを覆います。

手順 6 ：キャビネットを電源に接続する

キャビネットの設置を完了するには、キャビネットのコンポーネントの電源をオンにします。

このタスクについて

トレイの電源をオンにする手順の間、トレイの前面と背面の LED が点滅します。構成によっては、電源投入
手順が完了するまでに数分かかることがあります。

手順

1. キャビネットのすべてのコンポーネントの電源をオフにします。

2. 12 個の回路ブレーカーすべてをオフ（下の位置）にします。

3. NEMA L6-30 コネクタ（米国とカナダ）または IEC 60309 コネクタ（米国とカナダ以外） 6 個を、それ
ぞれ空いている電源コンセントに差し込みます。

各 PDU をキャビネットの外部の独立した電源に接続する必要があります。

4. 12 個の回路ブレーカーすべてをオン（上の位置）にします。

86



1.

回路ブレーカー

2.

電源コンセント

3.

電源入力ボックス
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5. キャビネットのすべてのドライブトレイの電源をオンにします。

ドライブトレイの電源をオンにしたあと 30 秒待ってから、コントローラドライブトレイの
電源をオンにしてください。

6. ドライブトレイの電源をオンにしたあと 30 秒待ち、キャビネットのすべてのコントローラドライブトレ
イの電源をオンにします。

結果

キャビネットの設置が完了しました。通常の運用を再開することができます。

ラックマウントハードウェア

ラックマウントハードウェアの設置方法については、次のリンク先のマニュアルを参照
してください。

調整可能なサポートレール

にアクセスします "アジャスタブル支持レールの設置" 別途出荷された（キャビネットに取り付けられていな
い）コントローラドライブトレイまたはドライブトレイの取り付け用。この手順は、次の 2U （ 9 cm または
3.5 インチ）トレイに適用できます。

• DE1600 または DE5600

• E2612 または E2624

• E5412 、 E5424 、 E5512 、または E5524

2ポストラック：2U

にアクセスします "2 ポストラックへの 2U 装置の設置"。

4ポストラックまたはキャビネット-- 2U

にアクセスします "4 ポストラックまたはキャビネットに 2U 12 ドライブエンクロージャを設置する"。

4ポストラック-SuperRail

にアクセスします "4 ポストラックへの SuperRail の設置（ DE224C / DE460C シェルフ）"。

ケーブル配線

ケーブル接続の概要

ホストはコントローラに直接ケーブル接続することも、スイッチを使用してコントロー
ラに接続することもできます。

ストレージシステムにドライブシェルフが含まれている場合は、それらをコントローラシェルフにケーブル接
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続する必要があります。ストレージシステムの他のコンポーネントに電源が投入されている状態で、新しいド
ライブシェルフを追加できます。また、アウトオブバンド管理のためにストレージシステムをネットワークに
接続することもできます。

ケーブル接続情報は、ストレージシステムを設置または拡張するハードウェア設置担当者またはシステム管理
者を対象としています。また、使用するハードウェアの設置とセットアップの手順書の説明に従ってストレー
ジシステムが設置されていることを前提としています。

対象となるハードウェアモデル

ケーブル接続情報環境次のハードウェアモデル

* コントローラシェルフ * * ドライブシェルフ *

EF300、EF600 DE212C、DE224C、DE460

E5724 、 EF570 、 E2812 、 E2824 、 EF280 DE212C 、 DE224C

E2860 、 E5760 DE460C

ケーブル接続に関するその他の情報

次の構成でケーブル接続する場合は、を参照してください "IOM ドライブシェルフを既存の E27XX 、 E56XX

、または EF560 コントローラシェルフに追加"

* コントローラシェルフ * * ドライブシェルフ *

E2712 、 E2724 、 E5612 、 E5624 、 EF560 DE212C 、 DE224C

E2760 、 E5660 DE460C

ミラーリング機能をサポートするためのケーブル接続については、を参照してください "同期および非同期ミ
ラーリング機能の説明と導入ガイド"。

要件

ストレージシステムをケーブル接続する際には、コントローラシェルフとドライブシェ
ルフに加えて、次のコンポーネントの一部または全部が必要となります。

• ケーブル： SAS 、 Fibre Channel （ FC ）、イーサネット、 InfiniBand

• Small Form-factor Pluggable （ SFP ）または Quad SFP （ QSFP ）トランシーバを使用してください

• スイッチ

• ホストバスアダプタ（ HBA ）

• ホストチャネルアダプタ（ HCA ）

• Network Interface Card （ NIC ；ネットワークインターフェイスカード）
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ホストのケーブル接続

ホストは直接コントローラに接続することも（直接接続トポロジ）、スイッチを使用し
てコントローラに接続することもできます。

直接接続トポロジでのケーブル接続

直接接続トポロジでは、ホストアダプタをストレージシステムのコントローラに直接接続します。

次の図に接続例を示します。パフォーマンスが最大になるように、使用可能なすべてのホストアダプタポート
を使用してください。

図 1. 2 台のホストと 2 台のコントローラ

• （ 1 ） * _ 各ホストアダプタポートをコントローラのホストポートに直接接続します。 _

スイッチトポロジでのケーブル接続

スイッチトポロジは、スイッチを使用して、ストレージシステムのコントローラにホストを接続します。スイ
ッチは、ホストとコントローラの間で使用される接続タイプをサポートしている必要があります。

次の図に接続例を示します。プロビジョニング機能を備えたスイッチの場合は、イニシエータとターゲットの
各ペアを分離する必要があります。
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図 2. 2 台のホストと 2 台のスイッチ

• （ 1 ） * _ 各ホストアダプタをスイッチに直接接続します。 _

• （ 2 ） * _ 各スイッチをコントローラのホストポートに直接接続します。パフォーマンスが最大になるよ
うに、使用可能なすべてのホストアダプタポートを使用してください。 _

ドライブシェルフのケーブル接続

コントローラシェルフの各コントローラをドライブシェルフの I/O モジュール（ IOM ）
に接続する必要があります。

この 手順 環境 IOM12 および IOM12B ドライブシェルフを使用します。

IOM12BモジュールはSANtricity OS 11.70.2以降でのみサポートされます。IOM12Bをインスト
ールまたはアップグレードする前に、コントローラのファームウェアが更新されていることを
確認してください。

この手順 は、シェルフの IOM のホットスワップや交換に使用されます。つまり、 IOM12 モジ
ュールを別の IOM12 モジュールに交換するか、 IOM12B モジュールを別の IOM12B モジュー
ルに交換しなければなりません。（シェルフに IOM12 モジュールを 2 台搭載することも、
IOM12B モジュールを 2 つ使用することもできます）

古いコントローラシェルフを DE212C 、 DE224C 、または DE460 に接続する方法については、を参照して
ください "IOM ドライブシェルフを既存の E27XX 、 E56XX 、または EF560 コントローラシェルフに追加"。

E2800 および E5700 のケーブル接続

E2800 、 E2800B 、 EF280 、 E5700 、 EF5700B の環境 のケーブル接続については、次の情報を参照して
ください。 または EF570 コントローラシェルフから DE212C 、 DE224C 、 DE460 の各ドライブシェルフに
接続できます。
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12 ドライブまたは 24 ドライブシェルフのケーブル接続

1 台以上の 12 ドライブまたは 24 ドライブシェルフにコントローラシェルフをケーブル接続できます。

次の図は、コントローラシェルフとドライブシェルフを示しています。モデル上のポートの位置を確認するに
は、を参照してください "Hardware Universe"。

コントローラシェルフと 12 ドライブまたは 24 ドライブシェルフ

60 ドライブシェルフのケーブル接続

1 台以上の 60 ドライブシェルフにコントローラシェルフをケーブル接続できます。

次の図は、コントローラシェルフとドライブシェルフを示しています。モデル上のポートの位置を確認するに
は、を参照してください "Hardware Universe"。
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コントローラシェルフと 60 ドライブシェルフ

EF300およびEF600のケーブル接続

以下の情報は、EF300またはEF600コントローラシェルフをDE212C、DE224C、またはDE460の各ドライブ
シェルフに接続するための環境 ケーブル接続です。
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作業を開始する前に

EF300またはEF600のケーブル接続を行う前に、ファームウェアが最新バージョンに更新されていることを確
認する必要があります。ファームウェアを更新するには、の手順に従います "SANtricity OS のアップグレード
中です"。

12 ドライブまたは 24 ドライブシェルフのケーブル接続

1 台以上の 12 ドライブまたは 24 ドライブシェルフにコントローラシェルフをケーブル接続できます。

次の図は、コントローラシェルフとドライブシェルフを示しています。モデル上のポートの位置を確認するに
は、を参照してください "Hardware Universe"。

コントローラシェルフと 12 ドライブまたは 24 ドライブシェルフ
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60 ドライブシェルフのケーブル接続

1 台以上の 60 ドライブシェルフにコントローラシェルフをケーブル接続できます。

次の図は、コントローラシェルフとドライブシェルフを示しています。モデル上のポートの位置を確認するに
は、を参照してください "Hardware Universe"。
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コントローラシェルフと 60 ドライブシェルフ
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電源のケーブル接続

各コンポーネントの電源装置を別々の電源回路に接続する必要があります。

作業を開始する前に

• 設置場所で必要な電力が供給されていることを確認しておきます。

• シェルフの 2 つの電源装置の 2 つの電源スイッチをオフにする必要があります。

このタスクについて

ストレージシステムの電源が、新しいドライブシェルフの電力要件に対応できる必要があります。ストレージ
・システムの消費電力については、を参照してください "Hardware Universe"。

ステップ

1. 各シェルフの 2 本の電源ケーブルを、キャビネットまたはラック内の別々の配電ユニット（ PDU ）に接
続します。

ドライブシェルフのホットアド

ストレージシステムの他のコンポーネントに電源が投入されている状態で、新しいドラ
イブシェルフを追加できます。ストレージシステム容量の設定、再設定、追加、または
再割り当てを、ユーザのデータアクセスを中断することなく実行できます。

作業を開始する前に

この手順は複雑であるため、次のことを推奨します。

• 手順を開始する前に、すべての手順を確認してください。

• ドライブシェルフのホットアドが必要な手順であることを確認します。

このタスクについて

ここで説明する 手順 環境 のホットアドで、DE212C、DE224C、DE460CドライブシェルフをE2800

、E2800B、EF280、E5700、E5700Bに追加EF570、EF300、またはEF600コントローラシェルフ

この 手順 環境 IOM12 および IOM12B ドライブシェルフを使用します。

IOM12BモジュールはSANtricity OS 11.70.2以降でのみサポートされます。IOM12Bをインスト
ールまたはアップグレードする前に、コントローラのファームウェアが更新されていることを
確認してください。

この手順 は、シェルフの IOM のホットスワップや交換に使用されます。つまり、 IOM12 モジ
ュールを別の IOM12 モジュールに交換するか、 IOM12B モジュールを別の IOM12B モジュー
ルに交換しなければなりません。（シェルフに IOM12 モジュールを 2 台搭載することも、
IOM12B モジュールを 2 つ使用することもできます）

古いコントローラシェルフを DE212C 、 DE224C 、または DE460 に接続する方法については、を参照して
ください "IOM ドライブシェルフを既存の E27XX 、 E56XX 、または EF560 コントローラシェルフに追加"。

システムの整合性を維持するには、手順を記載された順序で正確に実行する必要があります。
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手順 1 ：ドライブシェルフを追加する準備を行います

ドライブシェルフのホットアドを準備するには、重大イベントの有無を確認し、 IOM のステータスを確認す
る必要があります。

作業を開始する前に

• ストレージシステムの電源が、新しいドライブシェルフの電力要件に対応できる必要があります。ドライ
ブシェルフの電源仕様については、を参照してください "Hardware Universe"。

• 既存のストレージシステムのケーブル接続パターンが、この手順に表示されるいずれかの方式と一致して
いる必要があります。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、 * サポート * > * サポートセンター * > * 診断 * を選択します。

2. 「サポートデータの収集」を選択します。

[ サポートデータの収集 ] ダイアログボックスが表示されます。

3. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、 support-data.7z という名前でファイルが保存されます。データはテ
クニカルサポートに自動的に送信されません。

4. [Support>*Event Log] を選択します。

イベントログページにイベントデータが表示されます。

5. 重要なイベントをリストの先頭にソートするには、「 * 優先度 * 」列の見出しを選択します。

6. 過去 2~3 週間に発生したシステムの重大イベントを確認し、最近の重大イベントが解決または対処されて
いることを確認します。

過去 2~3 週間以内に発生した未解決の重大イベントがある場合は、手順を停止してテクニ
カルサポートにお問い合わせください。問題が解決したら、手順を続行します。

7. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

8. IOM （ ESM ） * アイコンを選択します。

Shelf Component Settings （シェルフコンポーネントの設定）ダイアログボックスが表示され、 * IOM （
ESM ） * タブが選択されます。

9. 各 IOM / ESM に表示されるステータスが「 optimal」 であることを確認します。

10. [ 詳細設定を表示する *] をクリックします。

11. 次の条件を満たしていることを確認します。

◦ 検出された ESM / IOM の数がシステムおよび各ドライブシェルフに取り付けられている ESM / IOM

の数と同じである。

◦ ESM / IOM のどちらの通信状況も正常である。

99

https://hwu.netapp.com/Controller/Index?platformTypeId=2357027


◦ DE212C 、 DE224C 、および DE460C ドライブシェルフの場合は 12Gb/ 秒、その他のドライブトレ
イの場合は 6Gb/ 秒のデータ速度が必要です。

手順 2 ：ドライブシェルフを設置して電源を投入する

新しいドライブシェルフまたは以前に設置されていたドライブシェルフを設置して電源をオンにし、注意が必
要な LED を確認します。

手順

1. ストレージシステムに以前に設置されていたドライブシェルフを設置する場合は、ドライブを取り外しま
す。この手順の後半でドライブを 1 つずつ取り付ける必要があります。

設置するドライブシェルフの過去の設置状況が不明な場合は、ストレージシステムに以前に設置されてい
たものとして作業します。

2. ストレージシステムコンポーネントが取り付けられているラックにドライブシェルフを設置します。

物理的な設置と電源のケーブル接続については、使用するモデルの設置手順書を参照手順
してください。モデルの設置手順には、ドライブシェルフを安全に設置するために考慮す
る必要がある注意事項と警告が含まれています。

3. 新しいドライブシェルフの電源をオンにし、ドライブシェルフの黄色の警告 LED が点灯しないことを確
認します。可能であれば、障害をすべて解決してからこの手順を続行してください。

手順 3 ：システムにケーブルを接続します

次のいずれかのオプションを選択します。

• オプション1：E2800またはE5700のドライブシェルフを接続する

• オプション2：EF300またはEF600のドライブシェルフを接続する

古いコントローラシェルフを DE212C 、 DE224C 、または DE460 に接続する方法については、を参照して
ください "IOM ドライブシェルフを既存の E27XX 、 E56XX 、または EF560 コントローラシェルフに追加"。

オプション1：E2800またはE5700のドライブシェルフを接続する

ドライブシェルフをコントローラ A に接続し、 IOM のステータスを確認し、ドライブシェルフをコントロー
ラ B に接続します

手順

1. ドライブシェルフをコントローラ A に接続します

次の図では、追加のドライブシェルフをコントローラ A に接続する例を示しますモデル上のポートの位置
を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。
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2. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * をクリックします。

手順のこの時点では、コントローラシェルフへのアクティブパスは 1 つだけです。

3. 必要に応じて下にスクロールして、新しいストレージシステムのドライブシェルフをすべて表示します。
新しいドライブシェルフが表示されない場合は、接続問題を解決します。

4. 新しいドライブシェルフの * ESM / IOM * アイコンを選択します。

[* Shelf Component Settings] ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「 * Shelf Component Settings * 」（シェルフコンポーネントの設定）ダイアログボックスで「 * ESM /

IOM * 」（ * ESM / IOM * ）タブを選択します。

6. 「 * 詳細オプションを表示 * 」を選択して、次のことを確認します。

◦ IOM / ESM A が表示されている。

◦ 現在のデータ速度が SAS-3 ドライブシェルフで 12Gbps になっている。

◦ カードの通信に問題はありません。

7. コントローラ B からすべての拡張ケーブルを外します

8. ドライブシェルフをコントローラ B に接続します
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次の図では、追加のドライブシェルフをコントローラ B に接続する例を示しますモデル上のポートの位
置を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。

9. ESM / IOM * タブが選択されていない場合は、 * Shelf Component Settings * （シェルフコンポーネント設
定 * ）ダイアログボックスで * ESM / IOM * タブを選択し、 * Show more options * （詳細オプションを表
示）を選択します。カード通信が YES であることを確認します。

「最適」ステータスは、新しいドライブシェルフに関連する冗長性の喪失エラーが解決さ
れ、ストレージシステムが安定していることを示しています。

オプション2：EF300またはEF600のドライブシェルフを接続する

ドライブシェルフをコントローラ A に接続し、 IOM のステータスを確認し、ドライブシェルフをコントロー
ラ B に接続します

作業を開始する前に

• ファームウェアを最新バージョンに更新しました。ファームウェアを更新するには、の手順に従います
"SANtricity OS のアップグレード中です"。

手順

1. スタック内の以前の最後のシェルフから A 側のコントローラケーブルを両方とも IOM12 ポート 1 と 2 か
ら外し、新しいシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 に接続します。
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2. 新しいシェルフから以前の最後のシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 に、ケーブルを A 側の IOM12 ポート 3

と 4 に接続します。

次の図では、追加のドライブシェルフを前の最後のシェルフに接続する例を示します。モデル上のポート
の位置を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。
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3. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * をクリックします。

手順のこの時点では、コントローラシェルフへのアクティブパスは 1 つだけです。

4. 必要に応じて下にスクロールして、新しいストレージシステムのドライブシェルフをすべて表示します。
新しいドライブシェルフが表示されない場合は、接続問題を解決します。

5. 新しいドライブシェルフの * ESM / IOM * アイコンを選択します。

106



[* Shelf Component Settings] ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「 * Shelf Component Settings * 」（シェルフコンポーネントの設定）ダイアログボックスで「 * ESM /

IOM * 」（ * ESM / IOM * ）タブを選択します。

7. 「 * 詳細オプションを表示 * 」を選択して、次のことを確認します。

◦ IOM / ESM A が表示されている。

◦ 現在のデータ速度が SAS-3 ドライブシェルフで 12Gbps になっている。

◦ カードの通信に問題はありません。

8. スタック内の前の最後のシェルフから B 側のコントローラケーブルを両方とも IOM12 ポート 1 と 2 から
外し、新しいシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 に接続します。

9. 新しいシェルフの B 側 IOM12 ポート 3 と 4 を以前の最後のシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 にケーブル
を接続します。

次の図では、追加のドライブシェルフを前の最後のシェルフに接続する B 側の接続例を示しています。モ
デル上のポートの位置を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。
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10. ESM / IOM * タブが選択されていない場合は、 * Shelf Component Settings * （シェルフコンポーネント設
定 * ）ダイアログボックスで * ESM / IOM * タブを選択し、 * Show more options * （詳細オプションを表
示）を選択します。カード通信が YES であることを確認します。

「最適」ステータスは、新しいドライブシェルフに関連する冗長性の喪失エラーが解決さ
れ、ストレージシステムが安定していることを示しています。
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手順 4 ：ホットアドを完了します

ホットアドが完了したら、エラーがないことを確認し、新しく追加したドライブシェルフが最新のファームウ
ェアを使用していることを確認します。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、 * ホーム * をクリックします。

2. ページ上部中央に「問題からリカバリする」というラベルのリンクが表示された場合は、そのリンクをク
リックして Recovery Guru に示される問題を解決します。

3. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * をクリックし、必要に応じて下にスクロールして、
新しく追加したドライブシェルフを表示します。

4. 別のストレージシステムに取り付けられていたドライブを、新たに設置したドライブシェルフに 1 本ずつ
追加します。各ドライブが認識されるまで待ってから、次のドライブを挿入します。

ストレージ・システムがドライブを認識すると ' ハードウェア * ページのドライブ・スロットが青色の四
角形で表示されます

5. [ サポート * （ Support * ） ] > [ サポートセンター * （ * Support Center * ） ] > [ サポートリソース * （ *

Support Resources * ） ] タブ

6. [* Software and Firmware Inventory] リンクをクリックし、新しいドライブシェルフにインストールされて
いる IOM / ESM ファームウェアとドライブファームウェアのバージョンを確認します。

このリンクが見つからない場合は、ページを下にスクロールしてください。

7. 必要に応じて、ドライブファームウェアをアップグレードします。

アップグレード機能を無効にしていないかぎり、 IOM / ESM ファームウェアは自動的に最新バージョン
にアップグレードされます。

これでホットアド手順は完了です。通常の運用を再開することができます。

管理ステーションでのイーサネットケーブル接続

ストレージアレイのアウトオブバンド管理のためにストレージシステムをイーサネット
ネットワークに接続することができます。ストレージアレイ管理接続にはイーサネット
ケーブルを使用する必要があります。

直接トポロジ

直接トポロジでは、コントローラをイーサネットネットワークに直接接続します。

各コントローラの管理ポート 1 をアウトオブバンド管理用に接続し、ポート 2 はテクニカルサポートがスト
レージアレイへのアクセスに使用できるように残しておく必要があります。
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図 3. 直接ストレージ管理接続

ファブリックトポロジ

ファブリックトポロジでは、スイッチを使用してコントローラをイーサネットネットワークに接続します。

各コントローラの管理ポート 1 をアウトオブバンド管理用に接続し、ポート 2 はテクニカルサポートがスト
レージアレイへのアクセスに使用できるように残しておく必要があります。

図 4. ファブリックストレージ管理接続
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ソフトウェアを導入

Linux の簡単な設定

Linux の簡単な設定の概要

ストレージアレイをインストールして SANtricity System Manager にアクセスするため
の Linux の簡単な方法は、 E シリーズストレージシステムにスタンドアロンの Linux ホ
ストをセットアップする場合に適しています。最低限の選択で可能なかぎり迅速にスト
レージシステムの運用を開始できるように設計されています。

手順の概要

Linux のクイック方式で実行する手順は次のとおりです。

1. 次のいずれかの通信環境を設定します。

◦ Fibre Channel （ FC ；ファイバチャネル）

◦ iSCSI

◦ （ SAS ）。

◦ iSER over InfiniBand

◦ SRP over InfiniBand の場合

◦ NVMe over InfiniBand

◦ NVMe over RoCE

◦ NVMe over Fibre Channel の 2 つのプロトコルがサポート

2. ストレージアレイに論理ボリュームを作成します。

3. ボリュームがデータホストに表示されるようにします。

詳細については、こちらをご覧ください

• オンラインヘルプ — SANtricity System Manager を使用して構成とストレージ管理タスクを実行する方法
について説明します製品内で使用できます。

• "ネットアップナレッジベース" （記事のデータベース） - トラブルシューティング情報、 FAQ 、ネット
アップのさまざまな製品とテクノロジの説明を掲載しています。

• "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" — ネットアップが指定した基準と要件を満たすネッ
トアップの製品とコンポーネントの構成を検索できます

• "『 Linux Unified Host Utilities 7.1 Installation Guide 』" — Linux Unified Host Utilities 7.1 の使用方法につ
いて説明します。

前提条件

Linux のクイック方式は、次の前提に基づいています。
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コンポーネント 前提条件

ハードウェア • コントローラシェルフに付属の設置とセットアッ
プの手順書に従ってハードウェアを設置済みであ
る。

• オプションのドライブシェルフとコントローラを
ケーブルで接続済みである。

• ストレージシステムに電源を投入済みである。

• 他のすべてのハードウェア（管理ステーション、
スイッチなど）を設置し、必要な接続を確立済み
である。

• NVMe over InfiniBand 、 NVMe over RoCE 、ま
たは NVMe over Fibre Channel を使用する場合
は、 EF300 、 EF600 、 EF570 、または E5700

コントローラのそれぞれに 32GB 以上の RAM が
搭載されている。

ホスト • ストレージシステムとデータホストの間に接続を
確立済みである。

• ホストオペレーティングシステムをインストール
済みである。

• Linux を仮想ゲストとして使用しない。

• データ（ I/O 接続）ホストを SAN からブートす
るように設定しない。

• に表示されている OS の更新をインストールして
おきます "NetApp Interoperability Matrix Tool で確
認できます"。

ストレージ管理ステーション • 1Gbps 以上の速度の管理ネットワークを使用して
いる。

• 管理用にデータ（ I/O 接続）ホストではなく別の
ステーションを使用している。

• アウトオブバンド管理を使用して、コントローラ
とのイーサネット接続を介してストレージ管理ス
テーションからストレージシステムにコマンドを
送信している。

• 管理ステーションをストレージ管理ポートと同じ
サブネットに接続済みである。

IP アドレス • DHCP サーバのインストールと設定が完了してい
る。

• 管理ステーションとストレージシステムの間にイ
ーサネット接続をまだ確立していない * 。
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コンポーネント 前提条件

ストレージのプロビジョニング • 共有ボリュームは使用しません。

• ボリュームグループではなくプールを作成する。

プロトコル： FC • ホスト側の FC 接続をすべて確立し、スイッチの
ゾーニングをアクティブ化済みである。

• ネットアップがサポートする FC HBA およびスイ
ッチを使用している。

• に掲載されているバージョンの FC HBA ドライバ
およびファームウェアを使用している "NetApp

Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

プロトコル： iSCSI • iSCSI トラフィックを転送できるイーサネットス
イッチを使用している。

• iSCSI に関するベンダーの推奨事項に従ってイー
サネットスイッチを設定済みである。

プロトコル： SAS • ネットアップがサポートする SAS HBA を使用し
ている。

• に掲載されているバージョンの SAS HBA ドライ
バおよびファームウェアを使用している "NetApp

Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

プロトコル： iSER over InfiniBand • InfiniBand ファブリックを使用している。

• に掲載されているバージョンの IB-iSER HBA ド
ライバおよびファームウェアを使用している
"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できま
す"。

プロトコル： SRP over InfiniBand • InfiniBand ファブリックを使用している。

• に掲載されているバージョンの IB-SRP ドライバ
およびファームウェアを使用している "NetApp

Interoperability Matrix Tool で確認できます"。
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コンポーネント 前提条件

プロトコル： NVMe over InfiniBand • EF300 、 EF600 、 EF570 、または E5700 スト
レージシステムに NVMe over InfiniBand プロト
コルがあらかじめ設定されていて、 100G または
200G のホストインターフェイスカードが取り付
けられている。または、標準の IB ポートを搭載
したコントローラを購入し、 NVMe-oF ポートへ
の変換が必要である。

• InfiniBand ファブリックを使用している。

• に掲載されているバージョンの NVMe / IB ドライ
バおよびファームウェアを使用している "NetApp

Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

プロトコル： NVMe over RoCE • EF300 、 EF600 、 EF570 、または E5700 スト
レージシステムに NVMe over RoCE プロトコル
があらかじめ設定されていて、 100G または
200G のホストインターフェイスカードが取り付
けられている。または、標準の IB ポートを搭載
したコントローラを購入し、 NVMe-oF ポートへ
の変換が必要である。

• に掲載されているバージョンの NVMe / RoCE ド
ライバおよびファームウェアを使用している
"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できま
す"。

プロトコル： NVMe over Fibre Channel • EF300 、 EF600 、 EF570 、または E5700 スト
レージシステムに NVMe over Fibre Channel プロ
トコルがあらかじめ設定されていて、 32G のホ
ストインターフェイスカードが取り付けられてい
る。または、標準の FC ポートを搭載したコント
ローラを購入し、 NVMe-oF ポートへの変換が必
要である。

• に掲載されているバージョンの NVMe / FC ドラ
イバおよびファームウェアを使用している
"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できま
す"。

ここで説明する簡単な方法の手順には、 SUSE Linux Enterprise Server （ SLES ）および Red

Hat Enterprise Linux （ RHEL ）での例が含まれています。

Fibre Channel のクイックセットアップ

Linux 構成がサポートされていることを確認する

安定した稼働を確保するために、導入計画を作成し、 NetApp Interoperability Matrix Tool

（ IMT ）を使用して構成全体がサポートされることを確認します。
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手順

1. にアクセスします "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

2. [ 検索（解決策 Search ） ] タイルをクリックします。

3. [Protocols [SAN Host] （プロトコル [SAN ホスト ] ）領域で、 * E シリーズ SAN ホスト * の横の * 追加ボ
タンをクリックします。

4. ［ * 検索条件の絞り込み検索の表示 * ］ をクリックします。

[ 検索条件の絞り込み ] セクションが表示されます。このセクションでは、適用するプロトコル、および
オペレーティングシステム、ネットアップ OS 、ホストマルチパスドライバなど、構成のその他の条件を
選択できます。

5. 構成に必要な条件を選択し、互換性のある構成要素を確認します。

6. 必要に応じて、使用するオペレーティングシステムとプロトコルに対して IMT に記載された更新を実行し
ます。

選択した構成の詳細情報には、右ページ矢印をクリックして、 [View Supported Configurations] ページか
らアクセスできます。

DHCP を使用して IP アドレスを設定する

管理ステーションとストレージアレイ間の通信を設定するには、動的ホスト構成プロト
コル（ DHCP ）を使用して IP アドレスを指定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ストレージ管理ポートと同じサブネットに DHCP サーバをインストールして設定します。

このタスクについて

各ストレージアレイにはコントローラが 1 台（シンプレックス）または 2 台（デュプレックス）含まれ、コ
ントローラごとにストレージ管理ポートが 2 つあります。各管理ポートには IP アドレスが割り当てられま
す。

以下の手順では、コントローラを 2 台搭載したストレージアレイ（デュプレックス構成）を使用します。

手順

1. 管理ステーションと各コントローラ（ A および B ）の管理ポート 1 にイーサネットケーブルを接続しま
す（まだ接続していない場合）。

DHCP サーバは、各コントローラのポート 1 に IP アドレスを割り当てます。

どちらのコントローラの管理ポート 2 も使用しないでください。ポート 2 はネットアップ
のテクニカルサポート用に予約されています。

イーサネットケーブルを外して再接続するか、ストレージアレイの電源を再投入すると、
DHCP によって IP アドレスが再度割り当てられます。このプロセスは、静的 IP アドレス
が設定されるまで行われます。ケーブルを外したり、アレイの電源を再投入したりしない
ことを推奨します。
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DHCP によって割り当てられた IP アドレスをストレージアレイが 30 秒以内に取得できない場合は、次の
デフォルトの IP アドレスが設定されます。

◦ コントローラ A 、ポート 1 ： 169.254.128.101

◦ コントローラ B 、ポート 1 ： 169.254.128.102

◦ サブネットマスク： 255.255.0.0

2. 各コントローラの背面にある MAC アドレスラベルを確認し、ネットワーク管理者に各コントローラのポ
ート 1 の MAC アドレスを伝えます。

MAC アドレスは、ネットワーク管理者が各コントローラの IP アドレスを特定するために必要です。ブラ
ウザからストレージシステムに接続するには、 IP アドレスが必要です。

Linux Unified Host Utilities をインストールして設定します

Linux Unified Host Utilities ツールを使用して、フェイルオーバーポリシーや物理パスな
ど、ネットアップストレージを管理できます。

手順

1. を使用します "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" をクリックして、インストールする
Unified Host Utilities の適切なバージョンを確認します。

サポートされる構成ごとに対応するバージョンが表示されます。

2. から Unified Host Utilities をダウンロードします "ネットアップサポート"。

または、 SANtricity SMdevices ユーティリティを使用して Unified Host Utility ツールと同じ
機能を実行することもできます。SMdevices ユーティリティは SMutils パッケージに含ま
れています。SMutils パッケージは、ホストがストレージアレイから認識する内容を確認す
るためのユーティリティをまとめたパッケージです。SANtricity ソフトウェアのインストー
ルに含まれています。

SMcli を使用するための SANtricity Storage Manager のインストール（ SANtricity ソフトウェアバージョン
11.53 以前）

SANtricity ソフトウェア 11.53 以前を使用している場合は、管理ステーションに
SANtricity Storage Manager ソフトウェアをインストールして、アレイの管理に役立て
ることができます。

SANtricity Storage Manager には、管理タスクを実行するためのコマンドラインインターフェイス（ CLI ）
と、 I/O パスを介してストレージアレイコントローラにホスト構成情報をプッシュするためのホストコンテキ
ストエージェントがあります。

SANtricity ソフトウェア 11.60 以降を使用している場合は、次の手順は実行する必要はありま
せん。SANtricity Secure CLI （ SMcli ）は SANtricity OS に含まれており、 SANtricity System

Manager からダウンロードできます。SANtricity システムマネージャを使用して SMcli をダウ
ンロードする方法の詳細については、 SANtricity システムマネージャオンラインヘルプの「ダ
ウンロードコマンドラインインターフェイス（ CLI ） _ topic 」を参照してください。
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作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• SANtricity ソフトウェア 11.53 以前。

• 適切な管理者権限またはスーパーユーザ権限

• SANtricity Storage Manager クライアント用のシステム。次の最小要件があります。

◦ RAM: Java Runtime Engine 用に 2GB

◦ * ディスク容量 * ： 5GB

◦ * OS / アーキテクチャ * ：サポートされているオペレーティング・システムのバージョンとアーキテ
クチャーを判断するためのガイダンスについては、を参照してください "ネットアップサポート"

。Downloads * タブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

このタスクについて

このタスクでは、 Windows と Linux の両方の OS プラットフォームに SANtricity Storage Manager をインス
トールする方法について説明します。データホストに Linux を使用する場合の管理ステーションプラットフォ
ームは Windows と Linux の両方で共通です。

手順

1. SANtricity ソフトウェアリリースは、からダウンロードします "ネットアップサポート"。Downloads * タ
ブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

2. SANtricity インストーラを実行します。

Windows の場合 Linux の場合

SMIA*.exe インストールパッケージをダブルクリッ
クして、インストールを開始します。

a. SMIA * 。 bin インストールパッケージが格納さ
れているディレクトリに移動します。

b. 一時マウントポイントに実行権限がない場合は
'IATEMPDIR' 変数を設定します例：
'IATEMPDIR=/root./SMIA-LINUXX64-

11.25.0A0002.bin

c. chmod +x SMIA*.bin コマンドを実行して、ファ
イルに実行権限を付与します。

d. 「 ./SMIA *.bin」 コマンドを実行してインスト
ーラを起動します。

3. インストールウィザードを使用して、管理ステーションにソフトウェアをインストールします。

SANtricity System Manager にアクセスし、セットアップウィザードを使用します

ストレージアレイを設定するには、 SANtricity System Manager のセットアップウィザ
ードを使用します。

SANtricity System Manager は、各コントローラに組み込まれている Web ベースのインターフェイスです。ユ
ーザーインターフェイスにアクセスするには、ブラウザでコントローラの IP アドレスを指定します。セット
アップウィザードを使用してシステムを設定できます。
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作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• アウトオブバンド管理：

• 次のいずれかのブラウザを使用して SANtricity System Manager にアクセスするための管理ステーショ
ン。

ブラウザ 最小バージョン

Google Chrome 八九

Microsoft Edge の場合 90

Mozilla Firefox 8時80分

Safari 14

このタスクについて

ウィザードは、 System Manager を開くかブラウザを更新したときに、次の条件の少なくとも 1 つに該当し
ていれば自動的に再度起動されます。

• プールとボリュームグループが検出されていません。

• ワークロードが検出されていません。

• 通知が設定されていません。

手順

1. ブラウザで、「 + https://<DomainNameOrIPAddress>+` 」という URL を入力します

「 IPAddress 」は、ストレージアレイコントローラの 1 つのアドレスです。

設定されていないアレイで初めて SANtricity システムマネージャを開くと、管理者パスワードの設定プロ
ンプトが表示されます。ロールベースアクセス管理では、 admin 、 support 、 security 、 monitor の 4 つ
のローカルロールが設定されます。最後の 3 つのロールには、推測されにくいランダムなパスワードが設
定されています。admin ロールのパスワードを設定したら、 admin クレデンシャルを使用してすべてのパ
スワードを変更できます。4 つのローカルユーザロールの詳細については、 SANtricity System Manager

ユーザインターフェイスのオンラインヘルプを参照してください。

2. 管理者パスワードの設定フィールドとパスワードの確認フィールドに管理者ロールの System Manager パ
スワードを入力し、 * パスワードの設定 * をクリックします。

プール、ボリュームグループ、ワークロード、または通知が設定されていない場合は、セットアップウィ
ザードが起動します。

3. セットアップウィザードを使用して、次のタスクを実行します。

◦ * ハードウェア（コントローラとドライブ）の確認 * — ストレージアレイ内のコントローラとドライ
ブの数を確認しますアレイに名前を割り当てます。

◦ * ホストとオペレーティング・システムの確認 * — ストレージ・アレイがアクセスできるホストとオ
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ペレーティング・システムの種類を確認します

◦ *Accept pools * — 高速インストール方法の推奨されるプール構成を受け入れますプールはドライブの
論理グループです。

◦ * アラートの設定 * — ストレージアレイで問題が発生した場合に、 System Manager が自動通知を受
信できるようにします。

◦ * AutoSupport を有効にする * — ストレージアレイの状態を自動的に監視し、テクニカルサポートにデ
ィスパッチを送信します。

4. ボリュームをまだ作成していない場合は、メニューからストレージ [ ボリューム ] 、 [ 作成 ] 、 [ ボリュー
ム ] の順に選択してボリュームを作成します。

詳細については、 SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照してください。

マルチパスソフトウェアを設定します

ストレージアレイへのパスを冗長化するには、マルチパスソフトウェアを設定します。

作業を開始する前に

必要なパッケージをシステムにインストールする必要があります。

• Red Hat （ RHEL ）ホストの場合、パッケージがインストールされていることを確認するには、「 rpm -q

device-mapper-multipath 」を実行します。

• SLES ホストの場合 'rpm -q multipath-tools' を実行してパッケージがインストールされていることを確認
します

オペレーティングシステムがまだインストールされていない場合は、オペレーティングシステムのベンダーか
ら提供されたメディアを使用してください。

このタスクについて

マルチパスソフトウェアは、物理パスの 1 つが中断された場合に備えて、ストレージアレイへのパスを冗長
化します。マルチパスソフトウェアは、ストレージへのアクティブな物理パスを 1 つの仮想デバイスとして
オペレーティングシステムに提示します。また、フェイルオーバープロセスも管理して仮想デバイスを更新し
ます。

Linux 環境では、 Device Mapper Multipath （ DM-MP ）ツールを使用します。RHEL および SLES では、デ
フォルトでは DM-MP は無効になっています。ホストで DM-MP コンポーネントを有効にするには、次の手順
を実行します。

手順

1. multipath.conf ファイルがまだ作成されていない場合は、「 # touch /etc/multipath.conf 」コマンドを実行
します。

2. multipath.conf ファイルを空白のままにして、デフォルトのマルチパス設定を使用します。

3. マルチパスサービスを開始します。

# systemctl start multipathd

4. uname -r コマンドを実行して ' カーネル・バージョンを保存します
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# uname -r

3.10.0-327.el7.x86_64

この情報は、ホストにボリュームを割り当てるときに使用します。

5. multipathdデーモンをブート時に有効にします。

systemctl enable multipathd

6. initramfs イメージまたは initrd イメージを /boot ディレクトリに再構築します

dracut --force --add multipath

7. ブート構成ファイルで、新しく作成した /boot/initrams-* イメージまたは /boot/initrd-* イメージが選択され
ていることを確認します。

たとえば 'grub の場合は '/boot/grub/menu.lst' で 'grub2 の場合は '/boot/grub2/menu.cfg です

8. を使用します "ホストを手動で作成する" ホストが定義されているかどうかを確認するには、オンラインヘ
ルプの手順 を参照してください。各ホストタイプの設定が、で収集したカーネル情報に基づいていること
を確認します 手順4.。

自動ロードバランシングは、カーネル3.9以前を実行しているホストにマップされているボリュ
ームでは無効になります。

1. ホストをリブートします。

multipath.conf ファイルをセットアップします

multipath.conf ファイルは、マルチパスデーモン multipathd の構成ファイルです。

multipath.conf ファイルは、 multipathd の組み込みの構成テーブルよりも優先されます。

SANtricity OS 8.30 以降では、デフォルト設定をそのまま使用することを推奨します。

/etc/multipath.confを変更する必要はありません。

FC スイッチを設定

Fibre Channel （ FC ）スイッチを設定（ゾーニング）すると、ホストをストレージアレ
イに接続し、パスの数を制限できます。スイッチのゾーニングはスイッチの管理インタ
ーフェイスで設定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。
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• スイッチの管理者クレデンシャル。

• 各ホストイニシエータポートの WWPN と、スイッチに接続されている各コントローラターゲットポート
の WWPN 。（ HBA ユーティリティを使用して検出してください）。

このタスクについて

各イニシエータポートを別々のゾーンに配置し、各イニシエータに対応するターゲットポートをすべて配置す
る必要があります。スイッチのゾーニングの詳細については、スイッチベンダーのマニュアルを参照してくだ
さい。

手順

1. FC スイッチの管理プログラムにログインし、ゾーニング設定のオプションを選択します。

2. 新しいゾーンを作成し、 1 つ目のホストイニシエータポート、およびそのイニシエータと同じ FC スイッ
チに接続するすべてのターゲットポートを配置します。

3. スイッチの FC ホストイニシエータごとにゾーンを作成します。

4. ゾーンを保存し、新しいゾーニング設定をアクティブ化します。

ホストの WWPN を特定し、推奨設定を適用します

FC HBA ユーティリティをインストールして、各ホストポートの World Wide Port Name

（ WWPN ）を確認できるようにします。

また、 HBA ユーティリティを使用して、の Notes 列に推奨される設定を変更することもできます "NetApp

Interoperability Matrix Tool で確認できます" を参照してください。

このタスクについて

HBA ユーティリティについては、次のガイドラインを確認してください。

• ほとんどの HBA ベンダーは HBA ユーティリティを提供しています。使用するホストオペレーティングシ
ステムと CPU に対応した正しいバージョンの HBA が必要です。FC HBA ユーティリティには次のような
ものがあります。

◦ Emulex HBA 用の Emulex OneCommand Manager

◦ QLogic HBA 用の QLogic QConverge コンソール

• Host Context Agent がインストールされている場合、ホストの I/O ポートは自動的に登録されることがあ
ります。

手順

1. HBA ベンダーの Web サイトから該当するユーティリティをダウンロードします。

2. ユーティリティをインストールします。

3. HBA ユーティリティで適切な設定を選択します。

構成に適した設定は、の Notes 列に表示されます "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

パーティションとファイルシステムを作成します

Linux ホストで初めて検出された時点では、新しい LUN にはパーティションやファイル
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システムがないため、使用する前に LUN をフォーマットする必要があります。必要に
応じて、 LUN にファイルシステムを作成できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ホストによって検出された LUN 。

• 使用可能なディスクのリスト。( 利用可能なディスクを表示するには '/dev/mapper フォルダで ls コマンド
を実行します )

このタスクについて

ディスクは、 GUID パーティションテーブル（ GPT ）またはマスターブートレコード（ MBR ）を使用し
て、ベーシックディスクとして初期化することができます。

LUN は ext4 などのファイルシステムでフォーマットします。一部のアプリケーションではこの手順が不要で
す。

手順

1. 「 anlun lun lun show -p 」コマンドを発行して、マッピングされたディスクの SCSI ID を取得します。

SCSI ID は、 3 から始まる 33 文字の 16 進数値です。ユーザにわかりやすい名前の使用が有効になってい
る場合、 SCSI ID の代わりに mpath がレポートされます。
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# sanlun lun show -p

                E-Series Array: ictm1619s01c01-

SRP(60080e50002908b40000000054efb9d2)

                   Volume Name:

               Preferred Owner: Controller in Slot B

                 Current Owner: Controller in Slot B

                          Mode: RDAC (Active/Active)

                       UTM LUN: None

                           LUN: 116

                      LUN Size:

                       Product: E-Series

                   Host Device:

mpathr(360080e50004300ac000007575568851d)

              Multipath Policy: round-robin 0

            Multipath Provider: Native

--------- ---------- ------- ------------

----------------------------------------------

host      controller                      controller

path      path       /dev/   host         target

state     type       node    adapter      port

--------- ---------- ------- ------------

----------------------------------------------

up        secondary  sdcx    host14       A1

up        secondary  sdat    host10       A2

up        secondary  sdbv    host13       B1

2. Linux OS のリリースに応じた方法で新しいパーティションを作成します。

通常、ディスクのパーティションを識別する文字（数字の 1 や p3 など）が SCSI ID に追加されます。

# parted -a optimal -s -- /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a

mklabel

gpt mkpart primary ext4 0% 100%

3. パーティションにファイルシステムを作成します。

ファイルシステムの作成方法は、選択したファイルシステムによって異なります。

# mkfs.ext4 /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a1

4. 新しいパーティションをマウントするフォルダを作成します。
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# mkdir /mnt/ext4

5. パーティションをマウントします。

# mount /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a1 /mnt/ext4

ホストでストレージアクセスを確認

ボリュームを使用する前に、ホストがボリュームに対してデータの読み取りと書き込み
を実行できることを確認します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ファイルシステムでフォーマットされた初期化済みボリューム。

手順

1. ホストで、 1 つ以上のファイルをディスクのマウントポイントにコピーします。

2. ファイルを元のディスク上の別のフォルダにコピーします。

3. 「 IFF 」コマンドを実行して、コピーしたファイルを元のファイルと比較します。

完了後

コピーしたファイルとフォルダを削除します。

FC の設定を記録します

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用して FC ストレージの構
成情報を記録できます。この情報は、プロビジョニングタスクを実行する際に必要にな
ります。

次の図では、 2 つのゾーンでホストが E シリーズストレージアレイに接続されています。一方のゾーンは青
い線で示され、もう一方のゾーンは赤い線で示されます。いずれのポートにもストレージへのパスが 2 つ（
各コントローラへのパスが 1 つ）あります。
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ホスト識別子

番号 ホスト（イニシエータ）ポート接
続

WWPN

1. ホスト _ 該当なし _

2. ホストポート 0 から FC スイッチ
ゾーン 0

7. ホストポート 1 から FC スイッチ
ゾーン 1

ターゲット識別子

番号 アレイコントローラ（ターゲット
）ポート接続

WWPN

3. スイッチ _ 該当なし _

6. アレイコントローラ（ターゲット
）

_ 該当なし _

5. コントローラ A のポート 1 から
FC スイッチ 1

9. コントローラ A のポート 2 から
FC スイッチ 2

4. コントローラ B のポート 1 から
FC スイッチ 1
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番号 アレイコントローラ（ターゲット
）ポート接続

WWPN

8. コントローラ B のポート 2 から
FC スイッチ 2

マッピングホスト

マッピングホスト名

ホスト OS タイプ

SAS のセットアップ

Linux 構成がサポートされていることを確認する

安定した稼働を確保するために、導入計画を作成し、 NetApp Interoperability Matrix Tool

（ IMT ）を使用して構成全体がサポートされることを確認します。

手順

1. にアクセスします "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

2. [ 検索（解決策 Search ） ] タイルをクリックします。

3. [Protocols [SAN Host] （プロトコル [SAN ホスト ] ）領域で、 * E シリーズ SAN ホスト * の横の * 追加ボ
タンをクリックします。

4. ［ * 検索条件の絞り込み検索の表示 * ］ をクリックします。

[ 検索条件の絞り込み ] セクションが表示されます。このセクションでは、適用するプロトコル、および
オペレーティングシステム、ネットアップ OS 、ホストマルチパスドライバなど、構成のその他の条件を
選択できます。構成に必要な条件を選択し、互換性のある構成要素を確認します。必要に応じて、使用す
るオペレーティングシステムとプロトコルに対して IMT に記載された更新を実行します。選択した構成の
詳細情報には、右ページ矢印をクリックして、 [View Supported Configurations] ページからアクセスでき
ます。

DHCP を使用して IP アドレスを設定する

管理ステーションとストレージアレイ間の通信を設定するには、動的ホスト構成プロト
コル（ DHCP ）を使用して IP アドレスを指定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ストレージ管理ポートと同じサブネットに DHCP サーバをインストールして設定します。

このタスクについて

各ストレージアレイにはコントローラが 1 台（シンプレックス）または 2 台（デュプレックス）含まれ、コ
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ントローラごとにストレージ管理ポートが 2 つあります。各管理ポートには IP アドレスが割り当てられ
ます。

以下の手順では、コントローラを 2 台搭載したストレージアレイ（デュプレックス構成）を使用します。

手順

1. 管理ステーションと各コントローラ（ A および B ）の管理ポート 1 にイーサネットケーブルを接続しま
す（まだ接続していない場合）。

DHCP サーバは、各コントローラのポート 1 に IP アドレスを割り当てます。

どちらのコントローラの管理ポート 2 も使用しないでください。ポート 2 はネットアップ
のテクニカルサポート用に予約されています。

イーサネットケーブルを外して再接続するか、ストレージアレイの電源を再投入すると、
DHCP によって IP アドレスが再度割り当てられます。このプロセスは、静的 IP アドレス
が設定されるまで行われます。ケーブルを外したり、アレイの電源を再投入したりしない
ことを推奨します。

DHCP によって割り当てられた IP アドレスをストレージアレイが 30 秒以内に取得できない場合は、次の
デフォルトの IP アドレスが設定されます。

◦ コントローラ A 、ポート 1 ： 169.254.128.101

◦ コントローラ B 、ポート 1 ： 169.254.128.102

◦ サブネットマスク： 255.255.0.0

2. 各コントローラの背面にある MAC アドレスラベルを確認し、ネットワーク管理者に各コントローラのポ
ート 1 の MAC アドレスを伝えます。

MAC アドレスは、ネットワーク管理者が各コントローラの IP アドレスを特定するために必要です。ブラ
ウザからストレージシステムに接続するには、 IP アドレスが必要です。

Linux Unified Host Utilities をインストールして設定します

Linux Unified Host Utilities ツールを使用して、フェイルオーバーポリシーや物理パスな
ど、ネットアップストレージを管理できます。

手順

1. を使用します "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" をクリックして、インストールする
Unified Host Utilities の適切なバージョンを確認します。

サポートされる構成ごとに対応するバージョンが表示されます。

2. から Unified Host Utilities をダウンロードします "ネットアップサポート"。
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または、 SANtricity SMdevices ユーティリティを使用して Unified Host Utility ツールと同じ
機能を実行することもできます。SMdevices ユーティリティは SMutils パッケージに含ま
れています。SMutils パッケージは、ホストがストレージアレイから認識する内容を確認す
るためのユーティリティをまとめたパッケージです。SANtricity ソフトウェアのインストー
ルに含まれています。

SMcli を使用するための SANtricity Storage Manager のインストール（ SANtricity ソフトウェアバージョン
11.53 以前）

SANtricity ソフトウェア 11.53 以前を使用している場合は、管理ステーションに
SANtricity Storage Manager ソフトウェアをインストールして、アレイの管理に役立て
ることができます。

SANtricity Storage Manager には、管理タスクを実行するためのコマンドラインインターフェイス（ CLI ）
と、 I/O パスを介してストレージアレイコントローラにホスト構成情報をプッシュするためのホストコンテキ
ストエージェントがあります。

SANtricity ソフトウェア 11.60 以降を使用している場合は、次の手順は実行する必要はありま
せん。SANtricity Secure CLI （ SMcli ）は SANtricity OS に含まれており、 SANtricity System

Manager からダウンロードできます。SANtricity システムマネージャを使用して SMcli をダウ
ンロードする方法の詳細については、 SANtricity システムマネージャオンラインヘルプの「ダ
ウンロードコマンドラインインターフェイス（ CLI ） _ topic 」を参照してください。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• SANtricity ソフトウェア 11.53 以前。

• 適切な管理者権限またはスーパーユーザ権限

• SANtricity Storage Manager クライアント用のシステム。次の最小要件があります。

◦ RAM: Java Runtime Engine 用に 2GB

◦ * ディスク容量 * ： 5GB

◦ * OS / アーキテクチャ * ：サポートされているオペレーティング・システムのバージョンとアーキテ
クチャーを判断するためのガイダンスについては、を参照してください "ネットアップサポート"

。Downloads * タブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

このタスクについて

このタスクでは、 Windows と Linux の両方の OS プラットフォームに SANtricity Storage Manager をインス
トールする方法について説明します。データホストに Linux を使用する場合の管理ステーションプラットフォ
ームは Windows と Linux の両方で共通です。

手順

1. SANtricity ソフトウェアリリースは、からダウンロードします "ネットアップサポート"。Downloads * タ
ブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

2. SANtricity インストーラを実行します。
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Windows の場合 Linux の場合

SMIA*.exe インストールパッケージをダブルクリッ
クして、インストールを開始します。

a. SMIA * 。 bin インストールパッケージが格納さ
れているディレクトリに移動します。

b. 一時マウントポイントに実行権限がない場合は
'IATEMPDIR' 変数を設定します例：
'IATEMPDIR=/root./SMIA-LINUXX64-

11.25.0A0002.bin

c. chmod +x SMIA*.bin コマンドを実行して、ファ
イルに実行権限を付与します。

d. 「 ./SMIA *.bin」 コマンドを実行してインスト
ーラを起動します。

3. インストールウィザードを使用して、管理ステーションにソフトウェアをインストールします。

SANtricity System Manager にアクセスし、セットアップウィザードを使用します

ストレージアレイを設定するには、 SANtricity System Manager のセットアップウィザ
ードを使用します。

SANtricity System Manager は、各コントローラに組み込まれている Web ベースのインターフェイスです。ユ
ーザーインターフェイスにアクセスするには、ブラウザでコントローラの IP アドレスを指定します。セット
アップウィザードを使用してシステムを設定できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• アウトオブバンド管理：

• 次のいずれかのブラウザを使用して SANtricity System Manager にアクセスするための管理ステーショ
ン。

ブラウザ 最小バージョン

Google Chrome 八九

Microsoft Edge の場合 90

Mozilla Firefox 8時80分

Safari 14

このタスクについて

ウィザードは、 System Manager を開くかブラウザを更新したときに、次の条件の少なくとも 1 つに該当し
ていれば自動的に再度起動されます。

• プールとボリュームグループが検出されていません。

129



• ワークロードが検出されていません。

• 通知が設定されていません。

手順

1. ブラウザで、「 + https://<DomainNameOrIPAddress>+` 」という URL を入力します

「 IPAddress 」は、ストレージアレイコントローラの 1 つのアドレスです。

設定されていないアレイで初めて SANtricity システムマネージャを開くと、管理者パスワードの設定プロ
ンプトが表示されます。ロールベースアクセス管理では、 admin 、 support 、 security 、 monitor の 4 つ
のローカルロールが設定されます。最後の 3 つのロールには、推測されにくいランダムなパスワードが設
定されています。admin ロールのパスワードを設定したら、 admin クレデンシャルを使用してすべてのパ
スワードを変更できます。4 つのローカルユーザロールの詳細については、 SANtricity System Manager

ユーザインターフェイスのオンラインヘルプを参照してください。

2. 管理者パスワードの設定フィールドとパスワードの確認フィールドに管理者ロールの System Manager パ
スワードを入力し、 * パスワードの設定 * をクリックします。

プール、ボリュームグループ、ワークロード、または通知が設定されていない場合は、セットアップウィ
ザードが起動します。

3. セットアップウィザードを使用して、次のタスクを実行します。

◦ * ハードウェア（コントローラとドライブ）の確認 * — ストレージアレイ内のコントローラとドライ
ブの数を確認しますアレイに名前を割り当てます。

◦ * ホストとオペレーティング・システムの確認 * — ストレージ・アレイがアクセスできるホストとオ
ペレーティング・システムの種類を確認します

◦ *Accept pools * — 高速インストール方法の推奨されるプール構成を受け入れますプールはドライブの
論理グループです。

◦ * アラートの設定 * — ストレージアレイで問題が発生した場合に、 System Manager が自動通知を受
信できるようにします。

◦ * AutoSupport を有効にする * — ストレージアレイの状態を自動的に監視し、テクニカルサポートにデ
ィスパッチを送信します。

4. ボリュームをまだ作成していない場合は、メニューからストレージ [ ボリューム ] 、 [ 作成 ] 、 [ ボリュー
ム ] の順に選択してボリュームを作成します。

詳細については、 SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照してください。

マルチパスソフトウェアを設定します

ストレージアレイへのパスを冗長化するには、マルチパスソフトウェアを設定します。

作業を開始する前に

必要なパッケージをシステムにインストールする必要があります。

• Red Hat （ RHEL ）ホストの場合、パッケージがインストールされていることを確認するには、「 rpm -q

device-mapper-multipath 」を実行します。

• SLES ホストの場合 'rpm -q multipath-tools' を実行してパッケージがインストールされていることを確認

130

https://<DomainNameOrIPAddress>+`


します

オペレーティングシステムがまだインストールされていない場合は、オペレーティングシステムのベンダーか
ら提供されたメディアを使用してください。

このタスクについて

マルチパスソフトウェアは、物理パスの 1 つが中断された場合に備えて、ストレージアレイへのパスを冗長
化します。マルチパスソフトウェアは、ストレージへのアクティブな物理パスを 1 つの仮想デバイスとして
オペレーティングシステムに提示します。また、フェイルオーバープロセスも管理して仮想デバイスを更新し
ます。

Linux 環境では、 Device Mapper Multipath （ DM-MP ）ツールを使用します。RHEL および SLES では、デ
フォルトでは DM-MP は無効になっています。ホストで DM-MP コンポーネントを有効にするには、次の手順
を実行します。

手順

1. multipath.conf ファイルがまだ作成されていない場合は、「 # touch /etc/multipath.conf 」コマンドを実行
します。

2. multipath.conf ファイルを空白のままにして、デフォルトのマルチパス設定を使用します。

3. マルチパスサービスを開始します。

# systemctl start multipathd

4. uname -r コマンドを実行して ' カーネル・バージョンを保存します

# uname -r

3.10.0-327.el7.x86_64

この情報は、ホストにボリュームを割り当てるときに使用します。

5. を有効にします multipathd デーモンが起動します。

systemctl enable multipathd

6. initramfs イメージまたは initrd イメージを /boot ディレクトリに再構築します

dracut --force --add multipath

7. ブート構成ファイルで、新しく作成した /boot/initrams-* イメージまたは /boot/initrd-* イメージが選択され
ていることを確認します。

たとえば 'grub の場合は '/boot/grub/menu.lst' で 'grub2 の場合は '/boot/grub2/menu.cfg です

8. を使用します "ホストを手動で作成する" ホストが定義されているかどうかを確認するには、オンラインヘ
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ルプの手順 を参照してください。各ホストタイプの設定が、で収集したカーネル情報に基づいているこ
とを確認します 手順4.。

自動ロードバランシングは、カーネル3.9以前を実行しているホストにマップされているボリュ
ームでは無効になります。

1. ホストをリブートします。

multipath.conf ファイルをセットアップします

multipath.conf ファイルは、マルチパスデーモン multipathd の構成ファイルです。

multipath.conf ファイルは、 multipathd の組み込みの構成テーブルよりも優先されます。

SANtricity OS 8.30 以降では、デフォルト設定をそのまま使用することを推奨します。

/etc/multipath.confを変更する必要はありません。

SAS ホスト識別子の特定 - Linux

SAS プロトコルを使用する場合は、 HBA ユーティリティを使用して SAS アドレスを確
認し、 HBA BIOS を使用して適切な設定を行います。

この手順を開始する前に、 HBA ユーティリティに関する次のガイドラインを確認してください。

• ほとんどの HBA ベンダーは HBA ユーティリティを提供しています。使用するホストオペレーティングシ
ステムと CPU に応じて、 LSI-sas2flash （ 6G ）または sas3flash （ 12G ）のいずれかのユーティリティ
を使用します。

• Host Context Agent がインストールされている場合、ホストの I/O ポートは自動的に登録されることがあ
ります。

手順

1. HBA ユーティリティを HBA ベンダーの Web サイトからダウンロードします。

2. ユーティリティをインストールします。

3. HBA BIOS を使用して構成に適した設定を選択します。

の「メモ」列を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" を参照してくださ
い。

パーティションとファイルシステムを作成します

Linux ホストで初めて検出された時点では、新しい LUN にはパーティションやファイル
システムは設定されていません。LUN を使用できるようにするにはフォーマットする必
要があります。必要に応じて、 LUN にファイルシステムを作成できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。
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• ホストによって検出された LUN 。

• 使用可能なディスクのリスト。( 利用可能なディスクを表示するには '/dev/mapper フォルダで ls コマンド
を実行します )

このタスクについて

ディスクは、 GUID パーティションテーブル（ GPT ）またはマスターブートレコード（ MBR ）を使用し
て、ベーシックディスクとして初期化することができます。

LUN は ext4 などのファイルシステムでフォーマットします。一部のアプリケーションではこの手順が不要で
す。

手順

1. 「 anlun lun lun show -p 」コマンドを発行して、マッピングされたディスクの SCSI ID を取得します。

SCSI ID は、 3 から始まる 33 文字の 16 進数値です。ユーザにわかりやすい名前の使用が有効になってい
る場合、 SCSI ID の代わりに mpath がレポートされます。

# sanlun lun show -p

                E-Series Array: ictm1619s01c01-

SRP(60080e50002908b40000000054efb9d2)

                   Volume Name:

               Preferred Owner: Controller in Slot B

                 Current Owner: Controller in Slot B

                          Mode: RDAC (Active/Active)

                       UTM LUN: None

                           LUN: 116

                      LUN Size:

                       Product: E-Series

                   Host Device:

mpathr(360080e50004300ac000007575568851d)

              Multipath Policy: round-robin 0

            Multipath Provider: Native

--------- ---------- ------- ------------

----------------------------------------------

host      controller                      controller

path      path       /dev/   host         target

state     type       node    adapter      port

--------- ---------- ------- ------------

----------------------------------------------

up        secondary  sdcx    host14       A1

up        secondary  sdat    host10       A2

up        secondary  sdbv    host13       B1

2. Linux OS のリリースに応じた方法で新しいパーティションを作成します。
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通常、ディスクのパーティションを識別する文字（数字の 1 や p3 など）が SCSI ID に追加されます。

# parted -a optimal -s -- /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a

mklabel

gpt mkpart primary ext4 0% 100%

3. パーティションにファイルシステムを作成します。

ファイルシステムの作成方法は、選択したファイルシステムによって異なります。

# mkfs.ext4 /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a1

4. 新しいパーティションをマウントするフォルダを作成します。

# mkdir /mnt/ext4

5. パーティションをマウントします。

# mount /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a1 /mnt/ext4

ホストでストレージアクセスを確認

ボリュームを使用する前に、ホストがボリュームに対してデータの読み取りと書き込み
を実行できることを確認します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ファイルシステムでフォーマットされた初期化済みボリューム。

手順

1. ホストで、 1 つ以上のファイルをディスクのマウントポイントにコピーします。

2. ファイルを元のディスク上の別のフォルダにコピーします。

3. 「 IFF 」コマンドを実行して、コピーしたファイルを元のファイルと比較します。

完了後

コピーしたファイルとフォルダを削除します。

SAS の設定を記録します

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用して SAS ストレージの
構成情報を記録できます。この情報は、プロビジョニングタスクを実行する際に必要に
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なります。

ホスト識別子

番号 ホスト（イニシエータ）ポート接
続

SAS アドレス

1. ホスト _ 該当なし _

2. ホスト（イニシエータ）ポート 1

からコントローラ A のポート 1

3. ホスト（イニシエータ）ポート 1

からコントローラ B のポート 1

4. ホスト（イニシエータ）ポート 2

からコントローラ A のポート 1

5. ホスト（イニシエータ）ポート 2

からコントローラ B のポート 1

ターゲット識別子

推奨構成は 2 つのターゲットポートで構成されます。

マッピングホスト

マッピングホスト名

ホスト OS タイプ

iSCSI セットアップ
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Linux 構成がサポートされていることを確認する

安定した稼働を確保するために、導入計画を作成し、 NetApp Interoperability Matrix Tool

（ IMT ）を使用して構成全体がサポートされることを確認します。

手順

1. にアクセスします "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

2. [ 検索（解決策 Search ） ] タイルをクリックします。

3. [Protocols [SAN Host] （プロトコル [SAN ホスト ] ）領域で、 * E シリーズ SAN ホスト * の横の * 追加ボ
タンをクリックします。

4. ［ * 検索条件の絞り込み検索の表示 * ］ をクリックします。

[ 検索条件の絞り込み ] セクションが表示されます。このセクションでは、適用するプロトコル、および
オペレーティングシステム、ネットアップ OS 、ホストマルチパスドライバなど、構成のその他の条件を
選択できます。

5. 構成に必要な条件を選択し、互換性のある構成要素を確認します。

6. 必要に応じて、使用するオペレーティングシステムとプロトコルに対して IMT に記載された更新を実行し
ます。

選択した構成の詳細情報には、右ページ矢印をクリックして、 [View Supported Configurations] ページか
らアクセスできます。

DHCP を使用して IP アドレスを設定する

管理ステーションとストレージアレイ間の通信を設定するには、動的ホスト構成プロト
コル（ DHCP ）を使用して IP アドレスを指定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ストレージ管理ポートと同じサブネットに DHCP サーバをインストールして設定します。

このタスクについて

各ストレージアレイにはコントローラが 1 台（シンプレックス）または 2 台（デュプレックス）含まれ、コ
ントローラごとにストレージ管理ポートが 2 つあります。各管理ポートには IP アドレスが割り当てられま
す。

以下の手順では、コントローラを 2 台搭載したストレージアレイ（デュプレックス構成）を使用します。

手順

1. 管理ステーションと各コントローラ（ A および B ）の管理ポート 1 にイーサネットケーブルを接続しま
す（まだ接続していない場合）。

DHCP サーバは、各コントローラのポート 1 に IP アドレスを割り当てます。

どちらのコントローラの管理ポート 2 も使用しないでください。ポート 2 はネットアップ
のテクニカルサポート用に予約されています。
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イーサネットケーブルを外して再接続するか、ストレージアレイの電源を再投入すると、
DHCP によって IP アドレスが再度割り当てられます。このプロセスは、静的 IP アドレス
が設定されるまで行われます。ケーブルを外したり、アレイの電源を再投入したりしない
ことを推奨します。

DHCP によって割り当てられた IP アドレスをストレージアレイが 30 秒以内に取得できない場合は、次の
デフォルトの IP アドレスが設定されます。

◦ コントローラ A 、ポート 1 ： 169.254.128.101

◦ コントローラ B 、ポート 1 ： 169.254.128.102

◦ サブネットマスク： 255.255.0.0

2. 各コントローラの背面にある MAC アドレスラベルを確認し、ネットワーク管理者に各コントローラのポ
ート 1 の MAC アドレスを伝えます。

MAC アドレスは、ネットワーク管理者が各コントローラの IP アドレスを特定するために必要です。ブラ
ウザからストレージシステムに接続するには、 IP アドレスが必要です。

Linux Unified Host Utilities をインストールして設定します

Linux Unified Host Utilities ツールを使用して、フェイルオーバーポリシーや物理パスな
ど、ネットアップストレージを管理できます。

手順

1. を使用します "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" をクリックして、インストールする
Unified Host Utilities の適切なバージョンを確認します。

サポートされる構成ごとに対応するバージョンが表示されます。

2. から Unified Host Utilities をダウンロードします "ネットアップサポート"。

または、 SANtricity SMdevices ユーティリティを使用して Unified Host Utility ツールと同じ
機能を実行することもできます。SMdevices ユーティリティは SMutils パッケージに含ま
れています。SMutils パッケージは、ホストがストレージアレイから認識する内容を確認す
るためのユーティリティをまとめたパッケージです。SANtricity ソフトウェアのインストー
ルに含まれています。

SMcli を使用するための SANtricity Storage Manager のインストール（ SANtricity ソフトウェアバージョン
11.53 以前）

SANtricity ソフトウェア 11.53 以前を使用している場合は、管理ステーションに
SANtricity Storage Manager ソフトウェアをインストールして、アレイの管理に役立て
ることができます。

SANtricity Storage Manager には、管理タスクを実行するためのコマンドラインインターフェイス（ CLI ）
と、 I/O パスを介してストレージアレイコントローラにホスト構成情報をプッシュするためのホストコンテキ
ストエージェントがあります。

137

https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/
https://mysupport.netapp.com/site/


SANtricity ソフトウェア 11.60 以降を使用している場合は、次の手順は実行する必要はありま
せん。SANtricity Secure CLI （ SMcli ）は SANtricity OS に含まれており、 SANtricity System

Manager からダウンロードできます。SANtricity システムマネージャを使用して SMcli をダウ
ンロードする方法の詳細については、 SANtricity システムマネージャオンラインヘルプの「ダ
ウンロードコマンドラインインターフェイス（ CLI ） _ topic 」を参照してください。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• SANtricity ソフトウェア 11.53 以前。

• 適切な管理者権限またはスーパーユーザ権限

• SANtricity Storage Manager クライアント用のシステム。次の最小要件があります。

◦ RAM: Java Runtime Engine 用に 2GB

◦ * ディスク容量 * ： 5GB

◦ * OS / アーキテクチャ * ：サポートされているオペレーティング・システムのバージョンとアーキテ
クチャーを判断するためのガイダンスについては、を参照してください "ネットアップサポート"

。Downloads * タブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

このタスクについて

このタスクでは、 Windows と Linux の両方の OS プラットフォームに SANtricity Storage Manager をインス
トールする方法について説明します。データホストに Linux を使用する場合の管理ステーションプラットフォ
ームは Windows と Linux の両方で共通です。

手順

1. SANtricity ソフトウェアリリースは、からダウンロードします "ネットアップサポート"。Downloads * タ
ブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

2. SANtricity インストーラを実行します。

Windows の場合 Linux の場合

SMIA*.exe インストールパッケージをダブルクリッ
クして、インストールを開始します。

a. SMIA * 。 bin インストールパッケージが格納さ
れているディレクトリに移動します。

b. 一時マウントポイントに実行権限がない場合は
'IATEMPDIR' 変数を設定します例：
'IATEMPDIR=/root./SMIA-LINUXX64-

11.25.0A0002.bin

c. chmod +x SMIA*.bin コマンドを実行して、ファ
イルに実行権限を付与します。

d. 「 ./SMIA *.bin」 コマンドを実行してインスト
ーラを起動します。

3. インストールウィザードを使用して、管理ステーションにソフトウェアをインストールします。
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SANtricity System Manager にアクセスし、セットアップウィザードを使用します

ストレージアレイを設定するには、 SANtricity System Manager のセットアップウィザ
ードを使用します。

SANtricity System Manager は、各コントローラに組み込まれている Web ベースのインターフェイスです。ユ
ーザーインターフェイスにアクセスするには、ブラウザでコントローラの IP アドレスを指定します。セット
アップウィザードを使用してシステムを設定できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• アウトオブバンド管理：

• 次のいずれかのブラウザを使用して SANtricity System Manager にアクセスするための管理ステーショ
ン。

ブラウザ 最小バージョン

Google Chrome 八九

Microsoft Edge の場合 90

Mozilla Firefox 8時80分

Safari 14

このタスクについて

iSCSI を使用している場合は、 iSCSI を設定する際にセットアップウィザードを閉じています。

ウィザードは、 System Manager を開くかブラウザを更新したときに、次の条件の少なくとも 1 つに該当し
ていれば自動的に再度起動されます。

• プールとボリュームグループが検出されていません。

• ワークロードが検出されていません。

• 通知が設定されていません。

手順

1. ブラウザで、「 + https://<DomainNameOrIPAddress>+` 」という URL を入力します

「 IPAddress 」は、ストレージアレイコントローラの 1 つのアドレスです。

設定されていないアレイで初めて SANtricity システムマネージャを開くと、管理者パスワードの設定プロ
ンプトが表示されます。ロールベースアクセス管理では、 admin 、 support 、 security 、 monitor の 4 つ
のローカルロールが設定されます。最後の 3 つのロールには、推測されにくいランダムなパスワードが設
定されています。admin ロールのパスワードを設定したら、 admin クレデンシャルを使用してすべてのパ
スワードを変更できます。4 つのローカルユーザロールの詳細については、 SANtricity System Manager

ユーザインターフェイスのオンラインヘルプを参照してください。
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2. 管理者パスワードの設定フィールドとパスワードの確認フィールドに管理者ロールの System Manager パ
スワードを入力し、 * パスワードの設定 * をクリックします。

プール、ボリュームグループ、ワークロード、または通知が設定されていない場合は、セットアップウィ
ザードが起動します。

3. セットアップウィザードを使用して、次のタスクを実行します。

◦ * ハードウェア（コントローラとドライブ）の確認 * — ストレージアレイ内のコントローラとドライ
ブの数を確認しますアレイに名前を割り当てます。

◦ * ホストとオペレーティング・システムの確認 * — ストレージ・アレイがアクセスできるホストとオ
ペレーティング・システムの種類を確認します

◦ *Accept pools * — 高速インストール方法の推奨されるプール構成を受け入れますプールはドライブの
論理グループです。

◦ * アラートの設定 * — ストレージアレイで問題が発生した場合に、 System Manager が自動通知を受
信できるようにします。

◦ * AutoSupport を有効にする * — ストレージアレイの状態を自動的に監視し、テクニカルサポートにデ
ィスパッチを送信します。

4. ボリュームをまだ作成していない場合は、メニューからストレージ [ ボリューム ] 、 [ 作成 ] 、 [ ボリュー
ム ] の順に選択してボリュームを作成します。

詳細については、 SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照してください。

マルチパスソフトウェアを設定します

ストレージアレイへのパスを冗長化するには、マルチパスソフトウェアを設定します。

作業を開始する前に

必要なパッケージをシステムにインストールする必要があります。

• Red Hat （ RHEL ）ホストの場合、パッケージがインストールされていることを確認するには、「 rpm -q

device-mapper-multipath 」を実行します。

• SLES ホストの場合 'rpm -q multipath-tools' を実行してパッケージがインストールされていることを確認
します

オペレーティングシステムがまだインストールされていない場合は、オペレーティングシステムのベンダーか
ら提供されたメディアを使用してください。

このタスクについて

マルチパスソフトウェアは、物理パスの 1 つが中断された場合に備えて、ストレージアレイへのパスを冗長
化します。マルチパスソフトウェアは、ストレージへのアクティブな物理パスを 1 つの仮想デバイスとして
オペレーティングシステムに提示します。また、フェイルオーバープロセスも管理して仮想デバイスを更新し
ます。

Linux 環境では、 Device Mapper Multipath （ DM-MP ）ツールを使用します。RHEL および SLES では、デ
フォルトでは DM-MP は無効になっています。ホストで DM-MP コンポーネントを有効にするには、次の手順
を実行します。

手順
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1. multipath.conf ファイルがまだ作成されていない場合は、「 # touch /etc/multipath.conf 」コマンドを実行
します。

2. multipath.conf ファイルを空白のままにして、デフォルトのマルチパス設定を使用します。

3. マルチパスサービスを開始します。

# systemctl start multipathd

4. uname -r コマンドを実行して ' カーネル・バージョンを保存します

# uname -r

3.10.0-327.el7.x86_64

この情報は、ホストにボリュームを割り当てるときに使用します。

5. を有効にします multipathd デーモンが起動します。

systemctl enable multipathd

6. initramfs イメージまたは initrd イメージを /boot ディレクトリに再構築します

dracut --force --add multipath

7. を使用します "ホストを手動で作成する" ホストが定義されているかどうかを確認するには、オンラインヘ
ルプの手順 を参照してください。各ホストタイプの設定が、で収集したカーネル情報に基づいていること
を確認します 手順4.。

自動ロードバランシングは、カーネル3.9以前を実行しているホストにマップされているボ
リュームでは無効になります。

8. ホストをリブートします。

multipath.conf ファイルをセットアップします

multipath.conf ファイルは、マルチパスデーモン multipathd の構成ファイルです。

multipath.conf ファイルは、 multipathd の組み込みの構成テーブルよりも優先されます。

SANtricity OS 8.30 以降では、デフォルト設定をそのまま使用することを推奨します。

/etc/multipath.confを変更する必要はありません。
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スイッチを設定します

iSCSI に関するベンダーの推奨事項に従ってスイッチを設定します。これらの推奨事項
には、設定の指示とコードの更新が含まれる場合があります。

次の点を確認する必要があります。

• 高可用性を実現するために 2 つのネットワークを用意しておきます。iSCSI トラフィックを別々のネット
ワークセグメントに分離してください。

• フロー制御 * エンドツーエンド * を有効にする必要があります。

• 必要に応じて、ジャンボフレームを有効にしておきます。

コントローラのスイッチポートでは、ポートチャネル / LACP がサポートされません。ホスト
側 LACP は推奨されません。マルチパスを使用すると、同等のメリットが得られますが、場合
によってはより優れたメリットも得られます。

ネットワークを設定します

iSCSI ネットワークは、データストレージの要件に応じて、さまざまな方法でセットア
ップできます。

環境に最適な構成を選択するには、ネットワーク管理者に相談してください。

iSCSI ネットワークに基本的な冗長性を設定するには、各ホストポートと各コントローラの 1 つのポートを別
々のスイッチに接続し、ホストポートとコントローラポートの各セットを別々のネットワークセグメントまた
は VLAN にパーティショニングします。

送受信ハードウェアフロー制御 * エンドツーエンド * を有効にする必要があります。優先度フロー制御は無効
にする必要があります。

パフォーマンス上の理由から IP SAN 内でジャンボフレームを使用している場合は、アレイ、スイッチ、およ
びホストでジャンボフレームを使用するように設定してください。ホストおよびスイッチでジャンボフレーム
を有効にする方法については、使用するオペレーティングシステムとスイッチのドキュメントを参照してくだ
さい。アレイでジャンボフレームを有効にするには、の手順を実行します "アレイ側のネットワークを設定"。

多くのネットワークスイッチは 9 、 000 バイトを超える IP オーバーヘッドを設定する必要が
あります。詳細については、スイッチのマニュアルを参照してください。

アレイ側のネットワークを設定

SANtricity System Manager の GUI を使用して、アレイ側の iSCSI ネットワークを設定
します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• いずれかのストレージアレイコントローラの IP アドレスまたはドメイン名。

• System Manager GUI 、ロールベースアクセス制御（ RBAC ）、または LDAP のパスワード、およびスト

142



レージアレイへの適切なセキュリティアクセスのために設定されたディレクトリサービス。アクセス管理
の詳細については、 SANtricity システムマネージャオンラインヘルプを参照してください。

このタスクについて

このタスクでは、 System Manager のハードウェアページから iSCSI ポートの設定にアクセスする方法につ
いて説明します。設定には、 System （設定） > Configure iSCSI Ports （ iSCSI ポートの設定）メニューか
らもアクセスできます。

手順

1. ブラウザで、「 + https://<DomainNameOrIPAddress>+` 」という URL を入力します

「 IPAddress 」は、ストレージアレイコントローラの 1 つのアドレスです。

設定されていないアレイで初めて SANtricity システムマネージャを開くと、管理者パスワードの設定プロ
ンプトが表示されます。ロールベースアクセス管理では、 admin 、 support 、 security 、 monitor の 4 つ
のローカルロールが設定されます。最後の 3 つのロールには、推測されにくいランダムなパスワードが設
定されています。admin ロールのパスワードを設定したら、 admin クレデンシャルを使用してすべてのパ
スワードを変更できます。4 つのローカルユーザロールの詳細については、 SANtricity System Manager

ユーザインターフェイスのオンラインヘルプを参照してください。

2. 管理者パスワードの設定フィールドとパスワードの確認フィールドに管理者ロールの System Manager パ
スワードを入力し、 * パスワードの設定 * をクリックします。

プール、ボリュームグループ、ワークロード、または通知が設定されていない場合は、セットアップウィ
ザードが起動します。

3. セットアップウィザードを閉じます。

このウィザードは、あとで追加のセットアップタスクを実行する際に使用します。

4. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

5. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

6. iSCSI ポートを設定するコントローラをクリックします。

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

7. Configure iSCSI Port* （ iSCSI ポートの設定）を選択します。

Configure iSCSI Ports （ iSCSI ポートの設定）ダイアログボックスが開きます。

8. ドロップダウンリストで、設定するポートを選択し、 * Next * をクリックします。

9. 構成ポートの設定を選択し、 * 次へ * をクリックします。

すべてのポート設定を表示するには、ダイアログボックスの右側にある * Show more port settings * リン
クをクリックします。
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ポートの設定 説明

イーサネットポート速度の設定 目的の速度を選択します。ドロップダウンリストに
表示されるオプションは、ネットワークがサポート
できる最大速度（ 10Gbps など）によって異なりま
す。

コントローラで使用可能なオプショ
ンの 25Gb iSCSI ホストインターフ
ェイスカードは速度を自動ネゴシエ
ートしません。各ポートの速度を
10Gb または 25Gb に設定する必要
があります。すべてのポートを同じ
速度に設定する必要があります。

IPv4 を有効にする / IPv6 を有効にする 一方または両方のオプションを選択して、 IPv4 ネ
ットワークと IPv6 ネットワークのサポートを有効
にします。

TCP リスニングポート（ [Show more port settings]

をクリックすると使用可能）
必要に応じて、新しいポート番号を入力します。

リスニングポートは、コントローラがホスト iSCSI

イニシエータからの iSCSI ログインをリスンするた
めに使用する TCP ポート番号です。デフォルトの
リスニングポートは 3260 です。3260 、または
49152~65535 の値を入力する必要があります。

MTU サイズ（ * Show more port settings* をクリッ
クすると使用可能）

必要に応じて、 Maximum Transmission Unit （
MTU ；最大伝送ユニット）の新しいサイズをバイ
ト単位で入力します。

デフォルトの Maximum Transmission Unit （ MTU

；最大転送単位）サイズは 1500 バイト / フレーム
です。1500~9000 の値を入力する必要がありま
す。

ICMP PING 応答を有効にします Internet Control Message Protocol （ ICMP ）を有
効にする場合は、このオプションを選択します。ネ
ットワーク接続されたコンピュータのオペレーティ
ングシステムは、このプロトコルを使用してメッセ
ージを送信します。ICMP メッセージを送信するこ
とで、ホストに到達できるかどうかや、そのホスト
とのパケットの送受信にどれくらいの時間がかかる
かが確認されます。

[*IPv4 を有効にする *] を選択した場合は、 [ 次へ *] をクリックすると、 IPv4 設定を選択するためのダイ
アログボックスが開きます。[*IPv6 を有効にする *] を選択した場合、 [ 次へ *] をクリックすると、 IPv6

設定を選択するためのダイアログボックスが開きます。両方のオプションを選択した場合は、 IPv4 設定
のダイアログボックスが最初に開き、 * 次へ * をクリックすると、 IPv6 設定のダイアログボックスが開
きます。
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10. IPv4 と IPv6 、またはその両方を自動または手動で設定します。すべてのポート設定を表示するには、ダ
イアログボックスの右側にある * Show more settings * リンクをクリックします。

ポートの設定 説明

自動的に設定を取得します 設定を自動的に取得するには、このオプションを選
択します。

静的な設定を手動で指定します このオプションを選択した場合は、フィールドに静
的アドレスを入力します。IPv4 の場合は、ネット
ワークのサブネットマスクとゲートウェイも指定し
ます。IPv6 の場合は、ルーティング可能な IP アド
レスとルータの IP アドレスも指定します。

11. [ 完了 ] をクリックします。

12. System Manager を終了します。

ホスト側のネットワークを設定

ホスト側のネットワークを設定するには、いくつかの手順を実行する必要があります。

このタスクについて

ホスト側の iSCSI ネットワークを設定するには、物理パスあたりのノードセッション数を設定し、適切な
iSCSI サービスをオンにし、 iSCSI ポートのネットワークを設定し、 iSCSI iface バインドを作成し、イニシ
エータとターゲットの間に iSCSI セッションを確立します。

ほとんどの場合、 iSCSI CNA / NIC には標準で実装されているソフトウェアイニシエータを使用できます。最
新のドライバ、ファームウェア、 BIOS をダウンロードする必要はありません。を参照してください "NetApp

Interoperability Matrix Tool で確認できます" コードの要件を確認します。

手順

1. /etc/iscsi/iscsid.conf ファイルの「 node.session.nr_sessions` 」変数で、物理パスあたりのデフォルトの
セッション数を確認します。必要に応じて、デフォルトのセッション数を 1 に変更します。

node.session.nr_sessions = 1

2. /etc/iscsi/iscsid.conf ファイルの「 node.session.timeo.replacement_timeout` 」変数をデフォルト値の「
120 」から「 20 」に変更します。

node.session.timeo.replacement_timeout = 20

3. 必要に応じて、を設定できます node.startup = automatic /etc/iscsi/iscsid.confで、を実行する前に

します iscsiadm セッションを保持するコマンドはリブート後も維持されます。

4. 'iscsid' および '(open-)iSCSI' サービスがオンであり ' ブートが有効になっていることを確認します

145

https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix


# systemctl start iscsi

# systemctl start iscsid

# systemctl enable iscsi

# systemctl enable iscsid

5. ホスト IQN イニシエータ名を取得します。この名前は、アレイに対してホストを設定する際に使用しま
す。

# cat /etc/iscsi/initiatorname.iscsi

6. iSCSIポートのネットワークを設定します。次に、RHELおよびSLESでの手順の例を示します。

iSCSI イニシエータは、パブリックネットワークポートに加えて、別々のプライベートセグ
メントまたは VLAN 上で 2 つ以上の NIC を使用する必要があります。

a. ifconfig -aコマンドを使用して’iSCSIポート名を確認します

b. iSCSI イニシエータポートの IP アドレスを設定します。イニシエータポートは、 iSCSI ターゲットポ
ートと同じサブネット上にあることが必要です。

▪ Red Hat Enterprise Linux 7 および 8 （ RHEL 7 および RHEL 8 ） *

サンプルファイルを作成します /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-<NIC port> 次
のコンテンツを含む。

TYPE=Ethernet

PROXY_METHOD=none

BROWSER_ONLY=no

BOOTPROTO=static

DEFROUTE=yes

IPV4_FAILURE_FATAL=no

NAME=<NIC port>

UUID=<unique UUID>

DEVICE=<NIC port>

ONBOOT=yes

IPADDR=192.168.xxx.xxx

PREFIX=24

NETMASK=255.255.255.0

NM_CONTROLLED=no

MTU=

IPv6に関するオプションの追加：
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IPV6INIT=yes

IPV6_AUTOCONF=no

IPV6ADDR=fdxx::192:168:xxxx:xxxx/32

IPV6_DEFROUTE=yes

IPV6_FAILURE_FATAL=no

IPV6_ADDR_GEN_MODE=eui64

▪ Red Hat Enterprise Linux 9（RHEL 9）*

を使用します nmtui 接続を活動化および編集するためのツール。ツールによってが生成されます

<NIC port>.nmconnection 内のファイル /etc/NetworkManager/system-

connections/。

▪ SUSE Linux Enterprise Server 12 および 15 （ SLES 12 および SLES 15 ） *

サンプルファイルを作成します /etc/sysconfig/network/ifcfg-<NIC port> 次のコンテン
ツを含む。

IPADDR='192.168.xxx.xxx/24'

BOOTPROTO='static'

STARTMODE='auto'

+

IPv6に関するオプションの追加：

IPADDR_0='fdxx::192:168:xxxx:xxxx/32'

+

必ず両方の iSCSI イニシエータポートのアドレスを設定してください。

a. ネットワークサービスを再起動します。

# systemctl restart network

b. Linux サーバから iSCSI ターゲットポートのすべてに ping を実行できることを確認します。

7. イニシエータとターゲットの間にiSCSIセッションを確立します（合計4つ）。確立する方法は2つありま
す。

a. （オプション）ifaceを使用する場合は、iSCSI ifaceバインドを2つ作成してiSCSIインターフェイスを
設定します。
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# iscsiadm -m iface -I iface0 -o new

# iscsiadm -m iface -I iface0 -o update -n iface.net_ifacename -v

<NIC port1>

# iscsiadm -m iface -I iface1 -o new

# iscsiadm -m iface -I iface1 -o update -n iface.net_ifacename -v

<NIC port2>

インタフェースを一覧表示するには 'iscsiadm -m iface を使用します

b. iSCSI ターゲットを検出します。次の手順のために、 IQN （各検出で同じ）をワークシートに保存し
ます。

方法1（ifaceを使用）

# iscsiadm -m discovery -t sendtargets -p

<target_ip_address>:<target_tcp_listening_port> -I iface0

# iscsiadm -m discovery -t sendtargets -p 192.168.0.1:3260 -I iface0

方法2（ifaceなし）

# iscsiadm -m discovery -t sendtargets -p

<target_ip_address>:<target_tcp_listening_port>

# iscsiadm -m discovery -t sendtargets -p 192.168.0.1:3260

IQN は次のような形式です。

iqn.1992-01.com.netapp:2365.60080e50001bf1600000000531d7be3

c. iSCSIイニシエータとiSCSIターゲット間の接続を作成します。

方法1（ifaceを使用）

# iscsiadm -m node -T <target_iqn> -p

<target_ip_address>:<target_tcp_listening_port> -I iface0 -l

# iscsiadm -m node -T iqn.1992-

01.com.netapp:2365.60080e50001bf1600000000531d7be3 -p

192.168.0.1:3260 -I iface0 -l

方法2（ifaceなし）
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# iscsiadm -m node -L all

a. ホストで確立されている iSCSI セッションの一覧を表示します。

# iscsiadm -m session

IP ネットワーク接続を確認します

インターネットプロトコル（ IP ）ネットワーク接続を確認するには、 ping テストを使
用してホストとアレイが通信できることを確認します。

手順

1. ジャンボフレームが有効かどうかに応じて、ホストから次のいずれかのコマンドを実行します。

◦ ジャンボフレームが有効になっていない場合は、次のコマンドを実行します。

ping -I <hostIP\> <targetIP\>

◦ ジャンボフレームが有効な場合は、ペイロードサイズに 8 、 972 バイトを指定して ping コマンドを
実行します。IP と ICMP を組み合わせたヘッダーは 28 バイトで、これがペイロードに追加されて 9

、 000 バイトになります。-s スイッチは 'packet size ビットを設定しますd オプションはデバッグオ
プションを設定します。これらのオプションにより、 iSCSI イニシエータとターゲットの間で 9 、
000 バイトのジャンボフレームを正常に送信できます。

ping -I <hostIP\> -s 8972 -d <targetIP\>

この例では、 iSCSI ターゲットの IP アドレスは「 192.0.2.8 」です。

#ping -I 192.0.2.100 -s 8972 -d 192.0.2.8

Pinging 192.0.2.8 with 8972 bytes of data:

Reply from 192.0.2.8: bytes=8972 time=2ms TTL=64

Reply from 192.0.2.8: bytes=8972 time=2ms TTL=64

Reply from 192.0.2.8: bytes=8972 time=2ms TTL=64

Reply from 192.0.2.8: bytes=8972 time=2ms TTL=64

Ping statistics for 192.0.2.8:

  Packets: Sent = 4, Received = 4, Lost = 0 (0% loss),

Approximate round trip times in milli-seconds:

  Minimum = 2ms, Maximum = 2ms, Average = 2ms

2. 各ホストのイニシエータ・アドレス（ iSCSI に使用されるホスト・イーサネット・ポートの IP アドレス
）から各コントローラの iSCSI ポートへの ping コマンド問題構成内の各ホストサーバから、必要に応じ
て IP アドレスを変更してこの操作を実行します。
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コマンドが失敗した場合（たとえば、「 Packet needs to be fragmented but DF set 」が返
された場合）は、ホストサーバ、ストレージコントローラ、およびスイッチポートのイー
サネットインターフェイスの MTU サイズ（ジャンボフレームのサポート状況）を確認しま
す。

パーティションとファイルシステムを作成します

Linux ホストで初めて検出された時点では、新しい LUN にはパーティションやファイル
システムがないため、使用する前に LUN をフォーマットする必要があります。必要に応
じて、 LUN にファイルシステムを作成できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ホストによって検出された LUN 。

• 使用可能なディスクのリスト。( 利用可能なディスクを表示するには '/dev/mapper フォルダで ls コマンド
を実行します )

このタスクについて

ディスクは、 GUID パーティションテーブル（ GPT ）またはマスターブートレコード（ MBR ）を使用し
て、ベーシックディスクとして初期化することができます。

LUN は ext4 などのファイルシステムでフォーマットします。一部のアプリケーションではこの手順が不要で
す。

手順

1. 「 anlun lun lun show -p 」コマンドを発行して、マッピングされたディスクの SCSI ID を取得します。

SCSI ID は、 3 から始まる 33 文字の 16 進数値です。ユーザにわかりやすい名前の使用が有効になってい
る場合、 SCSI ID の代わりに mpath がレポートされます。
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# sanlun lun show -p

                E-Series Array: ictm1619s01c01-

SRP(60080e50002908b40000000054efb9d2)

                   Volume Name:

               Preferred Owner: Controller in Slot B

                 Current Owner: Controller in Slot B

                          Mode: RDAC (Active/Active)

                       UTM LUN: None

                           LUN: 116

                      LUN Size:

                       Product: E-Series

                   Host Device:

mpathr(360080e50004300ac000007575568851d)

              Multipath Policy: round-robin 0

            Multipath Provider: Native

--------- ---------- ------- ------------

----------------------------------------------

host      controller                      controller

path      path       /dev/   host         target

state     type       node    adapter      port

--------- ---------- ------- ------------

----------------------------------------------

up        secondary  sdcx    host14       A1

up        secondary  sdat    host10       A2

up        secondary  sdbv    host13       B1

2. Linux OS のリリースに応じた方法で新しいパーティションを作成します。

通常、ディスクのパーティションを識別する文字（数字の 1 や p3 など）が SCSI ID に追加されます。

# parted -a optimal -s -- /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a

mklabel

gpt mkpart primary ext4 0% 100%

3. パーティションにファイルシステムを作成します。

ファイルシステムの作成方法は、選択したファイルシステムによって異なります。

# mkfs.ext4 /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a1

4. 新しいパーティションをマウントするフォルダを作成します。
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# mkdir /mnt/ext4

5. パーティションをマウントします。

# mount /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a1 /mnt/ext4

ホストでストレージアクセスを確認

ボリュームを使用する前に、ホストがボリュームに対してデータの読み取りと書き込み
を実行できることを確認します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ファイルシステムでフォーマットされた初期化済みボリューム。

手順

1. ホストで、 1 つ以上のファイルをディスクのマウントポイントにコピーします。

2. ファイルを元のディスク上の別のフォルダにコピーします。

3. 「 IFF 」コマンドを実行して、コピーしたファイルを元のファイルと比較します。

完了後

コピーしたファイルとフォルダを削除します。

iSCSI の設定を記録します

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用して iSCSI ストレージ
の構成情報を記録できます。この情報は、プロビジョニングタスクを実行する際に必要
になります。

推奨される構成

推奨構成は、 2 つのイニシエータポートと 4 つのターゲットポートを 1 つ以上の VLAN で接続した構成で
す。
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ターゲット IQN

番号 ターゲットポート接続 IQN

2. ターゲットポート

マッピングホスト名

番号 ホスト情報 名前とタイプ

1. マッピングホスト名

ホスト OS タイプ

iSER over InfiniBand のセットアップ

Linux 構成がサポートされていることを確認する

安定した稼働を確保するために、導入計画を作成し、 NetApp Interoperability Matrix Tool

（ IMT ）を使用して構成全体がサポートされることを確認します。

手順

1. にアクセスします "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

2. [ 検索（解決策 Search ） ] タイルをクリックします。

3. [Protocols [SAN Host] （プロトコル [SAN ホスト ] ）領域で、 * E シリーズ SAN ホスト * の横の * 追加ボ
タンをクリックします。

4. ［ * 検索条件の絞り込み検索の表示 * ］ をクリックします。

[ 検索条件の絞り込み ] セクションが表示されます。このセクションでは、適用するプロトコル、および
オペレーティングシステム、ネットアップ OS 、ホストマルチパスドライバなど、構成のその他の条件を
選択できます。
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5. 構成に必要な条件を選択し、互換性のある構成要素を確認します。

6. 必要に応じて、使用するオペレーティングシステムとプロトコルに対して IMT に記載された更新を実行し
ます。

選択した構成の詳細情報には、右ページ矢印をクリックして、 [View Supported Configurations] ページか
らアクセスできます。

DHCP を使用して IP アドレスを設定する

管理ステーションとストレージアレイ間の通信を設定するには、動的ホスト構成プロト
コル（ DHCP ）を使用して IP アドレスを指定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。
*ストレージ管理ポートと同じサブネット上にインストールおよび設定されたDHCPサーバ。

このタスクについて

各ストレージアレイにはコントローラが 1 台（シンプレックス）または 2 台（デュプレックス）含まれ、コ
ントローラごとにストレージ管理ポートが 2 つあります。各管理ポートには IP アドレスが割り当てられま
す。

以下の手順では、コントローラを 2 台搭載したストレージアレイ（デュプレックス構成）を使用します。

手順

1. 管理ステーションと各コントローラ（ A および B ）の管理ポート 1 にイーサネットケーブルを接続しま
す（まだ接続していない場合）。

DHCP サーバは、各コントローラのポート 1 に IP アドレスを割り当てます。

どちらのコントローラの管理ポート 2 も使用しないでください。ポート 2 はネットアップ
のテクニカルサポート用に予約されています。

イーサネットケーブルを外して再接続するか、ストレージアレイの電源を再投入すると、
DHCP によって IP アドレスが再度割り当てられます。このプロセスは、静的 IP アドレス
が設定されるまで行われます。ケーブルを外したり、アレイの電源を再投入したりしない
ことを推奨します。

DHCP によって割り当てられた IP アドレスをストレージアレイが 30 秒以内に取得できない場合は、次の
デフォルトの IP アドレスが設定されます。

◦ コントローラ A 、ポート 1 ： 169.254.128.101

◦ コントローラ B 、ポート 1 ： 169.254.128.102

◦ サブネットマスク： 255.255.0.0

2. 各コントローラの背面にある MAC アドレスラベルを確認し、ネットワーク管理者に各コントローラのポ
ート 1 の MAC アドレスを伝えます。

MAC アドレスは、ネットワーク管理者が各コントローラの IP アドレスを特定するために必要です。ブラ
ウザからストレージシステムに接続するには、 IP アドレスが必要です。
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ホストポートの GUID を特定し、推奨設定を適用します

InfiniBand-diagsパッケージには、各InfiniBand（IB）ポートのグローバル一意識別子
（GUID）を表示するためのコマンドが含まれています。付属のパッケージでOFED /

RDMAがサポートされるLinuxディストリビューションのほとんどにInfiniBand-diagsパッ
ケージも付属しており、このパッケージに含まれるコマンドを使用してHCAに関する情
報を表示できます。

手順

1. をインストールします infiniband-diags オペレーティングシステムのパッケージ管理コマンドを使用
してパッケージ化します。

2. 「 ibstat 」コマンドを実行して、ポート情報を表示します。

3. イニシエータの GUID をに記録します iSER over InfiniBand ワークシート。

4. HBA ユーティリティで適切な設定を選択します。

構成に適した設定は、の Notes 列に表示されます "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

サブネットマネージャを設定します

スイッチまたはホスト上の環境でサブネットマネージャが実行されている必要がありま
す。ホスト側で実行する場合は、次の手順を使用してセットアップします。

サブネットマネージャを設定する前に、InfiniBand-diagsパッケージをインストールして、を通

じてグローバル一意識別子（GUID）を取得する必要があります ibstat -p コマンドを実行し
ますを参照してください ホストポートの GUID を特定し、推奨設定を適用します InfiniBand-

diagsパッケージのインストール方法については、を参照してください。

手順

1. サブネット・マネージャを実行するすべてのホストに 'opensm' パッケージをインストールします

2. 「 ibstat -p 」コマンドを使用して、 HBA ポートの「 GUID0 」と「 GUID1 」を確認します。例：

# ibstat -p

0x248a070300a80a80

0x248a070300a80a81

3. ブートプロセスの一部として一度実行するサブネットマネージャスクリプトを作成します。

# vim /usr/sbin/subnet-manager.sh

4. 次の行を追加します。手順2で確認した値をに置き換えます GUID0 および GUID1。の場合 P0 および `P1`

では、サブネットマネージャのプライオリティを使用します。1が最低、15が最高です。
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#!/bin/bash

opensm -B -g <GUID0> -p <P0> -f /var/log/opensm-ib0.log

opensm -B -g <GUID1> -p <P1> -f /var/log/opensm-ib1.log

値を置き換えたコマンドの例を次に示します。

#!/bin/bash

opensm -B -g 0x248a070300a80a80 -p 15 -f /var/log/opensm-ib0.log

opensm -B -g 0x248a070300a80a81 -p 1 -f /var/log/opensm-ib1.log

5. という名前のsystemdサービスユニットファイルを作成します subnet-manager.service。

# vim /etc/systemd/system/subnet-manager.service

6. 次の行を追加します。

[Unit]

Description=systemd service unit file for subnet manager

[Service]

Type=forking

ExecStart=/bin/bash /usr/sbin/subnet-manager.sh

[Install]

WantedBy=multi-user.target

7. 新しいサービスをシステムに通知します。

# systemctl daemon-reload

8. を有効にして開始します subnet-manager サービス

# systemctl enable subnet-manager.service

# systemctl start subnet-manager.service
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Linux Unified Host Utilities をインストールして設定します

Linux Unified Host Utilities ツールを使用して、フェイルオーバーポリシーや物理パスな
ど、ネットアップストレージを管理できます。

手順

1. を使用します "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" をクリックして、インストールする
Unified Host Utilities の適切なバージョンを確認します。

サポートされる構成ごとに対応するバージョンが表示されます。

2. から Unified Host Utilities をダウンロードします "ネットアップサポート"。

または、 SANtricity SMdevices ユーティリティを使用して Unified Host Utility ツールと同じ
機能を実行することもできます。SMdevices ユーティリティは SMutils パッケージに含ま
れています。SMutils パッケージは、ホストがストレージアレイから認識する内容を確認す
るためのユーティリティをまとめたパッケージです。SANtricity ソフトウェアのインストー
ルに含まれています。

SMcli を使用するための SANtricity Storage Manager のインストール（ SANtricity ソフトウェアバージョン
11.53 以前）

SANtricity ソフトウェア 11.53 以前を使用している場合は、管理ステーションに
SANtricity Storage Manager ソフトウェアをインストールして、アレイの管理に役立て
ることができます。

SANtricity Storage Manager には、管理タスクを実行するためのコマンドラインインターフェイス（ CLI ）
と、 I/O パスを介してストレージアレイコントローラにホスト構成情報をプッシュするためのホストコンテキ
ストエージェントがあります。

SANtricity ソフトウェア 11.60 以降を使用している場合は、次の手順は実行する必要はありま
せん。SANtricity Secure CLI （ SMcli ）は SANtricity OS に含まれており、 SANtricity System

Manager からダウンロードできます。SANtricity システムマネージャを使用して SMcli をダウ
ンロードする方法の詳細については、 SANtricity システムマネージャオンラインヘルプの「ダ
ウンロードコマンドラインインターフェイス（ CLI ） _ topic 」を参照してください。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• SANtricity ソフトウェア 11.53 以前。

• 適切な管理者権限またはスーパーユーザ権限

• SANtricity Storage Manager クライアント用のシステム。次の最小要件があります。

◦ RAM: Java Runtime Engine 用に 2GB

◦ * ディスク容量 * ： 5GB

◦ * OS / アーキテクチャ * ：サポートされているオペレーティング・システムのバージョンとアーキテ
クチャーを判断するためのガイダンスについては、を参照してください "ネットアップサポート"

。Downloads * タブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。
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このタスクについて

このタスクでは、 Windows と Linux の両方の OS プラットフォームに SANtricity Storage Manager をインス
トールする方法について説明します。データホストに Linux を使用する場合の管理ステーションプラットフォ
ームは Windows と Linux の両方で共通です。

手順

1. SANtricity ソフトウェアリリースは、からダウンロードします "ネットアップサポート"。Downloads * タ
ブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

2. SANtricity インストーラを実行します。

Windows の場合 Linux の場合

SMIA*.exe インストールパッケージをダブルクリッ
クして、インストールを開始します。

a. SMIA * 。 bin インストールパッケージが格納さ
れているディレクトリに移動します。

b. 一時マウントポイントに実行権限がない場合は
'IATEMPDIR' 変数を設定します例：
'IATEMPDIR=/root./SMIA-LINUXX64-

11.25.0A0002.bin

c. chmod +x SMIA*.bin コマンドを実行して、ファ
イルに実行権限を付与します。

d. 「 ./SMIA *.bin」 コマンドを実行してインスト
ーラを起動します。

3. インストールウィザードを使用して、管理ステーションにソフトウェアをインストールします。

SANtricity System Manager にアクセスし、セットアップウィザードを使用します

ストレージアレイを設定するには、 SANtricity System Manager のセットアップウィザ
ードを使用します。

SANtricity System Manager は、各コントローラに組み込まれている Web ベースのインターフェイスです。ユ
ーザーインターフェイスにアクセスするには、ブラウザでコントローラの IP アドレスを指定します。セット
アップウィザードを使用してシステムを設定できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• アウトオブバンド管理：

• 次のいずれかのブラウザを使用して SANtricity System Manager にアクセスするための管理ステーショ
ン。

ブラウザ 最小バージョン

Google Chrome 八九

Microsoft Edge の場合 90
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ブラウザ 最小バージョン

Mozilla Firefox 8時80分

Safari 14

このタスクについて

ウィザードは、 System Manager を開くかブラウザを更新したときに、次の条件の少なくとも 1 つに該当し
ていれば自動的に再度起動されます。

• プールとボリュームグループが検出されていません。

• ワークロードが検出されていません。

• 通知が設定されていません。

手順

1. ブラウザで、「 + https://<DomainNameOrIPAddress>+` 」という URL を入力します

「 IPAddress 」は、ストレージアレイコントローラの 1 つのアドレスです。

設定されていないアレイで初めて SANtricity システムマネージャを開くと、管理者パスワードの設定プロ
ンプトが表示されます。ロールベースアクセス管理では、 admin 、 support 、 security 、 monitor の 4 つ
のローカルロールが設定されます。最後の 3 つのロールには、推測されにくいランダムなパスワードが設
定されています。admin ロールのパスワードを設定したら、 admin クレデンシャルを使用してすべてのパ
スワードを変更できます。4 つのローカルユーザロールの詳細については、 SANtricity System Manager

ユーザインターフェイスのオンラインヘルプを参照してください。

2. 管理者パスワードの設定フィールドとパスワードの確認フィールドに管理者ロールの System Manager パ
スワードを入力し、 * パスワードの設定 * をクリックします。

プール、ボリュームグループ、ワークロード、または通知が設定されていない場合は、セットアップウィ
ザードが起動します。

3. セットアップウィザードを使用して、次のタスクを実行します。

◦ * ハードウェア（コントローラとドライブ）の確認 * — ストレージアレイ内のコントローラとドライ
ブの数を確認しますアレイに名前を割り当てます。

◦ * ホストとオペレーティング・システムの確認 * — ストレージ・アレイがアクセスできるホストとオ
ペレーティング・システムの種類を確認します

◦ *Accept pools * — 高速インストール方法の推奨されるプール構成を受け入れますプールはドライブの
論理グループです。

◦ * アラートの設定 * — ストレージアレイで問題が発生した場合に、 System Manager が自動通知を受
信できるようにします。

◦ * AutoSupport を有効にする * — ストレージアレイの状態を自動的に監視し、テクニカルサポートにデ
ィスパッチを送信します。

4. ボリュームをまだ作成していない場合は、メニューからストレージ [ ボリューム ] 、 [ 作成 ] 、 [ ボリュー
ム ] の順に選択してボリュームを作成します。

詳細については、 SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照してください。
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マルチパスソフトウェアを設定します

ストレージアレイへのパスを冗長化するには、マルチパスソフトウェアを設定します。

作業を開始する前に

必要なパッケージをシステムにインストールする必要があります。

• Red Hat （ RHEL ）ホストの場合、パッケージがインストールされていることを確認するには、「 rpm -q

device-mapper-multipath 」を実行します。

• SLES ホストの場合 'rpm -q multipath-tools' を実行してパッケージがインストールされていることを確認
します

オペレーティングシステムがまだインストールされていない場合は、オペレーティングシステムのベンダーか
ら提供されたメディアを使用してください。

このタスクについて

マルチパスソフトウェアは、物理パスの 1 つが中断された場合に備えて、ストレージアレイへのパスを冗長
化します。マルチパスソフトウェアは、ストレージへのアクティブな物理パスを 1 つの仮想デバイスとして
オペレーティングシステムに提示します。また、フェイルオーバープロセスも管理して仮想デバイスを更新し
ます。

Linux 環境では、 Device Mapper Multipath （ DM-MP ）ツールを使用します。RHEL および SLES では、デ
フォルトでは DM-MP は無効になっています。ホストで DM-MP コンポーネントを有効にするには、次の手順
を実行します。

手順

1. multipath.conf ファイルがまだ作成されていない場合は、「 # touch /etc/multipath.conf 」コマンドを実行
します。

2. multipath.conf ファイルを空白のままにして、デフォルトのマルチパス設定を使用します。

3. マルチパスサービスを開始します。

# systemctl start multipathd

4. uname -r コマンドを実行して ' カーネル・バージョンを保存します

# uname -r

3.10.0-327.el7.x86_64

この情報は、ホストにボリュームを割り当てるときに使用します。

5. multipathdデーモンをブート時に有効にします。

systemctl enable multipathd

6. initramfs イメージまたは initrd イメージを /boot ディレクトリに再構築します
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dracut --force --add multipath

7. ブート構成ファイルで、新しく作成した /boot/initrams-* イメージまたは /boot/initrd-* イメージが選択され
ていることを確認します。

たとえば 'grub の場合は '/boot/grub/menu.lst' で 'grub2 の場合は '/boot/grub2/menu.cfg です

8. を使用します "ホストを手動で作成する" ホストが定義されているかどうかを確認するには、オンラインヘ
ルプの手順 を参照してください。各ホストタイプの設定が、で収集したカーネル情報に基づいていること
を確認します 手順4.。

自動ロードバランシングは、カーネル3.9以前を実行しているホストにマップされているボリュ
ームでは無効になります。

1. ホストをリブートします。

multipath.conf ファイルをセットアップします

multipath.conf ファイルは、マルチパスデーモン multipathd の構成ファイルです。

multipath.conf ファイルは、 multipathd の組み込みの構成テーブルよりも優先されます。

SANtricity OS 8.30 以降では、デフォルト設定をそのまま使用することを推奨します。

/etc/multipath.confを変更する必要はありません。

ネットワーク接続を設定します

iSER over InfiniBand プロトコルを使用する構成の場合は、このセクションの手順を実行
してネットワーク接続を設定します。

手順

1. System Manager で、メニューに移動します。 Settings [System] > Configure iSER over InfiniBand ports]

を選択します。詳細については、 System Manager のオンラインヘルプを参照してください。

アレイの iSCSI アドレスは、 iSCSI セッションの作成に使用するホストポートと同じサブネットに配置し
ます。アドレスについては、を参照してください iSER ワークシート。

2. IQN を記録します。

この情報は、 SendTargets 検出をサポートしないオペレーティングシステムで iSER セッションを作成す
る際に必要となる場合があります。この情報をに入力します iSER ワークシート。

ストレージ接続ホストのネットワークを設定します

iSER over InfiniBand プロトコルを使用する構成の場合は、このセクションの手順を実行
します。
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InfiniBand OFED ドライバスタックでは iSER と SRP の両方を同じポートで同時に実行できるため、追加
のハードウェアは必要ありません。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ネットアップ推奨の OFED をシステムにインストールしておきます。詳細については、を参照してくださ
い "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

手順

1. ホストで iSCSI サービスを有効にして開始します。

◦ Red Hat Enterprise Linux 7、8、9（RHEL 7、RHEL 8、RHEL 9）*

# systemctl start iscsi

# systemctl start iscsid

# systemctl enable iscsi

# systemctl enable iscsid

◦ SUSE Linux Enterprise Server 12 および 15 （ SLES 12 および SLES 15 ） *

# systemctl start iscsid.service

# systemctl enable iscsid.service

2. InfiniBandカードのネットワークインターフェイスを設定します。

a. 使用する InfiniBand ポートを特定します。各ポートのハードウェアアドレス（ MAC アドレス）を記
録します。

b. InfiniBand ネットワークインターフェイスデバイスの永続的な名前を設定します。

c. 特定したInfiniBandインターフェイスのIPアドレスとネットワーク情報を設定します。

必要なインターフェイス設定は、使用するオペレーティングシステムによって異なる場合がありま
す。具体的な実装方法については、ベンダーのオペレーティングシステムのドキュメントを参照して
ください。

d. ネットワークサービスを再起動するか、各インターフェイスを手動で再起動して、 IB ネットワークイ
ンターフェイスを起動します。例：

systemctl restart network

e. ターゲットポートへの接続を確認します。ネットワーク接続を設定したときに設定した IP アドレスに
ホストから ping を実行します。

3. サービスを再起動して iSER モジュールをロードします。

4. /etc/iscsi/iscsid.conf で iSCSI 設定を編集します
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node.startup = automatic

replacement_timeout = 20

5. iSCSI セッションを設定します。

a. InfiniBand インターフェイスごとに iface 構成ファイルを作成します。

iSCSI iface ファイルのディレクトリの場所は、オペレーティングシステムによって異
なります。Red Hat Enterprise Linux を使用している場合の例を次に示します。

iscsiadm -m iface -I iser > /var/lib/iscsi/ifaces/iface-ib0

iscsiadm -m iface -I iser > /var/lib/iscsi/ifaces/iface-ib1

b. 各 iface ファイルを編集して、インターフェイス名とイニシエータ IQN を設定します。各 iface ファイ
ルで次のパラメータを適切に設定します。

オプション 価値

iface.net_ifacename インターフェイスデバイス名（例：ib0 ）。

iface.initiatorname ワークシートに記録したホストイニシエータ IQN

。

c. ターゲットへの iSCSI セッションを作成します。

セッションの作成には、 SendTargets 検出を使用する方法を推奨します。ただし、この方法は一部の
オペレーティングシステムリリースでは機能しません。

RHEL 6.x または SLES 11.3 以降では * メソッド 2 * を使用してください。

▪ * 方法 1 - SendTargets 検出： * ターゲットポータルの IP アドレスの 1 つに対して SendTargets

検出メカニズムを使用します。これにより、ターゲットポータルごとにセッションが作成されま
す。

iscsiadm -m discovery -t st -p 192.168.130.101 -I iser

▪ * 方法 2 - 手動での作成： * ターゲットポータルの IP アドレスごとに、適切なホストインターフェ
イス iface 設定を使用してセッションを作成します。この例では、インターフェイス ib0 がサブネ
ット A にあり、インターフェイス ib1 がサブネット B にありますこれらの変数については、ワー
クシートにある適切な値を指定します。

▪ <Target IQN> = ストレージアレイのターゲット IQN

▪ <Target Port IP> = 指定したターゲットポートに設定された IP アドレス
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# Controller A Port 1

iscsiadm -m node --target <Target IQN> -I iface-ib0 -p <Target Port IP\>

-l -o new

# Controller B Port 1

iscsiadm -m node --target <Target IQN> -I iface-ib0 -p <Target Port IP\>

-l -o new

# Controller A Port 2

iscsiadm -m node --target <Target IQN> -I iface-ib1 -p <Target Port IP\>

-l -o new

# Controller B Port 2

iscsiadm -m node --target <Target IQN> -I iface-ib1 -p <Target Port IP\>

-l -o new

6. iSCSI セッションにログインします。

各セッションで、 iscsiadm コマンドを実行してセッションにログインします。

# Controller A Port 1

iscsiadm -m node --target <Target IQN> -I iface-ib0 -p <Target Port IP\>

-l

# Controller B Port 1

iscsiadm -m node --target <Target IQN> -I iface-ib0 -p <Target Port IP\>

-l

# Controller A Port 2

iscsiadm -m node --target <Target IQN> -I iface-ib1 -p <Target Port IP\>

-l

# Controller B Port 2

iscsiadm -m node --target <Target IQN> -I iface-ib1 -p <Target Port IP\>

-l

7. iSER / iSCSI セッションを検証します。

a. ホストでの iSCSI セッションのステータスを確認します。

iscsiadm -m session

b. アレイから iSCSI セッションのステータスを確認します。SANtricity システムマネージャで、 * スト
レージアレイ * > * iSER * > * View / End Sessions * に移動します。

iSCSI サービスが実行されている場合、 OFED / RDMA サービスの開始時にデフォルトで iSER カーネルモジ
ュールがロードされます。iSER 接続のセットアップを完了するには、 iSER モジュールをロードする必要が
あります。現在、これにはホストのリブートが必要です。
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パーティションとファイルシステムを作成します

Linux ホストで初めて検出された時点では、新しい LUN にはパーティションやファイル
システムがないため、使用する前に LUN をフォーマットする必要があります。必要に応
じて、 LUN にファイルシステムを作成できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ホストによって検出された LUN 。

• 使用可能なディスクのリスト。( 利用可能なディスクを表示するには '/dev/mapper フォルダで ls コマンド
を実行します )

このタスクについて

ディスクは、 GUID パーティションテーブル（ GPT ）またはマスターブートレコード（ MBR ）を使用し
て、ベーシックディスクとして初期化することができます。

LUN は ext4 などのファイルシステムでフォーマットします。一部のアプリケーションではこの手順が不要で
す。

手順

1. 「 anlun lun lun show -p 」コマンドを発行して、マッピングされたディスクの SCSI ID を取得します。

SCSI ID は、 3 から始まる 33 文字の 16 進数値です。ユーザにわかりやすい名前の使用が有効になってい
る場合、 SCSI ID の代わりに mpath がレポートされます。
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# sanlun lun show -p

                E-Series Array: ictm1619s01c01-

SRP(60080e50002908b40000000054efb9d2)

                   Volume Name:

               Preferred Owner: Controller in Slot B

                 Current Owner: Controller in Slot B

                          Mode: RDAC (Active/Active)

                       UTM LUN: None

                           LUN: 116

                      LUN Size:

                       Product: E-Series

                   Host Device:

mpathr(360080e50004300ac000007575568851d)

              Multipath Policy: round-robin 0

            Multipath Provider: Native

--------- ---------- ------- ------------

----------------------------------------------

host      controller                      controller

path      path       /dev/   host         target

state     type       node    adapter      port

--------- ---------- ------- ------------

----------------------------------------------

up        secondary  sdcx    host14       A1

up        secondary  sdat    host10       A2

up        secondary  sdbv    host13       B1

2. Linux OS のリリースに応じた方法で新しいパーティションを作成します。

通常、ディスクのパーティションを識別する文字（数字の 1 や p3 など）が SCSI ID に追加されます。

# parted -a optimal -s -- /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a

mklabel

gpt mkpart primary ext4 0% 100%

3. パーティションにファイルシステムを作成します。

ファイルシステムの作成方法は、選択したファイルシステムによって異なります。

# mkfs.ext4 /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a1

4. 新しいパーティションをマウントするフォルダを作成します。
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# mkdir /mnt/ext4

5. パーティションをマウントします。

# mount /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a1 /mnt/ext4

ホストでストレージアクセスを確認

ボリュームを使用する前に、ホストがボリュームに対してデータの読み取りと書き込み
を実行できることを確認します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ファイルシステムでフォーマットされた初期化済みボリューム。

手順

1. ホストで、 1 つ以上のファイルをディスクのマウントポイントにコピーします。

2. ファイルを元のディスク上の別のフォルダにコピーします。

3. 「 IFF 」コマンドを実行して、コピーしたファイルを元のファイルと比較します。

完了後

コピーしたファイルとフォルダを削除します。

iSER over IB の設定を記録します

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用して iSER over

InfiniBand ストレージの構成情報を記録できます。この情報は、プロビジョニングタス
クを実行する際に必要になります。

ホスト識別子

ソフトウェアイニシエータの IQN は、タスクの実行中に特定します。 ストレージ接続ホストの
ネットワークを設定します。

各ホストのイニシエータ IQN を特定して記録します。一般に、ソフトウェアイニシエータの場合、 IQN は
/etc/iscsi/initiatorname.iscsi ファイルに記録されます。

番号 ホストポート接続 ソフトウェアイニシエータ IQN

1. ホスト（イニシエータ） 1.

該当なし
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番号 ホストポート接続 ソフトウェアイニシエータ IQN

該当なし

該当なし

該当なし

推奨される構成

推奨構成は、 2 つのホスト（イニシエータ）ポートと 4 つのターゲットポートで構成されます。

ターゲット IQN

ストレージアレイのターゲット IQN を記録します。この情報は、で使用します ストレージ接続ホストのネッ
トワークを設定します。

SANtricity ： * ストレージアレイ * > * iSER * > * 設定の管理 * を使用してストレージアレイ IQN 名を検索しま
す。この情報は、 SendTargets 検出をサポートしないオペレーティングシステムで iSER セッションを作成す
る際に必要となる場合があります。

番号 アレイ名 ターゲット IQN

6. アレイコントローラ（ターゲット
）

ネットワーク構成：

InfiniBand ファブリック上のホストとストレージに使用するネットワーク設定を記録します。この手順では、
2 つのサブネットを使用して完全な冗長性を実現することを前提としています

次の情報は、ネットワーク管理者から入手できます。この情報は、 ストレージ接続ホストのネットワークを
設定します。
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サブネット A

使用するサブネットを定義します。

ネットワークアドレス ネットマスク

アレイポートと各ホストポートで使用する IQN を記録します。

番号 アレイコントローラ（ターゲット
）ポート接続

IQN

3. スイッチ _ 該当なし _

5. コントローラ A のポート 1

4. コントローラ B のポート 1

2. ホスト 1 、ポート 1

（任意）ホスト 2 、ポート 1

サブネット B

使用するサブネットを定義します。

ネットワークアドレス ネットマスク

アレイポートと各ホストポートで使用する IQN を記録します。

番号 アレイコントローラ（ターゲット
）ポート接続

IQN

8. スイッチ _ 該当なし _

10. コントローラ A のポート 2

9. コントローラ B 、ポート 2

7. ホスト 1 、ポート 2

（任意）ホスト 2 、ポート 2

マッピングホスト名

マッピングホスト名はワークフロー中に作成されます。
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マッピングホスト名

ホスト OS タイプ

SRP over InfiniBand のセットアップ

Linux 構成がサポートされていることを確認する

安定した稼働を確保するために、導入計画を作成し、 NetApp Interoperability Matrix Tool

（ IMT ）を使用して構成全体がサポートされることを確認します。

手順

1. にアクセスします "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

2. [ 検索（解決策 Search ） ] タイルをクリックします。

3. [Protocols [SAN Host] （プロトコル [SAN ホスト ] ）領域で、 * E シリーズ SAN ホスト * の横の * 追加ボ
タンをクリックします。

4. ［ * 検索条件の絞り込み検索の表示 * ］ をクリックします。

[ 検索条件の絞り込み ] セクションが表示されます。このセクションでは、適用するプロトコル、および
オペレーティングシステム、ネットアップ OS 、ホストマルチパスドライバなど、構成のその他の条件を
選択できます。

5. 構成に必要な条件を選択し、互換性のある構成要素を確認します。

6. 必要に応じて、使用するオペレーティングシステムとプロトコルに対して IMT に記載された更新を実行し
ます。

選択した構成の詳細情報には、右ページ矢印をクリックして、 [View Supported Configurations] ページか
らアクセスできます。

DHCP を使用して IP アドレスを設定する

管理ステーションとストレージアレイ間の通信を設定するには、動的ホスト構成プロト
コル（ DHCP ）を使用して IP アドレスを指定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ストレージ管理ポートと同じサブネットに DHCP サーバをインストールして設定します。

このタスクについて

各ストレージアレイにはコントローラが 1 台（シンプレックス）または 2 台（デュプレックス）含まれ、コ
ントローラごとにストレージ管理ポートが 2 つあります。各管理ポートには IP アドレスが割り当てられま
す。

以下の手順では、コントローラを 2 台搭載したストレージアレイ（デュプレックス構成）を使用します。
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手順

1. 管理ステーションと各コントローラ（ A および B ）の管理ポート 1 にイーサネットケーブルを接続しま
す（まだ接続していない場合）。

DHCP サーバは、各コントローラのポート 1 に IP アドレスを割り当てます。

どちらのコントローラの管理ポート 2 も使用しないでください。ポート 2 はネットアップ
のテクニカルサポート用に予約されています。

イーサネットケーブルを外して再接続するか、ストレージアレイの電源を再投入すると、
DHCP によって IP アドレスが再度割り当てられます。このプロセスは、静的 IP アドレス
が設定されるまで行われます。ケーブルを外したり、アレイの電源を再投入したりしない
ことを推奨します。

DHCP によって割り当てられた IP アドレスをストレージアレイが 30 秒以内に取得できない場合は、次の
デフォルトの IP アドレスが設定されます。

◦ コントローラ A 、ポート 1 ： 169.254.128.101

◦ コントローラ B 、ポート 1 ： 169.254.128.102

◦ サブネットマスク： 255.255.0.0

2. 各コントローラの背面にある MAC アドレスラベルを確認し、ネットワーク管理者に各コントローラのポ
ート 1 の MAC アドレスを伝えます。

MAC アドレスは、ネットワーク管理者が各コントローラの IP アドレスを特定するために必要です。ブラ
ウザからストレージシステムに接続するには、 IP アドレスが必要です。

ホストポートの GUID を特定し、推奨設定を適用します

InfiniBand-diagsパッケージには、各InfiniBand（IB）ポートのグローバル一意識別子
（GUID）を表示するためのコマンドが含まれています。付属のパッケージでOFED /

RDMAがサポートされるLinuxディストリビューションのほとんどにInfiniBand-diagsパッ
ケージも付属しており、このパッケージに含まれるコマンドを使用してHCAに関する情
報を表示できます。

手順

1. をインストールします infiniband-diags オペレーティングシステムのパッケージ管理コマンドを使用
してパッケージ化します。

2. 「 ibstat 」コマンドを実行して、ポート情報を表示します。

3. イニシエータの GUID をに記録します SRP ワークシート。

4. HBA ユーティリティで適切な設定を選択します。

構成に適した設定は、の Notes 列に表示されます "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。
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サブネットマネージャを設定します

スイッチまたはホスト上の環境でサブネットマネージャが実行されている必要がありま
す。ホスト側で実行する場合は、次の手順を使用してセットアップします。

サブネットマネージャを設定する前に、InfiniBand-diagsパッケージをインストールして、を通

じてグローバル一意識別子（GUID）を取得する必要があります ibstat -p コマンドを実行し
ますを参照してください ホストポートの GUID を特定し、推奨設定を適用します InfiniBand-

diagsパッケージのインストール方法については、を参照してください。

手順

1. サブネット・マネージャを実行するすべてのホストに 'opensm' パッケージをインストールします

2. 「 ibstat -p 」コマンドを使用して、 HBA ポートの「 GUID0 」と「 GUID1 」を確認します。例：

# ibstat -p

0x248a070300a80a80

0x248a070300a80a81

3. ブートプロセスの一部として一度実行するサブネットマネージャスクリプトを作成します。

# vim /usr/sbin/subnet-manager.sh

4. 次の行を追加します。手順2で確認した値をに置き換えます GUID0 および GUID1。の場合 P0 および `P1`

では、サブネットマネージャのプライオリティを使用します。1が最低、15が最高です。

#!/bin/bash

opensm -B -g <GUID0> -p <P0> -f /var/log/opensm-ib0.log

opensm -B -g <GUID1> -p <P1> -f /var/log/opensm-ib1.log

値を置き換えたコマンドの例を次に示します。

#!/bin/bash

opensm -B -g 0x248a070300a80a80 -p 15 -f /var/log/opensm-ib0.log

opensm -B -g 0x248a070300a80a81 -p 1 -f /var/log/opensm-ib1.log

5. という名前のsystemdサービスユニットファイルを作成します subnet-manager.service。

# vim /etc/systemd/system/subnet-manager.service
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6. 次の行を追加します。

[Unit]

Description=systemd service unit file for subnet manager

[Service]

Type=forking

ExecStart=/bin/bash /usr/sbin/subnet-manager.sh

[Install]

WantedBy=multi-user.target

7. 新しいサービスをシステムに通知します。

# systemctl daemon-reload

8. を有効にして開始します subnet-manager サービス

# systemctl enable subnet-manager.service

# systemctl start subnet-manager.service

Linux Host Utilities をインストールして設定する

Linux Unified Host Utilities パッケージには、フェイルオーバーポリシーや物理パスな
ど、ネットアップストレージを管理するツールが含まれています。

手順

1. を使用します "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" をクリックして、インストールする
Unified Host Utilities の適切なバージョンを確認します。

サポートされる構成ごとに対応するバージョンが表示されます。

2. から Unified Host Utilities をダウンロードします "ネットアップサポート"。

または、 SANtricity SMdevices ユーティリティを使用して Unified Host Utility ツールと同じ
機能を実行することもできます。SMdevices ユーティリティは SMutils パッケージに含ま
れています。SMutils パッケージは、ホストがストレージアレイから認識する内容を確認す
るためのユーティリティをまとめたパッケージです。SANtricity ソフトウェアのインストー
ルに含まれています。

SMcli を使用するための SANtricity Storage Manager のインストール（ SANtricity ソフトウェアバージョン
11.53 以前）

SANtricity ソフトウェア 11.53 以前を使用している場合は、管理ステーションに
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SANtricity Storage Manager ソフトウェアをインストールして、アレイの管理に役立
てることができます。

SANtricity Storage Manager には、管理タスクを実行するためのコマンドラインインターフェイス（ CLI ）
と、 I/O パスを介してストレージアレイコントローラにホスト構成情報をプッシュするためのホストコンテキ
ストエージェントがあります。

SANtricity ソフトウェア 11.60 以降を使用している場合は、次の手順は実行する必要はありま
せん。SANtricity Secure CLI （ SMcli ）は SANtricity OS に含まれており、 SANtricity System

Manager からダウンロードできます。SANtricity システムマネージャを使用して SMcli をダウ
ンロードする方法の詳細については、 SANtricity システムマネージャオンラインヘルプの「ダ
ウンロードコマンドラインインターフェイス（ CLI ） _ topic 」を参照してください。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• SANtricity ソフトウェア 11.53 以前。

• 適切な管理者権限またはスーパーユーザ権限

• SANtricity Storage Manager クライアント用のシステム。次の最小要件があります。

◦ RAM: Java Runtime Engine 用に 2GB

◦ * ディスク容量 * ： 5GB

◦ * OS / アーキテクチャ * ：サポートされているオペレーティング・システムのバージョンとアーキテ
クチャーを判断するためのガイダンスについては、を参照してください "ネットアップサポート"

。Downloads * タブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

このタスクについて

このタスクでは、 Windows と Linux の両方の OS プラットフォームに SANtricity Storage Manager をインス
トールする方法について説明します。データホストに Linux を使用する場合の管理ステーションプラットフォ
ームは Windows と Linux の両方で共通です。

手順

1. SANtricity ソフトウェアリリースは、からダウンロードします "ネットアップサポート"。Downloads * タ
ブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

2. SANtricity インストーラを実行します。
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Windows の場合 Linux の場合

SMIA*.exe インストールパッケージをダブルクリッ
クして、インストールを開始します。

a. SMIA * 。 bin インストールパッケージが格納さ
れているディレクトリに移動します。

b. 一時マウントポイントに実行権限がない場合は
'IATEMPDIR' 変数を設定します例：
'IATEMPDIR=/root./SMIA-LINUXX64-

11.25.0A0002.bin

c. chmod +x SMIA*.bin コマンドを実行して、ファ
イルに実行権限を付与します。

d. 「 ./SMIA *.bin」 コマンドを実行してインスト
ーラを起動します。

3. インストールウィザードを使用して、管理ステーションにソフトウェアをインストールします。

SANtricity System Manager にアクセスし、セットアップウィザードを使用します

ストレージアレイを設定するには、 SANtricity System Manager のセットアップウィザ
ードを使用します。

SANtricity System Manager は、各コントローラに組み込まれている Web ベースのインターフェイスです。ユ
ーザーインターフェイスにアクセスするには、ブラウザでコントローラの IP アドレスを指定します。セット
アップウィザードを使用してシステムを設定できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• アウトオブバンド管理：

• 次のいずれかのブラウザを使用して SANtricity System Manager にアクセスするための管理ステーショ
ン。

ブラウザ 最小バージョン

Google Chrome 八九

Microsoft Edge の場合 90

Mozilla Firefox 8時80分

Safari 14

このタスクについて

ウィザードは、 System Manager を開くかブラウザを更新したときに、次の条件の少なくとも 1 つに該当し
ていれば自動的に再度起動されます。

• プールとボリュームグループが検出されていません。
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• ワークロードが検出されていません。

• 通知が設定されていません。

手順

1. ブラウザで、「 + https://<DomainNameOrIPAddress>+` 」という URL を入力します

「 IPAddress 」は、ストレージアレイコントローラの 1 つのアドレスです。

設定されていないアレイで初めて SANtricity システムマネージャを開くと、管理者パスワードの設定プロ
ンプトが表示されます。ロールベースアクセス管理では、 admin 、 support 、 security 、 monitor の 4 つ
のローカルロールが設定されます。最後の 3 つのロールには、推測されにくいランダムなパスワードが設
定されています。admin ロールのパスワードを設定したら、 admin クレデンシャルを使用してすべてのパ
スワードを変更できます。4 つのローカルユーザロールの詳細については、 SANtricity System Manager

ユーザインターフェイスのオンラインヘルプを参照してください。

2. 管理者パスワードの設定フィールドとパスワードの確認フィールドに管理者ロールの System Manager パ
スワードを入力し、 * パスワードの設定 * をクリックします。

プール、ボリュームグループ、ワークロード、または通知が設定されていない場合は、セットアップウィ
ザードが起動します。

3. セットアップウィザードを使用して、次のタスクを実行します。

◦ * ハードウェア（コントローラとドライブ）の確認 * — ストレージアレイ内のコントローラとドライ
ブの数を確認しますアレイに名前を割り当てます。

◦ * ホストとオペレーティング・システムの確認 * — ストレージ・アレイがアクセスできるホストとオ
ペレーティング・システムの種類を確認します

◦ *Accept pools * — 高速インストール方法の推奨されるプール構成を受け入れますプールはドライブの
論理グループです。

◦ * アラートの設定 * — ストレージアレイで問題が発生した場合に、 System Manager が自動通知を受
信できるようにします。

◦ * AutoSupport を有効にする * — ストレージアレイの状態を自動的に監視し、テクニカルサポートにデ
ィスパッチを送信します。

4. ボリュームをまだ作成していない場合は、メニューからストレージ [ ボリューム ] 、 [ 作成 ] 、 [ ボリュー
ム ] の順に選択してボリュームを作成します。

詳細については、 SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照してください。

マルチパスソフトウェアを設定します

ストレージアレイへのパスを冗長化するには、マルチパスソフトウェアを設定します。

作業を開始する前に

必要なパッケージをシステムにインストールする必要があります。

• Red Hat （ RHEL ）ホストの場合、パッケージがインストールされていることを確認するには、「 rpm -q

device-mapper-multipath 」を実行します。

• SLES ホストの場合 'rpm -q multipath-tools' を実行してパッケージがインストールされていることを確認
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します

オペレーティングシステムがまだインストールされていない場合は、オペレーティングシステムのベンダーか
ら提供されたメディアを使用してください。

このタスクについて

マルチパスソフトウェアは、物理パスの 1 つが中断された場合に備えて、ストレージアレイへのパスを冗長
化します。マルチパスソフトウェアは、ストレージへのアクティブな物理パスを 1 つの仮想デバイスとして
オペレーティングシステムに提示します。また、フェイルオーバープロセスも管理して仮想デバイスを更新し
ます。

Linux 環境では、 Device Mapper Multipath （ DM-MP ）ツールを使用します。RHEL および SLES では、デ
フォルトでは DM-MP は無効になっています。ホストで DM-MP コンポーネントを有効にするには、次の手順
を実行します。

手順

1. multipath.conf ファイルがまだ作成されていない場合は、「 # touch /etc/multipath.conf 」コマンドを実行
します。

2. multipath.conf ファイルを空白のままにして、デフォルトのマルチパス設定を使用します。

3. マルチパスサービスを開始します。

# systemctl start multipathd

4. uname -r コマンドを実行して ' カーネル・バージョンを保存します

# uname -r

3.10.0-327.el7.x86_64

この情報は、ホストにボリュームを割り当てるときに使用します。

5. を有効にします multipathd デーモンが起動します。

systemctl enable multipathd

6. initramfs イメージまたは initrd イメージを /boot ディレクトリに再構築します

dracut --force --add multipath

7. ブート構成ファイルで、新しく作成した /boot/initrams-* イメージまたは /boot/initrd-* イメージが選択され
ていることを確認します。

たとえば 'grub の場合は '/boot/grub/menu.lst' で 'grub2 の場合は '/boot/grub2/menu.cfg です

8. を使用します "ホストを手動で作成する" ホストが定義されているかどうかを確認するには、オンラインヘ
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ルプの手順 を参照してください。各ホストタイプの設定が、で収集したカーネル情報に基づいているこ
とを確認します 手順4.。

自動ロードバランシングは、カーネル3.9以前を実行しているホストにマップされているボリュ
ームでは無効になります。

1. ホストをリブートします。

multipath.conf ファイルをセットアップします

multipath.conf ファイルは、マルチパスデーモン multipathd の構成ファイルです。

multipath.conf ファイルは、 multipathd の組み込みの構成テーブルよりも優先されます。

SANtricity OS 8.30 以降では、デフォルト設定をそのまま使用することを推奨します。

/etc/multipath.confを変更する必要はありません。

ネットワーク接続の設定 - SRPoverInfiniBand での必要な SRP の実行中です

SRP over InfiniBand プロトコルを使用する構成の場合は、ここで説明する手順を実行し
ます。

作業を開始する前に

Linux ホストをストレージアレイに接続するためには、該当するオプションで InfiniBand ドライバスタックを
有効にする必要があります。具体的な設定は Linux ディストリビューションによって異なる場合があります。
を確認します "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" 具体的な手順および解決策固有のその他の
推奨設定については、を参照してください。

手順

1. 使用する OS に対応した OFED / RDMA ドライバスタックをインストールします。

◦ SLES *

zypper install rdma-core

◦ RHEL *

yum install rdma-core

2. SRP モジュールをロードするように OFED / RDMA を設定します。

◦ SLES *

zypper install srp_daemon
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◦ RHEL *

 yum install srp_daemon

3. OFED / RDMA 構成ファイルで、「 S rp_load=yes 」と「 S rp_daemon_enable=yes 」を設定します。

RDMA 構成ファイルは次の場所にあります。

/etc/rdma/rdma.conf

4. OFED / RDMA サービスを有効にして開始します。

◦ RHEL 7.x および SLES 12.x 以降 *

▪ InfiniBand モジュールを有効にしてブート時にロードする場合：

systemctl enable rdma

▪ InfiniBand モジュールをすぐにロードする場合：

systemctl start rdma

5. SRP デーモンを有効にします。

◦ RHEL 7.x および SLES 12 以降 *

▪ SRP デーモンを有効にしてブート時に開始する場合：

systemctl enable srp_daemon

▪ SRP デーモンをすぐに開始する場合：

systemctl start srp_daemon

6. SRP 設定を変更する必要がある場合は、次のコマンドを入力して「 /etc/modprobe.d/ib_srp.conf 」を作成
します。

options ib_srp cmd_sg_entries=255 allow_ext_sg=y

indirect_sg_entries=2048

a. /etc/srp_daemon.conf の下に次の行を追加します
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a    max_sect=4096

パーティションとファイルシステムを作成します

Linux ホストで初めて検出された時点では、新しい LUN にはパーティションやファイル
システムがないため、使用する前に LUN をフォーマットする必要があります。必要に応
じて、 LUN にファイルシステムを作成できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ホストによって検出された LUN 。

• 使用可能なディスクのリスト。( 利用可能なディスクを表示するには '/dev/mapper フォルダで ls コマンド
を実行します )

このタスクについて

ディスクは、 GUID パーティションテーブル（ GPT ）またはマスターブートレコード（ MBR ）を使用し
て、ベーシックディスクとして初期化することができます。

LUN は ext4 などのファイルシステムでフォーマットします。一部のアプリケーションではこの手順が不要で
す。

手順

1. 「 anlun lun lun show -p 」コマンドを発行して、マッピングされたディスクの SCSI ID を取得します。

SCSI ID は、 3 から始まる 33 文字の 16 進数値です。ユーザにわかりやすい名前の使用が有効になってい
る場合、 SCSI ID の代わりに mpath がレポートされます。
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# sanlun lun show -p

                E-Series Array: ictm1619s01c01-

SRP(60080e50002908b40000000054efb9d2)

                   Volume Name:

               Preferred Owner: Controller in Slot B

                 Current Owner: Controller in Slot B

                          Mode: RDAC (Active/Active)

                       UTM LUN: None

                           LUN: 116

                      LUN Size:

                       Product: E-Series

                   Host Device:

mpathr(360080e50004300ac000007575568851d)

              Multipath Policy: round-robin 0

            Multipath Provider: Native

--------- ---------- ------- ------------

----------------------------------------------

host      controller                      controller

path      path       /dev/   host         target

state     type       node    adapter      port

--------- ---------- ------- ------------

----------------------------------------------

up        secondary  sdcx    host14       A1

up        secondary  sdat    host10       A2

up        secondary  sdbv    host13       B1

2. Linux OS のリリースに応じた方法で新しいパーティションを作成します。

通常、ディスクのパーティションを識別する文字（数字の 1 や p3 など）が SCSI ID に追加されます。

# parted -a optimal -s -- /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a

mklabel

gpt mkpart primary ext4 0% 100%

3. パーティションにファイルシステムを作成します。

ファイルシステムの作成方法は、選択したファイルシステムによって異なります。

# mkfs.ext4 /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a1

4. 新しいパーティションをマウントするフォルダを作成します。
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# mkdir /mnt/ext4

5. パーティションをマウントします。

# mount /dev/mapper/360080e5000321bb8000092b1535f887a1 /mnt/ext4

ホストでストレージアクセスを確認

ボリュームを使用する前に、ホストがボリュームに対してデータの読み取りと書き込み
を実行できることを確認します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ファイルシステムでフォーマットされた初期化済みボリューム。

手順

1. ホストで、 1 つ以上のファイルをディスクのマウントポイントにコピーします。

2. ファイルを元のディスク上の別のフォルダにコピーします。

3. 「 IFF 」コマンドを実行して、コピーしたファイルを元のファイルと比較します。

完了後

コピーしたファイルとフォルダを削除します。

SRP over IB の設定を記録します

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用して SRP over

InfiniBand ストレージの設定情報を記録できます。この情報は、プロビジョニングタス
クを実行する際に必要になります。
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ホスト識別子

イニシエータの GUID は、タスクで特定します。 ホストポートの GUID を特定し、推奨設定を
適用します。

番号 ホスト（イニシエータ）ポート接
続

GUID

1. ホスト _ 該当なし _

3. スイッチ _ 該当なし _

4. ターゲット（ストレージアレイ） _ 該当なし _

2. ホストポート 1 から IB スイッチ 1

（「 A 」パス）

5. ホストポート 2 から IB スイッチ 2

（「 B 」パス）

推奨される構成

推奨構成は、 2 つのイニシエータポートと 4 つのターゲットポートで構成されます。

マッピングホスト名

マッピングホスト名はワークフロー中に作成されます。

マッピングホスト名
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ホスト OS タイプ

NVMe over InfiniBand のセットアップ

Linux のサポートを確認し、制限事項を確認します

最初の手順として、 Linux 構成がサポートされていることを確認し、コントローラ、ホ
スト、およびリカバリの制限事項を確認する必要があります。

Linux 構成がサポートされていることを確認する

安定した稼働を確保するために、導入計画を作成し、 NetApp Interoperability Matrix Tool （ IMT ）を使用し
て構成全体がサポートされることを確認します。

手順

1. にアクセスします "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

2. [ 検索（解決策 Search ） ] タイルをクリックします。

3. [Protocols [SAN Host] （プロトコル [SAN ホスト ] ）領域で、 * E シリーズ SAN ホスト * の横の * 追加ボ
タンをクリックします。

4. ［ * 検索条件の絞り込み検索の表示 * ］ をクリックします。

[ 検索条件の絞り込み ] セクションが表示されます。このセクションでは、適用するプロトコル、および
オペレーティングシステム、ネットアップ OS 、ホストマルチパスドライバなど、構成のその他の条件を
選択できます。

5. 構成に必要な条件を選択し、互換性のある構成要素を確認します。

6. 必要に応じて、使用するオペレーティングシステムとプロトコルに対して IMT に記載された更新を実行し
ます。

選択した構成の詳細情報には、右ページ矢印をクリックして、 [View Supported Configurations] ページか
らアクセスできます。

NVMe over InfiniBand の制限事項を確認します

NVMe over InfiniBandを使用する前に、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できま
す" をクリックして、コントローラ、ホスト、およびリカバリの最新の制限事項を確認してください。

ストレージとディザスタリカバリの制限事項

• 非同期ミラーリングと同期ミラーリングはサポートされません。

• シンプロビジョニング（シンボリュームの作成）はサポートされていません。

DHCP を使用して IP アドレスを設定する

管理ステーションとストレージアレイ間の通信を設定するには、動的ホスト構成プロト
コル（ DHCP ）を使用して IP アドレスを指定します。
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作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ストレージ管理ポートと同じサブネットに DHCP サーバをインストールして設定します。

このタスクについて

各ストレージアレイにはコントローラが 1 台（シンプレックス）または 2 台（デュプレックス）含まれ、コ
ントローラごとにストレージ管理ポートが 2 つあります。各管理ポートには IP アドレスが割り当てられま
す。

以下の手順では、コントローラを 2 台搭載したストレージアレイ（デュプレックス構成）を使用します。

手順

1. 管理ステーションと各コントローラ（ A および B ）の管理ポート 1 にイーサネットケーブルを接続しま
す（まだ接続していない場合）。

DHCP サーバは、各コントローラのポート 1 に IP アドレスを割り当てます。

どちらのコントローラの管理ポート 2 も使用しないでください。ポート 2 はネットアップ
のテクニカルサポート用に予約されています。

イーサネットケーブルを外して再接続するか、ストレージアレイの電源を再投入すると、
DHCP によって IP アドレスが再度割り当てられます。このプロセスは、静的 IP アドレス
が設定されるまで行われます。ケーブルを外したり、アレイの電源を再投入したりしない
ことを推奨します。

DHCP によって割り当てられた IP アドレスをストレージアレイが 30 秒以内に取得できない場合は、次の
デフォルトの IP アドレスが設定されます。

◦ コントローラ A 、ポート 1 ： 169.254.128.101

◦ コントローラ B 、ポート 1 ： 169.254.128.102

◦ サブネットマスク： 255.255.0.0

2. 各コントローラの背面にある MAC アドレスラベルを確認し、ネットワーク管理者に各コントローラのポ
ート 1 の MAC アドレスを伝えます。

MAC アドレスは、ネットワーク管理者が各コントローラの IP アドレスを特定するために必要です。ブラ
ウザからストレージシステムに接続するには、 IP アドレスが必要です。

SMcli を使用するための SANtricity Storage Manager のインストール（ SANtricity ソフトウェアバージョン
11.53 以前）

SANtricity ソフトウェア 11.53 以前を使用している場合は、管理ステーションに
SANtricity Storage Manager ソフトウェアをインストールして、アレイの管理に役立て
ることができます。

SANtricity Storage Manager には、管理タスクを実行するためのコマンドラインインターフェイス（ CLI ）
と、 I/O パスを介してストレージアレイコントローラにホスト構成情報をプッシュするためのホストコンテキ
ストエージェントがあります。
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SANtricity ソフトウェア 11.60 以降を使用している場合は、次の手順は実行する必要はありま
せん。SANtricity Secure CLI （ SMcli ）は SANtricity OS に含まれており、 SANtricity System

Manager からダウンロードできます。SANtricity システムマネージャを使用して SMcli をダウ
ンロードする方法の詳細については、 SANtricity システムマネージャオンラインヘルプの「ダ
ウンロードコマンドラインインターフェイス（ CLI ） _ topic 」を参照してください。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• SANtricity ソフトウェア 11.53 以前。

• 適切な管理者権限またはスーパーユーザ権限

• SANtricity Storage Manager クライアント用のシステム。次の最小要件があります。

◦ RAM: Java Runtime Engine 用に 2GB

◦ * ディスク容量 * ： 5GB

◦ * OS / アーキテクチャ * ：サポートされているオペレーティング・システムのバージョンとアーキテ
クチャーを判断するためのガイダンスについては、を参照してください "ネットアップサポート"

。Downloads * タブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

このタスクについて

このタスクでは、 Windows と Linux の両方の OS プラットフォームに SANtricity Storage Manager をインス
トールする方法について説明します。データホストに Linux を使用する場合の管理ステーションプラットフォ
ームは Windows と Linux の両方で共通です。

手順

1. SANtricity ソフトウェアリリースは、からダウンロードします "ネットアップサポート"。Downloads * タ
ブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

2. SANtricity インストーラを実行します。

Windows の場合 Linux の場合

SMIA*.exe インストールパッケージをダブルクリッ
クして、インストールを開始します。

a. SMIA * 。 bin インストールパッケージが格納さ
れているディレクトリに移動します。

b. 一時マウントポイントに実行権限がない場合は
'IATEMPDIR' 変数を設定します例：
'IATEMPDIR=/root./SMIA-LINUXX64-

11.25.0A0002.bin

c. chmod +x SMIA*.bin コマンドを実行して、ファ
イルに実行権限を付与します。

d. 「 ./SMIA *.bin」 コマンドを実行してインスト
ーラを起動します。

3. インストールウィザードを使用して、管理ステーションにソフトウェアをインストールします。
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SANtricity System Manager にアクセスし、セットアップウィザードを使用します

ストレージアレイを設定するには、 SANtricity System Manager のセットアップウィザ
ードを使用します。

SANtricity System Manager は、各コントローラに組み込まれている Web ベースのインターフェイスです。ユ
ーザーインターフェイスにアクセスするには、ブラウザでコントローラの IP アドレスを指定します。セット
アップウィザードを使用してシステムを設定できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• アウトオブバンド管理：

• 次のいずれかのブラウザを使用して SANtricity System Manager にアクセスするための管理ステーショ
ン。

ブラウザ 最小バージョン

Google Chrome 八九

Microsoft Edge の場合 90

Mozilla Firefox 8時80分

Safari 14

このタスクについて

ウィザードは、 System Manager を開くかブラウザを更新したときに、次の条件の少なくとも 1 つに該当し
ていれば自動的に再度起動されます。

• プールとボリュームグループが検出されていません。

• ワークロードが検出されていません。

• 通知が設定されていません。

手順

1. ブラウザで、「 + https://<DomainNameOrIPAddress>+` 」という URL を入力します

「 IPAddress 」は、ストレージアレイコントローラの 1 つのアドレスです。

設定されていないアレイで初めて SANtricity システムマネージャを開くと、管理者パスワードの設定プロ
ンプトが表示されます。ロールベースアクセス管理では、 admin 、 support 、 security 、 monitor の 4 つ
のローカルロールが設定されます。最後の 3 つのロールには、推測されにくいランダムなパスワードが設
定されています。admin ロールのパスワードを設定したら、 admin クレデンシャルを使用してすべてのパ
スワードを変更できます。4 つのローカルユーザロールの詳細については、 SANtricity System Manager

ユーザインターフェイスのオンラインヘルプを参照してください。

2. 管理者パスワードの設定フィールドとパスワードの確認フィールドに管理者ロールの System Manager パ
スワードを入力し、 * パスワードの設定 * をクリックします。
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プール、ボリュームグループ、ワークロード、または通知が設定されていない場合は、セットアップウィ
ザードが起動します。

3. セットアップウィザードを使用して、次のタスクを実行します。

◦ * ハードウェア（コントローラとドライブ）の確認 * — ストレージアレイ内のコントローラとドライ
ブの数を確認しますアレイに名前を割り当てます。

◦ * ホストとオペレーティング・システムの確認 * — ストレージ・アレイがアクセスできるホストとオ
ペレーティング・システムの種類を確認します

◦ *Accept pools * — 高速インストール方法の推奨されるプール構成を受け入れますプールはドライブの
論理グループです。

◦ * アラートの設定 * — ストレージアレイで問題が発生した場合に、 System Manager が自動通知を受
信できるようにします。

◦ * AutoSupport を有効にする * — ストレージアレイの状態を自動的に監視し、テクニカルサポートにデ
ィスパッチを送信します。

4. ボリュームをまだ作成していない場合は、メニューからストレージ [ ボリューム ] 、 [ 作成 ] 、 [ ボリュー
ム ] の順に選択してボリュームを作成します。

詳細については、 SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照してください。

ホストポートの GUID を特定し、推奨設定を適用します

InfiniBand-diagsパッケージには、各InfiniBand（IB）ポートのグローバル一意識別子
（GUID）を表示するためのコマンドが含まれています。付属のパッケージでOFED /

RDMAがサポートされるLinuxディストリビューションのほとんどにInfiniBand-diagsパッ
ケージも付属しており、このパッケージに含まれるコマンドを使用してHCAに関する情
報を表示できます。

手順

1. をインストールします infiniband-diags オペレーティングシステムのパッケージ管理コマンドを使用
してパッケージ化します。

2. 「 ibstat 」コマンドを実行して、ポート情報を表示します。

3. イニシエータの GUID をに記録します SRP ワークシート。

4. HBA ユーティリティで適切な設定を選択します。

構成に適した設定は、の Notes 列に表示されます "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

サブネットマネージャを設定します

スイッチまたはホスト上の環境でサブネットマネージャが実行されている必要がありま
す。ホスト側で実行する場合は、次の手順を使用してセットアップします。
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サブネットマネージャを設定する前に、InfiniBand-diagsパッケージをインストールして、を通

じてグローバル一意識別子（GUID）を取得する必要があります ibstat -p コマンドを実行し
ますを参照してください ホストポートの GUID を特定し、推奨設定を適用します InfiniBand-

diagsパッケージのインストール方法については、を参照してください。

手順

1. サブネット・マネージャを実行するすべてのホストに 'opensm' パッケージをインストールします

2. 「 ibstat -p 」コマンドを使用して、 HCA ポートの「 GUID0 」と「 GUID1 」を確認します。例：

# ibstat -p

0x248a070300a80a80

0x248a070300a80a81

3. ブートプロセスの一部として一度実行するサブネットマネージャスクリプトを作成します。

# vim /usr/sbin/subnet-manager.sh

4. 次の行を追加します。手順2で確認した値をに置き換えます GUID0 および GUID1。の場合 P0 および `P1`

では、サブネットマネージャのプライオリティを使用します。1が最低、15が最高です。

#!/bin/bash

opensm -B -g <GUID0> -p <P0> -f /var/log/opensm-ib0.log

opensm -B -g <GUID1> -p <P1> -f /var/log/opensm-ib1.log

値を置き換えたコマンドの例を次に示します。

#!/bin/bash

opensm -B -g 0x248a070300a80a80 -p 15 -f /var/log/opensm-ib0.log

opensm -B -g 0x248a070300a80a81 -p 1 -f /var/log/opensm-ib1.log

5. という名前のsystemdサービスユニットファイルを作成します subnet-manager.service。

# vim /etc/systemd/system/subnet-manager.service

6. 次の行を追加します。
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[Unit]

Description=systemd service unit file for subnet manager

[Service]

Type=forking

ExecStart=/bin/bash /usr/sbin/subnet-manager.sh

[Install]

WantedBy=multi-user.target

7. 新しいサービスをシステムに通知します。

# systemctl daemon-reload

8. を有効にして開始します subnet-manager サービス

# systemctl enable subnet-manager.service

# systemctl start subnet-manager.service

ホスト側で NVMe over InfiniBand を設定します

InfiniBand 環境で NVMe イニシエータを設定するには、 InfiniBand パッケージ、 nvme-

CLI パッケージ、および RDMA パッケージをインストールして設定し、イニシエータの
IP アドレスを設定し、ホストで NVMe-oF レイヤを設定します。

作業を開始する前に

互換性のある最新のRHEL 7、RHEL 8、RHEL 9、SUSE Linux Enterprise Server 12または15サービスパック
オペレーティングシステムが実行されている必要があります。を参照してください "NetApp Interoperability

Matrix Tool で確認できます" をクリックして、最新の要件を確認してください。

手順

1. RDMA 、 nvme-CLI 、および InfiniBand パッケージをインストールします。

◦ SLES 12 または SLES 15 *

# zypper install infiniband-diags

# zypper install rdma-core

# zypper install nvme-cli

◦ RHEL 7、RHEL 8、またはRHEL 9*
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# yum install infiniband-diags

# yum install rdma-core

# yum install nvme-cli

2. RHEL 8またはRHEL 9の場合は、ネットワークスクリプトをインストールします。

◦ RHEL 8 *

# yum install network-scripts

◦ RHEL 9*

# yum install NetworkManager-initscripts-updown

3. RHEL 7の場合は、を有効にします ipoib。/etc/rdma/rdma.confファイルを編集し、をロードするための

エントリを変更する ipoib：

IPOIB_LOAD=yes

4. ホストのNQNを取得します。アレイに対してホストを設定する際に使用します。

# cat /etc/nvme/hostnqn

5. IBポートリンクが両方とも稼働しており、かつStateがActiveであることを確認します。

# ibstat
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CA 'mlx4_0'

        CA type: MT4099

        Number of ports: 2

        Firmware version: 2.40.7000

        Hardware version: 1

        Node GUID: 0x0002c90300317850

        System image GUID: 0x0002c90300317853

        Port 1:

                State: Active

                Physical state: LinkUp

                Rate: 40

                Base lid: 4

                LMC: 0

                SM lid: 4

                Capability mask: 0x0259486a

                Port GUID: 0x0002c90300317851

                Link layer: InfiniBand

        Port 2:

                State: Active

                Physical state: LinkUp

                Rate: 56

                Base lid: 5

                LMC: 0

                SM lid: 4

                Capability mask: 0x0259486a

                Port GUID: 0x0002c90300317852

                Link layer: InfiniBand

6. IB ポートに IPv4 IP アドレスを設定します。

◦ SLES 12 または SLES 15 *

/etc/sysconfig/network/ifcfg-ib0 ファイルを次の内容で作成します。

BOOTPROTO='static'

BROADCAST=

ETHTOOL_OPTIONS=

IPADDR='10.10.10.100/24'

IPOIB_MODE='connected'

MTU='65520'

NAME=

NETWORK=

REMOTE_IPADDR=

STARTMODE='auto'
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次に、/etc/sysconfig/network/ifcfg-ib1ファイルを作成します。

BOOTPROTO='static'

BROADCAST=

ETHTOOL_OPTIONS=

IPADDR='11.11.11.100/24'

IPOIB_MODE='connected'

MTU='65520'

NAME=

NETWORK=

REMOTE_IPADDR=

STARTMODE='auto'

◦ RHEL 7 または RHEL 8*

/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-ib0 ファイルを次の内容で作成します。

CONNECTED_MODE=no

TYPE=InfiniBand

PROXY_METHOD=none

BROWSER_ONLY=no

BOOTPROTO=static

IPADDR='10.10.10.100/24'

DEFROUTE=no

IPV4=FAILURE_FATAL=yes

IPV6INIT=no

NAME=ib0

ONBOOT=yes

次に、 /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-ib1 ファイルを作成します。

CONNECTED_MODE=no

TYPE=InfiniBand

PROXY_METHOD=none

BROWSER_ONLY=no

BOOTPROTO=static

IPADDR='11.11.11.100/24'

DEFROUTE=no

IPV4=FAILURE_FATAL=yes

IPV6INIT=no

NAME=ib1

ONBOOT=yes
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◦ RHEL 9*

を使用します nmtui 接続を活動化および編集するためのツール。以下はサンプルファイルです

/etc/NetworkManager/system-connections/ib0.nmconnection ツールは次のものを生成し
ます。

[connection]

id=ib0

uuid=<unique uuid>

type=infiniband

interface-name=ib0

[infiniband]

mtu=4200

[ipv4]

address1=10.10.10.100/24

method=manual

[ipv6]

addr-gen-mode=default

method=auto

[proxy]

以下はサンプルファイルです /etc/NetworkManager/system-

connections/ib1.nmconnection ツールは次のものを生成します。
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[connection]

id=ib1

uuid=<unique uuid>

type=infiniband

interface-name=ib1

[infiniband]

mtu=4200

[ipv4]

address1=11.11.11.100/24'

method=manual

[ipv6]

addr-gen-mode=default

method=auto

[proxy]

7. 「 ib 」インターフェイスを有効にします。

# ifup ib0

# ifup ib1

8. アレイへの接続に使用する IP アドレスを確認します。「 ib0 」と「 ib1 」の両方に対してこのコマンドを
実行します。

# ip addr show ib0

# ip addr show ib1

次の例に示すように 'ib0' の IP アドレスは 10.10.10.255' です

10: ib0: <BROADCAST,MULTICAST,UP,LOWER_UP> mtu 65520 qdisc pfifo_fast

state UP group default qlen 256

    link/infiniband

80:00:02:08:fe:80:00:00:00:00:00:00:00:02:c9:03:00:31:78:51 brd

00:ff:ff:ff:ff:12:40:1b:ff:ff:00:00:00:00:00:00:ff:ff:ff:ff

    inet 10.10.10.255 brd 10.10.10.255 scope global ib0

       valid_lft forever preferred_lft forever

    inet6 fe80::202:c903:31:7851/64 scope link

       valid_lft forever preferred_lft forever

195



次の例に示すように 'ib1' の IP アドレスは '11.11.11.255' です

10: ib1: <BROADCAST,MULTICAST,UP,LOWER_UP> mtu 65520 qdisc pfifo_fast

state UP group default qlen 256

    link/infiniband

80:00:02:08:fe:80:00:00:00:00:00:00:00:02:c9:03:00:31:78:51 brd

00:ff:ff:ff:ff:12:40:1b:ff:ff:00:00:00:00:00:00:ff:ff:ff:ff

    inet 11.11.11.255 brd 11.11.11.255 scope global ib0

       valid_lft forever preferred_lft forever

    inet6 fe80::202:c903:31:7851/64 scope link

       valid_lft forever preferred_lft forever

9. ホストで NVMe-oF レイヤを設定します。/etc/modules-load.d/の下に次のファイルを作成して、

nvme_rdma カーネルモジュールと、再起動後もカーネルモジュールが常にオンになっていることを確認
します。

# cat /etc/modules-load.d/nvme_rdma.conf

  nvme_rdma

10. ホストをリブートします。

を確認するには nvme_rdma カーネルモジュールがロードされました。次のコマンドを実行します。

# lsmod | grep nvme

nvme_rdma              36864  0

nvme_fabrics           24576  1 nvme_rdma

nvme_core             114688  5 nvme_rdma,nvme_fabrics

rdma_cm               114688  7

rpcrdma,ib_srpt,ib_srp,nvme_rdma,ib_iser,ib_isert,rdma_ucm

ib_core               393216  15

rdma_cm,ib_ipoib,rpcrdma,ib_srpt,ib_srp,nvme_rdma,iw_cm,ib_iser,ib_umad,

ib_isert,rdma_ucm,ib_uverbs,mlx5_ib,qedr,ib_cm

t10_pi                 16384  2 sd_mod,nvme_core

ストレージアレイの NVMe over InfiniBand 接続を設定します

コントローラに NVMe over InfiniBand ポートが搭載されている場合は、 SANtricity

System Manager を使用して各ポートの IP アドレスを設定できます。

手順

1. System Manager インターフェイスから、 * Hardware * を選択します。

2. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。
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図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

3. NVMe over InfiniBand ポートを設定するコントローラをクリックします。

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

4. Configure NVMe over InfiniBand ports] を選択します。

Configure NVMe over InfiniBand ports オプションは、 System Manager がコントローラで
NVMe over InfiniBand ポートを検出した場合にのみ表示されます。

Configure NVMe over InfiniBand Ports * （ NVMe over InfiniBand ポートの設定 * ）ダイアログボックスが
開きます。

5. ドロップダウンリストで設定する HIC ポートを選択し、ポートの IP アドレスを入力します。

6. [Configure] をクリックします。

7. 使用する他の HIC ポートに対して手順 5 と 6 を繰り返します。

ホストからストレージを検出して接続します

SANtricity System Manager で各ホストを定義する前に、ホストからターゲットコントロ
ーラポートを検出し、 NVMe 接続を確立する必要があります。

手順

1. 次のコマンドを使用して、すべてのパスの NVMe-oF ターゲット上の使用可能なサブシステムを検出しま
す。

nvme discover -t rdma -a target_ip_address

このコマンドで 'target_ip_address はターゲット・ポートの IP アドレスです

「 nvme discover 」コマンドでは、ホスト・アクセスに関係なく、サブシステム内のすべ
てのコントローラ・ポートが検出されます。
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# nvme discover -t rdma -a 10.10.10.200

 Discovery Log Number of Records 2, Generation counter 0

 =====Discovery Log Entry 0======

 trtype:  rdma

 adrfam:  ipv4

 subtype: nvme subsystem

 treq:    not specified

 portid:  0

 trsvcid: 4420

 subnqn:  nqn.1992-08.com.netapp:5700.600a098000af41580000000058ed54be

 traddr: 10.10.10.200

 rdma_prtype: infiniband

 rdma_qptype: connected

 rdma_cms:    rdma-cm

 rdma_pkey: 0x0000

=====Discovery Log Entry 1======

 trtype:  rdma

 adrfam:  ipv4

 subtype: nvme subsystem

 treq:    not specified

 portid:  1

 trsvcid: 4420

 subnqn:  nqn.1992-08.com.netapp:5700.600a098000af41580000000058ed54be

 traddr: 11.11.11.100

 rdma_prtype: infiniband

 rdma_qptype: connected

 rdma_cms:    rdma-cm

 rdma_pkey: 0x0000

2. 他の接続についても手順 1 を繰り返します。

3. 次のコマンドを使用して最初のパスで検出されたサブシステムに接続します。「 nvme connect -t rdma -n

Discovered_sub_nqn -a target_ip_address -Q queue_depth_setting -l controller_loss_timeout_period

上記のコマンドは、リブート後も維持されません。リブートのたびに’nvme connectコマン
ドを実行して’NVMe接続を再確立する必要があります

システムがリブートしたりコントローラが長時間使用できない状態になった場合、 NVMe

接続は維持されません。

検出されたポートのうち、ホストからアクセスできないポートへの接続は確立されませ
ん。

このコマンドでポート番号を指定すると、接続は失敗します。接続用に設定されているポ
ートはデフォルトポートだけです。
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推奨されるキュー深度は 1024 です。次の例に示すように ' コマンド・ライン・オプション
の -Q 1024 を使用して ' デフォルトの設定である 128 を 1024 でオーバーライドします

コントローラ損失のタイムアウト時間として推奨される秒数は 3 、 600 秒（ 60 分）で
す。次の例に示すように '-l 3600 コマンド・ライン・オプションを使用して ' デフォルトの
設定である 600 秒を 3600 秒でオーバーライドします

# nvme connect -t rdma -a 10.10.10.200 -n nqn.1992-

08.com.netapp:5700.600a098000af41580000000058ed54be -Q 1024 -l 3600

4. を使用します nvme list-subsys コマンドを実行して、現在接続されているNVMeデバイスのリストを
表示します。

5. 2 番目のパスで検出されたサブシステムに接続します。

  # nvme connect -t rdma -a 11.11.11.100 -n nqn.1992-

08.com.netapp:5700.600a098000af41580000000058ed54be -Q 1024 -l 3600

6. Linux の lsblk コマンドと grep コマンドを使用して、各ブロックデバイスに関する追加情報を表示しま
す。

 # lsblk | grep nvme

 nvme0n1    259:0    0     5G  0 disk

 nvme1n1    259:0    0     5G  0 disk

7. 現在接続されている NVMe デバイスの新しいリストを表示するには、「 nvme list 」コマンドを使用して
ください。次の例では、「 nvme0n1 」と「 nvme0n1 」が表示されています。

 # nvme list

 Node          SN            Model                   Namespace

 -------------------------------------------------------------

 /dev/nvme0n1  021648023161  NetApp E-Series          1

 /dev/nvme1n1  021648023161  NetApp E-Series          1

Usage                 Format           FW Rev

--------------------------------------------------------------

5.37 GB /5.37 GB          512 B + 0 B      0842XXXX

5.37 GB /5.37 GB          512 B + 0 B      0842XXXX
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ホストを定義します

SANtricity System Manager を使用して、ストレージアレイにデータを送信するホストを
定義します。ホストの定義は、ストレージアレイが接続されているホストを認識して、
ボリュームへの I/O アクセスを許可するために必要な手順の 1 つです。

このタスクについて

ホストを定義する際は、次のガイドラインに注意してください。

• ホストに関連付けられたホストポート識別子を定義する必要があります。

• ホストに割り当てられたシステム名と同じ名前を指定してください。

• 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。

• 名前は 30 文字以内にする必要があります。

手順

1. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

2. メニュー： Create [Host] をクリックします。

Create Host （ホストの作成）ダイアログボックスが表示されます。

3. ホストの設定を必要に応じて選択します。

設定 説明

名前 新しいホストの名前を入力します。

ホストオペレーティングシステムのタイプ ドロップダウンリストから次のいずれかのオプショ
ンを選択します。

• * Linux * SANtricity 11.60 以降

• * Linux DM-MP （カーネル 3.10 以降） *

SANtricity 11.60 より前のバージョンで使用しま
す

ホストインターフェイスタイプ 使用するホストインターフェイスタイプを選択しま
す。
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設定 説明

ホストポート 次のいずれかを実行します。

• * I/O インターフェイス * を選択します

ホストポートがログインしている場合は、リス
トからホストポート識別子を選択できます。こ
れが推奨される方法です。

• * 手動で追加 *

ホストポートがログインしていない場合は、ホ
ストの /etc/nvme/hostnqn を参照して hostnqn

識別子を確認し、ホスト定義に関連付けます。

ホストポート識別子を手動で入力するか、
/etc/nvme/hostnqn ファイル（一度に 1 つ）か
ら * Host Ports * フィールドにコピー / 貼り付け
てください。

ホストポート識別子は一度に 1 つずつ追加して
ホストに関連付ける必要がありますが、ホスト
に関連付けられている識別子をいくつでも選択
することができます。各識別子は、 ［ * ホスト
ポート * ］ フィールドに表示されます。必要に
応じて、横の * X * を選択して識別子を削除す
ることもできます。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

結果

ホストの作成が完了すると、 SANtricity System Manager によって、ホストに対して設定された各ホストポー
トのデフォルト名が作成されます。

デフォルトのエイリアスは「 <Hostname_Port number>` 」です。たとえば、「ホスト IPT 」用に作成される
最初のポートのデフォルトのエイリアスは、 ipt_1 です。

ボリュームを割り当てます

ホストまたはホストクラスタにボリューム（ネームスペース）を割り当てて、そのボリ
ュームを I/O 処理に使用できるようにする必要があります。これにより、ストレージア
レイの 1 つ以上のネームスペースへのアクセスがホストまたはホストクラスタに許可さ
れます。

このタスクについて

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

• ボリュームは一度に 1 つのホストまたはホストクラスタにのみ割り当てることができます。

• 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。
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• あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じネームスペース ID （ NSID ）を
重複して使用することはできません。一意の NSID を使用する必要があります。

次の場合、ボリュームの割り当ては失敗します。

• すべてのボリュームが割り当てられている。

• ボリュームはすでに別のホストまたはホストクラスタに割り当てられています。

次の場合、ボリュームを割り当てることはできません。

• 有効なホストまたはホストクラスタが存在しません。

• すべてのボリューム割り当てが定義されている。

未割り当てのボリュームはすべて表示されますが、ホストが Data Assurance （ DA ）対応かどうかで処理は
次のように異なります。

• DA 対応ホストの場合は、 DA 有効、 DA 無効のどちらのボリュームでも選択できます。

• DA 対応でないホストで DA が有効なボリュームを選択した場合、ボリュームをホストに割り当てる前に
ボリュームの DA を自動的に無効にする必要があるという警告が表示されます。

手順

1. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

2. ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタを選択し、 * ボリュームの割り当て * をクリックし
ます。

ダイアログボックスに割り当て可能なすべてのボリュームが表示されます。任意の列をソートしたり、 *

Filter * ボックスに何かを入力すると、特定のボリュームを簡単に見つけることができます。

3. 割り当てる各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択します。すべてのボリュームを選択する場合
は、テーブルヘッダーのチェックボックスを選択します。

4. [Assign] をクリックして、操作を完了します。

結果

ホストまたはホストクラスタへのボリュームの割り当てが完了すると、次の処理が実行されます。

• 割り当てたボリュームに、次に使用可能な NSID が設定されます。ホストがこの NSID を使用してボリュ
ームにアクセスします。

• ホストに関連付けられているボリュームの一覧にユーザが指定したボリューム名が表示されます。

ホストが認識できるボリュームを表示する

SMdevices ツールを使用して、現在ホストが認識できるボリュームを表示できます。こ
のツールは、 nvme-cli パッケージの一部であり、 nvme list コマンドの代わりに使用で
きます。

E シリーズボリュームへの各 NVMe パスに関する情報を表示するには、「 nvme netapp smdevices [-o

<format>] 」コマンドを使用します。出力「 <format>` 」は、通常の形式（ -o を使用しない場合のデフォルト
）、列、または JSON にすることができます。
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# nvme netapp smdevices

/dev/nvme1n1, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe2, NSID 1, Volume

ID 000015bd5903df4a00a0980000af4462, Controller A, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme1n2, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe3, NSID 2, Volume

ID 000015c05903e24000a0980000af4462, Controller A, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme1n3, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe4, NSID 4, Volume

ID 00001bb0593a46f400a0980000af4462, Controller A, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme1n4, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe6, NSID 6, Volume

ID 00001696593b424b00a0980000af4112, Controller A, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme2n1, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe2, NSID 1, Volume

ID 000015bd5903df4a00a0980000af4462, Controller B, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme2n2, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe3, NSID 2, Volume

ID 000015c05903e24000a0980000af4462, Controller B, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme2n3, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe4, NSID 4, Volume

ID 00001bb0593a46f400a0980000af4462, Controller B, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme2n4, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe6, NSID 6, Volume

ID 00001696593b424b00a0980000af4112, Controller B, Access State unknown,

2.15GB

フェイルオーバーを設定

ストレージアレイへのパスを冗長化するには、フェイルオーバーを実行するようにホス
トを設定します。

作業を開始する前に

必要なパッケージをシステムにインストールする必要があります。

• Red Hat （ RHEL ）ホストの場合、パッケージがインストールされていることを確認するには、「 rpm -q

device-mapper-multipath 」を実行します

• SLES ホストの場合 'rpm -q multipath-tools' を実行してパッケージがインストールされていることを確認
します

を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" マルチパスは GA

バージョンの SLES または RHEL では正しく機能しないことがあるため、必要なアップデ
ートがインストールされていることを確認してください。

このタスクについて

RHEL 7 および SLES 12 では、 NVMe over InfiniBand を使用するマルチパスに Device Mapper Multipath （
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DMMP ）を使用します。RHEL 8、RHEL9、およびSLES 15では、組み込みのネイティブのNVMeフェイル
オーバーを使用します。実行している OS に応じて、適切に実行するためにマルチパスを追加で設定する必要
があります。

RHEL 7 または SLES 12 の Device Mapper Multipath （ DMMP ）を有効にします

RHEL および SLES では、デフォルトでは DM-MP は無効になっています。ホストで DM-MP コンポーネント
を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

1. /etc/multipath.conf ファイルの devices セクションに、 NVMe E シリーズデバイスのエントリを次のよう
に追加します。

devices {

        device {

                vendor "NVME"

                product "NetApp E-Series*"

                path_grouping_policy group_by_prio

                failback immediate

                no_path_retry 30

        }

}

2. システム起動時に起動するように「マルチパス」を設定します。

# systemctl enable multipathd

3. 現在実行されていない場合は、「マルチパス」を開始します。

# systemctl start multipathd

4. 「マルチパス」のステータスを確認して、アクティブで実行中であることを確認します。

# systemctl status multipathd

ネイティブの NVMe マルチパスを使用して RHEL 8 をセットアップする

ネイティブの NVMe マルチパスは、 RHEL 8 ではデフォルトで無効になっており、以下の手順で有効にする
必要があります。

1. ネイティブの NVMe マルチパスをオンにする「 m odprobe 」ルールを設定します。
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# echo "options nvme_core multipath=y" >> /etc/modprobe.d/50-

nvme_core.conf

2. 新しい 'm odprobe' パラメータを使用して 'initramfs' を再作成します

# dracut -f

3. サーバをリブートして、ネイティブの NVMe マルチパスを有効にします。

# reboot

4. ホストのブート後にネイティブの NVMe マルチパスが有効になっていることを確認します。

# cat /sys/module/nvme_core/parameters/multipath

a. コマンド出力が「 N 」の場合、ネイティブ NVMe マルチパスは無効のままです。

b. コマンド出力が「 Y 」の場合は、ネイティブ NVMe マルチパスが有効になり、検出した NVMe デバ
イスでこのコマンドが使用されます。

SLES 15およびRHEL 9では、ネイティブのNVMeマルチパスはデフォルトで有効になってお
り、追加の設定は必要ありません。

仮想デバイスターゲットの NVMe ボリュームにアクセスします

使用している OS （および拡張マルチパス方式）に基づいて、デバイスターゲットに転
送される I/O を設定できます。

RHEL 7 および SLES 12 の場合、 I/O は Linux ホストによって仮想デバイスターゲットに転送されます。DM-

MP は、これらの仮想ターゲットへの物理パスを管理します。

仮想デバイスは I/O ターゲットです

実行しているのは DM-MP で作成された仮想デバイスに対する I/O のみで、物理デバイスパスに対しては実行
していないことを確認してください。物理パスに対して I/O を実行している場合、 DM-MP がフェイルオーバ
ーイベントを実行できず、 I/O が失敗します。

これらのブロック・デバイスには 'd`device または /dev/mapper の「 ymlink 」からアクセスできます例：

/dev/dm-1

/dev/mapper/eui.00001bc7593b7f5f00a0980000af4462
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出力例

次に 'nvme list' コマンドの出力例を示しますこの例では ' ホスト・ノード名とネームスペース ID との関連性
が示されています

NODE         SN           MODEL           NAMESPACE

/dev/nvme1n1 021648023072 NetApp E-Series 10

/dev/nvme1n2 021648023072 NetApp E-Series 11

/dev/nvme1n3 021648023072 NetApp E-Series 12

/dev/nvme1n4 021648023072 NetApp E-Series 13

/dev/nvme2n1 021648023151 NetApp E-Series 10

/dev/nvme2n2 021648023151 NetApp E-Series 11

/dev/nvme2n3 021648023151 NetApp E-Series 12

/dev/nvme2n4 021648023151 NetApp E-Series 13

列（ Column ） 説明

「ノード」 ノード名は次の 2 つの部分で構成されます。

• 「 nvme1 」はコントローラ A を表し、「 nvme2

」はコントローラ B を表します

• ホスト側から見た名前空間識別子は 'n1' n2' のよ
うに表記されていますこの表では、これらの識別
子がコントローラ A に対して 1 回、コントロー
ラ B に対して 1 回、繰り返し出力されています

「ネームスペース」 Namespace 列にはネームスペース ID （ NSID ）が
表示されます。これは、ストレージアレイ側で認識
される識別子です。

次の「マルチパス -ll 」の出力では、最適化されたパスの prio の値は 50 、最適化されていないパスの prio の
値は 10 です。

Linux オペレーティングシステムは、「ステータス = アクティブ」と表示されたパスグループに I/O をルーテ
ィングし、「ステータス = 有効」と表示されたパスグループはフェイルオーバーに使用できます。
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eui.00001bc7593b7f500a0980000af4462 dm-0 NVME,NetApp E-Series

size=15G features='1 queue_if_no_path' hwhandler='0' wp=rw

|-+- policy='service-time 0' prio=50 status=active

| `- #:#:#:# nvme1n1 259:5 active ready running

`-+- policy='service-time 0' prio=10 status=enabled

  `- #:#:#:# nvme2n1 259:9  active ready running

eui.00001bc7593b7f5f00a0980000af4462 dm-0 NVME,NetApp E-Series

size=15G features='1 queue_if_no_path' hwhandler='0' wp=rw

|-+- policy='service-time 0' prio=0 status=enabled

| `- #:#:#:# nvme1n1 259:5 failed faulty running

`-+- policy='service-time 0' prio=10 status=active

  `- #:#:#:# nvme2n1 259:9  active ready running

見積項目 説明

'policy='service-time 0' prio=50 status=active この行と次の行は、 NSID が 10 のネームスペース
nvme1n1 が、 prio の値が 50 で「 tatus 」の値が「
active 」のパスで最適化されていることを示していま
す。

このネームスペースはコントローラ A に所有されて
います

'policy='service-time 0' prio=10 status=enabled この行は、名前空間 10 のフェールオーバーパスを示
しています。 prio の値は 10 で、 'tatus' の値は「
enabled 」です。このパスのネームスペースには、こ
の時点では I/O は転送されていません。

このネームスペースはコントローラ B に所有されて
います

'policy='service-time 0' prio=0 status=enabled この例では、コントローラ A がリブートしていると
きの、異なる時点からの「マルチパス -ll 」出力を示
しています。名前空間 10 へのパスは「 failed faulty

running 」と表示されます。 prio の値は 0 で、「
tatus 」の値は「 enabled 」です。

'policy='service-time 0' prio=10 status=active 「 active 」パスが「 nvme2 」を参照しているため、
このパスでコントローラ B に I/O が転送されていま
す

物理 NVMe デバイスターゲットの NVMe ボリュームにアクセスします

使用している OS （および拡張マルチパス方式）に基づいて、デバイスターゲットに転
送される I/O を設定できます。
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RHEL 8、RHEL 9、SLES 15の場合、I/OはLinuxホストによって物理NVMeデバイスターゲットに転送され
ます。ホストにはこのターゲットが単一の物理デバイスとして表示され、その物理パスはネイティブの NVMe

マルチパス解決策で管理されます。

物理 NVMe デバイスは I/O ターゲットです

のリンクへのI/Oを実行することを推奨します /dev/disk/by-id/nvme-eui.[uuid#] 物理NVMeデバイス

のパスに直接接続するのではなく /dev/nvme[subsys#]n[id#]。これら2つの場所間のリンクは、次のコ
マンドを使用して確認できます。

# ls /dev/disk/by-id/ -l

lrwxrwxrwx 1 root root 13 Oct 18 15:14 nvme-

eui.0000320f5cad32cf00a0980000af4112 -> ../../nvme0n1

I/Oはに実行されます /dev/disk/by-id/nvme-eui.[uuid#] 直接渡されます

/dev/nvme[subsys#]n[id#] このコンテナでは、ネイティブのNVMeマルチパス解決策 を使用して、その
下にすべてのパスが仮想化されてい

パスを表示するには、次のコマンドを実行します。

# nvme list-subsys

出力例：

nvme-subsys0 - NQN=nqn.1992-

08.com.netapp:5700.600a098000a522500000000589aa8a6

\

+- nvme0 rdma traddr=192.4.21.131 trsvcid=4420 live

+- nvme1 rdma traddr=192.4.22.141 trsvcid=4420 live

「nvme list-subsys」コマンドに物理NVMeデバイスを指定すると、そのネームスペースへのパスに関する追
加情報 が提供されます。

# nvme list-subsys /dev/nvme0n1

nvme-subsys0 - NQN=nqn.1992-

08.com.netapp:5700.600a098000af44620000000058d5dd96

\

 +- nvme0 rdma traddr=192.168.130.101 trsvcid=4420 live non-optimized

 +- nvme1 rdma traddr=192.168.131.101 trsvcid=4420 live non-optimized

 +- nvme2 rdma traddr=192.168.130.102 trsvcid=4420 live optimized

 +- nvme3 rdma traddr=192.168.131.102 trsvcid=4420 live optimized

また、 multipath コマンドを使用して、ネイティブフェイルオーバーのパス情報も表示できます。
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#multipath -ll

パス情報を表示するには、 /etc/multipath.conf で次のように設定する必要があります。

defaults {

        enable_foreign nvme

}

出力例：

eui.0000a0335c05d57a00a0980000a5229d [nvme]:nvme0n9 NVMe,Netapp E-

Series,08520001

size=4194304 features='n/a' hwhandler='ANA' wp=rw

|-+- policy='n/a' prio=50 status=optimized

| `- 0:0:1 nvme0c0n1 0:0 n/a optimized    live

`-+- policy='n/a' prio-10 status=non-optimized

`- 0:1:1 nvme0c1n1 0:0 n/a non-optimized    live

ファイルシステムの作成（ RHEL 7 および SLES 12 ）

RHEL 7 および SLES 12 の場合は、ネームスペースにファイルシステムを作成し、ファ
イルシステムをマウントします。

手順

1. 「 multipath -ll 」コマンドを実行して '/dev/mapper/dm' デバイスのリストを取得します

# multipath -ll

このコマンドの結果、「 d-19 」と「 d-16 」の 2 つのデバイスが表示されます。
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eui.00001ffe5a94ff8500a0980000af4444 dm-19 NVME,NetApp E-Series

size=10G features='1 queue_if_no_path' hwhandler='0' wp=rw

|-+- policy='service-time 0' prio=50 status=active

| |- #:#:#:# nvme0n19 259:19  active ready running

| `- #:#:#:# nvme1n19 259:115 active ready running

`-+- policy='service-time 0' prio=10 status=enabled

  |- #:#:#:# nvme2n19 259:51  active ready running

  `- #:#:#:# nvme3n19 259:83  active ready running

eui.00001fd25a94fef000a0980000af4444 dm-16 NVME,NetApp E-Series

size=16G features='1 queue_if_no_path' hwhandler='0' wp=rw

|-+- policy='service-time 0' prio=50 status=active

| |- #:#:#:# nvme0n16 259:16  active ready running

| `- #:#:#:# nvme1n16 259:112 active ready running

`-+- policy='service-time 0' prio=10 status=enabled

  |- #:#:#:# nvme2n16 259:48  active ready running

  `- #:#:#:# nvme3n16 259:80  active ready running

2. 各 /dev/mapper/eui`device のパーティションにファイルシステムを作成します。

ファイルシステムの作成方法は、選択したファイルシステムによって異なります。この例は 'ext4 ファイ
ル・システムを作成する方法を示しています

# mkfs.ext4 /dev/mapper/dm-19

mke2fs 1.42.11 (09-Jul-2014)

Creating filesystem with 2620928 4k blocks and 655360 inodes

Filesystem UUID: 97f987e9-47b8-47f7-b434-bf3ebbe826d0

Superblock backups stored on blocks:

        32768, 98304, 163840, 229376, 294912, 819200, 884736, 1605632

Allocating group tables: done

Writing inode tables: done

Creating journal (32768 blocks): done

Writing superblocks and filesystem accounting information: done

3. 新しいデバイスをマウントするフォルダを作成します。

# mkdir /mnt/ext4

4. デバイスをマウントします。

# mount /dev/mapper/eui.00001ffe5a94ff8500a0980000af4444 /mnt/ext4
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ファイルシステムの作成（RHEL 8、RHEL 9、SLES 15）

RHEL 8、RHEL 9、SLES 15の場合は、ネイティブのNVMeデバイスにファイルシステ
ムを作成し、ファイルシステムをマウントします。

手順

1. を実行します multipath -ll コマンドを使用して、NVMeデバイスのリストを表示できます。

# multipath -ll

このコマンドの結果を使用して、に関連付けられているデバイスを検索できます /dev/disk/by-

id/nvme-eui.[uuid#] 場所。次の例では、これがになります /dev/disc/by-id/nvme-

eui.000082dd5c05d39300a0980000a52225。

eui.000082dd5c05d39300a0980000a52225 [nvme]:nvme0n6 NVMe,NetApp E-

Series,08520000

size=4194304 features='n/a' hwhandler='ANA' wp=rw

|-+- policy='n/a' prio=50 status=optimized

| `- 0:0:1 nvme0c0n1 0:0 n/a optimized     live

|-+- policy='n/a' prio=50 status=optimized

| `- 0:1:1 nvme0c1n1 0:0 n/a optimized     live

|-+- policy='n/a' prio=10 status=non-optimized

| `- 0:2:1 nvme0c2n1 0:0 n/a non-optimized live

`-+- policy='n/a' prio=10 status=non-optimized

  `- 0:3:1 nvme0c3n1 0:0 n/a non-optimized live

2. 場所を使用して、目的のNVMeデバイス用のパーティションにファイルシステムを作成します

/dev/disk/by-id/nvme-eui.[id#]。

ファイルシステムの作成方法は、選択したファイルシステムによって異なります。この例は 'ext4 ファイ
ル・システムを作成する方法を示しています

# mkfs.ext4 /dev/disk/by-id/nvme-eui.000082dd5c05d39300a0980000a52225

mke2fs 1.42.11 (22-Oct-2019)

Creating filesystem with 2620928 4k blocks and 655360 inodes

Filesystem UUID: 97f987e9-47b8-47f7-b434-bf3ebbe826d0

Superblock backups stored on blocks:

        32768, 98304, 163840, 229376, 294912, 819200, 884736, 1605632

Allocating group tables: done

Writing inode tables: done

Creating journal (32768 blocks): done

Writing superblocks and filesystem accounting information: done
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3. 新しいデバイスをマウントするフォルダを作成します。

# mkdir /mnt/ext4

4. デバイスをマウントします。

# mount /dev/disk/by-id/nvme-eui.000082dd5c05d39300a0980000a52225

/mnt/ext4

ホストでストレージアクセスを確認

ネームスペースを使用する前に、ホストがネームスペースに対してデータの読み取りと
書き込みを実行できることを確認します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ファイルシステムでフォーマットされた、初期化されたネームスペース。

手順

1. ホストで、 1 つ以上のファイルをディスクのマウントポイントにコピーします。

2. ファイルを元のディスク上の別のフォルダにコピーします。

3. 「 IFF 」コマンドを実行して、コピーしたファイルを元のファイルと比較します。

完了後

コピーしたファイルとフォルダを削除します。

NVMe over IB の設定を記録します

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用して NVMe over

InfiniBand ストレージの構成情報を記録できます。この情報は、プロビジョニングタス
クを実行する際に必要になります。

ホスト識別子

ソフトウェアイニシエータの NQN はタスクの実行中に特定します。

各ホストのイニシエータ NQN を特定して記録します。通常、 NQN は /etc/nvme/hostnqn ファイルに記載さ
れています。

番号 ホストポート接続 ホスト NQN

1. ホスト（イニシエータ） 1.
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番号 ホストポート接続 ホスト NQN

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

推奨される構成

直接接続トポロジでは、 1 つ以上のホストをサブシステムに直接接続します。SANtricity OS 11.50 リリース
では、次の図のように、各ホストからサブシステムコントローラへの単一の接続がサポートされます。この構
成では、各ホストの一方の HCA （ホストチャネルアダプタ）ポートを、接続先の E シリーズコントローラポ
ートと同じサブネット（ただしもう一方の HCA ポートとは別のサブネット）に配置する必要があります。

ターゲット NQN

ストレージアレイのターゲット NQN を記録します。この情報は、で使用します ストレージアレイの NVMe

over InfiniBand 接続を設定します。
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SANtricity ： * ストレージアレイ * > * NVMe over InfiniBand * > * Manage Settings * を使用して、ストレー
ジアレイの NQN 名を検索します。この情報は、 SendTargets 検出をサポートしないオペレーティングシステ
ムで NVMe over InfiniBand セッションを作成する際に必要となる場合があります。

番号 アレイ名 ターゲット IQN

6. アレイコントローラ（ターゲット
）

ネットワーク構成：

InfiniBand ファブリック上のホストとストレージに使用するネットワーク設定を記録します。この手順では、
2 つのサブネットを使用して完全な冗長性を実現することを前提としています

次の情報は、ネットワーク管理者から入手できます。この情報は、 ストレージアレイの NVMe over

InfiniBand 接続を設定します。

サブネット A

使用するサブネットを定義します。

ネットワークアドレス ネットマスク

アレイポートと各ホストポートで使用する NQN を記録します。

番号 アレイコントローラ（ターゲット
）ポート接続

NQN

3. スイッチ _ 該当なし _

5. コントローラ A のポート 1

4. コントローラ B のポート 1

2. ホスト 1 、ポート 1

（任意）ホスト 2 、ポート 1

サブネット B

使用するサブネットを定義します。

ネットワークアドレス ネットマスク

アレイポートと各ホストポートで使用する IQN を記録します。
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番号 アレイコントローラ（ターゲット
）ポート接続

NQN

8. スイッチ _ 該当なし _

10. コントローラ A のポート 2

9. コントローラ B 、ポート 2

7. ホスト 1 、ポート 2

（任意）ホスト 2 、ポート 2

マッピングホスト名

マッピングホスト名はワークフロー中に作成されます。

マッピングホスト名

ホスト OS タイプ

NVMe over RoCE のセットアップ

Linux のサポートを確認し、制限事項を確認します

最初に、 Linux 構成がサポートされていることを確認し、コントローラ、スイッチ、ホ
スト、およびリカバリの制限事項を確認する必要があります。

Linux 構成がサポートされていることを確認する

安定した稼働を確保するために、導入計画を作成し、 NetApp Interoperability Matrix Tool （ IMT ）を使用し
て構成全体がサポートされることを確認します。

手順

1. にアクセスします "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

2. [ 検索（解決策 Search ） ] タイルをクリックします。

3. [Protocols [SAN Host] （プロトコル [SAN ホスト ] ）領域で、 * E シリーズ SAN ホスト * の横の * 追加ボ
タンをクリックします。

4. ［ * 検索条件の絞り込み検索の表示 * ］ をクリックします。

[ 検索条件の絞り込み ] セクションが表示されます。このセクションでは、適用するプロトコル、および
オペレーティングシステム、ネットアップ OS 、ホストマルチパスドライバなど、構成のその他の条件を
選択できます。
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5. 構成に必要な条件を選択し、互換性のある構成要素を確認します。

6. 必要に応じて、使用するオペレーティングシステムとプロトコルに対して IMT に記載された更新を実行し
ます。

選択した構成の詳細情報には、右ページ矢印をクリックして、 [View Supported Configurations] ページか
らアクセスできます。

NVMe over RoCE の制限事項を確認します

NVMe over RoCEを使用する前に、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"

をクリックして、コントローラ、ホスト、およびリカバリの最新の制限事項を確認してください。

スイッチの制限事項

データ損失のリスク。 NVMe over RoCE環境では、データ損失のリスクを排除するために、ス
イッチでグローバルポーズ制御とともにフロー制御を有効にする必要があります。

ストレージとディザスタリカバリの制限事項

• 非同期ミラーリングと同期ミラーリングはサポートされません。

• シンプロビジョニング（シンボリュームの作成）はサポートされていません。

DHCP を使用して IP アドレスを設定する

管理ステーションとストレージアレイ間の通信を設定するには、動的ホスト構成プロト
コル（ DHCP ）を使用して IP アドレスを指定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ストレージ管理ポートと同じサブネットに DHCP サーバをインストールして設定します。

このタスクについて

各ストレージアレイにはコントローラが 1 台（シンプレックス）または 2 台（デュプレックス）含まれ、コ
ントローラごとにストレージ管理ポートが 2 つあります。各管理ポートには IP アドレスが割り当てられま
す。

以下の手順では、コントローラを 2 台搭載したストレージアレイ（デュプレックス構成）を使用します。

手順

1. 管理ステーションと各コントローラ（ A および B ）の管理ポート 1 にイーサネットケーブルを接続しま
す（まだ接続していない場合）。

DHCP サーバは、各コントローラのポート 1 に IP アドレスを割り当てます。

どちらのコントローラの管理ポート 2 も使用しないでください。ポート 2 はネットアップ
のテクニカルサポート用に予約されています。

216

https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix


イーサネットケーブルを外して再接続するか、ストレージアレイの電源を再投入すると、
DHCP によって IP アドレスが再度割り当てられます。このプロセスは、静的 IP アドレス
が設定されるまで行われます。ケーブルを外したり、アレイの電源を再投入したりしない
ことを推奨します。

DHCP によって割り当てられた IP アドレスをストレージアレイが 30 秒以内に取得できない場合は、次の
デフォルトの IP アドレスが設定されます。

◦ コントローラ A 、ポート 1 ： 169.254.128.101

◦ コントローラ B 、ポート 1 ： 169.254.128.102

◦ サブネットマスク： 255.255.0.0

2. 各コントローラの背面にある MAC アドレスラベルを確認し、ネットワーク管理者に各コントローラのポ
ート 1 の MAC アドレスを伝えます。

MAC アドレスは、ネットワーク管理者が各コントローラの IP アドレスを特定するために必要です。ブラ
ウザからストレージシステムに接続するには、 IP アドレスが必要です。

SMcli を使用するための SANtricity Storage Manager のインストール（ SANtricity ソフトウェアバージョン
11.53 以前）

SANtricity ソフトウェア 11.53 以前を使用している場合は、管理ステーションに
SANtricity Storage Manager ソフトウェアをインストールして、アレイの管理に役立て
ることができます。

SANtricity Storage Manager には、管理タスクを実行するためのコマンドラインインターフェイス（ CLI ）
と、 I/O パスを介してストレージアレイコントローラにホスト構成情報をプッシュするためのホストコンテキ
ストエージェントがあります。

SANtricity ソフトウェア 11.60 以降を使用している場合は、次の手順は実行する必要はありま
せん。SANtricity Secure CLI （ SMcli ）は SANtricity OS に含まれており、 SANtricity System

Manager からダウンロードできます。SANtricity システムマネージャを使用して SMcli をダウ
ンロードする方法の詳細については、 SANtricity システムマネージャオンラインヘルプの「ダ
ウンロードコマンドラインインターフェイス（ CLI ） _ topic 」を参照してください。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• SANtricity ソフトウェア 11.53 以前。

• 適切な管理者権限またはスーパーユーザ権限

• SANtricity Storage Manager クライアント用のシステム。次の最小要件があります。

◦ RAM: Java Runtime Engine 用に 2GB

◦ * ディスク容量 * ： 5GB

◦ * OS / アーキテクチャ * ：サポートされているオペレーティング・システムのバージョンとアーキテ
クチャーを判断するためのガイダンスについては、を参照してください "ネットアップサポート"

。Downloads * タブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。
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このタスクについて

このタスクでは、 Windows と Linux の両方の OS プラットフォームに SANtricity Storage Manager をインス
トールする方法について説明します。データホストに Linux を使用する場合の管理ステーションプラットフォ
ームは Windows と Linux の両方で共通です。

手順

1. SANtricity ソフトウェアリリースは、からダウンロードします "ネットアップサポート"。Downloads * タ
ブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

2. SANtricity インストーラを実行します。

Windows の場合 Linux の場合

SMIA*.exe インストールパッケージをダブルクリッ
クして、インストールを開始します。

a. SMIA * 。 bin インストールパッケージが格納さ
れているディレクトリに移動します。

b. 一時マウントポイントに実行権限がない場合は
'IATEMPDIR' 変数を設定します例：
'IATEMPDIR=/root./SMIA-LINUXX64-

11.25.0A0002.bin

c. chmod +x SMIA*.bin コマンドを実行して、ファ
イルに実行権限を付与します。

d. 「 ./SMIA *.bin」 コマンドを実行してインスト
ーラを起動します。

3. インストールウィザードを使用して、管理ステーションにソフトウェアをインストールします。

SANtricity System Manager にアクセスし、セットアップウィザードを使用します

ストレージアレイを設定するには、 SANtricity System Manager のセットアップウィザ
ードを使用します。

SANtricity System Manager は、各コントローラに組み込まれている Web ベースのインターフェイスです。ユ
ーザーインターフェイスにアクセスするには、ブラウザでコントローラの IP アドレスを指定します。セット
アップウィザードを使用してシステムを設定できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• アウトオブバンド管理：

• 次のいずれかのブラウザを使用して SANtricity System Manager にアクセスするための管理ステーショ
ン。

ブラウザ 最小バージョン

Google Chrome 八九

Microsoft Edge の場合 90
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ブラウザ 最小バージョン

Mozilla Firefox 8時80分

Safari 14

このタスクについて

ウィザードは、 System Manager を開くかブラウザを更新したときに、次の条件の少なくとも 1 つに該当し
ていれば自動的に再度起動されます。

• プールとボリュームグループが検出されていません。

• ワークロードが検出されていません。

• 通知が設定されていません。

手順

1. ブラウザで、「 + https://<DomainNameOrIPAddress>+` 」という URL を入力します

「 IPAddress 」は、ストレージアレイコントローラの 1 つのアドレスです。

設定されていないアレイで初めて SANtricity システムマネージャを開くと、管理者パスワードの設定プロ
ンプトが表示されます。ロールベースアクセス管理では、 admin 、 support 、 security 、 monitor の 4 つ
のローカルロールが設定されます。最後の 3 つのロールには、推測されにくいランダムなパスワードが設
定されています。admin ロールのパスワードを設定したら、 admin クレデンシャルを使用してすべてのパ
スワードを変更できます。4 つのローカルユーザロールの詳細については、 SANtricity System Manager

ユーザインターフェイスのオンラインヘルプを参照してください。

2. 管理者パスワードの設定フィールドとパスワードの確認フィールドに管理者ロールの System Manager パ
スワードを入力し、 * パスワードの設定 * をクリックします。

プール、ボリュームグループ、ワークロード、または通知が設定されていない場合は、セットアップウィ
ザードが起動します。

3. セットアップウィザードを使用して、次のタスクを実行します。

◦ * ハードウェア（コントローラとドライブ）の確認 * — ストレージアレイ内のコントローラとドライ
ブの数を確認しますアレイに名前を割り当てます。

◦ * ホストとオペレーティング・システムの確認 * — ストレージ・アレイがアクセスできるホストとオ
ペレーティング・システムの種類を確認します

◦ *Accept pools * — 高速インストール方法の推奨されるプール構成を受け入れますプールはドライブの
論理グループです。

◦ * アラートの設定 * — ストレージアレイで問題が発生した場合に、 System Manager が自動通知を受
信できるようにします。

◦ * AutoSupport を有効にする * — ストレージアレイの状態を自動的に監視し、テクニカルサポートにデ
ィスパッチを送信します。

4. ボリュームをまだ作成していない場合は、メニューからストレージ [ ボリューム ] 、 [ 作成 ] 、 [ ボリュー
ム ] の順に選択してボリュームを作成します。

詳細については、 SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照してください。
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スイッチを設定します

NVMe over RoCE に関するベンダーの推奨事項に従ってスイッチを設定します。これら
の推奨事項には、設定の指示とコードの更新が含まれる場合があります。

データ損失のリスク。 NVMe over RoCE環境では、データ損失のリスクを排除するために、ス
イッチでグローバルポーズ制御とともにフロー制御を有効にする必要があります。

手順

1. ベストプラクティス構成として、イーサネットポーズフレームフロー制御 * エンドツーエンド * を有効に
します。

2. 環境に最適な構成を選択するには、ネットワーク管理者に相談してください。

ホスト側で NVMe over RoCE を設定します

RoCE 環境で NVMe イニシエータを設定するには、 rdma-core および nvme-CLI パッケ
ージをインストールして設定し、イニシエータの IP アドレスを設定し、ホストで
NVMe-oF レイヤを設定します。

作業を開始する前に

互換性のある最新のRHEL 7、RHEL 8、RHEL 9、SUSE Linux Enterprise Server 12または15サービスパック
オペレーティングシステムが実行されている必要があります。を参照してください "NetApp Interoperability

Matrix Tool で確認できます" をクリックして、最新の要件を確認してください。

手順

1. RDMA パッケージと nvme-CLI パッケージをインストールします。

◦ SLES 12 または SLES 15 *

# zypper install rdma-core

# zypper install nvme-cli

◦ RHEL 7、RHEL 8、RHEL 9 *

# yum install rdma-core

# yum install nvme-cli

2. RHEL 8およびRHEL 9の場合は、ネットワークスクリプトをインストールする。

◦ RHEL 8 *

# yum install network-scripts

◦ RHEL 9*
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# yum install NetworkManager-initscripts-updown

3. ホストのNQNを取得します。アレイに対してホストを設定する際に使用します。

# cat /etc/nvme/hostnqn

4. NVMe over RoCE の接続に使用されるイーサネットポートで、 IPv4 の IP アドレスを設定します。ネット
ワークインターフェイスごとに、そのインターフェイスに対応する変数を含む構成スクリプトを作成しま
す。

この手順で使用する変数は、サーバハードウェアとネットワーク環境に基づいています。変数には
'IPADDR' と 'gateway' が含まれます次に、 SLES および RHEL の例を示します。

◦ SLES 12 および SLES 15 *

以下の内容を含むサンプル・ファイル'/etc/sysconfig/network/ifcfg-eth4’を作成します

BOOTPROTO='static'

BROADCAST=

ETHTOOL_OPTIONS=

IPADDR='192.168.1.87/24'

GATEWAY='192.168.1.1'

MTU=

NAME='MT27800 Family [ConnectX-5]'

NETWORK=

REMOTE_IPADDR=

STARTMODE='auto'

次に'/etc/sysconfig/network/ifcfg-eth5`のサンプルファイルを作成します

BOOTPROTO='static'

BROADCAST=

ETHTOOL_OPTIONS=

IPADDR='192.168.2.87/24'

GATEWAY='192.168.2.1'

MTU=

NAME='MT27800 Family [ConnectX-5]'

NETWORK=

REMOTE_IPADDR=

STARTMODE='auto'

◦ RHEL 7 または RHEL 8*

以下の内容を含むサンプル・ファイル'/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth4’を作成します
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BOOTPROTO='static'

BROADCAST=

ETHTOOL_OPTIONS=

IPADDR='192.168.1.87/24’

GATEWAY='192.168.1.1'

MTU=

NAME='MT27800 Family [ConnectX-5]'

NETWORK=

REMOTE_IPADDR=

STARTMODE='auto'

次に'/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth5`のサンプルファイルを作成します

BOOTPROTO='static'

BROADCAST=

ETHTOOL_OPTIONS=

IPADDR='192.168.2.87/24'

GATEWAY='192.168.2.1'

MTU=

NAME='MT27800 Family [ConnectX-5]'

NETWORK=

REMOTE_IPADDR=

STARTMODE='auto'

◦ RHEL 9*

を使用します nmtui 接続を活動化および編集するためのツール。以下はサンプルファイルです

/etc/NetworkManager/system-connections/eth4.nmconnection ツールは次のものを生成
します。
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[connection]

id=eth4

uuid=<unique uuid>

type=ethernet

interface-name=eth4

[ethernet]

mtu=4200

[ipv4]

address1=192.168.1.87/24

method=manual

[ipv6]

addr-gen-mode=default

method=auto

[proxy]

以下はサンプルファイルです /etc/NetworkManager/system-

connections/eth5.nmconnection ツールは次のものを生成します。

[connection]

id=eth5

uuid=<unique uuid>

type=ethernet

interface-name=eth5

[ethernet]

mtu=4200

[ipv4]

address1=192.168.2.87/24

method=manual

[ipv6]

addr-gen-mode=default

method=auto

[proxy]

5. ネットワークインターフェイスを有効にします。
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# ifup eth4

# ifup eth5

6. ホストで NVMe-oF レイヤを設定します。次のファイルを /etc/modules-load.d/ をロードするには

nvme_rdma カーネルモジュールと、再起動後もカーネルモジュールが常にオンになっていることを確認
します。

# cat /etc/modules-load.d/nvme_rdma.conf

  nvme_rdma

7. ホストをリブートします。

を確認するには nvme_rdma カーネルモジュールがロードされました。次のコマンドを実行します。

# lsmod | grep nvme

nvme_rdma              36864  0

nvme_fabrics           24576  1 nvme_rdma

nvme_core             114688  5 nvme_rdma,nvme_fabrics

rdma_cm               114688  7

rpcrdma,ib_srpt,ib_srp,nvme_rdma,ib_iser,ib_isert,rdma_ucm

ib_core               393216  15

rdma_cm,ib_ipoib,rpcrdma,ib_srpt,ib_srp,nvme_rdma,iw_cm,ib_iser,ib_umad,

ib_isert,rdma_ucm,ib_uverbs,mlx5_ib,qedr,ib_cm

t10_pi                 16384  2 sd_mod,nvme_core

ストレージアレイの NVMe over RoCE 接続を設定します

コントローラに NVMe over RoCE （ RDMA over Converged Ethernet ）用の接続が含ま
れている場合は、 SANtricity System Manager のハードウェアページまたはシステムペ
ージで NVMe ポートを設定できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• コントローラ上の NVMe over RoCE ホストポート。それ以外の場合、 System Manager では NVMe over

RoCE 設定を使用できません。

• ホスト接続の IP アドレス。

このタスクについて

NVMe over RoCE 構成には、 * Hardware * ページまたはメニューからアクセスできます： Settings [ System ]

。このタスクでは、 Hardware ページからポートを設定する方法について説明します。
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NVMe over RoCE の設定と機能は、ストレージアレイのコントローラに NVMe over RoCE ポ
ートが搭載されている場合にのみ表示されます。

手順

1. System Manager インターフェイスから、 * Hardware * を選択します。

2. NVMe over RoCE ポートを設定するコントローラをクリックします。

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

3. NVMe over RoCE ポートの設定 * を選択します。

Configure NVMe over RoCE Ports * （ NVMe over RoCE ポートの設定 * ）ダイアログボックスが開きま
す。

4. ドロップダウンリストで、設定するポートを選択し、 * Next * をクリックします。

5. 使用するポート設定を選択し、 * 次へ * をクリックします。

すべてのポート設定を表示するには、ダイアログボックスの右側にある * Show more port settings * リン
クをクリックします。

ポートの設定 説明

イーサネットポート速度の設定 目的の速度を選択します。ドロップダウンリストに
表示されるオプションは、ネットワークがサポート
できる最大速度（ 10Gbps など）によって異なりま
す。指定できる値は次のとおりです。

• オートネゴシエート

• 10 Gbps

• 25Gbps

• 40Gbps

• 50 Gbps

• 100Gbps

• 200 Gbps

QSFP56 ケーブルで 200Gb 対応の
HIC を接続している場合、自動ネゴ
シエーションは Mellanox スイッチや
アダプタに接続している場合にのみ
使用できます。

NVMe over RoCE ポートには、その
ポートの SFP の対応速度に合った速
度を設定する必要があります。すべ
てのポートを同じ速度に設定する必
要があります。
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ポートの設定 説明

IPv4 を有効にするか、 IPv6 を有効にします 一方または両方のオプションを選択して、 IPv4 ネ
ットワークと IPv6 ネットワークのサポートを有効
にします。

MTU サイズ（ * Show more port settings* をクリッ
クすると使用可能）

必要に応じて、最大伝送ユニット（ MTU ）の新し
いサイズ（バイト）を入力します。デフォルトの
MTU サイズは 1500 バイト / フレームです。1500

～ 4200 の値を入力する必要があります

[*IPv4 を有効にする *] を選択した場合は、 [ 次へ *] をクリックすると、 IPv4 設定を選択するためのダイ
アログボックスが開きます。[*IPv6 を有効にする *] を選択した場合、 [ 次へ *] をクリックすると、 IPv6

設定を選択するためのダイアログボックスが開きます。両方のオプションを選択した場合は、 IPv4 設定
のダイアログボックスが最初に開き、 * 次へ * をクリックすると、 IPv6 設定のダイアログボックスが開
きます。

6. IPv4 と IPv6 、またはその両方を自動または手動で設定します。すべてのポート設定を表示するには、ダ
イアログボックスの右側にある * Show more settings * リンクをクリックします。

ポートの設定 説明

DHCP サーバから自動的に設定を取得します 設定を自動的に取得するには、このオプションを選
択します。

静的な設定を手動で指定します このオプションを選択した場合は、フィールドに静
的アドレスを入力します。IPv4 の場合は、ネット
ワークのサブネットマスクとゲートウェイも指定し
ます。IPv6 の場合は、ルーティング可能な IP アド
レスとルータの IP アドレスも指定します。

ルーティング可能な IP アドレスが 1

つしかない場合は、残りのアドレス
を 0 ： 0 ： 0 ： 0 ： 0 ： 0 ： 0 ： 0

に設定します。

VLAN サポートを有効にします（ * Show more

settings * をクリックして使用可能）。
このオプションは、 iSCSI 環境での
み使用できます。NVMe over RoCE

環境では使用できません。

イーサネットの優先順位を有効にする（ [ 詳細設定
を表示する *] をクリックして使用可能）。

このオプションは、 iSCSI 環境での
み使用できます。NVMe over RoCE

環境では使用できません。

7. [ 完了 ] をクリックします。

226



ホストからストレージを検出して接続します

SANtricity System Manager で各ホストを定義する前に、ホストからターゲットコントロ
ーラポートを検出し、 NVMe 接続を確立する必要があります。

手順

1. 次のコマンドを使用して、すべてのパスの NVMe-oF ターゲット上の使用可能なサブシステムを検出しま
す。

nvme discover -t rdma -a target_ip_address

このコマンドで 'target_ip_address はターゲット・ポートの IP アドレスです

「 nvme discover 」コマンドでは、ホスト・アクセスに関係なく、サブシステム内のすべ
てのコントローラ・ポートが検出されます。

# nvme discover -t rdma -a 192.168.1.77

Discovery Log Number of Records 2, Generation counter 0

=====Discovery Log Entry 0======

trtype:  rdma

adrfam:  ipv4

subtype: nvme subsystem

treq:    not specified

portid:  0

trsvcid: 4420

subnqn:  nqn.1992-08.com.netapp:5700.600a098000a527a7000000005ab3af94

traddr:  192.168.1.77

rdma_prtype: roce

rdma_qptype: connected

rdma_cms:    rdma-cm

rdma_pkey: 0x0000

=====Discovery Log Entry 1======

trtype:  rdma

adrfam:  ipv4

subtype: nvme subsystem

treq:    not specified

portid:  1

trsvcid: 4420

subnqn:  nqn.1992-08.com.netapp:5700.600a098000a527a7000000005ab3af94

traddr:  192.168.2.77

rdma_prtype: roce

rdma_qptype: connected

rdma_cms:    rdma-cm

rdma_pkey: 0x0000
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2. 他の接続についても手順 1 を繰り返します。

3. 次のコマンドを使用して最初のパスで検出されたサブシステムに接続します。「 nvme connect -t rdma -n

Discovered_sub_nqn -a target_ip_address -Q queue_depth_setting -l controller_loss_timeout_period

上記のコマンドは、リブート後も維持されません。リブートのたびに 'nvme connect コマ
ンドを実行して 'NVMe 接続を再確立する必要があります

検出されたポートのうち、ホストからアクセスできないポートへの接続は確立されませ
ん。

このコマンドでポート番号を指定すると、接続は失敗します。接続用に設定されているポ
ートはデフォルトポートだけです。

推奨されるキュー深度は 1024 です。次の例に示すように ' コマンド・ライン・オプション
の -Q 1024 を使用して ' デフォルトの設定である 128 を 1024 でオーバーライドします

コントローラ損失のタイムアウト時間として推奨される秒数は 3 、 600 秒（ 60 分）で
す。次の例に示すように '-l 3600 コマンド・ライン・オプションを使用して ' デフォルトの
設定である 600 秒を 3600 秒でオーバーライドします

# nvme connect -t rdma -a 192.168.1.77 -n nqn.1992-

08.com.netapp:5700.600a098000a527a7000000005ab3af94 -Q 1024 -l 3600

# nvme connect -t rdma -a 192.168.2.77 -n nqn.1992-

08.com.netapp:5700.600a098000a527a7000000005ab3af94 -Q 1024 -l 3600

4. 手順 3 を繰り返して、 2 番目のパスで検出されたサブシステムを接続します。

ホストを定義します

SANtricity System Manager を使用して、ストレージアレイにデータを送信するホストを
定義します。ホストの定義は、ストレージアレイが接続されているホストを認識して、
ボリュームへの I/O アクセスを許可するために必要な手順の 1 つです。

このタスクについて

ホストを定義する際は、次のガイドラインに注意してください。

• ホストに関連付けられたホストポート識別子を定義する必要があります。

• ホストに割り当てられたシステム名と同じ名前を指定してください。

• 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。

• 名前は 30 文字以内にする必要があります。

手順

1. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

2. メニュー： Create [Host] をクリックします。
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Create Host （ホストの作成）ダイアログボックスが表示されます。

3. ホストの設定を必要に応じて選択します。

設定 説明

名前 新しいホストの名前を入力します。

ホストオペレーティングシステムのタイプ ドロップダウンリストから次のいずれかのオプショ
ンを選択します。

• * Linux * SANtricity 11.60 以降

• * Linux DM-MP （カーネル 3.10 以降） *

SANtricity 11.60 より前のバージョンで使用しま
す

ホストインターフェイスタイプ 使用するホストインターフェイスタイプを選択しま
す。設定するアレイに使用可能なホストインターフ
ェイスタイプが 1 つしかない場合は、この設定を選
択できないことがあります。

ホストポート 次のいずれかを実行します。

• * I/O インターフェイス * を選択します

ホストポートがログインしている場合は、リス
トからホストポート識別子を選択できます。こ
れが推奨される方法です。

• * 手動で追加 *

ホストポートがログインしていない場合は、ホ
ストの /etc/nvme/hostnqn を参照して hostnqn

識別子を確認し、ホスト定義に関連付けます。

ホストポート識別子を手動で入力するか、
/etc/nvme/hostnqn ファイル（一度に 1 つ）か
ら * Host Ports * フィールドにコピー / 貼り付け
てください。

ホストポート識別子は一度に 1 つずつ追加して
ホストに関連付ける必要がありますが、ホスト
に関連付けられている識別子をいくつでも選択
することができます。各識別子は、 ［ * ホスト
ポート * ］ フィールドに表示されます。必要に
応じて、横の * X * を選択して識別子を削除す
ることもできます。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。
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結果

ホストの作成が完了すると、 SANtricity System Manager によって、ホストに対して設定された各ホストポー
トのデフォルト名が作成されます。

デフォルトのエイリアスは「 <Hostname_Port number>`` 」です。たとえば、「ホスト IPT 」用に作成され
る最初のポートのデフォルトのエイリアスは、 ipt_1 です。

ボリュームを割り当てます

ホストまたはホストクラスタにボリューム（ネームスペース）を割り当てて、そのボリ
ュームを I/O 処理に使用できるようにする必要があります。これにより、ストレージア
レイの 1 つ以上のネームスペースへのアクセスがホストまたはホストクラスタに許可さ
れます。

このタスクについて

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

• ボリュームは一度に 1 つのホストまたはホストクラスタにのみ割り当てることができます。

• 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

• あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じネームスペース ID （ NSID ）を
重複して使用することはできません。一意の NSID を使用する必要があります。

次の場合、ボリュームの割り当ては失敗します。

• すべてのボリュームが割り当てられている。

• ボリュームはすでに別のホストまたはホストクラスタに割り当てられています。

次の場合、ボリュームを割り当てることはできません。

• 有効なホストまたはホストクラスタが存在しません。

• すべてのボリューム割り当てが定義されている。

未割り当てのボリュームはすべて表示されますが、ホストが Data Assurance （ DA ）対応かどうかで処理は
次のように異なります。

• DA 対応ホストの場合は、 DA 有効、 DA 無効のどちらのボリュームでも選択できます。

• DA 対応でないホストで DA が有効なボリュームを選択した場合、ボリュームをホストに割り当てる前に
ボリュームの DA を自動的に無効にする必要があるという警告が表示されます。

手順

1. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

2. ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタを選択し、 * ボリュームの割り当て * をクリックし
ます。

ダイアログボックスに割り当て可能なすべてのボリュームが表示されます。任意の列をソートしたり、 *

Filter * ボックスに何かを入力すると、特定のボリュームを簡単に見つけることができます。

3. 割り当てる各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択します。すべてのボリュームを選択する場合
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は、テーブルヘッダーのチェックボックスを選択します。

4. [Assign] をクリックして、操作を完了します。

結果

ホストまたはホストクラスタへのボリュームの割り当てが完了すると、次の処理が実行されます。

• 割り当てたボリュームに、次に使用可能な NSID が設定されます。ホストがこの NSID を使用してボリュ
ームにアクセスします。

• ホストに関連付けられているボリュームの一覧にユーザが指定したボリューム名が表示されます。

ホストが認識できるボリュームを表示する

SMdevices ツールを使用して、現在ホストが認識できるボリュームを表示できます。こ
のツールは、 nvme-cli パッケージの一部であり、 nvme list コマンドの代わりに使用で
きます。

E シリーズボリュームへの各 NVMe パスに関する情報を表示するには、「 nvme netapp smdevices [-o

<format>] 」コマンドを使用します。output<format> には、 normal （ -o を指定しない場合のデフォルト）、
column 、 json のいずれかを指定できます。

# nvme netapp smdevices

/dev/nvme1n1, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe2, NSID 1, Volume

ID 000015bd5903df4a00a0980000af4462, Controller A, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme1n2, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe3, NSID 2, Volume

ID 000015c05903e24000a0980000af4462, Controller A, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme1n3, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe4, NSID 4, Volume

ID 00001bb0593a46f400a0980000af4462, Controller A, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme1n4, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe6, NSID 6, Volume

ID 00001696593b424b00a0980000af4112, Controller A, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme2n1, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe2, NSID 1, Volume

ID 000015bd5903df4a00a0980000af4462, Controller B, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme2n2, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe3, NSID 2, Volume

ID 000015c05903e24000a0980000af4462, Controller B, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme2n3, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe4, NSID 4, Volume

ID 00001bb0593a46f400a0980000af4462, Controller B, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme2n4, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe6, NSID 6, Volume

ID 00001696593b424b00a0980000af4112, Controller B, Access State unknown,

2.15GB
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ホストでフェイルオーバーを設定します

ストレージアレイへのパスを冗長化するには、フェイルオーバーを実行するようにホス
トを設定します。

作業を開始する前に

必要なパッケージをシステムにインストールする必要があります。

• Red Hat （ RHEL ）ホストの場合、パッケージがインストールされていることを確認するには、「 rpm -q

device-mapper-multipath 」を実行します

• SLES ホストの場合 'rpm -q multipath-tools' を実行してパッケージがインストールされていることを確認
します

を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" マルチパスは GA バ
ージョンの SLES または RHEL では正しく機能しない場合があるため、必要な更新がインスト
ールされていることを確認する必要があります。

このタスクについて

RHEL 7 および SLES 12 は、 NVMe over RoCE のマルチパスに Device Mapper Multipath （ DMMP ）を使用
します。RHEL 8、RHEL 9、SLES 15では、組み込みのネイティブのNVMeフェイルオーバーを使用します。
実行している OS に応じて、適切に実行するためにマルチパスを追加で設定する必要があります。

RHEL 7 または SLES 12 の Device Mapper Multipath （ DMMP ）を有効にします

RHEL および SLES では、デフォルトでは DM-MP は無効になっています。ホストで DM-MP コンポーネント
を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

1. 次の例に示すように '/etc/multipath.conf ファイルの devices セクションに NVMe E シリーズデバイスのエ
ントリを追加します

devices {

        device {

                vendor "NVME"

                product "NetApp E-Series*"

                path_grouping_policy group_by_prio

                failback immediate

                no_path_retry 30

        }

}

2. システム起動時に起動するように「マルチパス」を設定します。

# systemctl enable multipathd

3. 現在実行されていない場合は、「マルチパス」を開始します。
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# systemctl start multipathd

4. 「マルチパス」のステータスを確認して、アクティブで実行中であることを確認します。

# systemctl status multipathd

ネイティブの NVMe マルチパスを使用して RHEL 8 をセットアップします

ネイティブの NVMe マルチパスは、 RHEL 8 ではデフォルトで無効になっており、次の手順を使用して有効
にする必要があります。

1. ネイティブの NVMe マルチパスをオンにする「 m odprobe 」ルールを設定します。

# echo "options nvme_core multipath=y" >> /etc/modprobe.d/50-

nvme_core.conf

2. 新しい「 modprobe 」パラメータで「 initramfs 」を再作成します。

# dracut -f

3. サーバをリブートして、ネイティブの NVMe マルチパスを有効にします。

# reboot

4. ホストのブート後にネイティブの NVMe マルチパスが有効になっていることを確認します。

# cat /sys/module/nvme_core/parameters/multipath

a. コマンド出力が「 N 」の場合、ネイティブ NVMe マルチパスは無効のままです。

b. コマンド出力が「 Y 」の場合は、ネイティブ NVMe マルチパスが有効になり、検出した NVMe デバ
イスでこのコマンドが使用されます。

RHEL 9およびSLES 15では、ネイティブのNVMeマルチパスはデフォルトで有効になってお
り、追加の設定は必要ありません。

仮想デバイスターゲットの NVMe ボリュームにアクセスします

使用している OS （および拡張マルチパス方式）に基づいて、デバイスターゲットに転
送される I/O を設定できます。
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RHEL 7 および SLES 12 の場合、 I/O は Linux ホストによって仮想デバイスターゲットに転送されます。DM-

MP は、これらの仮想ターゲットへの物理パスを管理します。

仮想デバイスは I/O ターゲットです

実行しているのは DM-MP で作成された仮想デバイスに対する I/O のみで、物理デバイスパスに対しては実行
していないことを確認してください。物理パスに対して I/O を実行している場合、 DM-MP がフェイルオーバ
ーイベントを実行できず、 I/O が失敗します。

これらのブロック・デバイスには 'd`device または /dev/mapper の「 ymlink 」からアクセスできます例：

/dev/dm-1

/dev/mapper/eui.00001bc7593b7f5f00a0980000af4462

例

次に 'nvme list' コマンドの出力例を示しますこの例では ' ホスト・ノード名とネームスペース ID との関連性
が示されています

NODE         SN           MODEL           NAMESPACE

/dev/nvme1n1 021648023072 NetApp E-Series 10

/dev/nvme1n2 021648023072 NetApp E-Series 11

/dev/nvme1n3 021648023072 NetApp E-Series 12

/dev/nvme1n4 021648023072 NetApp E-Series 13

/dev/nvme2n1 021648023151 NetApp E-Series 10

/dev/nvme2n2 021648023151 NetApp E-Series 11

/dev/nvme2n3 021648023151 NetApp E-Series 12

/dev/nvme2n4 021648023151 NetApp E-Series 13

列（ Column ） 説明

「ノード」 ノード名は次の 2 つの部分で構成されます。

• 「 nvme1 」はコントローラ A を表し、「 nvme2

」はコントローラ B を表します

• ホスト側から見た名前空間識別子は 'n1' n2' のよ
うに表記されていますこの表では、これらの識別
子がコントローラ A に対して 1 回、コントロー
ラ B に対して 1 回、繰り返し出力されています

「ネームスペース」 Namespace 列にはネームスペース ID （ NSID ）が
表示されます。これは、ストレージアレイ側で認識
される識別子です。

次の「マルチパス -ll 」の出力では、最適化されたパスの prio の値は 50 、最適化されていないパスの prio の
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値は 10 です。

Linux オペレーティングシステムは、「ステータス = アクティブ」と表示されたパスグループに I/O をルーテ
ィングし、「ステータス = 有効」と表示されたパスグループはフェイルオーバーに使用できます。

eui.00001bc7593b7f500a0980000af4462 dm-0 NVME,NetApp E-Series

size=15G features='1 queue_if_no_path' hwhandler='0' wp=rw

|-+- policy='service-time 0' prio=50 status=active

| `- #:#:#:# nvme1n1 259:5 active ready running

`-+- policy='service-time 0' prio=10 status=enabled

  `- #:#:#:# nvme2n1 259:9  active ready running

eui.00001bc7593b7f5f00a0980000af4462 dm-0 NVME,NetApp E-Series

size=15G features='1 queue_if_no_path' hwhandler='0' wp=rw

|-+- policy='service-time 0' prio=0 status=enabled

| `- #:#:#:# nvme1n1 259:5 failed faulty running

`-+- policy='service-time 0' prio=10 status=active

  `- #:#:#:# nvme2n1 259:9  active ready running

見積項目 説明

'policy='service-time 0' prio=50 status=active この行と次の行は、 NSID が 10 のネームスペース
nvme1n1 が、 prio の値が 50 で「 tatus 」の値が「
active 」のパスで最適化されていることを示していま
す。

このネームスペースはコントローラ A に所有されて
います

'policy='service-time 0' prio=10 status=enabled この行は、名前空間 10 のフェールオーバーパスを示
しています。 prio の値は 10 で、 'tatus' の値は「
enabled 」です。このパスのネームスペースには、こ
の時点では I/O は転送されていません。

このネームスペースはコントローラ B に所有されて
います

'policy='service-time 0' prio=0 status=enabled この例では、コントローラ A がリブートしていると
きの、異なる時点からの「マルチパス -ll 」出力を示
しています。名前空間 10 へのパスは「 failed faulty

running 」と表示されます。 prio の値は 0 で、「
tatus 」の値は「 enabled 」です。

'policy='service-time 0' prio=10 status=active 「 active 」パスが「 nvme2 」を参照しているため、
このパスでコントローラ B に I/O が転送されていま
す
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物理 NVMe デバイスターゲットの NVMe ボリュームへのアクセス

使用している OS （および拡張マルチパス方式）に基づいて、デバイスターゲットに転
送される I/O を設定できます。

RHEL 8、RHEL 9、SLES 15の場合、I/OはLinuxホストによって物理NVMeデバイスターゲットに転送されま
す。ホストにはこのターゲットが単一の物理デバイスとして表示され、その物理パスはネイティブの NVMe

マルチパス解決策で管理されます。

物理 NVMe デバイスは I/O ターゲットです

のリンクへのI/Oを実行することを推奨します /dev/disk/by-id/nvme-eui.[uuid#] 物理NVMeデバイス

のパスに直接接続するのではなく /dev/nvme[subsys#]n[id#]。これら2つの場所間のリンクは、次のコ
マンドを使用して確認できます。

# ls /dev/disk/by-id/ -l

lrwxrwxrwx 1 root root 13 Oct 18 15:14 nvme-

eui.0000320f5cad32cf00a0980000af4112 -> ../../nvme0n1

I/Oはに実行されます /dev/disk/by-id/nvme-eui.[uuid#] 直接渡されます

/dev/nvme[subsys#]n[id#] このコンテナでは、ネイティブのNVMeマルチパス解決策 を使用して、その
下にすべてのパスが仮想化されてい

パスを表示するには、次のコマンドを実行します。

# nvme list-subsys

出力例：

nvme-subsys0 - NQN=nqn.1992-

08.com.netapp:5700.600a098000a522500000000589aa8a6

\

+- nvme0 rdma traddr=192.4.21.131 trsvcid=4420 live

+- nvme1 rdma traddr=192.4.22.141 trsvcid=4420 live

「 nvme list-subsys 」コマンドにネームスペースデバイスを指定すると、そのネームスペースへのパスに関す
る追加情報が提供されます。
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# nvme list-subsys /dev/nvme0n1

nvme-subsys0 - NQN=nqn.1992-

08.com.netapp:5700.600a098000af44620000000058d5dd96

\

 +- nvme0 rdma traddr=192.168.130.101 trsvcid=4420 live non-optimized

 +- nvme1 rdma traddr=192.168.131.101 trsvcid=4420 live non-optimized

 +- nvme2 rdma traddr=192.168.130.102 trsvcid=4420 live optimized

 +- nvme3 rdma traddr=192.168.131.102 trsvcid=4420 live optimized

また、 multipath コマンドを使用して、ネイティブフェイルオーバーのパス情報も表示できます。

#multipath -ll

パス情報を表示するには、 /etc/multipath.conf で次のように設定する必要があります。

defaults {

        enable_foreign nvme

}

出力例：

eui.0000a0335c05d57a00a0980000a5229d [nvme]:nvme0n9 NVMe,Netapp E-

Series,08520001

size=4194304 features='n/a' hwhandler='ANA' wp=rw

|-+- policy='n/a' prio=50 status=optimized

| `- 0:0:1 nvme0c0n1 0:0 n/a optimized    live

`-+- policy='n/a' prio-10 status=non-optimized

`- 0:1:1 nvme0c1n1 0:0 n/a non-optimized    live

ファイルシステムの作成（ RHEL 7 および SLES 12 ）

RHEL 7 および SLES 12 の場合は、ネームスペースにファイルシステムを作成し、ファ
イルシステムをマウントします。

手順

1. 「 multipath -ll 」コマンドを実行して '/dev/mapper/dm' デバイスのリストを取得します

# multipath -ll

このコマンドの結果、「 d-19 」と「 d-16 」の 2 つのデバイスが表示されます。
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eui.00001ffe5a94ff8500a0980000af4444 dm-19 NVME,NetApp E-Series

size=10G features='1 queue_if_no_path' hwhandler='0' wp=rw

|-+- policy='service-time 0' prio=50 status=active

| |- #:#:#:# nvme0n19 259:19  active ready running

| `- #:#:#:# nvme1n19 259:115 active ready running

`-+- policy='service-time 0' prio=10 status=enabled

  |- #:#:#:# nvme2n19 259:51  active ready running

  `- #:#:#:# nvme3n19 259:83  active ready running

eui.00001fd25a94fef000a0980000af4444 dm-16 NVME,NetApp E-Series

size=16G features='1 queue_if_no_path' hwhandler='0' wp=rw

|-+- policy='service-time 0' prio=50 status=active

| |- #:#:#:# nvme0n16 259:16  active ready running

| `- #:#:#:# nvme1n16 259:112 active ready running

`-+- policy='service-time 0' prio=10 status=enabled

  |- #:#:#:# nvme2n16 259:48  active ready running

  `- #:#:#:# nvme3n16 259:80  active ready running

2. 各 /dev/mapper/eui`device のパーティションにファイルシステムを作成します。

ファイルシステムの作成方法は、選択したファイルシステムによって異なります。この例は 'ext4 ファイ
ル・システムを作成する方法を示しています

# mkfs.ext4 /dev/mapper/dm-19

mke2fs 1.42.11 (09-Jul-2014)

Creating filesystem with 2620928 4k blocks and 655360 inodes

Filesystem UUID: 97f987e9-47b8-47f7-b434-bf3ebbe826d0

Superblock backups stored on blocks:

        32768, 98304, 163840, 229376, 294912, 819200, 884736, 1605632

Allocating group tables: done

Writing inode tables: done

Creating journal (32768 blocks): done

Writing superblocks and filesystem accounting information: done

3. 新しいデバイスをマウントするフォルダを作成します。

# mkdir /mnt/ext4

4. デバイスをマウントします。

# mount /dev/mapper/eui.00001ffe5a94ff8500a0980000af4444 /mnt/ext4
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ファイルシステムの作成（RHEL 8、RHEL 9、SLES 15）

RHEL 8、RHEL 9、SLES 15の場合は、ネイティブのNVMeデバイスにファイルシステ
ムを作成し、ファイルシステムをマウントします。

手順

1. を実行します multipath -ll コマンドを使用して、NVMeデバイスのリストを表示できます。

# multipath -ll

このコマンドの結果を使用して、関連するデバイスを検索できます /dev/disk/by-id/nvme-

eui.[uuid#] 場所。次の例では、これがになります /dev/disc/by-id/nvme-

eui.000082dd5c05d39300a0980000a52225。

eui.000082dd5c05d39300a0980000a52225 [nvme]:nvme0n6 NVMe,NetApp E-

Series,08520000

size=4194304 features='n/a' hwhandler='ANA' wp=rw

|-+- policy='n/a' prio=50 status=optimized

| `- 0:0:1 nvme0c0n1 0:0 n/a optimized     live

|-+- policy='n/a' prio=50 status=optimized

| `- 0:1:1 nvme0c1n1 0:0 n/a optimized     live

|-+- policy='n/a' prio=10 status=non-optimized

| `- 0:2:1 nvme0c2n1 0:0 n/a non-optimized live

`-+- policy='n/a' prio=10 status=non-optimized

  `- 0:3:1 nvme0c3n1 0:0 n/a non-optimized live

2. 場所を使用して、目的のNVMeデバイス用のパーティションにファイルシステムを作成します

/dev/disk/by-id/nvme-eui.[id#]。

ファイルシステムの作成方法は、選択したファイルシステムによって異なります。この例は 'ext4 ファイ
ル・システムを作成する方法を示しています

# mkfs.ext4 /dev/disk/by-id/nvme-eui.000082dd5c05d39300a0980000a52225

mke2fs 1.42.11 (22-Oct-2019)

Creating filesystem with 2620928 4k blocks and 655360 inodes

Filesystem UUID: 97f987e9-47b8-47f7-b434-bf3ebbe826d0

Superblock backups stored on blocks:

        32768, 98304, 163840, 229376, 294912, 819200, 884736, 1605632

Allocating group tables: done

Writing inode tables: done

Creating journal (32768 blocks): done

Writing superblocks and filesystem accounting information: done
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3. 新しいデバイスをマウントするフォルダを作成します。

# mkdir /mnt/ext4

4. デバイスをマウントします。

# mount /dev/disk/by-id/nvme-eui.000082dd5c05d39300a0980000a52225

/mnt/ext4

ホストでストレージアクセスを確認

ネームスペースを使用する前に、ホストがネームスペースに対してデータの読み取りと
書き込みを実行できることを確認します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ファイルシステムでフォーマットされた、初期化されたネームスペース。

手順

1. ホストで、 1 つ以上のファイルをディスクのマウントポイントにコピーします。

2. ファイルを元のディスク上の別のフォルダにコピーします。

3. 「 IFF 」コマンドを実行して、コピーしたファイルを元のファイルと比較します。

完了後

コピーしたファイルとフォルダを削除します。

NVMe over RoCE の設定を記録します

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用して NVMe over RoCE

ストレージの構成情報を記録できます。この情報は、プロビジョニングタスクを実行す
る際に必要になります。

直接接続トポロジ

直接接続トポロジでは、 1 つ以上のホストをサブシステムに直接接続します。SANtricity OS 11.50 リリース
では、次の図のように、各ホストからサブシステムコントローラへの単一の接続がサポートされます。この構
成では、各ホストの一方の HCA （ホストチャネルアダプタ）ポートを、接続先の E シリーズコントローラポ
ートと同じサブネット（ただしもう一方の HCA ポートとは別のサブネット）に配置する必要があります。

240



この要件を満たす例として、次の 4 つのネットワークサブネットがあります。

• サブネット 1 ：ホスト 1 の HCA ポート 1 とコントローラ 1 のホストポート 1

• サブネット 2 ：ホスト 1 の HCA ポート 2 とコントローラ 2 のホストポート 1

• サブネット 3 ：ホスト 2 の HCA ポート 1 とコントローラ 1 のホストポート 2

• サブネット 4 ：ホスト 2 の HCA ポート 2 とコントローラ 2 のホストポート 2

スイッチ接続トポロジ

ファブリックトポロジでは、 1 つ以上のスイッチを使用します。を参照してください "NetApp Interoperability

Matrix Tool で確認できます" を参照してください。
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ホスト識別子

各ホストのイニシエータ NQN を特定して記録します。

ホストポート接続 ソフトウェアイニシエータの NQN

ホスト（イニシエータ） 1.

ホスト（イニシエータ） 2.

ターゲット NQN

ストレージアレイのターゲット NQN を記録します。

アレイ名 ターゲット NQN

アレイコントローラ（ターゲット）
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ターゲット NQN

アレイポートで使用する NQN を記録します。

アレイコントローラ（ターゲット）ポート接続 NQN

コントローラ A のポート 1

コントローラ B のポート 1

コントローラ A のポート 2

コントローラ B 、ポート 2

マッピングホスト名

マッピングホスト名はワークフロー中に作成されます。

マッピングホスト名

ホスト OS タイプ

NVMe over Fibre Channel のセットアップ

Linux のサポートを確認し、制限事項を確認します

最初の手順として、 Linux 構成がサポートされていることを確認し、コントローラ、ホ
スト、およびリカバリの制限事項を確認する必要があります。

Linux 構成がサポートされていることを確認する

安定した稼働を確保するために、導入計画を作成し、 NetApp Interoperability Matrix Tool （ IMT ）を使用し
て構成全体がサポートされることを確認します。

手順

1. にアクセスします "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

2. [ 検索（解決策 Search ） ] タイルをクリックします。

3. [Protocols [SAN Host] （プロトコル [SAN ホスト ] ）領域で、 * E シリーズ SAN ホスト * の横の * 追加ボ
タンをクリックします。

4. ［ * 検索条件の絞り込み検索の表示 * ］ をクリックします。

[ 検索条件の絞り込み ] セクションが表示されます。このセクションでは、適用するプロトコル、および
オペレーティングシステム、ネットアップ OS 、ホストマルチパスドライバなど、構成のその他の条件を
選択できます。
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5. 構成に必要な条件を選択し、互換性のある構成要素を確認します。

6. 必要に応じて、使用するオペレーティングシステムとプロトコルに対して IMT に記載された更新を実行し
ます。

選択した構成の詳細情報には、右ページ矢印をクリックして、 [View Supported Configurations] ページか
らアクセスできます。

NVMe over FC の制限事項を確認します

NVMe over Fibre Channelを使用する前に、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認で
きます" をクリックして、コントローラ、ホスト、およびリカバリの最新の制限事項を確認してください。

ストレージとディザスタリカバリの制限事項

• 非同期ミラーリングと同期ミラーリングはサポートされません。

• シンプロビジョニング（シンボリュームの作成）はサポートされていません。

DHCP を使用して IP アドレスを設定する

管理ステーションとストレージアレイ間の通信を設定するには、動的ホスト構成プロト
コル（ DHCP ）を使用して IP アドレスを指定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ストレージ管理ポートと同じサブネットに DHCP サーバをインストールして設定します。

このタスクについて

各ストレージアレイにはコントローラが 1 台（シンプレックス）または 2 台（デュプレックス）含まれ、コ
ントローラごとにストレージ管理ポートが 2 つあります。各管理ポートには IP アドレスが割り当てられま
す。

以下の手順では、コントローラを 2 台搭載したストレージアレイ（デュプレックス構成）を使用します。

手順

1. 管理ステーションと各コントローラ（ A および B ）の管理ポート 1 にイーサネットケーブルを接続しま
す（まだ接続していない場合）。

DHCP サーバは、各コントローラのポート 1 に IP アドレスを割り当てます。

どちらのコントローラの管理ポート 2 も使用しないでください。ポート 2 はネットアップ
のテクニカルサポート用に予約されています。

イーサネットケーブルを外して再接続するか、ストレージアレイの電源を再投入すると、
DHCP によって IP アドレスが再度割り当てられます。このプロセスは、静的 IP アドレス
が設定されるまで行われます。ケーブルを外したり、アレイの電源を再投入したりしない
ことを推奨します。

DHCP によって割り当てられた IP アドレスをストレージアレイが 30 秒以内に取得できない場合は、次の
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デフォルトの IP アドレスが設定されます。

◦ コントローラ A 、ポート 1 ： 169.254.128.101

◦ コントローラ B 、ポート 1 ： 169.254.128.102

◦ サブネットマスク： 255.255.0.0

2. 各コントローラの背面にある MAC アドレスラベルを確認し、ネットワーク管理者に各コントローラのポ
ート 1 の MAC アドレスを伝えます。

MAC アドレスは、ネットワーク管理者が各コントローラの IP アドレスを特定するために必要です。ブラ
ウザからストレージシステムに接続するには、 IP アドレスが必要です。

SMcli を使用するための SANtricity Storage Manager のインストール（ SANtricity ソフトウェアバージョン
11.53 以前）

SANtricity ソフトウェア 11.53 以前を使用している場合は、管理ステーションに
SANtricity Storage Manager ソフトウェアをインストールして、アレイの管理に役立て
ることができます。

SANtricity Storage Manager には、管理タスクを実行するためのコマンドラインインターフェイス（ CLI ）
と、 I/O パスを介してストレージアレイコントローラにホスト構成情報をプッシュするためのホストコンテキ
ストエージェントがあります。

SANtricity ソフトウェア 11.60 以降を使用している場合は、次の手順は実行する必要はありま
せん。SANtricity Secure CLI （ SMcli ）は SANtricity OS に含まれており、 SANtricity System

Manager からダウンロードできます。SANtricity システムマネージャを使用して SMcli をダウ
ンロードする方法の詳細については、 SANtricity システムマネージャオンラインヘルプの「ダ
ウンロードコマンドラインインターフェイス（ CLI ） _ topic 」を参照してください。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• SANtricity ソフトウェア 11.53 以前。

• 適切な管理者権限またはスーパーユーザ権限

• SANtricity Storage Manager クライアント用のシステム。次の最小要件があります。

◦ RAM: Java Runtime Engine 用に 2GB

◦ * ディスク容量 * ： 5GB

◦ * OS / アーキテクチャ * ：サポートされているオペレーティング・システムのバージョンとアーキテ
クチャーを判断するためのガイダンスについては、を参照してください "ネットアップサポート"

。Downloads * タブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

このタスクについて

このタスクでは、 Windows と Linux の両方の OS プラットフォームに SANtricity Storage Manager をインス
トールする方法について説明します。データホストに Linux を使用する場合の管理ステーションプラットフォ
ームは Windows と Linux の両方で共通です。

手順
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1. SANtricity ソフトウェアリリースは、からダウンロードします "ネットアップサポート"。Downloads * タ
ブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

2. SANtricity インストーラを実行します。

Windows の場合 Linux の場合

SMIA*.exe インストールパッケージをダブルクリッ
クして、インストールを開始します。

a. SMIA * 。 bin インストールパッケージが格納さ
れているディレクトリに移動します。

b. 一時マウントポイントに実行権限がない場合は
'IATEMPDIR' 変数を設定します例：
'IATEMPDIR=/root./SMIA-LINUXX64-

11.25.0A0002.bin

c. chmod +x SMIA*.bin コマンドを実行して、ファ
イルに実行権限を付与します。

d. 「 ./SMIA *.bin」 コマンドを実行してインスト
ーラを起動します。

3. インストールウィザードを使用して、管理ステーションにソフトウェアをインストールします。

SANtricity System Manager にアクセスし、セットアップウィザードを使用します

ストレージアレイを設定するには、 SANtricity System Manager のセットアップウィザ
ードを使用します。

SANtricity System Manager は、各コントローラに組み込まれている Web ベースのインターフェイスです。ユ
ーザーインターフェイスにアクセスするには、ブラウザでコントローラの IP アドレスを指定します。セット
アップウィザードを使用してシステムを設定できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• アウトオブバンド管理：

• 次のいずれかのブラウザを使用して SANtricity System Manager にアクセスするための管理ステーショ
ン。

ブラウザ 最小バージョン

Google Chrome 八九

Microsoft Edge の場合 90

Mozilla Firefox 8時80分

Safari 14

このタスクについて
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ウィザードは、 System Manager を開くかブラウザを更新したときに、次の条件の少なくとも 1 つに該当
していれば自動的に再度起動されます。

• プールとボリュームグループが検出されていません。

• ワークロードが検出されていません。

• 通知が設定されていません。

手順

1. ブラウザで、「 + https://<DomainNameOrIPAddress>+` 」という URL を入力します

「 IPAddress 」は、ストレージアレイコントローラの 1 つのアドレスです。

設定されていないアレイで初めて SANtricity システムマネージャを開くと、管理者パスワードの設定プロ
ンプトが表示されます。ロールベースアクセス管理では、 admin 、 support 、 security 、 monitor の 4 つ
のローカルロールが設定されます。最後の 3 つのロールには、推測されにくいランダムなパスワードが設
定されています。admin ロールのパスワードを設定したら、 admin クレデンシャルを使用してすべてのパ
スワードを変更できます。4 つのローカルユーザロールの詳細については、 SANtricity System Manager

ユーザインターフェイスのオンラインヘルプを参照してください。

2. 管理者パスワードの設定フィールドとパスワードの確認フィールドに管理者ロールの System Manager パ
スワードを入力し、 * パスワードの設定 * をクリックします。

プール、ボリュームグループ、ワークロード、または通知が設定されていない場合は、セットアップウィ
ザードが起動します。

3. セットアップウィザードを使用して、次のタスクを実行します。

◦ * ハードウェア（コントローラとドライブ）の確認 * — ストレージアレイ内のコントローラとドライ
ブの数を確認しますアレイに名前を割り当てます。

◦ * ホストとオペレーティング・システムの確認 * — ストレージ・アレイがアクセスできるホストとオ
ペレーティング・システムの種類を確認します

◦ *Accept pools * — 高速インストール方法の推奨されるプール構成を受け入れますプールはドライブの
論理グループです。

◦ * アラートの設定 * — ストレージアレイで問題が発生した場合に、 System Manager が自動通知を受
信できるようにします。

◦ * AutoSupport を有効にする * — ストレージアレイの状態を自動的に監視し、テクニカルサポートにデ
ィスパッチを送信します。

4. ボリュームをまだ作成していない場合は、メニューからストレージ [ ボリューム ] 、 [ 作成 ] 、 [ ボリュー
ム ] の順に選択してボリュームを作成します。

詳細については、 SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照してください。

FC スイッチを設定

Fibre Channel （ FC ）スイッチを設定（ゾーニング）すると、ホストをストレージアレ
イに接続し、パスの数を制限できます。スイッチのゾーニングはスイッチの管理インタ
ーフェイスで設定します。
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作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• スイッチの管理者クレデンシャル。

• 各ホストイニシエータポートの WWPN と、スイッチに接続されている各コントローラターゲットポート
の WWPN 。（ HBA ユーティリティを使用して検出してください）。

このタスクについて

スイッチのゾーニングの詳細については、スイッチベンダーのマニュアルを参照してください。

各イニシエータポートを別々のゾーンに配置し、各イニシエータに対応するターゲットポートをすべて配置す
る必要があります。

手順

1. FC スイッチの管理プログラムにログインし、ゾーニング設定のオプションを選択します。

2. 新しいゾーンを作成し、 1 つ目のホストイニシエータポート、およびそのイニシエータと同じ FC スイッ
チに接続するすべてのターゲットポートを配置します。

3. スイッチの FC ホストイニシエータごとにゾーンを作成します。

4. ゾーンを保存し、新しいゾーニング設定をアクティブ化します。

ホスト側で NVMe over Fibre Channel を設定します

Fibre Channel 環境で NVMe イニシエータを設定するには、 CLI パッケージをインスト
ールして設定し、ホストで NVMe/FC イニシエータを有効にします。

このタスクについて

次の手順 は、Broadcom EmulexまたはQLogic NVMe/FC対応のFC HBAを使用したRHEL 7、RHEL 8、RHEL

9、SLES 12、およびSLES 15用です。これらの OS または HBA のどのバージョンがサポートされているかに
ついては、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

手順

1. 「 nvme-cli 」パッケージをインストールします。

◦ SLES 12 または SLES 15 *

# zypper install nvme-cli

◦ RHEL 7、RHEL 8、RHEL 9 *

# yum install nvme-cli

+

a. RHEL 7 の場合のみ、を介した NVMe/FC 接続用の外部 Broadcom Autoconnect スクリプトをダウンロ
ードしてインストールします "Broadcom の Web サイト"。Inbox NVMe over FC Drivers* のキーワー
ド「 * Autoconnect Script File 」を入力し、お使いの OS に固有の最新バージョンを選択します。
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b. Qlogic の場合は、 Broadcom NVMe/FC 自動接続スクリプトをインストールした後、「
/lib/systemd/system/nvmefc-boot-connections.service` 」を変更して次の内容を指定します。

[Unit]

Description=Auto-connect to subsystems on FC-NVME devices found

during boot

[Service]

Type=oneshot

ExecStart=/bin/sh -c "echo add >

/sys/class/fc/fc_udev_device/nvme_discovery"

[Install]

WantedBy=default.target

2. 「 nvmefc-boot-connections 」サービスを有効にして開始します。

systemctl enable nvmefc-boot-connections.service

systemctl start nvmefc-boot-connections.service

◦ Emulex HBA 用のホスト側のセットアップ： *

次の手順は Emulex HBA のみを対象としています。

1. 「 lpfc_enable_fc4_type 」を「 3 」に設定して、 SLES12 SP4 を NVMe/FC イニシエータとして有効に
します。

# cat /etc/modprobe.d/lpfc.conf

options lpfc lpfc_enable_fc4_type=3

2. initrd を再構築して 'Emulex の変更とブート・パラメータの変更を取得します

# dracut --force

3. ホストを再起動して 'IPFC' ドライバの変更をロードします

# reboot

ホストがリブートされ、 NVMe / FC イニシエータが有効になります。
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ホスト側の設定が完了すると、 NVMe over Fibre Channel ポートの接続が自動的に確立さ
れます。

ホストを定義します

SANtricity System Manager を使用して、ストレージアレイにデータを送信するホストを
定義します。ホストの定義は、ストレージアレイが接続されているホストを認識して、
ボリュームへの I/O アクセスを許可するために必要な手順の 1 つです。

このタスクについて

ホストを定義する際は、次のガイドラインに注意してください。

• ホストに関連付けられたホストポート識別子を定義する必要があります。

• ホストに割り当てられたシステム名と同じ名前を指定してください。

• 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。

• 名前は 30 文字以内にする必要があります。

手順

1. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

2. メニュー： Create [Host] をクリックします。

Create Host （ホストの作成）ダイアログボックスが表示されます。

3. ホストの設定を必要に応じて選択します。

設定 説明

名前 新しいホストの名前を入力します。

ホストオペレーティングシステムのタイプ ドロップダウンリストから次のいずれかのオプショ
ンを選択します。

• * Linux * SANtricity 11.60 以降

• * Linux DM-MP （カーネル 3.10 以降） *

SANtricity 11.60 より前のバージョンで使用しま
す

ホストインターフェイスタイプ 使用するホストインターフェイスタイプを選択しま
す。設定するアレイに使用可能なホストインターフ
ェイスタイプが 1 つしかない場合は、この設定を選
択できないことがあります。
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設定 説明

ホストポート 次のいずれかを実行します。

• * I/O インターフェイス * を選択します

ホストポートがログインしている場合は、リス
トからホストポート識別子を選択できます。こ
れが推奨される方法です。

• * 手動で追加 *

ホストポートがログインしていない場合は、ホ
ストの /etc/nvme/hostnqn を参照して hostnqn

識別子を確認し、ホスト定義に関連付けます。

ホストポート識別子を手動で入力するか、
/etc/nvme/hostnqn ファイル（一度に 1 つ）か
ら * Host Ports * フィールドにコピー / 貼り付け
てください。

ホストポート識別子は一度に 1 つずつ追加して
ホストに関連付ける必要がありますが、ホスト
に関連付けられている識別子をいくつでも選択
することができます。各識別子は、 ［ * ホスト
ポート * ］ フィールドに表示されます。必要に
応じて、横の * X * を選択して識別子を削除す
ることもできます。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

結果

ホストの作成が完了すると、 SANtricity System Manager によって、ホストに対して設定された各ホストポー
トのデフォルト名が作成されます。

デフォルトのエイリアスは「 <Hostname_Port number>` 」です。たとえば、「ホスト IPT 」用に作成される
最初のポートのデフォルトのエイリアスは、 ipt_1 です。

ボリュームを割り当てます

ホストまたはホストクラスタにボリューム（ネームスペース）を割り当てて、そのボリ
ュームを I/O 処理に使用できるようにする必要があります。これにより、ストレージア
レイの 1 つ以上のネームスペースへのアクセスがホストまたはホストクラスタに許可さ
れます。

このタスクについて

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

• ボリュームは一度に 1 つのホストまたはホストクラスタにのみ割り当てることができます。

• 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。
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• あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じネームスペース ID （ NSID ）を
重複して使用することはできません。一意の NSID を使用する必要があります。

次の場合、ボリュームの割り当ては失敗します。

• すべてのボリュームが割り当てられている。

• ボリュームはすでに別のホストまたはホストクラスタに割り当てられています。

次の場合、ボリュームを割り当てることはできません。

• 有効なホストまたはホストクラスタが存在しません。

• すべてのボリューム割り当てが定義されている。

未割り当てのボリュームはすべて表示されますが、ホストが Data Assurance （ DA ）対応かどうかで処理は
次のように異なります。

• DA 対応ホストの場合は、 DA 有効、 DA 無効のどちらのボリュームでも選択できます。

• DA 対応でないホストで DA が有効なボリュームを選択した場合、ボリュームをホストに割り当てる前に
ボリュームの DA を自動的に無効にする必要があるという警告が表示されます。

手順

1. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

2. ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタを選択し、 * ボリュームの割り当て * をクリックし
ます。

ダイアログボックスに割り当て可能なすべてのボリュームが表示されます。任意の列をソートしたり、 *

Filter * ボックスに何かを入力すると、特定のボリュームを簡単に見つけることができます。

3. 割り当てる各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択します。すべてのボリュームを選択する場合
は、テーブルヘッダーのチェックボックスを選択します。

4. [Assign] をクリックして、操作を完了します。

結果

ホストまたはホストクラスタへのボリュームの割り当てが完了すると、次の処理が実行されます。

• 割り当てたボリュームに、次に使用可能な NSID が設定されます。ホストがこの NSID を使用してボリュ
ームにアクセスします。

• ホストに関連付けられているボリュームの一覧にユーザが指定したボリューム名が表示されます。

ホストが認識できるボリュームを表示する

SMdevices ツールを使用して、現在ホストが認識できるボリュームを表示できます。こ
のツールは、 nvme-cli パッケージの一部であり、 nvme list コマンドの代わりに使用で
きます。

E シリーズボリュームへの各 NVMe パスに関する情報を表示するには、「 nvme netapp smdevices [-o

<format>] 」コマンドを使用します。
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出力「 <format>` 」は、通常の形式（ -o を使用しない場合のデフォルト）、列、または JSON にすること
ができます。

# nvme netapp smdevices

/dev/nvme1n1, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe2, NSID 1, Volume

ID 000015bd5903df4a00a0980000af4462, Controller A, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme1n2, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe3, NSID 2, Volume

ID 000015c05903e24000a0980000af4462, Controller A, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme1n3, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe4, NSID 4, Volume

ID 00001bb0593a46f400a0980000af4462, Controller A, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme1n4, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe6, NSID 6, Volume

ID 00001696593b424b00a0980000af4112, Controller A, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme2n1, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe2, NSID 1, Volume

ID 000015bd5903df4a00a0980000af4462, Controller B, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme2n2, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe3, NSID 2, Volume

ID 000015c05903e24000a0980000af4462, Controller B, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme2n3, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe4, NSID 4, Volume

ID 00001bb0593a46f400a0980000af4462, Controller B, Access State unknown,

2.15GB

/dev/nvme2n4, Array Name ICTM0706SYS04, Volume Name NVMe6, NSID 6, Volume

ID 00001696593b424b00a0980000af4112, Controller B, Access State unknown,

2.15GB

ホストでフェイルオーバーを設定します

ストレージアレイへのパスを冗長化するには、フェイルオーバーを実行するようにホス
トを設定します。

作業を開始する前に

必要なパッケージをシステムにインストールする必要があります。

• Red Hat （ RHEL ）ホストの場合、パッケージがインストールされていることを確認するには、「 rpm -q

device-mapper-multipath 」を実行します

• SLES ホストの場合 'rpm -q multipath-tools' を実行してパッケージがインストールされていることを確認
します

このタスクについて

RHEL 7 および SLES 12 では、 NVMe over Fibre Channel を使用するマルチパスに Device Mapper Multipath

（ DMMP ）を使用します。RHEL 8、RHEL 9、SLES 15では、組み込みのネイティブのNVMeフェイルオー
バーを使用します。実行している OS に応じて、適切に実行するためにマルチパスを追加で設定する必要があ
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ります。

RHEL 7 または SLES 12 の Device Mapper Multipath （ DMMP ）を有効にします

RHEL および SLES では、デフォルトでは DM-MP は無効になっています。ホストで DM-MP コンポーネント
を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

1. /etc/multipath.conf ファイルの devices セクションに、 NVMe E シリーズデバイスのエントリを次のよう
に追加します。

devices {

        device {

                vendor "NVME"

                product "NetApp E-Series*"

                path_grouping_policy group_by_prio

                failback immediate

                no_path_retry 30

        }

}

2. システム起動時に起動するように「マルチパス」を設定します。

# systemctl enable multipathd

3. 現在実行されていない場合は、「マルチパス」を開始します。

# systemctl start multipathd

4. 「マルチパス」のステータスを確認して、アクティブで実行中であることを確認します。

# systemctl status multipathd

RHEL 8用のネイティブのNVMeマルチパスを設定します

このタスクについて

ネイティブの NVMe マルチパスは、 RHEL 8 ではデフォルトで無効になっており、以下の手順で有効にする
必要があります。

手順

1. ネイティブの NVMe マルチパスをオンにする「 m odprobe 」ルールを設定します。
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# echo "options nvme_core multipath=y" >> /etc/modprobe.d/50-

nvme_core.conf

2. 新しい modprobe パラメータを使用して 'initramfs' を再作成します

# dracut -f

3. サーバをリブートして、ネイティブの NVMe マルチパスを有効にします

# reboot

4. ホストのブート後にネイティブの NVMe マルチパスが有効になっていることを確認します。

# cat /sys/module/nvme_core/parameters/multipath

a. コマンド出力が「 N 」の場合、ネイティブ NVMe マルチパスは無効のままです。

b. コマンド出力が「 Y 」の場合は、ネイティブ NVMe マルチパスが有効になり、検出した NVMe デバ
イスでこのコマンドが使用されます。

RHEL 9およびSLES 15では、ネイティブのNVMeマルチパスはデフォルトで有効になってお
り、追加の設定は必要ありません。

仮想デバイスターゲットの NVMe ボリュームにアクセスします

使用している OS （および拡張マルチパス方式）に基づいて、デバイスターゲットに転
送される I/O を設定できます。

RHEL 7 および SLES 12 の場合、 I/O は Linux ホストによって仮想デバイスターゲットに転送されます。DM-

MP は、これらの仮想ターゲットへの物理パスを管理します。

仮想デバイスは I/O ターゲットです

実行しているのは DM-MP で作成された仮想デバイスに対する I/O のみで、物理デバイスパスに対しては実行
していないことを確認してください。物理パスに対して I/O を実行している場合、 DM-MP がフェイルオーバ
ーイベントを実行できず、 I/O が失敗します。

これらのブロック・デバイスには '`dev/mapper-における d`deviceまたは 'ymlink からアクセスできます
たとえば ' 次のようになります

/dev/dm-1

/dev/mapper/eui.00001bc7593b7f5f00a0980000af4462
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例

次に 'nvme list' コマンドの出力例を示しますこの例では ' ホスト・ノード名とネームスペース ID との関連性
が示されています

NODE         SN           MODEL           NAMESPACE

/dev/nvme1n1 021648023072 NetApp E-Series 10

/dev/nvme1n2 021648023072 NetApp E-Series 11

/dev/nvme1n3 021648023072 NetApp E-Series 12

/dev/nvme1n4 021648023072 NetApp E-Series 13

/dev/nvme2n1 021648023151 NetApp E-Series 10

/dev/nvme2n2 021648023151 NetApp E-Series 11

/dev/nvme2n3 021648023151 NetApp E-Series 12

/dev/nvme2n4 021648023151 NetApp E-Series 13

列（ Column ） 説明

「ノード」 ノード名は次の 2 つの部分で構成されます。

• 「 nvme1 」はコントローラ A を表し、「 nvme2

」はコントローラ B を表します

• ホスト側から見た名前空間識別子は 'n1' n2' のよ
うに表記されていますこの表では、これらの識別
子がコントローラ A に対して 1 回、コントロー
ラ B に対して 1 回、繰り返し出力されています

「ネームスペース」 Namespace 列にはネームスペース ID （ NSID ）が
表示されます。これは、ストレージアレイ側で認識
される識別子です。

次の「マルチパス -ll 」の出力では、最適化されたパスの prio の値は 50 、最適化されていないパスの prio の
値は 10 です。

Linux オペレーティングシステムは、「ステータス = アクティブ」と表示されたパスグループに I/O をルーテ
ィングし、「ステータス = 有効」と表示されたパスグループはフェイルオーバーに使用できます。
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eui.00001bc7593b7f500a0980000af4462 dm-0 NVME,NetApp E-Series

size=15G features='1 queue_if_no_path' hwhandler='0' wp=rw

|-+- policy='service-time 0' prio=50 status=active

| `- #:#:#:# nvme1n1 259:5 active ready running

`-+- policy='service-time 0' prio=10 status=enabled

  `- #:#:#:# nvme2n1 259:9  active ready running

eui.00001bc7593b7f5f00a0980000af4462 dm-0 NVME,NetApp E-Series

size=15G features='1 queue_if_no_path' hwhandler='0' wp=rw

|-+- policy='service-time 0' prio=0 status=enabled

| `- #:#:#:# nvme1n1 259:5 failed faulty running

`-+- policy='service-time 0' prio=10 status=active

  `- #:#:#:# nvme2n1 259:9  active ready running

見積項目 説明

'policy='service-time 0' prio=50 status=active この行と次の行は、 NSID が 10 のネームスペース
nvme1n1 が、 prio の値が 50 で「 tatus 」の値が「
active 」のパスで最適化されていることを示していま
す。

このネームスペースはコントローラ A に所有されて
います

'policy='service-time 0' prio=10 status=enabled この行は、名前空間 10 のフェールオーバーパスを示
しています。 prio の値は 10 で、 'tatus' の値は「
enabled 」です。このパスのネームスペースには、こ
の時点では I/O は転送されていません。

このネームスペースはコントローラ B に所有されて
います

'policy='service-time 0' prio=0 status=enabled この例では、コントローラ A がリブートしていると
きの、異なる時点からの「マルチパス -ll 」出力を示
しています。名前空間 10 へのパスは「 failed faulty

running 」と表示されます。 prio の値は 0 で、「
tatus 」の値は「 enabled 」です。

'policy='service-time 0' prio=10 status=active 「 active 」パスが「 nvme2 」を参照しているため、
このパスでコントローラ B に I/O が転送されていま
す

物理 NVMe デバイスターゲットの NVMe ボリュームにアクセスします

使用している OS （および拡張マルチパス方式）に基づいて、デバイスターゲットに転
送される I/O を設定できます。
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RHEL 8、RHEL 9、SLES 15の場合、I/OはLinuxホストによって物理NVMeデバイスターゲットに転送され
ます。ホストにはこのターゲットが単一の物理デバイスとして表示され、その物理パスはネイティブの NVMe

マルチパス解決策で管理されます。

物理 NVMe デバイスは I/O ターゲットです

のリンクへのI/Oを実行することを推奨します /dev/disk/by-id/nvme-eui.[uuid#] 物理NVMeデバイス

のパスに直接接続するのではなく /dev/nvme[subsys#]n[id#]。これら2つの場所間のリンクは、次のコ
マンドを使用して確認できます。

# ls /dev/disk/by-id/ -l

lrwxrwxrwx 1 root root 13 Oct 18 15:14 nvme-

eui.0000320f5cad32cf00a0980000af4112 -> ../../nvme0n1

I/Oはに実行されます /dev/disk/by-id/nvme-eui.[uuid#] 直接渡されます

/dev/nvme[subsys#]n[id#] このコンテナでは、ネイティブのNVMeマルチパス解決策 を使用して、その
下にすべてのパスが仮想化されてい

パスを表示するには、次のコマンドを実行します。

# nvme list-subsys

出力例：

nvme-subsys0 - NQN=nqn.1992-

08.com.netapp:5700.600a098000a522500000000589aa8a6

\

+- nvme0 rdma traddr=192.4.21.131 trsvcid=4420 live

+- nvme1 rdma traddr=192.4.22.141 trsvcid=4420 live

「 nvme list-subsys 」コマンドにネームスペースデバイスを指定すると、そのネームスペースへのパスに関す
る追加情報が提供されます。

# nvme list-subsys /dev/nvme0n1

nvme-subsys0 - NQN=nqn.1992-

08.com.netapp:5700.600a098000af44620000000058d5dd96

\

 +- nvme0 rdma traddr=192.168.130.101 trsvcid=4420 live non-optimized

 +- nvme1 rdma traddr=192.168.131.101 trsvcid=4420 live non-optimized

 +- nvme2 rdma traddr=192.168.130.102 trsvcid=4420 live optimized

 +- nvme3 rdma traddr=192.168.131.102 trsvcid=4420 live optimized

また、 multipath コマンドを使用して、ネイティブフェイルオーバーのパス情報も表示できます。
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#multipath -ll

パス情報を表示するには '/etc/multipath.conf で次のように設定する必要があります

defaults {

        enable_foreign nvme

}

出力例：

eui.0000a0335c05d57a00a0980000a5229d [nvme]:nvme0n9 NVMe,Netapp E-

Series,08520001

size=4194304 features='n/a' hwhandler='ANA' wp=rw

|-+- policy='n/a' prio=50 status=optimized

| `- 0:0:1 nvme0c0n1 0:0 n/a optimized    live

`-+- policy='n/a' prio-10 status=non-optimized

`- 0:1:1 nvme0c1n1 0:0 n/a non-optimized    live

ファイルシステムの作成（ RHEL 7 および SLES 12 ）

RHEL 7 および SLES 12 の場合は、目的の DM デバイスにファイルシステムを作成し、
ファイルシステムをマウントします。

手順

1. 「 multipath -ll 」コマンドを実行して '/dev/mapper/dm' デバイスのリストを取得します

# multipath -ll

このコマンドの結果、「 d-19 」と「 d-16 」の 2 つのデバイスが表示されます。
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eui.00001ffe5a94ff8500a0980000af4444 dm-19 NVME,NetApp E-Series

size=10G features='1 queue_if_no_path' hwhandler='0' wp=rw

|-+- policy='service-time 0' prio=50 status=active

| |- #:#:#:# nvme0n19 259:19  active ready running

| `- #:#:#:# nvme1n19 259:115 active ready running

`-+- policy='service-time 0' prio=10 status=enabled

  |- #:#:#:# nvme2n19 259:51  active ready running

  `- #:#:#:# nvme3n19 259:83  active ready running

eui.00001fd25a94fef000a0980000af4444 dm-16 NVME,NetApp E-Series

size=16G features='1 queue_if_no_path' hwhandler='0' wp=rw

|-+- policy='service-time 0' prio=50 status=active

| |- #:#:#:# nvme0n16 259:16  active ready running

| `- #:#:#:# nvme1n16 259:112 active ready running

`-+- policy='service-time 0' prio=10 status=enabled

  |- #:#:#:# nvme2n16 259:48  active ready running

  `- #:#:#:# nvme3n16 259:80  active ready running

2. 各 /dev/mapper/eui`device のパーティションにファイルシステムを作成します。

ファイルシステムの作成方法は、選択したファイルシステムによって異なります。この例は 'ext4 ファイ
ル・システムを作成する方法を示しています

# mkfs.ext4 /dev/mapper/dm-19

mke2fs 1.42.11 (09-Jul-2014)

Creating filesystem with 2620928 4k blocks and 655360 inodes

Filesystem UUID: 97f987e9-47b8-47f7-b434-bf3ebbe826d0

Superblock backups stored on blocks:

        32768, 98304, 163840, 229376, 294912, 819200, 884736, 1605632

Allocating group tables: done

Writing inode tables: done

Creating journal (32768 blocks): done

Writing superblocks and filesystem accounting information: done

3. 新しいデバイスをマウントするフォルダを作成します。

# mkdir /mnt/ext4

4. デバイスをマウントします。

# mount /dev/mapper/eui.00001ffe5a94ff8500a0980000af4444 /mnt/ext4
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ファイルシステムの作成（RHEL 8、RHEL 9、SLES 15）

RHEL 8、RHEL 9、SLES 15の場合は、ネイティブのNVMeデバイスにファイルシステ
ムを作成し、ファイルシステムをマウントします。

手順

1. multipath -llコマンドを実行して、NVMeデバイスの一覧を表示します。

# multipath -ll

このコマンドの結果を使用して、関連するデバイスを検索できます /dev/disk/by-id/nvme-

eui.[uuid#] 場所。次の例では、これがになります /dev/disc/by-id/nvme-

eui.000082dd5c05d39300a0980000a52225。

eui.000082dd5c05d39300a0980000a52225 [nvme]:nvme0n6 NVMe,NetApp E-

Series,08520000

size=4194304 features='n/a' hwhandler='ANA' wp=rw

|-+- policy='n/a' prio=50 status=optimized

| `- 0:0:1 nvme0c0n1 0:0 n/a optimized     live

|-+- policy='n/a' prio=50 status=optimized

| `- 0:1:1 nvme0c1n1 0:0 n/a optimized     live

|-+- policy='n/a' prio=10 status=non-optimized

| `- 0:2:1 nvme0c2n1 0:0 n/a non-optimized live

`-+- policy='n/a' prio=10 status=non-optimized

  `- 0:3:1 nvme0c3n1 0:0 n/a non-optimized live

2. 場所を使用して、目的のNVMeデバイス用のパーティションにファイルシステムを作成します

/dev/disk/by-id/nvme-eui.[id#]。

ファイルシステムの作成方法は、選択したファイルシステムによって異なります。この例では、 ext4 フ
ァイルシステムを作成します。

# mkfs.ext4 /dev/disk/by-id/nvme-eui.000082dd5c05d39300a0980000a52225

mke2fs 1.42.11 (22-Oct-2019)

Creating filesystem with 2620928 4k blocks and 655360 inodes

Filesystem UUID: 97f987e9-47b8-47f7-b434-bf3ebbe826d0

Superblock backups stored on blocks:

        32768, 98304, 163840, 229376, 294912, 819200, 884736, 1605632

Allocating group tables: done

Writing inode tables: done

Creating journal (32768 blocks): done

Writing superblocks and filesystem accounting information: done
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3. 新しいデバイスをマウントするフォルダを作成します。

# mkdir /mnt/ext4

4. デバイスをマウントします。

# mount /dev/disk/by-id/nvme-eui.000082dd5c05d39300a0980000a52225

/mnt/ext4

ホストでストレージアクセスを確認

ネームスペースを使用する前に、ホストがネームスペースに対してデータの読み取りと
書き込みを実行できることを確認します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ファイルシステムでフォーマットされた、初期化されたネームスペース。

手順

1. ホストで、 1 つ以上のファイルをディスクのマウントポイントにコピーします。

2. ファイルを元のディスク上の別のフォルダにコピーします。

3. diff コマンドを実行して、コピーしたファイルを元のファイルと比較します。

完了後

コピーしたファイルとフォルダを削除します。

NVMe over FC の設定を記録します

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用して NVMe over Fibre

Channel ストレージの構成情報を記録できます。この情報は、プロビジョニングタスク
を実行する際に必要になります。

直接接続トポロジ

直接接続トポロジでは、 1 つ以上のホストをコントローラに直接接続します。
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• ホスト 1 の HBA ポート 1 とコントローラ A のホストポート 1

• ホスト 1 の HBA ポート 2 とコントローラ B のホストポート 1

• ホスト 2 の HBA ポート 1 とコントローラ A のホストポート 2

• ホスト 2 の HBA ポート 2 とコントローラ B のホストポート 2

• ホスト 3 の HBA ポート 1 とコントローラ A のホストポート 3

• ホスト 3 の HBA ポート 2 とコントローラ B のホストポート 3

• ホスト 4 の HBA ポート 1 とコントローラ A のホストポート 4

• ホスト 4 の HBA ポート 2 とコントローラ B のホストポート 4

スイッチ接続トポロジ

ファブリックトポロジでは、 1 つ以上のスイッチを使用します。を参照してください "NetApp Interoperability

Matrix Tool で確認できます" を参照してください。
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ホスト識別子

各ホストのイニシエータ NQN を特定して記録します。

ホストポート接続 ホスト NQN

ホスト（イニシエータ） 1.

ホスト（イニシエータ） 2.

ターゲット NQN

ストレージアレイのターゲット NQN を記録します。

アレイ名 ターゲット NQN

アレイコントローラ（ターゲット）

ターゲット NQN

アレイポートで使用する NQN を記録します。

アレイコントローラ（ターゲット）ポート接続 NQN

コントローラ A のポート 1

コントローラ B のポート 1

コントローラ A のポート 2

コントローラ B 、ポート 2

マッピングホスト名

マッピングホスト名はワークフロー中に作成されます。

マッピングホスト名

ホスト OS タイプ

VMware の簡単な設定
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VMware の簡単な設定の概要

VMware の簡単な方法でストレージアレイをインストールして SANtricity System

Manager にアクセスする方法は、 E シリーズストレージシステムにスタンドアロンの
VMware ホストをセットアップする場合に適しています。最低限の選択で可能なかぎり
迅速にストレージシステムの運用を開始できるように設計されています。

手順の概要

クイック方式で実行する手順は次のとおりです。も参照してください "VMware のワークフロー"。

1. 次のいずれかの通信環境を設定します。

◦ "NVMe over Fibre Channel の 2 つのプロトコルがサポート"

◦ "ファイバチャネル"

◦ "iSCSI"

◦ "（ SAS ）。"

2. ストレージアレイに論理ボリュームを作成します。

3. ボリュームがデータホストに表示されるようにします。

詳細については、こちらをご覧ください

• オンラインヘルプ — SANtricity System Manager を使用して構成とストレージ管理タスクを実行する方法
について説明します製品内で使用できます。

• "ネットアップナレッジベース" （記事のデータベース） - トラブルシューティング情報、 FAQ 、ネット
アップのさまざまな製品とテクノロジの説明を掲載しています。

• "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" — ネットアップが指定した基準と要件を満たすネッ
トアップの製品とコンポーネントの構成を検索できます

• "『 VMware Configuration Guide for E-Series SANtricity iSCSI Integration with ESXi 6.X 』" — VMware と
の iSCSI 統合に関する技術的な詳細情報を提供します

• "VMware 構成の最大数" — 仮想ストレージと物理ストレージを構成して、 ESX / ESXi でサポートされる
最大値の範囲内に収める方法について説明します。

• "VMware NVMe ストレージの要件と制限事項"。

• "VMware vSphere のドキュメント" — ESXi vCenter Server のドキュメントを提供します

前提条件

VMware のクイック方式は、次の前提に基づいています。
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コンポーネント 前提条件

ハードウェア • コントローラシェルフに付属の設置とセットアッ
プの手順書に従ってハードウェアを設置済みであ
る。

• オプションのドライブシェルフとコントローラを
ケーブルで接続済みである。

• ストレージシステムに電源を投入済みである。

• 他のすべてのハードウェア（管理ステーション、
スイッチなど）を設置し、必要な接続を確立済み
である。

ホスト • ストレージシステムとデータホストの間に接続を
確立済みである。

• ホストオペレーティングシステムをインストール
済みである。

• VMware を仮想ゲストとして使用しない。

• データ（ I/O 接続）ホストを SAN からブートす
るように設定しない。

ストレージ管理ステーション • 1Gbps 以上の速度の管理ネットワークを使用して
いる。

• 管理用にデータ（ I/O 接続）ホストではなく別の
ステーションを使用している。

• アウトオブバンド管理を使用して、コントローラ
とのイーサネット接続を介してストレージ管理ス
テーションからストレージシステムにコマンドを
送信している。

• 管理ステーションをストレージ管理ポートと同じ
サブネットに接続済みである。

IP アドレス • DHCP サーバのインストールと設定が完了してい
る。

• 管理ステーションとストレージシステムの間にイ
ーサネット接続をまだ確立していない * 。

ストレージのプロビジョニング • 共有ボリュームは使用しません。

• ボリュームグループではなくプールを作成する。
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コンポーネント 前提条件

プロトコル： FC • ホスト側の FC 接続をすべて確立し、スイッチの
ゾーニングをアクティブ化済みである。

• ネットアップがサポートする FC HBA およびスイ
ッチを使用している。

• に掲載されているバージョンの FC HBA ドライバ
およびファームウェアを使用している "NetApp

Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

プロトコル： NVMe over Fibre Channel • ホスト側の FC 接続をすべて確立し、スイッチの
ゾーニングをアクティブ化済みである。

• ネットアップがサポートする FC HBA およびスイ
ッチを使用している。

• に掲載されているバージョンの FC HBA ドライバ
およびファームウェアを使用している "NetApp

Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

プロトコル： iSCSI • iSCSI トラフィックを転送できるイーサネットス
イッチを使用している。

• iSCSI に関するベンダーの推奨事項に従ってイー
サネットスイッチを設定済みである。

プロトコル： SAS • ネットアップがサポートする SAS HBA を使用し
ている。

• に掲載されているバージョンの SAS HBA ドライ
バおよびファームウェアを使用している "NetApp

Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

これらの前提条件に該当しない場合や、背景にある概念について詳しく学びたい場合は、次のテクニカルレポ
ートを参照してください。 "『 VMware Configuration Guide for E-Series SANtricity iSCSI Integration with

ESXi 6.X 』"

VMware のワークフローを理解する

このワークフローは、ストレージアレイと SANtricity System Manager を設定して
VMware ホストでストレージを使用できるようにするための簡単な方法を示していま
す。
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VMware 構成がサポートされていることを確認する

安定した稼働を確保するために、導入計画を作成し、 NetApp Interoperability Matrix Tool

（ IMT ）を使用して構成全体がサポートされることを確認します。

手順

1. にアクセスします "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

2. [ 検索（解決策 Search ） ] タイルをクリックします。

3. [Protocols [SAN Host] （プロトコル [SAN ホスト ] ）領域で、 * E シリーズ SAN ホスト * の横の * 追加ボ
タンをクリックします。

4. ［ * 検索条件の絞り込み検索の表示 * ］ をクリックします。

[ 検索条件の絞り込み ] セクションが表示されます。このセクションでは、適用するプロトコル、および
オペレーティングシステム、ネットアップ OS 、ホストマルチパスドライバなど、構成のその他の条件を
選択できます。構成に必要な条件を選択し、互換性のある構成要素を確認します。必要に応じて、使用す
るオペレーティングシステムとプロトコルに対して IMT に記載された更新を実行します。選択した構成の
詳細情報には、右ページ矢印をクリックして、 [View Supported Configurations] ページからアクセスでき
ます。

5. 必要に応じて、使用するオペレーティングシステムとプロトコルに対して次の表に記載された更新を実行
します。
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オペレーティングシステムの更新 プロトコル プロトコル関連の更新

• 適切な機能とサポートを確保
するために、ドライバのイン
ストールが必要になる場合が
あります。HBA ドライバは、
ESXi シェルを使用するか、
ESXi ホストへのリモート
SSH 接続を使用してインスト
ールできます。どちらかの方
法でホストにアクセスするに
は、 ESXi シェルと SSH アク
セスを有効にする必要があり
ます。ESXi シェルの詳細につ
いては、 ESXi での ESXi シ
ェルの使用に関する VMware

のナレッジベースを参照して
ください。インストールコマ
ンドについては、 HBA ドラ
イバ付属の手順書を参照して
ください。

• ブートコードとファームウェ
アを更新する方法は、 HBA

ベンダーごとに異なります。
たとえば、 vCenter プラグイ
ンを使用する方法や、 ESXi

ホストに CIM プロバイダをイ
ンストールする方法などがあ
ります。vCenter のプラグイ
ンを使用して、ベンダー固有
の HBA に関する情報を取得
できます。HBA のブートコー
ドまたはファームウェアの更
新に必要な手順書とソフトウ
ェアの入手については、ベン
ダーの Web サイトでサポー
トセクションを参照してくだ
さい。正しいブートコードま
たはファームウェアの入手に
ついては、 _ VMware

Compatibility Guide _ または
HBA ベンダーの Web サイト
を参照してください。

FC ホストバスアダプタ（ HBA ）の
ドライバ、ファームウェア、ブー
トコード

iSCSI ネットワークインターフェイスカ
ード（ NIC ）のドライバ、ファ
ームウェア、ブートコード

（ SAS ）。

DHCP を使用して IP アドレスを設定する

管理ステーションとストレージアレイ間の通信を設定するには、動的ホスト構成プロト

270



コル（ DHCP ）を使用して IP アドレスを指定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ストレージ管理ポートと同じサブネットに DHCP サーバをインストールして設定します。

このタスクについて

各ストレージアレイにはコントローラが 1 台（シンプレックス）または 2 台（デュプレックス）含まれ、コ
ントローラごとにストレージ管理ポートが 2 つあります。各管理ポートには IP アドレスが割り当てられま
す。

以下の手順では、コントローラを 2 台搭載したストレージアレイ（デュプレックス構成）を使用します。

手順

1. 管理ステーションと各コントローラ（ A および B ）の管理ポート 1 にイーサネットケーブルを接続しま
す（まだ接続していない場合）。

DHCP サーバは、各コントローラのポート 1 に IP アドレスを割り当てます。

どちらのコントローラの管理ポート 2 も使用しないでください。ポート 2 はネットアップ
のテクニカルサポート用に予約されています。

イーサネットケーブルを外して再接続するか、ストレージアレイの電源を再投入すると、
DHCP によって IP アドレスが再度割り当てられます。このプロセスは、静的 IP アドレス
が設定されるまで行われます。ケーブルを外したり、アレイの電源を再投入したりしない
ことを推奨します。

DHCP によって割り当てられた IP アドレスをストレージアレイが 30 秒以内に取得できない場合は、次の
デフォルトの IP アドレスが設定されます。

◦ コントローラ A 、ポート 1 ： 169.254.128.101

◦ コントローラ B 、ポート 1 ： 169.254.128.102

◦ サブネットマスク： 255.255.0.0

2. 各コントローラの背面にある MAC アドレスラベルを確認し、ネットワーク管理者に各コントローラのポ
ート 1 の MAC アドレスを伝えます。

MAC アドレスは、ネットワーク管理者が各コントローラの IP アドレスを特定するために必要です。ブラ
ウザからストレージシステムに接続するには、 IP アドレスが必要です。

マルチパスソフトウェアを設定します

ストレージアレイへのパスを冗長化するには、マルチパスソフトウェアを設定します。

マルチパスソフトウェアは、物理パスの 1 つが中断された場合に備えて、ストレージアレイへのパスを冗長
化します。マルチパスソフトウェアは、ストレージへのアクティブな物理パスを 1 つの仮想デバイスとして
オペレーティングシステムに提示します。また、フェイルオーバープロセスも管理して仮想デバイスを更新し
ます。VMware の場合、 NVMe/FC はハイパフォーマンスプラグイン（ HPP ）を使用します。
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VMware では、 FC 、 iSCSI 、および SAS の各プロトコルにのみ対応し、特定のベンダーのストレージアレ
イのフェイルオーバー実装を処理するため、ストレージアレイタイププラグイン（ SATP ）と呼ばれるプラグ
インを提供しています。

使用する SATP は * VMW_SATP_ALUA * です。

詳細については、を参照してください "VMware SATPs"。

SANtricity System Manager にアクセスし、セットアップウィザードを使用します

ストレージアレイを設定するには、 SANtricity System Manager のセットアップウィザ
ードを使用します。

SANtricity System Manager は、各コントローラに組み込まれている Web ベースのインターフェイスです。ユ
ーザーインターフェイスにアクセスするには、ブラウザでコントローラの IP アドレスを指定します。セット
アップウィザードを使用してシステムを設定できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• アウトオブバンド管理：

• 次のいずれかのブラウザを使用して SANtricity System Manager にアクセスするための管理ステーショ
ン。

ブラウザ 最小バージョン

Google Chrome 八九

Microsoft Edge の場合 90

Mozilla Firefox 8時80分

Safari 14

このタスクについて

iSCSI を使用している場合は、 iSCSI の設定中にセットアップウィザードを閉じたことを確認してください。

ウィザードは、 System Manager を開くかブラウザを更新したときに、次の条件の少なくとも 1 つに該当し
ていれば自動的に再度起動されます。

• プールとボリュームグループが検出されていません。

• ワークロードが検出されていません。

• 通知が設定されていません。

セットアップウィザードが自動的に表示されない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

手順
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1. ブラウザで、「 + https://<DomainNameOrIPAddress>+` 」という URL を入力します

「 IPAddress 」は、ストレージアレイコントローラの 1 つのアドレスです。

設定されていないアレイで初めて SANtricity システムマネージャを開くと、管理者パスワードの設定プロ
ンプトが表示されます。ロールベースアクセス管理では、 admin 、 support 、 security 、 monitor の 4 つ
のローカルロールが設定されます。最後の 3 つのロールには、推測されにくいランダムなパスワードが設
定されています。admin ロールのパスワードを設定したら、 admin クレデンシャルを使用してすべてのパ
スワードを変更できます。4 つのローカルユーザロールの詳細については、 SANtricity System Manager

ユーザインターフェイスのオンラインヘルプを参照してください。

2. 管理者パスワードの設定フィールドとパスワードの確認フィールドに管理者ロールの System Manager パ
スワードを入力し、 * パスワードの設定 * をクリックします。

プール、ボリュームグループ、ワークロード、または通知が設定されていない場合は、セットアップウィ
ザードが起動します。

3. セットアップウィザードを使用して、次のタスクを実行します。

◦ * ハードウェア（コントローラとドライブ）の確認 * — ストレージアレイ内のコントローラとドライ
ブの数を確認しますアレイに名前を割り当てます。

◦ * ホストとオペレーティング・システムの確認 * — ストレージ・アレイがアクセスできるホストとオ
ペレーティング・システムの種類を確認します

◦ *Accept pools * — 高速インストール方法の推奨されるプール構成を受け入れますプールはドライブの
論理グループです。

◦ * アラートの設定 * — ストレージアレイで問題が発生した場合に、 System Manager が自動通知を受
信できるようにします。

◦ * AutoSupport を有効にする * — ストレージアレイの状態を自動的に監視し、テクニカルサポートにデ
ィスパッチを送信します。

4. ボリュームをまだ作成していない場合は、メニューからストレージ [ ボリューム ] 、 [ 作成 ] 、 [ ボリュー
ム ] の順に選択してボリュームを作成します。

EF300 および EF600 では、 VMware との互換性を確保するために、ブロックサイズを 512

バイトに設定する必要があります。ボリュームを 512 バイトに設定する方法の詳細につい
ては、 SANtricity System Manager オンラインヘルプを参照してください。

FC 固有のタスクを実行

Fibre Channel プロトコルを使用する場合は、スイッチを設定し、ホストポート識別子を
特定します。

EF300 および EF600 では、 VMware との互換性を確保するために、ブロックサイズを 512 バ
イトに設定する必要があります。ボリュームを 512 バイトに設定する方法の詳細については、
SANtricity System Manager オンラインヘルプを参照してください。

手順1：FCスイッチを設定する- VMware

Fibre Channel （ FC ）スイッチを設定（ゾーニング）すると、ホストをストレージアレイに接続し、パスの
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数を制限できます。スイッチのゾーニングはスイッチの管理インターフェイスで設定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• スイッチの管理者クレデンシャル。

• 各ホストイニシエータポートの WWPN と、スイッチに接続されている各コントローラターゲットポート
の WWPN 。（ HBA ユーティリティを使用して検出してください）。

ベンダーの HBA ユーティリティを使用して、 HBA に関する具体的な情報をアップグレードお
よび取得することができます。HBA ユーティリティの入手方法については、ベンダーの Web

サイトでサポートのセクションを参照してください。

このタスクについて

各イニシエータポートを別々のゾーンに配置し、各イニシエータに対応するターゲットポートをすべて配置す
る必要があります。スイッチのゾーニングの詳細については、スイッチベンダーのマニュアルを参照してくだ
さい。

手順

1. FC スイッチの管理プログラムにログインし、ゾーニング設定のオプションを選択します。

2. 新しいゾーンを作成し、 1 つ目のホストイニシエータポート、およびそのイニシエータと同じ FC スイッ
チに接続するすべてのターゲットポートを配置します。

3. スイッチの FC ホストイニシエータごとにゾーンを作成します。

4. ゾーンを保存し、新しいゾーニング設定をアクティブ化します。

手順2：ホストポートのWWPNを特定する- FC

FC ゾーニングを設定するためには、各イニシエータポートの World Wide Port Name （ WWPN ）を特定す
る必要があります。

手順

1. SSH または ESXi シェルを使用して ESXi ホストに接続します。

2. 次のコマンドを実行します。

esxcfg-scsidevs –a

3. イニシエータ識別子を記録します。次のような出力が表示されます。

vmhba3 lpfc link-up  fc.20000090fa05e848:10000090fa05e848 (0000:03:00.0)

Emulex Corporation Emulex LPe16000 16Gb PCIe Fibre Channel Adapter

vmhba4 lpfc link-up  fc.20000090fa05e849:10000090fa05e849 (0000:03:00.1)

Emulex Corporation Emulex LPe16000 16Gb PCIe Fibre Channel Adapter
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手順 3 ：設定を記録します

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用して FC ストレージの構成情報を記録できま
す。この情報は、プロビジョニングタスクを実行する際に必要になります。

次の図では、 2 つのゾーンでホストが E シリーズストレージアレイに接続されています。一方のゾーンは青
い線で示され、もう一方のゾーンは赤い線で示されます。各ゾーンには、 1 つのイニシエータポートとすべ
てのターゲットポートが含まれます。

ホスト識別子

番号 ホスト（イニシエータ）ポート接
続

WWPN

1. ホスト _ 該当なし _

2. ホストポート 0 から FC スイッチ
ゾーン 0

7. ホストポート 1 から FC スイッチ
ゾーン 1

ターゲット識別子

番号 アレイコントローラ（ターゲット
）ポート接続

WWPN

3. スイッチ _ 該当なし _

6. アレイコントローラ（ターゲット
）

_ 該当なし _
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番号 アレイコントローラ（ターゲット
）ポート接続

WWPN

5. コントローラ A のポート 1 から
FC スイッチ 1

9. コントローラ A のポート 2 から
FC スイッチ 2

4. コントローラ B のポート 1 から
FC スイッチ 1

8. コントローラ B のポート 2 から
FC スイッチ 2

マッピングホスト

マッピングホスト名

ホスト OS タイプ

NVMe over FC 固有のタスクを実行する

NVMe over Fibre Channel プロトコルを使用する場合は、スイッチを設定し、ホストポ
ート識別子を特定します。

手順 1 ： NVMe/FC スイッチを設定します

NVMe over Fibre Channel （ FC ）スイッチを設定（ゾーニング）すると、ホストをストレージアレイに接続
できるようになり、パスの数が制限されます。スイッチのゾーニングはスイッチの管理インターフェイスで設
定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• スイッチの管理者クレデンシャル。

• 各ホストイニシエータポートの WWPN と、スイッチに接続されている各コントローラターゲットポート
の WWPN 。（ HBA ユーティリティを使用して検出してください）。

ベンダーの HBA ユーティリティを使用して、 HBA に関する具体的な情報をアップグレードお
よび取得することができます。HBA ユーティリティの入手方法については、ベンダーの Web

サイトでサポートのセクションを参照してください。

このタスクについて

各イニシエータポートを別々のゾーンに配置し、各イニシエータに対応するターゲットポートをすべて配置す
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る必要があります。スイッチのゾーニングの詳細については、スイッチベンダーのマニュアルを参照してくだ
さい。

手順

1. FC スイッチの管理プログラムにログインし、ゾーニング設定のオプションを選択します。

2. 新しいゾーンを作成し、 1 つ目のホストイニシエータポート、およびそのイニシエータと同じ FC スイッ
チに接続するすべてのターゲットポートを配置します。

3. スイッチの FC ホストイニシエータごとにゾーンを作成します。

4. ゾーンを保存し、新しいゾーニング設定をアクティブ化します。

手順2：ホストポートのWWPNを確認する- NVMe/FC VMware

FC ゾーニングを設定するためには、各イニシエータポートの World Wide Port Name （ WWPN ）を特定す
る必要があります。

手順

1. SSH または ESXi シェルを使用して ESXi ホストに接続します。

2. 次のコマンドを実行します。

esxcfg-scsidevs –a

3. イニシエータ識別子を記録します。次のような出力が表示されます。

vmhba3 lpfc link-up  fc.20000090fa05e848:10000090fa05e848 (0000:03:00.0)

Emulex Corporation Emulex LPe16000 16Gb PCIe Fibre Channel Adapter

vmhba4 lpfc link-up  fc.20000090fa05e849:10000090fa05e849 (0000:03:00.1)

Emulex Corporation Emulex LPe16000 16Gb PCIe Fibre Channel Adapter

手順 3 ： HBA ドライバを有効にします

Broadcom / Emulex および Marvell / Qlogic HBA ドライバで NVMe のサポートが有効になっている必要があ
ります。

手順

1. ESXi シェルから次のいずれかのコマンドを実行します。

◦ * Broadcom/Emulex HBA ドライバ *

esxcli system module parameters set -m lpfc -p

"lpfc_enable_fc4_type=3"

◦ * Marvell ／ Qlogic HBA ドライバ *
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esxcfg-module -s "ql2xnvmesupport=1" qlnativefc

2. ホストをリブートします。

手順 4 ：構成を記録する

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用して NVMe over Fibre Channel ストレージの
構成情報を記録できます。この情報は、プロビジョニングタスクを実行する際に必要になります。

次の図では、 2 つのゾーンでホストが E シリーズストレージアレイに接続されています。一方のゾーンは青
い線で示され、もう一方のゾーンは赤い線で示されます。各ゾーンには、 1 つのイニシエータポートとすべ
てのターゲットポートが含まれます。

ホスト識別子

番号 ホスト（イニシエータ）ポート接
続

WWPN

1. ホスト _ 該当なし _

2. ホストポート 0 から FC スイッチ
ゾーン 0

7. ホストポート 1 から FC スイッチ
ゾーン 1

ターゲット識別子
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番号 アレイコントローラ（ターゲット
）ポート接続

WWPN

3. スイッチ _ 該当なし _

6. アレイコントローラ（ターゲット
）

_ 該当なし _

5. コントローラ A のポート 1 から
FC スイッチ 1

9. コントローラ A のポート 2 から
FC スイッチ 2

4. コントローラ B のポート 1 から
FC スイッチ 1

8. コントローラ B のポート 2 から
FC スイッチ 2

マッピングホスト

マッピングホスト名

ホスト OS タイプ

iSCSI 固有のタスクを実行

iSCSI プロトコルを使用する場合は、スイッチを設定し、アレイ側とホスト側でネット
ワークを設定します。その後、 IP ネットワーク接続を確認します。

手順1：スイッチを設定します（iSCSI、VMware）

iSCSI に関するベンダーの推奨事項に従ってスイッチを設定します。これらの推奨事項には、設定の指示とコ
ードの更新が含まれる場合があります。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• 高可用性を実現するために、 2 つの独立したネットワークiSCSI トラフィックを別々のネットワークセグ
メントに分離してください。

• 送受信ハードウェアフロー制御 * エンドツーエンド * を有効にしました。

• 優先度フロー制御が無効になりました。

• 必要に応じて、ジャンボフレームを有効にします。
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コントローラのスイッチポートでは、ポートチャネル / LACP がサポートされません。ホスト
側 LACP は推奨されません。マルチパスを使用すると、同等以上のメリットが得られます。

手順

スイッチベンダーのマニュアルを参照してください。

手順2：ネットワークを設定する-- iSCSI VMware

iSCSI ネットワークは、データストレージの要件に応じて、さまざまな方法でセットアップできます。環境に
最適な構成を選択するには、ネットワーク管理者に相談してください。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• 送受信ハードウェアフロー制御 * エンドツーエンド * を有効にしました。

• 優先度フロー制御が無効になりました。

• 必要に応じて、ジャンボフレームを有効にします。

パフォーマンス上の理由から IP SAN 内でジャンボフレームを使用している場合は、アレイ、スイッチ、
およびホストでジャンボフレームを使用するように設定してください。ホストおよびスイッチでジャンボ
フレームを有効にする方法については、使用するオペレーティングシステムとスイッチのドキュメントを
参照してください。アレイでジャンボフレームを有効にするには、手順 3 の手順を実行します。

このタスクについて

iSCSI ネットワークを計画する際は、に留意してください "VMware 構成の最大数" ガイドには、サポートされ
る iSCSI ストレージパスの最大数は 8 と記載されています。この要件を考慮して、設定するパス数を多くし
ないようにしてください。

iSCSI ポートバインドを使用していない場合、 VMware iSCSI ソフトウェアイニシエータによって iSCSI ター
ゲットごとに 1 つのセッションがデフォルトで作成されます。

VMware iSCSI ポートバインドは、バインドされているすべての VMkernel ポートを、設定され
たネットワークセグメント上でアクセス可能なすべてのターゲットポートに強制的にログイン
させる機能です。これは、 iSCSI ターゲットに単一のネットワークアドレスを提供するアレイ
で使用するためのものです。iSCSI ポートバインドは使用しないことを推奨します。追加情報
の場合は、を参照してください "VMware のナレッジベース" を参照してください。この記事で
は、 ESX / ESXi でソフトウェア iSCSI ポートバインドを使用する場合の考慮事項について説
明しています。ESXi ホストを別のベンダーのストレージに接続している場合は、ポートバイン
ドとの競合を避けるために、別の iSCSI VMkernel ポートを使用することを推奨します。

ベストプラクティスとして、 E シリーズストレージアレイではポートバインドを使用しないでください。

適切なマルチパス構成を実現するために、 iSCSI ネットワークに複数のネットワークセグメントを使用しま
す。ホスト側のポートと各アレイコントローラのポートを少なくとも 1 つずつ 1 つのネットワークセグメン
トに配置し、同じグループのホスト側とアレイ側のポートをもう 1 つのネットワークセグメントに配置しま
す。可能であれば、複数のイーサネットスイッチを使用してさらに冗長性を確保します。

手順

スイッチベンダーのマニュアルを参照してください。
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多くのネットワークスイッチは 9 、 000 バイトを超える IP オーバーヘッドを設定する必要が
あります。詳細については、スイッチのマニュアルを参照してください。

手順3：アレイ側のネットワークを設定する- iSCSI、VMware

SANtricity System Manager の GUI を使用して、アレイ側の iSCSI ネットワークを設定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• いずれかのストレージアレイコントローラの IP アドレスまたはドメイン名。

• System Manager GUI 、ロールベースアクセス制御（ RBAC ）、または LDAP のパスワード、およびディ
レクトリサービスを設定して、ストレージアレイへの適切なセキュリティアクセスを可能にします。アク
セス管理の詳細については、 SANtricity システムマネージャオンラインヘルプを参照してください。

このタスクについて

このタスクでは、ハードウェアページから iSCSI ポート設定にアクセスする方法について説明します。設定
には、 System （設定） > Configure iSCSI Ports （ iSCSI ポートの設定）メニューからもアクセスできま
す。

VMware 構成でアレイ側のネットワークをセットアップする方法については、次のテクニカル
レポートを参照してください。追加情報 "『 VMware Configuration Guide for E Series

SANtricity iSCSI Integration with ESXi 6.x and 7.x 』"。

手順

1. ブラウザで、「 + https://<DomainNameOrIPAddress>+` 」という URL を入力します

「 IPAddress 」は、ストレージアレイコントローラの 1 つのアドレスです。

設定されていないアレイで初めて SANtricity システムマネージャを開くと、管理者パスワードの設定プロ
ンプトが表示されます。ロールベースアクセス管理では、 admin 、 support 、 security 、 monitor の 4 つ
のローカルロールが設定されます。最後の 3 つのロールには、推測されにくいランダムなパスワードが設
定されています。admin ロールのパスワードを設定したら、 admin クレデンシャルを使用してすべてのパ
スワードを変更できます。4 つのローカルユーザロールの詳細については、 SANtricity System Manager

オンラインヘルプを参照してください。

2. 管理者パスワードの設定フィールドとパスワードの確認フィールドに管理者ロールの System Manager パ
スワードを入力し、 * パスワードの設定 * をクリックします。

プール、ボリュームグループ、ワークロード、または通知が設定されていない場合は、セットアップウィ
ザードが起動します。

3. セットアップウィザードを閉じます。

このウィザードは、あとで追加のセットアップタスクを実行する際に使用します。

4. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

5. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。
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6. iSCSI ポートを設定するコントローラをクリックします。

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

7. Configure iSCSI Port* （ iSCSI ポートの設定）を選択します。

Configure iSCSI Ports （ iSCSI ポートの設定）ダイアログボックスが開きます。

8. ドロップダウンリストで、設定するポートを選択し、 * Next * をクリックします。

9. 構成ポートの設定を選択し、 * 次へ * をクリックします。

すべてのポート設定を表示するには、ダイアログボックスの右側にある * Show more port settings * リン
クをクリックします。

ポートの設定 説明

イーサネットポート速度の設定 目的の速度を選択します。ドロップダウンリストに
表示されるオプションは、ネットワークがサポート
できる最大速度（ 10Gbps など）によって異なりま
す。

コントローラで使用可能なオプショ
ンの 25Gb iSCSI ホストインターフ
ェイスカードは速度を自動ネゴシエ
ートしません。各ポートの速度を
10Gb または 25Gb に設定する必要
があります。すべてのポートを同じ
速度に設定する必要があります。

IPv4 を有効にする / IPv6 を有効にする 一方または両方のオプションを選択して、 IPv4 ネ
ットワークと IPv6 ネットワークのサポートを有効
にします。

TCP リスニングポート（ [Show more port settings]

をクリックすると使用可能）
必要に応じて、新しいポート番号を入力します。

リスニングポートは、コントローラがホスト iSCSI

イニシエータからの iSCSI ログインをリスンするた
めに使用する TCP ポート番号です。デフォルトの
リスニングポートは 3260 です。3260 、または
49152~65535 の値を入力する必要があります。

MTU サイズ（ * Show more port settings* をクリッ
クすると使用可能）

必要に応じて、 Maximum Transmission Unit （
MTU ；最大伝送ユニット）の新しいサイズをバイ
ト単位で入力します。

デフォルトの Maximum Transmission Unit （ MTU

；最大転送単位）サイズは 1500 バイト / フレーム
です。1500~9000 の値を入力する必要がありま
す。

282



ポートの設定 説明

ICMP PING 応答を有効にします Internet Control Message Protocol （ ICMP ）を有
効にする場合は、このオプションを選択します。ネ
ットワーク接続されたコンピュータのオペレーティ
ングシステムは、このプロトコルを使用してメッセ
ージを送信します。ICMP メッセージを送信するこ
とで、ホストに到達できるかどうかや、そのホスト
とのパケットの送受信にどれくらいの時間がかかる
かが確認されます。

[*IPv4 を有効にする *] を選択した場合は、 [ 次へ *] をクリックすると、 IPv4 設定を選択するためのダイ
アログボックスが開きます。[*IPv6 を有効にする *] を選択した場合、 [ 次へ *] をクリックすると、 IPv6

設定を選択するためのダイアログボックスが開きます。両方のオプションを選択した場合は、 IPv4 設定
のダイアログボックスが最初に開き、 * 次へ * をクリックすると、 IPv6 設定のダイアログボックスが開
きます。

10. IPv4 と IPv6 、またはその両方を自動または手動で設定します。すべてのポート設定を表示するには、ダ
イアログボックスの右側にある * Show more settings * リンクをクリックします。

ポートの設定 説明

自動的に設定を取得します 設定を自動的に取得するには、このオプションを選
択します。

静的な設定を手動で指定します このオプションを選択した場合は、フィールドに静
的アドレスを入力します。IPv4 の場合は、ネット
ワークのサブネットマスクとゲートウェイも指定し
ます。IPv6 の場合は、ルーティング可能な IP アド
レスとルータの IP アドレスも指定します。

11. [ 完了 ] をクリックします。

12. System Manager を終了します。

手順4：ホスト側のネットワークを設定する- iSCSI

ホスト側で iSCSI ネットワークを設定すると、 VMware iSCSI イニシエータがアレイとのセッションを確立
できるようになります。

このタスクについて

ホスト側で iSCSI ネットワークを設定するこのクイック方式では、 ESXi ホストから 4 つの冗長パスを経由し
てストレージに iSCSI トラフィックを伝送できるようにします。

このタスクが完了すると、ホストには、両方の VMkernel ポートと両方の VMNIC で構成される単一の
vSwitch が設定されます。

VMware の iSCSI ネットワークを設定する追加情報については、を参照してください "VMware vSphere のド
キュメント" 使用する vSphere のバージョンに対応しています。

手順
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1. iSCSI ストレージトラフィックの伝送に使用するスイッチを設定します。

2. 送受信ハードウェアフロー制御 * エンドツーエンド * を有効にします。

3. 優先度フロー制御を無効にします。

4. アレイ側の iSCSI 設定を完了します。

5. iSCSI トラフィックに 2 つの NIC ポートを使用します。

6. vSphere Client または vSphere Web Client を使用して、ホスト側の設定を行います。

インターフェイスの機能はそれぞれ異なり、ワークフローも完全に同じにはなりません。

手順5：IPネットワーク接続の確認-- iSCSI、VMware

インターネットプロトコル（ IP ）ネットワーク接続を確認するには、 ping テストを使用してホストとアレイ
が通信できることを確認します。

手順

1. ジャンボフレームが有効かどうかに応じて、ホストから次のいずれかのコマンドを実行します。

◦ ジャンボフレームが有効になっていない場合は、次のコマンドを実行します。

vmkping <iSCSI_target_IP_address\>

◦ ジャンボフレームが有効な場合は、ペイロードサイズに 8 、 972 バイトを指定して ping コマンドを
実行します。IP と ICMP を組み合わせたヘッダーは 28 バイトで、これがペイロードに追加されて 9

、 000 バイトになります。-s スイッチは 'packet size ビットを設定しますd オプションは、 IPv4 パケ
ットに DF （ Don’t Fragment ）ビットを設定します。これらのオプションにより、 iSCSI イニシエー
タとターゲットの間で 9 、 000 バイトのジャンボフレームを正常に送信できます。

vmkping -s 8972 -d <iSCSI_target_IP_address\>

この例では、 iSCSI ターゲットの IP アドレスは「 192.0.2.8 」です。

vmkping -s 8972 -d 192.0.2.8

Pinging 192.0.2.8 with 8972 bytes of data:

Reply from 192.0.2.8: bytes=8972 time=2ms TTL=64

Reply from 192.0.2.8: bytes=8972 time=2ms TTL=64

Reply from 192.0.2.8: bytes=8972 time=2ms TTL=64

Reply from 192.0.2.8: bytes=8972 time=2ms TTL=64

Ping statistics for 192.0.2.8:

  Packets: Sent = 4, Received = 4, Lost = 0 (0% loss),

Approximate round trip times in milli-seconds:

  Minimum = 2ms, Maximum = 2ms, Average = 2ms

2. 問題 a vmkping コマンド：各ホストのイニシエータ・アドレス（ iSCSI に使用されるホスト・イーサネッ
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ト・ポートの IP アドレス）から各コントローラの iSCSI ポートに送信されます構成内の各ホストサー
バから、必要に応じて IP アドレスを変更してこの操作を実行します。

コマンドが失敗し、「 endto （） failed （ Message too long ）」というメッセージが表示
された場合は、ホストサーバ、ストレージコントローラ、およびスイッチポートのイーサ
ネットインターフェイスの MTU サイズ（ジャンボフレームのサポート）を確認します。

3. iSCSI Configuration 手順に戻り、ターゲットの検出を終了します。

手順 6 ：設定を記録します

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用してプロトコル固有のストレージ構成情報を
記録できます。この情報は、プロビジョニングタスクを実行する際に必要になります。

推奨される構成

推奨構成は、 2 つのイニシエータポートと 4 つのターゲットポートを 1 つ以上の VLAN で接続した構成で
す。

ターゲット IQN

番号 ターゲットポート接続 IQN

2. ターゲットポート

マッピングホスト名

番号 ホスト情報 名前とタイプ

1. マッピングホスト名

ホスト OS タイプ
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SAS 固有のタスクを実行

SAS プロトコルの場合は、ホストポートアドレスを特定し、推奨設定を適用します。

手順1：SASホスト識別子を特定する-- vmware

HBA ユーティリティを使用して SAS アドレスを確認し、 HBA BIOS を使用して適切な設定を行います。

このタスクについて

HBA ユーティリティのガイドラインを確認します。

• ほとんどの HBA ベンダーは HBA ユーティリティを提供しています。

• Host Context Agent がインストールされている場合、ホストの I/O ポートは自動的に登録されることがあ
ります。

手順

1. HBA ユーティリティを HBA ベンダーの Web サイトからダウンロードします。

2. ユーティリティをインストールします。

3. HBA BIOS を使用して構成に適した設定を選択します。

適切な設定については、の「メモ」列を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認でき
ます" を参照してください。

手順 2 ：設定を記録する

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用してプロトコル固有のストレージ構成情報を
記録できます。この情報は、プロビジョニングタスクを実行する際に必要になります。

ホスト識別子

番号 ホスト（イニシエータ）ポート接
続

SAS アドレス

1. ホスト _ 該当なし _
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番号 ホスト（イニシエータ）ポート接
続

SAS アドレス

2. ホスト（イニシエータ）ポート 1

からコントローラ A のポート 1

3. ホスト（イニシエータ）ポート 1

からコントローラ B のポート 1

4. ホスト（イニシエータ）ポート 2

からコントローラ A のポート 1

5. ホスト（イニシエータ）ポート 2

からコントローラ B のポート 1

ターゲット識別子

推奨構成は 2 つのターゲットポートで構成されます。

マッピングホスト名

マッピングホスト名

ホスト OS タイプ

ホストでストレージを検出します

ホストにボリュームを割り当てたら、ホストがボリュームを検出してマルチパスを設定
できるように、再スキャンを実行します。

デフォルトでは、 ESXi ホストは 5 分ごとに再スキャンを実行します。ボリュームを作成してからホストに割
り当てるまでの間に、手動の再スキャンを実行する前にボリュームが表示されることがあります。その場合で
も、手動で再スキャンを実行してすべてのボリュームが正しく設定されていることを確認できます。

手順

1. 1 つ以上のボリュームを作成して ESXi ホストに割り当てます。

2. vCenter Server を使用している場合は、ホストをサーバのインベントリに追加します。

3. vSphere Client または vSphere Web Client を使用して、 vCenter Server または ESXi ホストに直接接続し
ます。

4. ESXi ホストでストレージの再スキャンを実行する方法については、を検索してください "VMware のナレ
ッジベース" このトピックの記事です。

ホストでストレージを設定します

ESXi ホストに割り当てられたストレージは、 Virtual Machine File System （ VMFS ）
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データストアまたは Raw デバイスマッピング（ RDM ）として使用できます。RDM

は、 NVMe over Fibre Channel プロトコルではサポートされません。

ESXi 6.x および 7.x のすべてのバージョンで、 VMFS バージョン 5 および 6 がサポートされます。

手順

1. ESXi ホストにマッピングされたボリュームが正しく検出されていることを確認してください。

2. vSphere Client または vSphere Web Client で VMFS データストアを作成する手順、またはボリュームを
RDM として使用する手順については、を参照してください "VMware のドキュメント Web サイト"。

ホストでストレージアクセスを確認

ボリュームを使用する前に、ホストがボリュームに対してデータの読み取りと書き込み
を実行できることを確認します。

これを行うには、ボリュームが Virtual Machine File System （ VMFS ）データストアとして使用されている
か、または Raw デバイスマッピング（ RDM ）として VM に直接マッピングされていることを確認します。

Windows の簡単な設定

Windows の簡単な設定の概要

Windows の簡単な方法でストレージアレイをインストールして SANtricity System

Manager にアクセスする方法は、 E シリーズシステムにスタンドアロンの Windows ホ
ストを設定する場合に適しています。最低限の選択で可能なかぎり迅速にストレージシ
ステムの運用を開始できるように設計されています。

手順の概要

クイック方式で実行する手順は次のとおりです。も参照してください "Windows ワークフロー"。

1. 次のいずれかの通信環境を設定します。

◦ "Fibre Channel （ FC ；ファイバチャネル）"

◦ "iSCSI"

◦ "（ SAS ）。"

2. ストレージアレイに論理ボリュームを作成します。

3. ボリュームがデータホストに表示されるようにします。

詳細については、こちらをご覧ください

• オンラインヘルプ — SANtricity System Manager を使用して構成とストレージ管理タスクを実行する方法
について説明します製品内で使用できます。

• "ネットアップナレッジベース" （記事のデータベース） - トラブルシューティング情報、 FAQ 、ネット
アップのさまざまな製品とテクノロジの説明を掲載しています。

• "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" — ネットアップが指定した基準と要件を満たすネッ
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トアップの製品とコンポーネントの構成を検索できます

• "ネットアップのマニュアル： Host Utilities" — 現在の Windows Unified Host Utilities バージョンのマニュ
アルを提供します。

前提条件

Windows のクイック方式は、次の前提に基づいています。

コンポーネント 前提条件

ハードウェア • コントローラシェルフに付属の設置とセットアッ
プの手順書に従ってハードウェアを設置済みであ
る。

• オプションのドライブシェルフとコントローラを
ケーブルで接続済みである。

• ストレージシステムに電源を投入済みである。

• 他のすべてのハードウェア（管理ステーション、
スイッチなど）を設置し、必要な接続を確立済み
である。

ホスト • ストレージシステムとデータホストの間に接続を
確立済みである。

• ホストオペレーティングシステムをインストール
済みである。

• Windows を仮想ゲストとして使用しない。

• データ（ I/O 接続）ホストを SAN からブートす
るように設定しない。

ストレージ管理ステーション • 1Gbps 以上の速度の管理ネットワークを使用して
いる。

• 管理用にデータ（ I/O 接続）ホストではなく別の
ステーションを使用している。

• アウトオブバンド管理を使用して、コントローラ
とのイーサネット接続を介してストレージ管理ス
テーションからストレージシステムにコマンドを
送信している。

• 管理ステーションをストレージ管理ポートと同じ
サブネットに接続済みである。

IP アドレス • DHCP サーバのインストールと設定が完了してい
る。

• 管理ステーションとストレージシステムの間にイ
ーサネット接続をまだ確立していない * 。
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コンポーネント 前提条件

ストレージのプロビジョニング • 共有ボリュームは使用しません。

• ボリュームグループではなくプールを作成する。

プロトコル： FC • ホスト側の FC 接続をすべて確立し、スイッチの
ゾーニングをアクティブ化済みである。

• ネットアップがサポートする FC HBA およびスイ
ッチを使用している。

• に掲載されているバージョンの FC HBA ドライバ
およびファームウェアを使用している "NetApp

Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

プロトコル： iSCSI • iSCSI トラフィックを転送できるイーサネットス
イッチを使用している。

• iSCSI に関するベンダーの推奨事項に従ってイー
サネットスイッチを設定済みである。

プロトコル： SAS • ネットアップがサポートする SAS HBA を使用し
ている。

• に掲載されているバージョンの SAS HBA ドライ
バおよびファームウェアを使用している "NetApp

Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

Windows のワークフローを理解する

このワークフローは、ストレージアレイと SANtricity System Manager を設定して
Windows ホストでストレージを使用できるようにするための簡単な方法を示していま
す。
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Windows 構成がサポートされていることを確認する

安定した稼働を確保するために、導入計画を作成し、 NetApp Interoperability Matrix Tool

（ IMT ）を使用して構成全体がサポートされることを確認します。

手順

1. にアクセスします "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

2. [* Storage 解決策 Search* （ストレージ検索） ] タイルをクリックします。

3. [Protocols [SAN Host] （プロトコル [SAN ホスト ] ）領域で、 * E シリーズ SAN ホスト * の横の * 追加ボ
タンをクリックします。

4. ［ * 検索条件の絞り込み検索の表示 * ］ をクリックします。

[ 検索条件の絞り込み ] セクションが表示されます。このセクションでは、適用するプロトコル、および
オペレーティングシステム、ネットアップ OS 、ホストマルチパスドライバなど、構成のその他の条件を
選択できます。構成に必要な条件を選択し、互換性のある構成要素を確認します。必要に応じて、使用す
るオペレーティングシステムとプロトコルに対して IMT に記載された更新を実行します。選択した構成の
詳細情報には、右ページ矢印をクリックして、 [View Supported Configurations] ページからアクセスでき
ます。

5. 必要に応じて、使用するオペレーティングシステムとプロトコルに対して次の表に記載された更新を実行
します。

オペレーティングシステムの更新 プロトコル プロトコル関連の更新

適切な機能とサポートを確保する
ために、ドライバのインストール
が必要になる場合があります。

ブートコードとファームウェアを
更新する方法は、 HBA ベンダー
ごとに異なります。HBA のブー
トコードとファームウェアの更新
に必要な手順書とソフトウェアの
入手については、ベンダーの
Web サイトでサポートセクショ
ンを参照してください。

FC ホストバスアダプタ（ HBA ）の
ドライバ、ファームウェア、ブー
トコード

iSCSI ネットワークインターフェイスカ
ード（ NIC ）のドライバ、ファ
ームウェア、ブートコード

（ SAS ）。

DHCP を使用して IP アドレスを設定する

管理ステーションとストレージアレイ間の通信を設定するには、動的ホスト構成プロト
コル（ DHCP ）を使用して IP アドレスを指定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。
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• ストレージ管理ポートと同じサブネットに DHCP サーバをインストールして設定します。

このタスクについて

各ストレージアレイにはコントローラが 1 台（シンプレックス）または 2 台（デュプレックス）含まれ、コ
ントローラごとにストレージ管理ポートが 2 つあります。各管理ポートには IP アドレスが割り当てられま
す。

以下の手順では、コントローラを 2 台搭載したストレージアレイ（デュプレックス構成）を使用します。

手順

1. 管理ステーションと各コントローラ（ A および B ）の管理ポート 1 にイーサネットケーブルを接続しま
す（まだ接続していない場合）。

DHCP サーバは、各コントローラのポート 1 に IP アドレスを割り当てます。

どちらのコントローラの管理ポート 2 も使用しないでください。ポート 2 はネットアップ
のテクニカルサポート用に予約されています。

イーサネットケーブルを外して再接続するか、ストレージアレイの電源を再投入すると、
DHCP によって IP アドレスが再度割り当てられます。このプロセスは、静的 IP アドレス
が設定されるまで行われます。ケーブルを外したり、アレイの電源を再投入したりしない
ことを推奨します。

DHCP によって割り当てられた IP アドレスをストレージアレイが 30 秒以内に取得できない場合は、次の
デフォルトの IP アドレスが設定されます。

◦ コントローラ A 、ポート 1 ： 169.254.128.101

◦ コントローラ B 、ポート 1 ： 169.254.128.102

◦ サブネットマスク： 255.255.0.0

2. 各コントローラの背面にある MAC アドレスラベルを確認し、ネットワーク管理者に各コントローラのポ
ート 1 の MAC アドレスを伝えます。

MAC アドレスは、ネットワーク管理者が各コントローラの IP アドレスを特定するために必要です。ブラ
ウザからストレージシステムに接続するには、 IP アドレスが必要です。

マルチパスソフトウェアを設定します

ストレージアレイへのパスを冗長化するには、 SANtricity Windows DSM パッケージを
インストールし、 Windows 向けのマルチパスパッケージを使用します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• 適切な管理者権限またはスーパーユーザ権限です。

このタスクについて

マルチパスソフトウェアは、物理パスの 1 つが中断された場合に備えて、ストレージアレイへのパスを冗長
化します。マルチパスを使用するには、 SANtricity DSM パッケージをインストールする必要があります。こ
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のパッケージには、 Windows 向けのマルチパスソフトウェアが含まれています。

Windows のインストール環境では、フェイルオーバーにネイティブの MPIO Device Specific Module （ DSM

；デバイス固有モジュール）ドライバを使用します。SANtricity Windows DSM パッケージをインストールし
て有効にする場合、マルチパスを使用するためにそれ以上の操作を行う必要はありません。

手順

1. から * SANtricity * Windows DSM * パッケージをダウンロードします "SANtricity OS ソフトウェアのペー
ジ"。ソフトウェアバージョン SANtricity を選択し、ライセンス契約に同意して、 [ 追加ダウンロード ] の
下の [Windows DSM] を選択します。

2. SANtricity * Windows DSM * インストーラーを実行します。実行するインストールパッケージをダブルク
リックします。

3. インストールウィザードを使用して、管理ステーションにパッケージをインストールします。

Windows Unified Host Utilities をインストールして設定します

Windows Unified Host Utilities ツールを使用して、ホストコンピュータをネットアップス
トレージシステムに接続し、ホストコンピュータで必要なパラメータを設定できます。
また、ネットアップストレージとの間で最適な読み取り / 書き込みパフォーマンスを達
成するために、適切なディスクタイムアウトを設定することもできます。

詳細については、の「 _Windows Host Utilities Installation Guide 」を参照してください "ネッ
トアップのマニュアル： Host Utilities"。

手順

1. を使用します "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" をクリックして、インストールする
Unified Host Utilities の適切なバージョンを確認します。

サポートされる構成ごとに対応するバージョンが表示されます。

2. から Unified Host Utilities をダウンロードします "ネットアップサポート"。

このユーティリティパッケージは、 SANtricity ストレージマネージャインストーラを使用
してインストールすることはできません。

または、 SANtricity SMdevices ユーティリティを使用して Unified Host Utility ツールと同じ
機能を実行することもできます。SMdevices ユーティリティは SMutils パッケージに含ま
れています。SMutils パッケージは、ホストがストレージアレイから認識する内容を確認す
るためのユーティリティをまとめたパッケージです。SANtricity ソフトウェアのインストー
ルに含まれています。

SMcli および Host Context Agent （ HCA ）を使用するための SANtricity Storage
Manager のインストール

SANtricity ソフトウェア 11.53 以前を使用している場合は、管理ステーションに
SANtricity Storage Manager ソフトウェアをインストールして、アレイの管理に役立て
ることができます。
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SANtricity Storage Manager には、管理タスクを実行するためのコマンドラインインターフェイス（ CLI ）
と、 I/O パスを介してストレージアレイコントローラにホスト構成情報をプッシュするためのホストコンテキ
ストエージェントがあります。

SANtricity ソフトウェア 11.60 以降を使用している場合は、次の手順は実行する必要はありま
せん。SANtricity Secure CLI （ SMcli ）は SANtricity OS に含まれており、 SANtricity System

Manager からダウンロードできます。SANtricity システムマネージャを使用して SMcli をダウ
ンロードする方法の詳細については、 SANtricity システムマネージャオンラインヘルプの「ダ
ウンロードコマンドラインインターフェイス（ CLI ） _ topic 」を参照してください。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• SANtricity ソフトウェア 11.53 以前。

• 適切な管理者権限またはスーパーユーザ権限です。

• SANtricity Storage Manager クライアント用の、次の最小要件を持つシステム。

◦ RAM: Java Runtime Engine 用に 2GB

◦ * ディスク容量 * ： 5GB

◦ * OS / アーキテクチャ * ：サポートされているオペレーティング・システムのバージョンとアーキテ
クチャーを判断するためのガイダンスについては、を参照してください "ネットアップサポート"

。Downloads * タブで、ダウンロード [E-Series SANtricity Storage Manager] に移動します。

手順

1. SANtricity ソフトウェアリリースは、からダウンロードします "ネットアップサポート"。Downloads * タ
ブのメニュー： Downloads [E-Series SANtricity Storage Manager] 。

2. SANtricity インストーラを実行します。実行する SMIA*.exe インストールパッケージをダブルクリックし
ます。

3. インストールウィザードを使用して、管理ステーションにソフトウェアをインストールします。

SANtricity System Manager にアクセスし、セットアップウィザードを使用します

ストレージアレイを設定するには、 SANtricity System Manager のセットアップウィザ
ードを使用します。

SANtricity System Manager は、各コントローラに組み込まれている Web ベースのインターフェイスです。ユ
ーザーインターフェイスにアクセスするには、ブラウザでコントローラの IP アドレスを指定します。セット
アップウィザードを使用してシステムを設定できます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• アウトオブバンド管理：

• 次のいずれかのブラウザを使用して SANtricity System Manager にアクセスするための管理ステーショ
ン。
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ブラウザ 最小バージョン

Google Chrome 八九

Microsoft Edge の場合 90

Mozilla Firefox 8時80分

Safari 14

このタスクについて

iSCSI を使用している場合は、 iSCSI の設定中にセットアップウィザードを閉じたことを確認してください。

ウィザードは、 System Manager を開くかブラウザを更新したときに、次の条件の少なくとも 1 つに該当し
ていれば自動的に再度起動されます。

• プールまたはボリュームグループが検出されていません。

• ワークロードが検出されていません。

• 通知が設定されていません。

セットアップウィザードが自動的に表示されない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

手順

1. ブラウザで、「 + https://<DomainNameOrIPAddress>+` 」という URL を入力します

「 IPAddress 」は、ストレージアレイコントローラの 1 つのアドレスです。

設定されていないアレイで初めて SANtricity システムマネージャを開くと、管理者パスワードの設定プロ
ンプトが表示されます。ロールベースアクセス管理では、 admin 、 support 、 security 、 monitor の 4 つ
のローカルロールが設定されます。最後の 3 つのロールには、推測されにくいランダムなパスワードが設
定されています。admin ロールのパスワードを設定したら、 admin クレデンシャルを使用してすべてのパ
スワードを変更できます。4 つのローカルユーザロールの詳細については、 SANtricity System Manager

ユーザインターフェイスのオンラインヘルプを参照してください。

2. 管理者パスワードの設定フィールドとパスワードの確認フィールドに管理者ロールの System Manager パ
スワードを入力し、 * パスワードの設定 * をクリックします。

プール、ボリュームグループ、ワークロード、または通知が設定されていない場合は、セットアップウィ
ザードが起動します。

3. セットアップウィザードを使用して、次のタスクを実行します。

◦ * ハードウェア（コントローラとドライブ）の確認 * — ストレージアレイ内のコントローラとドライ
ブの数を確認しますアレイに名前を割り当てます。

◦ * ホストとオペレーティング・システムの確認 * — ストレージ・アレイがアクセスできるホストとオ
ペレーティング・システムの種類を確認します

◦ *Accept pools * — 高速インストール方法の推奨されるプール構成を受け入れますプールはドライブの
論理グループです。
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◦ * アラートの設定 * — ストレージアレイで問題が発生した場合に、 System Manager が自動通知を受
信できるようにします。

◦ * AutoSupport を有効にする * — ストレージアレイの状態を自動的に監視し、テクニカルサポートにデ
ィスパッチを送信します。

4. ボリュームをまだ作成していない場合は、メニューからストレージ [ ボリューム ] 、 [ 作成 ] 、 [ ボリュー
ム ] の順に選択してボリュームを作成します。

詳細については、 SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照してください。

FC 固有のタスクを実行

Fibre Channel プロトコルを使用する場合は、スイッチを設定し、ホストポート識別子を
特定します。

手順1：FCスイッチを設定する- Windows

Fibre Channel （ FC ）スイッチを設定（ゾーニング）すると、ホストをストレージアレイに接続し、パスの
数を制限できます。スイッチのゾーニングはスイッチの管理インターフェイスで設定します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• スイッチの管理者クレデンシャル。

• 各ホストイニシエータポートの WWPN と、スイッチに接続されている各コントローラターゲットポート
の WWPN 。（ HBA ユーティリティを使用して検出してください）。

このタスクについて

ゾーンは、物理ポートではなく WWPN に基づいて作成する必要があります。各イニシエータポートを別々の
ゾーンに配置し、各イニシエータに対応するターゲットポートをすべて配置する必要があります。スイッチの
ゾーニングの詳細については、スイッチベンダーのマニュアルを参照してください。

手順

1. FC スイッチの管理プログラムにログインし、ゾーニング設定のオプションを選択します。

2. 新しいゾーンを作成し、 1 つ目のホストイニシエータポート、およびそのイニシエータと同じ FC スイッ
チに接続するすべてのターゲットポートを配置します。

3. スイッチの FC ホストイニシエータごとにゾーンを作成します。

4. ゾーンを保存し、新しいゾーニング設定をアクティブ化します。

手順2：ホストのWWPNを確認し、推奨設定を適用する- FC、Windows

FC HBA ユーティリティをインストールして、各ホストポートの World Wide Port Name （ WWPN ）を確認
できるようにします。また、 HBA ユーティリティを使用して、の Notes 列に推奨される設定を変更すること
もできます "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" を参照してください。

このタスクについて

HBA ユーティリティについては、次のガイドラインを確認してください。
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• ほとんどの HBA ベンダーは HBA ユーティリティを提供しています。使用するホストオペレーティングシ
ステムと CPU に対応した正しいバージョンの HBA が必要です。FC HBA ユーティリティには次のような
ものがあります。

◦ Emulex HBA 用の Emulex OneCommand Manager

◦ QLogic HBA 用の QLogic QConverge コンソール

• Host Context Agent がインストールされている場合、ホストの I/O ポートは自動的に登録されることがあ
ります。

手順

1. HBA ベンダーの Web サイトから該当するユーティリティをダウンロードします。

2. ユーティリティをインストールします。

3. HBA ユーティリティで適切な設定を選択します。

構成に適した設定は、の Notes 列に表示されます "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

手順 3 ：設定を記録します

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用して FC ストレージの構成情報を記録できま
す。この情報は、プロビジョニングタスクを実行する際に必要になります。

次の図では、 2 つのゾーンでホストが E シリーズストレージアレイに接続されています。一方のゾーンは青
い線で示され、もう一方のゾーンは赤い線で示されます。いずれのポートにもストレージへのパスが 2 つ（
各コントローラへのパスが 1 つ）あります。

ホスト識別子

番号 ホスト（イニシエータ）ポート接
続

WWPN

1. ホスト _ 該当なし _
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番号 ホスト（イニシエータ）ポート接
続

WWPN

2. ホストポート 0 から FC スイッチ
ゾーン 0

7. ホストポート 1 から FC スイッチ
ゾーン 1

ターゲット識別子

番号 アレイコントローラ（ターゲット
）ポート接続

WWPN

3. スイッチ _ 該当なし _

6. アレイコントローラ（ターゲット
）

_ 該当なし _

5. コントローラ A のポート 1 から
FC スイッチ 1

9. コントローラ A のポート 2 から
FC スイッチ 2

4. コントローラ B のポート 1 から
FC スイッチ 1

8. コントローラ B のポート 2 から
FC スイッチ 2

マッピングホスト名

マッピングホスト名

ホスト OS タイプ

iSCSI 固有のタスクを実行

iSCSI プロトコルを使用する場合は、スイッチを設定し、アレイ側とホスト側でネット
ワークを設定してから、 IP ネットワーク接続を確認します。

手順1：スイッチを設定します。iSCSI、Windows

iSCSI に関するベンダーの推奨事項に従ってスイッチを設定します。これらの推奨事項には、設定の指示とコ
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ードの更新が含まれる場合があります。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• 高可用性を実現するために、 2 つの独立したネットワークVLAN または 2 つの独立したネットワークを使
用して、 iSCSI トラフィックを別々のネットワークセグメントに分離してください。

• 送受信ハードウェアフロー制御 * エンドツーエンド * を有効にしました。

• 優先度フロー制御が無効になりました。

• 必要に応じて、ジャンボフレームを有効にします。

コントローラのスイッチポートでは、ポートチャネル / LACP がサポートされません。ホスト
側 LACP は推奨されません。マルチパスを使用すると、同等以上のメリットが得られます。

手順

スイッチベンダーのマニュアルを参照してください。

手順2：ネットワークを設定する-- iSCSI Windows

iSCSI ネットワークは、データストレージの要件に応じて、さまざまな方法でセットアップできます。環境に
最適な構成を選択するには、ネットワーク管理者に相談してください。

iSCSI ネットワークに基本的な冗長性を効果的に設定するには、各ホストポートと各コントローラの 1 つのポ
ートを別々のスイッチに接続し、ホストポートとコントローラポートの各セットを VLAN を使用して別々の
ネットワークセグメントに分離します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• 送受信ハードウェアフロー制御 * エンドツーエンド * を有効にしました。

• 優先度フロー制御が無効になりました。

• 必要に応じて、ジャンボフレームを有効にします。

パフォーマンス上の理由から IP SAN 内でジャンボフレームを使用している場合は、アレイ、スイッチ、
およびホストでジャンボフレームを使用するように設定してください。ホストおよびスイッチでジャンボ
フレームを有効にする方法については、使用するオペレーティングシステムとスイッチのドキュメントを
参照してください。アレイでジャンボフレームを有効にするには、手順 3 の手順を実行します。

手順

スイッチベンダーのマニュアルを参照してください。

多くのネットワークスイッチは 9 、 000 バイトを超える IP オーバーヘッドを設定する必要が
あります。詳細については、スイッチのマニュアルを参照してください。

手順3：アレイ側のネットワークを構成する-- iSCSI、Windows

SANtricity System Manager の GUI を使用して、アレイ側の iSCSI ネットワークを設定します。
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作業を開始する前に

• いずれかのストレージアレイコントローラの IP アドレスまたはドメイン名。

• System Manager GUI 、ロールベースアクセス制御（ RBAC ）、または LDAP のパスワード、およびスト
レージアレイへの適切なセキュリティアクセスのために設定されたディレクトリサービス。アクセス管理
の詳細については、 SANtricity システムマネージャオンラインヘルプを参照してください。

このタスクについて

このタスクでは、ハードウェアページから iSCSI ポート設定にアクセスする方法について説明します。設定
には、 System （設定） > Configure iSCSI Ports （ iSCSI ポートの設定）メニューからもアクセスできま
す。

手順

1. ブラウザで、「 + https://<DomainNameOrIPAddress>+` 」という URL を入力します

「 IPAddress 」は、ストレージアレイコントローラの 1 つのアドレスです。

設定されていないアレイで初めて SANtricity システムマネージャを開くと、管理者パスワードの設定プロ
ンプトが表示されます。ロールベースアクセス管理では、 admin 、 support 、 security 、 monitor の 4 つ
のローカルロールが設定されます。最後の 3 つのロールには、推測されにくいランダムなパスワードが設
定されています。admin ロールのパスワードを設定したら、 admin クレデンシャルを使用してすべてのパ
スワードを変更できます。4 つのローカルユーザロールの詳細については、 SANtricity System Manager

オンラインヘルプを参照してください。

2. 管理者パスワードの設定フィールドとパスワードの確認フィールドに管理者ロールの System Manager パ
スワードを入力し、パスワードの設定 * ボタンを選択します。

プール、ボリュームグループ、ワークロード、または通知が設定されていない状態で System Manager を
開くと、セットアップウィザードが起動します。

3. セットアップウィザードを閉じます。

このウィザードは、あとで追加のセットアップタスクを実行する際に使用します。

4. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

5. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

図の表示が切り替わり、ドライブではなくコントローラが表示されます。

6. iSCSI ポートを設定するコントローラをクリックします。

コントローラのコンテキストメニューが表示されます。

7. Configure iSCSI Port* （ iSCSI ポートの設定）を選択します。

Configure iSCSI Ports （ iSCSI ポートの設定）ダイアログボックスが開きます。

8. ドロップダウンリストで、設定するポートを選択し、 * Next * をクリックします。

9. 構成ポートの設定を選択し、 * 次へ * をクリックします。

すべてのポート設定を表示するには、ダイアログボックスの右側にある * Show more port settings * リン
クをクリックします。
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ポートの設定 説明

イーサネットポート速度の設定 目的の速度を選択します。ドロップダウンリストに
表示されるオプションは、ネットワークがサポート
できる最大速度（ 10Gbps など）によって異なりま
す。

E5700 / EF570 コントローラのオプ
ションの iSCSI ホストインターフェ
イスカードでは、速度が自動ネゴシ
エートされません。各ポートの速度
を 10Gb または 25Gb に設定する必
要があります。すべてのポートを同
じ速度に設定する必要があります。

IPv4 を有効にする / IPv6 を有効にする 一方または両方のオプションを選択して、 IPv4 ネ
ットワークと IPv6 ネットワークのサポートを有効
にします。

TCP リスニングポート（ [Show more port settings]

をクリックすると使用可能）
必要に応じて、新しいポート番号を入力します。リ
スニングポートは、コントローラがホスト iSCSI イ
ニシエータからの iSCSI ログインをリスンするため
に使用する TCP ポート番号です。デフォルトのリ
スニングポートは 3260 です。3260 、または
49152~65535 の値を入力する必要があります。

MTU サイズ（ * Show more port settings* をクリッ
クすると使用可能）

必要に応じて、 Maximum Transmission Unit （
MTU ；最大伝送ユニット）の新しいサイズをバイ
ト単位で入力します。デフォルトの Maximum

Transmission Unit （ MTU ；最大転送単位）サイズ
は 1500 バイト / フレームです。1500~9000 の値を
入力する必要があります。

ICMP PING 応答を有効にします Internet Control Message Protocol （ ICMP ）を有
効にする場合は、このオプションを選択します。ネ
ットワーク接続されたコンピュータのオペレーティ
ングシステムは、このプロトコルを使用してメッセ
ージを送信します。ICMP メッセージを送信するこ
とで、ホストに到達できるかどうかや、そのホスト
とのパケットの送受信にどれくらいの時間がかかる
かが確認されます。

[*IPv4 を有効にする *] を選択した場合は、 [ 次へ *] をクリックすると、 IPv4 設定を選択するためのダイ
アログボックスが開きます。[*IPv6 を有効にする *] を選択した場合、 [ 次へ *] をクリックすると、 IPv6

設定を選択するためのダイアログボックスが開きます。両方のオプションを選択した場合は、 IPv4 設定
のダイアログボックスが最初に開き、 * 次へ * をクリックすると、 IPv6 設定のダイアログボックスが開
きます。

10. IPv4 と IPv6 、またはその両方を自動または手動で設定します。すべてのポート設定を表示するには、ダ
イアログボックスの右側にある * Show more settings * リンクをクリックします。
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ポートの設定 説明

自動的に設定を取得します 設定を自動的に取得するには、このオプションを選
択します。

静的な設定を手動で指定します このオプションを選択した場合は、フィールドに静
的アドレスを入力します。IPv4 の場合は、ネット
ワークのサブネットマスクとゲートウェイも指定し
ます。IPv6 の場合は、ルーティング可能な IP アド
レスとルータの IP アドレスも指定します。

VLAN サポートを有効にします（ * Show more

settings * をクリックして使用可能）。
このオプションは、 iSCSI 環境での
み使用できます。NVMe over RoCE

環境では使用できません。

VLAN を有効にしてその ID を入力する場合は、こ
のオプションを選択します。VLAN は、同じスイッ
チ、同じルータ、またはその両方でサポートされる
他の物理 LAN （ローカルエリアネットワーク）お
よび仮想 LAN から物理的に分離されたように動作
する論理ネットワークです。

イーサネットの優先順位を有効にする（ [ 詳細設定
を表示する *] をクリックして使用可能）。

このオプションは、 iSCSI 環境での
み使用できます。NVMe over RoCE

環境では使用できません。

ネットワークアクセスの優先度を決定するパラメー
タを有効にする場合は、このオプションを選択しま
す。スライダを使用して優先度を 1 から 7 の間で
選択します。共有 LAN 環境（イーサネットなど）
では、多数のステーションがネットワークアクセス
で競合する可能性があります。アクセスは先に行わ
れたものから順に処理されます。2 つのステーショ
ンが同時にネットワークにアクセスしようとする
と、両方のステーションがオフになり、再試行する
まで待機します。スイッチイーサネットでは、 1 つ
のステーションだけがスイッチポートに接続される
ため、このプロセスは最小限に抑えられます。

11. [ 完了 ] をクリックします。

12. System Manager を終了します。

手順4：ホスト側のネットワークを設定する- iSCSI

Microsoft iSCSI イニシエータがアレイとのセッションを確立できるように、ホスト側で iSCSI ネットワーク
を設定する必要があります。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。
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• iSCSI ストレージトラフィックの伝送に使用される、完全に構成されたスイッチ。

• 送受信ハードウェアフロー制御 * エンドツーエンド * を有効にしました

• 優先度フロー制御が無効になりました。

• アレイ側の iSCSI 設定が完了しました。

• コントローラの各ポートの IP アドレス。

このタスクについて

この手順では、 2 つの NIC ポートが iSCSI トラフィックに使用されることを想定しています。

手順

1. 使用していないネットワークアダプタプロトコルを無効にします

これらのプロトコルには、 QoS 、ファイルとプリンタの共有、 NetBIOS などがありますが、これらに限
定されません。

2. ホストのターミナル・ウィンドウから 'iscsicpl.exe を実行して '* iSCSI Initiator Properties* ダイアログ・
ボックスを開きます

3. [ 検出 ] タブで、 [* ポータルの検出 *] を選択し、 iSCSI ターゲットポートの 1 つの IP アドレスを入力し
ます。

4. [ ターゲット ] タブで、検出した最初のターゲットポータルを選択し、 [* 接続 ] を選択します。

5. [ マルチパスを有効にする *] を選択し、 [ この接続をお気に入りターゲットのリストに追加する *] を選択
して、 [ 詳細  を選択します。

6. ローカルアダプター * の場合は、 * Microsoft iSCSI イニシエータ * を選択します。

7. * Initiator IP * には、 iSCSI ターゲットの 1 つと同じサブネットまたは VLAN 上のポートの IP アドレスを
選択します。

8. * Target IP * には、上記の手順で選択した * Initiator IP * と同じサブネット上のポートの IP アドレスを選
択します。

9. 残りのチェックボックスはデフォルト値のままにして、 * OK * を選択します。

10. [ ターゲットへの接続 * ] ダイアログボックスに戻ったら、再度「 * OK * 」を選択します。

11. ストレージアレイへの接続を確立する各イニシエータポートとセッション（論理パス）に対して、この手
順を繰り返します。
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手順5：IPネットワーク接続の確認-- iSCSI、Windows

インターネットプロトコル（ IP ）ネットワーク接続を確認するには、 ping テストを使用してホストとアレイ
が通信できることを確認します。

1. [ スタート ]>[ すべてのプログラム ]>[ アクセサリ ]>[ コマンドプロンプト ] の順に選択し、ジャンボフレ
ームが有効になっているかどうかに応じて、 Windows CLI を使用して次のいずれかのコマンドを実行し
ます。

◦ ジャンボフレームが有効になっていない場合は、次のコマンドを実行します。

ping -s <hostIP\> <targetIP\>

◦ ジャンボフレームが有効な場合は、ペイロードサイズに 8 、 972 バイトを指定して ping コマンドを
実行します。IP と ICMP を組み合わせたヘッダーは 28 バイトで、これがペイロードに追加されて 9

、 000 バイトになります。f オプションを指定すると、「 do non fragment (DF) 」ビットが設定され
ます。l オプションを使用してサイズを設定できます。これらのオプションにより、 iSCSI イニシエー
タとターゲットの間で 9 、 000 バイトのジャンボフレームを正常に送信できます。

ping -l 8972 -f <iSCSI_target_IP_address\>

この例では、 iSCSI ターゲットの IP アドレスは「 192.0.2.8 」です。
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C:\>ping -l 8972 -f 192.0.2.8

Pinging 192.0.2.8 with 8972 bytes of data:

Reply from 192.0.2.8: bytes=8972 time=2ms TTL=64

Reply from 192.0.2.8: bytes=8972 time=2ms TTL=64

Reply from 192.0.2.8: bytes=8972 time=2ms TTL=64

Reply from 192.0.2.8: bytes=8972 time=2ms TTL=64

Ping statistics for 192.0.2.8:

  Packets: Sent = 4, Received = 4, Lost = 0 (0% loss),

Approximate round trip times in milli-seconds:

  Minimum = 2ms, Maximum = 2ms, Average = 2ms

2. 各ホストのイニシエータ・アドレス（ iSCSI に使用されるホスト・イーサネット・ポートの IP アドレス
）から各コントローラの iSCSI ポートへの ping コマンド問題構成内の各ホストサーバから、必要に応じ
て IP アドレスを変更してこの操作を実行します。

コマンドが失敗した場合（たとえば、「 Packet needs to be fragmented but DF set 」が返
された場合）は、ホストサーバ、ストレージコントローラ、およびスイッチポートのイー
サネットインターフェイスの MTU サイズ（ジャンボフレームのサポート状況）を確認しま
す。

手順 6 ：設定を記録します

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用して iSCSI ストレージの構成情報を記録でき
ます。この情報は、プロビジョニングタスクを実行する際に必要になります。

推奨される構成

推奨構成は、 2 つのイニシエータポートと 4 つのターゲットポートを 1 つ以上の VLAN で接続した構成で
す。
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ターゲット IQN

番号 ターゲットポート接続 IQN

2. ターゲットポート

マッピングホスト名

番号 ホスト情報 名前とタイプ

1. マッピングホスト名

ホスト OS タイプ

SAS 固有のタスクを実行

SAS プロトコルを使用する場合は、ホストポートのアドレスを特定し、適切に設定しま
す。

手順1：SASホスト識別子の特定-- Windows

HBA ユーティリティを使用して SAS アドレスを確認し、 HBA BIOS を使用して適切な設定を行います。

このタスクについて

HBA ユーティリティのガイドラインを確認します。

• ほとんどの HBA ベンダーは HBA ユーティリティを提供しています。使用するホストオペレーティングシ
ステムと CPU に応じて、 LSI-sas2flash （ 6G ）または sas3flash （ 12G ）のいずれかのユーティリティ
を使用します。

• Host Context Agent がインストールされている場合、ホストの I/O ポートは自動的に登録されることがあ
ります。

手順

1. HBA ベンダーの Web サイトから、 LSI-sas2flash （ 6G ）または sas3flash （ 12G ）ユーティリティを
ダウンロードします。

2. ユーティリティをインストールします。

3. HBA BIOS を使用して構成に適した設定を選択します。

推奨事項の設定については、の「メモ」列を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認
できます"。

手順 2 ：設定を記録する

このページの PDF を生成して印刷し、次のワークシートを使用してプロトコル固有のストレージ構成情報を
記録できます。この情報は、プロビジョニングタスクを実行する際に必要になります。

307

http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix


ホスト識別子

番号 ホスト（イニシエータ）ポート接
続

SAS アドレス

1. ホスト _ 該当なし _

2. ホスト（イニシエータ）ポート 1

からコントローラ A のポート 1

3. ホスト（イニシエータ）ポート 1

からコントローラ B のポート 1

4. ホスト（イニシエータ）ポート 2

からコントローラ A のポート 1

5. ホスト（イニシエータ）ポート 2

からコントローラ B のポート 1

ターゲット識別子

推奨構成は 2 つのターゲットポートで構成されます。

マッピングホスト名

マッピングホスト名

ホスト OS タイプ

ホストでストレージを検出します

新しい LUN を追加した場合、その LUN を検出するために関連付けられたディスクを手
動で再スキャンする必要があります。新しい LUN は、ホストで自動的には検出されませ
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ん。

ストレージシステム上の LUN は、 Windows ホストではディスクとして表示されます。

手順

1. 管理者としてログオンします。

2. ストレージを検出するには、 Windows コマンドプロンプトで次のコマンドを実行します。

# echo rescan | diskpart

3. 新しいストレージが追加されたことを確認するには、次のコマンドを実行します。

# echo list disk | diskpart

ホストでストレージを設定します

Windows ホストで初めて検出された時点では、新しい LUN はオフラインで、パーティ
ションやファイルシステムは設定されていないため、ボリュームをオンラインにして
Windows で初期化する必要があります。必要に応じて、ファイルシステムで LUN をフ
ォーマットできます。

ディスクは、 GPT または MBR パーティションテーブルを使用して、ベーシックディスクとして初期化する
ことができます。通常、 LUN は New Technology File System （ NTFS ）などのファイルシステムでフォー
マットします。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ホストによって検出された LUN 。

手順

1. Windows のコマンドプロンプトで、「 diskpart 」コンテキストを入力します。

> diskpart

2. 使用可能なディスクのリストを表示します。

> list disk

3. オンラインにするディスクを選択します。
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> select disk 1

4. ディスクをオンラインにします。

> online disk

5. パーティションを作成します。

> create partition primary

Windows Server 2008 以降では、パーティションの作成後すぐにプロンプトが表示され、
ディスクをフォーマットして名前を付けます。パーティションのフォーマットと名前の付
けを続けるには、プロンプトで * Cancel * を選択します。

6. ドライブ文字を割り当てます。

> assign letter=f

7. ディスクをフォーマットします。

> format FS=NTFS LABEL=”New Volume” QUICK

8. diskpart コンテキストを終了します。

> exit

ホストでストレージアクセスを確認

ボリュームを使用する前に、ホストが LUN に対してデータの読み取りと書き込みを実行
できることを確認します。

作業を開始する前に

LUN を初期化し、ファイルシステムでフォーマットしておく必要があります。

手順

1. 新しい LUN にファイルを作成して書き込みます。

> echo test file > f:\\test.txt
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2. ファイルを読み取り、データが書き込まれたことを確認します。

> type f:\\test.txt

3. マルチパスが機能していることを確認するために、ボリューム所有権を変更します。

a. SANtricity システム・マネージャの GUI から、 * ストレージ * > * ボリューム * に移動し、 * その他 *

> * 所有権の変更 * を選択します。

b. [ ボリューム所有権の変更 ] ダイアログ・ボックスで '[* 優先所有者 *] プルダウンを使用して ' リスト
内のいずれかのボリュームの他のコントローラを選択し ' 操作を確定します

c. 引き続き LUN のファイルにアクセスできることを確認します。

> dir f:\\

4. ターゲット ID を検索します。

dsmUtil ユーティリティでは大文字と小文字が区別されます。

> C:\\Program Files \(x86\)\\DSMDrivers\\mppdsm\\dsmUtil.exe -a

5. LUN へのパスを表示し、パスの数が想定どおりであることを確認します。コマンドの「 <target ID>` 」部
分で、前の手順で見つかったターゲット ID を使用します。

> C:\\Program Files \(x86\)\\DSMDrivers\\mppdsm\\dsmUtil.exe –g <target

ID\>
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システムをアップグレードする

コントローラ

コントローラのアップグレードの概要

既存のコントローラを交換することでストレージアレイをアップグレードすることがで
きます。

コントローラのコンポーネント

コントローラは、ボード、ファームウェア、ソフトウェアで構成されます。ドライブを制御し、管理ソフトウ
ェアの機能も実装します。

この手順を使用する状況

通常、この手順は、すべてのコントローラを別のモデルまたはプラットフォームにアップグレードする場合に
使用します。この手順では、コントローラドライブトレイのすべてのコントローラを交換します

この手順は、次の場合にも使用できます。

• コントローラドライブトレイのすべてのコントローラでハードウェア障害が発生して機能しなくなった場
合。

• コントローラドライブトレイの Dual Inline Memory Module （ DIMM ）をアップグレードするために、同
じモデルの DIMM が異なるコントローラに両方のコントローラを交換する場合。

HIC のアップグレードシナリオはこの手順には含まれていません。HIC の追加、アップグレー
ド、交換については、 E シリーズシステムの該当する手順を参照してください。

アップグレード時の考慮事項

コントローラをアップグレードする前に、次の考慮事項を確認してください。

ハードウェアとファームウェアの要件

• * デュプレックスおよびシンプレックスコントローラのアップグレード *

デュプレックスのコントローラドライブトレイの場合は、両方のコントローラを交換します。シンプレッ
クスのコントローラドライブトレイの場合は、 1 台のコントローラを交換します。どちらの場合も、コン
トローラドライブトレイの電源をオフにする必要がありますそのため、交換が完了するまではストレージ
アレイのデータにアクセスできません。

• * トレイおよび棚 *

E2800 または E5700 のコントローラシェルフを搭載したストレージアレイは、一般に SANtricity System

Manager ユーザインターフェイスで管理されます。E2800 または E5700 のコントローラシェルフの管理
には、 SANtricity Storage Manager インターフェイスも使用できます。この手順に記載されている他のコ
ントローラドライブトレイは、いずれも SANtricity ストレージマネージャを使用します。
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• * コントローラのバッテリ *

新しいコントローラはバッテリを取り付けていない状態で出荷されます。可能な場合は、古いコントロー
ラからバッテリを取り外し、そのバッテリを新しいコントローラに取り付けてください。ただし、一部の
コントローラのアップグレードでは、古いコントローラのバッテリが新しいコントローラに対応していま
せん。その場合は、新しいコントローラと一緒にバッテリを注文して、これらのタスクを開始する前に準
備しておく必要があります。

• * ベンダー ID *

一部のコントローラのアップグレードでは、 SCSI Inquiry で表示されるデータのベンダー ID が「 LSI 」
から「 netapp 」に変わります。ベンダー ID が「 LSI 」から「 NetApp 」に変わると、 Windows 、
VMware 、 AIX の各オペレーティング・システムでデバイスを再利用するための追加の手順が必要になり
ます。このアップグレード手順には、これらのオペレーティングシステムの手順が含まれています。

• * 同期ミラーリングと非同期ミラーリング *

ストレージアレイの同期ミラーリングでは、プライマリサイトとリモートサイトの間の接続として iSCSI

または Fibre Channel のみがサポートされます。新しいコントローラのホストインターフェイスカード（
HIC ）構成に iSCSI 接続または Fibre Channel 接続が含まれていない場合、同期ミラーリングはサポート
されません。

非同期ミラーリングでは、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイで異なるバージョンの
ファームウェアを実行していてもかまいません。サポートされるファームウェアの最小バージョンは、
SANtricity ファームウェアバージョン 7.84 です。

• * ストレージオブジェクトの制限 *

コントローラを 5x00 モデルから 2x00 モデルに変更した場合、新しいストレージアレイの構成では、ス
トレージ管理ソフトウェアでサポートされる一部のストレージオブジェクト（ボリュームなど）の数が古
い構成よりも少なくなります。古い構成でストレージオブジェクトの制限を超えていないことを確認する
必要があります。を参照してください "Hardware Universe" を参照してください。

新しいモデルにアップグレードします

コントローラを交換して新しいモデルにアップグレードする際は、現在のストレージアレイにインストールさ
れているプレミアム機能が新しいモデルではサポートされない場合があることに注意してください。たとえ
ば、 E2700 コントローラでは、従来の Snapshot プレミアム機能はサポートされません。

E2600 コントローラを E2700 コントローラに交換する際、ストレージアレイで従来の Snapshot 機能を使用
していた場合は、コントローラを交換する前に、その機能を無効にして、その機能に関連付けられているすべ
てのボリューム（ Snapshot とリポジトリ）を削除するか変換する必要があります。従来の Snapshot を更新
された Snapshot 機能に変換できます。コントローラドライブトレイをアップグレードする前に、ストレージ
アレイで使用しているプレミアム機能に新しいコントローラでサポートされない機能が含まれている場合は、
それらの機能を無効にしてください。

アップグレード時の互換性

各ストレージアレイモデルでサポートされているアップグレードパスを確認します。
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E2x00 から E2x00

• * バッテリー * ：古いバッテリーを再利用します。

• * ベンダー ID * ：追加の手順が必要です。

• * 機能のサポート * ： E2700 では、従来の Snapshot はサポートされません。

• * SAS-2 シェルフ * ： E2800 コントローラは SAS-2 シェルフには配置できません。

E2x00 から E5x00

• * バッテリー * ：新しいバッテリーを注文します。

• * ベンダー ID * ： E2600 から E5500 または E5600 にアップグレードする場合、または E2700 から
E5400 にアップグレードする場合は、追加の手順が必要です。

• * 機能サポート * ：

◦ E5500 または E5600 では、従来の Snapshot はサポートされません。

◦ iSCSI HIC を搭載した E5500 または E5600 では、従来のリモートボリュームミラーリング（ RVM ）
はサポートされません。

◦ iSCSI HIC を搭載した E5500 または E5600 では、 Data Assurance はサポートされません。

◦ E5700 コントローラは SAS-2 シェルフには配置できません。

• * SAS-3 シェルフ * ： E5400 、 E5500 、および E5600 コントローラは SAS-3 シェルフには配置できま
せん。

E5x00 から E2x00

• * バッテリー * ：新しいバッテリーを注文します。

• * ベンダー ID * ： E5500 または E5600 から E2600 にアップグレードする場合、または E5400 から
E2700 にアップグレードする場合は、追加の手順が必要です。

• * 機能のサポート * ： E2700 では、従来の Snapshot はサポートされません。

• * SAS-3 シェルフ * ： E5400 、 E5500 、および E5600 コントローラは SAS-3 シェルフには配置できま
せん。

E5x00 から E5x00

• * バッテリー * ：古いバッテリーを再利用します。

• * ベンダー ID * ： E5400 から E5500 または E5600 にアップグレードする場合は、追加の手順が必要で
す。

• * 機能サポート * ：

◦ E5500 または E5600 では、従来の Snapshot はサポートされません。

◦ iSCSI HIC を搭載した E5400 または E5500 では、従来のリモートボリュームミラーリング（ RVM ）
はサポートされません。

◦ iSCSI HIC を搭載した E5400 または E5500 では、 Data Assurance はサポートされません。

◦ E5700 コントローラは SAS-2 シェルフには配置できません。

• * SAS-3 シェルフ * ： E5400 、 E5500 、および E5600 コントローラは SAS-3 シェルフには配置できま
せん。
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EF5x0 から EF5x0 に変更します

• * バッテリー * ：古いバッテリーを再利用します。

• * ベンダー ID * ： EF540 から EF550 または EF560 にアップグレードする場合は、追加の手順が必要で
す。

• * 機能サポート * ：

◦ EF550 / EF560 では、従来の Snapshot はサポートされません。

◦ iSCSI を搭載した EF550 / EF560 では、 Data Assurance はサポートされません。

◦ EF570 コントローラは、 SAS-3 シェルフには配置できません。

• * SAS-3 シェルフ * ： EF540 、 EF550 、および EF560 コントローラは SAS-3 シェルフには配置できま
せん。

SAS エンクロージャ

E5700 では、ヘッドのアップグレードにより、 DE5600 および DE6600 の SAS-2 エンクロージャがサポート
されます。SAS-2 エンクロージャに E5700 コントローラが搭載されている場合、ベースホストポートのサポ
ートは無効になります。

SAS-2 シェルフ SAS-3 シェルフ

SAS-2 シェルフには次のモデルがあります。

• DE1600 、 DE5600 、および DE6600 ドライブト
レイ

• E5400 、 E5500 、および E5600 コントローラド
ライブトレイ

• EF540 / EF550 / EF560 フラッシュアレイ

• E2600 および E2700 コントローラドライブトレ
イ

SAS-3 シェルフには次のモデルがあります。

• E2800 コントローラシェルフ

• E5700 コントローラシェルフ

• DE212C 、 DE224C 、および DE460C ドライブ
シェルフ

SAS-2 から SAS-3 への投資の保護

SAS-2 システムを新しい SAS-3 コントローラシェルフ（ E57XX / EF570 / E28XX ）の背後で使用するように
再構成できます。

この手順には Feature Product Variance Request （ FPVR ）が必要です。FPVR の申請につい
ては、営業チームにお問い合わせください。

コントローラをアップグレードする準備をします

コントローラをアップグレードする準備として、ドライブセキュリティキーを保存し（
使用している場合）、シリアル番号を記録し、サポートデータを収集し、特定の機能を
無効にし、コントローラをオフラインにします。

サポートデータの収集時は、ストレージアレイのパフォーマンスに一時的に影響が及ぶことが
あります。
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手順

1. 既存のストレージアレイのオペレーティングシステム（コントローラファームウェア）が現在のコントロ
ーラに対応する最新のバージョンに更新されていることを確認してください。SANtricity System Manager

のメニューから、 Support [Upgrade Center] を選択して、ソフトウェアとファームウェアのインベントリ
を表示します。

SANtricity OS バージョン 8.50 をサポートするコントローラにアップグレードする場合は、
新しいコントローラを取り付けて電源をオンにしたあとに、最新バージョンの SANtricity

OS と最新の NVSRAM をインストールする必要があります。このアップグレードを行わな
いと、ストレージアレイを自動ロードバランシング（ ALB ）の対象として設定できないこ
とがあります。

2. セキュリティ有効ドライブが取り付けられている状況でコントローラを交換する場合は、次の表を参照し
て、セキュリティタイプ（内部または外部）およびドライブの状態に応じた適切な手順を実行します。セ
キュリティ有効ドライブが取り付けられていない場合は、この手順を省略して、表の下のステップ3に進
むことができます。

表の一部の手順には、コマンドラインインターフェイス（CLI）のコマンドが必要です。こ
れらのコマンドの使用方法については、を参照してください "コマンドラインインターフェ
イスリファレンス"。

セキュリティタイプとコンテキスト 手順

内部キー管理、 1 つ以上のドライブがロックされて
います

内部セキュリティキーファイルを管理クライアント
（ System Manager へのアクセスに使用するブラウ
ザを備えたシステム）の既知の場所にエクスポート

します。を使用します export storageArray

securityKey CLIコマンド。セキュリティキーに
関連付けられているパスフレーズを入力し、キーの
保存場所を指定する必要があります。
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セキュリティタイプとコンテキスト 手順

外部キー管理、すべてのドライブがロックされてい
る、コントローラの交換時に一時的に内部キー管理
に切り替えることができる（推奨）

次の手順を順番に実行します。

a. 外部 KMS のサーバアドレスとポート番号を記
録します。System Manager で、メニューの [

設定 ] 、 [ システム ] 、 [ セキュリティキー管理
] 、 [ キー管理サーバ設定の表示 / 編集 ] の順に
選択します。

b. コントローラの交換後にストレージアレイとキ
ー管理サーバが相互に認証できるように、クラ
イアント証明書とサーバ証明書がローカルホス
トに保存されていることを確認します。を使用

します save storageArray

keyManagementCertificate 証明書を保存
するCLIコマンド。コマンドは、必ずを使用し

て2回実行してください certificateType パ

ラメータをに設定します client`をクリック
します。パラメータがに設定されているもう一

方のが `server。

c. 「不可能な storageArray

externalKeyManagement 」 CLI コマンドを実
行して、内部キー管理に切り替えます。

d. 内部セキュリティキーファイルを管理クライア
ント（ System Manager へのアクセスに使用す
るブラウザを備えたシステム）の既知の場所に

エクスポートします。を使用します export

storageArray securityKey CLIコマンド。
セキュリティキーに関連付けられているパスフ
レーズを入力し、キーの保存場所を指定する必
要があります。
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セキュリティタイプとコンテキスト 手順

外部キー管理、すべてのドライブがロックされてい
る、コントローラの交換時に一時的に内部キー管理
に切り替えることができない*。

次の手順を順番に実行します。

a. 外部 KMS のサーバアドレスとポート番号を記
録します。System Manager で、メニューの [

設定 ] 、 [ システム ] 、 [ セキュリティキー管理
] 、 [ キー管理サーバ設定の表示 / 編集 ] の順に
選択します。

b. コントローラの交換後にストレージアレイとキ
ー管理サーバが相互に認証できるように、クラ
イアント証明書とサーバ証明書がローカルホス
トに保存されていることを確認します。を使用

します save storageArray

keyManagementCertificate 証明書を保存
するCLIコマンド。コマンドは、必ずを使用し

て2回実行してください certificateType パ

ラメータをに設定します client`をクリック
します。パラメータがに設定されているもう一

方のが `server。

c. 内部セキュリティキーファイルを管理クライア
ント（ System Manager へのアクセスに使用す
るブラウザを備えたシステム）の既知の場所に

エクスポートします。を使用します export

storageArray securityKey CLIコマンド。
セキュリティキーに関連付けられているパスフ
レーズを入力し、キーの保存場所を指定する必
要があります。

外部キー管理、一部のドライブがロックされていま
す

追加の手順は必要ありません。

クライアント証明書とサーバ証明書を取得するには、ストレージアレイが最適な状態であ
る必要があります。証明書を取得できない場合は、新しいCSRを作成し、CSR署名を取得
して、外部キー管理サーバ（EKMS）からサーバ証明書をダウンロードする必要がありま
す。

3. ストレージアレイのシリアル番号をメモします。

a. System Manager で、次のメニューを選択します。 Support [Support Center] > Support Resources タ
ブ ] 。

b. 下にスクロールして「 Launch detailed storage array information 」 * と進み、「 * Storage Array

Profile 」を選択します。

画面にレポートが表示されます。

c. ストレージアレイプロファイルでシャーシのシリアル番号を確認するには、「 * 検索 * 」テキストボ
ックスに「 * シリアル番号 * 」と入力し、「 * 検索 * 」をクリックします。

一致するすべてのキーワードが強調表示されます。すべての結果を一度に 1 つずつスクロールするに
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は、 * 検索 * をクリックします。

d. 「シャーシのシリアル番号」を記録します。

このシリアル番号は、の手順を実行する際に必要になります "コントローラのアップグレードを完了す
る"。

4. GUI または CLI のいずれかを使用して、ストレージアレイに関するサポートデータを収集します。

◦ Storage Manager の System Manager または Array Management Window で、ストレージアレイのサ
ポートバンドルを収集して保存します。

▪ System Manager で、次のメニューを選択します。 Support [Support Center] > [Diagnostics （診
断） ] タブ。次に、 [ サポートデータの収集 ] を選択し、 [ * 収集 ] をクリックします。

▪ Array Management Window ツールバーから、次のメニューを選択します。 Monitor [Health] （ヘ
ルス） > Collect Support Data Manually （サポートデータを手動で収集）。次に、名前を入力し、
サポートバンドルを保存するシステム上の場所を指定します。

ブラウザの Downloads フォルダに、「 upport-data.7z 」という名前でファイルが保存されます。

シェルフにドロワーが搭載されている場合、そのシェルフの診断データは「 tray -component-state

-capture.7z 」という別の圧縮ファイルにアーカイブされます。

◦ ストレージアレイに関する包括的なサポートデータを収集するには、 CLI を使用して「 save

storageArray supportData 」コマンドを実行します。

5. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。

a. ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

b. ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

c. アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、データが失われる可能
性があります。

6. ストレージアレイでミラー関係が確立されている場合は、セカンダリストレージアレイのすべてのホスト
I/O 処理を停止します。

7. 非同期ミラーリングまたは同期ミラーリングを使用している場合は、 System Manager または Array

Management Window を使用して、ミラーペアの削除とミラーリング関係の非アクティブ化を行います。

8. シンボリュームとしてホストに報告されるシンプロビジョニングボリュームがあり、古いアレイで
UNMAP 機能をサポートするファームウェア（ 8.25 以降のファームウェア）を実行している場合は、す
べてのシンボリュームでライトバックキャッシュを無効にします。

a. System Manager で、メニューから「 Storage [Volumes] 」を選択します。

b. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。 More [ キャッシュ設定の変更 ] 。
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[ キャッシュ設定の変更 ] ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには、ストレ
ージアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

c. [Basic] タブを選択し、リード・キャッシュとライト・キャッシュの設定を変更します。

d. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

e. キャッシュメモリ内のデータがディスクにフラッシュされるまで 5 分待ちます。

9. コントローラで Security Assertion Markup Language （ SAML ）が有効になっている場合は、テクニカル
サポートに連絡して SAML 認証を無効にします。

SAML を有効にした場合、 SANtricity System Manager インターフェイスで無効にすること
はできません。SAML の設定を無効にする場合は、テクニカルサポートにお問い合わせく
ださい。

10. 実行中のすべての処理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。

a. System Manager の * Home * ページで、 * View Operations in Progress * を選択します。

b. 続行する前に、 [ 操作中 ] ウィンドウに表示されているすべての操作が完了していることを確認してく
ださい。

11. コントローラドライブトレイの電源をオフにします

コントローラドライブトレイのすべての LED が消灯するまで待ちます。

12. コントローラドライブトレイに接続されている各ドライブトレイの電源をオフにします

すべてのドライブがスピンダウンするまで 2 分待ちます。

次の手順

に進みます "コントローラを取り外します"。

コントローラを取り外します

アップグレードの準備が完了したら、コントローラを取り外し、必要に応じてバッテリ
を取り外します。

手順 1 ：コントローラを取り外す

新しいコントローラキャニスターにアップグレードできるように、コントローラキャニスターを取り外しま
す。すべてのケーブルを外し、 SFP トランシーバを取り外す必要があります。その後、コントローラキャニ
スターをスライドしてコントローラシェルフから外すことができます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

このタスクについて
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コントローラドライブトレイの各コントローラについて、次の手順を実行します

デュプレックスのコントローラドライブトレイのコントローラをアップグレードする場合は、同じ手順を繰り
返して 2 台目のコントローラキャニスターを取り外します。

手順

1. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

2. 古いコントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。HIC の構成によっては、コ
ントローラキャニスターの交換後に一部のケーブルを再接続できる場合があります。

3. 古いコントローラキャニスターからすべてのインターフェイスケーブルとイーサネットケーブルを外しま
す。

光ファイバケーブルがある場合は、 2 つのリリースレバーを使ってコントローラキャニスターを途中まで
取り外した状態にできます。これらのリリースレバーを開くと、光ファイバケーブルのリリースタブを押
し下げやすくなります。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. 古いコントローラキャニスターに Fibre Channel HIC または InfiniBand HIC が搭載されている場合は、
Small Form-factor Pluggable （ SFP+ ）トランシーバ（ Fibre Channel ）または Quad SFP （ QSFP+ ）
トランシーバ（ InfiniBand ）を HIC から取り外し、再利用する場合のために保管しておきます。

5. コントローラ A を取り外します

a. リリースハンドルのロックを解除して外側に回転させ、コントローラキャニスターを外します。

b. リリースハンドルを両手でつかみ、コントローラキャニスターをコントローラドライブトレイから引
き出します

次の図は、コントローラモデルのリリースハンドルの一般的な場所の例です。リリースハンドルは、
コントローラシェルフとコントローラドライブトレイで似た構成になっています。
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▪ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

▪ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

6. コントローラドライブトレイの近くの静電気防止処置を施した平らな場所に、古いコントローラキャニス
ターをリリースレバーを上にして置きます。コントローラキャニスターの上部カバーを外せる状態にして
おきます。

7. （オプション）デュプレックスのコントローラドライブトレイのコントローラをアップグレードする場合
は、同じ手順を繰り返して 2 台目のコントローラキャニスターを取り外します。

古いコントローラのバッテリを新しいコントローラで使用する場合は、セクションの次の部分に進みます。そ
れ以外の場合は、に進みます "新しいコントローラを設置"。

手順 2 ：バッテリを取り外す

バッテリを取り外します。これは、古いコントローラキャニスターのバッテリを新しいコントローラキャニス
ターで使用する場合にのみ行います。

手順

1. 古いコントローラキャニスターの上部カバーの両方のラッチボタンを押し下げながら、上部カバーをキャ
ニスターの背面方向にスライドします。

2. コントローラドライブトレイのモデルに応じて、次のいずれかの方法で古いバッテリを取り外します。

◦ E2600 または E2700 コントローラドライブトレイの場合は、バッテリをコントローラキャニスターに
固定している取り付けネジを外します。

◦ E5400 、 EF540 、 E5500 、 EF550 、 E5600 の場合は、 または EF600 コントローラドライブトレ
イから、バッテリをコントローラキャニスターに固定しているタブを外します。

3. バッテリを古いコントローラキャニスターの背面方向にスライドして取り外します。
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次の手順

に進みます "新しいコントローラを設置"。

新しいコントローラを設置

古いコントローラを取り外したら、新しいコントローラをコントローラドライブトレイ
に取り付けることができます

このタスクについて

コントローラドライブトレイの各コントローラについて、次の手順を実行しますデュプレックスのコントロー
ラドライブトレイのコントローラをアップグレードする場合は、同じ手順を繰り返して 2 台目のコントロー
ラキャニスターを取り付けます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

• 元のコントローラキャニスターのバッテリ、または注文した新しいバッテリ。

• 新しいコントローラキャニスター。

手順 1 ：バッテリを取り付ける

元のコントローラキャニスターから取り外したバッテリ、または注文した新しいバッテリを取り付けます。

手順

1. 新しいコントローラキャニスターを開封し、取り外し可能なカバーを上にして、静電気防止処置を施した
平らな場所に置きます。

2. カバーのボタンを押し下げながらスライドし、カバーを取り外します。

3. バッテリのスロットが手前になるようにコントローラキャニスターの向きを変えます。

4. コントローラのモデルに応じて、次のいずれかを実行します。

◦ E2600 または E2700 コントローラモデル：

i. バッテリ回路基板を新しいコントローラキャニスターの前面方向にスライドして挿入します。

ii. 取り付けネジを締めて、バッテリ回路基板を新しいコントローラキャニスターカードに固定しま
す。

iii. カチッという音がして上部ラッチカバーが固定されるまで上部カバーを前方にスライドして、新
しいコントローラキャニスターに上部カバーを再度取り付けます。

カチッという音がしてラッチが固定されると、ラッチの下部がシャーシの金属製のスロットに収
まります。

◦ その他のコントローラモデル：

i. バッテリを新しいコントローラキャニスターに挿入します。

バッテリが新しいキャニスターの壁面のリベットの下の位置にくるまでスライドします。
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ii. 固定用ハンドルを 45 度傾けて、バッテリ下部のコネクタをキャニスターのコネクタに合わせま
す。

iii. カチッという音がするまでバッテリを下に押し、固定用ハンドルを上に動かしてコントローラバ
ッテリをコントローラキャニスターに固定します。

E5XX コントローラドライブトレイにコントローラバッテリが正しく装着されてい
ることを確認するには、一度引き出してから再度挿入します。カチッという音がし
て収まり、固定用ハンドルを小刻みに動かしても直立した状態から動かなければ、
正しい位置に固定されています。

iv. カチッという音がして上部ラッチカバーが固定されるまで上部カバーを前方にスライドして、新
しいコントローラキャニスターに上部カバーを再度取り付けます。

カチッという音がしてラッチが固定されると、ラッチの下部がシャーシの金属製のスロットに収
まります。

5. コントローラキャニスターを裏返し、バッテリが正しく取り付けられていることを確認します。

手順 2 ：新しいコントローラキャニスターを取り付ける

新しいコントローラキャニスターをコントローラシェルフに取り付けます。

手順

1. 新しいコントローラキャニスターをスライドしてコントローラドライブトレイに最後まで押し込みますリ
リースレバーをコントローラキャニスターの中心方向に回転させて、所定の位置に固定します。

2. 新しいコントローラキャニスターに Fibre Channel HIC または InfiniBand HIC が搭載されている場合は、
SFP+ トランシーバ（ Fibre Channel ）または QSFP+ トランシーバ（ InfiniBand ）をコントローラキャ
ニスターに取り付け、ホストケーブルを再接続します。

アップグレードに関係する HIC によっては、古いコントローラキャニスターから取り外した SFP+ トラン
シーバまたは QSFP+ トランシーバを再利用できる場合があります。

3. コントローラドライブトレイとドライブトレイの間のすべてのケーブルを再接続します。

ドライブのケーブル接続構成が古いコントローラと同じ場合は、ケーブルに付けておいたラベルを使用し
て正しく再接続できます。

以前のモデルから E2700 コントローラにアップグレードする場合は、ドライブのケーブル
接続構成が古いコントローラで使用されている構成と異なる可能性があります。

次の手順

E2800 および E5700 のコントローラをアップグレードする場合、ドライブセキュリティ機能が有効になって
いるときは、に進みます "ドライブのロックを解除する"。それ以外の場合は、に進みます "コントローラのア
ップグレードを完了する"。

ドライブのロックを解除する

E2800およびE5700のコントローラをアップグレードする場合、それらのコントローラ
のドライブセキュリティ機能によって、ドライブが部分的、外部、または内部的にロッ
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クされます。ドライブセキュリティ機能が有効になっている場合は、それらのドライブ
のロックを手動で解除する必要があります。

次の場合は、該当する手順に従います。

• [内部キー管理]

• [外部キー管理]

内部キー管理

すべてのドライブがロックされている場合の内部キー管理の手順は、次のとおりです。

このタスクについて

新しくスワップしたコントローラは、デジタル表示ディスプレイに*L5*というコードでロックダウンされま
す。このロックダウンは、ドライブが自動コード同期（ACS）を実行できない場合に発生します。セキュリテ
ィキーがインポートされると、ACSは新しいコントローラを再開して更新します。

管理ポート 1 を使用していない場合は、他のデフォルト IP アドレスを使用してみてください。
+Ctrl A ポート 1 ： 192.168.128.101 + Ctrl A ポート 2 ： 192.168.128.102 + Ctrl B ポート 1 ：
192.168.129.101 + Ctrl B ポート 2 ： 192.168.129.102

手順

1. ストレージアレイとSANtricity クライアントのラップトップまたはPCを、直接、プライベートなイーサネ
ット接続で接続します。これを行うには：

a. RJ45イーサネットケーブルを使用して、ラップトップをコントローラAの管理ポート1に接続します

b. 接続を完了するには、ラップトップをコントローラAと同じサブネット内のIPアドレスに割り当てる必
要がありますコントローラのロックダウン中、コントローラAはデフォルトで192.168.128.101の管理
アドレスになります。そのため、ラップトップを「192.168.128.201」などのサブネットに割り当てる
ことができます。

2. IPアドレス192.168.128.101（username * admin *）とパスワードブランクを使用して、を使用して内部キ

ーをインポートします import storageArray securityKey file からセキュリティキーを保存し
たCLIコマンド "コントローラをアップグレードする準備をします"。このコマンドの使用方法について
は、を参照してください "コマンドラインインターフェイスリファレンス"。

◦ 例： * S MCLI 192.168.128.101 -u admin -c "import storageArray securityKey

file=\"Directory&filename\" passphrase="passasraseString\";"

また、次の呼び出しを使用して、REST APIから内部キーをインポートすることもできます。 /storage-

systems/{system-id}/security-key/import

コントローラはドライブから自動ノード同期プロセスを続行し、リブートします。リブート後は、元の IP 構
成を使用してコントローラにアクセスできるようになります。

外部キー管理

すべてのドライブがロックされている場合の外部キー管理の手順は、次のとおりです。

このタスクについて

新しくスワップしたコントローラは、デジタル表示ディスプレイに*L5*というコードでロックダウンされま
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す。このロックダウンは、ドライブが自動コード同期（ACS）を実行できない場合に発生します。セキュリテ
ィキーがインポートされると、ACSは新しいコントローラを再開して更新します。

クライアント証明書とサーバ証明書を取得するには、ストレージアレイが最適な状態である必
要があります。証明書を取得できない場合は、新しい証明書署名要求（CSR）を作成し、外部
キー管理サーバからサーバ証明書をインポートする必要があります。

手順

1. ストレージアレイとSANtricity クライアントのラップトップまたはPCを、直接、プライベートなイーサネ
ット接続で接続します。これを行うには：

a. RJ45イーサネットケーブルを使用して、ラップトップをコントローラAの管理ポート1に接続します

b. 接続を完了するには、ラップトップをコントローラAと同じサブネット内のIPアドレスに割り当てる必
要がありますコントローラのロックダウン中、コントローラAはデフォルトで192.168.128.101の管理
アドレスになります。そのため、ラップトップを「192.168.128.201」などのサブネットに割り当てる
ことができます。

2. デフォルトのIPアドレス192.168.128.101、ユーザ名* admin *、パスワードを空白にして、を使用して外

部キー管理サーバをセットアップします set storageArray externalKeyManagement CLIコマンド

を実行し、を指定します serverAddress および serverPort 保存元 "コントローラをアップグレード
する準備をします"。このコマンドの使用方法については、を参照してください "コマンドラインインター
フェイスリファレンス"。

◦ 例： * S MCLI 192.168.128.101 -u admin -c "set storageArray

externalKeyManagement

serverAddress=<ServerIPAddress>ServerPort=<ServerPort>;"

また、次の呼び出しによって、REST APIを使用して外部キー管理サーバをセットアップすることもでき

ます。 /storage-systems/{system-id}/external-key-server

3. デフォルトのIPアドレス192.168.128.101（ユーザ名*admin*およびパスワードブランク）を使用し、を使

用して証明書をインポートします storageArray keyManagementCertificate CLIコマンド：クライ
アント証明書用に1回、サーバ証明書用に2回

◦ 例 A ： * `S MCLI 192.168.128.101 -u admin -c "download storageArray keyManagementCertificate

certificateType=client file=\"Directory&filename\";"

◦ 例 B ： * `S MCLI 192.168.128.101 -u admin -c "download storageArray keyManagementCertificate

certificateType=server file=\"Directory&filename\";"

また、次の呼び出しを使用して、REST API経由でキーサーバ証明書をインポートすることもできます。

/storage-systems/{system-id}/external-key-server/certificate

4. から保存されたセキュリティキーを使用します "コントローラをアップグレードする準備をします"を使用
して、外部キーを IP アドレス 192.168.128.101 にインポートし、ユーザ名 * admin * とパスワードは空白
のままにします。

◦ 例： * S MCLI 192.168.128.101 -u admin -c "import storageArray securityKey

file=\"Directory&filename\" passphrase="passasraseString\";"

また、次の呼び出しを使用してREST APIから外部キーをインポートすることもできます。 /storage-

systems/{system-id}/security-key/import

コントローラはドライブから自動ノード同期プロセスを続行し、リブートします。リブート後は、元の IP 構
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成を使用してコントローラにアクセスできるようになります。

コントローラのアップグレードを完了する

コントローラのアップグレードを完了するには、コントローラシェルフの電源をオンに
し、コントローラのソフトウェアのバージョンを確認します。その後、サポートデータ
を収集し、運用を再開できます。

デュプレックスのコントローラドライブトレイのコントローラをアップグレードする場合は、同じ手順を繰り
返して 2 台目のコントローラのアップグレードを実行します。

手順 1 ：コントローラの電源をオンにします

コントローラシェルフの電源をオンにして、正しく動作していることを確認する必要があります。

手順

1. コントローラドライブトレイに接続された各ドライブトレイの背面にある電源スイッチをオンにします

2. ドライブがスピンアップするまで 2 分待ちます。

3. コントローラドライブトレイの背面にある電源スイッチをオンにします

4. 電源投入プロセスが完了するまで 3 分待ちます。

5. E2800 コントローラまたは E5700 コントローラを交換する場合は、ドライブセキュリティの状況に応じ
て次のいずれかの手順に進みます。

コントローラの交換の種類 手順および前提条件

いずれのドライブもセキュリティ保護されていな
い、外部キー管理でも内部キー管理でもない

次の手順に進みます。

セキュリティ保護されたドライブとセキュリティ保
護されていないドライブが混在している、内部キー

内部セキュリティキーを作成してから、そのセキュ
リティキーを手動でインポートしてセキュリティ保
護されたドライブのロックを解除する必要がありま
す。ドライブのロックが解除されると、ドライブに
アクセスできるようになります。

a. 内部セキュリティキーを作成します

b. 内部キー管理を使用して 1 本以上のドライブが
セキュリティ保護されている場合のコントロー
ラの交換

c. SMclientコマンドを実行します。 set

allDrives nativeState。

d. 両方のコントローラがリブートするまで待ちま
す。

すべてのドライブがセキュリティ保護されている、
内部キー管理

内部キー管理を使用して 1 本以上のドライブがセキ
ュリティ保護されている場合のコントローラの交換
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コントローラの交換の種類 手順および前提条件

セキュリティ保護されたドライブとセキュリティ保
護されていないドライブが混在している、外部キー

次の手順に進みます。

コントローラの交換の完了後、コントローラが自動
的に外部キー管理サーバと再同期され、ドライブの
ロックが解除されてアクセスできるようになりま
す。

内部キー管理でセキュリティ保護さ
れたドライブが混在している状況
で、コントローラを交換したあとに
デジタル表示ディスプレイにロック
ダウンコード「 L5 」が表示される
場合は、テクニカル・サポートにお
問い合わせください。

すべてのドライブがセキュリティ保護されている、
外部キー管理、コントローラ交換用手順の内部キー
管理に一時的に切り替えている

最初に、内部キー管理手順を使用して、セキュリテ
ィ保護されたドライブのロックを解除する必要があ
ります。ドライブのロックを解除したあと、ストレ
ージアレイの新しい外部セキュリティキーを作成し
て外部キー管理に戻します。

a. 内部キー管理を使用して 1 本以上のドライブが
セキュリティ保護されている場合のコントロー
ラの交換

b. 外部セキュリティキーを作成します

c. SMclientコマンドを実行します。 set

allDrives nativeState。

d. 両方のコントローラがリブートするまで待ちま
す。

すべてのドライブがセキュリティ保護されている、
外部キー管理、コントローラの交換用手順の内部キ
ー管理に一時的に切り替えていない

外部キー管理を使用してすべてのドライブがセキュ
リティ保護されている場合のコントローラの交換

手順 2 ：コントローラとトレイのステータスを確認する

LED とストレージ管理ソフトウェアを使用して、コントローラとトレイのステータスを確認できます。

手順

1. コントローラ A の LED を参照して、正しくブートしていることを確認します。

リブート中は、ホストリンク保守操作必要 LED が緑色に点灯します。デジタル表示ディスプレイの表示
が OS 、 Sd 、消灯の順に切り替わり、コントローラで一日の最初の処理（ SOD ）を実行中であること
が示されます。

コントローラのリブートが完了すると、デジタル表示ディスプレイに、 2 台目のコントローラのデジタル
表示ディスプレイと同じトレイ ID が表示されます。そのあと、ストレージ管理ソフトウェアを使用して

328



新しいコントローラキャニスターを検出できます。

2. コントローラドライブトレイのいずれかの保守操作必要 LED が点灯している場合やコントローラ保守操
作必要 LED が点灯している場合は、次の手順を実行します。

a. コントローラキャニスターが正しく取り付けられていること、およびすべてのケーブルが正しく装着
されていることを確認します。必要に応じて、コントローラキャニスターを再度取り付けます。

b. コントローラドライブトレイの保守操作必要 LED とコントローラ保守操作必要 LED をもう一度確認
します。問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

3. デュプレックス構成の場合は、コントローラ B について手順 1 と手順 2 を繰り返します

4. LED とストレージ管理ソフトウェアを使用して、ストレージアレイ内のすべてのトレイのステータスを確
認します。ステータスが「要注意」のコンポーネントがある場合は、 Recovery Guru を使用してトラブル
シューティングします。問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

手順 3 ：コントローラのソフトウェアのバージョンを確認する

新しいコントローラが正しいオペレーティングシステム（コントローラファームウェア）レベルと NVSRAM

で動作していることを確認する必要があります。

手順

1. 次のいずれかを実行します。

◦ SANtricity 11.30 およびコントローラファームウェア 8.30 をサポートしないコントローラへのアップ
グレードの場合は、新しいコントローラで実行されているバージョンが元のコントローラで最後に実
行していたバージョンと一致していることを確認します。通常は、古いコントローラでサポートされ
る最新のリリースになります。必要に応じて、新しいコントローラに適切なバージョンをインストー
ルします。

◦ SANtricity 11.30 およびコントローラファームウェア 8.30 を実行するコントローラへのアップグレー
ドの場合は、新しいコントローラの電源をオンにしたあとに最新の NVSRAM をダウンロードしてイ
ンストールします。

2. コントローラのアップグレードでプロトコルが変更になる場合（ Fibre Channel から iSCSI など）、スト
レージアレイに対して定義されたホストがすでにあるときは、新しいホストポートをホストに関連付けま
す。

a. System Manager で、メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

b. ポートを関連付けるホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 * をクリックします。

ダイアログボックスが開き、現在のホスト設定が表示されます。

c. [ ホストポート *] タブをクリックします。

ダイアログボックスに現在のホストポート識別子が表示されます。

d. 各ホストに関連付けられているホストポート識別子の情報を更新するには、古いホストアダプタのホ
ストポート ID を新しいホストアダプタの新しいホストポート ID に置き換えます。

e. 各ホストについて手順 d を繰り返します。

f. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

互換性のあるハードウェアについては、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix を参照してく
ださい" および "NetApp Hardware Universe の略"。
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3. ヘッド交換の準備ですべてのシンボリュームでライトバックキャッシュを無効にしていた場合は、ライト
バックキャッシュを再度有効にします。

a. System Manager で、メニューから「 Storage [Volumes] 」を選択します。

b. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。 More [ キャッシュ設定の変更 ] 。

[ キャッシュ設定の変更 ] ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには、ストレ
ージアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

c. [Basic] タブを選択し、リード・キャッシュとライト・キャッシュの設定を変更します。

d. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

4. ヘッド交換の準備で SAML が無効になっていた場合は、 SAML を再度有効にします。

a. System Manager で、メニューから「 Settings 」（設定）「 Access Management 」（アクセス管理
）を選択します。

b. SAML * タブを選択し、ページの指示に従います。

5. GUI または CLI のいずれかを使用して、ストレージアレイに関するサポートデータを収集します。

◦ System Manager または Storage Manager の Array Management Window で、ストレージアレイのサ
ポートバンドルを収集して保存します。

▪ System Manager で、次のメニューを選択します。 Support [Support Center] > [Diagnostics （診
断） ] タブ。次に、 [ サポートデータの収集 ] を選択し、 [ * 収集 ] をクリックします。

▪ Array Management Window ツールバーから、次のメニューを選択します。 Monitor [Health] （ヘ
ルス） > Collect Support Data Manually （サポートデータを手動で収集）。次に、名前を入力し、
サポートバンドルを保存するシステム上の場所を指定します。

ブラウザの Downloads フォルダに、「 upport-data.7z 」という名前でファイルが保存されます。

シェルフにドロワーが搭載されている場合、そのシェルフの診断データは「 tray -component-state

-capture.7z 」という別の圧縮ファイルにアーカイブされます

◦ ストレージアレイに関する包括的なサポートデータを収集するには、 CLI を使用して「 save

storageArray supportData 」コマンドを実行します。

サポートデータの収集時は、ストレージアレイのパフォーマンスに一時的に影響が及ぶ
ことがあります。

6. ストレージアレイの構成の変更をネットアップテクニカルサポートに連絡します。

a. でメモしておいたコントローラドライブトレイのシリアル番号を用意します コントローラをアップグ
レードする準備をします。

b. ネットアップサポートサイトにログインします "mysupport.netapp.com/eservice/assistant"。

c. [ * カテゴリ 1 * ] の下のドロップダウン・リストから [ * 製品登録 * ] を選択します。

d. [Comments] テキスト・ボックスに次のテキストを入力しますシリアル番号は ' コントローラ・ドラ
イブ・トレイのシリアル番号に置き換えてください

「シリアル番号：シリアル番号に対して警告を作成してください。アラート名は「 E-Series Upgrade

」にする必要があります。アラート・テキストは ' のようになります
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「注意：このシステムのコントローラは、元の構成からアップグレードされています。交換用コントロー
ラを注文する前にコントローラ構成を確認し、システムがアップグレードされたことをディスパッチに通
知します。

a. フォームの下部にある [Submit] ボタンをクリックします。

次の手順

コントローラのアップグレードでベンダー ID が LSI から NETAPP に変わった場合は、に進みます "ベンダー
が LSI から NETAPP に変わった場合は、ボリュームを再マウントします"; それ以外の場合は、コントローラ
のアップグレードが完了し、通常の操作を再開できます。

ベンダーが LSI から NETAPP に変わった場合は、ボリュームを再マウントします

コントローラのアップグレードでベンダー ID が LSI から NETAPP に変わった場合は、
ホストタイプに応じた適切な手順を実行します。

• AIX ホストでボリュームを再マウントします

• VMware ホストでボリュームを再マウントします

• Windows ホストでボリュームを再マウントします

AIX ホストでボリュームを再マウントします

コントローラの交換後、ストレージアレイの新しいボリュームに加えて、元のボリュームも使用停止のボリュ
ームとして表示されることがあります。

ステップ

失敗したボリュームが表示される場合は 'cfgmgr' コマンドを実行します

VMware ホストでボリュームを再マウントします

コントローラを交換したあと、次のような状況になることがあります。

• ストレージアレイのボリュームの新しいパスに加えて、元のパスも稼働していないパスとして表示され
る。

• ストレージアレイのボリュームのリストで、ベンダー ID が LSI のままになる。これは、ボリュームが最
初に LSI のルールで要求されたために、ボリュームがオンラインに戻ったあとも同じ LSI のルールが使用
される場合に発生することがあります。

• LSI から NETAPP への変更が表示名に反映されない。これは、初回検出後に表示名が無償テスト版になっ
たために発生することがあります。この場合は、表示名を手動で変更できます。

手順

1. 各ホストで再スキャンを実行します。

2. このサブシステムに対するすべてのホスト I/O 処理を停止します。

3. ネットアップのルールでボリュームを再利用します。

a. esxcli storage core device list コマンドを実行します。コマンドの出力を確認し、名前が「 aa.xxxx 」
の形式のボリュームを特定します。

b. コマンド「 esxcli storage core claiming reclaim -d naa.xxxxx 」を実行して、ベンダー ID を LSI から
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NETAPP に変更します。

Windows ホストでボリュームを再マウントします

コントローラを交換したら、 Windows ホストでボリュームを再マウントして、接続されたホストがアップグ
レード後のストレージアレイにあるボリュームで I/O 処理を実行できるようにする必要があります。

手順

1. * デバイスマネージャー * で、 * 非表示デバイスを表示 * を選択します。

2. Device Manager * に表示された NetApp SCSI ディスク・デバイスごとに、エントリーを右クリックし、
* Uninstall * を選択します。

Windows のダイアログボックスでホストのリブートが必要であることを示すメッセージが表示された場合
は、ハードウェアのスキャンとリブートに進む前に、すべてのボリュームのアンインストールを完了しま
す。

3. [ * デバイスマネージャ * ] を右クリックし、 [ * ハードウェア変更のスキャン * ] を選択します。

4. ホストをリブートします。

新しい SAS-3 コントローラシェルフの背後での SAS-2 システムの再構成

必要に応じて、新しい SAS-3 コントローラシェルフの背後で使用するように SAS-2 シ
ステムを再構成できます。

認定を受けた SAS-2 アレイには、 E2700 、 E550/EF5500 、 E5600 / EF560 があります。承認済みの SAS-2

ドライブシェルフには DE1600 、 DE5600 、および DE6600 があります。承認されている SAS-3 アレイには
E2800 および E5700 / EF570 があります。承認済みの SAS-3 ドライブシェルフには DE212C 、 DE224C 、
および DE460C があります。

このタスクについて

この手順では、承認済みの SAS-2 アレイのコントローラシェルフをドライブシェルフに変換し、そのシェル
フをデータ保持がない新しい承認済みの SAS-3 アレイとドライブシェルフの背後に配置します。

この 手順 環境 IOM12 および IOM12B ドライブシェルフを使用します。

IOM12BモジュールはSANtricity OS 11.70.2以降でのみサポートされます。IOM12Bをインスト
ールまたはアップグレードする前に、コントローラのファームウェアがアップデートされてい
ることを確認してください。

作業を開始する前に

この手順は複雑であるため、次のものが必要です。

• Feature Product Variance Request （ FPVR ）が必要です。FPVR の申請については、ネットアッププロ
フェッショナルサービスにお問い合わせください。

FPVR を取得せずに手順を試行すると、ドライブ障害が発生し、コントローラがロックダ
ウンする可能性があります。

• データをバックアップできる場合は、ネットアッププロフェッショナルサービスの支援なしでこの手順を
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実行できます。

• データをバックアップできない場合は、ネットアッププロフェッショナルサービスにお問い合わせ手順く
ださい。

• 両方のアレイで手順の準備が完了していることを確認します。

◦ * 既存のアレイ * ： SANtricity OS 8.25 以降を搭載した既存のアレイの電源をオンにしておきます。

◦ * 新しいアレイ * ：新しいアレイを開封し、電源はオフにしておきます。

• ドライブシェルフに変換する SAS-2 コントローラシェルフのシリアル番号をメモします。

手順 1 ：コントローラの電源をオフにする（データ保持なし）

コントローラの電源をオフにする前に、すべての処理をシャットダウンする必要があります。

手順

1. 既存の SAS-2 アレイにまだアクセス可能な場合は、すべてのボリュームグループを削除し、両方のコン
トローラの電源をオフにして、すべてのケーブルを取り外します。

2. ドライブシェルフに変換する SAS-2 コントローラシェルフのシリアル番号をメモします。

3. 既存のアレイでドライブセキュリティを使用している場合は、セキュリティキーを利用できることを確認
してください。

手順 2 ：コントローラを取り付ける（データ保持なし）

シャットダウンが完了したら、アレイのコントローラを交換できます。

手順

1. IOM または ESM を搭載した既存のアレイの両方のコントローラを交換します。

2. 可能であれば、既存のアレイから取り外したホストケーブルとネットワークケーブルを新しいアレイのコ
ントローラに接続します。

新しいアレイのホスト接続によっては、別のケーブルが必要になる場合があります。

3. 新しいアレイのコントローラ背後でドライブシェルフをケーブル接続します。

既存のコントローラドライブトレイとそれに接続されたドライブトレイをドライブシェルフとして新しい
アレイのコントローラにケーブル接続できるようになります。

SAS-2 から SAS-3 への接続には、 SAS HD から Mini-SAS へのケーブルが必要です。特定
のコントローラおよび拡張シェルフ構成の詳細なケーブル接続情報については、を参照し
てください "ケーブル配線" または "『 E-Series Hardware Cabling Guide 』を参照してくだ
さい"。

手順 3 ：コントローラの電源をオンにする（データ保持なし）

インストールが完了したら、コントローラの電源をオンにし、構成の変更をネットアップテクニカルサポート
に送信します。

手順
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1. 新しいアレイとそれに接続されたドライブシェルフの電源をオンにします。

2. をインストールして、管理ポートと IP アドレスを設定します "SANtricity クイックコネクト" ユーティリ
ティ。

3. 既存のアレイでドライブセキュリティを使用していた場合は、セキュリティキーをインポートします。

4. この手順を実行する前に既存のアレイからボリュームグループを削除できなかった場合は、すべての外部
ドライブをネイティブとして扱うように設定する必要があります。ドライブをネイティブに設定する方法
の詳細については、 SANtricity オンラインヘルプを参照してください。

5. 構成の変更をネットアップテクニカルサポートに送信します。

a. 手順 2 でメモしておいた古いコントローラドライブトレイのシリアル番号を用意します。

b. にログインします "ネットアップサポートサイト"。

c. [ フィードバックカテゴリ * ] のドロップダウンリストから、 [ インストール済み製品 ] > [ 分解リクエ
スト * ] を選択します。

d. 「 * ケースを作成 * 」を選択します。「 * Comments * 」テキストボックスに次のテキストを入力しま
す。シリアル番号はコントローラドライブトレイのシリアル番号に置き換えてください。

「資格がシステム内の別のシリアル番号に移動されたため、このシリアル番号を無効にしてくださ
い。これを SN notes で参照してください

e. [ 送信 ] を選択します。

SAS-2 から SAS-3 への構成の変更がネットアップテクニカルサポートに送信されます。

SANtricity OS の略

SANtricity OS のアップグレードの概要

オペレーティングシステムおよびシステムハードウェアコンポーネントを最新バージョ
ンの SANtricity ソフトウェアおよびファームウェアにアップグレードできます。

これらのアップグレード手順には、次の項目についての個別の手順が含まれます。

• シングルコントローラ — ストレージアレイのソフトウェア、およびオプションで IOM ファームウェアと
不揮発性静的ランダムアクセスメモリ（ NVSRAM ）をアップグレードする手順を説明します。

• 複数のコントローラ — 同じタイプの複数のストレージアレイ上の SANtricity OS ソフトウェアをアップグ
レードする手順について説明します

• ドライブ — ドライブのファームウェアをアップグレードする手順が含まれています

アップグレードを開始する前に、を確認してください "アップグレード時の考慮事項"。

アップグレード時の考慮事項

アップグレードを正しく行うために、アップグレードに関する次の考慮事項を確認して
ください。
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コントローラのアップグレード（単一または複数）

コントローラをアップグレードする前に、以下の重要な考慮事項を確認し

現在のバージョン

ソフトウェアとファームウェアの現在のバージョンを次のように表示できます。

• シングルコントローラの場合は、 SANtricity システムマネージャインターフェイスを使用しま
す。[Upgrade Center] メニューに移動し、 [* Software and Firmware Inventory] のリンクをクリックしま
す。

• 複数のコントローラの場合は、 SANtricity Unified Manager インターフェイスを使用します。検出された
ストレージアレイの * Manage * ページに移動します。バージョンは、「 * SANtricity OS ソフトウェア *

」列に表示されます。各行の SANtricity OS のバージョンをクリックするとポップアップダイアログボッ
クスが表示され、コントローラのファームウェアと NVSRAM の情報を確認できます。

アップグレードに含まれるコンポーネント

SANtricity OS のアップグレードプロセスには、次のコンポーネントが含まれています。

• System Manager — System Manager はストレージアレイを管理するソフトウェアです。

• * コントローラファームウェア * — コントローラファームウェアは、ホストとボリューム間の I/O を管理
します。

• * IOM ファームウェア * - I/O モジュール（ IOM ）ファームウェアは、コントローラとドライブシェルフ
の間の接続を管理します。また、コンポーネントのステータスも監視します。

• * スーパーバイザー・ソフトウェア * — スーパーバイザー・ソフトウェアは、ソフトウェアが実行される
コントローラ上の仮想マシンです。

個別にアップグレードするコンポーネント

次のコンポーネントは個別にアップグレードする必要があります。

• * コントローラ NVSRAM * — コントローラ NVSRAM は、コントローラのデフォルト設定を指定するコン
トローラファイルです。NVSRAM のアップグレード手順は、コントローラのアップグレード手順に含ま
れています。

• * ドライブファームウェア * — を参照してください "ドライブファームウェアをアップグレードします" を
参照してください。

• * マルチパス / フェイルオーバードライバ * — アップグレードプロセスの一環として、ホストがコントロ
ーラと正しく連携するように、ホストのマルチパス / フェイルオーバードライバのアップグレードも必要
になる場合があります。Microsoft Windows 以外のオペレーティングシステムを実行するホストがストレ
ージシステムに I/O 接続されている場合は、それらのホストのマルチパスドライバをアップグレードしま
す。互換性の情報については、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix を参照してください
"。アップグレード手順については、を参照してください "Linux の簡単な設定"、 "Windows の簡単な設定"

または "VMware の簡単な設定"。

• * SANtricity Unified Manager* — Unified Manager は、 E2800 、 E5700 、 EF300 、 EF600 モデルを含む
複数のストレージシステムを管理するソフトウェアです。Unified Manager は SANtricity Web サービスプ
ロキシの一部です。 RESTful API サーバをホストシステムに別途インストールして、数百台規模の新旧の
NetApp E シリーズストレージシステムを管理します。詳細については、を参照してください "SANtricity

Web Services Proxy の概要"。
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• * ユーティリティー * — SANtricity Windows ホスト・ユーティリティー、 SANtricity Linux ホスト・ユーテ
ィリティー、 SANtricity Windows DSM など、他の管理ユーティリティーを個別にアップグレードする必
要があります。これらのユーティリティの詳細については、を参照してください "Linux の簡単な設定"、
"Windows の簡単な設定"または "VMware の簡単な設定"。

• * レガシーシステム * — 古いストレージ・システムを含むストレージ・ネットワークにストレージ・シス
テムが含まれている場合 ' 従来の SANtricity ストレージ・マネージャのエンタープライズ管理ウィンドウ
（ EMW ）を使用して ' すべてのストレージ・システムのエンタープライズ・ビューを提供する必要があ
りますこの場合は、 SANtricity Storage Manager の新しいメンテナンスリリースがないかどうかを確認し
てください。

デュアルコントローラと I/O 処理

ストレージアレイにコントローラが 2 台あり、マルチパスドライバがインストールされている場合は、アッ
プグレードの実行中もストレージアレイで I/O の処理を継続できます。アップグレードの実行中は、次の処理
が実行されます。

1. コントローラ A のすべての LUN がコントローラ B にフェイルオーバーされます

2. コントローラ A でアップグレードが実行されます

3. コントローラ A に LUN が戻され、コントローラ B の LUN もすべて移されます。

4. コントローラ B でアップグレードが実行されます

アップグレードの完了後、所有権のある正しいコントローラにボリュームが配置されるように、コントローラ
間で手動でのボリュームの再配置が必要になることがあります。

ヘルスチェック

健全性チェックは、アップグレードプロセスの一環として実行されます。この健全性チェックでは、ストレー
ジアレイのすべてのコンポーネントについて、アップグレードを実行できる状態であるかがチェックされま
す。次の状況に該当する場合、アップグレードを実行できないことがあり

• 割り当てられたドライブで障害が発生し

• ホットスペアを使用中です

• 不完全なボリュームグループです

• 同時に実行できません

• ボリュームが見つからない

• コントローラのステータスが最適でない

• イベントログイベントが多すぎます

• 構成データベースの検証に失敗しました

• ドライブの DACstore のバージョンが古い

アップグレード前の健常性チェックは、アップグレードとは別に実行することもできます。

即時アップグレードまたは段階的アップグレード

アップグレードはただちにアクティブ化することも、ステージングしてあとでアクティブ化することもできま
す。あとでアクティブ化する理由は次のとおりです。
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• * 時間帯 * — ソフトウェアのアクティブ化には時間がかかることがあるため、 I/O 負荷の低い時間帯に実
行できます。I/O 負荷とキャッシュサイズによっては、コントローラのアップグレードに通常 15~25 分か
かります。アクティブ化の際にはコントローラがリブートしてフェイルオーバーするため、アップグレー
ドが完了するまではパフォーマンスが通常よりも低下する可能性があります。

• * パッケージのタイプ * — 他のストレージアレイ上のファイルをアップグレードする前に ' 新しいソフト
ウェアとファームウェアを 1 つのストレージアレイでテストすることをお勧めします

ドライブファームウェアのアップグレード

ドライブファームウェアをアップグレードする前に、以下の重要な考慮事項を確認してください。

ドライブの互換性

各ドライブファームウェアファイルには、ファームウェアが実行されるドライブタイプに関する情報が含まれ
ています。ファームウェアファイルは互換性のあるドライブにのみダウンロードできます。アップグレードプ
ロセスの実行中に、 System Manager で自動的に互換性がチェックされます。

ドライブのアップグレード方法

ドライブファームウェアのアップグレード方式には、オンラインとオフラインの 2 種類があります。
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オンラインアップグレード オフラインアップグレード

オンラインアップグレードでは、ドライブが一度に 1

つずつ順番にアップグレードされます。ストレージ
アレイでの I/O の処理はアップグレードの実行中も継
続されます。I/O を停止する必要はありませんオンラ
インアップグレードが可能なドライブの場合は、自
動的にオンライン方式が使用されます。

オンラインアップグレードを実行できるドライブに
は、次のものがあります。

• 「最適」状態のプール内のドライブ

• 「最適」状態の冗長化されたボリュームグループ
内のドライブ（ RAID 1 、 RAID 5 、および RAID

6 ）

• 未割り当てのドライブ

• スタンバイのホットスペアドライブ

ドライブファームウェアのオンラインアップグレー
ドには数時間かかることがあり、その間はストレー
ジアレイでボリューム障害が発生する可能性があり
ます。ボリューム障害は次の状況で発生する可能性
があります。

• RAID 1 または RAID 5 のボリュームグループ
で、あるドライブをアップグレードしているとき
に 1 本のドライブで障害が発生した場合。

• RAID 6 のプールまたはボリュームグループで、
あるドライブをアップグレードしているときに別
の 2 本のドライブで障害が発生した場合。

オフラインアップグレードでは、同じドライブタイ
プのすべてのドライブが同時にアップグレードされ
ます。この方式では、選択したドライブに関連付け
られているボリュームへの I/O アクティビティを停止
する必要があります。複数のドライブを同時に並行
してアップグレードできるため、全体的なダウンタ
イムは大幅に短縮されます。オフラインアップグレ
ードしか実行できないドライブの場合は、自動的に
オフライン方式が使用されます。

次のドライブではオフライン方式を使用する必要が
あります。

• 非冗長ボリュームグループ内のドライブ（ RAID

0 ）

• 最適状態でないプールまたはボリュームグループ
内のドライブ

• SSD キャッシュ内のドライブ

単一のコントローラのソフトウェアとファームウェアをアップグレードします

コントローラを 1 台アップグレードすることで、最新の機能と修正をすべて利用できま
す。

このプロセスでは、ストレージアレイのソフトウェア、および必要に応じて IOM ファームウェアと不揮発性
静的ランダムアクセスメモリ（ NVSRAM ）をアップグレードします。

作業を開始する前に

• レビュー "アップグレード時の考慮事項"。

• コントローラ NVSRAM ファイルを OS ファームウェアと同時にアップグレードするかどうかを決定しま
す。

通常は、すべてのコンポーネントを同時にアップグレードする必要があります。ただし、パッチを適用し
ていたり、カスタムバージョンのコントローラ NVSRAM ファイルを使用していて、上書きしたくない場
合は、アップグレードを中止することもできます。
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• IOM ファームウェアをアップグレードするかどうかを決定します。

通常は、すべてのコンポーネントを同時にアップグレードする必要があります。ただし、 IOM ファーム
ウェアを SANtricity OS ソフトウェアアップグレードの一部としてアップグレードしない場合や、テクニ
カルサポートから IOM ファームウェアをダウングレードするよう依頼された場合は（ファームウェアの
ダウングレードにはコマンドラインインターフェイスを使用する必要があります）、アップグレードを中
止することもできます。

• OS のアップグレードを今すぐアクティブ化するか、あとでアクティブ化するかを決定します。

あとでアクティブ化する理由には、次のものがあります

◦ * 時間帯 * –ソフトウェアとファームウェアのアクティブ化には時間がかかることがあるため、 I/O 負
荷の低い時間帯に実行できます。アクティブ化の際にはコントローラがフェイルオーバーするため、
アップグレードが完了するまではパフォーマンスが通常よりも低下する可能性があります。

◦ * パッケージのタイプ * –新しいソフトウェアとファームウェアを 1 つのストレージアレイでテストし
てから、他のストレージアレイでファイルをアップグレードできます。

手順 1 ：サポートサイトからソフトウェアファイルをダウンロードする

この手順では、ネットアップサポートサイトにアクセスして、新しいダウンロード可能パッケージ（ DLP ）
ソフトウェアファイルを管理ホストシステムに保存します。

アップグレードに必要な時間は、ストレージアレイの構成とアップグレードするコンポーネントによって異な
ります。

手順

1. ストレージアレイにコントローラが 1 台しかない場合やマルチパスドライバがインストールされていない
場合は、アプリケーションエラーを回避するためにストレージアレイへの I/O アクティビティを停止しま
す。ストレージアレイにコントローラが 2 台あり、マルチパスドライバがインストールされている場合
は、 I/O アクティビティを停止する必要はありません。

StorageGRID アプライアンス（ SG5612 や SG5760 など）で SANtricity OS をアップグレ
ードする場合は、この手順を続行する前にアプライアンスをメンテナンスモードにして I/O

アクティビティを停止する必要があります。停止しないと、データが失われる可能性があ
ります。詳細な手順については、使用している StorageGRID アプライアンスのインストー
ルとメンテナンスの手順を参照してください。

2. System Manager インターフェイスで、メニューから Support [Upgrade Center] を選択します。

3. 「 SANtricity OS Software upgrade 」というラベルの付いた領域で、「 NetApp SANtricity OS Downloads

」をクリックしてネットアップサポートサイトを開きます。

4. ダウンロードページから、 * E-Series SANtricity OS Controller Software* を選択します。

バージョン 8.42 以降のデジタル署名されたファームウェアが必要です。署名のないファー
ムウェアをダウンロードしようとすると、エラーが表示されてダウンロードが中止されま
す。

5. 画面に表示される手順に従って、コントローラモデルに対応する最新の OS ソフトウェアをダウンロード
します。NVSRAM もアップグレードする場合は、 1 台のコントローラの NVSRAM ファイルをダウンロ
ードします。
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手順 2 ：ソフトウェアファイルをコントローラに転送する

この手順では、アップグレードプロセスを開始できるように、ソフトウェアファイルをコントローラに転送し
ます。コンポーネントが管理クライアントからコントローラにコピーされ、フラッシュメモリのステージング
領域に配置されます。

* データ損失のリスク、ストレージアレイの損傷のリスク * — アップグレードの実行中にスト
レージアレイを変更しないでください。ストレージアレイの電源は切らないでください。

手順

1. （オプション）。特定のメンテナンス期間にアップグレードを実行する場合は、アップグレード前の健常
性チェックを実行して、ストレージアレイに重大な問題が発生していないかどうかを事前に確認すること
を推奨します。その場合は、 System Manager の Upgrade Center （メニュー：サポート [Upgrade

Center] ）からアップグレード前の健常性チェック * を選択し、画面に表示される指示に従います。それ
以外の場合は、アップグレードプロセスで健全性チェックが実行されるため、この手順は省略できます。

2. この時点で IOM ファームウェアをアップグレードしない場合は、 * IOM の自動同期を中断 * をクリック
し、ダイアログボックスの指示に従います。

ストレージアレイにコントローラが 1 台しかない場合、 IOM ファームウェアはアップグレードされませ
ん。

3. System Manager のアップグレードセンターで、「 SANtricity OS ソフトウェアのアップグレード」か
ら「 * アップグレードの開始」をクリックします。

SANtricity OS ソフトウェアのアップグレードダイアログが表示されます。

4. アップグレードプロセスを開始するファイルを 1 つ以上選択します。

a. SANtricity OS ソフトウェアファイルを選択するには、「 * 参照」をクリックし、サポートサイトから
ダウンロードした OS ソフトウェアファイルを選択します。

b. 参照 * をクリックし、サポートサイトからダウンロードした NVSRAM ファイルに移動して、コント
ローラ NVSRAM ファイルを選択します。コントローラ NVSRAM ファイルの名前は 'N2800-830000-

000.dll' のようになります

次の処理が行われます。

▪ デフォルトでは、現在のストレージアレイ構成と互換性のあるファイルだけが表示されます。

▪ アップグレードするファイルを選択すると、ファイルの名前とサイズが表示されます。

5. （オプション）アップグレードする SANtricity OS ソフトウェアファイルを選択した場合、ファイルをア
クティブ化せずにコントローラに転送するには、 [ ファイルを今すぐ転送するが、アップグレードしない
（後でアップグレードをアクティブ化する） *] チェックボックスをオンにします。

6. [ * スタート * ] をクリックし、操作を確定します。

アップグレード前の健常性チェックの間は処理をキャンセルできますが、転送またはアクティブ化の実行
中はキャンセルできません。

7. （オプション）アップグレードされた内容のリストを表示するには、 * ログの保存 * をクリックします。

ブラウザの Downloads フォルダに、「 drive upgrade_log-timestamp.txt 」という名前でファイルが保存さ
れます。
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ソフトウェアファイルをすでにアクティブ化している場合は、に進みます 手順 4 ：ソフトウェアとファーム
ウェアのアップグレードを完了する; それ以外の場合は、に進みます 手順 3 ：ソフトウェアファイルをアクテ
ィブ化する。

手順 3 ：ソフトウェアファイルをアクティブ化する

この手順は、ソフトウェアまたはファームウェアが転送済みでアクティブ化されていない場合にのみ実行しま
す。この状態を確認するには、 System Manager のホームページまたはアップグレードセンターのページの
通知領域で通知を探します。

アクティブ化処理を実行すると、現在のソフトウェアとファームウェアが新しいソフトウェアとファームウェ
アに置き換えられます。起動後にアクティブ化プロセスを停止することはできません。

手順

1. System Manager インターフェイスで、メニューから Support [Upgrade Center] を選択します。

2. 「 SANtricity OS ソフトウェアのアップグレード」というラベルの付いた領域で、 * アクティブ化 * をク
リックし、操作を実行することを確認します。

3. （オプション）アップグレードされた内容のリストを表示するには、 * ログの保存 * をクリックします。

ブラウザの Downloads フォルダに、「 drive upgrade_log-timestamp.txt 」という名前でファイルが保存さ
れます。

手順 4 ：ソフトウェアとファームウェアのアップグレードを完了する

Software and Firmware Inventory （ソフトウェアとファームウェアのインベントリ）ダイアログボックスでバ
ージョンを確認して、ソフトウェアとファームウェアのアップグレードを完了します。

作業を開始する前に

• ソフトウェアまたはファームウェアをアクティブ化しておく必要があります。

手順

1. System Manager の Hardware ページにすべてのコンポーネントが表示されていることを確認します。

2. [Software and Firmware Inventory] ダイアログボックスをチェックして、新しいソフトウェアとファーム
ウェアのバージョンを確認します（ [Menu] ： [Upgrade Center] を選択し、 [* Software and Firmware

Inventory] のリンクをクリックします）。

3. コントローラ NVSRAM をアップグレードした場合、既存の NVSRAM に適用されていたカスタム設定は
アクティブ化のプロセスで失われます。カスタム設定については、アクティブ化のプロセスの完了後に
NVSRAM に再度適用する必要があります。

4. 手順のアップグレード中に次のいずれかのエラーが発生した場合は、推奨される対処方法を実行してくだ
さい。
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ファームウェアのダウンロードエラー 対処方法

割り当てられたドライブで障害が発生し エラーの理由の 1 つとして、ドライブに適切な署名
がない可能性があります。該当するドライブが認定
済みのドライブであることを確認します。詳細につ
いては、テクニカルサポートにお問い合わせくださ
い。

ドライブを交換する場合は、交換用ドライブの容量
が交換する障害ドライブと同じかそれよりも大きい
ことを確認してください。

障害が発生したドライブの交換は、ストレージアレ
イで I/O を受信中に実行できます

ストレージアレイをチェックしてください • 各コントローラに IP アドレスが割り当てられ
ていることを確認します。

• コントローラに接続されているすべてのケーブ
ルが破損していないことを確認します。

• すべてのケーブルがしっかりと接続されている
ことを確認します。

統合ホットスペアドライブ ファームウェアをアップグレードする前に、このエ
ラーを修正する必要があります。System Manager

を起動し、 Recovery Guru を使用して問題を解決
します。

不完全なボリュームグループです 1 つ以上のボリュームグループまたはディスクプー
ルが不完全な場合は、ファームウェアをアップグレ
ードする前に、このエラーを修正する必要がありま
す。System Manager を起動し、 Recovery Guru を
使用して問題を解決します。

すべてのボリュームグループで実行中の排他的処理
（バックグラウンドメディア / パリティスキャン以
外）

1 つ以上の排他的な処理を実行中の場合は、その処
理を完了してからファームウェアをアップグレード
する必要があります。System Manager で処理の進
捗状況を監視します。

ボリュームが見つからない ファームウェアをアップグレードする前に、ボリュ
ームが見つからない状態を修正する必要がありま
す。System Manager を起動し、 Recovery Guru を
使用して問題を解決します。

いずれかのコントローラの状態が最適以外である必
要があります

いずれかのストレージアレイコントローラを確認す
る必要があります。ファームウェアをアップグレー
ドする前に、この状態を修正する必要がありま
す。System Manager を起動し、 Recovery Guru を
使用して問題を解決します。
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ファームウェアのダウンロードエラー 対処方法

コントローラオブジェクトグラフ間でストレージパ
ーティション情報が一致しません

コントローラ上のデータの検証中にエラーが発生し
ました。この問題を解決するには、テクニカルサポ
ートにお問い合わせください。

SPM の検証でデータベースコントローラのチェッ
クが失敗する

コントローラでストレージパーティションマッピン
グデータベースのエラーが発生しました。この問題
を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わ
せください。

構成データベースの検証（ストレージアレイのコン
トローラのバージョンでサポートされている場合）

コントローラで構成データベースのエラーが発生し
ました。この問題を解決するには、テクニカルサポ
ートにお問い合わせください。

MEL 関連のチェック この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

過去 7 日間に 10 個を超える DDE 情報または重大
MEL イベントが報告されました

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

2 個を超えるページ 2C 重大 MEL イベントが過去 7

日以内に報告されました
この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

2 個を超えるデグレードドライブチャネル重大
MEL イベントが過去 7 日以内に報告されました

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

過去 7 日間に 4 個を超える重大 MEL エントリが生
成されます

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

次の手順

これでコントローラソフトウェアのアップグレードは完了です。通常の運用を再開することができます。

複数のコントローラのソフトウェアとファームウェアをアップグレードします

SANtricity Unified Manager では、同じタイプの複数のコントローラをアップグレードで
きます。

作業を開始する前に

• レビュー "アップグレード時の考慮事項"。

• ソフトウェアのアップグレードをすぐにアクティブ化するかあとでアクティブ化するかを決定します。あ
とでアクティブ化する理由は次のとおりです。

◦ * 時間帯 * — ソフトウェアのアクティブ化には時間がかかることがあるため、 I/O 負荷の低い時間帯に
実行できます。アクティブ化の際にはコントローラがフェイルオーバーするため、アップグレードが
完了するまではパフォーマンスが通常よりも低下する可能性があります。
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◦ * パッケージのタイプ *-- 他のストレージアレイのファイルをアップグレードする前に ' 新しい OS ソ
フトウェアを 1 つのストレージアレイでテストすることをお勧めします

• 以下の注意事項を確認してください

データ損失のリスク、ストレージアレイの破損のリスク - アップグレードの実行中にストレー
ジアレイに対する変更を行わないでください。ストレージアレイの電源は切らないでくださ
い。

StorageGRID アプライアンス（ SG5612 や SG5760 など）で SANtricity OS をアップグレード
する場合は、この手順を続行する前にアプライアンスをメンテナンスモードにして I/O アクテ
ィビティを停止する必要があります。停止しないと、データが失われる可能性があります。詳
細な手順については、使用している StorageGRID アプライアンスのインストールとメンテナン
スの手順を参照してください。

手順 1 ：アップグレード前の健常性チェックを実行する

健全性チェックはアップグレードプロセスの一環として実行されますが、開始前に別途実行することもできま
す。健全性チェックでは、ストレージアレイのコンポーネントについて、アップグレードを実行できる状態で
あるかがチェックされます。

手順

1. Unified Manager を開きます。

2. メインビューで * Manage * を選択し、メニューから Upgrade Center [Pre-Upgrade Health Check] を選択
します。

[Pre-Upgrade Health Check] ダイアログ・ボックスが開き ' 検出されたすべてのストレージ・システムが
一覧表示されます

3. 必要に応じて、ストレージシステムのリストをフィルタまたはソートして、状態が現在「最適」でないす
べてのシステムを確認します。

4. 健全性チェックを実行するストレージシステムのチェックボックスを選択します。

5. [ スタート ] ボタンをクリックします。

健全性チェックの実行中、ダイアログボックスに進捗状況が表示されます。

6. 健全性チェックが完了したら、各行の右側にある省略記号（ … ）をクリックして、詳細情報を表示した
り他のタスクを実行したりできます。

健全性チェックでいずれかのアレイに問題が見つかった場合は、そのアレイをスキップし
て他のアレイのアップグレードを続行するか、プロセス全体を停止して該当するアレイの
トラブルシューティングを行うことができます。

手順 2 ：サポートサイトからソフトウェアファイルをダウンロードする

この手順では、ネットアップサポートサイトにアクセスして、新しいダウンロード可能パッケージ（ DLP ）
ソフトウェアファイルを管理ホストシステムに保存します。

手順
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1. ストレージアレイにコントローラが 1 台しかない場合やマルチパスドライバが使用されていない場合は、
アプリケーションエラーを回避するためにストレージアレイへの I/O アクティビティを停止します。スト
レージアレイにコントローラが 2 台あり、マルチパスドライバがインストールされている場合は、 I/O ア
クティビティを停止する必要はありません。

2. Unified Manager のメインビューで * Manage * を選択し、アップグレードするストレージアレイを 1 つ以
上選択します。

3. メニューからアップグレードセンター [Upgrade SANtricity OS Software] を選択します。

SANtricity OS ソフトウェアのアップグレードページが表示されます。

4. ネットアップサポートサイトからローカルマシンに最新の SANtricity OS ソフトウェアパッケージをダウ
ンロードします。

a. [ 新しいファイルをソフトウェアリポジトリに追加する *] をクリックします。

b. 最新の * SANtricity OS ダウンロード * を検索するためのリンクをクリックします。

c. [Download Latest Release] リンクをクリックします。

d. 以降の手順に従って、 SANtricity OS ファイルと NVSRAM ファイルをローカルマシンにダウンロード
します。

バージョン 8.42 以降のデジタル署名されたファームウェアが必要です。署名のないファー
ムウェアをダウンロードしようとすると、エラーが表示されてダウンロードが中止されま
す。

手順 3 ：ソフトウェアファイルをコントローラに転送する

SANtricity OS ソフトウェアファイルと NVSRAM ファイルをリポジトリにロードして、 Unified Manager ア
ップグレードセンターからアクセスできるようにします。

データ損失のリスク、ストレージアレイの破損のリスク - アップグレードの実行中にストレー
ジアレイに対する変更を行わないでください。ストレージアレイの電源は切らないでくださ
い。

手順

1. Unified Manager のメインビューで * Manage * を選択し、アップグレードするストレージアレイを 1 つ以
上選択します。

2. メニューからアップグレードセンター [Upgrade SANtricity OS Software] を選択します。

SANtricity OS ソフトウェアのアップグレードページが表示されます。

3. ネットアップサポートサイトからローカルマシンに最新の SANtricity OS ソフトウェアパッケージをダウ
ンロードします。

a. [ 新しいファイルをソフトウェアリポジトリに追加する *] をクリックします。

b. 最新の * SANtricity OS ダウンロード * を検索するためのリンクをクリックします。

c. [Download Latest Release] リンクをクリックします。

d. 以降の手順に従って、 SANtricity OS ファイルと NVSRAM ファイルをローカルマシンにダウンロード
します。
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バージョン 8.42 以降のデジタル署名されたファームウェアが必要です。署名のないファー
ムウェアをダウンロードしようとすると、エラーが表示されてダウンロードが中止されま
す。

4. コントローラのアップグレードに使用する OS ソフトウェアファイルと NVSRAM ファイルを選択しま
す。

a. [Select a SANtricity OS software file*] ドロップダウンから、ローカルマシンにダウンロードした OS

ファイルを選択します。

使用可能なファイルが複数ある場合は、日付が新しい順にファイルがソートされます。

ソフトウェアリポジトリには、 Web サービスプロキシに関連付けられているすべてのソフ
トウェアファイルが表示されます。使用するファイルが表示されない場合は、リンク * ソ
フトウェアリポジトリに新しいファイルを追加 * をクリックして、追加する OS ファイル
が保存されている場所を参照します。

a. Select an NVSRAM file * ドロップダウンから、使用するコントローラファイルを選択します。

ファイルが複数ある場合は、日付が新しい順にファイルがソートされます。

5. [Compatible Storage Array] テーブルで ' 選択した OS ソフトウェア・ファイルと互換性のあるストレージ
・アレイを確認し ' アップグレードするアレイを選択します

◦ [ 管理 ] ビューで選択したストレージ・アレイおよび選択したファームウェア・ファイルと互換性のあ
るストレージ・アレイは ' デフォルトで [ 互換性のあるストレージ・アレイ ] テーブルで選択されてい
ます

◦ 選択したファームウェアファイルで更新できないストレージアレイは、ステータス * incompatible * と
表示される互換性があるストレージアレイテーブルで選択できません。

6. （オプション）ソフトウェアファイルをアクティブ化せずにストレージアレイに転送するには、 * OS ソ
フトウェアをストレージアレイに転送し、ステージング済みとしてマークし、あとでアクティブ化 * チェ
ックボックスをオンにします。

7. [ スタート ] ボタンをクリックします。

8. すぐにアクティブ化するかあとでアクティブ化するかに応じて、次のいずれかを実行します。

◦ 「 * transfer * 」と入力して、アップグレード対象として選択したアレイの OS ソフトウェアのバージ
ョンを転送することを確認し、「 * Transfer * 」をクリックします。

転送されたソフトウェアをアクティブにするには、メニューから [Upgrade Center] [Activate Staged

OS Software] を選択します。

◦ アップグレード対象として選択したアレイ上の OS ソフトウェアのバージョンを転送してアクティブ
化することを確認するには、 * upgrade * と入力し、 * Upgrade * をクリックします。

アップグレード対象として選択した各ストレージアレイにソフトウェアファイルが転送され、ストレ
ージアレイがリブートされてファイルがアクティブ化されます。

アップグレード処理では次の処理が実行されます。

◦ アップグレードプロセスの一環として、アップグレード前の健常性チェックが実行されます。アップ
グレード前の健常性チェックでは、ストレージアレイのすべてのコンポーネントについて、アップグ
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レードを実行できる状態であるかがチェックされます。

◦ いずれかの健全性チェックでストレージアレイに問題が見つかった場合、アップグレードが停止しま
す。省略符号 (…) をクリックして * ログを保存 * を選択すると、エラーを確認できます。ヘルスチェ
ックエラーを無視するように選択し、 * Continue * をクリックしてアップグレードを続行することも
できます。

◦ アップグレード前の健常性チェックのあとに、アップグレード処理をキャンセルすることができま
す。

9. （オプション）アップグレードが完了したら、省略記号（ … ）をクリックし、「 * ログを保存」を選択
すると、特定のストレージアレイのアップグレード内容のリストが表示されます。

ブラウザの Downloads フォルダに 'upgrade_log-<date>.json ` という名前でファイルが保存されます

手順 4 ：ステージング済みソフトウェアファイルをアクティブ化する（オプション）

ソフトウェアファイルはただちにアクティブ化することも、都合のいいタイミングでアクティブ化することも
できます。この手順では、ソフトウェアファイルをあとでアクティブ化するように選択した場合を想定してい
ます。

起動後にアクティブ化プロセスを停止することはできません。

手順

1. Unified Manager のメインビューで、 * Manage * を選択します。必要に応じて、 Status 列をクリックし
て、ステータスが「 OS Upgrade （ Awaiting activation ）」のすべてのストレージアレイをソートしま
す。

2. ソフトウェアをアクティブ化するストレージアレイを 1 つ以上選択し、メニューから [Upgrade Center]

[Activate Staged OS Software] を選択します。

アップグレード処理では次の処理が実行されます。

◦ アップグレード前の健常性チェックは、アクティブ化プロセスの一環として実行されます。アップグ
レード前の健常性チェックでは、ストレージアレイのすべてのコンポーネントについて、アクティブ
化を実行できる状態であるかがチェックされます。

◦ いずれかの健全性チェックでストレージアレイに問題が見つかった場合、アクティブ化は停止しま
す。省略符号 (…) をクリックして * ログを保存 * を選択すると、エラーを確認できます。ヘルスチェ
ックエラーを無視して、 [* Continue （続行） ] をクリックしてアクティブ化を続行することもできま
す。

◦ アップグレード前の健常性チェックのあとに、アクティブ化処理をキャンセルすることができます。
アップグレード前の健常性チェックが正常に完了すると、アクティブ化が実行されます。アクティブ
化にかかる時間は、ストレージアレイの構成とアクティブ化しているコンポーネントによって異なり
ます。

3. （オプション）アクティブ化が完了したら、省略記号（ … ）をクリックし、「ログを保存」を選択する
と、特定のストレージアレイに対してアクティブ化された内容のリストが表示されます。

ブラウザの Downloads フォルダに 'activate_log-<date>.json という名前でファイルが保存されます

次の手順

これでコントローラソフトウェアのアップグレードは完了です。通常の運用を再開することができます。
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ドライブファームウェアをアップグレードします

ドライブのファームウェアをアップグレードするには、この手順に従ってください。こ
れにより、最新の機能と修正がすべて適用されます。

手順 1 ：ドライブファームウェアファイルをダウンロードします

この手順では、ネットアップサポートサイトにアクセスして、ドライブファームウェアファイルを管理クライ
アントにダウンロードします。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、メニューから Support [Upgrade Center] を選択します。

2. Drive Firmware upgrade （ドライブファームウェアのアップグレード）で、 * NetApp Support * （ネット
アップサポート）をクリックして、ネットアップサポートサイトにログインします。

3. サポートサイトで、 * ダウンロード * タブをクリックし、 * ディスクドライブとファームウェアのマトリ
ックス * を選択します。

4. 「 * E-Series and EF-Series Disk Firmware. * 」を選択します

5. 画面に表示される手順に従ってファイルをダウンロードします。

手順 2 ：ドライブファームウェアのアップグレードを開始する

この手順では、ドライブのファームウェアをアップグレードします。

作業を開始する前に

• ディスクツーディスクバックアップ、（計画的なファームウェアアップグレードの影響を受けないボリュ
ームグループへの）ボリュームコピー、またはリモートミラーを使用して、データをバックアップしま
す。

• ストレージアレイのステータスが最適 l であることを確認してください。

• すべてのドライブのステータスが最適 l であることを確認してください。

• ストレージアレイで構成の変更が実行されていないことを確認します。

• ドライブのオフラインアップグレードのみが可能な場合は、ドライブに関連付けられているすべてのボリ
ュームへの I/O アクティビティを停止することを理解します。

手順

1. System Manager Upgrade Center （メニュー：サポート [Upgrade Center] ）で、「 Drive Firmware

upgrade 」セクションから「 * Begin Upgrade * 」をクリックします。

使用中のドライブファームウェアファイルを示すダイアログボックスが表示されます。

2. サポートサイトからダウンロードしたファイルを展開（解凍）します。

3. [* Browse] をクリックし、サポートサイトからダウンロードした新しいドライブファームウェアファイル
を選択します。

ドライブファームウェアファイルのファイル名は、「
.dhUC101212CSS600_30602291_MS01_2800_0002 」のようになります。拡張子は「 .dlp 」です。
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ドライブファームウェアファイルは一度に 1 つずつ、最大 4 つまで選択できます。同じドライブに複数
のドライブファームウェアファイルが対応している場合は、ファイル競合エラーが発生します。アップグ
レードに使用するドライブファームウェアファイルを決定し、それ以外のファイルは削除します。

4. 「 * 次へ * 」をクリックします。

ドライブの選択ダイアログボックスが表示され、選択したファイルでアップグレードできるドライブが一
覧表示されます。

対応しているドライブのみが表示されます。

ドライブに対して選択したファームウェアが、 * 推奨ファームウェア * 情報領域に表示されます。ファー
ムウェアを変更する必要がある場合は、 ［ * 戻る ］ をクリックして前のダイアログに戻ります。

5. 実行するアップグレードのタイプを選択します。

◦ * オンライン（デフォルト） * - ストレージ・アレイが I/O を処理している間に ' ファームウェア・ダ
ウンロードをサポートできるドライブを表示しますこのアップグレード方式を選択した場合は、これ
らのドライブを使用している関連付けられたボリュームへの I/O を停止する必要はありません。これ
らのドライブは、ストレージアレイによるドライブへの I/O の処理中に 1 つずつアップグレードされ
ます。

◦ * オフライン（並行処理） * — ドライブを使用するすべてのボリュームですべての I/O アクティビティ
が停止されている間に ' ファームウェアのダウンロードのみをサポートできるドライブを表示します
このアップグレード方式を選択すると、アップグレード対象のドライブを使用するすべてのボリュー
ムで I/O アクティビティをすべて停止する必要があります。冗長性がないドライブはオフラインで処
理する必要があります。この要件には、 SSD キャッシュ、 RAID 0 ボリュームグループ、またはデグ
レード状態のプールやボリュームグループに関連付けられているドライブが含まれます。オフライン
（並行）アップグレードは、通常、オンライン（デフォルト）方式よりも高速です。

6. テーブルの最初の列で、アップグレードするドライブを選択します。

7. [ * スタート * ] をクリックし、操作を確定します。

アップグレードを停止する必要がある場合は、 * 停止 * をクリックします。実行中のファームウェアのダ
ウンロードは完了します。開始されていないファームウェアのダウンロードはキャンセルされます。

ドライブファームウェアのアップグレードを停止すると、データが失われたり、ドライブ
を使用できなくなったりする可能性があります。

8. （オプション）アップグレードされた内容のリストを表示するには、 * ログの保存 * をクリックします。

ブラウザの Downloads フォルダに、「 drive upgrade_log-timestamp.txt 」という名前でファイルが保存さ
れます。

9. 手順のアップグレード中に次のいずれかのエラーが発生した場合は、推奨される対処方法を実行してくだ
さい。
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ファームウェアのダウンロードエラー 対処方法

• 割り当てられたドライブで障害が発生し エラーの理由の 1 つとして、ドライブに適切な署名
がない可能性があります。該当するドライブが認定
済みのドライブであることを確認します。詳細につ
いては、テクニカルサポートにお問い合わせくださ
い。

ドライブを交換する場合は、交換用ドライブの容量
が交換する障害ドライブと同じかそれよりも大きい
ことを確認してください。

障害が発生したドライブの交換は、ストレージアレ
イで I/O を受信中に実行できます

ストレージアレイをチェックしてください • 各コントローラに IP アドレスが割り当てられ
ていることを確認します。

• コントローラに接続されているすべてのケーブ
ルが破損していないことを確認します。

• すべてのケーブルがしっかりと接続されている
ことを確認します。

統合ホットスペアドライブ ファームウェアをアップグレードする前に、このエ
ラーを修正する必要があります。System Manager

を起動し、 Recovery Guru を使用して問題を解決
します。

不完全なボリュームグループです 1 つ以上のボリュームグループまたはディスクプー
ルが不完全な場合は、ファームウェアをアップグレ
ードする前に、このエラーを修正する必要がありま
す。System Manager を起動し、 Recovery Guru を
使用して問題を解決します。

すべてのボリュームグループで実行中の排他的処理
（バックグラウンドメディア / パリティスキャン以
外）

1 つ以上の排他的な処理を実行中の場合は、その処
理を完了してからファームウェアをアップグレード
する必要があります。System Manager で処理の進
捗状況を監視します。

ボリュームが見つからない ファームウェアをアップグレードする前に、ボリュ
ームが見つからない状態を修正する必要がありま
す。System Manager を起動し、 Recovery Guru を
使用して問題を解決します。

いずれかのコントローラの状態が最適以外である必
要があります

いずれかのストレージアレイコントローラを確認す
る必要があります。ファームウェアをアップグレー
ドする前に、この状態を修正する必要がありま
す。System Manager を起動し、 Recovery Guru を
使用して問題を解決します。
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ファームウェアのダウンロードエラー 対処方法

コントローラオブジェクトグラフ間でストレージパ
ーティション情報が一致しません

コントローラ上のデータの検証中にエラーが発生し
ました。この問題を解決するには、テクニカルサポ
ートにお問い合わせください。

SPM の検証でデータベースコントローラのチェッ
クが失敗する

コントローラでストレージパーティションマッピン
グデータベースのエラーが発生しました。この問題
を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わ
せください。

構成データベースの検証（ストレージアレイのコン
トローラのバージョンでサポートされている場合）

コントローラで構成データベースのエラーが発生し
ました。この問題を解決するには、テクニカルサポ
ートにお問い合わせください。

MEL 関連のチェック この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

過去 7 日間に 10 個を超える DDE 情報または重大
MEL イベントが報告されました

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

2 個を超えるページ 2C 重大 MEL イベントが過去 7

日以内に報告されました
この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

2 個を超えるデグレードドライブチャネル重大
MEL イベントが過去 7 日以内に報告されました

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

過去 7 日間に 4 個を超える重大 MEL エントリが生
成されます

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお
問い合わせください。

次の手順

これでドライブファームウェアのアップグレードは完了です。通常の運用を再開することができます。
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システムの保守

EF300 および EF600

EF300 および EF600 ハードウェアをメンテナンスする

EF300 および EF600 ストレージシステムの場合は、次のコンポーネントのメンテナン
ス手順を実行できます。

電池

バッテリはコントローラに搭載されており、 AC 電源で障害が発生した場合にキャッシュデータを保持しま
す。

コントローラ

コントローラは、ボード、ファームウェア、ソフトウェアで構成されます。ドライブを制御し、 SANtricity

System Manager の機能を実装します。

DIMM

メモリサイズが異なる場合や DIMM に障害がある場合は、 DIMM （デュアルインラインメモリモジュール）
を交換する必要があります。

ドライブ

ドライブは、データの物理ストレージメディアとして使用されるデバイスです。

ファン

EF300 または EF600 のコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、コントローラを冷却するための
ファンが 5 台ずつ搭載されています。

ホストインターフェイスカード（ HIC ）

ホストインターフェイスカード（ HIC ）はコントローラキャニスターに取り付ける必要があります。EF600

コントローラには、オプションの HIC 上にホストポートがあります。HIC に搭載されたホストポートのこと
を HIC ポートと呼びます。

ホストポートプロトコル

互換性と通信の確立のために、ホストのプロトコルを別のプロトコルに変換することができます。

電源装置

電源装置は、コントローラシェルフに電源の冗長性を提供します。
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SAS 拡張カード

SAS 拡張カードは、コントローラキャニスターに取り付けることができます。EF300 コントローラは SAS 拡
張をサポートします。

電池

EF300 または EF600 バッテリの交換に際しての要件

EF300 または EF600 バッテリを交換する前に、要件と考慮事項を確認してください。

バッテリはコントローラに搭載されており、 AC 電源で障害が発生した場合にキャッシュデータを保持しま
す。

Recovery Guru のアラート

SANtricity System Manager の Recovery Guru から次のいずれかのステータスが報告された場合は、該当する
バッテリを交換する必要があります。

• バッテリで障害が発生しまし

• バッテリの交換が必要です

SANtricity System Manager の Recovery Guru で詳細を確認し、問題にバッテリが搭載されていること、およ
び先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

手順の概要

データを保護するために、障害が発生したバッテリはできるだけ早く交換する必要があります。

以下は、 EF300 または EF600 コントローラのバッテリを交換する手順の概要です。

1. コントローラをオフラインにします。

2. コントローラキャニスターを取り外します。

3. バッテリを交換します。

4. コントローラキャニスターを交換します。

5. コントローラをオンラインにします。

要件

バッテリを交換する場合は、次の準備が必要です。

• 交換用バッテリ。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。（
System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP アドレス
を指定します）。

353



必要に応じて、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して一部の手順を実行できます。CLI

にアクセスできない場合は、次のいずれかを実行できます。

◦ * SANtricity System Manager （バージョン 11.60 以降） * - System Manager から CLI パッケージ（
zip ファイル）をダウンロードします。[ 設定 ] 、 [ システム ] 、 [ アドオン ] 、 [ コマンドラインイン
ターフェイス ] の順に選択します。次に、 DOS C ：プロンプトなどのオペレーティングシステムプロ
ンプトから問題 CLI コマンドを実行します。

◦ * SANtricity Storage Manager/Enterprise Management Window （ EMW ）：ソフトウェアをダウンロ
ードしてインストールするには ' エクスプレス・ガイドの指示に従ってくださいEMW から CLI コマン
ドを実行するには、次のメニューを選択します： Tools [Execute Script]

EF300 または EF600 バッテリを交換します

EF300 または EF600 ストレージシステムのバッテリを交換することができます。

このタスクについて

各コントローラキャニスターには、 AC 電源で障害が発生した場合にキャッシュデータを保持するバッテリが
搭載されています。SANtricity System Manager の Recovery Guru から「バッテリで障害が発生しました」ま
たは「バッテリの交換が必要です」のいずれかのステータスが報告された場合は、該当するバッテリを交換す
る必要があります。

作業を開始する前に

• 使用中のボリュームがないこと、またはボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスドライバ
がインストールされていることを確認します。

• を確認します "EF300 または EF600 バッテリの交換に際しての要件"。

• 次のものがあることを確認します。

◦ 交換用バッテリ。

◦ ESDリストバンドや静電気防止処置を施します。

◦ 静電気防止処置を施した平らな作業場所。

◦ コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：コントローラをオフラインにする

データをバックアップし、コントローラをオフラインにします。

手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru で詳細を確認し、問題にバッテリが搭載されていること、
および先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

2. Recovery Guru の詳細領域で、交換するバッテリを特定します。

3. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアでき
ます。RAID 構成データベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグ
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ループとディスクプールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

4. コントローラがオフラインでない場合は、 SANtricity System Manager を使用してオフラインにします。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 図にドライブが表示されている場合は、 * Show back of shelf * を選択してコントローラを表示しま
す。

c. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。

d. コンテキストメニューから * オフラインに切り替え * を選択し、操作を確定します。

オフラインにするコントローラを使用して SANtricity System Manager にアクセスして
いる場合は、「 SANtricity System Manager を利用できません」というメッセージが表
示されます。別のコントローラを使用して SANtricity System Manager に自動的にアク
セスするには、 * 代替ネットワーク接続に接続する * を選択します。

5. SANtricity System Manager でコントローラのステータスがオフラインに更新されるまで待ちます。

ステータスの更新が完了するまでは、他の処理を開始しないでください。

6. Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、詳細領域の「削除してもよろしいですか」フィールドに「は
い」と表示されていることを確認します。このコンポーネントを削除しても安全であることを示します。

手順 2 ：コントローラキャニスターを取り外す

障害が発生したバッテリを新しいバッテリと交換します。

手順

1. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

2. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

3. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

5. コントローラの両側にあるハンドルをつかみ、シェルフから外れるまで引き出します。
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6. 両手でハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。コント
ローラの前面がエンクロージャの外に出たら、両手で完全に引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

7. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
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手順 3 ：障害が発生したバッテリを取り外す

障害が発生したバッテリをコントローラから引き出します。

手順

1. 1 本の取り付けネジを外し、ふたを持ち上げてコントローラキャニスターのカバーを取り外します。

2. コントローラ内部の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。

3. コントローラの側面にある「 Press 」タブを探します。

4. このツメを押しながらバッテリケースをつかんで、バッテリのラッチを外します。

5. バッテリ配線を収容しているコネクタをそっとつかみます。バッテリーを引き上げてボードから取り外し
ます。
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6. バッテリをコントローラから取り出し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

7. 障害が発生したバッテリをリサイクルまたは廃棄するには、地域の該当する手順に従ってください。

国際航空運送協会（ IATA ）の規制に従い、コントローラシェルフに搭載されているものを
除き、リチウムバッテリは航空便で送らないでください。
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手順 4 ：新しいバッテリを取り付ける

障害が発生したバッテリをコントローラキャニスターから取り外したあと、次の手順に従って新しいバッテリ
を取り付けます。

手順

1. 新しいバッテリを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

IATA 安全規則に準拠するため、交換用バッテリは 30% 以下の充電状態（ SoC ）で出荷さ
れます。交換用バッテリに電源を再投入したあと、フル充電されて最初の学習サイクルが
完了するまでは、書き込みキャッシュが再開されないことに注意してください。

2. コントローラの側面にある金属製ラッチにバッテリケースを合わせ、バッテリをコントローラに挿入しま
す。

カチッと所定の位置に収まるまでバッテリを押し込みます。

3. バッテリーコネクタをボードに再接続します。

手順 5 ：コントローラキャニスターを再度取り付ける

コントローラをコントローラシェルフに再度取り付けます。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーを下げ、取り付けネジを固定します。

2. コントローラのハンドルをつかみながら、コントローラキャニスターをそっとスライドさせてコントロー
ラシェルフの奥まで押し込みます。

コントローラがシェルフに正しく取り付けられると、カチッという音がします。
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手順 6 ：バッテリ交換後の処理

コントローラをオンラインにし、サポートデータを収集し、運用を再開します。

手順

1. コントローラをオンラインにします。

a. System Manager で、ハードウェアページに移動します。

b. 「 * コントローラの背面を表示 * 」を選択します。

c. バッテリを交換したコントローラを選択します。

d. ドロップダウンリストから「オンラインにする」 * を選択します。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED を確認します。

もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態

◦ 黄色の警告 LED が点灯した状態になります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラ
シェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、コントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に応じ
て、コントローラキャニスターを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。
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4. [Menu] ( メニュー ) の [Upgrade Center] ( アップグレードセンター ) をクリックして、最新バージョンの
SANtricity OS がインストールされていることを確認します。

必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

5. すべてのボリュームが優先所有者に戻っていることを確認します。

a. 選択メニュー： Storage [Volumes][ * すべてのボリューム * ] ページで、ボリュームが優先所有者に配
布されていることを確認します。メニューを選択します。 [More （その他） ] [Change ownership （
所有権の変更） ] （ボリューム所有者を表示

b. すべてのボリュームが優先所有者に所有されている場合は、手順 6 に進みます。

c. いずれのボリュームも戻っていない場合は、手動でボリュームを戻す必要があります。メニューに移
動します。 More [redistribution volumes （ボリュームの再配置） ] 。

d. 自動配信または手動配信のあとに一部のボリュームだけが優先所有者に戻った場合は、 Recovery

Guru でホスト接続の問題を確認する必要があります。

e. Recovery Guru がない場合、または Recovery Guru の手順に従ってもボリュームが優先所有者に戻ら
ない場合は、サポートに問い合わせてください。

6. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

次の手順

これでバッテリの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

コントローラ

EF300 または EF600 コントローラの交換に際しての要件

EF300 または EF600 コントローラを交換する前に、要件と考慮事項を確認してくださ
い。

コントローラは、ボード、ファームウェア、ソフトウェアで構成されます。ドライブを制御し、 SANtricity

System Manager の機能を実装します。

コントローラの交換に際しての要件

コントローラを交換する前に、次の作業を完了しておく必要があります。

• 交換するコントローラキャニスターと同じパーツ番号の交換用コントローラキャニスター。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

• No.1 プラスドライバ。
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• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。（
System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP アドレス
を指定します）。

電源を入れたまま交換してください

次の条件に該当する場合は、ストレージアレイの電源をオンにした状態でホスト I/O 処理を継続したままコン
トローラキャニスターを交換できます。

• シェルフのもう一方のコントローラキャニスターのステータスが「最適」である。

• SANtricity System Manager の Recovery Guru の詳細領域の「 * 削除してもよろしいですか？」というメ
ッセージが表示され、このコンポーネントを削除しても安全であることを示します。

EF300 または EF600 コントローラを交換します

EF300 または EF600 コントローラシェルフに搭載された単一のコントローラを交換す
ることができます。

このタスクについて

障害が発生したコントローラキャニスターを交換するときは、元のコントローラキャニスターからバッテリ、
電源装置、 DIMM 、ファン、およびホストインターフェイスカード（ HIC ）を取り外して、交換用コントロ
ーラキャニスターに取り付ける必要があります。

作業を開始する前に

• レビュー "EF300 または EF600 コントローラの交換に際しての要件"。

• コントローラキャニスターに障害が発生したかどうかを次の 2 つの方法で確認します。

◦ SANtricity System Manager の Recovery Guru で、コントローラキャニスターを交換するように指示
されます。

◦ コントローラキャニスターの黄色の警告 LED が点灯して、コントローラに障害が発生したことが通知
されます。

• 次のものがあることを確認します。

◦ 交換するコントローラキャニスターと同じパーツ番号の交換用コントローラキャニスター。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ 静電気防止処置を施した平らな作業場所。

◦ No.1 プラスドライバ

◦ コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：コントローラを交換する準備をします

障害が発生したコントローラキャニスターを交換する準備として、交換用コントローラキャニスターの FRU

パーツ番号が正しいことを確認し、構成をバックアップし、サポートデータを収集します。

手順
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1. 新しいコントローラキャニスターを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

梱包材は、障害が発生したコントローラキャニスターを発送するときのために保管しておいてください。

2. コントローラキャニスターの背面にある MAC アドレスと FRU パーツ番号のラベルを確認します。

3. SANtricity System Manager で、交換するコントローラキャニスターの交換パーツ番号を確認します。

コントローラに障害が発生しているため交換が必要な場合は、 Recovery Guru の詳細領域に交換パーツ番
号が表示されます。この番号を手動で確認する必要がある場合は、次の手順を実行します。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. コントローラアイコンが付いたコントローラシェルフを探します 。

c. コントローラアイコンをクリックします。

d. コントローラを選択し、 * 次へ * をクリックします。

e. [*Base] タブで、コントローラの交換パーツ番号 * をメモします。

4. 障害が発生したコントローラの交換パーツ番号が交換用コントローラの FRU パーツ番号と同じであるこ
とを確認します。

* データアクセスが失われる可能性 * — 2 つのパーツ番号が同じでない場合は、この手順を
試みないでください。また、障害が発生したコントローラキャニスターにホストインター
フェイスカード（ HIC ）が搭載されている場合は、新しいコントローラキャニスターにそ
の HIC を取り付ける必要があります。コントローラや HIC が一致していないと、新しいコ
ントローラをオンラインにしたときにロックダウン状態になります。

5. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアでき
ます。RAID 構成データベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグ
ループとディスクプールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

6. コントローラがオフラインでない場合は、 SANtricity System Manager を使用してオフラインにします。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 図にドライブが表示されている場合は、 * Show back of shelf * を選択してコントローラを表示しま
す。

c. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。

d. コンテキストメニューから * オフラインに切り替え * を選択し、操作を確定します。
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オフラインにするコントローラを使用して SANtricity System Manager にアクセスしている
場合は、「 SANtricity System Manager を利用できません」というメッセージが表示されま
す。別のコントローラを使用して SANtricity System Manager に自動的にアクセスするに
は、 * 代替ネットワーク接続に接続する * を選択します。

7. SANtricity System Manager でコントローラのステータスがオフラインに更新されるまで待ちます。

ステータスの更新が完了するまでは、他の処理を開始しないでください。

8. Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、「詳細」領域の「 * 削除してもよろしいですか * 」フィールド
に「はい」と表示されていることを確認します。これは、このコンポーネントを削除しても安全であるこ
とを示します。

手順 2 ：障害が発生したコントローラを取り外す

新しいコントローラキャニスターに交換するために、障害が発生したキャニスターを取り外します。

これは、バッテリ、ホストインターフェイスカード、電源装置、 DIMM 、およびファンの各コンポーネント
を取り外す必要がある、複数の手順から成る手順です。

手順 2a ：コントローラキャニスターを取り外す

新しいコントローラキャニスターに交換できるように、障害が発生したコントローラキャニスターを取り外し
ます。

手順

1. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

2. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

3. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラキャニスターの HIC で SFP+ トランシーバを使用している場合は、 SFP を取り外します。

障害が発生したコントローラキャニスターから HIC を取り外す必要があるため、 HIC ポートから SFP を
すべて取り外す必要があります。それらの SFP は、ケーブルを再接続するときに新しいコントローラキ
ャニスターに移すことができます。

5. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

6. コントローラの両側にあるハンドルをつかみ、シェルフから外れるまで引き出します。
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7. 両手でハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。コント
ローラの前面がエンクロージャの外に出たら、両手で完全に引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

8. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
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手順 2b ：バッテリを取り外します

新しいコントローラキャニスターに取り付けられるように、障害が発生したコントローラキャニスターからバ
ッテリを取り外します。

手順

1. 1 本の取り付けネジを外し、ふたを持ち上げてコントローラキャニスターのカバーを取り外します。

2. コントローラの側面にある「 Press 」タブを探します。

3. このツメを押しながらバッテリケースをつかんで、バッテリのラッチを外します。

4. バッテリ配線を収容しているコネクタをそっとつかみます。バッテリーを引き上げてボードから取り外し
ま
す。
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5. バッテリをコントローラから取り出し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きま
す。

手順 2c ： HIC を取り外します

コントローラキャニスターに HIC が搭載されている場合は、元のコントローラキャニスターから HIC を取り
外す必要があります。それ以外の場合は、この手順を省略できます。

手順
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1. コントローラキャニスターに HIC カバーを固定している 2 本のネジをプラスドライバで外します。

上の図は例です。 HIC の外観は異なる場合があります。

2. HIC カバーを取り外します。

3. コントローラカードに HIC を固定している 1 本の取り付けネジを手またはプラスドライバで緩めます。
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HIC の上面にはネジ穴が 3 つありますが、そのうちの 1 つだけで固定されています。

4. HIC をコントローラから持ち上げて取り出し、コントローラカードから慎重に外します。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしない
ように注意してください。

5. HIC を静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 2D ：電源装置を取り外す

新しいコントローラに取り付けられるように、電源装置を取り外します。

手順

1. 電源ケーブルを外します。

a. 電源コード固定クリップを開き、電源装置から電源コードを抜きます。

b. 電源から電源コードを抜きます。

2. 電源装置の右側にあるタブを電源装置の方に押します。
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3. 電源装置の前面にあるハンドルを確認します。

4. ハンドルをつかみ、電源装置をスライドしてシステムから引き出します。

電源装置を取り外すときは、重量があるので必ず両手で支えながら作業してください。

370



手順 2e ： DIMM を取り外す

新しいコントローラに取り付けられるように、 DIMM を取り外します。

手順

1. コントローラで DIMM の場所を確認します。

2. 交換用 DIMM を正しい向きで挿入できるように、ソケット内の DIMM の向きをメモします。

DIMM の下部にある切り欠きを使用して DIMM の位置を合わせます。

3. DIMM の両側にある 2 つのツメをゆっくり押し開いて DIMM をスロットから外し、スライドしてスロット
から取り出します。

DIMM 回路基板のコンポーネントに力が加わらないように、 DIMM の両端を慎重に持ちま
す。
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手順 2f ：ファンを取り外します

新しいコントローラに取り付けられるように、ファンを取り外します。

手順

1. ファンをコントローラからそっと持ち上げます。

2. 同じ手順でファンをすべて取り外します。
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手順 3 ：新しいコントローラを取り付ける

障害が発生したコントローラキャニスターの代わりに、新しいコントローラキャニスターを取り付けます。

これは複数の手順に対応した手順で、元のコントローラから次のコンポーネントを取り付ける必要があります
：バッテリ、ホストインターフェイスカード、電源装置、 DIMM 、およびファン。

手順 3a ：バッテリを取り付ける

交換用コントローラキャニスターにバッテリを取り付けます。

手順

1. 次のものが揃っていることを確認します。

◦ 元のコントローラキャニスターから取り外したバッテリ、または注文した新しいバッテリ。

◦ 交換用コントローラキャニスター。

2. コントローラの側面にある金属製ラッチにバッテリケースを合わせ、バッテリをコントローラに挿入しま
す。

カチッと所定の位置に収まるまでバッテリを押し込みます。

3. バッテリーコネクタをボードに再接続します。

手順 3b ： HIC を取り付ける

元のコントローラキャニスターから HIC を取り外した場合、その HIC を新しいコントローラキャニスターに
取り付ける必要があります。それ以外の場合は、この手順を省略できます。

手順

1. 交換用コントローラキャニスターにブランクカバーを固定している 2 本のネジを No.1 プラスドライバを
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使用して外し、カバーを取り外します。

2. HIC の 1 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、 HIC の底面のコネクタをコントロー
ラカードの HIC インターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意して
ください。

上の図は一例です。 HIC の外観は異なる場合があります。

3. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

* 機器の破損の可能性 * — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色のリボ
ンコネクタをはさまないように十分に注意してください。

4. HIC の取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。
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上の図は一例です。 HIC の外観は異なる場合があります。

5. 元のコントローラキャニスターから取り外した HIC カバーを新しいコントローラキャニスターに取り付
け、 No.1 プラスドライバを使用して 2 本のネジで固定します。

手順 3c ：電源装置を取り付ける

交換用コントローラキャニスターに電源装置を取り付けます。

手順

1. 両手で支えながら電源装置の端をシステムシャーシの開口部に合わせ、カムハンドルを使用して電源装置
をシャーシにそっと押し込みます。

電源装置にはキーが付いており、一方向のみ取り付けることができます。

電源装置をスライドしてシステムに挿入する際に力を入れすぎないように注意してくださ
い。コネクタが破損することがあります。
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手順 3D ： DIMM を取り付けます

新しいコントローラキャニスターに DIMM を取り付けます。

手順

1. DIMM の両端を持ち、スロットに合わせます。

DIMM のピンの間にある切り欠きを、ソケットの突起と揃える必要があります。

2. DIMM をスロットに対して垂直に挿入します。
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DIMM のスロットへの挿入にはある程度の力が必要です。簡単に挿入できない場合は、 DIMM をスロット
に正しく合わせてから再度挿入してください。

DIMM がスロットにまっすぐ差し込まれていることを目で確認してください。

3. DIMM の両端のノッチにラッチがかかるまで、 DIMM の上部を慎重にしっかり押し込みます。

DIMM がしっかりと装着されます。場合によっては、片側ずつそっと押して、それぞれの
タブで個別に固定する必要があります。
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手順 3e ：ファンを取り付けます

交換用コントローラキャニスターにファンを取り付けます。

手順

1. ファンをスライドして交換用コントローラに最後まで押し込みます。
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2. 同じ手順でファンをすべて取り付けます。

手順 3F ：新しいコントローラキャニスターを取り付ける

最後に、新しいコントローラキャニスターをコントローラシェルフに取り付けます。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーを下げ、取り付けネジを固定します。

2. コントローラのハンドルをつかみながら、コントローラキャニスターをそっとスライドさせてコントロー
ラシェルフの奥まで押し込みます。

コントローラがシェルフに正しく取り付けられると、カチッという音がします。
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3. 元のコントローラに SFP が取り付けられていた場合は、元のコントローラから取り外した SFP を新しい
コントローラのホストポートに取り付け、すべてのケーブルを再接続します。

ホストプロトコルを複数使用している場合は、 SFP を取り付けるホストポートを間違えないように注意
してください。

4. 元のコントローラの IP アドレスが DHCP を使用して取得したアドレスである場合は、交換用コントロー
ラの背面のラベルに記載された MAC アドレスを確認します。取り外したコントローラの DNS / ネットワ
ークおよび IP アドレスを交換用コントローラの MAC アドレスと関連付けるよう、ネットワーク管理者に
依頼します。

元のコントローラの IP アドレスが DHCP を使用して取得したアドレスでなければ、取り外
したコントローラの IP アドレスが新しいコントローラで使用されます。

手順 4 ：コントローラの交換後の処理

コントローラをオンラインにし、サポートデータを収集し、運用を再開します。

手順

1. コントローラをオンラインにします。

a. System Manager で、ハードウェアページに移動します。

b. 「 * コントローラの背面を表示 * 」を選択します。

c. 交換したコントローラを選択します。

d. ドロップダウンリストから「オンラインにする」 * を選択します。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED を確認します。

もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態

380



◦ 黄色の警告 LED が点灯した状態になります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラ
シェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、コントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に応じ
て、コントローラキャニスターを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. [ メニュー ] 、 [ サポート ] 、 [ アップグレードセンター ] の順にクリックして、最新バージョンの
SANtricity OS がインストールされていることを確認します。

必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

5. すべてのボリュームが優先所有者に戻っていることを確認します。

a. 選択メニュー： Storage [Volumes][ * すべてのボリューム * ] ページで、ボリュームが優先所有者に配
布されていることを確認します。メニューを選択します。 [More （その他） ] [Change ownership （
所有権の変更） ] （ボリューム所有者を表示

b. すべてのボリュームが優先所有者に所有されている場合は、手順 6 に進みます。

c. いずれのボリュームも戻っていない場合は、手動でボリュームを戻す必要があります。メニューに移
動します。 More [redistribution volumes （ボリュームの再配置） ] 。

d. 自動配信または手動配信のあとに一部のボリュームだけが優先所有者に戻った場合は、 Recovery

Guru でホスト接続の問題を確認する必要があります。

e. Recovery Guru がない場合、または Recovery Guru の手順に従ってもボリュームが優先所有者に戻ら
ない場合は、サポートに問い合わせてください。

6. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

次の手順

これでコントローラの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

DIMM

EF300 または EF600 DIMM の交換に際しての要件

EF300 または EF600 ストレージアレイの DIMM を交換する前に、要件と考慮事項を確
認してください。

メモリサイズが異なる場合や DIMM に障害がある場合は、 DIMM を交換する必要があります。EF300 または
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EF600 コントローラの構成を確認して、正しいサイズの DIMM に交換されていることを確認します。

ストレージアレイの DIMM は壊れやすいので注意してください。適切に取り扱わないと破損す
るおそれがあります。

ストレージアレイの DIMM の破損を防ぐために、次のルールに従ってください。

• 静電放電（ ESD ）防止処置を施す：

◦ 取り付け準備ができるまで、 DIMM を ESD バッグに入れたままにしておきます。

◦ ESD バッグを手で開けるか、バッグの上部をハサミで切り落とします。ESD バッグに金属製の工具や
ナイフを入れないでください。

◦ ESD バッグと梱包材は、あとで DIMM の返却が必要になったときのために保管しておいてください。

作業中は常に ESD リストストラップを着用し、ストレージエンクロージャのシャーシ
の塗装されていない表面部分にリストストラップを接地させます。

• DIMM は慎重に扱う：

◦ 取り外し、取り付け、持ち運びなど、 DIMM を扱うときは常に両手で作業してください。

◦ DIMM をシェルフに取り付けるときは、無理に押し込まず、ラッチにしっかりと固定されるまでそっ
と押し込んでください。

◦ DIMM を発送するときは、必ず承認された梱包材を使用し

• 磁場を避ける。DIMM を磁気デバイスに近づけないでください。

EF300 または EF600 の DIMM を交換します

EF300 または EF600 アレイの DIMM は交換できます。

このタスクについて

DIMM を交換するには、コントローラのキャッシュサイズを確認し、コントローラをオフラインにします。次
にコントローラ、 DIMM を取り外し、新しい DIMM をコントローラに取り付けます。その後、コントローラ
をオンラインに戻し、ストレージアレイが正常に動作していることを確認します。

作業を開始する前に

• レビュー "EF300 または EF600 DIMM の交換に際しての要件"。

• 使用中のボリュームがないこと、またはボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスドライバ
がインストールされていることを確認してください。

• 次のものがあることを確認します。

◦ 交換用 DIMM 。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ 静電気防止処置を施した平らな作業場所。

◦ コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア

382



ドレスを指定します）。

手順 1 ： DIMM の交換が必要かどうかを確認します

DIMM を交換する前に、コントローラのキャッシュサイズを確認してください。

手順

1. コントローラのストレージアレイプロファイルにアクセスします。SANtricity System Manager で、メニ
ュー Support [Support Center] に移動します。サポートリソースページで、 * ストレージアレイプロファ
イル * を選択します。

2. 下にスクロールするか、検索フィールドを使用して、 * データキャッシュモジュール * 情報を検索しま
す。

3. 次のいずれかが存在する場合は、 DIMM の場所をメモし、このセクションの以降の手順を実行してコント
ローラの DIMM を交換します。

◦ 故障した DIMM 、または * データキャッシュモジュール * を報告している DIMM が最適ではありませ
ん。

◦ 容量が一致しない * データキャッシュモジュール * の DIMM 。

手順 2 ：コントローラをオフラインにする

DIMM を安全に取り外して交換できるように、コントローラをオフラインにします。

手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru で詳細を確認し、メモリが一致していない問題が報告され
ていること、および先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

2. Recovery Guru の詳細領域で、交換する DIMM を特定します。

3. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアでき
ます。RAID 構成データベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグ
ループとディスクプールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

4. コントローラがオフラインでない場合は、 SANtricity System Manager を使用してオフラインにします。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 図にドライブが表示されている場合は、 * Show back of shelf * を選択してコントローラを表示しま
す。

c. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。
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d. コンテキストメニューから * オフラインに切り替え * を選択し、操作を確定します。

オフラインにするコントローラを使用して SANtricity System Manager にアクセスして
いる場合は、「 SANtricity System Manager を利用できません」というメッセージが表
示されます。別のコントローラを使用して SANtricity System Manager に自動的にアク
セスするには、 * 代替ネットワーク接続に接続する * を選択します。

5. SANtricity System Manager でコントローラのステータスがオフラインに更新されるまで待ちます。

ステータスの更新が完了するまでは、他の処理を開始しないでください。

6. Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、詳細領域の「削除してもよろしいですか」フィールドに「は
い」と表示されていることを確認します。このコンポーネントを削除しても安全であることを示します。

手順 3 ：コントローラキャニスターを取り外す

新しい DIMM に交換できるように、障害が発生したコントローラキャニスターを取り外します。

手順

1. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

2. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

3. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

5. コントローラの両側にあるハンドルをつかみ、シェルフから外れるまで引き出します。
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6. 両手でハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。コント
ローラの前面がエンクロージャの外に出たら、両手で完全に引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

7. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
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手順 4 ： DIMM を取り外す

メモリサイズが異なる場合は、コントローラの DIMM を交換します。

手順

1. 1 本の取り付けネジを外し、ふたを持ち上げてコントローラキャニスターのカバーを取り外します。

2. コントローラ内部の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。

3. コントローラで DIMM の場所を確認します。

4. 交換用 DIMM を正しい向きで挿入できるように、ソケット内の DIMM の向きをメモします。

DIMM の下部にある切り欠きを使用して DIMM の位置を合わせます。

5. DIMM の両側にある 2 つのツメをゆっくり押し開いて DIMM をスロットから外し、スライドしてスロット
から取り出します。
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DIMM 回路基板のコンポーネントに力が加わらないように、 DIMM の両端を慎重に持ちま
す。

DIMM の数と配置は、システムのモデルによって異なります。

手順 5 ：新しい DIMM を取り付ける

新しい DIMM を取り付けて古い DIMM と交換します。

手順

1. DIMM の両端を持ち、スロットに合わせます。

DIMM のピンの間にある切り欠きを、ソケットの突起と揃える必要があります。

2. DIMM をスロットに対して垂直に挿入します。

DIMM のスロットへの挿入にはある程度の力が必要です。簡単に挿入できない場合は、 DIMM をスロット
に正しく合わせてから再度挿入してください。

DIMM がスロットにまっすぐ差し込まれていることを目で確認してください。

3. DIMM の両端のノッチにラッチがかかるまで、 DIMM の上部を慎重にしっかり押し込みます。

DIMM がしっかりと装着されます。場合によっては、片側ずつそっと押して、それぞれの
タブで個別に固定する必要があります。
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手順 6 ：コントローラキャニスターを再度取り付ける

新しい DIMM を取り付けたら、コントローラキャニスターをコントローラシェルフに再度取り付けます。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーを下げ、取り付けネジを固定します。

2. コントローラのハンドルをつかみながら、コントローラキャニスターをそっとスライドさせてコントロー
ラシェルフの奥まで押し込みます。

コントローラがシェルフに正しく取り付けられると、カチッという音がします。
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3. すべてのケーブルを再接続します。

手順 7 ： DIMM の交換後の処理

コントローラをオンラインにし、サポートデータを収集し、運用を再開します。

手順

1. コントローラをオンラインにします。

a. System Manager で、ハードウェアページに移動します。

b. 「 * コントローラの背面を表示 * 」を選択します。

c. DIMM を交換したコントローラを選択します。

d. ドロップダウンリストから「オンラインにする」 * を選択します。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED を確認します。

もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態

◦ 黄色の警告 LED が点灯した状態になります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラ
シェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、コントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に応じ
て、コントローラキャニスターを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。
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4. [ メニュー ] 、 [ サポート ] 、 [ アップグレードセンター ] の順にクリックして、最新バージョンの
SANtricity OS がインストールされていることを確認します。

必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

5. すべてのボリュームが優先所有者に戻っていることを確認します。

a. 選択メニュー： Storage [Volumes][ * すべてのボリューム * ] ページで、ボリュームが優先所有者に配
布されていることを確認します。メニューを選択します。 [More （その他） ] [Change ownership （
所有権の変更） ] （ボリューム所有者を表示

b. すべてのボリュームが優先所有者に所有されている場合は、手順 6 に進みます。

c. いずれのボリュームも戻っていない場合は、手動でボリュームを戻す必要があります。メニューに移
動します。 More [redistribution volumes （ボリュームの再配置） ] 。

d. Recovery Guru がない場合、または Recovery Guru の手順に従ってもボリュームが優先所有者に戻ら
ない場合は、サポートに問い合わせてください。

6. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

次の手順

これで DIMM の交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

ドライブ

EF300 または EF600 ドライブの交換に際しての要件

EF300 または EF600 アレイのドライブを交換する前に、要件と考慮事項を確認してく
ださい。

ストレージアレイのドライブは壊れやすいので注意してください。ドライブの取り扱いが適切
でないと、原因のドライブ障害の主要な原因になります。

ドライブ交換の要件

ストレージアレイのドライブの破損を防ぐために、次のルールに従ってください。

• 静電放電（ ESD ）防止処置を施す：

◦ 取り付け準備ができるまで、ドライブを ESD バッグに入れたままにしておきます。

◦ ESD バッグを手で開けるか、バッグの上部をハサミで切り落とします。ESD バッグに金属製の工具や
ナイフを入れないでください。

◦ ESD バッグと梱包材は、あとでドライブの返却が必要になったときのために保管しておいてくださ
い。
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◦ 作業中は常に ESD リストストラップを着用し、ストレージエンクロージャのシャーシの塗装されてい
ない表面部分にリストストラップを接地させます。リストストラップがない場合は、ドライブに触る
前に、ストレージエンクロージャのシャーシの塗装されていない部分を手で触ります。

• ドライブは慎重に扱う：

◦ 取り外し、取り付け、持ち運びなど、ドライブを扱うときは常に両手で作業してください。

◦ ドライブをシェルフに取り付けるときは、無理に押し込まず、ドライブラッチにしっかりと固定され
るまでそっと押し込んでください。

◦ ドライブはやわらかい場所に置き、他のドライブと重ねて置かないでください。

◦ ドライブをぶつけないでください。

◦ ドライブをシェルフから取り外すときは、ハンドルを外し、ドライブがスピンダウンするまで 30 秒待
ってください。

◦ ドライブを発送するときは、必ず承認された梱包材を使用し

• 磁場を避ける。ドライブを磁気デバイスに近づけないでください。

磁場によってドライブに保存されているすべてのデータが破損したり、ドライブの回路が故障し、原因が
修理不可能となる場合があります。

24 ドライブのコントローラシェルフでのドライブの交互配置

標準の 24 ドライブシェルフでは、ドライブを交互に配置する必要があります。次の図は、各シェルフのドラ
イブの番号を示しています（シェルフの前面ベゼルは取り外した状態です）。

EF300 または EF600 コントローラに搭載するドライブが 24 本より少ない場合は、コントローラの両端から
交互に配置する必要があります。一番左、次に一番右、というようにドライブを一度に 1 本ずつ配置しま
す。

次の図は、ドライブを交互に配置する方法を示しています。

391



EF300 アレイのドライブを交換します

EF300 アレイのドライブを交換することができます。

EF300 は、 24 ドライブおよび 60 ドライブシェルフの SAS 拡張をサポートしています。次の手順は、 24 ド
ライブシェルフと 60 ドライブシェルフのどちらを使用しているかによって異なります。

• EF300 （ 24 ドライブシェルフ）のドライブの交換

• EF300 （ 60 ドライブシェルフ）のドライブの交換

EF300 （ 24 ドライブシェルフ）のドライブの交換

24 ドライブシェルフのドライブを交換する場合は、次の手順に従います。

このタスクについて

ストレージアレイのドライブは SANtricity System Manager の Recovery Guru で監視され、ドライブ障害の兆
候や実際のドライブ障害が見つかると通知されます。ドライブで障害が発生すると黄色の警告 LED が点灯し
ます。ストレージアレイで I/O を受信中に、障害が発生したドライブをホットスワップできます

作業を開始する前に

• のドライブ処理要件を確認します "EF300 または EF600 ドライブの交換に際しての要件"。

• 次のものがあることを確認します。

◦ ネットアップがコントローラシェルフまたはドライブシェルフにサポートする交換用ドライブ。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ 静電気防止処置を施した平らな作業場所。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：ドライブを交換する準備（ 24 ドライブ）

ドライブを交換する準備として、 SANtricity System Manager の Recovery Guru を確認し、前提となる手順を
完了します。その後、障害が発生したコンポーネントを特定できます。

手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru でドライブ障害の兆候が通知されましたが、ドライブがま
だ使用停止になっていない場合は、 Recovery Guru の手順に従ってドライブを使用停止にします。

2. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用して、適切な交換用ドライブがあることを確認しま
す。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. シェルフの図で障害が発生したドライブを選択します。

c. ドライブをクリックしてコンテキストメニューを表示し、 * 設定の表示 * を選択します。

d. 交換用ドライブの容量が交換するドライブと同じかそれよりも大きく、必要な機能を備えていること
を確認します。

たとえば、ハードディスクドライブ（ HDD ）はソリッドステートドライブ（ SSD ）とは交換しない
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でください。同様に、セキュリティ対応ドライブを交換する場合は、交換用ドライブもセキュリティ
対応であることを確認してください。

3. 必要に応じて、 SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイ内のドライブの場所を確認し
ます。ドライブのコンテキストメニューから、 * ロケーターライトを点灯 * を選択します。

ドライブの警告 LED （黄色）が点滅し、交換が必要なドライブを特定できます。

ドライブを交換するシェルフにベゼルがある場合は、ベゼルを取り外さないとドライブ
LED は見えません。

手順 2 ：障害が発生したドライブを取り外す（ 24 ドライブ）

新しいドライブに交換するために、障害が発生したドライブを取り外します。

手順

1. 交換用ドライブを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

梱包材はすべて保管しておいてください。

2. 障害が発生したドライブのリリースボタンを押します。

◦ E5724 コントローラシェルフまたは DE224C ドライブシェルフのドライブについては、ドライブの上
にリリースボタンがあります。ドライブのカムハンドルが途中まで開き、ドライブがミッドプレーン
から外れます。

3. カムハンドルを開き、ドライブを少し引き出します。

4. 30 秒待ちます。

5. ドライブをシェルフから両手で取り外します。

6. 近くに磁場がない、静電気防止処置を施したやわらかい場所にドライブを置きます。

7. ドライブが取り外されたことがソフトウェアで認識されるまで 30 秒待ちます。

アクティブなドライブを誤って取り外した場合は、少なくとも 30 秒待ってから再度取り付
けてください。リカバリ手順については、ストレージ管理ソフトウェアを参照してくださ
い。

手順 3 ：新しいドライブを取り付ける（ 24 ドライブ）

障害が発生したドライブの代わりに、新しいドライブを取り付けます。障害が発生したドライブを取り外した
あと、できるだけ早く交換用ドライブを取り付けてください。そうしないと、機器が過熱状態になるリスクが
あります。
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手順

1. カムハンドルを開きます。

2. 空いているベイに交換用ドライブを両手で挿入し、動かなくなるまでしっかりと押し込みます。

3. ドライブがミッドプレーンに完全に収まり、カチッという音がして固定されるまで、カムハンドルをゆっ
くりと閉じます。

ドライブが正しく挿入されていれば、ドライブの緑の LED が点灯します。

構成によっては、データが新しいドライブに自動的に再構築される場合があります。シェ
ルフでホットスペアドライブを使用している場合は、交換したドライブにデータをコピー
する前に、ホットスペアへの完全な再構築が必要になることがあります。この再構築プロ
セスにより、この手順を完了するまでの時間が長くなります。

手順 4 ：ドライブの交換後の処理（ 24 ドライブ）

新しいドライブが正しく動作していることを確認します。

手順

1. 交換したドライブの電源 LED と警告 LED を確認します。

最初にドライブを挿入したときに警告 LED が点灯することがありますが、問題がなければ 1 分以内に消
灯します。

◦ 電源 LED が点灯または点滅し、警告 LED が消灯している：新しいドライブが正しく動作していま
す。

◦ 電源 LED が消灯している：ドライブが正しく取り付けられていない可能性があります。ドライブを取
り外し、 30 秒待ってから再度取り付けてください。

◦ 警告 LED が点灯している：新しいドライブが故障している可能性があります。別の新しいドライブと
交換してください。

2. SANtricity システムマネージャの Recovery Guru にまだ問題が表示されている場合、「 * 再確認」を選択
して問題が解決されたことを確認してください。

3. Recovery Guru でドライブの再構築が自動的に開始されなかったことが通知された場合は、次の手順に従
って再構築を手動で開始します。

この処理は、テクニカルサポートまたは Recovery Guru から指示があった場合にのみ実行
してください。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 交換したドライブをクリックします。

c. ドライブのコンテキストメニューで、「 * Reconstruct * 」を選択します。

d. この処理を実行することを確定します。

ドライブの再構築が完了すると、ボリュームグループの状態が「最適」になります。

4. 必要に応じて、ベゼルを再度取り付けます。
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5. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

次の手順

これでドライブの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

EF300 （ 60 ドライブシェルフ）のドライブの交換

60 ドライブシェルフのドライブを交換する場合は、この手順に従います。

このタスクについて

ストレージアレイのドライブは SANtricity System Manager の Recovery Guru で監視され、ドライブ障害の兆
候や実際のドライブ障害が見つかると通知されます。ドライブで障害が発生すると黄色の警告 LED が点灯し
ます。ホットスワップに対応しており、ストレージアレイで I/O 処理を継続したまま、障害が発生したドライ
ブを交換することができます。

作業を開始する前に

• のドライブ処理要件を確認します "EF300 または EF600 ドライブの交換に際しての要件"。

• 次のものがあることを確認します。

◦ ネットアップがコントローラシェルフまたはドライブシェルフにサポートする交換用ドライブ。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：ドライブを交換する準備（ 60 ドライブ）

ドライブを交換する準備として、 SANtricity System Manager の Recovery Guru を確認し、前提となる手順を
完了します。その後、障害が発生したコンポーネントを特定できます。

手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru でドライブ障害の兆候が通知されましたが、ドライブがま
だ使用停止になっていない場合は、 Recovery Guru の手順に従ってドライブを使用停止にします。

2. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用して、適切な交換用ドライブがあることを確認しま
す。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. シェルフの図で障害が発生したドライブを選択します。

c. ドライブをクリックしてコンテキストメニューを表示し、 * 設定の表示 * を選択します。

d. 交換用ドライブの容量が交換するドライブと同じかそれよりも大きく、必要な機能を備えていること
を確認します。

たとえば、ハードディスクドライブ（ HDD ）はソリッドステートディスク（ SSD ）とは交換しない
でください。同様に、セキュリティ対応ドライブを交換する場合は、交換用ドライブもセキュリティ
対応であることを確認してください。

3. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用して、ストレージアレイ内のドライブの場所を特定し
ます。
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a. シェルフにベゼルがある場合は、ベゼルを取り外さないと LED は見えません。

b. ドライブのコンテキストメニューから、 * ロケーターライトを点灯 * を選択します。

ドライブドロワーの警告 LED （黄色）が点滅し、正しいドライブドロワーを開いて交換が必要なドラ
イブを特定できます。

▪ （ 1 ） * Attention LED

c. 両方のレバーを引いてドライブドロワーを外します。

d. 伸ばしたレバーを使用して、ドライブドロワーを停止するところまで慎重に引き出します。

e. ドライブドロワーで各ドライブの前面の警告 LED を確認します。
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▪ （ 1 ） * _ 右上のドライブの警告 LED が点灯します

各ドライブの前面の左側にあるドライブドロワーの警告 LED が点灯し、 LED のすぐ後ろのドラ
イブハンドルに警告アイコンが表示されます。
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▪ （ 1 ） * _ 注意アイコン _

▪ （ 2 ） * Attention LED

手順 2 ：障害が発生したドライブを取り外す（ 60 ドライブ）

新しいドライブに交換するために、障害が発生したドライブを取り外します。

手順

1. 交換用ドライブを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

梱包材は、ドライブの返送が必要になったときのためにすべて保管しておいてください。

2. 該当するドライブドロワーの両方のレバーをドロワーの外側に開きます。

3. ドライブドロワーのレバーを慎重に引いて、ドライブドロワーをエンクロージャからは取り外さずに限界
まで引き出します。

4. 取り外すドライブの前面にあるオレンジのリリースラッチをそっと引いて戻します。

ドライブのカムハンドルが途中まで開き、ドライブがドロワーから外れます。
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◦ （ 1 ） * _ オレンジリリースラッチ _

5. カムハンドルを開き、ドライブを少し持ち上げます。

6. 30 秒待ちます。

7. カムハンドルをつかんでシェルフからドライブを持ち上げます。
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8. 近くに磁場がない、静電気防止処置を施したやわらかい場所にドライブを置きます。

9. ドライブが取り外されたことがソフトウェアで認識されるまで 30 秒待ちます。

アクティブなドライブを誤って取り外した場合は、少なくとも 30 秒待ってから再度取り付
けてください。リカバリ手順については、ストレージ管理ソフトウェアを参照してくださ
い。

手順 3 ：新しいドライブを取り付ける（ 60 ドライブ）

障害が発生したドライブの代わりに、新しいドライブを取り付けます。

* データアクセスが失われる可能性 * - ドライブドロワーをエンクロージャに戻すときは、乱暴
に扱わないように十分に注意してください。ドロワーに衝撃を与えたり、ストレージアレイに
ぶつけて破損したりしないように、ゆっくりと押し込んでください。

手順

1. 新しいドライブのカムハンドルを垂直な位置まで持ち上げます。

2. ドライブキャリアの両側にある 2 つの突起ボタンをドライブドロワーのドライブチャネルにある対応する
くぼみに合わせます。
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◦ （ 1 ） * _ ドライブキャリアの右側の突起ボタン _

3. ドライブを真上から下ろし、ドライブがオレンジのリリースラッチの下に完全に固定されるまでカムハン
ドルを下に回転させます。

4. ドライブドロワーをエンクロージャに慎重に戻します。ドロワーに衝撃を与えたり、ストレージアレイに
ぶつけて破損したりしないように、ゆっくりと押し込んでください。

5. 両方のレバーを内側に押してドライブドロワーを閉じます。

交換したドライブが正しく挿入されていれば、ドライブドロワーの前面にある緑のアクティビティ LED

が点灯します。

構成によっては、データが新しいドライブに自動的に再構築される場合があります。シェルフでホットス
ペアドライブを使用している場合は、交換したドライブにデータをコピーする前に、ホットスペアへの完
全な再構築が必要になることがあります。この再構築プロセスにより、この手順を完了するまでの時間が
長くなります。

手順 4 ：ドライブの交換後の処理（ 60 ドライブ）

新しいドライブが正しく動作していることを確認します。

手順
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1. 交換したドライブの電源 LED と警告 LED を確認します。（最初にドライブを挿入したときに警告 LED

が点灯することがありますが、問題がなければ 1 分以内に消灯します）。

◦ 電源 LED が点灯または点滅し、警告 LED が消灯している：新しいドライブが正しく動作していま
す。

◦ 電源 LED が消灯している：ドライブが正しく取り付けられていない可能性があります。ドライブを取
り外し、 30 秒待ってから再度取り付けてください。

◦ 警告 LED が点灯している：新しいドライブが故障している可能性があります。別の新しいドライブと
交換してください。

2. SANtricity システムマネージャの Recovery Guru にまだ問題が表示されている場合、「 * 再確認」を選択
して問題が解決されたことを確認してください。

3. Recovery Guru でドライブの再構築が自動的に開始されなかったことが通知された場合は、次の手順に従
って再構築を手動で開始します。

この処理は、テクニカルサポートまたは Recovery Guru から指示があった場合にのみ実行
してください。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 交換したドライブをクリックします。

c. ドライブのコンテキストメニューで、「 * Reconstruct * 」を選択します。

d. この処理を実行することを確定します。

ドライブの再構築が完了すると、ボリュームグループの状態が「最適」になります。

4. 必要に応じて、ベゼルを再度取り付けます。

5. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

次の手順

これでドライブの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

EF600 アレイのドライブを交換する

EF600 アレイのドライブを交換することができます。

このタスクについて

ストレージアレイのドライブは SANtricity System Manager の Recovery Guru で監視され、ドライブ障害の兆
候や実際のドライブ障害が見つかると通知されます。ドライブで障害が発生すると黄色の警告 LED が点灯し
ます。ストレージアレイで I/O を受信中に、障害が発生したドライブをホットスワップできます

作業を開始する前に

• レビュー "EF300 または EF600 ドライブの交換に際しての要件"。

• 次のものがあることを確認します。

◦ ネットアップがコントローラシェルフまたはドライブシェルフにサポートする交換用ドライブ。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ 静電気防止処置を施した平らな作業場所。
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◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：ドライブを交換する準備をします

ドライブの交換を準備するには、 SANtricity System Manager の Recovery Guru を確認し、前提となる手順を
完了します。その後、障害が発生したコンポーネントを特定できます。

手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru でドライブ障害の兆候が通知されましたが、ドライブがま
だ使用停止になっていない場合は、 Recovery Guru の手順に従ってドライブを使用停止にします。

2. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用して、適切な交換用ドライブがあることを確認しま
す。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. シェルフの図で障害が発生したドライブを選択します。

c. ドライブをクリックしてコンテキストメニューを表示し、 * 設定の表示 * を選択します。

d. 交換用ドライブの容量が交換するドライブと同じかそれよりも大きく、必要な機能を備えていること
を確認します。

たとえば、ハードディスクドライブ（ HDD ）はソリッドステートディスク（ SSD ）とは交換しない
でください。同様に、セキュリティ対応ドライブを交換する場合は、交換用ドライブもセキュリティ
対応であることを確認してください。

3. 必要に応じて、 SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイ内のドライブの場所を確認し
ます。ドライブのコンテキストメニューから、 * ロケーターライトを点灯 * を選択します。

ドライブの警告 LED （黄色）が点滅し、交換が必要なドライブを特定できます。

ドライブを交換するシェルフにベゼルがある場合は、ベゼルを取り外さないとドライブ
LED は見えません。

手順 2 ：ドライブを取り外す

新しいドライブに交換するために、障害が発生したドライブを取り外します。

手順

1. 交換用ドライブを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

梱包材はすべて保管しておいてください。

2. 障害が発生したドライブの黒いリリースボタンを押します。

ドライブのラッチが途中まで開き、ドライブがコントローラから外れます。

3. カムハンドルを開き、ドライブを少し引き出します。

4. 30 秒待ちます。
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5. ドライブをシェルフから両手で取り外します。

6. 近くに磁場がない、静電気防止処置を施したやわらかい場所にドライブを置きます。

7. ドライブが取り外されたことがソフトウェアで認識されるまで 30 秒待ちます。

アクティブなドライブを誤って取り外した場合は、少なくとも 30 秒待ってから再度取り付
けてください。リカバリ手順については、ストレージ管理ソフトウェアを参照してくださ
い。

手順 3 ：新しいドライブを取り付ける

障害が発生したドライブの代わりに、新しいドライブを取り付けます。障害が発生したドライブを取り外した
あと、できるだけ早く交換用ドライブを取り付ける必要があります。

手順

1. カムハンドルを開きます。

2. 空いているベイに交換用ドライブを両手で挿入し、動かなくなるまでしっかりと押し込みます。

3. ドライブがミッドプレーンに完全に収まり、カチッという音がして固定されるまで、カムハンドルをゆっ
くりと閉じます。

ドライブが正しく挿入されていれば、ドライブの緑の LED が点灯します。

構成によっては、データが新しいドライブに自動的に再構築される場合があります。シェ
ルフでホットスペアドライブを使用している場合は、交換したドライブにデータをコピー
する前に、ホットスペアへの完全な再構築が必要になることがあります。この再構築プロ
セスにより、この手順を完了するまでの時間が長くなります。

手順 4 ：ドライブの交換後の処理

ドライブの交換が完了したら、新しいドライブが正しく動作していることを確認します。

手順

1. 交換したドライブの電源 LED と警告 LED を確認します。（最初にドライブを挿入したときに警告 LED

が点灯することがありますが、問題がなければ 1 分以内に消灯します）。
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◦ 電源 LED が点灯または点滅し、警告 LED が消灯している：新しいドライブが正しく動作していま
す。

◦ 電源 LED が消灯している：ドライブが正しく取り付けられていない可能性があります。ドライブを取
り外し、 30 秒待ってから再度取り付けてください。

◦ 警告 LED が点灯している：新しいドライブが故障している可能性があります。別の新しいドライブと
交換してください。

2. SANtricity システムマネージャの Recovery Guru にまだ問題が表示されている場合、「 * 再確認」を選択
して問題が解決されたことを確認してください。

3. Recovery Guru でドライブの再構築が自動的に開始されなかったことが通知された場合は、次の手順に従
って再構築を手動で開始します。

この処理は、テクニカルサポートまたは Recovery Guru から指示があった場合にのみ実行
してください。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 交換したドライブをクリックします。

c. ドライブのコンテキストメニューで、「 * Reconstruct * 」を選択します。

d. この処理を実行することを確定します。

ドライブの再構築が完了すると、ボリュームグループの状態が「最適」になります。

4. 必要に応じて、ベゼルを再度取り付けます。

5. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

次の手順

これでドライブの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

ドライブシェルフのホットアド

ストレージシステムの他のコンポーネントに電源が投入されている状態で、新しいドラ
イブシェルフを追加できます。ストレージシステム容量の設定、再設定、追加、または
再割り当てを、ユーザのデータアクセスを中断することなく実行できます。

作業を開始する前に

この手順は複雑であるため、次のことを推奨します。

• 手順を開始する前に、すべての手順を確認してください。

• ドライブシェルフのホットアドが必要な手順であることを確認します。

このタスクについて

ここで説明する 手順 環境 のホットアドで、DE212C、DE224C、DE460CドライブシェルフをE2800

、E2800B、EF280、E5700、E5700Bに追加EF570、EF300、またはEF600コントローラシェルフ

この 手順 環境 IOM12 および IOM12B ドライブシェルフを使用します。
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IOM12BモジュールはSANtricity OS 11.70.2以降でのみサポートされます。IOM12Bをインスト
ールまたはアップグレードする前に、コントローラのファームウェアが更新されていることを
確認してください。

この手順 は、シェルフの IOM のホットスワップや交換に使用されます。つまり、 IOM12 モジ
ュールを別の IOM12 モジュールに交換するか、 IOM12B モジュールを別の IOM12B モジュー
ルに交換しなければなりません。（シェルフに IOM12 モジュールを 2 台搭載することも、
IOM12B モジュールを 2 つ使用することもできます）

古いコントローラシェルフを DE212C 、 DE224C 、または DE460 に接続する方法については、を参照して
ください "IOM ドライブシェルフを既存の E27XX 、 E56XX 、または EF560 コントローラシェルフに追加"。

システムの整合性を維持するには、手順を記載された順序で正確に実行する必要があります。

手順 1 ：ドライブシェルフを追加する準備を行います

ドライブシェルフのホットアドを準備するには、重大イベントの有無を確認し、 IOM のステータスを確認す
る必要があります。

作業を開始する前に

• ストレージシステムの電源が、新しいドライブシェルフの電力要件に対応できる必要があります。ドライ
ブシェルフの電源仕様については、を参照してください "Hardware Universe"。

• 既存のストレージシステムのケーブル接続パターンが、この手順に表示されるいずれかの方式と一致して
いる必要があります。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、 * サポート * > * サポートセンター * > * 診断 * を選択します。

2. 「サポートデータの収集」を選択します。

[ サポートデータの収集 ] ダイアログボックスが表示されます。

3. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、 support-data.7z という名前でファイルが保存されます。データはテ
クニカルサポートに自動的に送信されません。

4. [Support>*Event Log] を選択します。

イベントログページにイベントデータが表示されます。

5. 重要なイベントをリストの先頭にソートするには、「 * 優先度 * 」列の見出しを選択します。

6. 過去 2~3 週間に発生したシステムの重大イベントを確認し、最近の重大イベントが解決または対処されて
いることを確認します。

過去 2~3 週間以内に発生した未解決の重大イベントがある場合は、手順を停止してテクニ
カルサポートにお問い合わせください。問題が解決したら、手順を続行します。

7. 「 * ハードウェア * 」を選択します。
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8. IOM （ ESM ） * アイコンを選択します。

Shelf Component Settings （シェルフコンポーネントの設定）ダイアログボックスが表示され、 * IOM （
ESM ） * タブが選択されます。

9. 各 IOM / ESM に表示されるステータスが「 optimal」 であることを確認します。

10. [ 詳細設定を表示する *] をクリックします。

11. 次の条件を満たしていることを確認します。

◦ 検出された ESM / IOM の数がシステムおよび各ドライブシェルフに取り付けられている ESM / IOM

の数と同じである。

◦ ESM / IOM のどちらの通信状況も正常である。

◦ DE212C 、 DE224C 、および DE460C ドライブシェルフの場合は 12Gb/ 秒、その他のドライブトレ
イの場合は 6Gb/ 秒のデータ速度が必要です。

手順 2 ：ドライブシェルフを設置して電源を投入する

新しいドライブシェルフまたは以前に設置されていたドライブシェルフを設置して電源をオンにし、注意が必
要な LED を確認します。

手順

1. ストレージシステムに以前に設置されていたドライブシェルフを設置する場合は、ドライブを取り外しま
す。この手順の後半でドライブを 1 つずつ取り付ける必要があります。

設置するドライブシェルフの過去の設置状況が不明な場合は、ストレージシステムに以前に設置されてい
たものとして作業します。

2. ストレージシステムコンポーネントが取り付けられているラックにドライブシェルフを設置します。

物理的な設置と電源のケーブル接続については、使用するモデルの設置手順書を参照手順
してください。モデルの設置手順には、ドライブシェルフを安全に設置するために考慮す
る必要がある注意事項と警告が含まれています。

3. 新しいドライブシェルフの電源をオンにし、ドライブシェルフの黄色の警告 LED が点灯しないことを確
認します。可能であれば、障害をすべて解決してからこの手順を続行してください。

手順 3 ：システムにケーブルを接続します

次のいずれかのオプションを選択します。

• オプション1：E2800またはE5700のドライブシェルフを接続する

• オプション2：EF300またはEF600のドライブシェルフを接続する

古いコントローラシェルフを DE212C 、 DE224C 、または DE460 に接続する方法については、を参照して
ください "IOM ドライブシェルフを既存の E27XX 、 E56XX 、または EF560 コントローラシェルフに追加"。
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オプション1：E2800またはE5700のドライブシェルフを接続する

ドライブシェルフをコントローラ A に接続し、 IOM のステータスを確認し、ドライブシェルフをコントロー
ラ B に接続します

手順

1. ドライブシェルフをコントローラ A に接続します

次の図では、追加のドライブシェルフをコントローラ A に接続する例を示しますモデル上のポートの位置
を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。
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2. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * をクリックします。

手順のこの時点では、コントローラシェルフへのアクティブパスは 1 つだけです。

3. 必要に応じて下にスクロールして、新しいストレージシステムのドライブシェルフをすべて表示します。
新しいドライブシェルフが表示されない場合は、接続問題を解決します。

4. 新しいドライブシェルフの * ESM / IOM * アイコンを選択します。

[* Shelf Component Settings] ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「 * Shelf Component Settings * 」（シェルフコンポーネントの設定）ダイアログボックスで「 * ESM /

IOM * 」（ * ESM / IOM * ）タブを選択します。

6. 「 * 詳細オプションを表示 * 」を選択して、次のことを確認します。

◦ IOM / ESM A が表示されている。

◦ 現在のデータ速度が SAS-3 ドライブシェルフで 12Gbps になっている。

◦ カードの通信に問題はありません。

7. コントローラ B からすべての拡張ケーブルを外します

8. ドライブシェルフをコントローラ B に接続します
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次の図では、追加のドライブシェルフをコントローラ B に接続する例を示しますモデル上のポートの位
置を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。

9. ESM / IOM * タブが選択されていない場合は、 * Shelf Component Settings * （シェルフコンポーネント設
定 * ）ダイアログボックスで * ESM / IOM * タブを選択し、 * Show more options * （詳細オプションを表
示）を選択します。カード通信が YES であることを確認します。

「最適」ステータスは、新しいドライブシェルフに関連する冗長性の喪失エラーが解決さ
れ、ストレージシステムが安定していることを示しています。

オプション2：EF300またはEF600のドライブシェルフを接続する

ドライブシェルフをコントローラ A に接続し、 IOM のステータスを確認し、ドライブシェルフをコントロー
ラ B に接続します

作業を開始する前に

• ファームウェアを最新バージョンに更新しました。ファームウェアを更新するには、の手順に従います
"SANtricity OS のアップグレード中です"。

手順

1. スタック内の以前の最後のシェルフから A 側のコントローラケーブルを両方とも IOM12 ポート 1 と 2 か
ら外し、新しいシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 に接続します。
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2. 新しいシェルフから以前の最後のシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 に、ケーブルを A 側の IOM12 ポート 3

と 4 に接続します。

次の図では、追加のドライブシェルフを前の最後のシェルフに接続する例を示します。モデル上のポート
の位置を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。
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3. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * をクリックします。

手順のこの時点では、コントローラシェルフへのアクティブパスは 1 つだけです。

4. 必要に応じて下にスクロールして、新しいストレージシステムのドライブシェルフをすべて表示します。
新しいドライブシェルフが表示されない場合は、接続問題を解決します。

5. 新しいドライブシェルフの * ESM / IOM * アイコンを選択します。
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[* Shelf Component Settings] ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「 * Shelf Component Settings * 」（シェルフコンポーネントの設定）ダイアログボックスで「 * ESM /

IOM * 」（ * ESM / IOM * ）タブを選択します。

7. 「 * 詳細オプションを表示 * 」を選択して、次のことを確認します。

◦ IOM / ESM A が表示されている。

◦ 現在のデータ速度が SAS-3 ドライブシェルフで 12Gbps になっている。

◦ カードの通信に問題はありません。

8. スタック内の前の最後のシェルフから B 側のコントローラケーブルを両方とも IOM12 ポート 1 と 2 から
外し、新しいシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 に接続します。

9. 新しいシェルフの B 側 IOM12 ポート 3 と 4 を以前の最後のシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 にケーブル
を接続します。

次の図では、追加のドライブシェルフを前の最後のシェルフに接続する B 側の接続例を示しています。モ
デル上のポートの位置を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。
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10. ESM / IOM * タブが選択されていない場合は、 * Shelf Component Settings * （シェルフコンポーネント設
定 * ）ダイアログボックスで * ESM / IOM * タブを選択し、 * Show more options * （詳細オプションを表
示）を選択します。カード通信が YES であることを確認します。

「最適」ステータスは、新しいドライブシェルフに関連する冗長性の喪失エラーが解決さ
れ、ストレージシステムが安定していることを示しています。
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手順 4 ：ホットアドを完了します

ホットアドが完了したら、エラーがないことを確認し、新しく追加したドライブシェルフが最新のファームウ
ェアを使用していることを確認します。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、 * ホーム * をクリックします。

2. ページ上部中央に「問題からリカバリする」というラベルのリンクが表示された場合は、そのリンクをク
リックして Recovery Guru に示される問題を解決します。

3. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * をクリックし、必要に応じて下にスクロールして、
新しく追加したドライブシェルフを表示します。

4. 別のストレージシステムに取り付けられていたドライブを、新たに設置したドライブシェルフに 1 本ずつ
追加します。各ドライブが認識されるまで待ってから、次のドライブを挿入します。

ストレージ・システムがドライブを認識すると ' ハードウェア * ページのドライブ・スロットが青色の四
角形で表示されます

5. [ サポート * （ Support * ） ] > [ サポートセンター * （ * Support Center * ） ] > [ サポートリソース * （ *

Support Resources * ） ] タブ

6. [* Software and Firmware Inventory] リンクをクリックし、新しいドライブシェルフにインストールされて
いる IOM / ESM ファームウェアとドライブファームウェアのバージョンを確認します。

このリンクが見つからない場合は、ページを下にスクロールしてください。

7. 必要に応じて、ドライブファームウェアをアップグレードします。

アップグレード機能を無効にしていないかぎり、 IOM / ESM ファームウェアは自動的に最新バージョン
にアップグレードされます。

これでホットアド手順は完了です。通常の運用を再開することができます。

ファン

EF300 または EF600 ファンの交換に際しての要件

EF300 または EF600 アレイの障害が発生したファンを交換する前に、次の要件を確認
します。

• コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用ファンを用意しておきます。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

Recovery Guru にファンを削除しないよう記載されている場合は、テクニカルサポートにお問
い合わせください。

EF300 または EF600 ファンを交換します

EF300 または EF600 アレイのファンは交換できます。
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このタスクについて

EF300 および EF600 コントローラシェルフまたはドライブシェルフには、ファンが 5 台ずつ搭載されていま
す。ファンで障害が発生した場合は、シェルフの冷却が適切に行われるように、できるだけ早く交換する必要
があります。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• 交換用ファン。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• 静電気防止処置を施した平らな作業場所。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。（
System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP アドレス
を指定します）。

手順 1 ：コントローラをオフラインにする

障害が発生したファンを安全に交換できるように、コントローラキャニスターをオフラインにします。

手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru で詳細を確認し、ファンを搭載した問題が存在すること、
および先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

2. Recovery Guru の詳細領域で、交換するファンを特定します。

3. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアでき
ます。RAID 構成データベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグ
ループとディスクプールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

4. コントローラがオフラインでない場合は、 SANtricity System Manager を使用してオフラインにします。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 図にドライブが表示されている場合は、 * Show back of shelf * を選択してコントローラを表示しま
す。

c. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。

d. コンテキストメニューから * オフラインに切り替え * を選択し、操作を確定します。
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オフラインにするコントローラを使用して SANtricity System Manager にアクセスしている
場合は、「 SANtricity System Manager を利用できません」というメッセージが表示されま
す。別のコントローラを使用して SANtricity System Manager に自動的にアクセスするに
は、 * 代替ネットワーク接続に接続する * を選択します。

5. SANtricity System Manager でコントローラのステータスがオフラインに更新されるまで待ちます。

ステータスの更新が完了するまでは、他の処理を開始しないでください。

6. Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、「詳細」領域の「削除してもよろしいですか？」フィールド
に「はい」と表示されていることを確認します。これは、このコンポーネントを削除しても安全であるこ
とを示しています。

手順 2 ：コントローラキャニスターを取り外す

障害が発生したファンを交換できるように、コントローラキャニスターを取り外します。

手順

1. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

2. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

3. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

5. コントローラの両側にあるハンドルをつかみ、シェルフから外れるまで引き出します。
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6. 両手でハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。コント
ローラの前面がエンクロージャの外に出たら、両手で完全に引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

7. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 3 ：障害が発生したファンを取り外す

新しいファンに交換できるように、障害が発生したファンを取り外します。

手順

1. 1 本の取り付けネジを外し、ふたを持ち上げてコントローラキャニスターのカバーを取り外します。

2. コントローラ内部の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。

3. 障害が発生したファンをコントローラからそっと持ち上げます。
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手順 4 ：新しいファンを取り付ける

障害が発生したファンの代わりに、新しいファンを取り付けます。

手順

1. 交換用ファンをスライドしてシェルフの奥まで押し込みます。
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手順 5 ：コントローラキャニスターを再度取り付ける

新しいファンを取り付けたら、コントローラキャニスターをコントローラシェルフに再度取り付けます。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーを下げ、取り付けネジを固定します。

2. コントローラのハンドルをつかみながら、コントローラキャニスターをそっとスライドさせてコントロー
ラシェルフの奥まで押し込みます。

コントローラがシェルフに正しく取り付けられると、カチッという音がします。
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手順 6 ：ファンの交換後の処理

コントローラをオンラインにし、サポートデータを収集し、運用を再開します。

1. コントローラをオンラインにします。

a. System Manager でハードウェアページに移動します。

b. 「 * コントローラの背面を表示 * 」を選択します。

c. ファンを交換したコントローラを選択します。

d. ドロップダウンリストから「オンラインにする」 * を選択します。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED を確認します。

もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態

◦ 黄色の警告 LED が点灯した状態になります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラ
シェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、コントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に応じ
て、コントローラキャニスターを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. [ メニュー ] 、 [ サポート ] 、 [ アップグレードセンター ] の順にクリックして、最新バージョンの
SANtricity OS がインストールされていることを確認します。
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必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

5. すべてのボリュームが優先所有者に戻っていることを確認します。

a. 選択メニュー： Storage [Volumes][ * すべてのボリューム * ] ページで、ボリュームが優先所有者に配
布されていることを確認します。メニューを選択します。 [More （その他） ] [Change ownership （
所有権の変更） ] （ボリューム所有者を表示

b. すべてのボリュームが優先所有者に所有されている場合は、手順 6 に進みます。

c. いずれのボリュームも戻っていない場合は、手動でボリュームを戻す必要があります。メニューに移
動します。 More [redistribution volumes （ボリュームの再配置） ] 。

d. 自動配信または手動配信のあとに一部のボリュームだけが優先所有者に戻った場合は、 Recovery

Guru でホスト接続の問題を確認する必要があります。

e. Recovery Guru がない場合、または Recovery Guru の手順に従ってもボリュームが優先所有者に戻ら
ない場合は、サポートに問い合わせてください。

6. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

次の手順

これでファンの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

ホストインターフェイスカード

EF300 または EF600 の HIC をアップグレードするための要件

EF300 または EF600 アレイのホストインターフェイスカード（ HIC ）をアップグレー
ドまたは交換する前に、次の要件を確認します。

• この手順でダウンタイムのメンテナンス時間をスケジュールしておきます。この手順が完了するまではス
トレージアレイのデータにアクセスできません。電源がオンになっているときは両方のコントローラで
HIC の構成が同じである必要があるため、 HIC の構成を変更したときは電源をオフにする必要がありま
す。HIC が一致していないと、交換用 HIC を搭載したコントローラをオンラインにしたときにロックダウ
ン状態になります。

• 新しいホストポートの接続に必要なすべてのケーブル、トランシーバ、スイッチ、ホストバスアダプタ（
HBA ）を用意しておきます。

互換性のあるハードウェアについては、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix を参照してく
ださい" または "NetApp Hardware Universe の略"。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• No.1 プラスドライバを用意しておきます。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意しておきます。
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• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。（
System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP アドレス
を指定します）。

• HIC の交換やアップグレードによっては、ホストポートプロトコルの変更が必要になることがあります。
の手順に従います EF300 または EF600 のホストプロトコルを変更する を参照してください。

• EF300 コントローラには、ホスト接続用の HIC ポート 2 が取り付けられている必要があります。

EF300 または EF600 ホストインターフェイスカード（ HIC ）のアップグレード

ホストインターフェイスカード（HIC）をアップグレードして、ホストポートの数を増
やしたり、ホストプロトコルを変更したりできます。

このタスクについて

• HIC をアップグレードするには、ストレージアレイの電源をオフにし、 HIC をアップグレードしてから再
度オンにする必要があります。

• EF300 または EF600 コントローラの HIC をアップグレードする場合は、同じ手順を繰り返して 2 台目の
コントローラを取り外し、 2 台目のコントローラの HIC をアップグレードし、 2 台目のコントローラを
取り付けてからコントローラシェルフの電源を再度オンにします。

作業を開始する前に

• レビュー "EF300 または EF600 の HIC をアップグレードするための要件"。

• この手順のダウンタイムメンテナンス時間をスケジュールします。この手順が完了するまではストレージ
アレイのデータにアクセスできません。電源がオンになっているときは両方のコントローラで HIC の構成
が同じである必要があるため、 HIC を取り付けるときは電源をオフにする必要があります。

• 次のものがあることを確認します。

◦ コントローラと互換性がある HIC が 2 つ必要です。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ 静電気防止処置を施した平らな作業場所。

◦ コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

◦ No.1 プラスドライバ。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

* データアクセスが失われる可能性 * - 別の E シリーズコントローラ用に設計された
HIC を EF300 または EF600 コントローラキャニスターに取り付けないでください。ま
た、両方のコントローラと両方の HIC が同じでなければなりません。互換性がない
HIC や一致しない HIC が取り付けられていると、コントローラに電源を投入したとき
にロックダウン状態になります。

手順 1 ：コントローラシェルフをオフラインにする

HIC を安全にアップグレードできるように、コントローラシェルフをオフラインにします。

手順
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1. SANtricity System Manager のホームページで、ストレージアレイのステータスが最適であることを確認
します。

ステータスが「最適」でない場合は、 Recovery Guru を使用するかテクニカルサポートに問い合わせて問
題を解決してください。この手順を続行しないでください。

2. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアでき
ます。RAID 構成データベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグ
ループとディスクプールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

3. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、ストレージがアクセス
できないため、ホストアプリケーションがデータにアクセスできなくなる可能性がありま
す。

4. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、各コントローラの背面にある緑のキャ
ッシュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要があります。

5. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の操作を表示」を選択します。すべての処
理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。

6. コントローラシェルフの電源をオフにします。

a. 両方の電源ケーブルにラベルを付けてコントローラシェルフから抜きます。

b. コントローラシェルフのすべての LED が消灯するまで待ちます。
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手順 2 ：コントローラキャニスターを取り外す

新しい HIC をアップグレードできるように、コントローラキャニスターを取り外します。

手順

1. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

2. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

3. HIC ポートで SFP+ トランシーバを使用している場合は取り外します。

アップグレードする HIC のタイプによっては、それらの SFP を再利用できる場合もあります。

4. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

5. コントローラの両側にあるハンドルをつかみ、シェルフから外れるまで引き出します。

6. 両手でハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。コント
ローラの前面がエンクロージャの外に出たら、両手で完全に引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。
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7. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 3 ： HIC を取り外す

アップグレードした HIC に交換できるように、元の HIC を取り外します。

手順

1. 1 本の取り付けネジを外し、ふたを持ち上げてコントローラキャニスターのカバーを取り外します。

2. コントローラ内部の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。

3. コントローラキャニスターに HIC カバーを固定している 2 本のネジをプラスドライバで外します。
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上の図は例です。 HIC の外観は異なる場合があります。

4. HIC カバーを取り外します。

5. コントローラカードに HIC を固定している 1 本の取り付けネジを手またはプラスドライバで緩めます。

HIC の上面にはネジ穴が 3 つありますが、そのうちの 1 つだけで固定されています。
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上の図は例です。 HIC の外観は異なる場合があります。

6. HIC をコントローラから持ち上げて取り出し、コントローラカードから慎重に外します。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしない
ように注意してください。

上の図は例です。 HIC の外観は異なる場合があります。

7. HIC を静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 4 ： HIC をアップグレードする

古い HIC を取り外したら、新しい HIC を取り付けます。

* データアクセスが失われる可能性 * - 別の E シリーズコントローラ用に設計された HIC を
EF300 または EF600 コントローラキャニスターに取り付けないでください。また、両方のコ
ントローラと両方の HIC が同じでなければなりません。互換性がない HIC や一致しない HIC

が取り付けられていると、コントローラに電源を投入したときにロックダウン状態になりま
す。

手順

1. 新しい HIC と新しい HIC 表面カバーを開封します。

2. HIC の 1 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、 HIC の底面のコネクタをコントロー
ラカードの HIC インターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意して
ください。
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上の図は例です。 HIC の外観は異なる場合があります。

3. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

* 機器の破損の可能性 * — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色のリボ
ンコネクタをはさまないように十分に注意してください。

4. HIC の取り付けネジを手で締めます。
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上の図は一例です。 HIC の外観は異なる場合があります。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

5. No.1 プラスドライバを使用して、元の HIC から取り外した HIC カバーを 3 本のネジで固定します。

手順 5 ：コントローラキャニスターを再度取り付ける

HIC をアップグレードしたら、コントローラキャニスターをコントローラシェルフに再度取り付けます。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーを下げ、取り付けネジを固定します。

2. コントローラのハンドルをつかみながら、コントローラキャニスターをそっとスライドさせてコントロー
ラシェルフの奥まで押し込みます。

コントローラがシェルフに正しく取り付けられると、カチッという音がします。

3. SFP を取り外した場合は、新しい HIC に SFP を取り付け、すべてのケーブルを再接続します。ホストプ
ロトコルを複数使用している場合は、 SFP を取り付けるホストポートを間違えないように注意してくだ
さい。

ホストプロトコルを複数使用している場合は、 SFP を取り付けるホストポートを間違えないように注意
してください。

手順 6 ： HIC のアップグレードを完了します

コントローラをオンラインにし、サポートデータを収集し、運用を再開します。
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手順

1. コントローラをオンラインにします。

a. 電源ケーブルを接続します。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED を確認します。

◦ 黄色の警告 LED が点灯した状態になります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラ
シェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、コントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に応じ
て、コントローラキャニスターを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. [ メニュー ] 、 [ サポート ] 、 [ アップグレードセンター ] の順にクリックして、最新バージョンの
SANtricity OS がインストールされていることを確認します。

必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

5. すべてのボリュームが優先所有者に戻っていることを確認します。

a. 選択メニュー： Storage [Volumes][ * すべてのボリューム * ] ページで、ボリュームが優先所有者に配
布されていることを確認します。メニューを選択します。 [More （その他） ] [Change ownership （
所有権の変更） ] （ボリューム所有者を表示

b. すべてのボリュームが優先所有者に所有されている場合は、手順 6 に進みます。

c. いずれのボリュームも戻っていない場合は、手動でボリュームを戻す必要があります。メニューに移
動します。 More [redistribution volumes （ボリュームの再配置） ] 。

d. 自動配信または手動配信のあとに一部のボリュームだけが優先所有者に戻った場合は、 Recovery

Guru でホスト接続の問題を確認する必要があります。

e. Recovery Guru がない場合、または Recovery Guru の手順に従ってもボリュームが優先所有者に戻ら
ない場合は、サポートに問い合わせてください。

6. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

次の手順

これでストレージアレイのホストインターフェイスカードをアップグレードする処理は完了です。通常の運用
を再開することができます。
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EF300 または EF600 の障害が発生したホストインターフェイスカード（ HIC ）を交換します

EF300 または EF600 アレイの障害が発生したホストインターフェイスカード（ HIC ）
を交換するには、この手順に従います。

このタスクについて

障害が発生した HIC を交換するには、ストレージアレイの電源をオフにし、 HIC を交換してから再度オンに
する必要があります。

作業を開始する前に

• レビュー "EF300 または EF600 の HIC をアップグレードするための要件"。

• この手順のダウンタイムメンテナンス時間をスケジュールします。この手順が完了するまではストレージ
アレイのデータにアクセスできません。電源がオンになっているときは両方のコントローラで HIC の構成
が同じである必要があるため、 HIC を取り付けるときは電源をオフにする必要があります。

• 次のものがあることを確認します。

◦ コントローラと互換性がある HIC 。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ 静電気防止処置を施した平らな作業場所。

◦ コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

◦ No.1 プラスドライバ。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

* データアクセスが失われる可能性 * - 別の E シリーズコントローラ用に設計された
HIC を EF300 または EF600 コントローラキャニスターに取り付けないでください。ま
た、両方のコントローラと両方の HIC が同じでなければなりません。互換性がない
HIC や一致しない HIC が取り付けられていると、コントローラに電源を投入したとき
にロックダウン状態になります。

手順 1 ：コントローラをオフラインにする

HIC を安全に交換できるように、該当するコントローラをオフラインにします。

手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru で詳細を確認し、問題にバッテリが搭載されていること、
および先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

2. Recovery Guru の詳細領域で、交換するバッテリを特定します。

3. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアでき
ます。RAID 構成データベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグ
ループとディスクプールのすべてのデータが含まれます。
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◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

4. コントローラがオフラインでない場合は、 SANtricity System Manager を使用してオフラインにします。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 図にドライブが表示されている場合は、 * Show back of shelf * を選択してコントローラを表示しま
す。

c. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。

d. コンテキストメニューから * オフラインに切り替え * を選択し、操作を確定します。

オフラインにするコントローラを使用して SANtricity System Manager にアクセスして
いる場合は、「 SANtricity System Manager を利用できません」というメッセージが表
示されます。別のコントローラを使用して SANtricity System Manager に自動的にアク
セスするには、 * 代替ネットワーク接続に接続する * を選択します。

5. SANtricity System Manager でコントローラのステータスがオフラインに更新されるまで待ちます。

ステータスの更新が完了するまでは、他の処理を開始しないでください。

6. Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、詳細領域の「削除してもよろしいですか」フィールドに「は
い」と表示されていることを確認します。このコンポーネントを削除しても安全であることを示します。

手順 2 ：コントローラキャニスターを取り外す

障害が発生したホストインターフェイスカードを交換できるように、コントローラキャニスターを取り外しま
す。

手順

1. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

2. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

3. HIC ポートで SFP+ トランシーバを使用している場合は取り外します。

アップグレードする HIC のタイプによっては、それらの SFP を再利用できる場合もあります。

4. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

5. コントローラの両側にあるハンドルをつかみ、シェルフから外れるまで引き出します。
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6. 両手でハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。コント
ローラの前面がエンクロージャの外に出たら、両手で完全に引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

7. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

435



手順 3 ： HIC を取り外す

アップグレードした HIC に交換できるように、元の HIC を取り外します。

手順

1. 1 本の取り付けネジを外し、ふたを持ち上げてコントローラキャニスターのカバーを取り外します。

2. コントローラ内部の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。

3. コントローラキャニスターに HIC カバーを固定している 2 本のネジをプラスドライバで外します。

上の図は一例です。 HIC の外観は異なる場合があります。

4. HIC カバーを取り外します。

5. コントローラカードに HIC を固定している 1 本の取り付けネジを手またはプラスドライバで緩めます。
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HIC の上面にはネジ穴が 3 つありますが、そのうちの 1 つだけで固定されています。

上の図は一例です。 HIC の外観は異なる場合があります。

6. HIC をコントローラから持ち上げて取り出し、コントローラカードから慎重に外します。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしない
ように注意してください。
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上の図は一例です。 HIC の外観は異なる場合があります。

7. HIC を静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 4 ： HIC を交換します

古い HIC を取り外したら、新しい HIC を取り付けます。

* データアクセスが失われる可能性 * - 別の E シリーズコントローラ用に設計された HIC を
EF300 または EF600 コントローラキャニスターに取り付けないでください。また、デュプレ
ックス構成の場合は、両方のコントローラと両方の HIC が同じでなければなりません。互換性
がない HIC や一致しない HIC が取り付けられていると、コントローラに電源を投入したときに
ロックダウン状態になります。

手順

1. 新しい HIC と新しい HIC 表面カバーを開封します。

2. HIC の 1 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、 HIC の底面のコネクタをコントロー
ラカードの HIC インターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意して
ください。

3. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

機器の破損の可能性  — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色のリボン
コネクタをはさまないように十分に注意してください。
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上の図は一例です。 HIC の外観は異なる場合があります。

4. HIC の取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

5. No.1 プラスドライバを使用して、元の HIC から取り外した HIC カバーを 3 本のネジで固定します。

手順 5 ：コントローラキャニスターを再度取り付ける

HIC を交換したら、コントローラキャニスターをコントローラシェルフに再度取り付けます。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーを下げ、取り付けネジを固定します。

2. コントローラのハンドルをつかみながら、コントローラキャニスターをそっとスライドさせてコントロー
ラシェルフの奥まで押し込みます。

コントローラがシェルフに正しく取り付けられると、カチッという音がします。
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3. SFP を新しい HIC に取り付け、すべてのケーブルを再接続します。

ホストプロトコルを複数使用している場合は、 SFP を取り付けるホストポートを間違えないように注意
してください。

手順 6 ： HIC の交換を完了します

コントローラをオンラインにし、サポートデータを収集し、運用を再開します。

手順

1. コントローラをオンラインにします。

a. System Manager でハードウェアページに移動します。

b. 「 * コントローラの背面を表示 * 」を選択します。

c. ホストインターフェイスカードを交換したコントローラを選択します。

d. ドロップダウンリストから「オンラインにする」 * を選択します。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED を確認します。

もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態

◦ 黄色の警告 LED が点灯した状態になります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラ
シェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、コントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に応じ
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て、コントローラキャニスターを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. [ メニュー ] 、 [ サポート ] 、 [ アップグレードセンター ] の順にクリックして、最新バージョンの
SANtricity OS がインストールされていることを確認します。

必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

5. すべてのボリュームが優先所有者に戻っていることを確認します。

a. 選択メニュー： Storage [Volumes][ * すべてのボリューム * ] ページで、ボリュームが優先所有者に配
布されていることを確認します。メニューを選択します。 [More （その他） ] [Change ownership （
所有権の変更） ] （ボリューム所有者を表示

b. すべてのボリュームが優先所有者に所有されている場合は、手順 6 に進みます。

c. いずれのボリュームも戻っていない場合は、手動でボリュームを戻す必要があります。メニューに移
動します。 More [redistribution volumes （ボリュームの再配置） ] 。

d. 自動配信または手動配信のあとに一部のボリュームだけが優先所有者に戻った場合は、 Recovery

Guru でホスト接続の問題を確認する必要があります。

e. Recovery Guru がない場合、または Recovery Guru の手順に従ってもボリュームが優先所有者に戻ら
ない場合は、サポートに問い合わせてください。

6. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

次の手順

これでホストインターフェイスカードの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

ホストポートプロトコルを変更します

EF300 または EF600 ホストプロトコル変更の要件

EF300 または EF600 アレイのホストプロトコルを変更する前に、次の要件を確認して
ください。

• この手順でダウンタイムのメンテナンス時間をスケジュールしておきます。

• 変更を実行するときは、ホスト I/O 処理を停止する必要があります。変更が完了するまではストレージア
レイのデータにアクセスできません。

• アウトオブバンド管理を使用します。（インバンド管理を使用してこの手順を完了することはできません
）。

• 変換に必要なハードウェアを入手しておきます。これには、新しい HIC や SFP のセットが含まれている
場合があります。必要なハードウェアやパーツについて確認が必要な場合は、ネットアップの営業担当者
にお問い合わせください。
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• デュアルプロトコル SFP トランシーバは、 16Gb と 8Gb の FC に加え、 10Gb iSCSI をサポートしてい
ます。そのため、デュアルプロトコルを使用していて、 FC と iSCSI のどちらか一方を切り替えている場
合は、 SFP の変更が必要ないことがあります。

• ホストポートプロトコルの変換によっては、ホストインターフェイスカードの追加やアップグレードが必
要になる場合があります。

EF300 または EF600 のホストプロトコルを変更する

EF300 または EF600 アレイのホストポートプロトコルを変更する場合は、この手順に
従います。この手順は、 Infiniband （ IB ）または Fibre Channel （ FC ）を使用するホ
ストインターフェイスカード（ HIC ）にのみ適用されます。

手順 1 ：機能パックキーを入手する

機能パックキーを入手するには、コントローラシェルフのシリアル番号、 Feature Activation Code 、および
ストレージアレイの機能有効識別子が必要です。

手順

1. シリアル番号を確認します。

a. SANtricity システムマネージャで、メニューサポート [ サポートセンター ] を選択します。

b. Support Resources * タブを選択した状態で、 * View top storage array properties * セクションまでス
クロールします。

c. シャーシのシリアル番号 * を探し、この値をテキストファイルにコピーします。

2. 機能パックサブモデル ID * を確認します。

a. SANtricity システムマネージャで、 * サポート * を選択します。

b. [ サポートセンター * （ Support Center * ） ] タイルを選択します。
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c. [ サポートリソース ] タブで、 [* ストレージアレイプロファイル * ] リンクを探して選択します。

d. テキストボックスに * feature pack サブモデル ID* と入力し、 * 検索 * をクリックします。

e. 変更前の構成の機能パックサブモデル ID を確認します。

3. 機能パックサブモデル ID を使用して、変更前の構成の対応するコントローラサブモデル ID を確認し、次
の表から変更後の構成の Feature Activation Code を探します。次に、その Feature Activation Code をテ
キストファイルにコピーします。

変更前の構成 変更後の構成 Feature Activation

Code
（機能アクティベー
ションコード）

コントローラサブモ
デル ID

HIC ポート コントローラサブモ
デル ID

HIC ポート

443 NVMe/FC、NVMe/

RoCE、また
はiSCSI

444 番です NVMe/FCまた
はNVMe/IB

DH5-HB4-ZK9QH

448 FC JHX-UB4 - ZGTP1 491 iSER/IB

0H1-675-Z5SII 492. SRP/IB nHD-V75-ZB6ZX 444 番です

NVMe/FC または
NVMe/IB

443 NVMe/FC、NVMe/

RoCE、また
はiSCSI

YH3-XB4 - ZJRIZ 448

FC 2HU-BB4-ZFCG5 491 iSER/IB 2H3-P75-Z6AQG
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変更前の構成 変更後の構成 Feature Activation

Code
（機能アクティベー
ションコード）

492. SRP/IB 5HG-G75-ZDNEZ 448 FC

443 NVMe/FC、NVMe/

RoCE、また
はiSCSI

7HZ-EB4-ZHAYW 444 番です NVMe/FC または
NVMe/IB

LHS-RB4-ZDV29 491 iSER/IB FH6-975-Z7Q7H 492.

SRP/IB 0HI-Z75-Z4L5 491 iSER/IB 443

NVMe/FC、NVMe/

RoCE、また
はiSCSI

MHQ-M85-ZIJNT 444 番です NVMe/FC または
NVMe/IB

4HS-685-ZJZ1U

448 FC YHU-P85-ZLHCX 465 FC / PTL

AHX-985 - ZMXMI 492. SRP/IB ZHZ-S85-ZNF4J 492.

SRP/IB 443 NVMe/FC、NVMe/

RoCE、また
はiSCSI

EH3-C85-Z0V93 444 番です

NVMe/FC または
NVMe/IB

BH5-V85-ZQDQJ 448 FC 1H8-F85-ZRT1V

465 FC / PTL 1HA-Y85-ZSB7S 491 iSER/IB

KHD-I85-ZUSMI 465 FC / PTL 491 iSER

6H8-S75-Z98FH 492. SRP （ SRP ） NHL-J75-ZFL3W 516

NVMe/FC、NVMe/

RoCE、また
はiSCSI

517 NVMe/IBまた
はNVMe/FC

LHF-285 - ZV9YZ 518

FC IHI-L85-ZXQEP 519 iSER/IB RHK-585-ZY7P5

520 FC-PTL NHN-095-ZZ0XF 521 SRP/IB

GHP-895-Z25BD 517 NVMe/IBまた
はNVMe/FC

516 NVMe/FC、NVMe/

RoCE、また
はiSCSI
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変更前の構成 変更後の構成 Feature Activation

Code
（機能アクティベー
ションコード）

7HS-R95-Z3M06 518 FC UHU-B95-Z43X2 519

FC-PTL 8HX-U95-Z5K6F 520 iSER/IB UHZ-E95-Z71LH

521 SRP/IB SH2-X95-Z8IVS 518 FC

516 NVMe/FC、NVMe/

RoCE、また
はiSCSI

UH5-H95-Z9Z58 517 NVMe/FC または
NVMe/IB

XH7-195-ZBGJC 519 FC-PTL FHA-K95-ZCXX0 520

iSER/IB JHC-595-ZDE3X 521 SRP/IB 0HF-095-ZFVFN

519 FC-PTL 516 NVMe/FC、NVMe/

RoCE、また
はiSCSI

YHH-895-ZGCXS

517 NVMe/FC または
NVMe/IB

2HK-R95-ZHT83 518 FC

1HM-BA5-ZJALA 520 iSER/IB YHP-UA5-ZKRXA 521

SRP/IB MHR - EA5 - ZL83V 520 iSER/IB 516

NVMe/FC、NVMe/

RoCE、また
はiSCSI

HU-XA5-ZNPLT 517 NVMe/FC または
NVMe/IB

YHW-HA5-Z07QK

518 FC WHZ-1A5-ZPN4U 519 FC / PTL

7H2-KA5-ZR5C3 521 SRP （ SRP ） 3H5-4A5-ZSLVX 521

SRP/IB 516 NVMe/FC、NVMe/

RoCE、また
はiSCSI

1H7-NA5-ZT31W 517

NVMe/FC または
NVMe/IB

XHA-7A5-ZV日揮 518 FC KHC-QA5-ZW1P3

519 FC / PTL Che-AA5-ZXH2F 520 iSER/IB

445



この表にコントローラサブモデル ID が記載されていない場合は、にお問い合わせください
"ネットアップサポート"。

4. System Manager で、機能有効識別子を確認します。

a. メニュー「 Settings （設定）」 [ System （システム） ] に移動します。

b. 下にスクロールして * アドオン * を表示します。

c. * 機能パックの変更 * で、 * 機能有効識別子 * を探します。

d. この 32 桁の番号をコピーしてテキストファイルに貼り付けます。

5. に進みます "ネットアップライセンスのアクティブ化：ストレージアレイプレミアム機能のアクティブ化"

をクリックし、機能パックの入手に必要な情報を入力します。

◦ シャーシのシリアル番号

◦ Feature Activation Code （機能アクティベーションコード）

◦ 機能有効識別子注意：プレミアム機能有効化 Web サイトには、「プレミアム機能有効化手順」へのリ
ンクがあります。 この手順では、この手順を使用しないでください。

6. 機能パックのキーファイルを E メールで受け取るかサイトから直接ダウンロードするかを選択します。

手順 2 ：ホスト I/O を停止します

ホストポートのプロトコルを変更する前に、ホストからの I/O 処理をすべて停止します。

変更が完了するまではストレージアレイのデータにアクセスできません。

手順

1. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
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ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、データが失われる可能
性があります。

2. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、各コントローラの背面にある緑のキャ
ッシュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要があります。

3. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の操作を表示」を選択します。

4. すべての処理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。

手順 3 ：機能パックを変更する

機能パックを変更してホストポートのホストプロトコルを変更します。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、 [MENU: Settings （メニュー：設定） ] [System] （システム）を選択
します。

2. [ * アドオン * ] で、 [ * 機能パックの変更 * ] を選択します。

3. [ * 参照 ] をクリックし、適用する機能パックを選択します。

4. フィールドに「 * CHANGE * 」と入力します。

5. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。
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機能パックの移行が開始されます。両方のコントローラが自動的に 2 回リブートし、新しい機能パック
が有効になります。リブートが完了すると、ストレージアレイは応答可能な状態に戻ります。

6. ホストポートのプロトコルが想定したプロトコルになっていることを確認します。

a. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * を選択します。

b. Show back of shelf* （シェルフの背面を表示）をクリックします。

c. コントローラ A またはコントローラ B の図を選択します

d. コンテキストメニューから * 表示設定 * （ * View settings * ）を選択します。

e. [ * ホスト・インターフェイス * ] タブを選択します。

f. [ 詳細設定を表示する *] をクリックします。

次の手順

に進みます "ホストプロトコル変更後の処理"。

EF300 または EF600 でホストプロトコルを変更する

機能パックキーを適用してプロトコルを変更したら、適切なプロトコルを使用するよう
にホストを設定する必要があります。

手順については、システムに応じたガイドを参照してください。

• "Linux の簡単な設定"

• "VMware の簡単な設定"

• "Windows の簡単な設定"

具体的な設定は環境によって異なります。を確認します "NetApp Interoperability Matrix を参照してくださ
い" 具体的な手順および解決策のその他の推奨設定については、を参照してください。

電源装置

EF300 または EF600 電源装置の交換に際しての要件

EF300 または EF600 アレイの電源装置を交換する前に、次の要件を確認します。

• コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用電源装置を用意しておく必要が
あります。

異なる電圧タイプの PSU を混在させないでください。いつものように同じように置換します。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておく必要があります。

EF300 または EF600 の電源装置を交換します

EF300 または EF600 コントローラの電源装置で障害が発生した場合、電源装置を交換
することができます。
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電源装置で障害が発生した場合は、コントローラシェルフの電源の冗長性を維持するために、できるだけ早く
交換する必要があります。

作業を開始する前に

• Recovery Guru の詳細で、電源装置を搭載した問題があることを確認します。Recovery Guru で「 * 再確
認」を選択し、最初に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

• 電源装置の黄色の警告 LED が点灯していることを確認します。電源装置または一体型ファンで障害が発
生した場合に点灯します。

• 次のものがあることを確認します。

◦ コントローラシェルフに対応した交換用電源装置。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：障害が発生した電源装置を取り外す

新しい電源装置に交換できるように、障害が発生した電源装置を取り外します。

手順

1. 新しい電源装置を開封し、ドライブシェルフの近くの平らな場所に置きます。

梱包材は、障害が発生した電源装置を返送するときのためにすべて保管しておいてください。

2. 電源ケーブルを外します。

a. 電源コード固定クリップを開き、電源装置から電源コードを抜きます。

b. 電源から電源コードを抜きます。

3. 電源装置の右側にあるタブを電源装置の方に押します。
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4. 電源装置の前面にあるハンドルを確認します。

5. ハンドルをつかみ、電源装置をスライドしてシステムから引き出します。

電源装置を取り外すときは、重量があるので必ず両手で支えながら作業してください。
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手順 2 ：新しい電源装置を取り付け、交換を完了します

障害が発生した電源装置を取り外したら、新しい電源装置を取り付けます。

手順

1. 両手で支えながら電源装置の端をシステムシャーシの開口部に合わせ、カムハンドルを使用して電源装置
をシャーシにそっと押し込みます。

電源装置にはキーが付いており、一方向のみ取り付けることができます。

電源装置をスライドしてシステムに挿入する際に力を入れすぎないように注意してくださ
い。コネクタが破損することがあります。

2. ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラシェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、コントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に応じ
て、コントローラキャニスターを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

3. SANtricity System Manager で、 [MENU] 、 [Upgrade Center] の順にクリックして、最新バージョンの
SANtricity OS がインストールされていることを確認します。

必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

次の手順

これで電源装置の交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

451



SAS 拡張カード

EF300およびEF600 SAS拡張カードの交換に際しての要件

EF300またはEF600にSAS拡張カードを追加する場合は、次の要件を確認します。

• 次の手順に従う必要があります "EF300 および EF600 ストレージシステムを設置してセットアップする"

をクリックして、コントローラをセットアップします。

• ファームウェアを最新バージョンに更新する必要があります。ファームウェアを更新するには、の手順に
従います "SANtricity OS のアップグレード中です"。

• この手順のダウンタイムメンテナンス時間をスケジュールする必要があります。この手順が完了するまで
はストレージアレイのデータにアクセスできません。

• このタスクは両方のコントローラキャニスターで実行する必要があります。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• No.1 プラスドライバを用意しておきます。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意しておきます。

• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスするためのブラウザを備えた管理ステーションを
用意しておきます。（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイ
ン名または IP アドレスを指定します）。

• EF300 コントローラのポート 1 には、ドライブトレイを拡張するための SAS 拡張カードが取り付けられ
ている場合があります。

• SAS 拡張のケーブル接続については、を参照してください "E シリーズハードウェアのケーブル接続" 手
順については、を参照し

EF300およびEF600にSAS拡張カードを追加します

EF300またはEF600コントローラにSAS拡張カードを追加して、ドライブトレイを拡張
することができます。

このタスクについて

SAS 拡張カードを追加するには、ストレージアレイの電源をオフにし、新しい SAS 拡張カードを取り付けて
から再度オンにする必要があります。

作業を開始する前に

• レビュー "EF300およびEF600 SAS拡張カードの交換に際しての要件"。

• この手順のダウンタイムメンテナンス時間をスケジュールする必要があります。この手順が完了するまで
はストレージアレイのデータにアクセスできません。

この手順 は両方のコントローラキャニスターで行う必要があります。コントローラHICの
構成が正確に一致している必要があります

• 次のものがあることを確認します。

◦ コントローラと互換性のある SAS 拡張カード。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
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◦ 静電気防止処置を施した平らな作業場所。

◦ No.1 プラスドライバ。

◦ コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：コントローラシェルフをオフラインにする

SAS 拡張カードを安全に追加できるように、コントローラシェルフをオフラインにします。

手順

1. SANtricity System Manager のホームページで、ストレージアレイのステータスが最適であることを確認
します。

ステータスが「最適」でない場合は、 Recovery Guru を使用するかテクニカルサポートに問い合わせて問
題を解決してください。この手順を続行しないでください。

2. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアでき
ます。RAID 構成データベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグ
ループとディスクプールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

3. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。
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* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、ストレージがアクセス
できないため、ホストアプリケーションがデータにアクセスできなくなる可能性がありま
す。

4. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、各コントローラの背面にある緑のキャ
ッシュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要があります。

5. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の操作を表示」を選択します。すべての処
理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。

6. コントローラシェルフの電源をオフにします。

a. 両方の電源ケーブルにラベルを付けてコントローラシェルフから抜きます。

b. コントローラシェルフのすべての LED が消灯するまで待ちます。

手順 2 ：コントローラキャニスターを取り外す

新しい SAS 拡張カードを追加できるように、コントローラキャニスターを取り外します。

手順

1. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

2. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

3. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

5. コントローラの両側にあるハンドルをつかみ、シェルフから外れるまで引き出します。
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6. 両手でハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。コント
ローラの前面がエンクロージャの外に出たら、両手で完全に引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

7. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
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手順 3 ：新しい SAS 拡張カードを追加します

SAS 拡張カードを取り付けて、ドライブトレイを拡張できるようにします。

手順

1. 1 本の取り付けネジを外し、ふたを持ち上げてコントローラキャニスターのカバーを取り外します。

2. コントローラ内部の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。

3. コントローラキャニスターにカバーを固定している 2 本のネジを No.1 プラスドライバを使用して外し、
カバーを取り外します。

4. SAS 拡張カードの 1 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、拡張カード底面のコネク
タをコントローラカードの拡張カードインターフェイスコネクタに合わせます。

SAS 拡張カードの底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないよう
に注意してください。

5. SAS 拡張カードを所定の位置に慎重に下ろし、拡張カードを軽く押して拡張カードコネクタを固定しま
す。

6. SAS 拡張カードの取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

7. 元のコントローラキャニスターから取り外したカバーを新しいコントローラキャニスターに取り付け、
No.1 プラスドライバを使用して 2 本のネジで固定します。

手順 4 ：コントローラキャニスターを再度取り付けます

新しい SAS 拡張カードを取り付けたら、コントローラキャニスターをコントローラシェルフに再度取り付け
ます。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーを下げ、取り付けネジを固定します。

2. コントローラのハンドルをつかみながら、コントローラキャニスターをそっとスライドさせてコントロー
ラシェルフの奥まで押し込みます。

コントローラがシェルフに正しく取り付けられると、カチッという音がします。
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手順 5 ： SAS 拡張カードの追加後の処理

コントローラをオンラインにし、サポートデータを収集し、運用を再開します。

手順

1. 電源ケーブルを接続してコントローラをオンラインにします。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED を確認します。

◦ 黄色の警告 LED が点灯した状態になります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラ
シェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、コントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に応じ
て、コントローラキャニスターを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. [ メニュー ] 、 [ サポート ] 、 [ アップグレードセンター ] の順にクリックして、最新バージョンの
SANtricity OS がインストールされていることを確認します。

必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

5. すべてのボリュームが優先所有者に戻っていることを確認します。

a. 選択メニュー： Storage [Volumes][ * すべてのボリューム * ] ページで、ボリュームが優先所有者に配
布されていることを確認します。メニューを選択します。 [More （その他） ] [Change ownership （
所有権の変更） ] （ボリューム所有者を表示
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b. すべてのボリュームが優先所有者に所有されている場合は、手順 6 に進みます。

c. いずれのボリュームも戻っていない場合は、手動でボリュームを戻す必要があります。メニューに移
動します。 More [redistribution volumes （ボリュームの再配置） ] 。

d. 自動配信または手動配信のあとに一部のボリュームだけが優先所有者に戻った場合は、 Recovery

Guru でホスト接続の問題を確認する必要があります。

e. Recovery Guru がない場合、または Recovery Guru の手順に従ってもボリュームが優先所有者に戻ら
ない場合は、サポートに問い合わせてください。

6. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

7. 2台目のコントローラキャニスターでこのタスクを繰り返します。

SAS 拡張のケーブル接続については、を参照してください "E シリーズハードウェアのケーブ
ル接続" 手順については、を参照し

次の手順

これでストレージアレイに SAS 拡張カードを追加する処理は完了です。通常の運用を再開することができま
す。

E2800

E2800 ハードウェアのメンテナンス

E2800 ストレージシステムでは、次のコンポーネントのメンテナンス手順を実行できま
す。

電池

各コントローラキャニスターには、 AC 電源で障害が発生した場合にキャッシュデータを保持するバッテリが
搭載されています。

コントローラ

コントローラは、ボード、ファームウェア、ソフトウェアで構成されます。ドライブを制御し、 System

Manager の機能を実装します。

キャニスター

キャニスターは 3 つのタイプに分類されます。電源 / ファンキャニスター（電源装置）は冗長な電源を提供
し、 12 ドライブまたは 24 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフで適切な冷却を行いま
す。電源キャニスターは、 60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフで電源の冗長性を確
保するために使用されます。 および 60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフの冷却に使
用されるファンキャニスター。
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ドライブ

ドライブは、データの物理ストレージメディアとして使用される電磁的な機械デバイスです。

ホストインターフェイスカード（ HIC ）

ホストインターフェイスカード（ HIC ）は、コントローラキャニスターにオプションで取り付けることがで
きます。E2800 コントローラには、コントローラカード自体に搭載されたホストポートとオプションの HIC

に搭載されたホストポートがあります。コントローラに搭載されたホストポートのことをベースボードホスト
ポートと呼び、HIC に搭載されたホストポートのことを HIC ポートと呼びます。

ホストポートプロトコル

互換性と通信の確立のために、ホストのプロトコルを別のプロトコルに変換することができます。

電池

E2800 バッテリの交換に際しての要件

E2800 バッテリを交換する前に、要件と考慮事項を確認してください。

各コントローラキャニスターには、 AC 電源で障害が発生した場合にキャッシュデータを保持するバッテリが
搭載されています。

Recovery Guru のアラート

SANtricity System Manager の Recovery Guru から次のいずれかのステータスが報告された場合は、該当する
バッテリを交換する必要があります。

• バッテリで障害が発生しまし

• バッテリの交換が必要です

SANtricity System Manager の Recovery Guru で詳細を確認し、問題にバッテリが搭載されていること、およ
び先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

手順の概要

データを保護するために、障害が発生したバッテリはできるだけ早く交換する必要があります。

E2800 コントローラのバッテリを交換するために必要な手順の概要を次に示します。

1. デュプレックス構成またはシンプレックス構成の該当する手順に従って、交換を準備します。

2. コントローラキャニスターを取り外します。

3. 障害が発生したバッテリを取り外します。

4. 新しいバッテリを取り付けます。

5. コントローラキャニスターを再度取り付けます。

6. デュプレックス構成またはシンプレックス構成の該当する手順に従って交換を完了します。
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デュプレックス構成とシンプレックス構成です

バッテリを交換する手順は、コントローラの数が 1 台か 2 台かによって次のように異なります。

ストレージアレイのコントローラの数 実行する手順

2 台（デュプレックス） 1. コントローラをオフラインにします。

2. コントローラキャニスターを取り外します。

3. バッテリを交換します。

4. コントローラキャニスターを交換します。

5. コントローラをオンラインにします。

1 台（シンプレックス） 1. ホスト I/O 処理を停止します。

2. コントローラシェルフの電源をオフにします。

3. コントローラキャニスターを取り外します。

4. バッテリを交換します。

5. コントローラキャニスターを交換します。

6. コントローラシェルフに電源を投入します。

バッテリの交換に際しての要件

障害が発生したバッテリを交換する場合は、次の準備をしておく必要があります。

• 交換用バッテリ。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。（
System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP アドレス
を指定します）。

E2800 バッテリを交換する準備をします

バッテリ交換準備の手順は、デュプレックス構成（コントローラが 2 台）とシンプレッ
クス構成（コントローラが 1 台）で異なります。

• デュプレックス構成については、を参照してください [コントローラをオフラインにする（デュプレック
ス）]。

• シンプレックス構成の場合は、を参照してください [コントローラシェルフの電源をオフにする（シンプ
レックス）]。

作業を開始する前に

• 使用中のボリュームがないこと、またはボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスドライバ
がインストールされていることを確認します。
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• を確認します "E2800 バッテリの交換に際しての要件"。

コントローラをオフラインにする（デュプレックス）

デュプレックス構成の場合、障害が発生したバッテリを安全に取り外せるように、該当するコントローラをオ
フラインにする必要があります。オフラインに切り替えないコントローラはオンライン（最適状態）である必
要があります。

このタスクは、コントローラが 2 台のストレージアレイ（デュプレックス構成）でのみ実行し
ます。

手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru で詳細を確認し、問題にバッテリが搭載されていること、
および先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

2. Recovery Guru の詳細領域で、交換するバッテリを特定します。

3. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアでき
ます。RAID 構成データベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグ
ループとディスクプールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して構成データベースをバックアップすることもできます。

'ave storageArray dbmDatabase sourceLocation=onboard contentType=all file="filename";`

4. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

コントローラの取り外し時に問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシュー
ティングを行うことができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォー
マンスデータが 1 つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

5. コントローラがオフラインでない場合は、 SANtricity System Manager を使用してオフラインにします。

◦ SANtricity システムマネージャで次の作業を行います。
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i. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

ii. 図にドライブが表示されている場合は、 * Show back of shelf * を選択してコントローラを表示し
ます。

iii. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。

iv. コンテキストメニューから * オフラインに切り替え * を選択し、操作を確定します。

オフラインにするコントローラを使用して SANtricity System Manager にアクセス
している場合は、「 SANtricity System Manager を利用できません」というメッセ
ージが表示されます。別のコントローラを使用して SANtricity System Manager に
自動的にアクセスするには、 * 代替ネットワーク接続に接続する * を選択します。

◦ または、次の CLI コマンドを使用してコントローラをオフラインにすることもできます。

▪ コントローラ A ： * 'et controller [a] availability=offline

▪ コントローラ B の場合： * 'et controller [b] availability=offline

6. SANtricity System Manager でコントローラのステータスがオフラインに更新されるまで待ちます。

7. に進みます "E2800 コントローラキャニスターを取り外します"。

ステータスの更新が完了するまでは、他の処理を開始しないでください。

コントローラシェルフの電源をオフにする（シンプレックス）

シンプレックス構成の場合、障害が発生したバッテリを安全に取り外せるように、コントローラシェルフの電
源をオフにする必要があります。

このタスクは、コントローラが 1 台のストレージアレイ（シンプレックス構成）でのみ実行し
ます。

手順

1. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアでき
ます。RAID 構成データベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグ
ループとディスクプールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して構成データベースをバックアップすることもできます。
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'ave storageArray dbmDatabase sourceLocation=onboard contentType=all file="filename";`

2. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

コントローラの取り外し時に問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシュー
ティングを行うことができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォー
マンスデータが 1 つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

3. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

a. ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

b. ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

c. アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、データが失われる可能
性があります。

4. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、コントローラの背面にある緑のキャッ
シュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要があります。

5. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の処理を表示」を選択します。

6. すべての処理が完了したことを確認してから、次の手順に進みます。

7. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオフにします。

8. コントローラシェルフのすべての LED が消灯するまで待ちます。

9. に進みます "E2800 コントローラキャニスターを取り外します"。

E2800 コントローラキャニスターを取り外します

バッテリを取り外すためには、コントローラキャニスターをコントローラシェルフから
取り外す必要があります。

コントローラキャニスターを取り外すときは、すべてのケーブルを外す必要があります。その後、コントロー
ラキャニスターをスライドしてコントローラシェルフから外すことができます。
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作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

手順

1. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

2. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

3. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラキャニスターのホストポートで SFP+ トランシーバを使用している場合は、取り付けたまま
にしておきます。

5. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

6. カムハンドルのラッチを外れるまで押し、カムハンドルを右側に開いてコントローラキャニスターをシェ
ルフから外します。

次の図は、 E2812 コントローラシェルフ、 E2824 コントローラシェルフ、または EF280 フラッシュア
レイの例です。

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _
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◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

次の図は、 E2860 のコントローラシェルフの例です。

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

7. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

E2812 コントローラシェルフ、 E2824 コントローラシェルフ、または EF280 フラッシュアレイでは、コ
ントローラキャニスターを取り外すと、可動式のふたが所定の位置に戻って、通期と冷却が維持されま
す。

8. 取り外し可能なカバーが上になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

9. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

10. に進みます "障害が発生した E2800 バッテリを取り外します"。

障害が発生した E2800 バッテリを取り外します

コントローラキャニスターをコントローラシェルフから取り外したら、バッテリを取り
外すことができます。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーをボタンを押し下げながらスライドして取り外します。
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2. コントローラ内部（バッテリと DIMM の間）の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。

◦ （ 1 ） * _ 内部キャッシュアクティブ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

3. バッテリの青色のリリースラッチの位置を確認します。

4. バッテリをリリースラッチを押し下げながら引き出し、コントローラキャニスターから外します。
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◦ （ 1 ） * _ バッテリリリースラッチ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

5. バッテリを持ち上げながらスライドし、コントローラキャニスターから引き出します。

6. 障害が発生したバッテリをリサイクルまたは廃棄するには、地域の該当する手順に従ってください。

国際航空運送協会（ IATA ）の規制に従い、コントローラシェルフに搭載されているものを
除き、リチウムバッテリは航空便で送らないでください。

7. に進みます "新しいバッテリを取り付けます"。

新しい E2800 バッテリを取り付けます

障害が発生したバッテリを取り外したあと、新しいバッテリを取り付けることができま
す。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• 交換用バッテリ。
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• 静電気防止処置を施した平らな表面。

手順

1. 新しいバッテリを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

IATA 安全規則に準拠するため、交換用バッテリは 30% 以下の充電状態（ SoC ）で出荷さ
れます。交換用バッテリに電源を再投入したあと、フル充電されて最初の学習サイクルが
完了するまでは、書き込みキャッシュが再開されないことに注意してください。

2. バッテリのスロットが手前になるようにコントローラキャニスターの向きを変えます。

3. バッテリを少し下に傾けながらコントローラキャニスターに挿入します。

バッテリ前部の金属製のフランジをコントローラキャニスター下部のスロットに挿入し、バッテリの上部
がキャニスターの左側にある小さな位置決めピンの下にくるまでスライドする必要があります。

4. バッテリラッチを上に動かしてバッテリを固定します。

カチッという音がしてラッチが固定されると、ラッチの下部がシャーシの金属製のスロットに収まりま
す。

◦ （ 1 ） * _ バッテリリリースラッチ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

5. コントローラキャニスターを裏返し、バッテリが正しく取り付けられていることを確認します。
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* ハードウェアの破損の可能性 * - バッテリ前部の金属製のフランジがコントローラキャニ
スターのスロットにしっかりと挿入されている必要があります（ 1 つ目の図）。バッテリ
が正しく取り付けられていないと（ 2 つ目の図）、金属製のフランジがコントローラボー
ドに接触し、電源を投入したときにコントローラの破損の原因となる可能性があります。

◦ * 正解 * - バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットにしっかりと挿入されています。

◦ * 不正解 * - バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットに挿入されていません：

+

6. に進みます "E2800 コントローラキャニスターを再度取り付けます"。

E2800 コントローラキャニスターを再度取り付けます

新しいバッテリを取り付けたあと、コントローラキャニスターをコントローラシェルフ
に再度取り付けます。

手順

1. カチッという音がしてボタンが固定されるまでカバーを前方から後方にスライドして、コントローラキャ
ニスターにカバーを再度取り付けます。

2. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

3. カムハンドルを開いた状態でコントローラキャニスターをスライドし、コントローラシェルフに最後まで
挿入します。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

470



◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

4. カムハンドルを左側に動かして、コントローラキャニスターを所定の位置にロックします。

5. すべてのケーブルを再接続します。

6. に進みます "E2800 バッテリの交換後の処理"。

E2800 バッテリの交換後の処理

バッテリ交換後の手順は、デュプレックス構成（コントローラが 2 台）とシンプレック
ス構成（コントローラが 1 台）で異なります。

• デュプレックス構成については、を参照してください [コントローラをオンラインにする（デュプレック
ス）]。

• シンプレックス構成の場合は、を参照してください [コントローラの電源をオンにする（シンプレックス
）]。

コントローラをオンラインにする（デュプレックス）

コントローラをオンラインにし、ストレージアレイが正しく動作していることを確認します。その後、サポー
トデータを収集し、運用を再開できます。

このタスクは、コントローラが 2 台のストレージアレイでのみ実行します。

手順

1. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。ホストポートの数やタイプ
は、コントローラによって異なる場合があります。

もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、コントローラがオフラインになっていることを示す連続した *

OS * 、 * OL * 、 * _ blank_ * と表示されます。

◦ 黄色の警告 LED が点灯したままになります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになりま
す。

▪ （ 1 ） * _Attention LED （アンバー） _

▪ （ 2 ） * _デジタル 表示ディスプレイ _
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▪ （ 3 ） * _ ホストリンク LED _

2. SANtricity System Manager を使用して、コントローラをオンラインにします。

◦ SANtricity システムマネージャで次の作業を行います。

i. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

ii. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * を選択します。

iii. オンラインに切り替えるコントローラを選択します。

iv. コンテキストメニューから * オンラインに配置 * を選択し、操作を確定します。

コントローラがオンラインになります。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して、コントローラをオンラインに戻すこともできます。

▪ コントローラ A の場合： *et controller [a] availability=online;

▪ コントローラ B の場合： * 'et controller [b] availability=online ； `

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラ
シェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、バッテリとコントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必
要に応じて、コントローラキャニスターとバッテリを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用してストレージアレイのサポートデータを収集しま
す。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

次の手順

これでバッテリの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

コントローラの電源をオンにする（シンプレックス）

コントローラシェルフの電源をオンにして、正しく動作していることを確認します。その後、サポートデータ
を収集し、運用を再開できます。

このタスクは、コントローラが 1 台のストレージアレイでのみ実行します。

手順

1. コントローラシェルフの背面にある 2 つの電源スイッチをオンにします。

◦ 電源投入プロセスの実行中は電源スイッチをオフにしないでください。通常、このプロセスは 90 秒以
内に完了します。
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◦ 各シェルフのファンは起動時に大きな音を立てます。起動時に大きな音がしても問題はありません。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、 * OS * 、 * SD * 、 * blank * の順に切り替わり、コントローラ
で一日の最初の処理（ SOD ）を実行中であることが示されます。コントローラのブートが完了する
と、デジタル表示ディスプレイにトレイ ID が表示されます。

◦ コントローラの黄色の警告 LED が点灯したあと、エラーがなければ消灯します。

◦ 緑色のホストリンク LED が点灯します。

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。ホストポートの数やタイプ
は、コントローラによって異なる場合があります。

▪ （ 1 ） * _Attention LED （アンバー） _

▪ （ 2 ） * _デジタル 表示ディスプレイ _

▪ （ 3 ） * _ ホストリンク LED _

3. コントローラのステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラシェルフの警告 LED を
確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、バッテリとコントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必
要に応じて、コントローラキャニスターとバッテリを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用してストレージアレイのサポートデータを収集しま
す。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

次の手順

これでバッテリの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。
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コントローラ

E2800 コントローラの交換に際しての要件

E2800 コントローラを交換または追加する前に、要件と考慮事項を確認してください。

各コントローラキャニスターには、コントローラカード、バッテリ、およびオプションでホストインターフェ
イスカード（ HIC ）が搭載されています。シンプレックス構成に 2 台目のコントローラを追加したり、障害
が発生したコントローラを交換したりできます。

これらの手順は、IOM12およびIOM12Bドライブシェルフに適用されます。

IOM12BモジュールはSANtricity OS 11.70.2以降でのみサポートされます。IOM12Bをインスト
ールまたはアップグレードする前に、コントローラのファームウェアが更新されていることを
確認してください。

これらの手順は、同様のシェルフIOMのホットスワップや交換用です。つまり、 IOM12 モジュ
ールを別の IOM12 モジュールに交換するか、 IOM12B モジュールを別の IOM12B モジュール
に交換しなければなりません。（シェルフに IOM12 モジュールを 2 台搭載することも、
IOM12B モジュールを 2 つ使用することもできます）

2 台目のコントローラの追加に際しての要件

2 台目のコントローラキャニスターは、シンプレックスバージョンの次のコントローラシェルフに追加するこ
とができます。

• E2812 コントローラシェルフ

• E2824 コントローラシェルフ

• EF280 フラッシュアレイ

この図は、 2 台目のコントローラを追加する前（ 1 台のコントローラキャニスターとブランクカバー）と 2

台目のコントローラを追加したあとのコントローラシェルフの例を示したものです。
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この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。コントローラキャニスターのホス
トポートは、この図と異なる場合があります。

2 台目のコントローラを追加する前に、次の作業を完了しておく必要があります

• 現在取り付けられているコントローラキャニスターと同じパーツ番号の新しいコントローラキャニスタ
ー。

• 現在取り付けられているコントローラキャニスターの HIC と同じ新しい HIC （現在取り付けられている
コントローラキャニスターにホストインターフェイスカードが搭載されている場合のみ）。

• 新しいコントローラポートの接続に必要なすべてのケーブル、トランシーバ、スイッチ、ホストバスアダ
プタ（ HBA ）。

互換性のあるハードウェアについては、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix を参照してく
ださい" または "NetApp Hardware Universe の略"。

• ホストにマルチパスドライバがインストールされているため、両方のコントローラを使用できます。を参
照してください "Linux の簡単な設定"、 "Windows の簡単な設定"または "VMware の簡単な設定" 手順につ
いては、を参照し

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• No.1 プラスドライバ。

• 新しいケーブルを識別するためのラベル。

• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。（
System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP アドレス
を指定します）。

必要に応じて、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して一部の手順を実行できます。CLI に
アクセスできない場合は、次のいずれかを実行できます。

◦ * SANtricity System Manager （バージョン 11.60 以降） * - System Manager から CLI パッケージ（
zip ファイル）をダウンロードします。[ 設定 ] 、 [ システム ] 、 [ アドオン ] 、 [ コマンドラインイン
ターフェイス ] の順に選択します。次に、 DOS C ：プロンプトなどのオペレーティングシステムプロ
ンプトから問題 CLI コマンドを実行します。

◦ * SANtricity Storage Manager/Enterprise Management Window （ EMW ）：ソフトウェアをダウンロ
ードしてインストールするには ' エクスプレス・ガイドの指示に従ってくださいEMW から CLI コマン
ドを実行するには、次のメニューを選択します： Tools [Execute Script]

コントローラの交換に際しての要件

障害が発生したコントローラキャニスターを交換するときは、バッテリと HIC が取り付けられている場合は
元のコントローラキャニスターから取り外して、交換用コントローラキャニスターに取り付ける必要がありま
す。

コントローラキャニスターに障害が発生したかどうかは、次の 2 つの方法で確認できます。

• SANtricity System Manager の Recovery Guru で、コントローラキャニスターを交換するように指示され
ます。

• コントローラキャニスターの黄色の警告 LED が点灯して、コントローラに障害が発生したことが通知さ
れます。
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• （ 1 ） * Attention LED

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。コントローラキャニスターのホス
トポートは、この図と異なる場合があります。

コントローラを交換する前に、次の作業を完了しておく必要があります。

• 交換するコントローラキャニスターと同じパーツ番号の交換用コントローラキャニスター。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

• No.1 プラスドライバ。

• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。（
System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP アドレス
を指定します）。

必要に応じて、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して一部の手順を実行できます。CLI に
アクセスできない場合は、次のいずれかを実行できます。

◦ * SANtricity System Manager （バージョン 11.60 以降） * - System Manager から CLI パッケージ（
zip ファイル）をダウンロードします。[ 設定 ] 、 [ システム ] 、 [ アドオン ] 、 [ コマンドラインイン
ターフェイス ] の順に選択します。次に、 DOS C ：プロンプトなどのオペレーティングシステムプロ
ンプトから問題 CLI コマンドを実行します。

◦ * SANtricity Storage Manager/Enterprise Management Window （ EMW ）：ソフトウェアをダウンロ
ードしてインストールするには ' エクスプレス・ガイドの指示に従ってくださいEMW から CLI コマン
ドを実行するには、次のメニューを選択します： Tools [Execute Script]

デュプレックス構成の要件

コントローラシェルフにコントローラを 2 台搭載したデュプレックス構成の場合は、次の条件を満たしてい
れば、ストレージアレイの電源をオンにした状態でホスト I/O 処理を継続したままコントローラキャニスター
を交換できます。

• シェルフのもう一方のコントローラキャニスターのステータスが「最適」である。

• SANtricity System Manager の Recovery Guru の詳細領域の「 * 削除してもよろしいですか？」というメ
ッセージが表示され、このコンポーネントを削除しても安全であることを示します。
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シンプレックス構成の要件

コントローラキャニスターが 1 つだけのシンプレックス構成の場合は、コントローラキャニスターの交換が
完了するまでストレージアレイのデータにアクセスできません。ホスト I/O 処理を停止し、ストレージアレイ
の電源をオフにする必要があります。

E2800 に 2 台目のコントローラキャニスターを追加する

E2800 アレイには 2 台目のコントローラキャニスターを追加できます。

このタスクについて

このタスクでは、 2 台目のコントローラキャニスターをシンプレックスバージョンの E2812 コントローラシ
ェルフ、 E2824 コントローラシェルフ、または EF280 フラッシュアレイに追加する方法について説明しま
す。この手順は、オンライン手順であるシンプレックスからデュプレックスへの変換とも呼ばれます。この手
順の実行中もストレージアレイ上のデータにアクセスすることができます。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• 現在取り付けられているコントローラキャニスターと同じパーツ番号の新しいコントローラキャニスタ
ー。（部品番号を確認するには、手順 1 を参照してください）。

• 現在取り付けられているコントローラキャニスターの HIC と同じ新しい HIC （現在取り付けられている
コントローラキャニスターにホストインターフェイスカードが搭載されている場合のみ）。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

• No.1 プラスドライバ。

• 新しいケーブルを識別するためのラベル。互換性のあるハードウェアについては、を参照してください
"NetApp Interoperability Matrix を参照してください" または "NetApp Hardware Universe の略"。

• 新しいコントローラポートの接続に必要なすべてのケーブル、トランシーバ、スイッチ、ホストバスアダ
プタ（ HBA ）。

• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。（
System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP アドレス
を指定します）。

手順1：新しいコントローラのパーツ番号を確認する

新しいコントローラのパーツ番号が現在取り付けられているコントローラと同じであることを確認します。

手順

1. 新しいコントローラキャニスターを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

2. コントローラキャニスターの背面にある MAC アドレスと FRU パーツ番号のラベルを確認します。
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*(1) *MAC アドレス : 管理ポート 1 の MAC アドレス ("P1") 。元のコントローラの IP アドレスが DHCP

を使用して取得したアドレスである場合は、新しいコントローラに接続する際にこのアドレスが必要にな
ります。

◦ （ 2 ） * _FRU パーツ番号： _ この番号は、現在取り付けられているコントローラの交換パーツ番号
と一致している必要があります。

3. SANtricity System Manager で、取り付けられているコントローラキャニスターの交換パーツ番号を確認
します。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. コントローラアイコンが付いたコントローラシェルフを探します 。

c. コントローラアイコンをクリックします。

d. コントローラを選択し、 * 次へ * をクリックします。

e. [*Base] タブで、コントローラの交換パーツ番号 * をメモします。

4. 取り付けられているコントローラの交換パーツ番号が新しいコントローラの FRU パーツ番号と同じであ
ることを確認します。

* データアクセスが失われる可能性 * — 2 つのパーツ番号が同じでない場合は、この手順を
試みないでください。また、元のコントローラキャニスターにホストインターフェイスカ
ード（ HIC ）が搭載されている場合は、新しいコントローラキャニスターに同じ HIC を取
り付ける必要があります。コントローラや HIC 原因が一致していないと、新しいコントロ
ーラをオンラインにしたときにロックダウン状態になります。

手順 2 ：ホストインターフェイスカードを取り付ける

現在取り付けられているコントローラに HIC が搭載されている場合は、同じモデルのホストインターフェイ
スカード（ HIC ）を 2 台目のコントローラキャニスターに取り付ける必要があります。

手順

1. 新しい HIC を開封し、既存の HIC と同じであることを確認します。

* データアクセスが失われる可能性 * - 2 つのコントローラキャニスターに同じ HIC を取り
付ける必要があります。交換用 HIC と交換する HIC が同じでない場合は、この手順を使用
しないでください。HIC 原因が一致していないと、新しいコントローラをオンラインにし
たときにロックダウン状態になります。

2. カバーが上になるように新しいコントローラキャニスターを裏返します。
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3. カバーのボタンを押し、カバーをスライドさせて取り外します。

4. コントローラキャニスターにブランクカバーを固定している 4 本のネジを No.1 プラスドライバを使用し
て外し、カバーを取り外します。

5. HIC の 3 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、 HIC の底面のコネクタをコントロー
ラカードの HIC インターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意して
ください。

6. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

* 機器の破損の可能性 * — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色のリボ
ンコネクタをはさまないように十分に注意してください。

◦ （ 1 ） * _ ホスト・インターフェイス・カード _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

7. HIC の取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

8. 新しい HIC カバーをコントローラキャニスターに取り付け、前の手順で外した 4 本のネジで No.1 プラス
ドライバを使用して固定します。
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9. カチッという音がしてボタンが固定されるまでカバーを前方から後方にスライドして、コントローラキャ
ニスターにカバーを再度取り付けます。

10. 取り付け準備ができるまで、コントローラキャニスターを脇に置きます。

手順 3 ：サポートデータを収集する

コンポーネントを交換する前後にサポートデータを収集しておけば、交換しても問題が解決しない場合に、テ
クニカルサポートにすべてのログを送信できます。

手順

1. SANtricity System Manager のホームページで、ストレージアレイのステータスが最適であることを確認
します。

ステータスが「最適」でない場合は、 Recovery Guru を使用するかテクニカルサポートに問い合わせて問
題を解決してください。この手順を続行しないでください。

2. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。
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3. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、データが失われる可能
性があります。

手順 4 ：設定をデュプレックスに変更する

コントローラシェルフに 2 台目のコントローラを追加する前に、構成をデュプレックスに変更する必要があ
ります。これを行うには、新しい NVSRAM ファイルをインストールし、コマンドラインインターフェイスを
使用してストレージアレイをデュプレックスに設定します。デュプレックスバージョンの NVSRAM ファイル
は、 SANtricity OS ソフトウェア（コントローラファームウェア）のダウンロードファイルに付属していま
す。

手順

1. 最新の NVSRAM ファイルをネットアップサポートサイトから管理クライアントにダウンロードします。

a. SANtricity System Manager で、メニューからサポート [Upgrade Center] を選択します。「 SANtricity

OS Software upgrade 」というラベルの付いた領域で、「 NetApp SANtricity OS Downloads * 」をク
リックします。

b. ネットアップサポートサイトで、「 * E-Series SANtricity OS Controller software * 」を選択します。

c. オンラインの手順に従ってインストールする NVSRAM のバージョンを選択し、ファイルのダウンロ
ードを完了します。NVSRAM のデュプレックスバージョンを選択してください（ファイル名の末尾
に「 D 」が付いています）。

ファイル名は次のようになります。 * N290X-830834-D01.dlp *

2. SANtricity System Manager を使用してファイルをアップグレードします。

* データ損失のリスク、ストレージアレイの損傷のリスク * — アップグレードの実行中にス
トレージアレイを変更しないでください。ストレージアレイの電源は切らないでくださ
い。

アップグレード前の健常性チェックの間は処理をキャンセルできますが、転送またはアクティブ化の実行
中はキャンセルできません。

◦ SANtricity システムマネージャで次の作業を行います。

i. SANtricity OS ソフトウェアのアップグレード * で、 * アップグレードの開始 * をクリックしま
す。
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ii. Select Controller NVSRAM file * の横の * Browse * をクリックし、ダウンロードした NVSRAM フ
ァイルを選択します。

iii. [ * スタート * ] をクリックし、操作を確定します。

アップグレードが開始され、次の処理が実行されます。

▪ アップグレード前の健常性チェックが開始されます。アップグレード前の健常性チェックに失
敗した場合は、 Recovery Guru を使用するか、テクニカルサポートに問い合わせて問題を解
決してください。

▪ コントローラファイルが転送されてアクティブ化されます。所要時間はストレージアレイの構
成によって異なります。

▪ コントローラが自動的にリブートし、新しい設定が適用されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用してアップグレードを実行することもできます。

download storageArray NVSRAM file="filename"

healthCheckMelOverride=FALSE;

このコマンドで、「 filename 」はコントローラ NVSRAM ファイルの二重バージョンのファイルパス

とファイル名です（名前に「 D 」が付いたファイル）。ファイルパスとファイル名は二重引用符（ ""

）で囲みます。例：

file="C:\downloads\N290X-830834-D01.dlp"

3. （オプション）アップグレードされた内容のリストを表示するには、 * ログの保存 * をクリックします。

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * latest-upgrade-log-timestamp.txt * 」という名前でファイルが保
存されます。

◦ コントローラ NVSRAM をアップグレードしたら、 SANtricity System Manager で次の点を確認しま
す。

▪ ハードウェアページに移動し、すべてのコンポーネントが表示されることを確認します。

▪ [Software and Firmware Inventory] ダイアログボックス（ [Support [Upgrade Center] メニューに移
動し、 [* Software and Firmware Inventory] のリンクをクリックします）。新しいソフトウェアと
ファームウェアのバージョンを確認します。

◦ コントローラ NVSRAM をアップグレードする場合、既存の NVSRAM に適用されていたカスタム設定
はアクティブ化のプロセスで失われます。カスタム設定は、アクティブ化のプロセスの完了後に
NVSRAM に再度適用する必要があります。

4. CLI コマンドを使用してストレージアレイの設定をデュプレックスに変更します。CLI を使用するには、
CLI パッケージをダウンロードした場合はコマンドプロンプトを、 Storage Manager がインストールされ
ている場合は Enterprise Management Window （ EMW ）を開くことができます。

◦ コマンドプロンプトから、次の手順を実行します

i. 次のコマンドを使用して、アレイをシンプレックスからデュプレックスに切り替えます。
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set storageArray redundancyMode=duplex;

ii. コントローラをリセットするには、次のコマンドを使用します。

reset controller [a];

◦ EMW インターフェイスから：

i. ストレージアレイを選択します。

ii. メニューから [ ツール ][ スクリプトの実行 ] を選択します。

iii. テキストボックスに次のコマンドを入力します。

set storageArray redundancyMode=duplex;

iv. メニューから [ ツール ][ 検証と実行 ] を選択します。

v. テキストボックスに次のコマンドを入力します。

reset controller [a];

vi. メニューから [ ツール ][ 検証と実行 ] を選択します。

コントローラの再起動後、「 alternate controller missing 」というエラーメッセージが表示されます。コント
ローラ A がデュプレックスモードに変換されました。このメッセージは、 2 台目のコントローラを取り付け
てホストのケーブルを接続するまで表示されます。

手順 5 ：ブランクカバーを取り外します

2 台目のコントローラを取り付ける前に、ブランクカバーを取り外します。ブランクカバーは、コントローラ
が 1 台だけのコントローラシェルフに取り付けられています。

手順

1. ブランクカバーのカムハンドルのラッチを外れるまで押し、カムハンドルを右側に開きます。

2. ブランクカバーをスライドしてシェルフから引き出し、脇に置きます。

ブランクカバーを取り外すと、可動式のふたが所定の位置に戻って空いているベイがふさがれます。

手順 6 ： 2 台目のコントローラキャニスターを取り付ける

2 台目のコントローラキャニスターを取り付けてシンプレックス構成からデュプレックス構成に変更します。

手順

1. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラキャニスターを裏返します。
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2. カムハンドルを開いた状態でコントローラキャニスターをスライドし、コントローラシェルフに最後まで
挿入します。

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

3. カムハンドルを左側に動かして、コントローラキャニスターを所定の位置にロックします。

4. SFP+ トランシーバを挿入し、新しいコントローラにケーブルを接続します。

手順 7 ： 2 台目のコントローラの追加を完了します

2 台目のコントローラが正しく動作していることを確認し、デュプレックスの NVSRAM ファイルを再インス
トールし、コントローラにボリュームを分散し、サポートデータを収集します。

手順

1. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、コントローラがオフラインになっていることを示す連続した *

OS * 、 * OL * 、 * _ blank_ * と表示されます。

◦ 黄色の警告 LED が点灯した状態になります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになりま
す。
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▪ （ 1 ） * _Attention LED （アンバー） _

▪ （ 2 ） * _デジタル 表示ディスプレイ _

▪ （ 3 ） * _ ホストリンク LED _

2. デジタル表示ディスプレイで、コントローラがオンラインになるときのコードを確認します。次のいずれ
かの順にディスプレイの表示が切り替わる場合は、すぐにコントローラを取り外します。

◦ * OE * 、 * L0 * 、 * _ 消灯 _ * （コントローラの不一致）

◦ * OE * 、 * L6 * 、 * _ BLANK_* （サポート対象外の HIC ）

* データアクセスが失われる可能性 * - 取り付けたコントローラでこれらのいずれかの
コードが表示される場合、もう一方のコントローラが何らかの理由でリセットされる
と、 2 台目のコントローラもロックダウン状態になる可能性があります。

3. 次の CLI コマンドを使用して、アレイの設定をシンプレックスからデュプレックスに更新します。

'et storageArray redundancyMode=duplex;

4. SANtricity System Manager で、コントローラのステータスが「最適」になっていることを確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、コントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に応じ
て、コントローラキャニスターを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

5. SANtricity System Manager を使用して、デュプレックスバージョンの NVSRAM ファイルを再インストー
ルします。

この手順により、両方のコントローラでこのファイルのバージョンが同じになります。

* データ損失のリスク、ストレージアレイの損傷のリスク * — アップグレードの実行中にス
トレージアレイを変更しないでください。ストレージアレイの電源は切らないでくださ
い。

SANtricity System Manager を使用して新しい NVSRAM ファイルをインストールする場合
は、 SANtricity OS ソフトウェアをインストールする必要があります。最新バージョンの
SANtricity OS ソフトウェアがすでにインストールされている場合は、そのバージョンを再
インストールする必要があります。
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a. 必要に応じて、ネットアップサポートサイトから SANtricity OS ソフトウェアの最新バージョンをダウ
ンロードします。

b. System Manager で、アップグレードセンターにアクセスします。

c. SANtricity OS ソフトウェアのアップグレード * で、 * アップグレードの開始 * をクリックします。

d. [Browse]( 参照 ) をクリックし、 SANtricity OS ソフトウェアファイルを選択します。

e. * 参照 * をクリックし、コントローラ NVSRAM ファイルを選択します。

f. [ * スタート * ] をクリックし、操作を確定します。

制御の転送が開始されます。

6. コントローラのリブート後、必要に応じてコントローラ A と新しいコントローラ B にボリュームを分散
します

a. 選択メニュー： Storage [Volumes]

b. All Volumes （すべてのボリューム）タブで、 MENU （メニュー）： More （詳細） Change

Ownership （所有権の変更）を選択し

c. テキストボックスに「所有権の変更」というコマンドを入力します

所有権の変更ボタンが有効になります。

d. 再配布するボリュームごとに、 [* Preferred Owner* （優先所有者 * ） ] リストから [* Controller B* （
コントローラ B * ） ] を選択します。
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e. [ 所有権の変更 ] をクリックします。

プロセスが完了すると、 [ ボリューム所有権の変更 ] ダイアログに、 * 優先所有者 * と * 現在の所有者
* の新しい値が表示されます。

7. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

次の手順

これで 2 台目のコントローラを追加する処理は完了です。通常の運用を再開することができます。
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E2800 デュプレックス構成でのコントローラの交換

デュプレックス（コントローラが 2 台）構成の次のコントローラシェルフのコントロー
ラキャニスターを交換することができます。

• E2812 コントローラシェルフ

• E2824 コントローラシェルフ

• E2860 コントローラシェルフです

• EF280 フラッシュアレイ

このタスクについて

各コントローラキャニスターには、コントローラカード、バッテリ、およびオプションでホストインターフェ
イスカード（ HIC ）が搭載されています。コントローラキャニスターを交換するときは、元のコントローラ
キャニスターからバッテリと HIC が取り付けられている場合はそれらを取り外して、交換用コントローラキ
ャニスターに取り付ける必要があります。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• 交換するコントローラキャニスターと同じパーツ番号の交換用コントローラキャニスター。（部品番号を
確認するには、手順 1 を参照してください）。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• No.1 プラスドライバ。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。（
System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP アドレス
を指定します）。

手順 1 ：コントローラを交換する準備（デュプレックス）

コントローラを交換する準備として、交換用コントローラキャニスターの FRU パーツ番号が正しいことを確
認し、構成をバックアップし、サポートデータを収集します。コントローラがオンラインの場合はオフライン
にする必要があります。

手順

1. 新しいコントローラキャニスターを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

梱包材は、障害が発生したコントローラキャニスターを発送するときのために保管しておいてください。

2. コントローラキャニスターの背面にある MAC アドレスと FRU パーツ番号のラベルを確認します。
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*(1) *MAC アドレス : 管理ポート 1 の MAC アドレス ("P1") 。元のコントローラの IP アドレスが DHCP

を使用して取得したアドレスである場合は、新しいコントローラに接続する際にこのアドレスが必要にな
ります。

◦ （ 2 ） * _FRU パーツ番号： _ この番号は、現在取り付けられているコントローラの交換パーツ番号
と一致している必要があります。

3. SANtricity System Manager で、交換するコントローラキャニスターの交換パーツ番号を確認します。

コントローラに障害が発生しているため交換が必要な場合は、 Recovery Guru の詳細領域に交換パーツ番
号が表示されます。この番号を手動で確認する必要がある場合は、次の手順を実行します。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. コントローラアイコンが付いたコントローラシェルフを探します 。

c. コントローラアイコンをクリックします。

d. コントローラを選択し、 * 次へ * をクリックします。

e. [*Base] タブで、コントローラの交換パーツ番号 * をメモします。

4. 障害が発生したコントローラの交換パーツ番号が交換用コントローラの FRU パーツ番号と同じであるこ
とを確認します。

* データアクセスが失われる可能性 * — 2 つのパーツ番号が同じでない場合は、この手順を
試みないでください。また、障害が発生したコントローラキャニスターにホストインター
フェイスカード（ HIC ）が搭載されている場合は、新しいコントローラキャニスターにそ
の HIC を取り付ける必要があります。コントローラや HIC 原因が一致していないと、新し
いコントローラをオンラインにしたときにロックダウン状態になります。

5. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアでき
ます。RAID 構成データベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグ
ループとディスクプールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします
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ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」と
いう名前でファイルが保存されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して構成データベースをバックアップすることもできます。

'ave storageArray dbmDatabase sourceLocation=onboard contentType=all file="filename";`

6. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

コントローラの取り外し時に問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシュー
ティングを行うことができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォー
マンスデータが 1 つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

7. コントローラがオフラインでない場合は、 SANtricity System Manager を使用してオフラインにします。

◦ SANtricity システムマネージャで次の作業を行います。

i. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

ii. 図にドライブが表示されている場合は、 * Show back of shelf * を選択してコントローラを表示し
ます。

iii. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。

iv. コンテキストメニューから * オフラインに切り替え * を選択し、操作を確定します。

オフラインにするコントローラを使用して SANtricity System Manager にアクセス
している場合は、「 SANtricity System Manager を利用できません」というメッセ
ージが表示されます。別のコントローラを使用して SANtricity System Manager に
自動的にアクセスするには、 * 代替ネットワーク接続に接続する * を選択します。

◦ または、次の CLI コマンドを使用してコントローラをオフラインにすることもできます。

▪ コントローラ A ： * 'et controller [a] availability=offline

▪ コントローラ B の場合： * 'et controller [b] availability=offline

8. SANtricity System Manager でコントローラのステータスがオフラインに更新されるまで待ちます。

ステータスの更新が完了するまでは、他の処理を開始しないでください。

9. Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、「詳細」領域の「 * 削除してもよろしいですか * 」フィールド
に「はい」と表示されていることを確認します。これは、このコンポーネントを削除しても安全であるこ
とを示します。

手順 2 ：障害が発生したコントローラを取り外す（デュプレックス）

障害が発生したキャニスターを新しいキャニスターに交換します。
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手順 2a ：コントローラキャニスターを取り外す（デュプレックス）

新しいコントローラキャニスターに交換できるように、障害が発生したコントローラキャニスターを取り外し
ます。

手順

1. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

2. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

3. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラキャニスターの HIC で SFP+ トランシーバを使用している場合は、 SFP を取り外します。

障害が発生したコントローラキャニスターから HIC を取り外す必要があるため、 HIC ポートから SFP を
すべて取り外す必要があります。ただし、ベースボードホストポートに取り付けられた SFP は残してお
いてかまいません。それらの SFP は、ケーブルを再接続するときに新しいコントローラキャニスターに
移すことができます。

5. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

6. カムハンドルのラッチを外れるまで押し、カムハンドルを右側に開いてコントローラキャニスターをシェ
ルフから外します。

次の図は、 E2812 コントローラシェルフ、 E2824 コントローラシェルフ、または EF280 フラッシュア
レイの例です。

491



◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

次の図は、 E2860 のコントローラシェルフの例です。

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

7. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

E2812 コントローラシェルフ、 E2824 コントローラシェルフ、または EF280 フラッシュアレイでは、コ
ントローラキャニスターを取り外すと、可動式のふたが所定の位置に戻って、通期と冷却が維持されま
す。

8. 取り外し可能なカバーが上になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

9. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 2b ：バッテリを取り外す（デュプレックス）

新しいコントローラを取り付けられるように、バッテリを取り外します。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーをボタンを押し下げながらスライドして取り外します。

2. コントローラ内部（バッテリと DIMM の間）の緑の LED が消灯していることを確認します。
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この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED

が消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。

◦ （ 1 ） * _ 内部キャッシュアクティブ LED_

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

3. バッテリの青色のリリースラッチの位置を確認します。

4. バッテリをリリースラッチを押し下げながら引き出し、コントローラキャニスターから外します。

493



◦ （ 1 ） * _ バッテリリリースラッチ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

5. バッテリを持ち上げながらスライドし、コントローラキャニスターから引き出します。

手順 2c ：ホストインターフェイスカードの取り外し（デュプレックス）

コントローラキャニスターにホストインターフェイスカード（ HIC ）が搭載されている場合、新しいコント
ローラキャニスターで再利用できるように元のコントローラキャニスターから HIC を取り外す必要がありま
す。

手順

1. コントローラキャニスターに HIC カバーを固定しているネジを No.1 プラスドライバを使用して外しま
す。

ネジは 4 本あります。 1 本は上部に、もう 1 本は側面に、 2 本は前面にあります。
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2. HIC カバーを取り外します。

3. コントローラカードに HIC を固定している 3 本の取り付けネジを手またはプラスドライバで緩めます。

4. HIC を持ち上げながら後方にスライドし、コントローラカードから慎重に外します。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしない
ように注意してください。
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◦ （ 1 ） * _ ホストインターフェイスカード（ HIC ） _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

5. HIC を静電気防止処置を施した場所に置きます。

手順 3 ：新しいコントローラを取り付ける（デュプレックス）

障害が発生したコントローラキャニスターの代わりに、新しいコントローラキャニスターを取り付けます。こ
のタスクは、コントローラが 2 台のストレージアレイ（デュプレックス構成）でのみ実行します。

手順 3a ：バッテリを取り付ける（デュプレックス）

交換用コントローラキャニスターにバッテリを取り付ける必要があります。元のコントローラキャニスターか
ら取り外したバッテリを取り付けるか、新しいバッテリを注文して取り付けることができます。

手順

1. 取り外し可能なカバーが上になるように交換用コントローラキャニスターを裏返します。

2. カバーのボタンを押し下げながらスライドし、カバーを取り外します。

3. バッテリのスロットが手前になるようにコントローラキャニスターの向きを変えます。

4. バッテリを少し下に傾けながらコントローラキャニスターに挿入します。

バッテリ前部の金属製のフランジをコントローラキャニスター下部のスロットに挿入し、バッテリの上部
がキャニスターの左側にある小さな位置決めピンの下にくるまでスライドする必要があります。
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5. バッテリラッチを上に動かしてバッテリを固定します。

カチッという音がしてラッチが固定されると、ラッチの下部がシャーシの金属製のスロットに収まりま
す。

◦ （ 1 ） * _ バッテリリリースラッチ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

6. コントローラキャニスターを裏返し、バッテリが正しく取り付けられていることを確認します。

* ハードウェアの破損の可能性 * - バッテリ前部の金属製のフランジがコントローラキャニ
スターのスロットにしっかりと挿入されている必要があります（ 1 つ目の図）。バッテリ
が正しく取り付けられていないと（ 2 つ目の図）、金属製のフランジがコントローラボー
ドに接触し、電源を投入したときにコントローラの破損の原因となる可能性があります。

◦ * 正解 * - バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットにしっかりと挿入されています。
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◦ * 不正解 * - バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットに挿入されていません：

手順 3b ：ホストインターフェイスカードの取り付け（デュプレックス）

元のコントローラキャニスターから HIC を取り外した場合、その HIC を新しいコントローラキャニスターに
取り付ける必要があります。

手順

1. 交換用コントローラキャニスターにブランクカバーを固定している 4 本のネジを No.1 プラスドライバを
使用して外し、カバーを取り外します。

2. HIC の 3 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、 HIC の底面のコネクタをコントロー
ラカードの HIC インターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意して
ください。

3. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

* 機器の破損の可能性 * — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色のリボ
ンコネクタをはさまないように十分に注意してください。
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◦ （ 1 ） * _ ホストインターフェイスカード（ HIC ） _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

4. HIC の取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

5. 元のコントローラキャニスターから取り外した HIC カバーを新しいコントローラキャニスターに取り付
け、 No.1 プラスドライバを使用して 4 本のネジで固定します。

499



手順 3c ：新しいコントローラキャニスターの取り付け（デュプレックス）

バッテリを取り付け、もともと取り付けられていた場合はホストインターフェイスカード（ HIC ）も取り付
けると、新しいコントローラキャニスターをコントローラシェルフに取り付けることができるようになりま
す。

手順

1. カチッという音がしてボタンが固定されるまでカバーを前方から後方にスライドして、コントローラキャ
ニスターにカバーを再度取り付けます。

2. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

3. カムハンドルを開いた状態でコントローラキャニスターをスライドし、コントローラシェルフに最後まで
挿入します。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _
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◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

4. カムハンドルを左側に動かして、コントローラキャニスターを所定の位置にロックします。

5. 元のコントローラから取り外した SFP を新しいコントローラのホストポートに取り付け、すべてのケー
ブルを再接続します。

ホストプロトコルを複数使用している場合は、 SFP を取り付けるホストポートを間違えないように注意
してください。

6. 元のコントローラの IP アドレスが DHCP を使用して取得したアドレスである場合は、交換用コントロー
ラの背面のラベルに記載された MAC アドレスを確認します。取り外したコントローラの DNS / ネットワ
ークおよび IP アドレスを交換用コントローラの MAC アドレスと関連付けるよう、ネットワーク管理者に
依頼します。

元のコントローラの IP アドレスが DHCP を使用して取得したアドレスでなければ、取り外
したコントローラの IP アドレスが新しいコントローラで使用されます。

手順 4 ：コントローラの交換後の処理（デュプレックス）

コントローラをオンラインにし、サポートデータを収集し、運用を再開します。

手順

1. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、コントローラがオフラインになっていることを示す連続した *

OS * 、 * OL * 、 * _ blank_ * と表示されます。

◦ 黄色の警告 LED が点灯した状態になります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになりま
す。

▪ （ 1 ） * _Attention LED （アンバー） _

▪ （ 2 ） * _デジタル 表示ディスプレイ _

▪ （ 3 ） * _ ホストリンク LED _

2. デジタル表示ディスプレイで、コントローラがオンラインに戻るときのコードを確認します。次のいずれ
かの順にディスプレイの表示が切り替わる場合は、すぐにコントローラを取り外します。

◦ * OE * 、 * L0 * 、 * _ 消灯 _ * （コントローラの不一致）
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◦ * OE * 、 * L6 * 、 * _ BLANK_* （サポート対象外の HIC ）

* データアクセスが失われる可能性 * - 取り付けたコントローラでこれらのいずれかの
コードが表示される場合、もう一方のコントローラが何らかの理由でリセットされる
と、 2 台目のコントローラもロックダウン状態になる可能性があります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラ
シェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、コントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に応じ
て、コントローラキャニスターを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. 必要に応じて、 SANtricity システムマネージャを使用して、すべてのボリュームを再配置して優先所有者
に戻します。

a. 選択メニュー： Storage [Volumes]

b. メニューを選択します。 More [redistribute volumes （ボリュームの再配置） ]

5. [ メニュー ] 、 [ ハードウェア ] 、 [ サポート ] 、 [ アップグレードセンター ] の順にクリックして、
SANtricity OS ソフトウェア（コントローラファームウェア）の最新バージョンがインストールされている
ことを確認します。

必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

6. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

次の手順

これでコントローラの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

E2800 シンプレックス構成でのコントローラの交換

次のコントローラシェルフでは、シンプレックス（シングルコントローラ）構成の障害
が発生したコントローラキャニスターを交換することができます。

• E2812 コントローラシェルフ

• E2824 コントローラシェルフ

このタスクについて

コントローラキャニスターには、コントローラカード、バッテリ、およびオプションでホストインターフェイ
スカード（ HIC ）が搭載されています。障害が発生したコントローラキャニスターを交換するときは、バッ
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テリと HIC が取り付けられている場合は元のコントローラキャニスターから取り外して、交換用コントロ
ーラキャニスターに取り付ける必要があります。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• 交換するコントローラキャニスターと同じパーツ番号の交換用コントローラキャニスター。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

• No.1 プラスドライバ。

• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。（
System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP アドレス
を指定します）。

手順 1 ：コントローラを交換する準備（シンプレックス）

コントローラキャニスターを交換する準備として、ドライブセキュリティキーを保存し、構成をバックアップ
し、サポートデータを収集します。そのあと、ホスト I/O 処理を停止し、コントローラシェルフの電源をオフ
にすることができます。

手順

1. 可能であれば、コントローラに現在インストールされている SANtricity OS ソフトウェアのバージョンを
メモしておいてください。SANtricity System Manager を開いて、次のメニューを選択します。サポート
[Upgrade Center] > [View Software and Firmware Inventory]

2. ドライブセキュリティ機能が有効になっている場合は、保存されたキーが存在すること、およびそのイン
ストールに必要なパスフレーズを確認しておきます。

* データアクセスが失われる可能性 * — ストレージアレイのすべてのドライブでセキュリテ
ィが有効になっている場合、 SANtricity ストレージマネージャのエンタープライズ管理ウ
ィンドウを使用してセキュリティ保護されたドライブのロックを解除するまで、新しいコ
ントローラはストレージアレイにアクセスできません。

キーを保存する手順は次のとおりです（コントローラの状態によっては実行できない場合があります）。

a. SANtricity システムマネージャで、 [MENU: Settings （メニュー：設定） ] [System] （システム）を選
択します。

b. ドライブセキュリティキー管理 * で、 * バックアップキー * を選択します。

c. [ * パスフレーズを定義 / パスフレーズを再入力 * ] フィールドに、このバックアップコピーのパスフレ
ーズを入力して確認します。

d. [ バックアップ ] をクリックします。

e. 安全な場所にキー情報を記録し、 [Close] をクリックします。

3. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアでき
ます。RAID 構成データベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグ
ループとディスクプールのすべてのデータが含まれます。
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◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して構成データベースをバックアップすることもできます。

'ave storageArray dbmDatabase sourceLocation=onboard contentType=all file="filename";`

4. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

コントローラの取り外し時に問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシュー
ティングを行うことができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォー
マンスデータが 1 つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

5. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、データが失われる可能
性があります。

6. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、コントローラの背面にある緑のキャッ
シュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要があります。

7. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の処理を表示」を選択します。

8. すべての処理が完了したことを確認してから、次の手順に進みます。

9. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオフにします。
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10. コントローラシェルフのすべての LED が消灯するまで待ちます。

11. Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、「詳細」領域の「 * 削除してもよろしいですか * 」フィールド
に「はい」と表示されていることを確認します。これは、このコンポーネントを削除しても安全であるこ
とを示します。

コントローラキャニスターを交換するまで、ストレージアレイのデータにはアクセスできません。

手順 2 ：障害が発生したコントローラを取り外す（シンプレックス）

障害が発生したキャニスターを新しいキャニスターに交換します。

手順 2a ：コントローラキャニスターを取り外す（シンプレックス）

コントローラキャニスターを取り外します。

手順

1. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

2. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

3. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラキャニスターの HIC ポートで SFP+ トランシーバを使用している場合は、 SFP を取り外し
ます。

障害が発生したコントローラキャニスターから HIC を取り外す必要があるため、 HIC ポートから SFP を
すべて取り外す必要があります。ただし、ベースボードホストポートに取り付けられた SFP は残してお
いてかまいません。新しいコントローラのケーブル接続の準備ができたら、それらの SFP を新しいコン
トローラキャニスターに簡単に移すことができます。この方法は、複数のタイプの SFP を使用している
場合に特に便利です。

5. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、コントローラの背面にある緑のキャッ
シュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するのを待ってから、コントローラキャニスターを
取り外す必要があります。

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。ホストポートの数やタイプ
は、コントローラによって異なる場合があります。
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◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

6. カムハンドルのラッチを外れるまで押し、カムハンドルを右側に開いてコントローラキャニスターをミッ
ドプレーンから外します。

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

7. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

コントローラキャニスターを取り外すと、可動式のふたが所定の位置に戻って、通期と冷却が維持されま
す。

8. 取り外し可能なカバーが上になるようにコントローラキャニスターを裏返します。
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9. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 2b ：バッテリを取り外す（シンプレックス）

コントローラキャニスターをコントローラシェルフから取り外したあと、バッテリを取り外します。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーをボタンを押し下げながらスライドして取り外します。

2. コントローラ内部（バッテリと DIMM の間）の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。

◦ （ 1 ） * _ 内部キャッシュアクティブ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

3. バッテリの青色のリリースラッチの位置を確認します。

4. バッテリをリリースラッチを押し下げながら引き出し、コントローラキャニスターから外します。
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◦ （ 1 ） * _ バッテリリリースラッチ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

5. バッテリを持ち上げながらスライドし、コントローラキャニスターから引き出します。

手順 2c ：ホストインターフェイスカードの取り外し（シンプレックス）

コントローラキャニスターにホストインターフェイスカード（ HIC ）が搭載されている場合は、新しいコン
トローラキャニスターで再利用できるように元のコントローラキャニスターから HIC を取り外します。

手順

1. コントローラキャニスターに HIC カバーを固定しているネジを No.1 プラスドライバを使用して外しま
す。

ネジは 4 本あります。 1 本は上部に、もう 1 本は側面に、 2 本は前面にあります。
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2. HIC カバーを取り外します。

3. コントローラカードに HIC を固定している 3 本の取り付けネジを手またはプラスドライバで緩めます。

4. HIC を持ち上げながら後方にスライドし、コントローラカードから慎重に外します。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしない
ように注意してください。
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◦ （ 1 ） * _ ホスト・インターフェイス・カード _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

5. HIC を静電気防止処置を施した場所に置きます。

手順 3 ：新しいコントローラを取り付ける（シンプレックス）

障害が発生したコントローラキャニスターの代わりに、新しいコントローラキャニスターを取り付けます。

手順 3a ：バッテリを取り付ける（シンプレックス）

交換用コントローラキャニスターにバッテリを取り付けます。元のコントローラキャニスターから取り外した
バッテリを取り付けるか、新しいバッテリを注文して取り付けることができます。

手順

1. 交換用コントローラキャニスターを開封し、取り外し可能なカバーを上にして、静電気防止処置を施した
平らな場所に置きます。

梱包材は、障害が発生したコントローラキャニスターを発送するときのために保管しておいてください。

2. カバーのボタンを押し下げながらスライドし、カバーを取り外します。

3. バッテリのスロットが手前になるようにコントローラキャニスターの向きを変えます。

4. バッテリを少し下に傾けながらコントローラキャニスターに挿入します。
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バッテリ前部の金属製のフランジをコントローラキャニスター下部のスロットに挿入し、バッテリの上部
がキャニスターの左側にある小さな位置決めピンの下にくるまでスライドする必要があります。

5. バッテリラッチを上に動かしてバッテリを固定します。

カチッという音がしてラッチが固定されると、ラッチの下部がシャーシの金属製のスロットに収まりま
す。

◦ （ 1 ） * _ バッテリリリースラッチ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

6. コントローラキャニスターを裏返し、バッテリが正しく取り付けられていることを確認します。

* ハードウェアの破損の可能性 * - バッテリ前部の金属製のフランジがコントローラキャニ
スターのスロットにしっかりと挿入されている必要があります（ 1 つ目の図）。バッテリ
が正しく取り付けられていないと（ 2 つ目の図）、金属製のフランジがコントローラボー
ドに接触し、電源を投入したときにコントローラの破損の原因となる可能性があります。

◦ * 正解 * - バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットにしっかりと挿入されています。
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◦ * 不正解 * - バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットに挿入されていません：

手順 3b ：ホストインターフェイスカードの取り付け（シンプレックス）

元のコントローラキャニスターからホストインターフェイスカード（ HIC ）を取り外した場合、その HIC を
新しいコントローラキャニスターに取り付けます。

手順

1. 交換用コントローラキャニスターにブランクカバーを固定している 4 本のネジを No.1 プラスドライバを
使用して外し、カバーを取り外します。

2. HIC の 3 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、 HIC の底面のコネクタをコントロー
ラカードの HIC インターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意して
ください。

3. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

* 機器の破損の可能性 * — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色のリボ
ンコネクタをはさまないように十分に注意してください。
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◦ （ 1 ） * _ ホスト・インターフェイス・カード _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

4. HIC の取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

5. 元のコントローラキャニスターから取り外した HIC カバーを新しいコントローラキャニスターに取り付
け、 No.1 プラスドライバを使用して 4 本のネジで固定します。
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手順 3c ：新しいコントローラキャニスターを取り付ける（シンプレックス）

バッテリを取り付け、もともと取り付けられていた場合は HIC も取り付けると、新しいコントローラキャニ
スターをコントローラシェルフに取り付けることができるようになります。

手順

1. カチッという音がしてボタンが固定されるまでカバーを前方から後方にスライドして、コントローラキャ
ニスターにカバーを再度取り付けます。

2. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

3. カムハンドルを開いた状態でコントローラキャニスターをスライドし、コントローラシェルフに最後まで
挿入します。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

4. カムハンドルを左側に動かして、コントローラキャニスターを所定の位置にロックします。

5. 元のコントローラから取り外した SFP を新しいコントローラのホストポートに取り付け、すべてのケー
ブルを再接続します。

ホストプロトコルを複数使用している場合は、 SFP を取り付けるホストポートを間違えないように注意
してください。

6. 交換用コントローラに IP アドレスを割り当てる方法を決めます。この方法は、ネットワークへのイーサ
ネットポート 1 （ P1 というラベルが付いたポート）の接続に DHCP サーバが使用されているかどうか
と、すべてのドライブでセキュリティが有効になっているかどうかによって異なります。

DHCP サーバを使用 すべてのドライブでセキュリティ
が有効

手順

はい。 いいえ 新しいコントローラの IP アドレ
スが DHCP サーバから取得され
ます。この値は、元のコントロー
ラの IP アドレスと異なる場合が
あります。交換用コントローラの
背面のラベルに記載された MAC

アドレスを確認し、その情報をネ
ットワーク管理者に伝えて、
DHCP サーバから割り当てられた
IP アドレスを取得します。
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DHCP サーバを使用 すべてのドライブでセキュリティ
が有効

手順

はい。 はい。 新しいコントローラの IP アドレ
スが DHCP サーバから取得され
ます。この値は、元のコントロー
ラの IP アドレスと異なる場合が
あります。交換用コントローラの
背面のラベルに記載された MAC

アドレスを確認し、その情報をネ
ットワーク管理者に伝えて、
DHCP サーバから割り当てられた
IP アドレスを取得します。その
後、コマンドラインインターフェ
イスを使用してドライブのロック
を解除できます。

いいえ いいえ 取り外したコントローラの IP ア
ドレスが新しいコントローラで使
用されます。

いいえ はい。 新しいコントローラの IP アドレ
スを手動で設定する必要がありま
す。（古いコントローラの IP ア
ドレスを再利用することも、新し
い IP アドレスを使用することも
できます）。 コントローラの IP

アドレスを確認したら、コマンド
ラインインターフェイスを使用し
てドライブのロックを解除できま
す。ドライブのロックが解除され
ると、元のコントローラの IP ア
ドレスが新しいコントローラで自
動的に再利用されます。

手順 4 ：コントローラの交換後の処理（シンプレックス）

コントローラシェルフの電源をオンにし、サポートデータを収集して、運用を再開します。

手順

1. コントローラシェルフの背面にある 2 つの電源スイッチをオンにします。

◦ 電源投入プロセスの実行中は電源スイッチをオフにしないでください。通常、このプロセスは 90 秒以
内に完了します。

◦ 各シェルフのファンは起動時に大きな音を立てます。起動時に大きな音がしても問題はありません。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、 * OS * 、 * SD * 、 * blank * の順に切り替わり、コントローラ
で一日の最初の処理（ SOD ）を実行中であることが示されます。コントローラのブートが完了する
と、デジタル表示ディスプレイにトレイ ID が表示されます。
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◦ コントローラの黄色の警告 LED が点灯したあと、エラーがなければ消灯します。

◦ 緑色のホストリンク LED が点灯します。

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。ホストポートの数やタイプ
は、コントローラによって異なる場合があります。

▪ （ 1 ） * _Attention LED （アンバー） _

▪ （ 2 ） * _デジタル 表示ディスプレイ _

▪ （ 3 ） * _ ホストリンク LED _

3. コントローラシェルフのいずれかの警告 LED が点灯している場合は、コントローラキャニスターが正し
く取り付けられ、すべてのケーブルが正しく装着されていることを確認します。必要に応じて、コントロ
ーラキャニスターを再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. ストレージアレイにセキュアドライブがある場合は、ドライブセキュリティキーをインポートします。そ
れ以外の場合は、次の手順に進みます。すべてのセキュアドライブを含むストレージアレイ、またはセキ
ュアドライブとセキュアでないドライブが混在しているストレージアレイの場合は、以下の該当する手順
に従います。

セキュアでないドライブ _ 未割り当てのドライブ、グローバルホットスペアドライブ、ま
たはドライブセキュリティ機能で保護されていないボリュームグループまたはプールに含
まれるドライブです。_Secure drives _ は、ドライブセキュリティを使用して保護されたボ
リュームグループまたはディスクプールに属する割り当て済みのドライブです。

◦ * セキュリティ保護されたドライブのみ ( セキュリティ保護されていないドライブは不要 )* ：

i. ストレージアレイのコマンドラインインターフェイス（ CLI ）にアクセスします。

ii. 次のコマンドを入力して、セキュリティキーをインポートします。

import storageArray securityKey file="C:/file.slk"

passPhrase="passPhrase";

ここで、

▪ 「 C:\file.slk 」は、ドライブセキュリティキーのディレクトリの場所と名前を表します
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▪ 「 passphrase 」は、セキュリティキーをインポートし、コントローラを再起動し、新しいコ
ントローラがストレージアレイの保存された設定を採用した後、ファイルのロックを解除する
ために必要なパスフレーズです。

iii. 次の手順に進み、新しいコントローラが「最適」になっていることを確認します。

◦ * 安全なドライブと安全でないドライブの混在 * ：

i. サポートバンドルを収集して、ストレージアレイプロファイルを開きます。

ii. セキュアでないドライブの場所をすべて検出して記録します。これらの場所はサポートバンドル
に含まれています。

iii. システムの電源を切ります。

iv. セキュアでないドライブを取り外します。

v. コントローラを交換してください。

vi. システムの電源を入れ、デジタル表示ディスプレイにトレイ番号が表示されるまで待ちます。

vii. SANtricity システムマネージャで、 [MENU: Settings （メニュー：設定） ] [System] （システム）
を選択します。

viii. [ セキュリティキーの管理 ] セクションで、 [ キーの作成 / 変更 *] を選択して新しいセキュリティ
キーを作成します。

ix. 保存したセキュリティキーをインポートするには、「 Secure Drives のロック解除」を選択しま
す。

x. 「 set allDrives nativeState 」 CLI コマンドを実行します。

コントローラが自動的にリブートされます。

xi. コントローラがブートし、デジタル表示ディスプレイにトレイ番号または L5 が点滅するまで待ち
ます。

xii. システムの電源を切ります。

xiii. セキュアでないドライブを取り付け直します。

xiv. SANtricity システムマネージャを使用してコントローラをリセットします。

xv. システムの電源を入れ、デジタル表示ディスプレイにトレイ番号が表示されるまで待ちます。

xvi. 次の手順に進み、新しいコントローラが「最適」になっていることを確認します。

5. SANtricity System Manager で、新しいコントローラが「最適」になっていることを確認します。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. コントローラシェルフの場合は、 * Show back of shelf * を選択します。

c. 交換したコントローラキャニスターを選択します。

d. 「 * 表示設定 * 」を選択します。

e. コントローラの * Status * が最適な状態であることを確認します。

f. ステータスが「最適」でない場合は、コントローラを強調表示し、「オンラインにする」を選択しま
す。

6. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center （サポートセンター） ] > * Diagnostics （診断） ]
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。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

次の手順

これでコントローラの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

キャニスター

E2800 キャニスターの交換に際しての要件

E2800 アレイのキャニスターを交換する前に、キャニスターのタイプと要件を確認して
ください。

キャニスタータイプには、電源装置、電源キャニスター、ファンキャニスターがあります。

電源装置

電源装置の交換用手順 は IOM の交換に適用されます。IOM を交換するには、電源装置交換用
手順 を実行します。

12 ドライブまたは 24 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、ファン一体型の電源装
置が 2 台ずつ搭載されています。これらは、 SANtricity System Manager では _ 電源 / ファンキャニスターと
呼ばれます。電源 / ファンキャニスターで障害が発生した場合は、シェルフの電源の冗長性を維持し、冷却が
適切に行われるように、できるだけ早く交換する必要があります。

電源装置のシェルフタイプ

次のシェルフに搭載された電源装置を交換することができます。

• E2812 コントローラシェルフ

• E2824 コントローラシェルフ

• EF280 フラッシュアレイ

• DE212C ドライブシェルフ

• DE224C ドライブシェルフ

次の図は、電源装置（電源 / ファンキャニスター）を 2 台搭載した E2812 コントローラシェルフ、 E2824 コ
ントローラシェルフ、または EF280 フラッシュアレイの例を示したものです。DE212C および DE224C のド
ライブシェルフも同様ですが、コントローラキャニスターの代わりに I/O モジュール（ IOM ）が搭載されて
います。
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• （ 1 ） * _ コントローラキャニスターの下に電源装置（電源 / ファンキャニスター）を 2 台搭載したコン
トローラシェルフ _

電源装置を交換するための手順では、 E5700 または E2800 コントローラシェルフに接続された DE1600 また
は DE5600 ドライブトレイの電源 / ファンキャニスターで障害が発生した場合の交換方法については説明して
いません。これらのドライブトレイモデルの手順については、を参照してください "DE1600 のドライブトレ
イまたは DE5600 ドライブトレイの電源 / ファンキャニスターを交換します"。

電源装置の交換に際しての要件

電源装置を交換するときは、次の要件に注意してください。

• コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用電源装置（電源 / ファンキャニ
スター）を用意しておく必要があります。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• 電源装置（電源 / ファンキャニスター）は、次の条件を満たしていれば、ストレージアレイの電源をオン
にした状態でホスト I/O 処理を継続したまま交換できます。

◦ シェルフのもう一方の電源装置（電源 / ファンキャニスター）のステータスが「最適」である。

◦ SANtricity System Manager の Recovery Guru の詳細領域の「 * 削除してもよろしいですか？」とい
うメッセージが表示され、このコンポーネントを削除しても安全であることを示します。

シェルフのもう一方の電源装置（電源 / ファンキャニスター）のステータスが「最適」
でない場合や、 Recovery Guru で電源 / ファンキャニスターを取り外すことができない
ことが示された場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

電源キャニスター

60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、冗長性を確保するために電源キャニスタ
ーが 2 つずつ搭載されています。

電源キャニスターのシェルフタイプ

次のシェルフに搭載された電源キャニスターを交換することができます。

• E2860 コントローラシェルフ

• DE460C ドライブシェルフ
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電源キャニスターを交換する手順では、コントローラシェルフに接続された DE6600 ドライブトレイの電
源キャニスターで障害が発生した場合の交換方法については説明していません。

次の図は、電源キャニスターを 2 台搭載した DE460C ドライブシェルフの背面を示したものです。

電源キャニスターを次の図に示します。

電源キャニスターの交換に際しての要件

電源キャニスターを交換するときは、次の要件に注意してください。

• コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用電源キャニスターを用意してお
きます。

• 一方の電源キャニスターが取り付けられて稼働していることを確認します。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• 電源キャニスターは、次の条件を満たしていれば、ストレージアレイの電源をオンにした状態でホスト
I/O 処理を継続したまま交換できます。

◦ シェルフのもう一方の電源キャニスターのステータスが「最適」である。

手順の実行中は、機器の過熱を防ぐために、もう一方の電源キャニスターから両方のフ
ァンに電力が供給されます。

◦ SANtricity System Manager の Recovery Guru の詳細領域の「 * 削除してもよろしいですか？」とい
うメッセージが表示され、このコンポーネントを削除しても安全であることを示します。
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シェルフのもう一方の電源キャニスターのステータスが「最適」でない場合や、
Recovery Guru に電源キャニスターを取り外すのが適切でないことが示された場合は、
テクニカルサポートにお問い合わせください。

ファンキャニスター

60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、ファンキャニスターが 2 つずつ搭載され
ています。

ファンキャニスターのシェルフタイプ

次のシェルフに搭載されたファンキャニスターを交換することができます。

• E2860 コントローラシェルフ

• DE460C ドライブシェルフ

ファンキャニスターを交換する手順では、コントローラシェルフに接続された DE6600 ドライブトレイのフ
ァンキャニスターで障害が発生した場合の交換方法については説明していません。

ファンキャニスターを次の図に示します。

次の図は、ファンキャニスターを 2 台搭載した DE460C シェルフの背面を示したものです。
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* 機器の破損の可能手順性 * - 電源をオンにした状態でファンキャニスターを交換する場合は、
機器の過熱を防ぐために 30 分以内に完了する必要があります。

ファンキャニスターの交換に際しての要件

ファンキャニスターを交換するときは、次の要件に注意してください。

• コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用ファンキャニスター（ファン）
を用意しておきます。

• 一方のファンキャニスターが取り付けられて稼働していることを確認します。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• この手順を電源をオンにした状態で実行する場合は、機器の過熱を防ぐために 30 分以内に完了する必要
があります。

• ファンキャニスターは、次の条件を満たしていれば、ストレージアレイの電源をオンにした状態でホスト
I/O 処理を継続したまま交換できます。

◦ シェルフのもう一方のファンキャニスターのステータスが「最適」である。

◦ SANtricity System Manager の Recovery Guru の詳細領域の「 * 削除してもよろしいですか？」とい
うメッセージが表示され、このコンポーネントを削除しても安全であることを示します。

シェルフのもう一方のファンキャニスターのステータスが「最適」でない場合や、
Recovery Guru にファンキャニスターを取り外すことができないことが示された場合
は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

E2800 電源装置の交換（ 12 ドライブまたは 24 ドライブ）

E2800 アレイの電源装置は、次のタイプのシェルフを含む 12 ドライブまたは 24 ドライ
ブシェルフと交換できます。

• E2812 コントローラシェルフ
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• E2824 コントローラシェルフ

• EF280 フラッシュアレイ

• DE212C ドライブシェルフ

• DE224C ドライブシェルフ

このタスクについて

12 ドライブまたは 24 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、ファン一体型の電源装
置が 2 台ずつ搭載されています。これらは、 SANtricity System Manager では _ 電源 / ファンキャニスターと
呼ばれます。電源 / ファンキャニスターで障害が発生した場合は、シェルフの電源の冗長性を維持し、冷却が
適切に行われるように、できるだけ早く交換する必要があります。

電源装置は、ストレージアレイの電源をオンにした状態でホスト I/O 処理を継続したまま交換できます。 シ
ェルフの 2 つ目の電源装置のステータスが「最適」で、 SANtricity System Manager の Recovery Guru の「
詳細」領域の「 * 削除する」フィールドに「 * はい」と表示されているかぎり。

作業を開始する前に

• の電源装置の要件を確認します "キャニスター交換に際しての要件"。

• Recovery Guru の詳細で、電源装置を搭載した問題があることを確認します。Recovery Guru で「 * 再確
認」を選択し、最初に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

• 電源装置の黄色の警告 LED が点灯していることを確認します。電源装置または一体型ファンで障害が発
生した場合に点灯します。シェルフの両方の電源装置で黄色の警告 LED が点灯している場合は、テクニ
カルサポートに連絡してください。

• 次のものがあることを確認します。

◦ コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用電源装置。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

手順 1 ：電源装置を交換する準備をします

12 ドライブまたは 24 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフの電源装置を交換する準備を
します。

手順

1. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

2. SANtricity System Manager で、障害が発生した電源装置を特定します。

この情報は、 Recovery Guru の詳細領域に表示されるか、シェルフについて表示される情報を確認できま
す。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。
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b. 電源を確認します  ファンもあります  [Shelf-] ドロップダウン・リストの右側にあるアイコン
を使用して、電源装置に障害が発生したシェルフを特定できます。

コンポーネントで障害が発生した場合、これらのアイコンの一方または両方が赤色で表示されます。

c. 赤いアイコンが表示されたシェルフが見つかったら、 * シェルフの背面を表示 * を選択します。

d. いずれかの電源装置を選択します。

e. 電源装置 * タブと * ファン * タブで、電源 / ファンキャニスター、電源装置、およびファンのステータ
スを確認して、交換する必要がある電源装置を特定します。

ステータスが * Failed * のコンポーネントは交換する必要があります。

シェルフのもう一方の電源装置のステータスが「最適」でない場合は、障害が発生した電
源装置のホットスワップを行わないでください。この場合は、テクニカルサポートにお問
い合わせください。

3. ストレージアレイの背面から、警告 LED を確認して、取り外す必要がある電源装置を特定します。

交換する必要があるのは、警告 LED が点灯している電源装置です。

◦ 電源 LED ：緑の点灯 * の場合、電源装置は正常に機能しています。消灯している場合は、電源装置に
障害が発生しているか、 AC スイッチがオフになっているか、 AC 電源コードが正しく取り付けられ
ていないか、 AC 電源コードの入力電圧が範囲内にない（ AC 電源コードの供給側に問題がある）か
のいずれかの状態になっています。

◦ 警告 LED ：オレンジに点灯している場合、電源装置または一体型ファンで障害が発生しています。

手順 2 ：障害が発生した電源装置を取り外す

新しい電源装置に交換できるように、障害が発生した電源装置を取り外します。

手順

1. 新しい電源装置を開封し、ドライブシェルフの近くの平らな場所に置きます。

梱包材は、障害が発生した電源装置を返送するときのためにすべて保管しておいてください。

2. 電源装置をオフにし、電源ケーブルを外します。

a. 電源装置の電源スイッチをオフにします。

b. 電源コード固定クリップを開き、電源装置から電源コードを抜きます。

c. 電源から電源コードを抜きます。

3. 電源装置のカムハンドルのラッチを押し、カムハンドルを最大まで開いて電源装置をミッドプレーンから
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外します。

4. カムハンドルをつかみ、電源装置をスライドしてシステムから引き出します。

電源装置を取り外すときは、重量があるので必ず両手で支えながら作業してください。

電源装置を取り外すと、可動式のふたが所定の位置に戻って、通気と冷却が維持されます。

手順 3 ：新しい電源装置を取り付ける

障害が発生した電源装置の代わりに、新しい電源装置を取り付けます。

手順

1. 新しい電源装置のオン / オフスイッチが * オフ * の位置になっていることを確認します。

2. 両手で支えながら電源装置の端をシステムシャーシの開口部に合わせ、カムハンドルを使用して電源装置
をシャーシにそっと押し込みます。

電源装置にはキーが付いており、一方向のみ取り付けることができます。

電源装置をスライドしてシステムに挿入する際に力を入れすぎないように注意してくださ
い。コネクタが破損することがあります。

3. カムハンドルを閉じます。ラッチがカチッという音を立ててロックされ、電源装置が完全に収まります。

4. 電源装置のケーブルを再接続します。

a. 電源装置と電源に電源コードを再接続します。

b. 電源コード固定クリップを使用して電源コードを電源装置に固定します。

5. 新しい電源装置キャニスターの電源をオンにします。

527



手順 4 ：電源装置の交換後の処理

新しい電源装置が正しく動作していることを確認し、サポートデータを収集して、通常の動作を再開します。

手順

1. 新しい電源装置で、緑の電源 LED が点灯し、黄色の警告 LED が消灯していることを確認します。

2. SANtricity システムマネージャの Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、問題が解決されたことを確認
します。

3. 障害が発生した電源装置がまだ報告される場合は、の手順を繰り返します 手順 2 ：障害が発生した電源
装置を取り外す、および 手順 3 ：新しい電源装置を取り付ける。問題が引き続き発生する場合は、テク
ニカルサポートにお問い合わせください。

4. 静電気防止用の保護を外します。

5. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

6. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

次の手順

これで電源装置の交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

E2800 電源キャニスターの交換（ 60 ドライブ）

E2800 アレイの電源キャニスターは、次のタイプのシェルフを含む 60 ドライブシェル
フと交換できます。

• E2860 コントローラシェルフです

• DE460C ドライブシェルフ

このタスクについて

60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、冗長性を確保するために電源キャニスタ
ーが 2 つずつ搭載されています。電源キャニスターで障害が発生した場合は、シェルフの電源の冗長性を維
持するために、できるだけ早く交換する必要があります。

電源キャニスターは、ストレージアレイの電源をオンにした状態でホスト I/O 処理を継続したまま交換できま
す。 シェルフの 2 つ目の電源キャニスターのステータスが「最適」で、 SANtricity System Manager の
Recovery Guru の「詳細」領域の「 * 取り外し可」フィールドに「 * はい」と表示されているかぎり。

このタスクの実行中は、機器の過熱を防ぐために、もう一方の電源キャニスターから両方のファンに電力が供
給されます。

作業を開始する前に

• の電源キャニスターの要件を確認します "キャニスター交換に際しての要件"。
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• Recovery Guru の詳細で、電源キャニスターを搭載した問題があることを確認し、 Recovery Guru から「
* reconfirm * 」を選択して、先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

• 電源キャニスターの黄色の警告 LED が点灯していることを確認します。キャニスターで障害が発生した
場合に点灯します。シェルフの両方の電源キャニスターで黄色の警告 LED が点灯している場合は、テク
ニカルサポートに連絡してください。

• 次のものがあることを確認します。

◦ コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用電源キャニスター。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

手順 1 ：電源キャニスターを交換する準備をします

60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフの電源キャニスターを交換する準備をします。

手順

1. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

2. SANtricity System Manager で、障害が発生した電源キャニスターを特定します。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 電源を確認します  「 * Shelf * 」ドロップダウン・リストの右側にあるアイコンをクリックして、
電源キャニスターに障害が発生したシェルフを特定します。

コンポーネントで障害が発生している場合、このアイコンは赤色で表示されます。

c. 赤いアイコンが表示されたシェルフが見つかったら、 * シェルフの背面を表示 * を選択します。

d. いずれかの電源キャニスターまたは赤色の電源アイコンを選択します。

e. 電源装置 * タブで、電源キャニスターのステータスを確認して、交換する必要がある電源キャニスタ
ーを特定します。

ステータスが * Failed * のコンポーネントは交換する必要があります。

シェルフのもう一方の電源キャニスターのステータスが「最適」でない場合は、障害が
発生した電源キャニスターのホットスワップを行わないでください。この場合は、テク
ニカルサポートにお問い合わせください。

障害が発生した電源キャニスターに関する情報は、 Recovery Guru の詳細領域で確認する
ことも、シェルフに対して表示される情報を確認することもできます。また、サポートの
イベントログでコンポーネントタイプ別にフィルタリングすることもできます。

3. ストレージアレイの背面から、警告 LED を確認して、取り外す必要がある電源キャニスターを特定しま
す。
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交換する必要があるのは、警告 LED が点灯している電源キャニスターです。

◦ （ 1 ） * _ 電源 LED _ 。緑色で点灯している場合は、電源キャニスターが正常に機能しています。消
灯 * の場合、電源キャニスターで障害が発生しているか、 AC スイッチがオフになっているか、 AC

電源コードが正しく取り付けられていないか、 AC 電源コードの入力電圧が範囲内にない（ AC 電源
コードの供給側に問題がある）かのいずれかの状態になっています。

◦ （ 2 ） * Attention LED 。黄色で点灯 * 、電源キャニスターで障害が発生しているか、この電源キャニ
スターへの入力電力はないのにもう一方の電源キャニスターが動作している場合。

手順 2 ：障害が発生した電源キャニスターを取り外す

新しい電源キャニスターに交換できるように、障害が発生した電源キャニスターを取り外します。

手順

1. 静電気防止処置を施します。

2. 新しい電源キャニスターを開封し、シェルフの近くの平らな場所に置きます。

梱包材は、障害が発生した電源キャニスターを返送するときのためにすべて保管しておいてください。

3. 取り外す必要がある電源キャニスターの電源スイッチをオフにします。

4. 取り外す必要がある電源キャニスターの電源コード固定クリップを開き、電源キャニスターから電源コー
ドを抜きます。

5. 電源キャニスターのカムハンドルのオレンジラッチを押し、カムハンドルを最大まで開いて電源キャニス
ターをミッドプレーンから外します。

6. カムハンドルをつかみ、電源キャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。

電源キャニスターを取り外すときは、重量があるので必ず両手で支えながら作業してくだ
さい。

手順 3 ：新しい電源キャニスターを取り付ける

障害が発生した電源キャニスターの代わりに、新しい電源キャニスターを取り付けます。

手順

1. 新しい電源キャニスターのオン / オフスイッチがオフになっていることを確認します。
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2. 両手で支えながら電源キャニスターの端をシステムシャーシの開口部に合わせ、電源キャニスターが所定
の位置に固定されるまでカムハンドルを使用してシャーシにそっと押し込みます。

電源キャニスターをスライドしてシステムに挿入する際に力を入れすぎないように注意し
てください。コネクタが破損することがあります。

3. カムハンドルを閉じます。ラッチがカチッという音を立ててロックされ、電源キャニスターが完全に収ま
ります。

4. 電源キャニスターに電源コードを再接続し、電源コード固定クリップを使用して電源キャニスターに固定
します。

5. 新しい電源キャニスターの電源をオンにします。

手順 4 ：電源キャニスターの交換後の処理

新しい電源キャニスターが正しく動作していることを確認し、サポートデータを収集して、通常の動作を再開
します。

手順

1. 新しい電源キャニスターで、緑の電源 LED が点灯し、黄色の警告 LED が消灯していることを確認しま
す。

2. SANtricity システムマネージャの Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、問題が解決されたことを確認
します。

3. 障害が発生した電源キャニスターがまだ報告される場合は、の手順を繰り返します 手順 2 ：障害が発生
した電源キャニスターを取り外す およびインチ 手順 3 ：新しい電源キャニスターを取り付ける。問題が
引き続き発生する場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. 静電気防止用の保護を外します。

5. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

6. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

次の手順

これで電源キャニスターの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

E2800 ファンキャニスターの交換（ 60 ドライブ）

E2800 アレイのファンキャニスターは、次のタイプのシェルフを含む 60 ドライブシェ
ルフと交換できます。

• E2860 コントローラシェルフです

• DE460C ドライブシェルフ
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このタスクについて

60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、ファンキャニスターが 2 つずつ搭載され
ています。ファンキャニスターで障害が発生した場合は、シェルフの冷却が適切に行われるように、できるだ
け早く交換する必要があります。

* 機器の破損の可能性 * - この手順の電源をオンにした場合は、機器の過熱を防ぐために 30 分
以内に完了する必要があります。

作業を開始する前に

• のファンキャニスターの要件を確認します "キャニスター交換に際しての要件"。

• Recovery Guru の詳細で、ファンキャニスターを搭載した問題があることを確認し、 Recovery Guru か
ら「 * reconfirm * 」を選択して、先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

• ファンキャニスターの黄色の警告 LED が点灯していることを確認します。ファンで障害が発生した場合
に点灯します。シェルフの両方のファンキャニスターで黄色の警告 LED が点灯している場合は、テクニ
カルサポートに連絡してください。

• 次のものがあることを確認します。

◦ コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用ファンキャニスター（ファ
ン）。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

手順 1 ：ファンキャニスターを交換する準備をします

60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフのファンキャニスターを交換する準備として、
ストレージアレイに関するサポートデータを収集し、障害が発生したコンポーネントを特定します。

手順

1. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

2. SANtricity System Manager で、障害が発生したファンキャニスターを特定します。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. ファンを確認します  「 * Shelf * 」ドロップダウン・リストの右側にあるアイコンをクリックし
て、ファン・キャニスターで障害が発生したシェルフを特定します。

コンポーネントで障害が発生している場合、このアイコンは赤色で表示されます。

c. 赤いアイコンが表示されたシェルフが見つかったら、 * シェルフの背面を表示 * を選択します。

d. いずれかのファンキャニスターまたは赤色のファンアイコンを選択します。

e. 「ファン * 」タブで、ファンキャニスターのステータスを確認して、交換する必要があるファンキャ
ニスターを特定します。
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ステータスが * Failed * のコンポーネントは交換する必要があります。

シェルフのもう一方のファンキャニスターのステータスが「最適」でない場合は、障害
が発生したファンキャニスターのホットスワップを行わないでください。この場合は、
テクニカルサポートにお問い合わせください。

障害が発生したファンキャニスターに関する情報は、 Recovery Guru の詳細領域で確認することも、サポ
ートのイベントログでコンポーネントタイプでフィルタすることもできます。

3. ストレージアレイの背面から、警告 LED を確認して、取り外す必要があるファンキャニスターを特定し
ます。

交換する必要があるのは、警告 LED が点灯しているファンキャニスターです。

◦ （ 1 ） * Attention LED 。この LED が「 * アンバーで点灯」と表示される場合は、ファンに障害が発
生しています。
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手順 2 ：障害が発生したファンキャニスターを取り外して新しいファンキャニスターを取り付けます

新しいファンキャニスターに交換できるように、障害が発生したファンキャニスターを取り外します。

ストレージアレイの電源をオフにしない場合は、システムの過熱を防ぐために、ファンキャニ
スターの取り外しから交換までを 30 分以内に完了してください。

手順

1. 新しいファンキャニスターを開封し、シェルフの近くの平らな場所に置きます。

梱包材は、障害が発生したファンを返送するときのためにすべて保管しておいてください。

2. オレンジのタブを押してファンキャニスターのハンドルを外します。

◦ （ 1 ） * _ ファンキャニスターハンドルを外すときに押すタブ

3. ファンキャニスターのハンドルをつかんで、ファンキャニスターをシェルフから引き出します。
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◦ （ 1 ） * _ ハンドル：ファンキャニスターを引き出します _

4. 交換用ファンキャニスターをスライドしてシェルフに最後まで押し込み、ファンキャニスターのハンドル
をオレンジのタブに固定されるところまで動かします。

手順 3 ：ファンキャニスターの交換後の処理

新しいファンキャニスターが正しく動作していることを確認し、サポートデータを収集して、通常の動作を再
開します。

手順

1. 新しいファンキャニスターの黄色の警告 LED を確認します。

ファンキャニスターの交換後、ファンキャニスターが正しく取り付けられているかどうか
がファームウェアで確認され、その間は黄色の警告 LED が点灯した状態になります。この
プロセスが完了すると LED は消灯します。

2. SANtricity システムマネージャの Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、問題が解決されたことを確認
します。

3. 引き続きファンキャニスターの障害が報告される場合は、の手順を繰り返します 手順 2 ：障害が発生し
たファンキャニスターを取り外して新しいファンキャニスターを取り付けます。問題が解決しない場合
は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. 静電気防止用の保護を外します。

5. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。
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a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

6. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

次の手順

これでファンキャニスターの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

ドライブ

E2800 ドライブの交換に際しての要件

E2800 ドライブを交換する前に、要件と考慮事項を確認してください。

シェルフタイプ

12 ドライブ、 24 ドライブ、 60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフに搭載されたドラ
イブを交換することができます。

12 ドライブまたは 24 ドライブシェルフ

次の図は、各タイプのシェルフのドライブの番号を示しています（シェルフの前面ベゼルまたは背面カバーは
取り外した状態です）。

• E2812 コントローラシェルフまたは DE212C ドライブシェルフのドライブ番号： *

• E2824 コントローラシェルフ、 EF280 フラッシュアレイ、 DE224C ドライブシェルフのドライブ番号：
*
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E2812 、 E2824 、または EF280 のストレージアレイには、 DE1600 12 ドライブトレイ、
DE5600 24 ドライブトレイ、 DE6600 60 ドライブトレイなど、従来の SAS-2 拡張ドライブト
レイが搭載されている場合がありますいずれかのドライブトレイのドライブを交換する手順に
ついては、を参照してください "E2660 、 E2760 、 E5460 、 E5560 、または E5660 トレイの
ドライブの交換" および "E2600 、 E2700 、 E5400 、 E5500 、および E5600 の 12 ドライブ
トレイまたは 24 ドライブトレイのドライブの交換"。

60 ドライブシェルフ

E2860 コントローラシェルフと DE460C ドライブシェルフは、それぞれ 12 個のドライブスロットを搭載し
た 5 台のドロワーで構成されています。ドライブドロワーの番号は、一番上が 1 で一番下が 5 です。

E2860 コントローラシェルフと DE460C ドライブシェルフの各ドロワーでは、ドライブに 0~11 の番号が付
けられています。
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E2860 ストレージアレイには、 DE1600 12 ドライブトレイ、 DE5600 24 ドライブトレイ、
DE6600 60 ドライブトレイなど、従来の SAS-2 拡張ドライブトレイが搭載されている場合が
ありますいずれかのドライブトレイのドライブを交換する手順については、を参照してくださ
い "E2660 、 E2760 、 E5460 、 E5560 、または E5660 トレイのドライブの交換" および
"E2600 、 E2700 、 E5400 、 E5500 、および E5600 の 12 ドライブトレイまたは 24 ドライ
ブトレイのドライブの交換"。

ドライブドロワー

E2860 コントローラシェルフおよび DE460C ドライブシェルフに搭載されたドライブドロワーを交換するこ
とができます。これらの 60 ドライブシェルフには、それぞれ 5 つのドライブドロワーが搭載されています。

5 台の各ドロワーに最大 12 本のドライブを搭載できます。
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ドライブの取り扱い

ストレージアレイのドライブは壊れやすいので注意して扱ってください。ドライブの取り扱いが適切でないこ
とは、ドライブ障害の主要な原因です。

ストレージアレイのドライブの破損を防ぐために、次のルールに従ってください。

• 静電放電（ ESD ）防止処置を施す：

◦ 取り付け準備ができるまで、ドライブを ESD バッグに入れたままにしておきます。

◦ ESD バッグに金属製の工具やナイフを入れないでください。

ESD バッグを手で開けるか、バッグの上部をハサミで切り落とします。

◦ ESD バッグと梱包材は、あとでドライブの返却が必要になったときのために保管しておいてくださ
い。

◦ 作業中は常に ESD リストストラップを着用し、ストレージエンクロージャのシャーシの塗装されてい
ない表面部分にリストストラップを接地させます。

リストストラップがない場合は、ドライブに触る前に、ストレージエンクロージャのシャーシの塗装
されていない部分を手で触ります。

• ドライブは慎重に扱う：

◦ 取り外し、取り付け、持ち運びなど、ドライブを扱うときは常に両手で作業してください。

◦ ドライブをシェルフに取り付けるときは、無理に押し込まず、ドライブラッチにしっかりと固定され
るまでそっと押し込んでください。

◦ ドライブはやわらかい場所に置き、他のドライブと重ねて置かないでください。

◦ ドライブをぶつけないでください。

◦ ドライブをシェルフから取り外すときは、ハンドルを外し、ドライブがスピンダウンするまで 30 秒待
ってください。

◦ ドライブを発送するときは、必ず承認された梱包材を使用し

• 磁場を避ける：

◦ ドライブを磁気デバイスに近づけないでください。

磁場によってドライブに保存されているすべてのデータが破損したり、ドライブの回路が故障し、原
因が修理不可能となる場合があります。

E2800 のドライブの交換（ 12 ドライブまたは 24 ドライブシェルフ）

E2800 のドライブを 12 ドライブまたは 24 ドライブシェルフと交換することができま
す。

このタスクについて

ストレージアレイのドライブは SANtricity System Manager の Recovery Guru で監視され、ドライブ障害の兆
候や実際のドライブ障害が見つかると通知されます。ドライブで障害が発生すると黄色の警告 LED が点灯し
ます。ストレージアレイで I/O を受信中に、障害が発生したドライブをホットスワップできます
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作業を開始する前に

• のドライブ処理要件を確認します "E2800 ドライブの交換に際しての要件"。

• 次のものがあることを確認します。

◦ ネットアップがコントローラシェルフまたはドライブシェルフにサポートする交換用ドライブ。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：ドライブを交換する準備をします

ドライブを交換する準備として、 SANtricity System Manager の Recovery Guru を確認し、前提となる手順を
完了します。その後、障害が発生したコンポーネントを特定できます。

手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru でドライブ障害の兆候が通知されましたが、ドライブがま
だ使用停止になっていない場合は、 Recovery Guru の手順に従ってドライブを使用停止にします。

2. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用して、適切な交換用ドライブがあることを確認しま
す。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. シェルフの図で障害が発生したドライブを選択します。

c. ドライブをクリックしてコンテキストメニューを表示し、 * 設定の表示 * を選択します。

d. 交換用ドライブの容量が交換するドライブと同じかそれよりも大きく、必要な機能を備えていること
を確認します。

たとえば、ハードディスクドライブ（ HDD ）はソリッドステートディスク（ SSD ）とは交換しない
でください。同様に、セキュリティ対応ドライブを交換する場合は、交換用ドライブもセキュリティ
対応であることを確認してください。

3. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用して、ストレージアレイ内のドライブの場所を特定し
ます。ハードウェアページのドライブのコンテキストメニューから、 * ロケーターライトを点灯 * を選択
します。

ドライブの警告 LED （黄色）が点滅し、交換が必要なドライブを特定できます。

ドライブを交換するシェルフにベゼルがある場合は、ベゼルを取り外さないとドライブ
LED は見えません。

手順 2 ：障害が発生したドライブを取り外す

新しいドライブに交換するために、障害が発生したドライブを取り外します。

手順

1. 交換用ドライブを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

梱包材はすべて保管しておいてください。
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2. 障害が発生したドライブのリリースボタンを押します。

◦ E2812 コントローラシェルフまたは DE212C ドライブシェルフのドライブについては、ドライブの左
にリリースボタンがあります。

◦ E2824 コントローラシェルフ、 EF280 フラッシュアレイ、または DE224C ドライブシェルフのドラ
イブについては、ドライブの上にリリースボタンがあります。ドライブのカムハンドルが途中まで開
き、ドライブがミッドプレーンから外れます。

3. カムハンドルを開き、ドライブを少し引き出します。

4. 30 秒待ちます。

5. ドライブをシェルフから両手で取り外します。

6. 近くに磁場がない、静電気防止処置を施したやわらかい場所にドライブを置きます。

7. ドライブが取り外されたことがソフトウェアで認識されるまで 30 秒待ちます。

アクティブなドライブを誤って取り外した場合は、少なくとも 30 秒待ってから再度取り付
けてください。リカバリ手順については、ストレージ管理ソフトウェアを参照してくださ
い。

手順 3 ：新しいドライブを取り付ける

障害が発生したドライブの代わりに、新しいドライブを取り付けます。

障害が発生したドライブを取り外したあと、できるだけ早く交換用ドライブを取り付けてくだ
さい。そうしないと、機器が過熱状態になるリスクがあります。

手順

1. カムハンドルを開きます。

2. 空いているベイに交換用ドライブを両手で挿入し、動かなくなるまでしっかりと押し込みます。

3. ドライブがミッドプレーンに完全に収まり、カチッという音がして固定されるまで、カムハンドルをゆっ
くりと閉じます。

ドライブが正しく挿入されていれば、ドライブの緑の LED が点灯します。

構成によっては、データが新しいドライブに自動的に再構築される場合があります。シェ
ルフでホットスペアドライブを使用している場合は、交換したドライブにデータをコピー
する前に、ホットスペアへの完全な再構築が必要になることがあります。この再構築プロ
セスにより、この手順を完了するまでの時間が長くなります。
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手順 4 ：ドライブの交換後の処理

ドライブの交換が完了したら、新しいドライブが正しく動作していることを確認します。

手順

1. 交換したドライブの電源 LED と警告 LED を確認します。（最初にドライブを挿入したときに警告 LED

が点灯することがありますが、問題がなければ 1 分以内に消灯します）。

◦ 電源 LED が点灯または点滅し、警告 LED が消灯している：新しいドライブが正しく動作していま
す。

◦ 電源 LED が消灯している：ドライブが正しく取り付けられていない可能性があります。ドライブを取
り外し、 30 秒待ってから再度取り付けてください。

◦ 警告 LED が点灯している：新しいドライブが故障している可能性があります。別の新しいドライブと
交換してください。

2. SANtricity システムマネージャの Recovery Guru にまだ問題が表示されている場合、「 * 再確認」を選択
して問題が解決されたことを確認してください。

3. Recovery Guru でドライブの再構築が自動的に開始されなかったことが通知された場合は、次の手順に従
って再構築を手動で開始します。

この処理は、テクニカルサポートまたは Recovery Guru から指示があった場合にのみ実行
してください。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 交換したドライブをクリックします。

c. ドライブのコンテキストメニューで、「 * Reconstruct * 」を選択します。

d. この処理を実行することを確定します。

ドライブの再構築が完了すると、ボリュームグループの状態が「最適」になります。

4. 必要に応じて、ベゼルを再度取り付けます。

5. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

次の手順

これでドライブの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

E2800 のドライブの交換（ 60 ドライブシェルフ）

E2800 のドライブを 60 ドライブシェルフと交換することができます。

このタスクについて

ストレージアレイのドライブは SANtricity System Manager の Recovery Guru で監視され、ドライブ障害の兆
候や実際のドライブ障害が見つかると通知されます。ドライブで障害が発生すると黄色の警告 LED が点灯し
ます。ホットスワップに対応しており、ストレージアレイで I/O 処理を継続したまま、障害が発生したドライ
ブを交換することができます。

この 手順 環境 DCM および DCM2 ドライブ・シェルフ

作業を開始する前に
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• のドライブ処理要件を確認します "E2800 ドライブの交換に際しての要件"。

• 次のものがあることを確認します。

◦ ネットアップがコントローラシェルフまたはドライブシェルフにサポートする交換用ドライブ。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：ドライブを交換する準備をします

ドライブを交換する準備として、 SANtricity System Manager の Recovery Guru を確認し、前提となる手順を
完了します。その後、障害が発生したコンポーネントを特定できます。

手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru でドライブ障害の兆候が通知されましたが、ドライブがま
だ使用停止になっていない場合は、 Recovery Guru の手順に従ってドライブを使用停止にします。

2. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用して、適切な交換用ドライブがあることを確認しま
す。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. シェルフの図で障害が発生したドライブを選択します。

c. ドライブをクリックしてコンテキストメニューを表示し、 * 設定の表示 * を選択します。

d. 交換用ドライブの容量が交換するドライブと同じかそれよりも大きく、必要な機能を備えていること
を確認します。

たとえば、ハードディスクドライブ（ HDD ）はソリッドステートディスク（ SSD ）とは交換しない
でください。同様に、セキュリティ対応ドライブを交換する場合は、交換用ドライブもセキュリティ
対応であることを確認してください。

3. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用して、ストレージアレイ内のドライブの場所を特定し
ます。

a. シェルフにベゼルがある場合は、ベゼルを取り外さないと LED は見えません。

b. ドライブのコンテキストメニューから、 * ロケーターライトを点灯 * を選択します。

ドライブドロワーの警告 LED （黄色）が点滅し、正しいドライブドロワーを開いて交換が必要なドラ
イブを特定できます。
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▪ （ 1 ） * Attention LED

c. 両方のレバーを引いてドライブドロワーを外します。

d. 伸ばしたレバーを使用して、ドライブドロワーを停止するところまで慎重に引き出します。

e. ドライブドロワーで各ドライブの前面の警告 LED を確認します。
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▪ （ 1 ） * _ 右上のドライブの警告 LED が点灯します

各ドライブの前面の左側にあるドライブドロワーの警告 LED が点灯し、 LED のすぐ後ろのドライブハンドル
に警告アイコンが表示されます。
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• （ 1 ） * _ 注意アイコン _

• （ 2 ） * Attention LED

手順 2 ：障害が発生したドライブを取り外す

新しいドライブに交換するために、障害が発生したドライブを取り外します。

手順

1. 交換用ドライブを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

梱包材は、ドライブの返送が必要になったときのためにすべて保管しておいてください。

2. 該当するドライブドロワーの両方のレバーをドロワーの外側に開きます。

3. ドライブドロワーのレバーを慎重に引いて、ドライブドロワーをエンクロージャからは取り外さずに限界
まで引き出します。

4. 取り外すドライブの前面にあるオレンジのリリースラッチをそっと引いて戻します。

ドライブのカムハンドルが途中まで開き、ドライブがドロワーから外れます。
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◦ （ 1 ） * _ オレンジリリースラッチ _

5. カムハンドルを開き、ドライブを少し持ち上げます。

6. 30 秒待ちます。

7. カムハンドルをつかんでシェルフからドライブを持ち上げます。
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8. 近くに磁場がない、静電気防止処置を施したやわらかい場所にドライブを置きます。

9. ドライブが取り外されたことがソフトウェアで認識されるまで 30 秒待ちます。

アクティブなドライブを誤って取り外した場合は、少なくとも 30 秒待ってから再度取り付
けてください。リカバリ手順については、ストレージ管理ソフトウェアを参照してくださ
い。

手順 3 ：新しいドライブを取り付ける

障害が発生したドライブの代わりに、新しいドライブを取り付けます。

障害が発生したドライブを取り外したあと、できるだけ早く交換用ドライブを取り付けてくだ
さい。そうしないと、機器が過熱状態になるリスクがあります。

* データアクセスが失われる可能性 * - ドライブドロワーをエンクロージャに戻すときは、乱暴
に扱わないように十分に注意してください。ドロワーに衝撃を与えたり、ストレージアレイに
ぶつけて破損したりしないように、ゆっくりと押し込んでください。

手順

1. 新しいドライブのカムハンドルを垂直な位置まで持ち上げます。

2. ドライブキャリアの両側にある 2 つの突起ボタンをドライブドロワーのドライブチャネルにある対応する
くぼみに合わせます。
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◦ （ 1 ） * _ ドライブキャリアの右側の突起ボタン _

3. ドライブを真上から下ろし、ドライブがオレンジのリリースラッチの下に完全に固定されるまでカムハン
ドルを下に回転させます。

4. ドライブドロワーをエンクロージャに慎重に戻します。ドロワーに衝撃を与えたり、ストレージアレイに
ぶつけて破損したりしないように、ゆっくりと押し込んでください。

5. 両方のレバーを内側に押してドライブドロワーを閉じます。

交換したドライブが正しく挿入されていれば、ドライブドロワーの前面にある緑のアクティビティ LED

が点灯します。

構成によっては、データが新しいドライブに自動的に再構築される場合があります。シェルフでホットス
ペアドライブを使用している場合は、交換したドライブにデータをコピーする前に、ホットスペアへの完
全な再構築が必要になることがあります。この再構築プロセスにより、この手順を完了するまでの時間が
長くなります。

手順 4 ：ドライブの交換後の処理

新しいドライブが正しく動作していることを確認します。

手順
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1. 交換したドライブの電源 LED と警告 LED を確認します。（最初にドライブを挿入したときに警告 LED

が点灯することがありますが、問題がなければ 1 分以内に消灯します）。

◦ 電源 LED が点灯または点滅し、警告 LED が消灯している：新しいドライブが正しく動作していま
す。

◦ 電源 LED が消灯している：ドライブが正しく取り付けられていない可能性があります。ドライブを取
り外し、 30 秒待ってから再度取り付けてください。

◦ 警告 LED が点灯している：新しいドライブが故障している可能性があります。別の新しいドライブと
交換してください。

2. SANtricity システムマネージャの Recovery Guru にまだ問題が表示されている場合、「 * 再確認」を選択
して問題が解決されたことを確認してください。

3. Recovery Guru でドライブの再構築が自動的に開始されなかったことが通知された場合は、次の手順に従
って再構築を手動で開始します。

この処理は、テクニカルサポートまたは Recovery Guru から指示があった場合にのみ実行
してください。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 交換したドライブをクリックします。

c. ドライブのコンテキストメニューで、「 * Reconstruct * 」を選択します。

d. この処理を実行することを確定します。

ドライブの再構築が完了すると、ボリュームグループの状態が「最適」になります。

4. 必要に応じて、ベゼルを再度取り付けます。

5. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

次の手順

これでドライブの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

E2800 のドライブドロワーの交換（ 60 ドライブシェルフ）

E2860 コントローラシェルフまたは DE460C ドライブシェルフに搭載されたドライブド
ロワーを交換することができます。

このタスクについて

E2860 コントローラシェルフまたは DE460C ドライブシェルフの障害が発生したドライブドロワーを交換す
る手順は、ドロワー内のボリュームがドロワー損失の保護で保護されているかどうかによって異なります。ド
ライブドロワー内のすべてのボリュームがドロワー損失の保護が有効なディスクプールまたはボリュームグル
ープに含まれている場合は、この手順をオンラインで実行できます。それ以外の場合は、ドライブドロワーを
交換する前に、ホストの I/O アクティビティをすべて停止し、シェルフの電源をオフにする必要があります。

作業を開始する前に

• のドライブドロワーの要件を確認します "E2800 ドライブの交換に際しての要件"。

• ドライブシェルフが次のすべての条件を満たしていることを確認します。

◦ ドライブシェルフが過熱状態になっていない必要があります。
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◦ 両方のファンが取り付けられていて、ステータスが「最適」である必要があります。

◦ ドライブシェルフのすべてのコンポーネントが設置されている必要があります。

◦ ドライブドロワー内のボリュームがデグレード状態でないこと。

* データアクセスが失われる可能性 * - ボリュームがすでにデグレード状態の場合、ド
ライブドロワーからドライブを取り外すと、ボリュームが使用停止になることがありま
す。

• 次のものがあることを確認します。

◦ 交換用ドライブドロワー

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ 懐中電灯。

◦ ドロワーからドライブを取り外すときに各ドライブの場所を記入するための油性ペン。

◦ ストレージアレイのコマンドラインインターフェイス（ CLI ）にアクセスします。CLI にアクセスで
きない場合は、次のいずれかを実行できます。

▪ * SANtricity System Manager （バージョン 11.60 以降） * - System Manager から CLI パッケージ
（ zip ファイル）をダウンロードします。[ 設定 ] 、 [ システム ] 、 [ アドオン ] 、 [ コマンドライ
ンインターフェイス ] の順に選択します。次に、 DOS C ：プロンプトなどのオペレーティングシ
ステムプロンプトから問題 CLI コマンドを実行します。

▪ * SANtricity Storage Manager/Enterprise Management Window （ EMW ）：ソフトウェアをダウ
ンロードしてインストールするには ' エクスプレス・ガイドの指示に従ってくださいEMW から
CLI コマンドを実行するには、次のメニューを選択します： Tools [Execute Script]

手順 1 ：ドライブドロワーを交換する準備を行います

ドライブシェルフがオンラインのときに交換用手順を実行できるかどうか、またはホストの I/O アクティビテ
ィを停止してシェルフの電源をオフにする必要があるかどうかを判断します。

ドロワーを交換するシェルフでドロワー損失の保護が有効になっていれば、ホストの I/O アクティビティを停
止してシェルフの電源をオフにする必要はありません。

手順

1. ドライブシェルフの電源がオンになっているかどうかを確認します。

◦ 電源がオフになっている場合は、 CLI コマンドを問題に切り替える必要はありません。に進みます 手
順 2 ：ケーブルチェーンを取り外す。

◦ 電源がオンになっている場合は、次の手順に進みます。

2. CLI にアクセスし、次のコマンドを入力します。

SMcli <ctlr_IP1\> -p "array_password" -c "set tray [trayID] drawer

[drawerID]

serviceAllowedIndicator=on;"

ここで、
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◦ 「 <CTLR_IP1> 」は、コントローラの識別子です。

◦ 「 array_password 」は、ストレージ・アレイのパスワードです。「 array_password 」の値は二重引
用符（ "" ）で囲む必要があります。

◦ 「 [trayID] 」は、交換するドライブドロワーが格納されているドライブシェルフの識別子です。ドラ
イブシェルフ ID の値は 0~99 のいずれかです。trayID の値は角かっこで囲む必要があります。

◦ 「 [drawerID] 」は、交換するドライブドロワーの識別子です。ドロワー ID の値は 1 （一番上のドロ
ワー） ~5 （一番下のドロワー）のいずれかです。「 rawerID 」の値は角かっこで囲む必要がありま
す。

ドライブシェルフ 10 の一番上のドロワーを取り外す場合のコマンドは次のとおりです。

SMcli <ctlr_IP1\> -p "safety-1" -c "set tray [10] drawer [1]

serviceAllowedIndicator=forceOnWarning;"

3. ホストの I/O アクティビティを停止する必要があるかどうかを次のようにして判断します。

◦ コマンドが成功した場合は、ホストの I/O アクティビティを停止する必要はありません。ドロワー内
のすべてのドライブがドロワー損失の保護が有効なプールまたはボリュームグループに含まれていま
す。に進みます 手順 2 ：ケーブルチェーンを取り外す。

* ドライブの破損の可能性 * — コマンドが完了してからドライブドロワーを開くまで、
30 秒待ちます。30 秒待つとドライブがスピンダウンし、ハードウェアの破損を防ぐこ
とができます。

◦ このコマンドを完了できなかったことを示す警告が表示された場合は、ドロワーを取り外す前にホス
トの I/O アクティビティを停止する必要があります。この警告は、該当するドロワー内の 1 つ以上の
ドライブがドロワー損失の保護が有効になっていないプールまたはボリュームグループに含まれてい
る場合に表示されます。データ損失を防ぐには、次の手順を実行して、ホストの I/O アクティビティ
を停止し、ドライブシェルフとコントローラシェルフの電源をオフにする必要があります。

4. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

5. ストレージアレイでミラー関係が確立されている場合は、セカンダリストレージアレイのすべてのホスト
I/O 処理を停止します。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、ストレージアレイにア
クセスできないため、ホストアプリケーションがデータを失う可能性があります。
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6. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、各コントローラの背面にある緑のキャ
ッシュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要があります。

◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

7. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の操作を表示」を選択します。

8. すべての処理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。

9. 次のいずれかの手順に従って、シェルフの電源をオフにします。

◦ _ シェルフ * のドロワーを * ドロワー損失の保護で交換する場合 _ ：シェルフの電源をオフにする必
要はありません。ドライブドロワーをオンラインにした状態で手順の交換を実行できます。これは、
Set Drawer Service Action Allowed Indicator CLI コマンドが正常に完了したためです。

◦ _ コントローラ * シェルフ内のドロワーを交換する際に * ドロワー損失の保護が有効でない場合 _ ：

i. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオフにします。

ii. コントローラシェルフのすべての LED が消灯するまで待ちます。

◦ _ 拡張ドライブシェルフ * でドロワーを交換する場合 * ドロワー損失の保護なし _ ：

i. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオフにします。

ii. コントローラシェルフのすべての LED が消灯するまで待ちます。

iii. ドライブシェルフの両方の電源スイッチをオフにします。

iv. ドライブのアクティビティが停止するまで 2 分待ちます。

手順 2 ：ケーブルチェーンを取り外す

障害が発生したドライブドロワーを取り外して交換できるように、両方のケーブルチェーンを取り外します。

このタスクについて

各ドライブドロワーに左右 2 つのケーブルチェーンがあります。ドロワーは左右のケーブルチェーンでスラ
イドして出し入れできます。

ケーブルチェーンの金属製の両端をエンクロージャ内部の対応する水平ガイドレールと垂直ガイドレールに沿
って次のようにスライドします。

• 左右の垂直ガイドレールを使用して、ケーブルチェーンをエンクロージャのミッドプレーンに接続しま
す。
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• 左右の水平ガイドレールを使用して、ケーブルチェーンを個々のドロワーに接続します。

* ハードウェアの破損の可能性 * — ドライブトレイの電源が入っている場合は ' ケーブルチェー
ンの両端が取り外されるまで電源が入ったままになります機器のショートを防ぐために、ケー
ブルチェーンのもう一方の端がまだ接続されているときは、取り外したケーブルチェーンのコ
ネクタが金属製のシャーシに触れないようにしてください。

手順

1. ドライブシェルフとコントローラシェルフの I/O アクティビティがなくなり、電源がオフになっているこ
と、または「 S et Drawer Attention Indicator 」 CLI コマンドを発行したことを確認します。

2. ドライブシェルフの背面から、右側のファンキャニスターを取り外します。

a. オレンジのタブを押してファンキャニスターのハンドルを外します。

次の図は、ファンキャニスターのハンドルを伸ばして左側のオレンジのタブから外した状態を示して
います。

▪ （ 1 ） * _ ファンキャニスターハンドル _

b. ハンドルを使用してファンキャニスターをドライブトレイから引き出し、脇に置きます。

c. トレイの電源がオンになっている場合は、左側のファンの速度が最大まで上がっていることを確認し
ます。

* 過熱による機器の破損の可能性 * — トレイの電源が入っている場合は、両方のファン
を同時に取り外さないでください。そうしないと、機器が過熱状態になる可能性があり
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3. 取り外すケーブルチェーンを特定します。

◦ 電源がオンになっている場合は、ドロワー前面の黄色の警告 LED が点灯して、取り外す必要があるケ
ーブルチェーンが示されます。

◦ 電源がオフになっている場合は、 5 つのうちのどのケーブルチェーンを取り外すかを手動で確認する
必要があります。次の図は、ファンキャニスターを取り外したドライブシェルフの右側を示していま
す。ファンキャニスターを取り外してあるので、 5 つのケーブルチェーンと各ドロワーの垂直コネク
タおよび水平コネクタを確認できます。

一番上のケーブルチェーンがドライブドロワー 1 に接続され、一番下のケーブルチェーンがドライブ
ドロワー 5 に接続されています。ドライブドロワー 1 を例に説明します。
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▪ （ 1 ） * _ ケーブルチェーン _

▪ （ 2 ） * _ 垂直コネクタ（ミッドプレーンに接続） _

▪ （ 3 ） * _ 水平コネクタ（引き出しに接続） _

4. 簡単にアクセスできるように、右側のケーブルチェーンを指で左に動かします。

5. 右側のケーブルチェーンのいずれかを、対応する垂直ガイドレールから外します。

a. 懐中電灯で内部を照らし、エンクロージャの垂直ガイドレールに接続されているケーブルチェーン先
端のオレンジのリングの位置を確認します。
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▪ （ 1 ） * 垂直ガイドレールのオレンジリング _

▪ （ 2 ） * _ ケーブルチェーン、一部取り外し _

b. ケーブルチェーンのラッチを外すには、オレンジのリングに指をかけ、システムの中央に向かって押
します。

c. ケーブルチェーンを取り外すには、指を 2.5cm ほど慎重に手前に引きます。ケーブルチェーンのコネ
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クタは垂直ガイドレールから外さずに残しておきます（ドライブトレイの電源がオンになっている場
合は、ケーブルチェーンのコネクタが金属製のシャーシに触れないようにしてください）。

6. ケーブルチェーンのもう一方の端を外します。

a. 懐中電灯で内部を照らし、エンクロージャの水平ガイドレールに取り付けられているケーブルチェー
ン先端のオレンジのリングの位置を確認します。

次の図は、右側の水平コネクタとケーブルチェーンを外し、左側を途中まで引き出した状態を示して
います。

▪ （ 1 ） * _ 水平ガイドレールのオレンジリング _
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▪ （ 2 ） * _ ケーブルチェーン、一部取り外し _

b. ケーブルチェーンのラッチを外すには、オレンジのリングに指をかけ、そっと下に押します。

この図では、水平ガイドレールのオレンジのリング（図の項目 1 ）を下に押して、ケーブルチェーン
の残りの部分をエンクロージャから引き出せる状態になっています。

c. 指を手前に引いてケーブルチェーンを抜きます。

7. ケーブルチェーン全体をドライブシェルフから慎重に引き出します。

8. 右側のファンキャニスターを元に戻します。

a. ファンキャニスターをスライドしてシェルフに最後まで押し込みます。

b. ファンキャニスターのハンドルをオレンジのタブに固定されるまで動かします。

c. ドライブシェルフに電力が供給されている場合は、ファンの背面にある黄色の警告 LED が消灯してお
り、ファンの背面からの通気が確保されていることを確認します。

ファンを再度取り付けてから両方のファンが適正な速度に落ち着くまで、 1 分程度は LED が点灯した
ままになることがあります。

電源がオフになっている場合は、ファンは動作せず、 LED も点灯しません。

9. ドライブシェルフの背面から、左側のファンキャニスターを取り外します。

10. ドライブシェルフに電力が供給されている場合は、右側のファンの速度が最大まで上がっていることを確
認します。

* 過熱による機器の破損の可能性 * — シェルフの電源が入っている場合、同時に両方のファ
ンを取り外さないでください。そうしないと、機器が過熱状態になる可能性があり

11. 左側のケーブルチェーンを対応する垂直ガイドレールから外します。

a. 懐中電灯で内部を照らし、垂直ガイドレールに取り付けられているケーブルチェーン先端のオレンジ
のリングの位置を確認します。

b. ケーブルチェーンのラッチを外すには、オレンジのリングに指をかけます。

c. ケーブルチェーンを取り外すには、 2.5cm ほど手前に引きます。ケーブルチェーンのコネクタは垂直
ガイドレールから外さずに残しておきます

* ハードウェアの破損の可能性 * — ドライブトレイの電源が入っている場合は ' ケーブ
ルチェーンの両端が取り外されるまで電源が入ったままになります機器のショートを防
ぐために、ケーブルチェーンのもう一方の端がまだ接続されているときは、取り外した
ケーブルチェーンのコネクタが金属製のシャーシに触れないようにしてください。

12. 左のケーブルチェーンを水平ガイドレールから外し、ケーブルチェーン全体をドライブシェルフから引き
出します。

この手順の電源をオンにした状態で最後のケーブルチェーンのコネクタを外すと、黄色の警告 LED な
ど、すべての LED が消灯します。

13. 左側のファンキャニスターを元に戻します。ドライブシェルフに電力が供給されている場合は、ファンの
背面にある黄色の LED が消灯しており、ファンの背面からの通気が確保されていることを確認します。
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ファンを再度取り付けてから両方のファンが適正な速度に落ち着くまで、 1 分程度は LED が点灯したま
まになることがあります。

手順 3 ：障害が発生したドライブドロワーを取り外す

新しいドライブドロワーに交換するために、障害が発生したドライブドロワーを取り外します。

* データアクセスが失われる可能性 * — 磁場によってドライブに保存されているすべてのデー
タが破損したり、原因がドライブの回路に故障し、修理不可能となる場合があります。データ
アクセスの喪失やドライブの破損を防ぐために、ドライブは磁気デバイスに近づけないでくだ
さい。

手順

1. 次の点を確認してください。

◦ 左右のケーブルチェーンが外れている。

◦ 左右のファンキャニスターは交換します。

2. ドライブシェルフの前面からベゼルを取り外します。

3. 両方のレバーを引いてドライブドロワーを外します。

4. 伸ばしたレバーを使用して、ドライブドロワーを停止するところまで慎重に引き出します。ドライブドロ
ワーをドライブシェルフから完全には取り外さないでください。

5. ボリュームがすでに作成されて割り当てられている場合は、各ドライブの場所を油性ペンで記入します。
たとえば、次の図のように、各ドライブの上に適切なスロット番号を書いておきます。

データアクセスが失われる可能性  — 各ドライブを取り外す前に、その場所を記録しておい
てください。

6. ドライブをドライブドロワーから取り外します。

a. 各ドライブの前面中央にあるオレンジのリリースラッチをそっと引いて戻します。

b. ドライブのハンドルを垂直な位置まで持ち上げます。
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c. ハンドルをつかんでドライブドロワーからドライブを持ち上げます。

d. ドライブを磁気デバイスとは別の、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

7. ドライブドロワーを取り外します。

a. ドライブドロワーの両側にあるプラスチック製のリリースレバーの位置を確認します。

▪ （ 1 ） * _ ドライブドロワーリリースレバー _

b. ラッチを手前に引いて両方のリリースレバーを外します。

c. 両方のリリースレバーを押さえながら、ドライブドロワーを手前に引き出します。

d. ドライブドロワーをドライブシェルフから取り外します。
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手順 4 ：新しいドライブドロワーを取り付ける

障害が発生したドライブドロワーの代わりに、新しいドライブドロワーを取り付けます。

手順

1. ドライブシェルフの前面から、空いているドロワースロットを懐中電灯で照らし、そのスロットのロック
つまみの位置を確認します。

ロックつまみは、一度に複数のドライブドロワーを開くことを防ぐための安全装置です。

◦ （ 1 ） * _ ロックつまみ _

◦ （ 2 ） * _ 引き出しガイド _

2. 交換用ドライブドロワーを空きスロットの前面のやや右寄りの位置に合わせます。

ドロワーをやや右寄りの位置に合わせると、ロックつまみとドロワーガイドの位置が正しく揃います。

3. ドライブドロワーをスロットにスライドし、ドロワーガイドがロックつまみの下に滑り込むように押しま
す。

* 機器の破損のリスク * - ドロワーガイドをロックつまみの下に滑り込ませないと破損する
ことがあります。

4. ラッチが固定されるまで、ドライブドロワーを慎重に押し込みます。

ドロワーを押して閉じる際、最初は多少の抵抗がかかりますが、ある程度までは正常な状態です。
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* 機器の破損のリスク * - ドライブドロワーが引っかかりそうな場合は、押して停止してく
ださい。ドロワーの前面にあるリリースレバーを使ってドロワーを引き出します。そのあ
と、ドロワーをスロットに再度挿入し、つまみの位置がレールの上になるようにレールの
位置を正しく揃えます。

手順 5 ：ケーブルチェーンを取り付ける

ドライブドロワーにドライブを安全に取り付けられるように、ケーブルチェーンを取り付けます。

このタスクについて

ケーブルチェーンを取り付けるときは、ケーブルチェーンを取り外したときと逆の順序で作業します。チェー
ンの水平コネクタをエンクロージャの水平ガイドレールに挿入してから、チェーンの垂直コネクタをエンクロ
ージャの垂直ガイドレールに挿入する必要があります。

手順

1. 次の点を確認してください。

◦ 新しいドライブドロワーが取り付けられている。

◦ 「 LEFT 」および「 RIGHT 」というマークが付いた 2 つの交換用ケーブルチェーンを用意しておき
ます（ドライブドロワーの横の水平コネクタにあります）。

2. ドライブシェルフの背面から、右側のファンキャニスターを取り外して脇に置きます。

3. シェルフの電源がオンになっている場合は、左側のファンの速度が最大まで上がっていることを確認しま
す。

* 過熱による機器の破損の可能性 * — シェルフの電源が入っている場合、同時に両方のファ
ンを取り外さないでください。そうしないと、機器が過熱状態になる可能性があり

4. 右のケーブルチェーンを取り付けます。

a. 右のケーブルチェーンの水平コネクタと垂直コネクタ、およびエンクロージャ内部の対応する水平ガ
イドレールと垂直ガイドレールの位置を確認します。

b. ケーブルチェーンの両方のコネクタを対応するガイドレールに合わせます。

c. ケーブルチェーンの水平コネクタを水平ガイドレールに沿ってスライドし、動かなくなるところまで
押し込みます。

* 機器の故障のリスク * — コネクタをガイドレールに差し込んでください。コネクタが
ガイドレールの上に載った状態になっていると、システムの運用時に問題が発生する可
能性があります。

次の図は、エンクロージャ内の 2 台目のドライブドロワー用の水平ガイドレールと垂直ガイドレール
を示しています。
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▪ （ 1 ） * _ 水平ガイドレール _

▪ （ 2 ） * _ 垂直ガイドレール _

d. 右のケーブルチェーンの垂直コネクタを垂直ガイドレールに沿ってスライドします。

e. ケーブルチェーンの両端を再接続したあと、ケーブルチェーンを軽く引っ張って、両方のコネクタが
固定されていることを確認します。

* 機器の故障のリスク * — コネクタが固定されていないと、ドロワーの動作中にケーブ
ルチェーンが緩む可能性があります。

5. 右側のファンキャニスターを再度取り付けます。ドライブシェルフに電力が供給されている場合は、ファ
ンの背面にある黄色の LED が消灯し、背面からの通気が確保されたことを確認します。

ファンを再度取り付けてから適正な速度に落ち着くまで、 1 分程度は LED が点灯したままになることが
あります。

6. ドライブシェルフの背面から、シェルフの左側にあるファンキャニスターを取り外します。

7. シェルフの電源がオンになっている場合は、右側のファンの速度が最大まで上がっていることを確認しま
す。

* 過熱による機器の破損の可能性 * — シェルフの電源が入っている場合、同時に両方のファ
ンを取り外さないでください。そうしないと、機器が過熱状態になる可能性があり

8. 左のケーブルチェーンを再度取り付けます。

a. ケーブルチェーンの水平コネクタと垂直コネクタ、およびエンクロージャ内部の対応する水平ガイド
レールと垂直ガイドレールの位置を確認します。

b. ケーブルチェーンの両方のコネクタを対応するガイドレールに合わせます。

c. ケーブルチェーンの水平コネクタを水平ガイドレールに沿ってスライドし、動かなくなるところまで
押し込みます。

* 機器の故障のリスク * — コネクタをガイドレール内にスライドさせてください。コネ
クタがガイドレールの上に載った状態になっていると、システムの運用時に問題が発生
する可能性があります。

d. 左のケーブルチェーンの垂直コネクタを垂直ガイドレールに沿ってスライドします。

e. ケーブルチェーンの両端を再接続したら、ケーブルチェーンを軽く引っ張って、両方のコネクタが固
定されていることを確認します。

* 機器の故障のリスク * — コネクタが固定されていないと、ドロワーの動作中にケーブ
ルチェーンが緩む可能性があります。

9. 左側のファンキャニスターを再度取り付けます。ドライブシェルフに電力が供給されている場合は、ファ
ンの背面にある黄色の LED が消灯し、背面からの通気が確保されたことを確認します。

ファンを再度取り付けてから両方のファンが適正な速度に落ち着くまで、 1 分程度は LED が点灯したま
まになることがあります。
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手順 6 ：ドライブドロワーの交換後の処理

ドライブを再度取り付け、前面ベゼルを正しい順序で取り付けます。

* データアクセスが失われる可能性 * — 各ドライブをドライブドロワー内の元の場所に取り付
ける必要があります。

手順

1. 次の点を確認してください。

◦ 各ドライブを取り付ける場所を確認しておきます。

◦ ドライブドロワーを交換しておきます。

◦ 新しいドロワーのケーブルを取り付けておきます。

2. ドライブをドライブドロワーに再度取り付けます。

a. ドライブドロワーの前面にある両方のレバーを引いてドロワーを外します。

b. 伸ばしたレバーを使用して、ドライブドロワーを停止するところまで慎重に引き出します。ドライブ
ドロワーをドライブシェルフから完全には取り外さないでください。

c. ドライブを取り外したときのメモを使用して、各スロットに取り付けるドライブを確認します。

d. ドライブのハンドルを垂直な位置まで持ち上げます。

e. ドライブの両側にある 2 つの突起ボタンをドロワーのくぼみに合わせます。

次の図は、ドライブの右側の突起ボタンの位置を示したものです。
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▪ （ 1 ） * _ ドライブの右側の突起ボタン _

f. ドライブを真上から下ろしてベイに最後まで押し込み、ドライブが完全に固定されるまでドライブの
ハンドルを下に回転させます。
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g. 同じ手順を繰り返して、すべてのドライブを取り付けます。

3. ドロワーを外側に押して両方のレバーを閉じ、スライドしてドライブシェルフに戻します。

* 機器の故障のリスク * — 両方のレバーを押してドライブドロワーを完全に閉じてくださ
い。適切な通気を確保して過熱を防ぐために、ドライブドロワーを完全に閉じる必要があ
ります。

4. ドライブシェルフの前面にベゼルを取り付けます。

5. 1 つ以上のシェルフの電源をオフにしている場合は、次のいずれかの手順に従って電源を再投入します。

◦ _ ドロワー損失の保護が有効でない * コントローラ * シェルフでドライブドロワーを交換した場合 _
：

i. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオンにします。

ii. 電源投入プロセスが完了するまで 10 分待ちます。両方のファンが稼働し、ファンの背面にある黄
色の LED が消灯していることを確認します。

◦ _ ドロワー損失の保護が有効でない * 拡張ドライブシェルフでドライブドロワーを交換した場合 _ ：

i. ドライブシェルフの両方の電源スイッチをオンにします。

ii. 両方のファンが稼働し、ファンの背面にある黄色の LED が消灯していることを確認します。

iii. 2 分待ってからコントローラシェルフの電源をオンにします。

iv. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオンにします。

v. 電源投入プロセスが完了するまで 10 分待ちます。両方のファンが稼働し、ファンの背面にある黄
色の LED が消灯していることを確認します。

次の手順

これでドライブドロワーの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。
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ドライブシェルフのホットアド

ストレージシステムの他のコンポーネントに電源が投入されている状態で、新しいドラ
イブシェルフを追加できます。ストレージシステム容量の設定、再設定、追加、または
再割り当てを、ユーザのデータアクセスを中断することなく実行できます。

作業を開始する前に

この手順は複雑であるため、次のことを推奨します。

• 手順を開始する前に、すべての手順を確認してください。

• ドライブシェルフのホットアドが必要な手順であることを確認します。

このタスクについて

ここで説明する 手順 環境 のホットアドで、DE212C、DE224C、DE460CドライブシェルフをE2800

、E2800B、EF280、E5700、E5700Bに追加EF570、EF300、またはEF600コントローラシェルフ

この 手順 環境 IOM12 および IOM12B ドライブシェルフを使用します。

IOM12BモジュールはSANtricity OS 11.70.2以降でのみサポートされます。IOM12Bをインスト
ールまたはアップグレードする前に、コントローラのファームウェアが更新されていることを
確認してください。

この手順 は、シェルフの IOM のホットスワップや交換に使用されます。つまり、 IOM12 モジ
ュールを別の IOM12 モジュールに交換するか、 IOM12B モジュールを別の IOM12B モジュー
ルに交換しなければなりません。（シェルフに IOM12 モジュールを 2 台搭載することも、
IOM12B モジュールを 2 つ使用することもできます）

古いコントローラシェルフを DE212C 、 DE224C 、または DE460 に接続する方法については、を参照して
ください "IOM ドライブシェルフを既存の E27XX 、 E56XX 、または EF560 コントローラシェルフに追加"。

システムの整合性を維持するには、手順を記載された順序で正確に実行する必要があります。

手順 1 ：ドライブシェルフを追加する準備を行います

ドライブシェルフのホットアドを準備するには、重大イベントの有無を確認し、 IOM のステータスを確認す
る必要があります。

作業を開始する前に

• ストレージシステムの電源が、新しいドライブシェルフの電力要件に対応できる必要があります。ドライ
ブシェルフの電源仕様については、を参照してください "Hardware Universe"。

• 既存のストレージシステムのケーブル接続パターンが、この手順に表示されるいずれかの方式と一致して
いる必要があります。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、 * サポート * > * サポートセンター * > * 診断 * を選択します。

2. 「サポートデータの収集」を選択します。

[ サポートデータの収集 ] ダイアログボックスが表示されます。
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3. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、 support-data.7z という名前でファイルが保存されます。データはテ
クニカルサポートに自動的に送信されません。

4. [Support>*Event Log] を選択します。

イベントログページにイベントデータが表示されます。

5. 重要なイベントをリストの先頭にソートするには、「 * 優先度 * 」列の見出しを選択します。

6. 過去 2~3 週間に発生したシステムの重大イベントを確認し、最近の重大イベントが解決または対処されて
いることを確認します。

過去 2~3 週間以内に発生した未解決の重大イベントがある場合は、手順を停止してテクニ
カルサポートにお問い合わせください。問題が解決したら、手順を続行します。

7. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

8. IOM （ ESM ） * アイコンを選択します。

Shelf Component Settings （シェルフコンポーネントの設定）ダイアログボックスが表示され、 * IOM （
ESM ） * タブが選択されます。

9. 各 IOM / ESM に表示されるステータスが「 optimal」 であることを確認します。

10. [ 詳細設定を表示する *] をクリックします。

11. 次の条件を満たしていることを確認します。

◦ 検出された ESM / IOM の数がシステムおよび各ドライブシェルフに取り付けられている ESM / IOM

の数と同じである。

◦ ESM / IOM のどちらの通信状況も正常である。

◦ DE212C 、 DE224C 、および DE460C ドライブシェルフの場合は 12Gb/ 秒、その他のドライブトレ
イの場合は 6Gb/ 秒のデータ速度が必要です。

手順 2 ：ドライブシェルフを設置して電源を投入する

新しいドライブシェルフまたは以前に設置されていたドライブシェルフを設置して電源をオンにし、注意が必
要な LED を確認します。

手順

1. ストレージシステムに以前に設置されていたドライブシェルフを設置する場合は、ドライブを取り外しま
す。この手順の後半でドライブを 1 つずつ取り付ける必要があります。

設置するドライブシェルフの過去の設置状況が不明な場合は、ストレージシステムに以前に設置されてい
たものとして作業します。

2. ストレージシステムコンポーネントが取り付けられているラックにドライブシェルフを設置します。
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物理的な設置と電源のケーブル接続については、使用するモデルの設置手順書を参照手順
してください。モデルの設置手順には、ドライブシェルフを安全に設置するために考慮す
る必要がある注意事項と警告が含まれています。

3. 新しいドライブシェルフの電源をオンにし、ドライブシェルフの黄色の警告 LED が点灯しないことを確
認します。可能であれば、障害をすべて解決してからこの手順を続行してください。

手順 3 ：システムにケーブルを接続します

次のいずれかのオプションを選択します。

• オプション1：E2800またはE5700のドライブシェルフを接続する

• オプション2：EF300またはEF600のドライブシェルフを接続する

古いコントローラシェルフを DE212C 、 DE224C 、または DE460 に接続する方法については、を参照して
ください "IOM ドライブシェルフを既存の E27XX 、 E56XX 、または EF560 コントローラシェルフに追加"。

オプション1：E2800またはE5700のドライブシェルフを接続する

ドライブシェルフをコントローラ A に接続し、 IOM のステータスを確認し、ドライブシェルフをコントロー
ラ B に接続します

手順

1. ドライブシェルフをコントローラ A に接続します

次の図では、追加のドライブシェルフをコントローラ A に接続する例を示しますモデル上のポートの位置
を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。
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2. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * をクリックします。

手順のこの時点では、コントローラシェルフへのアクティブパスは 1 つだけです。

3. 必要に応じて下にスクロールして、新しいストレージシステムのドライブシェルフをすべて表示します。
新しいドライブシェルフが表示されない場合は、接続問題を解決します。

4. 新しいドライブシェルフの * ESM / IOM * アイコンを選択します。

[* Shelf Component Settings] ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「 * Shelf Component Settings * 」（シェルフコンポーネントの設定）ダイアログボックスで「 * ESM /

IOM * 」（ * ESM / IOM * ）タブを選択します。

6. 「 * 詳細オプションを表示 * 」を選択して、次のことを確認します。

◦ IOM / ESM A が表示されている。

◦ 現在のデータ速度が SAS-3 ドライブシェルフで 12Gbps になっている。

◦ カードの通信に問題はありません。

7. コントローラ B からすべての拡張ケーブルを外します

8. ドライブシェルフをコントローラ B に接続します
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次の図では、追加のドライブシェルフをコントローラ B に接続する例を示しますモデル上のポートの位
置を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。

9. ESM / IOM * タブが選択されていない場合は、 * Shelf Component Settings * （シェルフコンポーネント設
定 * ）ダイアログボックスで * ESM / IOM * タブを選択し、 * Show more options * （詳細オプションを表
示）を選択します。カード通信が YES であることを確認します。

「最適」ステータスは、新しいドライブシェルフに関連する冗長性の喪失エラーが解決さ
れ、ストレージシステムが安定していることを示しています。

オプション2：EF300またはEF600のドライブシェルフを接続する

ドライブシェルフをコントローラ A に接続し、 IOM のステータスを確認し、ドライブシェルフをコントロー
ラ B に接続します

作業を開始する前に

• ファームウェアを最新バージョンに更新しました。ファームウェアを更新するには、の手順に従います
"SANtricity OS のアップグレード中です"。

手順

1. スタック内の以前の最後のシェルフから A 側のコントローラケーブルを両方とも IOM12 ポート 1 と 2 か
ら外し、新しいシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 に接続します。
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2. 新しいシェルフから以前の最後のシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 に、ケーブルを A 側の IOM12 ポート 3

と 4 に接続します。

次の図では、追加のドライブシェルフを前の最後のシェルフに接続する例を示します。モデル上のポート
の位置を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。
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3. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * をクリックします。

手順のこの時点では、コントローラシェルフへのアクティブパスは 1 つだけです。

4. 必要に応じて下にスクロールして、新しいストレージシステムのドライブシェルフをすべて表示します。
新しいドライブシェルフが表示されない場合は、接続問題を解決します。

5. 新しいドライブシェルフの * ESM / IOM * アイコンを選択します。
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[* Shelf Component Settings] ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「 * Shelf Component Settings * 」（シェルフコンポーネントの設定）ダイアログボックスで「 * ESM /

IOM * 」（ * ESM / IOM * ）タブを選択します。

7. 「 * 詳細オプションを表示 * 」を選択して、次のことを確認します。

◦ IOM / ESM A が表示されている。

◦ 現在のデータ速度が SAS-3 ドライブシェルフで 12Gbps になっている。

◦ カードの通信に問題はありません。

8. スタック内の前の最後のシェルフから B 側のコントローラケーブルを両方とも IOM12 ポート 1 と 2 から
外し、新しいシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 に接続します。

9. 新しいシェルフの B 側 IOM12 ポート 3 と 4 を以前の最後のシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 にケーブル
を接続します。

次の図では、追加のドライブシェルフを前の最後のシェルフに接続する B 側の接続例を示しています。モ
デル上のポートの位置を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。
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10. ESM / IOM * タブが選択されていない場合は、 * Shelf Component Settings * （シェルフコンポーネント設
定 * ）ダイアログボックスで * ESM / IOM * タブを選択し、 * Show more options * （詳細オプションを表
示）を選択します。カード通信が YES であることを確認します。

「最適」ステータスは、新しいドライブシェルフに関連する冗長性の喪失エラーが解決さ
れ、ストレージシステムが安定していることを示しています。
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手順 4 ：ホットアドを完了します

ホットアドが完了したら、エラーがないことを確認し、新しく追加したドライブシェルフが最新のファームウ
ェアを使用していることを確認します。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、 * ホーム * をクリックします。

2. ページ上部中央に「問題からリカバリする」というラベルのリンクが表示された場合は、そのリンクをク
リックして Recovery Guru に示される問題を解決します。

3. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * をクリックし、必要に応じて下にスクロールして、
新しく追加したドライブシェルフを表示します。

4. 別のストレージシステムに取り付けられていたドライブを、新たに設置したドライブシェルフに 1 本ずつ
追加します。各ドライブが認識されるまで待ってから、次のドライブを挿入します。

ストレージ・システムがドライブを認識すると ' ハードウェア * ページのドライブ・スロットが青色の四
角形で表示されます

5. [ サポート * （ Support * ） ] > [ サポートセンター * （ * Support Center * ） ] > [ サポートリソース * （ *

Support Resources * ） ] タブ

6. [* Software and Firmware Inventory] リンクをクリックし、新しいドライブシェルフにインストールされて
いる IOM / ESM ファームウェアとドライブファームウェアのバージョンを確認します。

このリンクが見つからない場合は、ページを下にスクロールしてください。

7. 必要に応じて、ドライブファームウェアをアップグレードします。

アップグレード機能を無効にしていないかぎり、 IOM / ESM ファームウェアは自動的に最新バージョン
にアップグレードされます。

これでホットアド手順は完了です。通常の運用を再開することができます。

ホストインターフェイスカード

E2800 HIC の交換に際しての要件

E2800 のホストインターフェイスカード（ HIC ）を追加、アップグレード、交換する前
に、要件と考慮事項を確認してください。

手順の概要

HIC を交換する手順は、コントローラの数が 1 台か 2 台かによって次のように異なります。
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ストレージアレイのコントローラの数 実行する手順

1 台（ E2812 または E2824 シンプレックス） 1. ホスト I/O 処理を停止します

2. コントローラシェルフの電源をオフにします

3. コントローラキャニスターを取り外します

4. バッテリを交換します

5. コントローラキャニスターを交換します

6. コントローラシェルフに電源を投入します

2 台のコントローラ（ E2860 、 E2812 または E2824

）

1. コントローラをオフラインにします

2. コントローラキャニスターを取り外します

3. バッテリを交換します

4. コントローラキャニスターを交換します

5. コントローラをオンラインにします

HIC の追加、アップグレード、交換に際しての要件

ホストインターフェイスカード（ HIC ）を追加、アップグレード、交換するときは、次の要件に注意してく
ださい。

• この手順でダウンタイムのメンテナンス時間をスケジュールしておきます。HIC を取り付けるときは電源
をオフにする必要があるため、この手順が完了するまではストレージアレイのデータにアクセスできませ
ん。（これは、電源をオンにしたときに HIC の構成が両方のコントローラで同じになっている必要がある
ため、デュプレックス構成にも当てはまります。）

• ストレージアレイにコントローラが 1 台あるか 2 台あるかに応じて、 1 つまたは 2 つの HIC を用意して
おきます。コントローラと互換性がある HIC を使用する必要があります。

デュプレックス構成（コントローラが 2 台）の場合は、 2 つのコントローラキャニスターに同じ HIC を
取り付ける必要があります。HIC が一致していないと、交換用 HIC を搭載したコントローラをオンライン
にしたときにロックダウン状態になります。

• 新しいホストポートの接続に必要なすべてのケーブル、トランシーバ、スイッチ、ホストバスアダプタ（
HBA ）を用意しておきます。

互換性のあるハードウェアについては、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix を参照してく
ださい" または "NetApp Hardware Universe の略"。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• No.1 プラスドライバを用意しておきます。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意しておきます。

• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスするためのブラウザを備えた管理ステーションを
用意しておきます。（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイ
ン名または IP アドレスを指定します）。
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E2800 ホストインターフェイスカード（ HIC ）の追加

E2800 コントローラキャニスターのベースボードホストポートにホストインターフェイ
スカード（ HIC ）を追加することができます。これにより、 E2800 ストレージアレイ
のホストポートの数が増え、追加のホストプロトコルが提供されます。

このタスクについて

この手順では、ストレージアレイの電源をオフにし、 HIC を取り付けてから再度オンにする必要がありま
す。

作業を開始する前に

• レビュー "E2800 HIC の交換に際しての要件"。

• この手順のダウンタイムメンテナンス時間をスケジュールします。HIC を取り付けるときは電源をオフに
する必要があるため、この手順が完了するまではストレージアレイのデータにアクセスできません。（こ
れは、電源をオンにしたときに HIC の構成が両方のコントローラで同じになっている必要があるため、デ
ュプレックス構成にも当てはまります。）

• 次のものがあることを確認します。

◦ ストレージアレイにコントローラが 1 台あるか 2 台あるかに応じて、 1 つまたは 2 つの HIC 。コン
トローラと互換性がある HIC を使用する必要があります。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ No.1 プラスドライバ。

◦ コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

◦ スイッチや Host Bus Adapter （ HBA ；ホストバスアダプタ）など、新しいホストポートに必要なホ
ストハードウェア。

◦ 新しいホストポートの接続に必要なすべてのケーブル、トランシーバ、スイッチ、ホストバスアダプ
タ（ HBA ）。

互換性のあるハードウェアについては、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix を参照し
てください" および "NetApp Hardware Universe の略"。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ： HIC を追加する準備をします

HIC を追加する準備として、ストレージアレイの構成データベースをバックアップし、サポートデータを収集
し、ホスト I/O 処理を停止します。その後、コントローラシェルフの電源をオフにすることができます。

手順

1. SANtricity System Manager のホームページで、ストレージアレイのステータスが最適であることを確認
します。

ステータスが「最適」でない場合は、 Recovery Guru を使用するかテクニカルサポートに問い合わせて問
題を解決してください。この手順を続行しないでください。

2. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。
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この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアできます。RAID 構成デ
ータベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグループとディスクプ
ールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して構成データベースをバックアップすることもできます。

'ave storageArray dbmDatabase sourceLocation=onboard contentType=all file="filename";`

3. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行うこ
とができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォーマンスデータが 1

つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

4. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、ストレージがアクセス
できないため、ホストアプリケーションがデータにアクセスできなくなる可能性がありま
す。

5. ストレージアレイでミラー関係が確立されている場合は、セカンダリストレージアレイのすべてのホスト
I/O 処理を停止します。

6. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。
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キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、各コントローラの背面にある緑のキャ
ッシュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要があります。

◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

7. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の操作を表示」を選択します。すべての処
理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。

8. コントローラシェルフの電源をオフにします。

a. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオフにします。

b. コントローラシェルフのすべての LED が消灯するまで待ちます。

手順 2 ：コントローラキャニスターを取り外す

新しいホストインターフェイスカードを追加できるように、コントローラキャニスターを取り外します。

手順

1. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

2. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

3. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、コントローラの背面にある緑のキャッ
シュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するのを待ってから、コントローラキャニスターを
取り外す必要があります。
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◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

4. カムハンドルのラッチを外れるまで押し、カムハンドルを右側に開いてコントローラキャニスターをシェ
ルフから外します。

次の図は、 E2812 コントローラシェルフ、 E2824 コントローラシェルフ、または EF280 フラッシュア
レイの例です。

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

次の図は、 E2860 のコントローラシェルフの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

5. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

E2812 コントローラシェルフ、 E2824 コントローラシェルフ、または EF280 フラッシュアレイでは、コ
ントローラキャニスターを取り外すと、可動式のふたが所定の位置に戻って、通期と冷却が維持されま
す。

6. 取り外し可能なカバーが上になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

7. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 3 ： HIC を取り付ける

HIC を追加して、ストレージアレイのホストポートの数を増やします。

* データアクセスが失われる可能性 * - 別の E シリーズコントローラ用に設計された HIC を
E2800 コントローラキャニスターに取り付けないでください。また、デュプレックス構成の場
合は、両方のコントローラと両方の HIC が同じでなければなりません。互換性原因がない HIC

や一致しない HIC が取り付けられていると、コントローラに電源を投入したときにロックダウ
ン状態になります。

手順

1. 新しい HIC と新しい HIC 表面カバーを開封します。

2. コントローラキャニスターのカバーのボタンを押し、スライドして取り外します。
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3. コントローラ内部（ DIMM の横）の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。

◦ （ 1 ） * _ 内部キャッシュアクティブ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

4. コントローラキャニスターにブランクカバーを固定している 4 本のネジを No.1 プラスドライバを使用し
て外し、カバーを取り外します。

5. HIC の 3 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、 HIC の底面のコネクタをコントロー
ラカードの HIC インターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意して
ください。

6. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

* 機器の破損の可能性 * — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色のリボ
ンコネクタをはさまないように十分に注意してください。
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◦ （ 1 ） * _ ホストインターフェイスカード（ HIC ） _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

7. HIC の取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

8. 新しい HIC カバーをコントローラキャニスターに取り付け、前の手順で外した 4 本のネジで No.1 プラス
ドライバを使用して固定します。
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手順 4 ：コントローラキャニスターを再度取り付ける

新しい HIC を取り付けたあと、コントローラキャニスターをコントローラシェルフに再度取り付けます。

手順

1. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

2. カムハンドルを開いた状態でコントローラキャニスターをスライドし、コントローラシェルフに最後まで
挿入します。

次の図は、 E2824 コントローラシェルフまたは EF280 フラッシュアレイの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

次の図は、 E2860 のコントローラシェルフの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

3. カムハンドルを左側に動かして、コントローラキャニスターを所定の位置にロックします。

4. 取り外したすべてのケーブルを再接続します。

この時点では、新しい HIC ポートへのデータケーブルの接続は行わないでください。

5. （オプション）デュプレックス構成で HIC を追加する場合は、同じ手順に従って 2 台目のコントローラ
キャニスターを取り外し、 2 つ目の HIC を取り付けてから、 2 台目のコントローラキャニスターを再度
取り付けます。

手順 5 ： HIC の追加を完了します

コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認し、コントローラのステータスが「最適」になって
いることを確認します。

手順

1. コントローラシェルフの背面にある 2 つの電源スイッチをオンにします。

◦ 電源投入プロセスの実行中は電源スイッチをオフにしないでください。通常、このプロセスは 90 秒以
内に完了します。

◦ 各シェルフのファンは起動時に大きな音を立てます。起動時に大きな音がしても問題はありません。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、 * OS * 、 * SD * 、 * blank * の順に切り替わり、コントローラ
で一日の最初の処理（ SOD ）を実行中であることが示されます。コントローラのブートが完了する
と、デジタル表示ディスプレイにトレイ ID が表示されます。

◦ コントローラの黄色の警告 LED が点灯したあと、エラーがなければ消灯します。

◦ 緑色のホストリンク LED は、ホストケーブルを接続するまで消灯したままです。

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。ホストポートの数やタイプ
は、コントローラによって異なる場合があります。

▪ （ 1 ） * _Attention LED （アンバー） _

▪ （ 2 ） * _デジタル 表示ディスプレイ _

▪ （ 3 ） * _ ホストリンク LED _
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3. SANtricity System Manager で、コントローラのステータスが「最適」になっていることを確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、 HIC とコントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に
応じて、コントローラキャニスターと HIC を取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. 新しい HIC ポートで SFP+ トランシーバが必要な場合は、それらの SFP を取り付けます。

5. SFP+ （光ファイバ）ポートがある HIC を取り付けた場合は、新しいポートのホストプロトコルが想定し
たプロトコルになっていることを確認します。

a. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * を選択します。

b. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

c. コントローラ A またはコントローラ B の図を選択します

d. コンテキストメニューから * 表示設定 * （ * View settings * ）を選択します。

e. [ * ホスト・インターフェイス * ] タブを選択します。

f. [ 詳細設定を表示する *] をクリックします。

g. HIC ポート（ HIC の場所 * スロット 1 * にある「 * e0_x * 」または「 * 0_x * 」というラベルの付いた
ポート）の詳細を確認し、ホストポートをデータホストに接続する準備ができているかどうかを確認
します。

▪ _ 新しい HIC ポートのプロトコルが想定したプロトコルになっている場合は、新しい HIC ポート
をデータホストに接続する準備ができています。次の手順に進みます。

▪ _ 新しい HIC ポートのプロトコルが * 想定したプロトコルになっていない場合： _ 新しい HIC ポ
ートをデータホストに接続する前に、ソフトウェア機能パックを適用する必要があります。を参
照してください "E2800 のホストプロトコルの変更"。その後、ホストポートをデータホストに接
続して運用を再開します。

6. コントローラのホストポートからデータホストにケーブルを接続します。

新しいホストプロトコルの設定や使用に関する手順を確認する必要がある場合は、を参照してください
"Linux の簡単な設定"、 "Windows の簡単な設定"または "VMware の簡単な設定"。

次の手順

これでストレージアレイにホストインターフェイスカードを追加する処理は完了です。通常の運用を再開する
ことができます。

E2800 ホストインターフェイスカード（ HIC ）のアップグレード

E2800 アレイのホストインターフェイスカード（ HIC ）をアップグレードして、ホスト
ポートの数を増やしたり、ホストプロトコルを変更したりできます。

このタスクについて

HIC をアップグレードするときは、ストレージアレイの電源をオフにし、各コントローラの既存の HIC を取
り外して新しい HIC を取り付けてから再度オンにする必要があります。

作業を開始する前に
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• レビュー "E2800 HIC の交換に際しての要件"。

• この手順のダウンタイムメンテナンス時間をスケジュールします。HIC を取り付けるときは電源をオフに
する必要があるため、この手順が完了するまではストレージアレイのデータにアクセスできません。（こ
れは、電源をオンにしたときに HIC の構成が両方のコントローラで同じになっている必要があるため、デ
ュプレックス構成にも当てはまります。）

• 次のものがあることを確認します。

◦ ストレージアレイにコントローラが 1 台あるか 2 台あるかに応じて、 1 つまたは 2 つの HIC 。コン
トローラと互換性がある HIC を使用する必要があります。

◦ コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ No.1 プラスドライバ。

◦ スイッチや Host Bus Adapter （ HBA ；ホストバスアダプタ）など、新しいホストポート用に設置さ
れた新しいホストハードウェア。

◦ 新しいホストポートの接続に必要なすべてのケーブル、トランシーバ、スイッチ、ホストバスアダプ
タ（ HBA ）。

互換性のあるハードウェアについては、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix を参照し
てください" または "NetApp Hardware Universe の略"。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：ホストインターフェイスカードをアップグレードする準備をします

ホストインターフェイスカード（ HIC ）をアップグレードする準備として、ストレージアレイの構成データ
ベースをバックアップし、サポートデータを収集し、ホスト I/O 処理を停止します。その後、コントローラシ
ェルフの電源をオフにすることができます。

手順

1. SANtricity System Manager のホームページで、ストレージアレイのステータスが最適であることを確認
します。

ステータスが「最適」でない場合は、 Recovery Guru を使用するかテクニカルサポートに問い合わせて問
題を解決してください。この手順を続行しないでください。

2. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアできます。RAID 構成デ
ータベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグループとディスクプ
ールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします
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ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して構成データベースをバックアップすることもできます。

'ave storageArray dbmDatabase sourceLocation=onboard contentType=all file="filename";`

3. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行うこ
とができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォーマンスデータが 1

つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

4. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、ストレージがアクセス
できないため、ホストアプリケーションがデータにアクセスできなくなる可能性がありま
す。

5. ストレージアレイでミラー関係が確立されている場合は、セカンダリストレージアレイのすべてのホスト
I/O 処理を停止します。

6. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、各コントローラの背面にある緑のキャ
ッシュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要があります。
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◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

7. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の操作を表示」を選択します。すべての処
理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。

8. コントローラシェルフの電源をオフにします。

a. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオフにします。

b. コントローラシェルフのすべての LED が消灯するまで待ちます。

手順 2 ：コントローラキャニスターを取り外す

新しいホストインターフェイスカード（ HIC ）をアップグレードできるように、コントローラキャニスター
を取り外します。コントローラキャニスターを取り外すときは、すべてのケーブルを外す必要があります。そ
の後、コントローラキャニスターをスライドしてコントローラシェルフから外すことができます。

手順

1. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

2. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

3. HIC ポートで SFP+ トランシーバを使用している場合は取り外します。

アップグレードする HIC のタイプによっては、それらの SFP を再利用できる場合もあります。

4. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、コントローラの背面にある緑のキャッ
シュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するのを待ってから、コントローラキャニスターを
取り外す必要があります。
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◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

5. カムハンドルのラッチを外れるまで押し、カムハンドルを右側に開いてコントローラキャニスターをシェ
ルフから外します。

次の図は、 E2812 コントローラシェルフ、 E2824 コントローラシェルフ、または EF280 フラッシュア
レイの例です。

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

次の図は、 E2860 のコントローラシェルフの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

6. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

E2812 コントローラシェルフ、 E2824 コントローラシェルフ、または EF280 フラッシュアレイでは、コ
ントローラキャニスターを取り外すと、可動式のふたが所定の位置に戻って、通期と冷却が維持されま
す。

7. 取り外し可能なカバーが上になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

8. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 3 ：ホストインターフェイスカードを取り外す

アップグレードしたホストインターフェイスカード（ HIC ）に交換できるように、元の HIC を取り外しま
す。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーをボタンを押し下げながらスライドして取り外します。

2. コントローラ内部（バッテリと DIMM の間）の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。
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◦ （ 1 ） * _ 内部キャッシュアクティブ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

3. コントローラキャニスターに HIC カバーを固定しているネジを No.1 プラスドライバを使用して外しま
す。

ネジは 4 本あります。 1 本は上部に、もう 1 本は側面に、 2 本は前面にあります。

599



4. HIC カバーを取り外します。

5. コントローラカードに HIC を固定している 3 本の取り付けネジを手またはプラスドライバで緩めます。

6. HIC を持ち上げながら後方にスライドし、コントローラカードから慎重に外します。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしない
ように注意してください。
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◦ （ 1 ） * _ ホストインターフェイスカード（ HIC ） _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

7. HIC を静電気防止処置を施した場所に置きます。

手順 4 ：ホストインターフェイスカードを取り付ける

新しいホストインターフェイスカード（ HIC ）を追加して、ストレージアレイのホストポートの数を増やし
ます。

* データアクセスが失われる可能性 * - 別の E シリーズコントローラ用に設計された HIC を
E2800 コントローラキャニスターに取り付けないでください。また、デュプレックス構成の場
合は、両方のコントローラと両方の HIC が同じでなければなりません。互換性原因がない HIC

や一致しない HIC が取り付けられていると、コントローラに電源を投入したときにロックダウ
ン状態になります。

手順

1. 新しい HIC と新しい HIC 表面カバーを開封します。

2. コントローラキャニスターに HIC カバーを固定している 4 本のネジを No.1 プラスドライバを使用して外
し、カバーを取り外します。
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3. HIC の 3 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、 HIC の底面のコネクタをコントロー
ラカードの HIC インターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意して
ください。

4. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

* 機器の破損の可能性 * — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色のリボ
ンコネクタをはさまないように十分に注意してください。
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◦ （ 1 ） * _ ホスト・インターフェイス・カード _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

5. HIC の取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

6. 新しい HIC カバーをコントローラキャニスターに取り付け、前の手順で外した 4 本のネジで No.1 プラス
ドライバを使用して固定します。

手順 5 ：コントローラキャニスターを再度取り付ける

新しいホストインターフェイスカード（ HIC ）を取り付けたあと、コントローラキャニスターをコントロー
ラシェルフに再度取り付けます。

手順

1. カチッという音がしてボタンが固定されるまでカバーを前方から後方にスライドして、コントローラキャ
ニスターにカバーを再度取り付けます。

2. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

3. カムハンドルを開いた状態でコントローラキャニスターをスライドし、コントローラシェルフに最後まで
挿入します。

次の図は、 E2824 コントローラシェルフまたは EF280 フラッシュアレイの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

次の図は、 E2860 のコントローラシェルフの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

4. カムハンドルを左側に動かして、コントローラキャニスターを所定の位置にロックします。

5. 取り外したすべてのケーブルを再接続します。

この時点では、新しい HIC ポートへのデータケーブルの接続は行わないでください。

6. （オプション）デュプレックス構成で HIC をアップグレードする場合は、同じ手順に従ってもう一方のコ
ントローラキャニスターを取り外し、 HIC を取り外して新しい HIC を取り付けてから、 2 台目のコント
ローラキャニスターを交換します。

手順 6 ：ホストインターフェイスカードのアップグレードを完了します

ホストインターフェイスカードのアップグレードが完了したら、コントローラの LED とデジタル表示ディス
プレイを確認し、コントローラのステータスが「最適」になっていることを確認します。

手順

1. コントローラシェルフの背面にある 2 つの電源スイッチをオンにします。

◦ 電源投入プロセスの実行中は電源スイッチをオフにしないでください。通常、このプロセスは 90 秒以
内に完了します。

◦ 各シェルフのファンは起動時に大きな音を立てます。起動時に大きな音がしても問題はありません。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、 * OS * 、 * SD * 、 * blank * の順に切り替わり、コントローラ
で一日の最初の処理（ SOD ）を実行中であることが示されます。コントローラのブートが完了する
と、デジタル表示ディスプレイにトレイ ID が表示されます。

◦ コントローラの黄色の警告 LED が点灯したあと、エラーがなければ消灯します。

◦ 緑色のホストリンク LED は、ホストケーブルを接続するまで消灯したままです。

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。ホストポートの数やタイプ
は、コントローラによって異なる場合があります。

▪ （ 1 ） * _Attention LED （アンバー） _

▪ （ 2 ） * _デジタル 表示ディスプレイ _

▪ （ 3 ） * _ ホストリンク LED _
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3. SANtricity System Manager で、コントローラのステータスが「最適」になっていることを確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、 HIC とコントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に
応じて、コントローラキャニスターと HIC を取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. 新しい HIC ポートで SFP+ トランシーバが必要な場合は、それらの SFP を取り付けます。

5. コントローラのホストポートからデータホストにケーブルを接続します。

次の手順

これでストレージアレイのホストインターフェイスカードをアップグレードする処理は完了です。通常の運用
を再開することができます。

E2800 ホストインターフェイスカード（ HIC ）の交換

障害が発生したホストインターフェイスカード（ HIC ）を交換することができます。

このタスクについて

HIC を交換するときは、コントローラをオフラインにし、コントローラキャニスターを取り外し、新しい HIC

を取り付けてコントローラキャニスターを交換し、コントローラをオンラインにします。

作業を開始する前に

• レビュー "E2800 HIC の交換に際しての要件"。

• この手順のダウンタイムメンテナンス時間をスケジュールする必要があります。HIC を取り付けるときは
電源をオフにする必要があるため、この手順が完了するまではストレージアレイのデータにアクセスでき
ません。（これは、電源をオンにしたときに HIC の構成が両方のコントローラで同じになっている必要が
あるため、デュプレックス構成にも当てはまります。）

• 使用中のボリュームがないこと、またはボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスドライバ
がインストールされていることを確認してください。

• 次のものがあることを確認します。

◦ ストレージアレイにコントローラが 1 台あるか 2 台あるかに応じて、 1 つまたは 2 つの HIC 。コン
トローラと互換性がある HIC を使用する必要があります。コントローラが 2 台ある場合は、各コント
ローラに同じ HIC を取り付ける必要があります。

◦ コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ No.1 プラスドライバ。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：コントローラをオフラインにする

コントローラをオフラインにする手順は、コントローラが 1 台（シンプレックス）か 2 台（デュプレックス
）かによって異なります。次の項目について、該当する手順を実行します。
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• [デュプレックス：コントローラをオフラインにします]

• [シンプレックス：コントローラシェルフの電源をオフにします]

デュプレックス：コントローラをオフラインにします

デュプレックス構成の場合は、障害が発生した HIC を安全に取り外せるように、次の手順に従ってコントロ
ーラをオフラインにします。

このタスクは、コントローラが 2 台のストレージアレイ（デュプレックス構成）でのみ実行し
ます。

手順

1. Recovery Guru の詳細領域で、障害が発生した HIC が搭載されているコントローラキャニスターを特定し
ます。

2. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアできます。RAID 構成デ
ータベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグループとディスクプ
ールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して構成データベースをバックアップすることもできます。

'ave storageArray dbmDatabase sourceLocation=onboard contentType=all file="filename";`

3. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行うこ
とができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォーマンスデータが 1

つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

4. コントローラがオフラインでない場合は、 SANtricity System Manager を使用してオフラインにします。

◦ SANtricity システムマネージャで次の作業を行います。
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i. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

ii. 図にドライブが表示されている場合は、 * Show back of shelf * を選択してコントローラを表示し
ます。

iii. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。

iv. コンテキストメニューから * オフラインに切り替え * を選択し、操作を確定します。

オフラインにするコントローラを使用して SANtricity System Manager にアクセス
している場合は、「 SANtricity System Manager を利用できません」というメッセ
ージが表示されます。別のコントローラを使用して SANtricity System Manager に
自動的にアクセスするには、 * 代替ネットワーク接続に接続する * を選択します。

◦ または、次の CLI コマンドを使用してコントローラをオフラインにすることもできます。

▪ コントローラ A ： * 'et controller [a] availability=offline

▪ コントローラ B の場合： * 'et controller [b] availability=offline

5. SANtricity System Manager でコントローラのステータスがオフラインに更新されるまで待ちます。

ステータスの更新が完了するまでは、他の処理を開始しないでください。

シンプレックス：コントローラシェルフの電源をオフにします

シンプレックス構成の場合、障害が発生した HIC を安全に取り外せるように、コントローラシェルフの電源
をオフにする必要があります。

このタスクは、コントローラが 1 台のストレージアレイ（シンプレックス構成）でのみ実行し
ます。

手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru で詳細を確認し、 HIC の障害が報告されていること、およ
び HIC を取り外して交換する前に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

2. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアできます。RAID 構成デ
ータベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグループとディスクプ
ールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して構成データベースをバックアップすることもできます。
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'ave storageArray dbmDatabase sourceLocation=onboard contentType=all file="filename";`

3. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行うこ
とができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォーマンスデータが 1

つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

4. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、データが失われる可能
性があります。

5. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、コントローラの背面にある緑のキャッ
シュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要があります。

6. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の処理を表示」を選択します。

7. すべての処理が完了したことを確認してから、次の手順に進みます。

8. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオフにします。

9. コントローラシェルフのすべての LED が消灯するまで待ちます。

手順 2 ：コントローラキャニスターを取り外す

新しいホストインターフェイスカード（ HIC ）を追加できるように、コントローラキャニスターを取り外し
ます。

手順

1. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

2. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。
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パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

3. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、コントローラの背面にある緑のキャッ
シュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するのを待ってから、コントローラキャニスターを
取り外す必要があります。

◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

4. カムハンドルのラッチを外れるまで押し、カムハンドルを右側に開いてコントローラキャニスターをシェ
ルフから外します。

次の図は、 E2812 コントローラシェルフ、 E2824 コントローラシェルフ、または EF280 フラッシュア
レイの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

次の図は、 E2860 のコントローラシェルフの例です。

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

5. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

E2812 コントローラシェルフ、 E2824 コントローラシェルフ、または EF280 フラッシュアレイでは、コ
ントローラキャニスターを取り外すと、可動式のふたが所定の位置に戻って、通期と冷却が維持されま
す。

6. 取り外し可能なカバーが上になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

7. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 3 ： HIC を取り付ける

HIC を取り付けて、障害が発生した HIC を新しい HIC に交換します。
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* データアクセスが失われる可能性 * - 別の E シリーズコントローラ用に設計された HIC を
E2800 コントローラキャニスターに取り付けないでください。また、デュプレックス構成の場
合は、両方のコントローラと両方の HIC が同じでなければなりません。互換性原因がない HIC

や一致しない HIC が取り付けられていると、コントローラに電源を投入したときにロックダウ
ン状態になります。

手順

1. 新しい HIC と新しい HIC 表面カバーを開封します。

2. コントローラキャニスターのカバーのボタンを押し、スライドして取り外します。

3. コントローラ内部（ DIMM の横）の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。

◦ （ 1 ） * _ 内部キャッシュアクティブ LED_

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

4. コントローラキャニスターにブランクカバーを固定している 4 本のネジを No.1 プラスドライバを使用し
て外し、カバーを取り外します。

5. HIC の 3 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、 HIC の底面のコネクタをコントロー
ラカードの HIC インターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意して
ください。
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6. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

* 機器の破損の可能性 * — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色のリボ
ンコネクタをはさまないように十分に注意してください。

◦ （ 1 ） * _ ホスト・インターフェイス・カード _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

7. HIC の取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

8. 新しい HIC カバーをコントローラキャニスターに取り付け、前の手順で外した 4 本のネジで No.1 プラス
ドライバを使用して固定します。
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手順 4 ：コントローラキャニスターを再度取り付ける

HIC を取り付けたら、コントローラキャニスターをコントローラシェルフに再度取り付けます。

手順

1. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

2. カムハンドルを開いた状態でコントローラキャニスターをスライドし、コントローラシェルフに最後まで
挿入します。

次の図は、 E2824 コントローラシェルフまたは EF280 フラッシュアレイの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

次の図は、 E2860 のコントローラシェルフの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

3. カムハンドルを左側に動かして、コントローラキャニスターを所定の位置にロックします。

4. 取り外したすべてのケーブルを再接続します。

この時点では、新しい HIC ポートへのデータケーブルの接続は行わないでください。

5. （オプション）デュプレックス構成で HIC を追加する場合は、同じ手順に従って 2 台目のコントローラ
キャニスターを取り外し、 2 つ目の HIC を取り付けてから、 2 台目のコントローラキャニスターを再度
取り付けます。

手順 5 ：コントローラをオンラインにする

コントローラをオンラインにする手順は、コントローラが 1 台（シンプレックス）か 2 台（デュプレックス
）かによって異なります。

デュプレックス：コントローラをオンラインにします

デュプレックス構成の場合は、コントローラをオンラインにし、サポートデータを収集して処理を再開しま
す。

このタスクは、コントローラが 2 台のストレージアレイでのみ実行します。

手順

1. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。ホストポートの数やタイプ
は、コントローラによって異なる場合があります。

もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、コントローラがオフラインになっていることを示す連続した *

OS * 、 * OL * 、 * _ blank_ * と表示されます。

◦ 黄色の警告 LED が点灯したままになります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになりま
す。

▪ （ 1 ） * _Attention LED （アンバー） _
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▪ （ 2 ） * _デジタル 表示ディスプレイ _

▪ （ 3 ） * _ ホストリンク LED _

2. SANtricity System Manager を使用して、コントローラをオンラインにします。

◦ SANtricity システムマネージャで次の作業を行います。

i. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

ii. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * を選択します。

iii. オンラインに切り替えるコントローラを選択します。

iv. コンテキストメニューから * オンラインに配置 * を選択し、操作を確定します。

コントローラがオンラインになります。

◦ または、次の CLI コマンドを使用することもできます。

▪ コントローラ A の場合： *et controller [a] availability=online;

▪ コントローラ B の場合： * 'et controller [b] availability=online ； `

3. デジタル表示ディスプレイで、コントローラがオンラインに戻るときのコードを確認します。次のいずれ
かの順にディスプレイの表示が切り替わる場合は、すぐにコントローラを取り外します。

◦ * OE * 、 * L0 * 、 * _ 消灯 _ * （コントローラの不一致）

◦ * OE * 、 * L6 * 、 * _ BLANK_* （サポート対象外の HIC ）

* データアクセスが失われる可能性 * - 取り付けたコントローラでこれらのいずれかの
コードが表示される場合、もう一方のコントローラが何らかの理由でリセットされる
と、 2 台目のコントローラもロックダウン状態になる可能性があります。

4. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラ
シェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、 HIC とコントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に
応じて、コントローラキャニスターと HIC を取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

5. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

6. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

テクニカルサポートにお問い合わせください "ネットアップサポート"RMA 番号を確認する場合は、日本
国内サポート用電話番号：国内フリーダイヤル 0066-33-123-265 または 0066-33-821-274 （国際フリー
フォン 800-800-80-800 も使用可能）までご連絡ください。
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シンプレックス：コントローラシェルフの電源をオンにします

シンプレックス構成の場合、コントローラシェルフに電源を投入し、サポートデータを収集して運用を再開し
ます。

このタスクは、コントローラが 1 台のストレージアレイでのみ実行します。

手順

1. コントローラシェルフの背面にある 2 つの電源スイッチをオンにします。

◦ 電源投入プロセスの実行中は電源スイッチをオフにしないでください。通常、このプロセスは 90 秒以
内に完了します。

◦ 各シェルフのファンは起動時に大きな音を立てます。起動時に大きな音がしても問題はありません。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、 * OS * 、 * SD * 、 * blank * の順に切り替わり、コントローラ
で一日の最初の処理（ SOD ）を実行中であることが示されます。コントローラのブートが完了する
と、デジタル表示ディスプレイにトレイ ID が表示されます。

◦ コントローラの黄色の警告 LED が点灯したあと、エラーがなければ消灯します。

◦ 緑色のホストリンク LED が点灯します。

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。ホストポートの数やタイプ
は、コントローラによって異なる場合があります。

▪ （ 1 ） * _Attention LED （アンバー） _

▪ （ 2 ） * _デジタル 表示ディスプレイ _

▪ （ 3 ） * _ ホストリンク LED _

3. コントローラのステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラシェルフの警告 LED を
確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、 HIC とコントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に
応じて、コントローラキャニスターと HIC を取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。
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a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

5. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

テクニカルサポートにお問い合わせください "ネットアップサポート"RMA 番号を確認する場合は、日本
国内サポート用電話番号：国内フリーダイヤル 0066-33-123-265 または 0066-33-821-274 （国際フリー
フォン 800-800-80-800 も使用可能）までご連絡ください。

次の手順

これで HIC の交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

ホストポートプロトコルを変更します

E2800 ホストポートプロトコルを変更する場合の要件

E2800 アレイでホストプロトコルを変更する前に、要件を確認してください。

変更可能なホストポート

変換できるのは、E2800コントローラの16Gb FC / 10Gb iSCSI HICと光ベースポートのみで
す。

次の図は、 SFP+ （光ファイバ）ベースボードホストポート * （ 1 ） * 2 つと SFP+ （光ファイバ） HIC ポ
ート * （ 2 ） * 4 つを搭載した E2800 コントローラの背面を示しています。

2 ポートの HIC も使用できます。

ストレージアレイ内の E2800 コントローラに搭載されているベースボードホストポートと HIC ポートはさま
ざまです。次の表は、機能パックで変更可能なホストポートを示しています。

ベースボードホストポート HIC ポート 変更可能なポート

SFP+ （光ファイバ）ポート × 2 なし ベースボードホストポートのみ
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ベースボードホストポート HIC ポート 変更可能なポート

SFP+ （光ファイバ）ポート × 2 SFP+ （光ファイバ）ポート × 4 すべてのポート

SFP+ （光ファイバ）ポート × 2 SFP+ （光ファイバ）ポート × 2 すべてのポート

SFP+ （光ファイバ）ポート × 2 SAS ポート × 2 または SAS ポー
ト × 4

ベースボードホストポートのみ

SFP+ （光ファイバ）ポート × 2 RJ-45 （ base-T ）ポート × 2 ベースボードホストポートのみ

RJ-45 （ base-T ）ポート × 2 なし いずれのポートもありません

RJ-45 （ base-T ）ポート × 2 RJ-45 （ base-T ）ポート × 2 いずれのポートもありません

ベースボードホストポートと HIC ポートで同じホストプロトコルを使用することも別々のホストプロトコル
を使用することもできます。

ホストプロトコルを変更する場合の要件

• この手順のダウンタイムメンテナンス時間をスケジュールする必要があります。

• 変更の実行時はホスト I/O 処理を停止する必要があり、変更が完了するまではストレージアレイのデータ
にアクセスできません。

• アウトオブバンド管理を使用する必要があります。（インバンド管理を使用してこの手順を完了すること
はできません）。

• 変換に必要なハードウェアを入手しておきます。必要なハードウェアやパーツについて確認が必要な場合
は、ネットアップの営業担当者にお問い合わせください。

• ストレージアレイのベースボードホストポートを変更する際、現在ネットアップから購入したデュアルプ
ロトコル（ _unified-connect ） SFP トランシーバを使用している場合は、 SFP トランシーバを変更する
必要はありません。

• デュアルプロトコル SFP トランシーバが FC （ 4Gbps 、 16Gbps ）と iSCSI （ 10Gbps ）の両方をサポ
ートしていることを確認しますが、 1Gbps iSCSI はサポートしていないことを確認します。を参照してく
ださい "手順 1 ：デュアルプロトコル SFP があるかどうかを確認します" 取り付けられている SFP トラン
シーバのタイプを確認するには、次の手順を実行します

ホストプロトコルの変更に関する考慮事項

ホストプロトコルを変更する際の考慮事項は、ベースボードホストポートおよび HIC ポートの変更前と変更
後のプロトコルによって異なります。

ミラーリング機能や Data Assurance （ DA ）機能を使用している場合は、ホストポートプロトコルを変更し
たときにそれらの機能が受ける影響について理解しておく必要があります。

次の考慮事項は、すでに使用中のストレージアレイを変換する場合にのみ適用されます。ホス
トやボリュームがまだ定義されていない新しいストレージアレイを変更する場合は適用されま
せん。
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FC から iSCSI への変換

• FC ベースボードポートに接続された SAN ブートホストがある場合は、を参照してください "NetApp

Interoperability Matrix を参照してください" 構成が iSCSI でサポートされていることを確認するツール。
サポートされない場合は、ホストプロトコルを iSCSI に変換できません。

• DA 機能は iSCSI ではサポートされません。

◦ DA を現在使用していて FC ホストポートを iSCSI に変換する場合は、すべてのボリュームで DA を無
効にする必要があります。

◦ iSCSI への変換前に DA を無効にしておかないと、変換後にストレージアレイが準拠しない状態にな
ります。

• 同期ミラーリング機能は iSCSI ではサポートされません。

◦ 同期ミラーリング関係を現在使用していて FC ホストポートを iSCSI に変換する場合は、同期ミラー
リングを非アクティブ化する必要があります。

◦ SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照して、すべての同期ミラーペアを削除します。
これにより、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイのミラー関係が削除されます。
また、オンラインヘルプの手順に従って、同期ミラーリングを非アクティブ化します。

iSCSI への変換前に同期ミラーリング関係を非アクティブ化しておかないと、システム
からデータにアクセスできなくなり、データが失われる可能性があります。

• 非同期ミラーリングを使用する場合は、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの両方で
同じプロトコルを使用する必要があります。

◦ 非同期ミラーリングを現在使用していてすべてのホストポートを FC から iSCSI に変換する場合は、
機能パックを適用する前に非同期ミラーリングを非アクティブ化する必要があります。

◦ SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照して、すべてのミラー整合性グループを削除
し、ローカルとリモートのストレージアレイからすべてのミラーペアを削除します。また、オンライ
ンヘルプの手順に従って、非同期ミラーリングを非アクティブ化します。

iSCSI から FC への変換

• 非同期ミラーリングを使用する場合は、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの両方で
同じプロトコルを使用する必要があります。非同期ミラーリングをベースボードポート経由で現在使用し
ている場合は、プロトコルを変更する前に、非同期ミラーリングを非アクティブ化する必要があります。

• SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照して、すべてのミラー整合性グループを削除し、
ローカルとリモートのストレージアレイからすべてのミラーペアを削除します。また、オンラインヘルプ
の手順に従って、非同期ミラーリングを非アクティブ化します。

FC から FC / iSCSI への変換

ミラーリングに関する考慮事項：

• 同期ミラーリングは iSCSI ではサポートされません。

• ミラーリングに使用されているストレージアレイのポートが FC ポートのみでその一部を iSCSI に変換す
る場合は、どのポートがミラーリングに使用されているかを特定する必要があります。

• 変換後にローカルとリモート両方のストレージアレイにアクティブな FC ポートが少なくとも 1 つあれば
かぎり、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイのポートを同じプロトコルに変換する必
要はありません。
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• ミラー関係に使用されているポートを変換する場合は、機能パックを適用する前に同期または非同期のミ
ラー関係をすべて非アクティブ化する必要があります。

• ミラーリングに使用されていないポートを変換する場合は、非同期ミラーリング処理には影響はありませ
ん。

• 機能パックを適用する前に、すべてのミラー整合性グループが同期されていることを確認してください。
機能パックを適用したら、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間の通信をテストし
ます。

Data Assurance に関する考慮事項：

• Data Assurance （ DA ）機能は iSCSI ではサポートされません。

データアクセスが中断しないようにするために、機能パックを適用する前にホストクラスタで DA ボリュ
ームの再マッピングや削除が必要になる場合があります。

iSCSIのData Assurance機能は、SANtricity バージョン11.40以降でサポートされます。

構成 実行する手順

デフォルトクラスタに DA ボリュームがある デフォルトクラスタ内のすべての DA ボリュームを
再マッピングします。

• DA ボリュームをホスト間で共有しない場合
は、次の手順を実行します。

i. FC ホストポートのセットごとにホストパー
ティションを作成します（作成していない
場合）。

ii. DA ボリュームを適切なホストポートに再マ
ッピングします。

• DA ボリュームをホスト間で共有する場合は、
次の手順を実行します。

i. FC ホストポートのセットごとにホストパー
ティションを作成します（作成していない
場合）。

ii. 適切なホストポートを含むホストクラスタ
を作成します。

iii. DA ボリュームを新しいホストクラスタに再
マッピングします。

この方法により、デフォルト
クラスタに残っているボリュ
ームへのボリュームアクセス
がなくなります。
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構成 実行する手順

FC のみのホストを含むホストクラスタに DA ボリ
ュームがあり、 iSCSI のみのホストを追加する必要
がある

次のいずれかの方法で、クラスタに含まれるすべて
の DA ボリュームを削除します。

このシナリオでは、 DA ボリューム
を共有することはできません。

• DA ボリュームをホスト間で共有しない場合
は、すべての DA ボリュームをクラスタ内の個
々の FC ホストに再マッピングします。

• iSCSI のみのホストを専用のホストクラスタに
分離し、 FC ホストクラスタはそのまま残しま
す（ DA ボリュームを共有）。

• iSCSI のみのホストに FC HBA を追加して、
DA ボリュームと DA が有効でないボリューム
の両方を共有できるようにします。

DA ボリュームが FC のみのホストを含むホストク
ラスタにある、または DA ボリュームが個々の FC

ホストパーティションにマッピングされている

機能パックを適用する前に必要な処理はありませ
ん。DA ボリュームはそれぞれの FC ホストにマッ
ピングされたままになります。

パーティションが定義されていません マッピングされているボリュームがないため、機能
パックを適用する前に必要な処理はありません。ホ
ストプロトコルの変換後、適切な手順に従ってホス
トパーティションを作成し、必要に応じてホストク
ラスタも作成します。

iSCSI から FC / iSCSI への変換

• ミラーリングに使用されているポートを変換する場合は、 iSCSI のまま変換しないポートにミラーリング
関係を移動する必要があります。

そうしないと、ローカルアレイの新しい FC ポートとリモートアレイの既存の iSCSI ポートでプロトコル
が一致しないため、変換後に通信リンクが停止する可能性があります。

• ミラーリングに使用されていないポートを変換する場合は、非同期ミラーリング処理には影響はありませ
ん。

機能パックを適用する前に、すべてのミラー整合性グループが同期されていることを確認してください。
機能パックを適用したら、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間の通信をテストし
ます。

FC / iSCSI から FC への変換

• すべてのホストポートを FC に変換する場合は、 FC 経由の非同期ミラーリングに最も大きい番号の FC

ポートを使用する必要があることに注意してください。

• ミラー関係に使用されているポートを変換する場合は、機能パックを適用する前に関係を非アクティブ化
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する必要があります。

* データ損失の可能性 * — ポートを FC に変換する前に iSCSI 経由の非同期ミラーリング関
係を削除しておかないと、コントローラがロックダウンされ、データが失われる可能性が
あります。

• ストレージアレイの現在のポートが iSCSI ベースボードポートと FC HIC ポートの場合は、非同期ミラー
リング処理には影響はありません。

変換の前後に最も大きい番号の FC ポートでミラーリングが実行され、 HIC ポートのラベルは図の「 * 2 *

」のままになります。機能パックを適用する前に、すべてのミラー整合性グループが同期されていること
を確認してください。機能パックを適用したら、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイ
の間の通信をテストします。

• ストレージアレイの現在のポートが FC ベースボードポートと iSCSI HIC ポートの場合は、機能パックを
適用する前に FC 経由のミラーリング関係を削除する必要があります。

機能パックを適用すると、ミラーリングサポートは最も大きい番号のベースボードホストポート（図の *

1 * ）から最も大きい番号の HIC ポート（図の * 2 * のラベル）に移行します。

変換前 変換後 必要な手順

ベースボード
ポート

HIC ポート ミラーリング
に使用するポ
ート

ベースボード
ポート

HIC ポート ミラーリング
に使用するポ
ート

iSCSI FC • （ 2 ） * FC FC • （ 2 ） * 変換前にミラ
ー整合性グル
ープを同期
し、変換後に
通信をテスト
する

FC iSCSI • （ 1 ） * FC FC • （ 2 ） * 実行前にミラ
ーリング関係
を削除し、完
了後にミラー
リングを再確
立してくださ
い
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FC / iSCSI から iSCSI への変換

• 同期ミラーリングは iSCSI ではサポートされません。

• ミラー関係に使用されているポートを変換する場合は、機能パックを適用する前にミラーリング関係を非
アクティブ化する必要があります。

* データ損失の可能性 * - ポートを iSCSI に変換する前に FC 経由のミラーリング関係を削
除しないと、コントローラがロックダウン状態になり、データが失われる可能性がありま
す。

• ミラーリングに使用されているポートを変換しない場合は、ミラーリング処理には影響はありません。

• 機能パックを適用する前に、すべてのミラー整合性グループが同期されていることを確認してください。

• 機能パックを適用したら、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間の通信をテストし
ます。

ホストプロトコルが同じ場合のミラーリング処理

ミラーリングに使用されるホストポートのプロトコルが機能パックの適用後に同じであれば、ミラーリング処
理には影響はありません。それでも、機能パックを適用する前に、すべてのミラー整合性グループが同期され
ていることを確認してください。

機能パックを適用したら、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間の通信をテストしま
す。方法については、 SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照してください。

E2800 のホストプロトコルの変更

SFP+ （光ファイバ）ホストポートを搭載した E2800 ストレージアレイを使用している
場合は、ホストポートプロトコルを Fibre Channel （ FC ）から iSCSI に、または iSCSI

から FC に変更できます。

コントローラ搭載のホストポート（ Baseboard host ports） で使用されるプロトコル、ホストインターフェイ
スカード上のホストポートで使用されるプロトコル（ HIC ports） 、またはすべてのホストポートのプロトコ
ルを変更できます。

手順 1 ：デュアルプロトコル SFP があるかどうかを確認します

SANtricity System Manager を使用して、搭載されている SFP トランシーバのタイプを確認します。これらの
SFP は FC と iSCSI の両方のプロトコルで使用できるため、デュアルプロトコル SFP または統合 SFP と呼
ばれます。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、 * サポート * を選択します。

2. [ サポートセンター * （ Support Center * ） ] タイルを選択します。

3. [ サポートリソース ] タブで、 [* ストレージアレイプロファイル * ] リンクを探して選択します。

4. テキストボックスに「 * SFP * 」と入力し、「 * 検索」をクリックします。

5. ストレージアレイプロファイルにリストされている各 SFP について、サポートされているデータ速度 *

のエントリを探します。
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6. 次の表を参照して、 SFP を再利用できるかどうかを確認します。

サポートされるデータ速度 SFP タイプ サポートされるプロトコル

16Gbps 、 10Gbps 、 4Gbps 、
4Gbps

デュアルプロトコル • * FC ： * 16Gbps 、 4Gbps

• iSCSI ：  10 Gbps

25Gbps 、 10Gbps 25Gbps 。10Gbps 、 iSCSI のみ

32Gbps 、 16Gbps 、 8Gbps 、
4Gbps

32Gbps 、 16Gbps FC のみ

◦ SFP がデュアルプロトコルの場合は、プロトコルの変更後も引き続き使用できます。

デュアルプロトコル SFP では、 1Gb の iSCSI はサポートされません。ホストポートを
iSCSI に変更する場合、デュアルプロトコル SFP でサポートされる接続されたポート
へのリンクは 10Gb のみになることに注意してください。

◦ SFP が 16Gbps で、ホストポートを iSCSI に変更する場合は、プロトコルの変更後に SFP を取り外
し、デュアルプロトコルまたは 10Gbps の SFP に交換する必要があります。必要に応じて、専用のツ
インアキシャルケーブルを使用して、 SFP で 10Gbps の iSCSI カッパーを使用することもできます。

E28xx コントローラまたは E57xx コントローラでは、 8Gbps の FC SFP はサポートさ
れません。16Gbps および 32Gbps の FC SFP のみがサポートされます。

◦ SFP が 10Gbps で、ホストポートを FC に変更する場合は、プロトコルの変更後にそれらのポートか
ら SFP を取り外し、デュアルプロトコルまたは 16Gbps の SFP に交換する必要があります。

手順 2 ：機能パックを入手する

機能パックを入手するには、コントローラシェルフのシリアル番号、 Feature Activation Code 、およびスト
レージアレイの機能有効識別子が必要です。

手順
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1. シリアル番号を確認します。

a. SANtricity システムマネージャで、メニューサポート [ サポートセンター ] を選択します。

b. Support Resources * タブを選択した状態で、 * View top storage array properties * セクションまでス
クロールします。

c. シャーシのシリアル番号 * を探し、この値をテキストファイルにコピーします。

2. 機能パックサブモデル ID * を確認します。

a. [ サポートリソース ] タブで、 [* ストレージアレイプロファイル * ] リンクを探して選択します。

b. テキストボックスに * feature pack サブモデル ID* と入力し、 * 検索 * をクリックします。

「submodel」は「sub-model」と書くこともできる。

c. 変更前の構成の機能パックサブモデル ID を確認します。
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3. 機能パックサブモデル ID を使用して、変更前の構成の対応するコントローラサブモデル ID を確認し、以
下の表から変更後の構成の Feature Activation Code を探します。次に、その Feature Activation Code を
テキストファイルにコピーします。

変更前の構成 変更後の構成 Feature

Activation

Code
（機能アクテ
ィベーション
コード）

コントローラ
サブモデル ID

ベースボード
ポート

HIC ポート コントローラ
サブモデル ID

ベースボード
ポート

HIC ポート

318 FC FC 319 FC iSCSI ZGW-4L2-

Z36IJ

320 iSCSI FC 4GZ-NL2-

Z4NRP

321 iSCSI iSCSI

TG2-7L2-

Z5485
_no HIC か光
HIC ではあり
ません _

321 iSCSI TG2-7L2-

Z5485

319 FC

iSCSI 318 FC FC 1G5 - QL2 -

Z7LFC

320 iSCSI

FC FG7-AL2-

Z82RW

321 iSCSI iSCSI 5G7-0K2-

Z0G8X

320
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変更前の構成 変更後の構成 Feature

Activation

Code
（機能アクテ
ィベーション
コード）

iSCSI FC 318 FC FC 4GP-HL2-

ZYRKP

319

FC iSCSI PGU-KL2-

Z1P7I

321 iSCSI iSCSI BGA-8K2-

ZQWM5

321 iSCSI iSCSI 318 FC FC SGH-UK2-

ZUCJG

319 FC iSCSI 1GK-EK2-

ZVSW1

320 iSCSI FC

変更前の構成 変更後の構成 Feature

Activation

Code
（機能アクテ
ィベーション
コード）

コントローラ
サブモデル ID

ベースボード
ポート

HIC ポート コントローラ
サブモデル ID

ベースボード
ポート

HIC ポート

338 FC FC 339 FC iSCSI PGC-RK2-

ZREUT

340 iSCSI FC MGF-BK2-

ZSU3Z

341 iSCSI iSCSI

NGR-1L2-

ZZ8QC
_no HIC か光
HIC ではあり
ません _

341 iSCSI NGR-1L2-

ZZ8QC

339 FC

iSCSI 338 FC FC DGT-7M2 -

ZKBMD

340 iSCSI

FC GGA - TL2 -

Z9J50

341 iSCSI iSCSI WGC - DL2 -

ZBZIB

340

iSCSI FC 338 FC FC 4GM-km2 -

ZGWS1

339

FC iSCSI PG0-4M2-

ZHDZ6

341 iSCSI iSCSI XGR-NM2-

ZJUGR
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変更前の構成 変更後の構成 Feature

Activation

Code
（機能アクテ
ィベーション
コード）

341 iSCSI iSCSI 338 FC FC 3GE-WL2-

ZCHNY

339 FC iSCSI FGH-HL2-

ZDY3R

340 iSCSI FC

この表にコントローラサブモデル ID が記載されていない場合は、にお問い合わせください
"ネットアップサポート"。

4. System Manager で、機能有効識別子を確認します。

a. メニュー「 Settings （設定）」 [ System （システム） ] に移動します。

b. 下にスクロールして * アドオン * を表示します。

c. * 機能パックの変更 * で、 * 機能有効識別子 * を探します。

d. この 32 桁の番号をコピーしてテキストファイルに貼り付けます。

5. に進みます "ネットアップライセンスのアクティブ化：ストレージアレイプレミアム機能のアクティブ化"

をクリックし、機能パックの入手に必要な情報を入力します。

◦ シャーシのシリアル番号

◦ Feature Activation Code （機能アクティベーションコード）
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◦ 機能有効識別子

プレミアム機能ライセンス認証 Web サイトには、「プレミアム機能ライセンス認証手
順」へのリンクがあります。 この手順では、この手順を使用しないでください。

6. 機能パックのキーファイルを E メールで受け取るかサイトから直接ダウンロードするかを選択します。

手順 3 ：ホスト I/O を停止します

ホストポートのプロトコルを変更する前に、ホストからの I/O 処理をすべて停止する必要があります。変更が
完了するまではストレージアレイのデータにアクセスできません。

手順

1. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、ストレージがアクセス
できないため、ホストアプリケーションがデータにアクセスできなくなる可能性がありま
す。

2. ストレージアレイでミラー関係が確立されている場合は、セカンダリストレージアレイのすべてのホスト
I/O 処理を停止します。

3. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、各コントローラの背面にある緑のキャ
ッシュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要がありま
す。
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コールアウト ホストポートのタイプ

• （ 1 ） * キャッシュアクティブ LED

4. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の操作を表示」を選択します。

5. すべての処理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。

手順 4 ：機能パックを変更する

機能パックを変更して、ベースボードホストポート、 IB HIC ポート、または両方のタイプのポートのホスト
プロトコルを変更します。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、 [MENU: Settings （メニュー：設定） ] [System] （システム）を選択
します。

2. [ * アドオン * ] で、 [ * 機能パックの変更 * ] を選択します。

3. [ * 参照 ] をクリックし、適用する機能パックを選択します。

4. フィールドに「 CHANGE 」と入力します。

5. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

機能パックの移行が開始されます。両方のコントローラが自動的に 2 回リブートし、新しい機能パックが
有効になります。リブートが完了すると、ストレージアレイは応答可能な状態に戻ります。

6. ホストポートのプロトコルが想定したプロトコルになっていることを確認します。

a. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * を選択します。

b. Show back of shelf* （シェルフの背面を表示）をクリックします。

c. コントローラ A またはコントローラ B の図を選択します

d. コンテキストメニューから * 表示設定 * （ * View settings * ）を選択します。

e. [ * ホスト・インターフェイス * ] タブを選択します。

f. [ 詳細設定を表示する *] をクリックします。

g. ベースボードポートと HIC ポート（「 'sot 1' 」というラベルが付いたポート）の詳細を確認し、各タ
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イプのポートのプロトコルが想定したプロトコルになっていることを確認します。

次の手順

に進みます "ホストプロトコル変更後の処理"。

E2800 のホストプロトコル変更後の処理

ホストポートのプロトコルを変更したあと、新しいプロトコルを使用する前に追加の手
順を実行する必要があります。

この手順は、ベースボードホストポートおよび HIC ポートの変更前と変更後のプロトコルによって異なりま
す。

FC から iSCSI への変換を完了します

すべてのホストポートを FC から iSCSI に変換した場合は、 iSCSI ネットワークを設定する必要がありま
す。

手順

1. スイッチを設定します。

iSCSI トラフィックの転送に使用するスイッチは、ベンダーの iSCSI に関する推奨事項に従って設定する
必要があります。これらの推奨事項には、設定の指示とコードの更新が含まれる場合があります。

2. SANtricity System Manager で、メニュー：ハードウェア [iSCSI ポートの設定 ] を選択します。

3. ポート設定を選択します。

iSCSI ネットワークはさまざまな方法でセットアップできます。環境に最適な構成を選択するには、ネッ
トワーク管理者に相談してください。

4. SANtricity システムマネージャでホスト定義を更新します。

ホストまたはホストクラスタを追加する手順を確認する必要がある場合は、 SANtricity

System Manager のオンラインヘルプを参照してください。

a. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

b. ポートを関連付けるホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 * をクリックします。

ホスト設定ダイアログボックスが表示されます。

c. [ ホストポート *] タブをクリックします。
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d. [ * 追加 ] をクリックし、 [ * ホスト・ポートの追加 * ] ダイアログ・ボックスを使用して、新しいホス
ト・ポート識別子をホストに関連付けます。

ホストポート識別子名の長さは、ホストインターフェイスのテクノロジによって決まります。FC のホ
ストポート識別子名は 16 文字です。iSCSI のホストポート識別子名は最大 223 文字です。ポートは
一意である必要があります。すでに設定されているポート番号は使用できません。

e. 削除 * をクリックし、 * ホストポートの削除 * ダイアログボックスを使用して、ホストポート識別子
を削除（関連付けを解除）します。

▪ Delete * オプションを使用しても、ホスト・ポートは物理的には削除されません。このオプション
を選択すると、ホストポートとホストの間の関連付けが削除されます。ホストバスアダプタまた
は iSCSI イニシエータを削除しないかぎり、ホストポートは引き続きコントローラで認識されま
す。

f. [Save] をクリックして、ホストポート識別子の設定に変更を適用します。

g. 上記の手順を繰り返して、すべてのホストポート識別子の追加と削除を行います。

5. LUN が正しく検出されるように、ホストをリブートするか再スキャンを実行します。

6. ボリュームを再マウントするか、ブロックボリュームの使用を開始します。

iSCSI から FC への変換を完了

すべてのホストポートを iSCSI から FC に変換した場合は、 FC ネットワークを設定する必要があります。

手順

1. HBA ユーティリティをインストールし、イニシエータの WWPN を確認します。

2. スイッチをゾーニングします。

スイッチをゾーニングすることで、ホストをストレージに接続し、パスの数を制限することができます。
スイッチのゾーニングはスイッチの管理インターフェイスで設定します。

3. SANtricity システムマネージャでホスト定義を更新します。
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a. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

b. ポートを関連付けるホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 * をクリックします。

ホスト設定ダイアログボックスが表示されます。

c. [ ホストポート *] タブをクリックします。

d. [ * 追加 ] をクリックし、 [ * ホスト・ポートの追加 * ] ダイアログ・ボックスを使用して、新しいホス
ト・ポート識別子をホストに関連付けます。

ホストポート識別子名の長さは、ホストインターフェイスのテクノロジによって決まります。FC のホ
ストポート識別子名は 16 文字です。iSCSI のホストポート識別子名は最大 223 文字です。ポートは
一意である必要があります。すでに設定されているポート番号は使用できません。

e. 削除 * をクリックし、 * ホストポートの削除 * ダイアログボックスを使用して、ホストポート識別子
を削除（関連付けを解除）します。

▪ Delete * オプションを使用しても、ホスト・ポートは物理的には削除されません。このオプション
を選択すると、ホストポートとホストの間の関連付けが削除されます。ホストバスアダプタまた
は iSCSI イニシエータを削除しないかぎり、ホストポートは引き続きコントローラで認識されま
す。

f. [Save] をクリックして、ホストポート識別子の設定に変更を適用します。

g. 上記の手順を繰り返して、すべてのホストポート識別子の追加と削除を行います。

4. マッピングされたストレージが正しく検出されるように、ホストをリブートするか再スキャンを実行しま
す。

5. ボリュームを再マウントするか、ブロックボリュームの使用を開始します。

FC から FC / iSCSI への変換を実行する

FC ホストポートのみを使用していた環境で、そのうちの一部のポートを iSCSI に変換した場合は、 iSCSI を
サポートするために既存の設定の変更が必要になることがあります。
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新しい iSCSI ポートを使用するには、次のいずれかのオプションを使用します。具体的な手順は、現在お
よび計画しているネットワークトポロジによって異なります。オプション 1 は、新しい iSCSI ホストをアレ
イに接続する場合です。オプション 2 は、変換したポートに接続されているホストを FC から iSCSI に変換
する場合です。

オプション 1 ： FC ホストを移動して新しい iSCSI ホストを追加する

1. FC ホストを新しい iSCSI ポートから FC のまま残すポートに移動します。

2. デュアルプロトコル SFP を使用していない場合は、 FC SFP をすべて取り外します。

3. 新しい iSCSI ホストを上記のポートに直接またはスイッチを使用して接続します。

4. 新しいホストおよびポートに対して iSCSI ネットワークを設定します。手順については、を参照してくだ
さい "Linux の簡単な設定"、 "Windows の簡単な設定"または "VMware の簡単な設定"。

オプション 2 ： FC ホストを iSCSI に変換する

1. 変換したポートに接続されている FC ホストをシャットダウンします。

2. 変換したポートの iSCSI トポロジを構成します。たとえば、スイッチを FC から iSCSI に変換します。

3. デュアルプロトコル SFP を使用していない場合は、 FC SFP を変換したポートから取り外して iSCSI

SFP またはデュアルプロトコル SFP に交換します。

4. 変換したポートの SFP にケーブルを接続し、ケーブルが正しい iSCSI スイッチまたはホストに接続され
ていることを確認します。

5. ホストの電源をオンにします。

6. を使用します "NetApp Interoperability Matrix を参照してください" iSCSI ホストを構成するためのツー
ル。

7. ホストパーティションを編集し、 iSCSI ホストポート ID を追加して FC ホストポート ID を削除します。

8. iSCSI ホストのリブート後、ボリュームを登録してオペレーティングシステムで使用できるようにするた
めの手順を各ホストで実行します。

◦ オペレーティングシステムに応じて、ストレージ管理ソフトウェアには 2 つのユーティリティ（
hot_add と SMdevices ）が含まれています。これらのユーティリティを使用してボリュームをホスト
に登録できるほか、ボリュームに該当するデバイス名を確認することもできます。

◦ オペレーティングシステムに付属の特定のツールやオプションを使用して、ボリュームを使用できる
ようにする（ドライブレターの割り当て、マウントポイントの作成など）必要がある場合がありま
す。詳細については、ホストオペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

iSCSI から FC / iSCSI への変換を完了します

iSCSI ホストポートのみを使用していた環境で、そのうちの一部のポートを FC に変換した場合は、 FC をサ
ポートするために既存の設定の変更が必要になることがあります。

新しい FC ポートを使用するには、次のいずれかのオプションを使用します。具体的な手順は、現在および計
画しているネットワークトポロジによって異なります。オプション 1 は、新しい FC ホストをアレイに接続す
る場合です。オプション 2 は、変換したポートに接続されているホストを iSCSI から FC に変換する場合で
す。
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オプション 1 ： iSCSI ホストを移動して新しい FC ホストを追加する

1. iSCSI ホストを新しい FC ポートから iSCSI のまま残すポートに移動します。

2. デュアルプロトコル SFP を使用していない場合は、 FC SFP をすべて取り外します。

3. 新しい FC ホストを上記のポートに直接またはスイッチを使用して接続します。

4. 新しいホストおよびポートに対して FC ネットワークを設定します。手順については、を参照してくださ
い "Linux の簡単な設定"、 "Windows の簡単な設定"または "VMware の簡単な設定"。

オプション 2 ： iSCSI ホストを FC に変換する

1. 変換したポートに接続されている iSCSI ホストをシャットダウンします。

2. 変換したポートに対して FC トポロジを構成します。たとえば、スイッチを iSCSI から FC に変換しま
す。

3. デュアルプロトコル SFP を使用していない場合は、 iSCSI SFP を変換したポートから取り外して FC

SFP またはデュアルプロトコル SFP に交換します。

4. 変換したポートの SFP にケーブルを接続し、ケーブルが正しい FC スイッチまたはホストに接続されてい
ることを確認します。

5. ホストの電源をオンにします。

6. を使用します "NetApp Interoperability Matrix を参照してください" FC ホストを設定するツール。

7. ホストパーティションを編集し、 FC ホストポート ID を追加して iSCSI ホストポート ID を削除します。

8. 新しい FC ホストがリブートしたら、ボリュームを登録してオペレーティングシステムで使用できるよう
にするための手順を各ホストで実行します。

◦ オペレーティングシステムに応じて、ストレージ管理ソフトウェアには 2 つのユーティリティ（
hot_add と SMdevices ）が含まれています。これらのユーティリティを使用してボリュームをホスト
に登録できるほか、ボリュームに該当するデバイス名を確認することもできます。

◦ オペレーティングシステムに付属の特定のツールやオプションを使用して、ボリュームを使用できる
ようにする（ドライブレターの割り当て、マウントポイントの作成など）必要がある場合がありま
す。詳細については、ホストオペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

FC / iSCSI から FC への変換を実行

FC ホストポートと iSCSI ホストポートを組み合わせて使用していた環境で、すべてのポートを FC に変換し
た場合は、新しい FC ポートを使用するために既存の設定の変更が必要になることがあります。

新しい FC ポートを使用するには、次のいずれかのオプションを使用します。具体的な手順は、現在および計
画しているネットワークトポロジによって異なります。オプション 1 は、新しい FC ホストをアレイに接続す
る場合です。オプション 2 は、ポート 1 およびポート 2 に接続されているホストを iSCSI から FC に変換す
る場合です。

オプション 1 ： iSCSI ホストを削除して FC ホストを追加する

1. デュアルプロトコル SFP を使用していない場合は、 iSCSI SFP をすべて取り外して FC SFP またはデュ
アルプロトコル SFP に交換します。

2. デュアルプロトコル SFP を使用していない場合は、 FC SFP をすべて取り外します。

3. 新しい FC ホストを上記のポートに直接またはスイッチを使用して接続します
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4. 新しいホストおよびポートに対して FC ネットワークを設定します。手順については、を参照してくださ
い "Linux の簡単な設定"、 "Windows の簡単な設定"または "VMware の簡単な設定"。

オプション 2 ： iSCSI ホストを FC に変換する

1. 変換したポートに接続されている iSCSI ホストをシャットダウンします。

2. これらのポートに対して FC トポロジを構成します。たとえば、ホストに接続されているスイッチを
iSCSI から FC に変換します。

3. デュアルプロトコル SFP を使用していない場合は、 iSCSI SFP をポートから取り外して FC SFP または
デュアルプロトコル SFP に交換します。

4. SFP にケーブルを接続し、ケーブルが正しい FC スイッチまたはホストに接続されていることを確認しま
す。

5. ホストの電源をオンにします。

6. を使用します "NetApp Interoperability Matrix を参照してください" FC ホストを設定するツール。

7. ホストパーティションを編集し、 FC ホストポート ID を追加して iSCSI ホストポート ID を削除します。

8. 新しい FC ホストがリブートしたら、ボリュームを登録してオペレーティングシステムで使用できるよう
にするための手順を各ホストで実行します。

◦ オペレーティングシステムに応じて、ストレージ管理ソフトウェアには 2 つのユーティリティ（
hot_add と SMdevices ）が含まれています。これらのユーティリティを使用してボリュームをホスト
に登録できるほか、ボリュームに該当するデバイス名を確認することもできます。

◦ オペレーティングシステムに付属の特定のツールやオプションを使用して、ボリュームを使用できる
ようにする（ドライブレターの割り当て、マウントポイントの作成など）必要がある場合がありま
す。詳細については、ホストオペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

FC / iSCSI から iSCSI への変換を完了します

FC ホストポートと iSCSI ホストポートを組み合わせて使用していた環境で、すべてのポートを iSCSI に変換
した場合は、新しい iSCSI ポートを使用するために既存の設定の変更が必要になることがあります。

新しい iSCSI ポートを使用するには、次のいずれかのオプションを使用します。具体的な手順は、現在およ
び計画しているネットワークトポロジによって異なります。オプション 1 は、新しい iSCSI ホストをアレイ
に接続する場合です。オプション 2 は、ホストを FC から iSCSI に変換する場合です。

オプション 1 ： FC ホストを削除して iSCSI ホストを追加する

1. デュアルプロトコル SFP を使用していない場合は、すべての FC SFP を取り外して iSCSI SFP またはデ
ュアルプロトコル SFP に交換します。

2. 新しい iSCSI ホストを上記のポートに直接またはスイッチを使用して接続します。

3. 新しいホストおよびポートに対して iSCSI ネットワークを設定します。手順については、を参照してくだ
さい "Linux の簡単な設定"、 "Windows の簡単な設定"または "VMware の簡単な設定"。

オプション 2 ： FC ホストを iSCSI に変換する

1. 変換したポートに接続されている FC ホストをシャットダウンします。

2. これらのポートに対して iSCSI トポロジを構成します。たとえば、ホストに接続されているスイッチを
FC から iSCSI に変換します。
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3. デュアルプロトコル SFP を使用していない場合は、 FC SFP をポートから取り外して iSCSI SFP または
デュアルプロトコル SFP に交換します。

4. SFP にケーブルを接続し、ケーブルが正しい iSCSI スイッチまたはホストに接続されていることを確認し
ます。

5. ホストの電源をオンにします。

6. を使用します "NetApp Interoperability Matrix を参照してください" iSCSI ホストを構成するためのツー
ル。

7. ホストパーティションを編集し、 iSCSI ホストポート ID を追加して FC ホストポート ID を削除します。

8. 新しい iSCSI ホストがリブートしたら、ボリュームを登録してオペレーティングシステムで使用できるよ
うにするための手順を各ホストで実行します。

◦ オペレーティングシステムに応じて、ストレージ管理ソフトウェアには 2 つのユーティリティ（
hot_add と SMdevices ）が含まれています。これらのユーティリティを使用してボリュームをホスト
に登録できるほか、ボリュームに該当するデバイス名を確認することもできます。

◦ オペレーティングシステムに付属の特定のツールやオプションを使用して、ボリュームを使用できる
ようにする（ドライブレターの割り当て、マウントポイントの作成など）必要がある場合がありま
す。詳細については、ホストオペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

E5700 の

E5700 ハードウェアのメンテナンス

E5700 ストレージシステムでは、次のコンポーネントのメンテナンス手順を実行できま
す。

電池

バッテリは、コントローラキャニスターに搭載されており、 AC 電源で障害が発生した場合にキャッシュデー
タを保持する役割があります。

コントローラ

コントローラは、ボード、ファームウェア、ソフトウェアで構成されます。ドライブを制御し、 System

Manager の機能を実装します。

キャニスター

キャニスターは 3 つのタイプに分類されます。電源 / ファンキャニスター（電源装置）は冗長な電源を提供
し、 12 ドライブまたは 24 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフで適切な冷却を行いま
す。電源キャニスターは、 60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフで電源の冗長性を確
保するために使用されます。 および 60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフの冷却に使
用されるファンキャニスター。

ドライブ

ドライブは、データの物理ストレージメディアとして使用される電磁的な機械デバイスです。
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ホストインターフェイスカード（ HIC ）

ホストインターフェイスカード（ HIC ）は、コントローラキャニスターにオプションで取り付けることがで
きます。E5700 コントローラには、コントローラカード自体に搭載されたホストポートとオプションの HIC

に搭載されたホストポートがあります。コントローラに搭載されたホストポートのことをベースボードホスト
ポートと呼び、HIC に搭載されたホストポートのことを HIC ポートと呼びます。

ホストポートプロトコル

互換性と通信の確立のために、ホストのプロトコルを別のプロトコルに変換することができます。

電池

E5700 バッテリの交換に関する要件

E5700 バッテリを交換する前に、要件と考慮事項を確認してください。

各コントローラキャニスターには、 AC 電源で障害が発生した場合にキャッシュデータを保持するバッテリが
搭載されています。

Recovery Guru のアラート

SANtricity System Manager の Recovery Guru から次のいずれかのステータスが報告された場合は、該当する
バッテリを交換する必要があります。

• バッテリで障害が発生しまし

• バッテリの交換が必要です

SANtricity System Manager の Recovery Guru で詳細を確認し、問題にバッテリが搭載されていること、およ
び先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

手順の概要

データを保護するために、障害が発生したバッテリはできるだけ早く交換する必要があります。

E5700 コントローラ（ E5724 、 EF570 、または E5760 ）のバッテリを交換する手順の概要は次のとおりで
す。

1. コントローラをオフラインにします（デュプレックスのみ）。

2. コントローラキャニスターを取り外します。

3. バッテリを交換します。

4. コントローラキャニスターを交換します。

5. コントローラをオンラインにします（デュプレックスのみ）。

要件

障害が発生したバッテリを交換する場合は、次の準備をしておく必要があります。

• 交換用バッテリ。
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• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。（
System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP アドレス
を指定します）。

必要に応じて、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して一部の手順を実行できます。CLI に
アクセスできない場合は、次のいずれかを実行できます。

◦ * SANtricity System Manager （バージョン 11.60 以降） * - System Manager から CLI パッケージ（
zip ファイル）をダウンロードします。[ 設定 ] 、 [ システム ] 、 [ アドオン ] 、 [ コマンドラインイン
ターフェイス ] の順に選択します。次に、 DOS C ：プロンプトなどのオペレーティングシステムプロ
ンプトから問題 CLI コマンドを実行します。

◦ * SANtricity Storage Manager/Enterprise Management Window （ EMW ）：ソフトウェアをダウンロ
ードしてインストールするには ' エクスプレス・ガイドの指示に従ってくださいEMW から CLI コマン
ドを実行するには、次のメニューを選択します： Tools [Execute Script]

E5700 バッテリを交換します

E5700 ストレージシステムの障害が発生したバッテリを交換することができます。

このタスクについて

E5700 コントローラキャニスターには、 AC 電源で障害が発生した場合にキャッシュデータを保持するバッ
テリが搭載されています。SANtricity System Manager の Recovery Guru から「バッテリで障害が発生しまし
た」または「バッテリの交換が必要です」のいずれかのステータスが報告された場合は、該当するバッテリを
交換する必要があります。

作業を開始する前に

• 使用中のボリュームがないこと、またはボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスドライバ
がインストールされていることを確認します。

• レビュー "E5700 バッテリの交換に関する要件"。

• 次のものがあることを確認します。

◦ 交換用バッテリ。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：コントローラをオフラインにする（デュプレックス）

デュプレックス構成の場合、障害が発生したバッテリを安全に取り外せるように、該当するコントローラをオ
フラインにします。オフラインに切り替えないコントローラはオンライン（最適状態）である必要がありま
す。

このタスクは、コントローラが 2 台のストレージアレイ（デュプレックス構成）でのみ実行し
ます。
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手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru で詳細を確認し、問題にバッテリが搭載されていること、
および先に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

2. Recovery Guru の詳細領域で、交換するバッテリを特定します。

3. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアでき
ます。RAID 構成データベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグ
ループとディスクプールのすべてのデータが含まれます。

◦ SANtricity システムマネージャで次の作業を行います。

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して構成データベースをバックアップすることもできます。

'ave storageArray dbmDatabase sourceLocation=onboard contentType=all file="filename";`

4. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

コントローラの取り外し時に問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシュー
ティングを行うことができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォー
マンスデータが 1 つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

5. コントローラがオフラインでない場合は、 SANtricity System Manager を使用してオフラインにします。

◦ SANtricity システムマネージャで次の作業を行います。

i. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

ii. 図にドライブが表示されている場合は、 * Show back of shelf * を選択してコントローラを表示し
ます。

iii. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。

iv. コンテキストメニューから * オフラインに切り替え * を選択し、操作を確定します。
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オフラインにするコントローラを使用して SANtricity System Manager にアクセス
している場合は、「 SANtricity System Manager を利用できません」というメッセ
ージが表示されます。別のコントローラを使用して SANtricity System Manager に
自動的にアクセスするには、 * 代替ネットワーク接続に接続する * を選択します。

◦ または、次の CLI コマンドを使用してコントローラをオフラインにすることもできます。

▪ コントローラ A ： * 'et controller [a] availability=offline

▪ コントローラ B の場合： * 'et controller [b] availability=offline

6. SANtricity System Manager でコントローラのステータスがオフラインに更新されるまで待ちます。

ステータスの更新が完了するまでは、他の処理を開始しないでください。

手順 2 ：コントローラキャニスターを取り外す

障害が発生したバッテリを取り外す前に、コントローラキャニスターを取り外す必要があります。

手順

1. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

2. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

3. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラキャニスターのホストポートで SFP+ トランシーバを使用している場合は、取り付けたまま
にしておきます。

5. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

6. カムハンドルのラッチを外れるまで押し、カムハンドルを右側に開いてコントローラキャニスターをシェ
ルフから外します。

次の図は、 E5724 のコントローラシェルフの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

E5760 コントローラシェルフの例は次のとおりです。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

7. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

E5724 コントローラシェルフでは、コントローラキャニスターを取り外すと、可動式のふたが所定の位置
に戻って、通気と冷却が維持されます。

8. 取り外し可能なカバーが上になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

9. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 3 ：障害が発生したバッテリを取り外す

コントローラキャニスターをコントローラシェルフから取り外したあと、バッテリを取り外します。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーをボタンを押し下げながらスライドして取り外します。

2. コントローラ内部（バッテリと DIMM の間）の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。

◦ （ 1 ） * _ 内部キャッシュアクティブ LED_
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◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

3. バッテリの青色のリリースラッチの位置を確認します。

4. バッテリをリリースラッチを押し下げながら引き出し、コントローラキャニスターから外します。

◦ （ 1 ） * _ バッテリリリースラッチ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

5. バッテリを持ち上げながらスライドし、コントローラキャニスターから引き出します。

6. 障害が発生したバッテリをリサイクルまたは廃棄するには、地域の該当する手順に従ってください。

国際航空運送協会（ IATA ）の規制に従い、コントローラシェルフに搭載されているものを
除き、リチウムバッテリは航空便で送らないでください。

手順 4 ：新しいバッテリを取り付ける

障害が発生したバッテリを取り外したあと、新しいバッテリを取り付けます。

手順

1. 新しいバッテリを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。
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IATA 安全規則に準拠するため、交換用バッテリは 30% 以下の充電状態（ SoC ）で出荷さ
れます。交換用バッテリに電源を再投入したあと、フル充電されて最初の学習サイクルが
完了するまでは、書き込みキャッシュが再開されないことに注意してください。

2. バッテリのスロットが手前になるようにコントローラキャニスターの向きを変えます。

3. バッテリを少し下に傾けながらコントローラキャニスターに挿入します。

バッテリ前部の金属製のフランジをコントローラキャニスター下部のスロットに挿入し、バッテリの上部
がキャニスターの左側にある小さな位置決めピンの下にくるまでスライドする必要があります。

4. バッテリラッチを上に動かしてバッテリを固定します。

カチッという音がしてラッチが固定されると、ラッチの下部がシャーシの金属製のスロットに収まりま
す。

◦ （ 1 ） * _ バッテリリリースラッチ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

5. コントローラキャニスターを裏返し、バッテリが正しく取り付けられていることを確認します。

* ハードウェアの破損の可能性 * - バッテリ前部の金属製のフランジがコントローラキャニ
スターのスロットにしっかりと挿入されている必要があります（ 1 つ目の図）。バッテリ
が正しく取り付けられていないと（ 2 つ目の図）、金属製のフランジがコントローラボー
ドに接触し、電源を投入したときにコントローラの破損の原因となる可能性があります。

◦ * 正解 * - バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットにしっかりと挿入されています。
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◦ * 不正解 * - バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットに挿入されていません：

手順 5 ：コントローラキャニスターを再度取り付ける

新しいバッテリを取り付けたら、コントローラキャニスターをコントローラシェルフに再度取り付けます。

手順

1. カチッという音がしてボタンが固定されるまでカバーを前方から後方にスライドして、コントローラキャ
ニスターにカバーを再度取り付けます。

2. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

3. カムハンドルを開いた状態でコントローラキャニスターをスライドし、コントローラシェルフに最後まで
挿入します。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _
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◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

4. カムハンドルを左側に動かして、コントローラキャニスターを所定の位置にロックします。

5. すべてのケーブルを再接続します。

手順 6 ：コントローラをオンラインにする（デュプレックス）

デュプレックス構成の場合は、コントローラをオンラインにし、サポートデータを収集して処理を再開しま
す。

このタスクは、コントローラが 2 台のストレージアレイでのみ実行します。

手順

1. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。ホストポートの数やタイプ
は、コントローラによって異なる場合があります。

もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、コントローラがオフラインになっていることを示す連続した *

OS * 、 * OL * 、 * _ blank_ * と表示されます。

◦ 黄色の警告 LED が点灯したままになります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになりま
す。

▪ （ 1 ） * _ ホストリンク LED _

▪ （ 2 ） * _Attention LED （アンバー） _

▪ （ 3 ） * _ デジタル表示ディスプレイ _

2. SANtricity System Manager を使用して、コントローラをオンラインにします。

◦ SANtricity システムマネージャで次の作業を行います。

i. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

ii. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * を選択します。

iii. オンラインに切り替えるコントローラを選択します。

iv. コンテキストメニューから * オンラインに配置 * を選択し、操作を確定します。
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コントローラがオンラインになります。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して、コントローラをオンラインにすることもできます。

▪ コントローラ A の場合： *et controller [a] availability=online;

▪ コントローラ B の場合： * 'et controller [b] availability=online ； `

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラ
シェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、バッテリとコントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必
要に応じて、コントローラキャニスターとバッテリを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用してストレージアレイのサポートデータを収集しま
す。

a. [ サポート * （ Support * ） ]>[ * サポートセンター * （ * Support Center * ） ]>[ * 診断 * （
Diagnostics * ） ] を選択

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

次の手順

これでバッテリの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

コントローラ

E5700 コントローラの交換に際しての要件

E5700 コントローラを交換する前に、要件と考慮事項を確認してください。

各コントローラキャニスターには、コントローラカード、バッテリ、およびオプションでホストインターフェ
イスカード（ HIC ）が搭載されています。

手順の概要

障害が発生したコントローラキャニスターを交換するときは、バッテリと HIC が取り付けられている場合は
元のコントローラキャニスターから取り外して、交換用コントローラキャニスターに取り付ける必要がありま
す。

コントローラキャニスターに障害が発生したかどうかは、次の 2 つの方法で確認できます。

• SANtricity System Manager の Recovery Guru で、コントローラキャニスターを交換するように指示され
ます。

• コントローラキャニスターの黄色の警告 LED が点灯して、コントローラに障害が発生したことが通知さ
れます。
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• （ 1 ） * Attention LED

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。コントローラキャニスターのホス
トポートは、この図と異なる場合があります。

• この 手順 環境 IOM12 および IOM12B ドライブシェルフを使用します。

IOM12BモジュールはSANtricity OS 11.70.2以降でのみサポートされます。IOM12Bをインスト
ールまたはアップグレードする前に、コントローラのファームウェアが更新されていることを
確認してください。

この手順 は、シェルフの IOM のホットスワップや交換に使用されます。つまり、 IOM12 モジ
ュールを別の IOM12 モジュールに交換するか、 IOM12B モジュールを別の IOM12B モジュー
ルに交換しなければなりません。（シェルフに IOM12 モジュールを 2 台搭載することも、
IOM12B モジュールを 2 つ使用することもできます）

障害が発生したコントローラの交換に際しての要件

コントローラを交換する前に、次の作業を完了しておく必要があります。

• 交換するコントローラキャニスターと同じパーツ番号の交換用コントローラキャニスター。

交換用コントローラには 16GB のメモリがあらかじめ取り付けられています。コントローラで
64GB の構成が必要な場合は、交換用コントローラを取り付ける前に、付属のアップグレード
キットを使用してください。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

• No.1 プラスドライバ。
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• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。（
System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP アドレス
を指定します）。

必要に応じて、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用して一部の手順を実行できます。CLI に
アクセスできない場合は、次のいずれかを実行できます。

◦ * SANtricity System Manager （バージョン 11.60 以降） * - System Manager から CLI パッケージ（
zip ファイル）をダウンロードします。[ 設定 ] 、 [ システム ] 、 [ アドオン ] 、 [ コマンドラインイン
ターフェイス ] の順に選択します。次に、 DOS C ：プロンプトなどのオペレーティングシステムプロ
ンプトから問題 CLI コマンドを実行します。

◦ * SANtricity Storage Manager/Enterprise Management Window （ EMW ）：ソフトウェアをダウンロ
ードしてインストールするには ' エクスプレス・ガイドの指示に従ってくださいEMW から CLI コマン
ドを実行するには、次のメニューを選択します： Tools [Execute Script]

デュプレックス構成の要件

コントローラシェルフにコントローラを 2 台搭載したデュプレックス構成の場合は、次の条件を満たしてい
れば、ストレージアレイの電源をオンにした状態でホスト I/O 処理を継続したままコントローラキャニスター
を交換できます。

• シェルフのもう一方のコントローラキャニスターのステータスが「最適」である。

• SANtricity System Manager の Recovery Guru の詳細領域の「 * 削除してもよろしいですか？」というメ
ッセージが表示され、このコンポーネントを削除しても安全であることを示します。

デュプレックス構成でのコントローラの交換

デュプレックス（コントローラが 2 台）構成の次のコントローラシェルフのコントロー
ラキャニスターを交換することができます。

• E5724 コントローラシェルフ

• E5760 コントローラシェルフ

このタスクについて

各コントローラキャニスターには、コントローラカード、バッテリ、およびオプションでホストインターフェ
イスカード（ HIC ）が搭載されています。コントローラキャニスターを交換するときは、元のコントローラ
キャニスターからバッテリと HIC が取り付けられている場合はそれらを取り外して、交換用コントローラキ
ャニスターに取り付ける必要があります。

このタスクは、コントローラを 2 台搭載したストレージアレイ（デュプレックス構成）でのみ
実行します。

作業を開始する前に

次のものがあることを確認します。

• 交換するコントローラキャニスターと同じパーツ番号の交換用コントローラキャニスター。（部品番号を
確認するには、手順 1 を参照してください）。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。
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• No.1 プラスドライバ。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。（
System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP アドレス
を指定します）。

手順 1 ：コントローラを交換する準備（デュプレックス）

コントローラキャニスターを交換する準備として、交換用コントローラキャニスターの FRU パーツ番号が正
しいことを確認し、構成をバックアップし、サポートデータを収集します。コントローラがオンラインの場合
はオフラインにする必要があります。

手順

1. 新しいコントローラキャニスターを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

梱包材は、障害が発生したコントローラキャニスターを発送するときのために保管しておいてください。

交換用コントローラには 16GB のメモリがあらかじめ取り付けられています。コントロー
ラで 64GB の構成が必要な場合は、交換用コントローラを取り付ける前に、付属のアップ
グレードキットを使用してください。

2. コントローラキャニスターの背面にある MAC アドレスと FRU パーツ番号のラベルを確認します。

*(1) *MAC アドレス : 管理ポート 1 の MAC アドレス ("P1") 。元のコントローラの IP アドレスが DHCP

を使用して取得したアドレスである場合は、新しいコントローラに接続する際にこのアドレスが必要にな
ります。

◦ （ 2 ） * _FRU パーツ番号： _ この番号は、現在取り付けられているコントローラの交換パーツ番号
と一致している必要があります。

3. SANtricity System Manager で、交換するコントローラキャニスターの交換パーツ番号を確認します。
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コントローラに障害が発生しているため交換が必要な場合は、 Recovery Guru の詳細領域に交換パーツ
番号が表示されます。この番号を手動で確認する必要がある場合は、次の手順を実行します。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. コントローラアイコンが付いたコントローラシェルフを探します 。

c. コントローラアイコンをクリックします。

d. コントローラを選択し、 * 次へ * をクリックします。

e. [*Base] タブで、コントローラの交換パーツ番号 * をメモします。

4. 障害が発生したコントローラの交換パーツ番号が交換用コントローラの FRU パーツ番号と同じであるこ
とを確認します。

* データアクセスが失われる可能性 * — 2 つのパーツ番号が同じでない場合は、この手順を
試みないでください。また、障害が発生したコントローラキャニスターにホストインター
フェイスカード（ HIC ）が搭載されている場合は、新しいコントローラキャニスターにそ
の HIC を取り付ける必要があります。コントローラや HIC が一致していないと、新しいコ
ントローラをオンラインにしたときにロックダウン状態になります。

5. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアでき
ます。RAID 構成データベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグ
ループとディスクプールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して構成データベースをバックアップすることもできます。

'ave storageArray dbmDatabase sourceLocation=onboard contentType=all file="filename";`

6. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

コントローラの取り外し時に問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシュー
ティングを行うことができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォー
マンスデータが 1 つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。
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7. コントローラがオフラインでない場合は、 SANtricity System Manager を使用してオフラインにします。

◦ SANtricity システムマネージャで次の作業を行います。

i. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

ii. 図にドライブが表示されている場合は、 * Show back of shelf * を選択してコントローラを表示し
ます。

iii. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。

iv. コンテキストメニューから * オフラインに切り替え * を選択し、操作を確定します。

オフラインにするコントローラを使用して SANtricity System Manager にアクセス
している場合は、「 SANtricity System Manager を利用できません」というメッセ
ージが表示されます。別のコントローラを使用して SANtricity System Manager に
自動的にアクセスするには、 * 代替ネットワーク接続に接続する * を選択します。

◦ または、次の CLI コマンドを使用してコントローラをオフラインにすることもできます。

▪ コントローラ A ： * 'et controller [a] availability=offline

▪ コントローラ B の場合： * 'et controller [b] availability=offline

8. SANtricity System Manager でコントローラのステータスがオフラインに更新されるまで待ちます。

ステータスの更新が完了するまでは、他の処理を開始しないでください。

9. Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、「詳細」領域の「 * 削除してもよろしいですか * 」フィールド
に「はい」と表示されていることを確認します。これは、このコンポーネントを削除しても安全であるこ
とを示します。

手順 2 ：コントローラキャニスターを取り外す（デュプレックス）

新しいコントローラキャニスターに交換するために、障害が発生したキャニスターを取り外します。

手順

1. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

2. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

3. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

4. コントローラキャニスターの HIC で SFP+ トランシーバを使用している場合は、 SFP を取り外します。

障害が発生したコントローラキャニスターから HIC を取り外す必要があるため、 HIC ポートから SFP を
すべて取り外す必要があります。ただし、ベースボードホストポートに取り付けられた SFP は残してお
いてかまいません。それらの SFP は、ケーブルを再接続するときに新しいコントローラキャニスターに
移すことができます。

5. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

6. カムハンドルのラッチを外れるまで押し、カムハンドルを右側に開いてコントローラキャニスターをシェ
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ルフから外します。

次の図は、 E5724 のコントローラシェルフの例です。

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

E5760 コントローラシェルフの例は次のとおりです。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

7. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

E5724 コントローラシェルフでは、コントローラキャニスターを取り外すと、可動式のふたが所定の位置
に戻って、通気と冷却が維持されます。

8. 取り外し可能なカバーが上になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

9. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 3 ：バッテリを取り外す（デュプレックス）

新しいコントローラを取り付けられるように、バッテリを取り外します。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーをボタンを押し下げながらスライドして取り外します。

2. コントローラ内部（バッテリと DIMM の間）の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。
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◦ （ 1 ） * _ 内部キャッシュアクティブ LED_

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

3. バッテリの青色のリリースラッチの位置を確認します。

4. バッテリをリリースラッチを押し下げながら引き出し、コントローラキャニスターから外します。
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◦ （ 1 ） * _ バッテリリリースラッチ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

5. バッテリを持ち上げながらスライドし、コントローラキャニスターから引き出します。

手順 4 ：ホストインターフェイスカードを取り外す（デュプレックス）

コントローラキャニスターにホストインターフェイスカード（ HIC ）が搭載されている場合は、新しいコン
トローラキャニスターで再利用できるように元のコントローラキャニスターから HIC を取り外します。

手順

1. コントローラキャニスターに HIC カバーを固定しているネジを No.1 プラスドライバを使用して外しま
す。

ネジは 4 本あります。 1 本は上部に、もう 1 本は側面に、 2 本は前面にあります。
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2. HIC カバーを取り外します。

3. コントローラカードに HIC を固定している 3 本の取り付けネジを手またはプラスドライバで緩めます。

4. HIC を持ち上げながら後方にスライドし、コントローラカードから慎重に外します。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしない
ように注意してください。
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◦ （ 1 ） * _ ホストインターフェイスカード（ HIC ） _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

5. HIC を静電気防止処置を施した場所に置きます。

手順 5 ：バッテリを取り付ける（デュプレックス）

交換用コントローラキャニスターにバッテリを取り付けます。元のコントローラキャニスターから取り外した
バッテリを取り付けるか、新しいバッテリを注文して取り付けることができます。

手順

1. 取り外し可能なカバーが上になるように交換用コントローラキャニスターを裏返します。

2. カバーのボタンを押し下げながらスライドし、カバーを取り外します。

3. バッテリのスロットが手前になるようにコントローラキャニスターの向きを変えます。

4. バッテリを少し下に傾けながらコントローラキャニスターに挿入します。

バッテリ前部の金属製のフランジをコントローラキャニスター下部のスロットに挿入し、バッテリの上部
がキャニスターの左側にある小さな位置決めピンの下にくるまでスライドする必要があります。

5. バッテリラッチを上に動かしてバッテリを固定します。

カチッという音がしてラッチが固定されると、ラッチの下部がシャーシの金属製のスロットに収まりま
す。
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◦ （ 1 ） * _ バッテリリリースラッチ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

6. コントローラキャニスターを裏返し、バッテリが正しく取り付けられていることを確認します。

* ハードウェアの破損の可能性 * - バッテリ前部の金属製のフランジがコントローラキャニ
スターのスロットにしっかりと挿入されている必要があります（ 1 つ目の図）。バッテリ
が正しく取り付けられていないと（ 2 つ目の図）、金属製のフランジがコントローラボー
ドに接触し、電源を投入したときにコントローラの破損の原因となる可能性があります。

◦ * 正解 * - バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットにしっかりと挿入されています。

◦ * 不正解 * - バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットに挿入されていません：
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手順 6 ：ホストインターフェイスカードを取り付ける（デュプレックス）

元のコントローラキャニスターから HIC を取り外した場合、その HIC を新しいコントローラキャニスターに
取り付ける必要があります。

手順

1. 交換用コントローラキャニスターにブランクカバーを固定している 4 本のネジを No.1 プラスドライバを
使用して外し、カバーを取り外します。

2. HIC の 3 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、 HIC の底面のコネクタをコントロー
ラカードの HIC インターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意して
ください。

3. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

* 機器の破損の可能性 * — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色のリボ
ンコネクタをはさまないように十分に注意してください。
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◦ （ 1 ） * _ ホストインターフェイスカード（ HIC ） _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

4. HIC の取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

5. 元のコントローラキャニスターから取り外した HIC カバーを新しいコントローラキャニスターに取り付
け、 No.1 プラスドライバを使用して 4 本のネジで固定します。
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手順 7 ：新しいコントローラキャニスターを取り付ける（デュプレックス）

バッテリを取り付け、もともと取り付けられていた場合はホストインターフェイスカード（ HIC ）も取り付
けると、新しいコントローラキャニスターをコントローラシェルフに取り付けることができるようになりま
す。

手順

1. カチッという音がしてボタンが固定されるまでカバーを前方から後方にスライドして、コントローラキャ
ニスターにカバーを再度取り付けます。

2. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

3. カムハンドルを開いた状態でコントローラキャニスターをスライドし、コントローラシェルフに最後まで
挿入します。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _
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◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

4. カムハンドルを左側に動かして、コントローラキャニスターを所定の位置にロックします。

5. 元のコントローラから取り外した SFP を新しいコントローラのホストポートに取り付け、すべてのケー
ブルを再接続します。

ホストプロトコルを複数使用している場合は、 SFP を取り付けるホストポートを間違えないように注意
してください。

6. 元のコントローラの IP アドレスが DHCP を使用して取得したアドレスである場合は、交換用コントロー
ラの背面のラベルに記載された MAC アドレスを確認します。取り外したコントローラの DNS / ネットワ
ークおよび IP アドレスを交換用コントローラの MAC アドレスと関連付けるよう、ネットワーク管理者に
依頼します。

元のコントローラの IP アドレスが DHCP を使用して取得したアドレスでなければ、取り外
したコントローラの IP アドレスが新しいコントローラで使用されます。

手順 8 ：コントローラの交換後の処理（デュプレックス）

コントローラをオンラインにし、サポートデータを収集し、運用を再開します。

手順

1. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、コントローラがオフラインになっていることを示す連続した *

OS * 、 * OL * 、 * _ blank_ * と表示されます。

◦ 黄色の警告 LED が点灯した状態になります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになりま
す。

▪ （ 1 ） * _ ホストリンク LED _

▪ （ 2 ） * _Attention LED （アンバー） _

▪ （ 3 ） * _ デジタル表示ディスプレイ _

2. デジタル表示ディスプレイで、コントローラがオンラインに戻るときのコードを確認します。次のいずれ
かの順にディスプレイの表示が切り替わる場合は、すぐにコントローラを取り外します。
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◦ * OE * 、 * L0 * 、 * _ 消灯 _ * （コントローラの不一致）

◦ * OE * 、 * L6 * 、 * _ BLANK_* （サポート対象外の HIC ）

* データアクセスが失われる可能性 * - 取り付けたコントローラでこれらのいずれかの
コードが表示される場合、もう一方のコントローラが何らかの理由でリセットされる
と、 2 台目のコントローラもロックダウン状態になる可能性があります。

3. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラ
シェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、コントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に応じ
て、コントローラキャニスターを取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. 必要に応じて、すべてのボリュームを再配置して優先所有者に戻します。

a. 選択メニュー： Storage [Volumes]

b. メニューを選択します。 More [redistribute volumes （ボリュームの再配置） ]

5. [ メニュー ] 、 [ ハードウェア ] 、 [ サポート ] 、 [ アップグレードセンター ] の順にクリックして、
SANtricity OS ソフトウェア（コントローラファームウェア）の最新バージョンがインストールされている
ことを確認します。

必要に応じて、最新バージョンをインストールします。

6. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用してストレージアレイのサポートデータを収集しま
す。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

次の手順

これでコントローラの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

キャニスター

E5700 キャニスターの交換に際しての要件

E5700 キャニスターを交換する前に、要件と考慮事項を確認してください。

キャニスターは 3 つのタイプに分類されます。電源 / ファンキャニスター（電源装置）は冗長な電源を提供
し、 12 ドライブまたは 24 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフで適切な冷却を行いま
す。電源キャニスターは、 60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフで電源の冗長性を確
保するために使用されます。 および 60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフの冷却に使
用されるファンキャニスター。

669



電源装置

電源装置の交換用手順 は IOM の交換に適用されます。IOM を交換するには、電源装置交換用
手順 を実行します。

24 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、ファン一体型の電源装置が 2 台ずつ搭載
されています。これらは、 SANtricity System Manager では _ 電源 / ファンキャニスターと呼ばれます。電源
/ ファンキャニスターで障害が発生した場合は、シェルフの電源の冗長性を維持し、冷却が適切に行われるよ
うに、できるだけ早く交換する必要があります。

電源装置のシェルフタイプ

次のシェルフに搭載された電源装置を交換することができます。

• E5724 コントローラシェルフ

• DE224C ドライブシェルフ

次の図は、電源装置（電源 / ファンキャニスター）を 2 台搭載した E5724 コントローラシェルフの例を示し
たものです。DE224C ドライブシェルフも同様ですが、コントローラキャニスターの代わりに I/O モジュール
（ IOM ）が搭載されています。

• （ 1 ） * _ コントローラキャニスターの下に電源装置（電源 / ファンキャニスター）を 2 台搭載したコン
トローラシェルフ。 _

電源装置の交換  トピックでは、 E5700 または E2800 コントローラシェルフに接続された DE1600 または
DE5600 ドライブトレイの電源 / ファンキャニスターで障害が発生した場合の交換方法については説明してい
ません。これらのドライブトレイモデルの手順については、を参照してください "DE1600 のドライブトレイ
または DE5600 ドライブトレイの電源 / ファンキャニスターを交換します"。

電源装置の交換に際しての要件

電源装置を交換するときは、次の要件に注意してください。

• コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用電源装置（電源 / ファンキャニ
スター）を用意しておく必要があります。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておく必要があります。
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• 電源装置（電源 / ファンキャニスター）は、次の条件を満たしていれば、ストレージアレイの電源をオン
にした状態でホスト I/O 処理を継続したまま交換できます。

◦ シェルフのもう一方の電源装置（電源 / ファンキャニスター）のステータスが「最適」である。

◦ SANtricity System Manager の Recovery Guru の詳細領域の「 * 削除してもよろしいですか？」とい
うメッセージが表示され、このコンポーネントを削除しても安全であることを示します。

シェルフのもう一方の電源装置（電源 / ファンキャニスター）のステータスが「最適」
でない場合や、 Recovery Guru で電源 / ファンキャニスターを取り外すことができない
ことが示された場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

電源キャニスター

60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、冗長性を確保するために電源キャニスタ
ーが 2 つずつ搭載されています。

電源キャニスターのシェルフタイプ

次のシェルフに搭載された電源キャニスターを交換することができます。

• E5760 コントローラシェルフ

• DE460C ドライブシェルフ

「電源キャニスターの交換」のトピックでは、コントローラシェルフに接続された DE6600 ドライブトレイ
の電源キャニスターで障害が発生した場合の交換方法については説明していません。

次の図は、電源キャニスターを 2 台搭載した DE460C ドライブシェルフの背面を示したものです。

電源キャニスターを次の図に示します。
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電源キャニスターの交換に際しての要件

電源キャニスターを交換するときは、次の要件に注意してください。

• コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用電源キャニスターを用意してお
きます。

• 一方の電源キャニスターが取り付けられて稼働していることを確認します。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• 電源キャニスターは、次の条件を満たしていれば、ストレージアレイの電源をオンにした状態でホスト
I/O 処理を継続したまま交換できます。

• シェルフのもう一方の電源キャニスターのステータスが「最適」である。

手順の実行中は、機器の過熱を防ぐために、もう一方の電源キャニスターから両方のファ
ンに電力が供給されます。

• SANtricity System Manager の Recovery Guru の詳細領域の「 * 削除してもよろしいですか？」というメ
ッセージが表示され、このコンポーネントを削除しても安全であることを示します。

シェルフのもう一方の電源キャニスターのステータスが「最適」でない場合や、 Recovery

Guru に電源キャニスターを取り外すのが適切でないことが示された場合は、テクニカルサ
ポートにお問い合わせください。

ファンキャニスター

60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、ファンキャニスターが 2 つずつ搭載され
ています。

ファンキャニスターのシェルフタイプ

次のシェルフに搭載されたファンキャニスターを交換することができます。

• E5760 コントローラシェルフ

• DE460C ドライブシェルフ

「ファンキャニスターの交換」のトピックでは、コントローラシェルフに接続された DE6600 ドライブトレ
イのファンキャニスターで障害が発生した場合の交換方法については説明していません。

ファンキャニスターを次の図に示します。
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次の図は、ファンキャニスターを 2 台搭載した DE460C シェルフの背面を示したものです。

* 機器の破損の可能手順性 * - 電源をオンにした状態でファンキャニスターを交換する場合は、
機器の過熱を防ぐために 30 分以内に完了する必要があります。

ファンキャニスターの交換に際しての要件

ファンキャニスターを交換するときは、次の要件に注意してください。

• コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用ファンキャニスター（ファン）
を用意しておきます。

• 一方のファンキャニスターが取り付けられて稼働していることを確認します。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• この手順を電源をオンにした状態で実行する場合は、機器の過熱を防ぐために 30 分以内に完了する必要
があります。
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• ファンキャニスターは、次の条件を満たしていれば、ストレージアレイの電源をオンにした状態でホスト
I/O 処理を継続したまま交換できます。

◦ シェルフのもう一方のファンキャニスターのステータスが「最適」である。

◦ SANtricity System Manager の Recovery Guru の詳細領域の「 * 削除してもよろしいですか？」とい
うメッセージが表示され、このコンポーネントを削除しても安全であることを示します。

シェルフのもう一方のファンキャニスターのステータスが「最適」でない場合や、
Recovery Guru にファンキャニスターを取り外すことができないことが示された場合
は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

E5700 電源装置の交換（ 24 ドライブ）

E5700 アレイの電源装置を 24 ドライブシェルフに交換することができます。シェルフ
のタイプは次のとおりです。

• E5724 コントローラシェルフ

• DE224C ドライブシェルフ

このタスクについて

24 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、ファン一体型の電源装置が 2 台ずつ搭載
されています。これらは、 SANtricity System Manager では _ 電源 / ファンキャニスターと呼ばれます。電源
/ ファンキャニスターで障害が発生した場合は、シェルフの電源の冗長性を維持し、冷却が適切に行われるよ
うに、できるだけ早く交換する必要があります。

電源装置は、ストレージアレイの電源をオンにした状態でホスト I/O 処理を継続したまま交換できます。 シ
ェルフの 2 つ目の電源装置のステータスが「最適」で、 SANtricity System Manager の Recovery Guru の「
詳細」領域の「 * 削除する」フィールドに「 * はい」と表示されているかぎり。

作業を開始する前に

• レビュー "E5700 キャニスターの交換に際しての要件"。

• Recovery Guru の詳細で、電源装置を搭載した問題があることを確認します。Recovery Guru で「 * 再確
認」を選択し、最初に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

• 電源装置の黄色の警告 LED が点灯していることを確認します。電源装置または一体型ファンで障害が発
生した場合に点灯します。シェルフの両方の電源装置で黄色の警告 LED が点灯している場合は、テクニ
カルサポートに連絡してください。

• 次のものがあることを確認します。

◦ コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用電源装置。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：電源装置を交換する準備をします

24 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフの電源装置を交換する準備をします。
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手順

1. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行うこ
とができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォーマンスデータが 1

つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

2. SANtricity System Manager で、障害が発生した電源装置を特定します。この情報は、 Recovery Guru の
詳細領域に表示されるか、シェルフについて表示される情報を確認できます。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 電源を確認します  ファンもあります  [Shelf-] ドロップダウン・リストの右側にあるアイコン
を使用して、電源装置に障害が発生したシェルフを特定できます。

コンポーネントで障害が発生した場合、一方または両方のアイコンが赤色で表示されます。

c. 赤いアイコンが表示されたシェルフが見つかったら、 * シェルフの背面を表示 * を選択します。

d. いずれかの電源装置を選択します。

e. 電源装置 * タブと * ファン * タブで、電源 / ファンキャニスター、電源装置、およびファンのステータ
スを確認して、交換する必要がある電源装置を特定します。

ステータスが * Failed * のコンポーネントは交換する必要があります。

シェルフのもう一方の電源装置のステータスが「最適」でない場合は、障害が発生した電
源装置のホットスワップを行わないでください。この場合は、テクニカルサポートにお問
い合わせください。

3. ストレージアレイの背面から、警告 LED を確認して、取り外す必要がある電源装置を特定します。

交換する必要があるのは、警告 LED が点灯している電源装置です。

◦

電源 LED の場合  は * 緑色に点灯 * 、電源装置は正常に機能しています。消灯している場合は、
電源装置に障害が発生しているか、 AC スイッチがオフになっているか、 AC 電源コードが正しく取
り付けられていないか、 AC 電源コードの入力電圧が範囲内にない（ AC 電源コードの供給側に問題
がある）かのいずれかの状態になっています。
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警告 LED が点灯している場合  は * オレンジに点灯 * 、電源装置または内蔵ファンに障害がありま
す。

手順 2 ：障害が発生した電源装置を取り外す

新しい電源装置に交換できるように、障害が発生した電源装置を取り外します。

手順

1. 新しい電源装置を開封し、ドライブシェルフの近くの平らな場所に置きます。

梱包材は、障害が発生した電源装置を返送するときのためにすべて保管しておいてください。

2. 電源装置をオフにし、電源ケーブルを外します。

a. 電源装置の電源スイッチをオフにします。

b. 電源コード固定クリップを開き、電源装置から電源コードを抜きます。

c. 電源から電源コードを抜きます。

3. 電源装置のカムハンドルのラッチを押し、カムハンドルを最大まで開いて電源装置をミッドプレーンから
外します。

4. カムハンドルをつかみ、電源装置をスライドしてシステムから引き出します。

電源装置を取り外すときは、重量があるので必ず両手で支えながら作業してください。

電源装置を取り外すと、可動式のふたが所定の位置に戻って、通気と冷却が維持されます。
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手順 3 ：新しい電源装置を取り付ける

障害が発生した電源装置の代わりに、新しい電源装置を取り付けます。

手順

1. 新しい電源装置のオン / オフスイッチが * オフ * の位置になっていることを確認します。

2. 両手で支えながら電源装置の端をシステムシャーシの開口部に合わせ、カムハンドルを使用して電源装置
をシャーシにそっと押し込みます。

電源装置にはキーが付いており、一方向のみ取り付けることができます。

電源装置をスライドしてシステムに挿入する際に力を入れすぎないように注意してくださ
い。コネクタが破損することがあります。

3. カムハンドルを閉じます。ラッチがカチッという音を立ててロックされ、電源装置が完全に収まります。

4. 電源装置のケーブルを再接続します。

a. 電源装置と電源に電源コードを再接続します。

b. 電源コード固定クリップを使用して電源コードを電源装置に固定します。

5. 新しい電源 / ファンキャニスターの電源をオンにします。

手順 4 ：電源装置の交換後の処理

新しい電源装置が正しく動作していることを確認し、サポートデータを収集して、通常の動作を再開します。

手順

1. 新しい電源装置で、緑の電源 LED が点灯し、黄色の警告 LED が消灯していることを確認します。

2. SANtricity システムマネージャの Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、問題が解決されたことを確認
します。

3. 障害が発生した電源装置がまだ報告される場合は、の手順を繰り返します 手順 2 ：障害が発生した電源
装置を取り外す およびインチ 手順 3 ：新しい電源装置を取り付ける。問題が解決しない場合は、テクニ
カルサポートにお問い合わせください。

4. 静電気防止用の保護を外します。

5. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

6. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

次の手順

これで電源装置の交換は完了です。通常の運用を再開することができます。
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E5700 電源キャニスターの交換（ 60 ドライブ）

E5700 アレイの電源装置を 60 ドライブシェルフに交換するには、次のタイプのシェル
フを使用します。

• E5760 コントローラシェルフ

• DE460C ドライブシェルフ

このタスクについて

60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、冗長性を確保するために電源キャニスタ
ーが 2 つずつ搭載されています。電源キャニスターで障害が発生した場合は、シェルフの電源の冗長性を維
持するために、できるだけ早く交換する必要があります。

電源キャニスターは、ストレージアレイの電源をオンにした状態でホスト I/O 処理を継続したまま交換できま
す。 シェルフの 2 つ目の電源キャニスターのステータスが「最適」で、 SANtricity System Manager の
Recovery Guru の「詳細」領域の「 * 取り外し可」フィールドに「 * はい」と表示されているかぎり。

このタスクの実行中は、機器の過熱を防ぐために、もう一方の電源キャニスターから両方のファンに電力が供
給されます。

作業を開始する前に

• レビュー "E5700 キャニスターの交換に際しての要件"。

• Recovery Guru の詳細で、バッテリを搭載した問題が存在すること、および先に対処する必要がある項目
がほかにないことを確認します。

• 電源キャニスターの黄色の警告 LED が点灯していることを確認します。キャニスターで障害が発生した
場合に点灯します。シェルフの両方の電源キャニスターで黄色の警告 LED が点灯している場合は、テク
ニカルサポートに連絡してください。

• 次のものがあることを確認します。

◦ 一方の電源キャニスターが取り付けられて稼働しています。

◦ コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用電源キャニスター。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：電源キャニスターを交換する準備をします

60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフの電源キャニスターを交換する準備をします。

手順

1. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行うこ
とができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォーマンスデータが 1

つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。
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b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

2. SANtricity System Manager で、障害が発生した電源キャニスターを特定します。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 電源を確認します  「 * Shelf * 」ドロップダウン・リストの右側にあるアイコンをクリックして、
電源キャニスターに障害が発生したシェルフを特定します。

コンポーネントで障害が発生している場合、このアイコンは赤色で表示されます。

c. 赤いアイコンが表示されたシェルフが見つかったら、 * シェルフの背面を表示 * を選択します。

d. いずれかの電源キャニスターまたは赤色の電源アイコンを選択します。

e. 電源装置 * タブで、電源キャニスターのステータスを確認して、交換する必要がある電源キャニスタ
ーを特定します。

ステータスが * Failed * のコンポーネントは交換する必要があります。

シェルフのもう一方の電源キャニスターのステータスが「最適」でない場合は、障害が
発生した電源キャニスターのホットスワップを行わないでください。この場合は、テク
ニカルサポートにお問い合わせください。

障害が発生した電源キャニスターに関する情報は、 Recovery Guru の詳細領域で確認する
ことも、シェルフに対して表示される情報を確認することもできます。また、サポートの
イベントログでコンポーネントタイプ別にフィルタリングすることもできます。

3. ストレージアレイの背面から、警告 LED を確認して、取り外す必要がある電源キャニスターを特定しま
す。

交換する必要があるのは、警告 LED が点灯している電源キャニスターです。

◦ （ 1 ） * _ 電源 LED _ 。緑色で点灯している場合は、電源キャニスターが正常に機能しています。消
灯 * の場合、電源キャニスターで障害が発生しているか、 AC スイッチがオフになっているか、 AC

電源コードが正しく取り付けられていないか、 AC 電源コードの入力電圧が範囲内にない（ AC 電源
コードの供給側に問題がある）かのいずれかの状態になっています。
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◦ （ 2 ） * Attention LED 。黄色で点灯 * 、電源キャニスターで障害が発生しているか、この電源キャニ
スターへの入力電力はないのにもう一方の電源キャニスターが動作している場合。

手順 2 ：障害が発生した電源キャニスターを取り外す

新しい電源キャニスターに交換できるように、障害が発生した電源キャニスターを取り外します。

手順

1. 静電気防止処置を施します。

2. 新しい電源キャニスターを開封し、シェルフの近くの平らな場所に置きます。

梱包材は、障害が発生した電源キャニスターを返送するときのためにすべて保管しておいてください。

3. 取り外す必要がある電源キャニスターの電源スイッチをオフにします。

4. 取り外す必要がある電源キャニスターの電源コード固定クリップを開き、電源キャニスターから電源コー
ドを抜きます。

5. 電源キャニスターのカムハンドルのオレンジラッチを押し、カムハンドルを最大まで開いて電源キャニス
ターをミッドプレーンから外します。

6. カムハンドルをつかみ、電源キャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。

電源キャニスターを取り外すときは、重量があるので必ず両手で支えながら作業してくだ
さい。

手順 3 ：新しい電源キャニスターを取り付ける

障害が発生した電源キャニスターの代わりに、新しい電源キャニスターを取り付けます。

手順

1. 新しい電源キャニスターのオン / オフスイッチがオフになっていることを確認します。

2. 両手で支えながら電源キャニスターの端をシステムシャーシの開口部に合わせ、電源キャニスターが所定
の位置に固定されるまでカムハンドルを使用してシャーシにそっと押し込みます。

電源キャニスターをスライドしてシステムに挿入する際に力を入れすぎないように注意し
てください。コネクタが破損することがあります。

3. カムハンドルを閉じます。ラッチがカチッという音を立ててロックされ、電源キャニスターが完全に収ま
ります。

4. 電源キャニスターに電源コードを再接続し、電源コード固定クリップを使用して電源キャニスターに固定
します。

5. 新しい電源キャニスターの電源をオンにします。

手順 4 ：電源キャニスターの交換後の処理

新しい電源キャニスターが正しく動作していることを確認し、サポートデータを収集して、通常の動作を再開
します。

手順
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1. 新しい電源キャニスターで、緑の電源 LED が点灯し、黄色の警告 LED が消灯していることを確認しま
す。

2. SANtricity システムマネージャの Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、問題が解決されたことを確認
します。

3. 障害が発生した電源キャニスターがまだ報告される場合は、の手順を繰り返します 手順 2 ：障害が発生
した電源キャニスターを取り外す およびインチ 手順 3 ：新しい電源キャニスターを取り付ける。問題が
解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. 静電気防止用の保護を外します。

5. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行うこ
とができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォーマンスデータが 1

つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

6. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

次の手順

これで電源キャニスターの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

E5700 ファンキャニスターの交換（ 60 ドライブ）

E5700 アレイのファンキャニスターは、次のタイプのシェルフを含む 60 ドライブシェ
ルフと交換することができます。

• E5760 コントローラシェルフ

• DE460C ドライブシェルフ

このタスクについて

60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフには、ファンキャニスターが 2 つずつ搭載され
ています。ファンキャニスターで障害が発生した場合は、シェルフの冷却が適切に行われるように、できるだ
け早く交換する必要があります。

* 機器の破損の可能性 * - この手順の電源をオンにした場合は、機器の過熱を防ぐために 30 分
以内に完了する必要があります。

作業を開始する前に

• レビュー "E5700 キャニスターの交換に際しての要件"。

• Recovery Guru の詳細で、バッテリを搭載した問題が存在すること、および先に対処する必要がある項目
がほかにないことを確認します。

• ファンキャニスターの黄色の警告 LED が点灯していることを確認します。ファンで障害が発生した場合
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に点灯します。シェルフの両方のファンキャニスターで黄色の警告 LED が点灯している場合は、テク
ニカルサポートに連絡してください。

• 次のものがあることを確認します。

◦ コントローラシェルフまたはドライブシェルフのモデルに対応した交換用ファンキャニスター（ファ
ン）。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：ファンキャニスターを交換する準備をします

60 ドライブのコントローラシェルフまたはドライブシェルフのファンキャニスターを交換する準備をしま
す。

手順

1. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行うこ
とができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォーマンスデータが 1

つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

2. SANtricity System Manager で、障害が発生したファンキャニスターを特定します。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. ファンを確認します  「 * Shelf * 」ドロップダウン・リストの右側にあるアイコンをクリックし
て、ファン・キャニスターで障害が発生したシェルフを特定します。

コンポーネントで障害が発生している場合、このアイコンは赤色で表示されます。

c. 赤いアイコンが表示されたシェルフが見つかったら、 * シェルフの背面を表示 * を選択します。

d. いずれかのファンキャニスターまたは赤色のファンアイコンを選択します。

e. 「ファン * 」タブで、ファンキャニスターのステータスを確認して、交換する必要があるファンキャ
ニスターを特定します。

ステータスが * Failed * のコンポーネントは交換する必要があります。

シェルフのもう一方のファンキャニスターのステータスが「最適」でない場合は、障害
が発生したファンキャニスターのホットスワップを行わないでください。この場合は、
テクニカルサポートにお問い合わせください。

障害が発生したファンキャニスターに関する情報は、 Recovery Guru の詳細領域で確認することも、サポ
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ートのイベントログでコンポーネントタイプでフィルタすることもできます。

3. ストレージアレイの背面から、警告 LED を確認して、取り外す必要があるファンキャニスターを特定し
ます。

交換する必要があるのは、警告 LED が点灯しているファンキャニスターです。

◦ （ 1 ） * Attention LED 。この LED が「 * アンバーで点灯」と表示される場合は、ファンに障害が発
生しています。

手順 2 ：障害が発生したファンキャニスターを取り外して新しいファンキャニスターを取り付けます

新しいファンキャニスターに交換できるように、障害が発生したファンキャニスターを取り外します。

ストレージアレイの電源をオフにしない場合は、システムの過熱を防ぐために、ファンキャニ
スターの取り外しから交換までを 30 分以内に完了してください。
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手順

1. 新しいファンキャニスターを開封し、シェルフの近くの平らな場所に置きます。

梱包材は、障害が発生したファンを返送するときのためにすべて保管しておいてください。

2. オレンジのタブを押してファンキャニスターのハンドルを外します。

◦ （ 1 ） * _ ファンキャニスターのハンドルを外すときに押すタブ。 _

3. ファンキャニスターのハンドルをつかんで、ファンキャニスターをシェルフから引き出します。
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◦ （ 1 ） * _ ハンドル：ファンキャニスターを引き出します。 _

4. 交換用ファンキャニスターをスライドしてシェルフに最後まで押し込み、ファンキャニスターのハンドル
をオレンジのタブに固定されるところまで動かします。

手順 3 ：ファンキャニスターの交換後の処理

新しいファンキャニスターが正しく動作していることを確認し、サポートデータを収集して、通常の動作を再
開します。

手順

1. 新しいファンキャニスターの黄色の警告 LED を確認します。

ファンキャニスターの交換後、ファンキャニスターが正しく取り付けられているかどうか
がファームウェアで確認され、その間は黄色の警告 LED が点灯した状態になります。この
プロセスが完了すると LED は消灯します。

2. SANtricity システムマネージャの Recovery Guru で「 * 再確認」を選択し、問題が解決されたことを確認
します。

3. 引き続きファンキャニスターの障害が報告される場合は、の手順を繰り返します 手順 2 ：障害が発生し
たファンキャニスターを取り外して新しいファンキャニスターを取り付けます。問題が解決しない場合
は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. 静電気防止用の保護を外します。

5. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。
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この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行うこ
とができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォーマンスデータが 1

つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

6. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

次の手順

これでファンキャニスターの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

ドライブ

E5700 ドライブの交換に際しての要件

ドライブを交換する前に、要件と考慮事項を確認してください。

シェルフタイプ

24 ドライブシェルフ、 60 ドライブシェルフ、またはドライブドロワー内のドライブを交換することができま
す。

24 ドライブシェルフ

次の図は、各タイプのシェルフのドライブの番号を示しています（シェルフの前面ベゼルまたは背面カバーは
取り外した状態です）。

• E5724 コントローラシェルフと DE224C ドライブシェルフ * のドライブ番号

E5724 のストレージアレイには、 DE5600 24 ドライブトレイや DE6600 60 ドライブトレイな
ど、従来の SAS-2 拡張ドライブトレイが搭載されている場合がありますいずれかのドライブト
レイのドライブを交換する手順については、を参照してください "E2660 、 E2760 、 E5460

、 E5560 、または E5660 ドライブトレイのドライブの交換" および "E2600 、 E2700 、
E5400 、 E5500 、および E5600 の 12 ドライブトレイまたは 24 ドライブトレイのドライブの
交換"。
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60 ドライブシェルフ

E5760 コントローラシェルフと DE460C ドライブシェルフは、それぞれ 12 個のドライブスロットがある 5

台のドロワーで構成されます。ドライブドロワーの番号は、一番上が 1 で一番下が 5 です。

E5760 コントローラシェルフドロワーと DE460C ドライブシェルフドロワーでは、シェルフ内の各ドライブ
ドロワーで、ドライブに 0~11 の番号が付けられています。

E5760 のストレージアレイには、 DE1600 12 ドライブトレイ、 DE5600 24 ドライブトレイ、
DE6600 60 ドライブトレイなど、従来の SAS-2 拡張ドライブトレイが搭載されている場合が
ありますいずれかのドライブトレイのドライブを交換する手順については、を参照してくださ
い "E2660 、 E2760 、 E5460 、 E5560 、または E5660 ドライブトレイのドライブの交換" お
よび "E2600 、 E2700 、 E5400 、 E5500 、および E5600 の 12 ドライブトレイまたは 24 ド
ライブトレイのドライブの交換"。
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ドライブドロワー

E5760 コントローラシェルフおよび DE460C ドライブシェルフに搭載されたドライブドロワーを交換するこ
とができます。これらの 60 ドライブシェルフには、それぞれ 5 つのドライブドロワーが搭載されています。

5 台の各ドロワーに最大 12 本のドライブを搭載できます。

ドライブの取り扱いに際しての要件

ストレージアレイのドライブは壊れやすいので注意して扱ってください。ドライブの取り扱い
が適切でないことは、ドライブ障害の主要な原因です。

ストレージアレイのドライブの破損を防ぐために、次のルールに従ってください。

• 静電放電（ ESD ）防止処置を施す：

◦ 取り付け準備ができるまで、ドライブを ESD バッグに入れたままにしておきます。
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◦ ESD バッグに金属製の工具やナイフを入れないでください。

ESD バッグを手で開けるか、バッグの上部をハサミで切り落とします。

◦ ESD バッグと梱包材は、あとでドライブの返却が必要になったときのために保管しておいてくださ
い。

◦ 作業中は常に ESD リストストラップを着用し、ストレージエンクロージャのシャーシの塗装されてい
ない表面部分にリストストラップを接地させます。

リストストラップがない場合は、ドライブに触る前に、ストレージエンクロージャのシャーシの塗装
されていない部分を手で触ります。

• ドライブは慎重に扱う：

◦ 取り外し、取り付け、持ち運びなど、ドライブを扱うときは常に両手で作業してください。

◦ ドライブをシェルフに取り付けるときは、無理に押し込まず、ドライブラッチにしっかりと固定され
るまでそっと押し込んでください。

◦ ドライブはやわらかい場所に置き、他のドライブと重ねて置かないでください。

◦ ドライブをぶつけないでください。

◦ ドライブをシェルフから取り外すときは、ハンドルを外し、ドライブがスピンダウンするまで 30 秒待
ってください。

◦ ドライブを発送するときは、必ず承認された梱包材を使用し

• 磁場を避ける：

◦ ドライブを磁気デバイスに近づけないでください。

磁場によってドライブに保存されているすべてのデータが破損したり、ドライブの回路が故障し、原
因が修理不可能となる場合があります。

E5700 のドライブの交換（ 24 ドライブシェルフ）

24 ドライブシェルフのドライブを交換することができます。

このタスクについて

ストレージアレイのドライブは SANtricity System Manager の Recovery Guru で監視され、ドライブ障害の兆
候や実際のドライブ障害が見つかると通知されます。ドライブで障害が発生すると黄色の警告 LED が点灯し
ます。ストレージアレイで I/O を受信中に、障害が発生したドライブをホットスワップできます

作業を開始する前に

• のドライブ処理要件を確認します "E5700 ドライブの交換に際しての要件"。

• 次のものがあることを確認します。

◦ ネットアップがコントローラシェルフまたはドライブシェルフにサポートする交換用ドライブ。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。
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手順 1 ：ドライブを交換する準備（ 24 ドライブ）

ドライブを交換する準備として、 SANtricity System Manager の Recovery Guru を確認し、前提となる手順を
完了します。その後、障害が発生したコンポーネントを特定できます。

手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru でドライブ障害の兆候が通知されましたが、ドライブがま
だ使用停止になっていない場合は、 Recovery Guru の手順に従ってドライブを使用停止にします。

2. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用して、適切な交換用ドライブがあることを確認しま
す。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. シェルフの図で障害が発生したドライブを選択します。

c. ドライブをクリックしてコンテキストメニューを表示し、 * 設定の表示 * を選択します。

d. 交換用ドライブの容量が交換するドライブと同じかそれよりも大きく、必要な機能を備えていること
を確認します。

たとえば、ハードディスクドライブ（ HDD ）はソリッドステートドライブ（ SSD ）とは交換しない
でください。同様に、セキュリティ対応ドライブを交換する場合は、交換用ドライブもセキュリティ
対応であることを確認してください。

3. 必要に応じて、 SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイ内のドライブの場所を確認し
ます。ドライブのコンテキストメニューから、 * ロケーターライトを点灯 * を選択します。

ドライブの警告 LED （黄色）が点滅し、交換が必要なドライブを特定できます。

ドライブを交換するシェルフにベゼルがある場合は、ベゼルを取り外さないとドライブ
LED は見えません。

手順 2 ：障害が発生したドライブを取り外す（ 24 ドライブ）

新しいドライブに交換するために、障害が発生したドライブを取り外します。

手順

1. 交換用ドライブを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

梱包材はすべて保管しておいてください。

2. 障害が発生したドライブのリリースボタンを押します。

◦ E5724 コントローラシェルフまたは DE224C ドライブシェルフのドライブについては、ドライブの上
にリリースボタンがあります。ドライブのカムハンドルが途中まで開き、ドライブがミッドプレーン
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から外れます。

3. カムハンドルを開き、ドライブを少し引き出します。

4. 30 秒待ちます。

5. ドライブをシェルフから両手で取り外します。

6. 近くに磁場がない、静電気防止処置を施したやわらかい場所にドライブを置きます。

7. ドライブが取り外されたことがソフトウェアで認識されるまで 30 秒待ちます。

アクティブなドライブを誤って取り外した場合は、少なくとも 30 秒待ってから再度取り付
けてください。リカバリ手順については、ストレージ管理ソフトウェアを参照してくださ
い。

手順 3 ：新しいドライブを取り付ける（ 24 ドライブ）

障害が発生したドライブの代わりに、新しいドライブを取り付けます。障害が発生したドライブを取り外した
あと、できるだけ早く交換用ドライブを取り付けてください。そうしないと、機器が過熱状態になるリスクが
あります。

手順

1. カムハンドルを開きます。

2. 空いているベイに交換用ドライブを両手で挿入し、動かなくなるまでしっかりと押し込みます。

3. ドライブがミッドプレーンに完全に収まり、カチッという音がして固定されるまで、カムハンドルをゆっ
くりと閉じます。

ドライブが正しく挿入されていれば、ドライブの緑の LED が点灯します。

構成によっては、データが新しいドライブに自動的に再構築される場合があります。シェ
ルフでホットスペアドライブを使用している場合は、交換したドライブにデータをコピー
する前に、ホットスペアへの完全な再構築が必要になることがあります。この再構築プロ
セスにより、この手順を完了するまでの時間が長くなります。

手順 4 ：ドライブの交換後の処理（ 24 ドライブ）

新しいドライブが正しく動作していることを確認します。

手順

1. 交換したドライブの電源 LED と警告 LED を確認します。

最初にドライブを挿入したときに警告 LED が点灯することがありますが、問題がなければ 1 分以内に消
灯します。

◦ 電源 LED が点灯または点滅し、警告 LED が消灯している：新しいドライブが正しく動作していま
す。

◦ 電源 LED が消灯している：ドライブが正しく取り付けられていない可能性があります。ドライブを取
り外し、 30 秒待ってから再度取り付けてください。

◦ 警告 LED が点灯している：新しいドライブが故障している可能性があります。別の新しいドライブと
交換してください。
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2. SANtricity システムマネージャの Recovery Guru にまだ問題が表示されている場合、「 * 再確認」を選択
して問題が解決されたことを確認してください。

3. Recovery Guru でドライブの再構築が自動的に開始されなかったことが通知された場合は、次の手順に従
って再構築を手動で開始します。

この処理は、テクニカルサポートまたは Recovery Guru から指示があった場合にのみ実行
してください。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 交換したドライブをクリックします。

c. ドライブのコンテキストメニューで、「 * Reconstruct * 」を選択します。

d. この処理を実行することを確定します。

ドライブの再構築が完了すると、ボリュームグループの状態が「最適」になります。

4. 必要に応じて、ベゼルを再度取り付けます。

5. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

次の手順

これでドライブの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

E5700 のドライブの交換（ 60 ドライブシェルフ）

60 ドライブシェルフのドライブを交換することができます。

このタスクについて

ストレージアレイのドライブは SANtricity System Manager の Recovery Guru で監視され、ドライブ障害の兆
候や実際のドライブ障害が見つかると通知されます。ドライブで障害が発生すると黄色の警告 LED が点灯し
ます。ホットスワップに対応しており、ストレージアレイで I/O 処理を継続したまま、障害が発生したドライ
ブを交換することができます。

このタスクでは環境 DCM および DCM2 ドライブ・シェルフを使用します

作業を開始する前に

• のドライブ処理要件を確認します "E5700 ドライブの交換に際しての要件"。

• 次のものがあることを確認します。

◦ ネットアップがコントローラシェルフまたはドライブシェルフにサポートする交換用ドライブ。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ：ドライブを交換する準備（ 60 ドライブ）

60 ドライブシェルフのドライブを交換する準備として、 SANtricity System Manager の Recovery Guru を確
認し、前提となる手順を完了します。その後、障害が発生したコンポーネントを特定できます。
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手順

1. SANtricity System Manager の Recovery Guru でドライブ障害の兆候が通知されましたが、ドライブがま
だ使用停止になっていない場合は、 Recovery Guru の手順に従ってドライブを使用停止にします。

2. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用して、適切な交換用ドライブがあることを確認しま
す。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. シェルフの図で障害が発生したドライブを選択します。

c. ドライブをクリックしてコンテキストメニューを表示し、 * 設定の表示 * を選択します。

d. 交換用ドライブの容量が交換するドライブと同じかそれよりも大きく、必要な機能を備えていること
を確認します。

たとえば、ハードディスクドライブ（ HDD ）はソリッドステートディスク（ SSD ）とは交換しない
でください。同様に、セキュリティ対応ドライブを交換する場合は、交換用ドライブもセキュリティ
対応であることを確認してください。

3. 必要に応じて、 SANtricity System Manager を使用して、ストレージアレイ内のドライブの場所を特定し
ます。

a. シェルフにベゼルがある場合は、ベゼルを取り外さないと LED は見えません。

b. ドライブのコンテキストメニューから、 * ロケーターライトを点灯 * を選択します。

ドライブドロワーの警告 LED （黄色）が点滅し、正しいドライブドロワーを開いて交換が必要なドラ
イブを特定できます。

▪ （ 1 ） * Attention LED

c. 両方のレバーを引いてドライブドロワーを外します。
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d. 伸ばしたレバーを使用して、ドライブドロワーを停止するところまで慎重に引き出します。

e. ドライブドロワーで各ドライブの前面の警告 LED を確認します。

▪ （ 1 ） * _ 右上のドライブの警告 LED が点灯します

各ドライブの前面の左側にあるドライブドロワーの警告 LED が点灯し、 LED のすぐ後ろのドラ
イブハンドルに警告アイコンが表示されます。
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▪ （ 1 ） * _ 注意アイコン _

▪ （ 2 ） * Attention LED

手順 2 ：障害が発生したドライブを取り外す（ 60 ドライブ）

新しいドライブに交換するために、障害が発生したドライブを取り外します。

手順

1. 交換用ドライブを開封し、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

梱包材は、ドライブの返送が必要になったときのためにすべて保管しておいてください。

2. 該当するドライブドロワーの両方のレバーをドロワーの外側に開きます。

3. ドライブドロワーのレバーを慎重に引いて、ドライブドロワーをエンクロージャからは取り外さずに限界
まで引き出します。

4. 取り外すドライブの前面にあるオレンジのリリースラッチをそっと引いて戻します。

ドライブのカムハンドルが途中まで開き、ドライブがドロワーから外れます。
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◦ （ 1 ） * _ オレンジリリースラッチ _

5. カムハンドルを開き、ドライブを少し持ち上げます。

6. 30 秒待ちます。

7. カムハンドルをつかんでシェルフからドライブを持ち上げます。

696



8. 近くに磁場がない、静電気防止処置を施したやわらかい場所にドライブを置きます。

9. ドライブが取り外されたことがソフトウェアで認識されるまで 30 秒待ちます。

アクティブなドライブを誤って取り外した場合は、少なくとも 30 秒待ってから再度取り付
けてください。リカバリ手順については、ストレージ管理ソフトウェアを参照してくださ
い。

手順 3 ：新しいドライブを取り付ける（ 60 ドライブ）

障害が発生したドライブの代わりに、新しいドライブを取り付けます。

* データアクセスが失われる可能性 * - ドライブドロワーをエンクロージャに戻すときは、乱暴
に扱わないように十分に注意してください。ドロワーに衝撃を与えたり、ストレージアレイに
ぶつけて破損したりしないように、ゆっくりと押し込んでください。

手順

1. 新しいドライブのカムハンドルを垂直な位置まで持ち上げます。

2. ドライブキャリアの両側にある 2 つの突起ボタンをドライブドロワーのドライブチャネルにある対応する
くぼみに合わせます。
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◦ （ 1 ） * _ ドライブキャリアの右側の突起ボタン _

3. ドライブを真上から下ろし、ドライブがオレンジのリリースラッチの下に完全に固定されるまでカムハン
ドルを下に回転させます。

4. ドライブドロワーをエンクロージャに慎重に戻します。ドロワーに衝撃を与えたり、ストレージアレイに
ぶつけて破損したりしないように、ゆっくりと押し込んでください。

5. 両方のレバーを内側に押してドライブドロワーを閉じます。

交換したドライブが正しく挿入されていれば、ドライブドロワーの前面にある緑のアクティビティ LED

が点灯します。

構成によっては、データが新しいドライブに自動的に再構築される場合があります。シェルフでホットス
ペアドライブを使用している場合は、交換したドライブにデータをコピーする前に、ホットスペアへの完
全な再構築が必要になることがあります。この再構築プロセスにより、この手順を完了するまでの時間が
長くなります。

手順 4 ：ドライブの交換後の処理（ 60 ドライブ）

新しいドライブが正しく動作していることを確認します。

手順
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1. 交換したドライブの電源 LED と警告 LED を確認します。（最初にドライブを挿入したときに警告 LED

が点灯することがありますが、問題がなければ 1 分以内に消灯します）。

◦ 電源 LED が点灯または点滅し、警告 LED が消灯している：新しいドライブが正しく動作していま
す。

◦ 電源 LED が消灯している：ドライブが正しく取り付けられていない可能性があります。ドライブを取
り外し、 30 秒待ってから再度取り付けてください。

◦ 警告 LED が点灯している：新しいドライブが故障している可能性があります。別の新しいドライブと
交換してください。

2. SANtricity システムマネージャの Recovery Guru にまだ問題が表示されている場合、「 * 再確認」を選択
して問題が解決されたことを確認してください。

3. Recovery Guru でドライブの再構築が自動的に開始されなかったことが通知された場合は、次の手順に従
って再構築を手動で開始します。

この処理は、テクニカルサポートまたは Recovery Guru から指示があった場合にのみ実行
してください。

a. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

b. 交換したドライブをクリックします。

c. ドライブのコンテキストメニューで、「 * Reconstruct * 」を選択します。

d. この処理を実行することを確定します。

ドライブの再構築が完了すると、ボリュームグループの状態が「最適」になります。

4. 必要に応じて、ベゼルを再度取り付けます。

5. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

次の手順

これでドライブの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

E5700 ドライブドロワーの交換（ 60 ドライブ）

E5700 アレイのドライブドロワーを交換することができます。

このタスクについて

E5760 コントローラシェルフまたは DE460C ドライブシェルフで障害が発生したドライブドロワーを交換す
る手順は、ドロワー内のボリュームがドロワー損失の保護で保護されているかどうかによって異なります。ド
ライブドロワー内のすべてのボリュームがドロワー損失の保護が有効なディスクプールまたはボリュームグル
ープに含まれている場合は、この手順をオンラインで実行できます。それ以外の場合は、ドライブドロワーを
交換する前に、ホストの I/O アクティビティをすべて停止し、シェルフの電源をオフにする必要があります。

作業を開始する前に

• のドライブ処理要件を確認します "E5700 ドライブの交換に際しての要件"。

• ドライブシェルフが次のすべての条件を満たしていることを確認します。

◦ ドライブシェルフが過熱状態になっていない必要があります。

◦ 両方のファンが取り付けられていて、ステータスが「最適」である必要があります。
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◦ ドライブシェルフのすべてのコンポーネントが設置されている必要があります。

◦ ドライブドロワー内のボリュームがデグレード状態でないこと。

* データアクセスが失われる可能性 * - ボリュームがすでにデグレード状態の場合、ドライブド
ロワーからドライブを取り外すと、ボリュームが使用停止になることがあります。

• 次のものがあることを確認します。

◦ ネットアップがコントローラシェルフまたはドライブシェルフにサポートする交換用ドライブ。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ 懐中電灯。

◦ ドロワーからドライブを取り外すときに各ドライブの場所を記入するための油性ペン。

◦ ストレージアレイのコマンドラインインターフェイス（ CLI ）にアクセスします。CLI にアクセスで
きない場合は、次のいずれかを実行できます。

▪ * SANtricity System Manager （バージョン 11.60 以降） * - System Manager から CLI パッケージ
（ zip ファイル）をダウンロードします。[ 設定 ] 、 [ システム ] 、 [ アドオン ] 、 [ コマンドライ
ンインターフェイス ] の順に選択します。次に、 DOS C ：プロンプトなどのオペレーティングシ
ステムプロンプトから問題 CLI コマンドを実行します。

▪ * SANtricity Storage Manager/Enterprise Management Window （ EMW ）：ソフトウェアをダウ
ンロードしてインストールするには ' エクスプレス・ガイドの指示に従ってくださいEMW から
CLI コマンドを実行するには、次のメニューを選択します： Tools [Execute Script]

手順 1 ：ドライブドロワーを交換する準備（ 60 ドライブ）

ドライブドロワーを交換する準備として、ドライブシェルフをオンラインにした状態で交換用手順を実行でき
るか、またはホストの I/O アクティビティを停止してシェルフの電源をオフにする必要があるかを判断しま
す。ドロワーを交換するシェルフでドロワー損失の保護が有効になっていれば、ホストの I/O アクティビティ
を停止してシェルフの電源をオフにする必要はありません。

手順

1. ドライブシェルフの電源がオンになっているかどうかを確認します。

◦ 電源がオフになっている場合は、 CLI コマンドを問題に切り替える必要はありません。に進みます 手
順 2 ：ケーブルチェーンを取り外す。

◦ 電源がオンになっている場合は、次の手順に進みます。

2. コマンドラインで次のコマンドを入力し、 Enter キーを押します。

SMcli <ctlr_IP1\> -p "array_password" -c "set tray [trayID] drawer

[drawerID]

serviceAllowedIndicator=on;"

ここで、

◦ 「 <CTLR_IP1> 」は、コントローラの識別子です。

◦ 「 array_password 」は、ストレージ・アレイのパスワードです。array_password の値は二重引用符
（ "" ）で囲む必要があります。
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◦ 「 [trayID] 」は、交換するドライブドロワーが格納されているドライブシェルフの識別子です。ドラ
イブシェルフ ID の値は 0~99 のいずれかです。trayID の値は角かっこで囲む必要があります。

◦ 「 [drawerID] 」は、交換するドライブドロワーの識別子です。ドロワー ID の値は 1 （一番上のドロ
ワー） ~5 （一番下のドロワー）のいずれかです。「 rawerID 」の値は角かっこで囲む必要がありま
す。ドライブシェルフ 10 の一番上のドロワーを取り外す場合のコマンドは次のとおりです。

SMcli <ctlr_IP1\> -p "safety-1" -c "set tray [10] drawer [1]

serviceAllowedIndicator=forceOnWarning;"

3. ホストの I/O アクティビティを停止する必要があるかどうかを次のようにして判断します。

◦ コマンドが成功した場合は、ホストの I/O アクティビティを停止する必要はありません。ドロワー内
のすべてのドライブがドロワー損失の保護が有効なプールまたはボリュームグループに含まれていま
す。に進みます 手順 2 ：ケーブルチェーンを取り外す。

* ドライブの破損の可能性 * — コマンドが完了してからドライブドロワーを開くまで、
30 秒待ちます。30 秒待つとドライブがスピンダウンし、ハードウェアの破損を防ぐこ
とができます。

◦ このコマンドを完了できなかったことを示す警告が表示された場合は、ドロワーを取り外す前にホス
トの I/O アクティビティを停止する必要があります。この警告は、該当するドロワー内の 1 つ以上の
ドライブがドロワー損失の保護が有効になっていないプールまたはボリュームグループに含まれてい
る場合に表示されます。データ損失を防ぐには、次の手順を実行して、ホストの I/O アクティビティ
を停止し、ドライブシェルフとコントローラシェルフの電源をオフにする必要があります。

4. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

5. ストレージアレイでミラー関係が確立されている場合は、セカンダリストレージアレイのすべてのホスト
I/O 処理を停止します。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、ストレージアレイにア
クセスできないため、ホストアプリケーションがデータを失う可能性があります。

6. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、各コントローラの背面にある緑のキャ
ッシュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要があります。
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◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

7. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の操作を表示」を選択します。

8. すべての処理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。

9. 次の手順でシェルフの電源をオフにします。

◦ _ シェルフ * のドロワーを * ドロワー損失の保護で交換する場合 _ ：

シェルフの電源をオフにする必要はありません。

ドライブドロワーがオンラインのときに手順の交換を実行できます。これは、「 set Drawer Service

Action Allowed Indicator 」 CLI コマンドが正常に完了したためです。

◦ _ コントローラ * シェルフ内のドロワーを交換する際に * ドロワー損失の保護が有効でない場合 _ ：

i. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオフにします。

ii. コントローラシェルフのすべての LED が消灯するまで待ちます。

◦ _ 拡張ドライブシェルフ * でドロワーを交換する場合 * ドロワー損失の保護なし _ ：

i. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオフにします。

ii. コントローラシェルフのすべての LED が消灯するまで待ちます。

iii. ドライブシェルフの両方の電源スイッチをオフにします。

iv. ドライブのアクティビティが停止するまで 2 分待ちます。

手順 2 ：ケーブルチェーンを取り外す

障害が発生したドライブドロワーを取り外して交換できるように、両方のケーブルチェーンを取り外します。
ドロワーは左右のケーブルチェーンでスライドして出し入れできます。

このタスクについて

各ドライブドロワーに左右 2 つのケーブルチェーンがあります。ケーブルチェーンの金属製の両端をエンク
ロージャ内部の対応する水平ガイドレールと垂直ガイドレールに沿って次のようにスライドします。

• 左右の垂直ガイドレールを使用して、ケーブルチェーンをエンクロージャのミッドプレーンに接続しま
す。

• 左右の水平ガイドレールを使用して、ケーブルチェーンを個々のドロワーに接続します。
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* ハードウェアの破損の可能性 * — ドライブトレイの電源が入っている場合は ' ケーブルチェー
ンの両端が取り外されるまで電源が入ったままになります機器のショートを防ぐために、ケー
ブルチェーンのもう一方の端がまだ接続されているときは、取り外したケーブルチェーンのコ
ネクタが金属製のシャーシに触れないようにしてください。

手順

1. ホストの I/O アクティビティが停止し、ドライブシェルフまたはコントローラシェルフの電源がオフにな
っていること、または問題 the 'Set Drawer Attention Indicator' CLI コマンドを確認してください。

2. ドライブシェルフの背面から、右側のファンキャニスターを取り外します。

a. オレンジのタブを押してファンキャニスターのハンドルを外します。

次の図は、ファンキャニスターのハンドルを伸ばして左側のオレンジのタブから外した状態を示して
います。

▪ （ 1 ） * _ ファンキャニスターハンドル _

b. ハンドルを使用してファンキャニスターをドライブトレイから引き出し、脇に置きます。

c. トレイの電源がオンになっている場合は、左側のファンの速度が最大まで上がっていることを確認し
ます。

* 過熱による機器の破損の可能性 * — トレイの電源が入っている場合は、両方のファン
を同時に取り外さないでください。そうしないと、機器が過熱状態になる可能性があり

3. 取り外すケーブルチェーンを特定します。

703



◦ 電源がオンになっている場合は、ドロワー前面の黄色の警告 LED が点灯して、取り外す必要があるケ
ーブルチェーンが示されます。

◦ 電源がオフになっている場合は、 5 つのうちのどのケーブルチェーンを取り外すかを手動で確認する
必要があります。次の図は、ファンキャニスターを取り外したドライブシェルフの右側を示していま
す。ファンキャニスターを取り外してあるので、 5 つのケーブルチェーンと各ドロワーの垂直コネク
タおよび水平コネクタを確認できます。

一番上のケーブルチェーンがドライブドロワー 1 に接続され、一番下のケーブルチェーンがドライブ
ドロワー 5 に接続されています。ドライブドロワー 1 を例に説明します。
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*（1）*ケーブルチェーン

▪ （ 2 ） * _ 垂直コネクタ（ミッドプレーンに接続） _

▪ （ 3 ） * _ 水平コネクタ（引き出しに接続） _

4. 簡単にアクセスできるように、右側のケーブルチェーンを指で左に動かします。

5. 右側のケーブルチェーンのいずれかを、対応する垂直ガイドレールから外します。

a. 懐中電灯で内部を照らし、エンクロージャの垂直ガイドレールに接続されているケーブルチェーン先
端のオレンジのリングの位置を確認します。
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▪ （ 1 ） * 垂直ガイドレールのオレンジリング _

▪ （ 2 ） * _ ケーブルチェーン、一部取り外し _

b. ケーブルチェーンのラッチを外すには、オレンジのリングに指をかけ、システムの中央に向かって押
します。

c. ケーブルチェーンを取り外すには、指を 2.5cm ほど慎重に手前に引きます。ケーブルチェーンのコネ
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クタは垂直ガイドレールから外さずに残しておきます（ドライブトレイの電源がオンになっている場
合は、ケーブルチェーンのコネクタが金属製のシャーシに触れないようにしてください）。

6. ケーブルチェーンのもう一方の端を外します。

a. 懐中電灯で内部を照らし、エンクロージャの水平ガイドレールに取り付けられているケーブルチェー
ン先端のオレンジのリングの位置を確認します。

次の図は、右側の水平コネクタとケーブルチェーンを外し、左側を途中まで引き出した状態を示して
います。

▪ （ 1 ） * _ 水平ガイドレールのオレンジリング _
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▪ （ 2 ） * _ ケーブルチェーン、一部取り外し _

b. ケーブルチェーンのラッチを外すには、オレンジのリングに指をかけ、そっと下に押します。

この図では、水平ガイドレールのオレンジのリング（図の項目 1 ）を下に押して、ケーブルチェーン
の残りの部分をエンクロージャから引き出せる状態になっています。

c. 指を手前に引いてケーブルチェーンを抜きます。

7. ケーブルチェーン全体をドライブシェルフから慎重に引き出します。

8. 右側のファンキャニスターを元に戻します。

a. ファンキャニスターをスライドしてシェルフに最後まで押し込みます。

b. ファンキャニスターのハンドルをオレンジのタブに固定されるまで動かします。

c. ドライブシェルフに電力が供給されている場合は、ファンの背面にある黄色の警告 LED が消灯してお
り、ファンの背面からの通気が確保されていることを確認します。

ファンを再度取り付けてから両方のファンが適正な速度に落ち着くまで、 1 分程度は LED が点灯した
ままになることがあります。

電源がオフになっている場合は、ファンは動作せず、 LED も点灯しません。

9. ドライブシェルフの背面から、左側のファンキャニスターを取り外します。

10. ドライブシェルフに電力が供給されている場合は、右側のファンの速度が最大まで上がっていることを確
認します。

* 過熱による機器の破損の可能性 * — シェルフの電源が入っている場合、同時に両方のファ
ンを取り外さないでください。そうしないと、機器が過熱状態になる可能性があり

11. 左側のケーブルチェーンを対応する垂直ガイドレールから外します。

a. 懐中電灯で内部を照らし、垂直ガイドレールに取り付けられているケーブルチェーン先端のオレンジ
のリングの位置を確認します。

b. ケーブルチェーンのラッチを外すには、オレンジのリングに指をかけます。

c. ケーブルチェーンを取り外すには、 2.5cm ほど手前に引きます。ケーブルチェーンのコネクタは垂直
ガイドレールから外さずに残しておきます

* ハードウェアの破損の可能性 * — ドライブトレイの電源が入っている場合は ' ケーブ
ルチェーンの両端が取り外されるまで電源が入ったままになります機器のショートを防
ぐために、ケーブルチェーンのもう一方の端がまだ接続されているときは、取り外した
ケーブルチェーンのコネクタが金属製のシャーシに触れないようにしてください。

12. 左のケーブルチェーンを水平ガイドレールから外し、ケーブルチェーン全体をドライブシェルフから引き
出します。

この手順の電源をオンにした状態で最後のケーブルチェーンのコネクタを外すと、黄色の警告 LED な
ど、すべての LED が消灯します。

13. 左側のファンキャニスターを元に戻します。ドライブシェルフに電力が供給されている場合は、ファンの
背面にある黄色の LED が消灯しており、ファンの背面からの通気が確保されていることを確認します。
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ファンを再度取り付けてから両方のファンが適正な速度に落ち着くまで、 1 分程度は LED が点灯したま
まになることがあります。

手順 3 ：障害が発生したドライブドロワーを取り外す（ 60 ドライブ）

新しいドライブドロワーに交換するために、障害が発生したドライブドロワーを取り外します。

* データアクセスが失われる可能性 * — 磁場によってドライブに保存されているすべてのデー
タが破損したり、原因がドライブの回路に故障し、修理不可能となる場合があります。データ
アクセスの喪失やドライブの破損を防ぐために、ドライブは磁気デバイスに近づけないでくだ
さい。

手順

1. 次の点を確認してください。

◦ 左右のケーブルチェーンがドライブドロワーから取り外されている。

◦ 左右のファンキャニスターは交換します。

2. ドライブシェルフの前面からベゼルを取り外します。

3. 両方のレバーを引いてドライブドロワーを外します。

4. 伸ばしたレバーを使用して、ドライブドロワーを停止するところまで慎重に引き出します。ドライブドロ
ワーをドライブシェルフから完全には取り外さないでください。

5. ボリュームがすでに作成されて割り当てられている場合は、各ドライブの場所を油性ペンで記入します。
たとえば、次の図のように、各ドライブの上に適切なスロット番号を書いておきます。

* データアクセスが失われる可能性 * — 各ドライブを取り外す前に、その場所を記録してお
いてください。

6. ドライブをドライブドロワーから取り外します。

a. 各ドライブの前面中央にあるオレンジのリリースラッチをそっと引いて戻します。

b. ドライブのハンドルを垂直な位置まで持ち上げます。
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c. ハンドルをつかんでドライブドロワーからドライブを持ち上げます。

d. ドライブを磁気デバイスとは別の、静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

7. ドライブドロワーを取り外します。

a. ドライブドロワーの両側にあるプラスチック製のリリースレバーの位置を確認します。

▪ （ 1 ） * _ ドライブドロワーリリースレバー _

b. ラッチを手前に引いて両方のリリースレバーを外します。

c. 両方のリリースレバーを押さえながら、ドライブドロワーを手前に引き出します。

d. ドライブドロワーをドライブシェルフから取り外します。
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手順 4 ：新しいドライブドロワーを取り付ける（ 60 ドライブ）

障害が発生したドライブドロワーの代わりに、新しいドライブドロワーを取り付けます。

手順

1. 各ドライブの設置場所を決定します。

2. ドライブシェルフの前面から、空いているドロワースロットを懐中電灯で照らし、そのスロットのロック
つまみの位置を確認します。

ロックつまみは、一度に複数のドライブドロワーを開くことを防ぐための安全装置です。

◦ （ 1 ） * _ ロックつまみ _

◦ （ 2 ） * _ 引き出しガイド _

3. 交換用ドライブドロワーを空きスロットの前面のやや右寄りの位置に合わせます。

ドロワーをやや右寄りの位置に合わせると、ロックつまみとドロワーガイドの位置が正しく揃います。

4. ドライブドロワーをスロットにスライドし、ドロワーガイドがロックつまみの下に滑り込むように押しま
す。

* 機器の破損のリスク * - ドロワーガイドをロックつまみの下に滑り込ませないと破損する
ことがあります。

5. ラッチが固定されるまで、ドライブドロワーを慎重に押し込みます。

ドロワーを押して閉じる際、最初は多少の抵抗がかかりますが、ある程度までは正常な状態です。
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* 機器の破損のリスク * - ドライブドロワーが引っかかりそうな場合は、押して停止してく
ださい。ドロワーの前面にあるリリースレバーを使ってドロワーを引き出します。そのあ
と、ドロワーをスロットに再度挿入し、つまみの位置がレールの上になるようにレールの
位置を正しく揃えます。

手順 5 ：ケーブルチェーンを取り付ける

ドライブドロワーにドライブを安全に取り付けられるように、ケーブルチェーンを取り付けます。

ケーブルチェーンを取り付けるときは、ケーブルチェーンを取り外したときと逆の順序で作業します。チェー
ンの水平コネクタをエンクロージャの水平ガイドレールに挿入してから、チェーンの垂直コネクタをエンクロ
ージャの垂直ガイドレールに挿入する必要があります。

手順

1. 次の点を確認してください。

◦ 新しいドライブドロワーの取り付け手順が完了しました。

◦ 「 LEFT 」および「 RIGHT 」というマークが付いた 2 つの交換用ケーブルチェーンを用意しておき
ます（ドライブドロワーの横の水平コネクタにあります）。

2. ドライブシェルフの背面から、右側のファンキャニスターを取り外して脇に置きます。

3. シェルフの電源がオンになっている場合は、左側のファンの速度が最大まで上がっていることを確認しま
す。

* 過熱による機器の破損の可能性 * — シェルフの電源が入っている場合、同時に両方のファ
ンを取り外さないでください。そうしないと、機器が過熱状態になる可能性があり

4. 右のケーブルチェーンを取り付けます。

a. 右のケーブルチェーンの水平コネクタと垂直コネクタ、およびエンクロージャ内部の対応する水平ガ
イドレールと垂直ガイドレールの位置を確認します。

b. ケーブルチェーンの両方のコネクタを対応するガイドレールに合わせます。

c. ケーブルチェーンの水平コネクタを水平ガイドレールに沿ってスライドし、動かなくなるところまで
押し込みます。

* 機器の故障のリスク * — コネクタをガイドレールに差し込んでください。コネクタが
ガイドレールの上に載った状態になっていると、システムの運用時に問題が発生する可
能性があります。

次の図は、エンクロージャ内の 2 台目のドライブドロワー用の水平ガイドレールと垂直ガイドレール
を示しています。
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▪ （ 1 ） * _ 水平ガイドレール _

▪ （ 2 ） * _ 垂直ガイドレール _

d. 右のケーブルチェーンの垂直コネクタを垂直ガイドレールに沿ってスライドします。

e. ケーブルチェーンの両端を再接続したあと、ケーブルチェーンを軽く引っ張って、両方のコネクタが
固定されていることを確認します。

* 機器の故障のリスク * — コネクタが固定されていないと、ドロワーの動作中にケーブ
ルチェーンが緩む可能性があります。

5. 右側のファンキャニスターを再度取り付けます。ドライブシェルフに電力が供給されている場合は、ファ
ンの背面にある黄色の LED が消灯し、背面からの通気が確保されたことを確認します。

ファンを再度取り付けてから適正な速度に落ち着くまで、 1 分程度は LED が点灯したままになることが
あります。

6. ドライブシェルフの背面から、シェルフの左側にあるファンキャニスターを取り外します。

7. シェルフの電源がオンになっている場合は、右側のファンの速度が最大まで上がっていることを確認しま
す。

* 過熱による機器の破損の可能性 * — シェルフの電源が入っている場合、同時に両方のファ
ンを取り外さないでください。そうしないと、機器が過熱状態になる可能性があり

8. 左のケーブルチェーンを再度取り付けます。

a. ケーブルチェーンの水平コネクタと垂直コネクタ、およびエンクロージャ内部の対応する水平ガイド
レールと垂直ガイドレールの位置を確認します。

b. ケーブルチェーンの両方のコネクタを対応するガイドレールに合わせます。

c. ケーブルチェーンの水平コネクタを水平ガイドレールに沿ってスライドし、動かなくなるところまで
押し込みます。

* 機器の故障のリスク * — コネクタをガイドレール内にスライドさせてください。コネ
クタがガイドレールの上に載った状態になっていると、システムの運用時に問題が発生
する可能性があります。

d. 左のケーブルチェーンの垂直コネクタを垂直ガイドレールに沿ってスライドします。

e. ケーブルチェーンの両端を再接続したら、ケーブルチェーンを軽く引っ張って、両方のコネクタが固
定されていることを確認します。

* 機器の故障のリスク * — コネクタが固定されていないと、ドロワーの動作中にケーブ
ルチェーンが緩む可能性があります。

9. 左側のファンキャニスターを再度取り付けます。ドライブシェルフに電力が供給されている場合は、ファ
ンの背面にある黄色の LED が消灯し、背面からの通気が確保されたことを確認します。

ファンを再度取り付けてから両方のファンが適正な速度に落ち着くまで、 1 分程度は LED が点灯したま
まになることがあります。
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手順 6 ：ドライブドロワーの交換後の処理（ 60 ドライブ）

ドライブドロワーの交換が完了したら、ドライブを再度挿入し、前面ベゼルを正しい順序で再度取り付けま
す。

* データアクセスが失われる可能性 * — 各ドライブをドライブドロワー内の元の場所に取り付
ける必要があります。

手順

1. ドライブをドライブドロワーに再度取り付けます。

a. ドライブドロワーの前面にある両方のレバーを引いてドロワーを外します。

b. 伸ばしたレバーを使用して、ドライブドロワーを停止するところまで慎重に引き出します。ドライブ
ドロワーをドライブシェルフから完全には取り外さないでください。

c. ドライブを取り外したときのメモを使用して、各スロットに取り付けるドライブを確認します。

d. ドライブのハンドルを垂直な位置まで持ち上げます。

e. ドライブの両側にある 2 つの突起ボタンをドロワーのくぼみに合わせます。

次の図は、ドライブの右側の突起ボタンの位置を示したものです。
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▪ （ 1 ） * _ ドライブの右側の突起ボタン _

f. ドライブを真上から下ろしてベイに最後まで押し込み、ドライブが完全に固定されるまでドライブの
ハンドルを下に回転させます。
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g. 同じ手順を繰り返して、すべてのドライブを取り付けます。

2. ドロワーを外側に押して両方のレバーを閉じ、スライドしてドライブシェルフに戻します。

* 機器の故障のリスク * — 両方のレバーを押してドライブドロワーを完全に閉じてくださ
い。適切な通気を確保して過熱を防ぐために、ドライブドロワーを完全に閉じる必要があ
ります。

3. ドライブシェルフの前面にベゼルを取り付けます。

4. 1 つ以上のシェルフの電源をオフにしている場合は、電源を再投入します。

◦ * ドロワー損失の保護が有効でない _controller_shelf でドライブドロワーを交換した場合 * ：

i. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオンにします。

ii. 電源投入プロセスが完了するまで 10 分待ちます。

iii. 両方のファンが稼働し、ファンの背面にある黄色の LED が消灯していることを確認します。

◦ * ドロワー損失の保護が有効でない _expansion_drive シェルフでドライブドロワーを交換した場合 *
：

i. ドライブシェルフの両方の電源スイッチをオンにします。

ii. 両方のファンが稼働し、ファンの背面にある黄色の LED が消灯していることを確認します。

iii. 2 分待ってからコントローラシェルフの電源をオンにします。

iv. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオンにします。

v. 電源投入プロセスが完了するまで 10 分待ちます。

vi. 両方のファンが稼働し、ファンの背面にある黄色の LED が消灯していることを確認します。

次の手順
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これでドライブドロワーの交換は完了です。通常の運用を再開することができます。

ドライブシェルフのホットアド

ストレージシステムの他のコンポーネントに電源が投入されている状態で、新しいドラ
イブシェルフを追加できます。ストレージシステム容量の設定、再設定、追加、または
再割り当てを、ユーザのデータアクセスを中断することなく実行できます。

作業を開始する前に

この手順は複雑であるため、次のことを推奨します。

• 手順を開始する前に、すべての手順を確認してください。

• ドライブシェルフのホットアドが必要な手順であることを確認します。

このタスクについて

ここで説明する 手順 環境 のホットアドで、DE212C、DE224C、DE460CドライブシェルフをE2800

、E2800B、EF280、E5700、E5700Bに追加EF570、EF300、またはEF600コントローラシェルフ

この 手順 環境 IOM12 および IOM12B ドライブシェルフを使用します。

IOM12BモジュールはSANtricity OS 11.70.2以降でのみサポートされます。IOM12Bをインスト
ールまたはアップグレードする前に、コントローラのファームウェアが更新されていることを
確認してください。

この手順 は、シェルフの IOM のホットスワップや交換に使用されます。つまり、 IOM12 モジ
ュールを別の IOM12 モジュールに交換するか、 IOM12B モジュールを別の IOM12B モジュー
ルに交換しなければなりません。（シェルフに IOM12 モジュールを 2 台搭載することも、
IOM12B モジュールを 2 つ使用することもできます）

古いコントローラシェルフを DE212C 、 DE224C 、または DE460 に接続する方法については、を参照して
ください "IOM ドライブシェルフを既存の E27XX 、 E56XX 、または EF560 コントローラシェルフに追加"。

システムの整合性を維持するには、手順を記載された順序で正確に実行する必要があります。

手順 1 ：ドライブシェルフを追加する準備を行います

ドライブシェルフのホットアドを準備するには、重大イベントの有無を確認し、 IOM のステータスを確認す
る必要があります。

作業を開始する前に

• ストレージシステムの電源が、新しいドライブシェルフの電力要件に対応できる必要があります。ドライ
ブシェルフの電源仕様については、を参照してください "Hardware Universe"。

• 既存のストレージシステムのケーブル接続パターンが、この手順に表示されるいずれかの方式と一致して
いる必要があります。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、 * サポート * > * サポートセンター * > * 診断 * を選択します。
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2. 「サポートデータの収集」を選択します。

[ サポートデータの収集 ] ダイアログボックスが表示されます。

3. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、 support-data.7z という名前でファイルが保存されます。データはテ
クニカルサポートに自動的に送信されません。

4. [Support>*Event Log] を選択します。

イベントログページにイベントデータが表示されます。

5. 重要なイベントをリストの先頭にソートするには、「 * 優先度 * 」列の見出しを選択します。

6. 過去 2~3 週間に発生したシステムの重大イベントを確認し、最近の重大イベントが解決または対処されて
いることを確認します。

過去 2~3 週間以内に発生した未解決の重大イベントがある場合は、手順を停止してテクニ
カルサポートにお問い合わせください。問題が解決したら、手順を続行します。

7. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

8. IOM （ ESM ） * アイコンを選択します。

Shelf Component Settings （シェルフコンポーネントの設定）ダイアログボックスが表示され、 * IOM （
ESM ） * タブが選択されます。

9. 各 IOM / ESM に表示されるステータスが「 optimal」 であることを確認します。

10. [ 詳細設定を表示する *] をクリックします。

11. 次の条件を満たしていることを確認します。

◦ 検出された ESM / IOM の数がシステムおよび各ドライブシェルフに取り付けられている ESM / IOM

の数と同じである。

◦ ESM / IOM のどちらの通信状況も正常である。

◦ DE212C 、 DE224C 、および DE460C ドライブシェルフの場合は 12Gb/ 秒、その他のドライブトレ
イの場合は 6Gb/ 秒のデータ速度が必要です。

手順 2 ：ドライブシェルフを設置して電源を投入する

新しいドライブシェルフまたは以前に設置されていたドライブシェルフを設置して電源をオンにし、注意が必
要な LED を確認します。

手順

1. ストレージシステムに以前に設置されていたドライブシェルフを設置する場合は、ドライブを取り外しま
す。この手順の後半でドライブを 1 つずつ取り付ける必要があります。

設置するドライブシェルフの過去の設置状況が不明な場合は、ストレージシステムに以前に設置されてい
たものとして作業します。
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2. ストレージシステムコンポーネントが取り付けられているラックにドライブシェルフを設置します。

物理的な設置と電源のケーブル接続については、使用するモデルの設置手順書を参照手順
してください。モデルの設置手順には、ドライブシェルフを安全に設置するために考慮す
る必要がある注意事項と警告が含まれています。

3. 新しいドライブシェルフの電源をオンにし、ドライブシェルフの黄色の警告 LED が点灯しないことを確
認します。可能であれば、障害をすべて解決してからこの手順を続行してください。

手順 3 ：システムにケーブルを接続します

次のいずれかのオプションを選択します。

• オプション1：E2800またはE5700のドライブシェルフを接続する

• オプション2：EF300またはEF600のドライブシェルフを接続する

古いコントローラシェルフを DE212C 、 DE224C 、または DE460 に接続する方法については、を参照して
ください "IOM ドライブシェルフを既存の E27XX 、 E56XX 、または EF560 コントローラシェルフに追加"。

オプション1：E2800またはE5700のドライブシェルフを接続する

ドライブシェルフをコントローラ A に接続し、 IOM のステータスを確認し、ドライブシェルフをコントロー
ラ B に接続します

手順

1. ドライブシェルフをコントローラ A に接続します

次の図では、追加のドライブシェルフをコントローラ A に接続する例を示しますモデル上のポートの位置
を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。
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2. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * をクリックします。

手順のこの時点では、コントローラシェルフへのアクティブパスは 1 つだけです。

3. 必要に応じて下にスクロールして、新しいストレージシステムのドライブシェルフをすべて表示します。
新しいドライブシェルフが表示されない場合は、接続問題を解決します。

4. 新しいドライブシェルフの * ESM / IOM * アイコンを選択します。

[* Shelf Component Settings] ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 「 * Shelf Component Settings * 」（シェルフコンポーネントの設定）ダイアログボックスで「 * ESM /

IOM * 」（ * ESM / IOM * ）タブを選択します。

6. 「 * 詳細オプションを表示 * 」を選択して、次のことを確認します。

◦ IOM / ESM A が表示されている。

◦ 現在のデータ速度が SAS-3 ドライブシェルフで 12Gbps になっている。

◦ カードの通信に問題はありません。

7. コントローラ B からすべての拡張ケーブルを外します

8. ドライブシェルフをコントローラ B に接続します
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次の図では、追加のドライブシェルフをコントローラ B に接続する例を示しますモデル上のポートの位
置を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。

9. ESM / IOM * タブが選択されていない場合は、 * Shelf Component Settings * （シェルフコンポーネント設
定 * ）ダイアログボックスで * ESM / IOM * タブを選択し、 * Show more options * （詳細オプションを表
示）を選択します。カード通信が YES であることを確認します。

「最適」ステータスは、新しいドライブシェルフに関連する冗長性の喪失エラーが解決さ
れ、ストレージシステムが安定していることを示しています。

オプション2：EF300またはEF600のドライブシェルフを接続する

ドライブシェルフをコントローラ A に接続し、 IOM のステータスを確認し、ドライブシェルフをコントロー
ラ B に接続します

作業を開始する前に

• ファームウェアを最新バージョンに更新しました。ファームウェアを更新するには、の手順に従います
"SANtricity OS のアップグレード中です"。

手順

1. スタック内の以前の最後のシェルフから A 側のコントローラケーブルを両方とも IOM12 ポート 1 と 2 か
ら外し、新しいシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 に接続します。
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2. 新しいシェルフから以前の最後のシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 に、ケーブルを A 側の IOM12 ポート 3

と 4 に接続します。

次の図では、追加のドライブシェルフを前の最後のシェルフに接続する例を示します。モデル上のポート
の位置を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。

725

https://hwu.netapp.com/Controller/Index?platformTypeId=2357027


726



3. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * をクリックします。

手順のこの時点では、コントローラシェルフへのアクティブパスは 1 つだけです。

4. 必要に応じて下にスクロールして、新しいストレージシステムのドライブシェルフをすべて表示します。
新しいドライブシェルフが表示されない場合は、接続問題を解決します。

5. 新しいドライブシェルフの * ESM / IOM * アイコンを選択します。
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[* Shelf Component Settings] ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「 * Shelf Component Settings * 」（シェルフコンポーネントの設定）ダイアログボックスで「 * ESM /

IOM * 」（ * ESM / IOM * ）タブを選択します。

7. 「 * 詳細オプションを表示 * 」を選択して、次のことを確認します。

◦ IOM / ESM A が表示されている。

◦ 現在のデータ速度が SAS-3 ドライブシェルフで 12Gbps になっている。

◦ カードの通信に問題はありません。

8. スタック内の前の最後のシェルフから B 側のコントローラケーブルを両方とも IOM12 ポート 1 と 2 から
外し、新しいシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 に接続します。

9. 新しいシェルフの B 側 IOM12 ポート 3 と 4 を以前の最後のシェルフの IOM12 ポート 1 と 2 にケーブル
を接続します。

次の図では、追加のドライブシェルフを前の最後のシェルフに接続する B 側の接続例を示しています。モ
デル上のポートの位置を確認するには、を参照してください "Hardware Universe"。
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10. ESM / IOM * タブが選択されていない場合は、 * Shelf Component Settings * （シェルフコンポーネント設
定 * ）ダイアログボックスで * ESM / IOM * タブを選択し、 * Show more options * （詳細オプションを表
示）を選択します。カード通信が YES であることを確認します。

「最適」ステータスは、新しいドライブシェルフに関連する冗長性の喪失エラーが解決さ
れ、ストレージシステムが安定していることを示しています。

729



手順 4 ：ホットアドを完了します

ホットアドが完了したら、エラーがないことを確認し、新しく追加したドライブシェルフが最新のファームウ
ェアを使用していることを確認します。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、 * ホーム * をクリックします。

2. ページ上部中央に「問題からリカバリする」というラベルのリンクが表示された場合は、そのリンクをク
リックして Recovery Guru に示される問題を解決します。

3. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * をクリックし、必要に応じて下にスクロールして、
新しく追加したドライブシェルフを表示します。

4. 別のストレージシステムに取り付けられていたドライブを、新たに設置したドライブシェルフに 1 本ずつ
追加します。各ドライブが認識されるまで待ってから、次のドライブを挿入します。

ストレージ・システムがドライブを認識すると ' ハードウェア * ページのドライブ・スロットが青色の四
角形で表示されます

5. [ サポート * （ Support * ） ] > [ サポートセンター * （ * Support Center * ） ] > [ サポートリソース * （ *

Support Resources * ） ] タブ

6. [* Software and Firmware Inventory] リンクをクリックし、新しいドライブシェルフにインストールされて
いる IOM / ESM ファームウェアとドライブファームウェアのバージョンを確認します。

このリンクが見つからない場合は、ページを下にスクロールしてください。

7. 必要に応じて、ドライブファームウェアをアップグレードします。

アップグレード機能を無効にしていないかぎり、 IOM / ESM ファームウェアは自動的に最新バージョン
にアップグレードされます。

これでホットアド手順は完了です。通常の運用を再開することができます。

ホストインターフェイスカード

E5700 HIC の交換に際しての要件

E5700 でホストインターフェイスカード（ HIC ）を追加、アップグレード、交換する前
に、要件と考慮事項を確認してください。

手順の概要

E5724 コントローラシェルフおよび E5760 コントローラシェルフに搭載された HIC を追加、アップグレー
ド、交換することができます。

E5700 コントローラ（ E5724 または E5760 ）の HIC を交換する手順の概要は次のとおりです。

1. コントローラをオフラインにします

2. コントローラキャニスターを取り外します

3. バッテリを交換します
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4. コントローラキャニスターを交換します

5. コントローラをオンラインにします

HIC の追加、アップグレード、交換に際しての要件

ホストインターフェイスカード（ HIC ）を追加、アップグレード、交換するときは、次の要件に注意してく
ださい。

• この手順のダウンタイムメンテナンス時間をスケジュールする必要があります。HIC を取り付けるときは
電源をオフにする必要があるため、この手順が完了するまではストレージアレイのデータにアクセスでき
ません。（これは、電源をオンにしたときに HIC の構成が両方のコントローラで同じになっている必要が
あるため、デュプレックス構成にも当てはまります。）

• コントローラと互換性がある HIC が 2 つ必要です。

デュプレックス構成（コントローラが 2 台）の場合は、 2 つのコントローラキャニスターに同じ HIC を
取り付ける必要があります。HIC が一致していないと、交換用 HIC を搭載したコントローラをオンライン
にしたときにロックダウン状態になります。

• 新しいホストポートの接続に必要なすべてのケーブル、トランシーバ、スイッチ、ホストバスアダプタ（
HBA ）を用意しておきます。

互換性のあるハードウェアについては、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix を参照してく
ださい" または "NetApp Hardware Universe の略"。

• ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

• No.1 プラスドライバを用意しておきます。

• コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意しておきます。

• コントローラの SANtricity System Manager にアクセスするためのブラウザを備えた管理ステーションを
用意しておきます。（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイ
ン名または IP アドレスを指定します）。

E5700 ホストインターフェイスカード（ HIC ）の追加

E5700 コントローラキャニスターのベースボードホストポートにホストインターフェイ
スカード（ HIC ）を追加することができます。この追加によって、ストレージアレイの
ホストポートの数が増加し、追加のホストプロトコルが提供されます。

このタスクについて

HIC を追加するには、ストレージアレイの電源をオフにし、 HIC を取り付けてから再度オンにする必要があ
ります。

作業を開始する前に

• レビュー "E5700 HIC の交換に際しての要件"。

• この手順のダウンタイムメンテナンス時間をスケジュールします。HIC を取り付けるときは電源をオフに
する必要があるため、この手順が完了するまではストレージアレイのデータにアクセスできません。（デ
ュプレックス構成では、電源をオンにしたときに HIC の構成が両方のコントローラで同じになっている必
要があります。）

• 次のものがあることを確認します。
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◦ ストレージアレイにコントローラが 1 台あるか 2 台あるかに応じて、 1 つまたは 2 つの HIC 。コン
トローラと互換性がある HIC を使用する必要があります。

◦ スイッチや Host Bus Adapter （ HBA ；ホストバスアダプタ）などの新しいホストポート用の新しい
ホストハードウェアを設置します。

◦ 新しいホストポートの接続に必要なすべてのケーブル、トランシーバ、スイッチ、ホストバスアダプ
タ（ HBA ）。

互換性のあるハードウェアについては、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix を参照し
てください" および "NetApp Hardware Universe の略"。

◦ コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ No.1 プラスドライバ。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ： HIC を追加する準備をします

HIC を追加する準備として、ストレージアレイの構成データベースをバックアップし、サポートデータを収集
し、ホスト I/O 処理を停止します。その後、コントローラシェルフの電源をオフにすることができます。

手順

1. SANtricity System Manager のホームページで、ストレージアレイのステータスが最適であることを確認
します。

ステータスが「最適」でない場合は、 Recovery Guru を使用するかテクニカルサポートに問い合わせて問
題を解決してください。この手順を続行しないでください。

2. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアできます。RAID 構成デ
ータベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグループとディスクプ
ールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して構成データベースをバックアップすることもできます。

'ave storageArray dbmDatabase sourceLocation=onboard contentType=all file="filename";`

3. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。
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この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行うこ
とができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォーマンスデータが 1

つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

4. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、ストレージがアクセス
できないため、ホストアプリケーションがデータにアクセスできなくなる可能性がありま
す。

5. ストレージアレイでミラー関係が確立されている場合は、セカンダリストレージアレイのすべてのホスト
I/O 処理を停止します。

6. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、各コントローラの背面にある緑のキャ
ッシュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要があります。

◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

7. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の操作を表示」を選択します。すべての処
理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。

8. コントローラシェルフの電源をオフにします。
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a. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオフにします。

b. コントローラシェルフのすべての LED が消灯するまで待ちます。

手順 2 ：コントローラキャニスターを取り外す

新しい HIC を追加できるように、コントローラキャニスターを取り外します。

手順

1. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

2. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

3. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、コントローラの背面にある緑のキャッ
シュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するのを待ってから、コントローラキャニスターを
取り外す必要があります。

◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

4. カムハンドルのラッチを外れるまで押し、カムハンドルを右側に開いてコントローラキャニスターをシェ
ルフから外します。

次の図は、 E5724 のコントローラシェルフの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

E5760 コントローラシェルフの例は次のとおりです。

735



◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

5. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

E5724 コントローラシェルフでは、コントローラキャニスターを取り外すと、可動式のふたが所定の位置
に戻って、通気と冷却が維持されます。

6. 取り外し可能なカバーが上になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

7. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 3 ： HIC を取り付ける

ホストインターフェイスカード（ HIC ）を追加して、ストレージアレイのホストポートの数を増やします。

* データアクセスが失われる可能性 * - E5700 コントローラキャニスターに別の E シリーズコン
トローラ用の HIC を取り付けないでください。また、デュプレックス構成の場合は、両方のコ
ントローラと両方の HIC が同じでなければなりません。互換性原因がない HIC や一致しない
HIC が取り付けられていると、コントローラに電源を投入したときにロックダウン状態になり
ます。

手順

1. 新しい HIC と新しい HIC 表面カバーを開封します。

2. コントローラキャニスターのカバーのボタンを押し、スライドして取り外します。

3. コントローラ内部（ DIMM の横）の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。
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◦ （ 1 ） * _ 内部キャッシュアクティブ _

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

4. コントローラキャニスターにブランクカバーを固定している 4 本のネジを No.1 プラスドライバを使用し
て外し、カバーを取り外します。

5. HIC の 3 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、 HIC の底面のコネクタをコントロー
ラカードの HIC インターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意して
ください。

6. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

* 機器の破損の可能性 * — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色のリボ
ンコネクタをはさまないように十分に注意してください。
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◦ （ 1 ） * _ ホストインターフェイスカード（ HIC ） _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

7. HIC の取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

8. 新しい HIC カバーをコントローラキャニスターに取り付け、前の手順で外した 4 本のネジで No.1 プラス
ドライバを使用して固定します。
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手順 4 ：コントローラキャニスターを再度取り付ける

新しい HIC を取り付けたあと、コントローラキャニスターをコントローラシェルフに再度取り付けます。

手順

1. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

2. カムハンドルを開いた状態でコントローラキャニスターをスライドし、コントローラシェルフに最後まで
挿入します。

次の図は、 E5724 のコントローラシェルフの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

E5760 コントローラシェルフの例は次のとおりです。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

3. カムハンドルを左側に動かして、コントローラキャニスターを所定の位置にロックします。

4. 取り外したすべてのケーブルを再接続します。

この時点では、新しい HIC ポートへのデータケーブルの接続は行わないでください。

5. （オプション）デュプレックス構成で HIC を追加する場合は、同じ手順に従って 2 台目のコントローラ
キャニスターを取り外し、 2 つ目の HIC を取り付けてから、 2 台目のコントローラキャニスターを再度
取り付けます。

手順 5 ： HIC の追加を完了します

コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認し、コントローラのステータスが「最適」になって
いることを確認します。

手順

1. コントローラシェルフの背面にある 2 つの電源スイッチをオンにします。

◦ 電源投入プロセスの実行中は電源スイッチをオフにしないでください。通常、このプロセスは 90 秒以
内に完了します。

◦ 各シェルフのファンは起動時に大きな音を立てます。起動時に大きな音がしても問題はありません。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、 * OS * 、 * SD * 、 * blank * の順に切り替わり、コントローラ
で一日の最初の処理（ SOD ）を実行中であることが示されます。コントローラのブートが完了する
と、デジタル表示ディスプレイにトレイ ID が表示されます。

◦ コントローラの黄色の警告 LED が点灯したあと、エラーがなければ消灯します。

◦ 緑色のホストリンク LED は、ホストケーブルを接続するまで消灯したままです。

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。ホストポートの数やタイプ
は、コントローラによって異なる場合があります。

▪ （ 1 ） * _ ホストリンク LED _

▪ （ 2 ） * _Attention LED （アンバー） _
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▪ （ 3 ） * _ デジタル表示ディスプレイ _

3. SANtricity System Manager で、コントローラのステータスが「最適」になっていることを確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、 HIC とコントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に
応じて、コントローラキャニスターと HIC を取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. 新しい HIC ポートで SFP+ トランシーバが必要な場合は、それらの SFP を取り付けます。

5. SFP+ （光ファイバ）ポートがある HIC を取り付けた場合は、新しいポートのホストプロトコルが想定し
たプロトコルになっていることを確認します。

a. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * を選択します。

b. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * をクリックします。

c. コントローラ A またはコントローラ B の図を選択します

d. コンテキストメニューから * 表示設定 * （ * View settings * ）を選択します。

e. [ * ホスト・インターフェイス * ] タブを選択します。

f. [ 詳細設定を表示する *] をクリックします。

g. HIC ポート（ HIC の場所 * スロット 1 * にある「 * e0_x * 」または「 * 0_x * 」というラベルの付いた
ポート）の詳細を確認し、ホストポートをデータホストに接続する準備ができているかどうかを確認
します。

▪ _ 新しい HIC ポートのプロトコルが想定したプロトコルになっている場合：

新しい HIC ポートをデータホストに接続する準備ができています。次の手順に進みます。

▪ _ 新しい HIC ポートのプロトコルが * 想定したプロトコルになっていない場合：

新しい HIC ポートをデータホストに接続する前に、ソフトウェア機能パックを適用する必要があ
ります。を参照してください "E5700 ホストプロトコルの変更"。その後、ホストポートをデータ
ホストに接続して運用を再開します。

6. コントローラのホストポートからデータホストにケーブルを接続します。

新しいホストプロトコルの設定や使用に関する手順を確認する必要がある場合は、を参照してください
"Linux の簡単な設定"、 "Windows の簡単な設定"または "VMware の簡単な設定"。

次の手順

これでストレージアレイにホストインターフェイスカードを追加する処理は完了です。通常の運用を再開する
ことができます。

E5700 ホストインターフェイスカード（ HIC ）のアップグレード

E5700 アレイのホストインターフェイスカード（ HIC ）をアップグレードして、ホスト
ポートの数を増やしたり、ホストプロトコルを変更したりできます。

このタスクについて
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HIC をアップグレードするときは、ストレージアレイの電源をオフにし、各コントローラの既存の HIC を取
り外して新しい HIC を取り付けてから再度オンにする必要があります。

作業を開始する前に

• レビュー "E5700 HIC の交換に際しての要件"。

• この手順のダウンタイムメンテナンス時間をスケジュールします。HIC を取り付けるときは電源をオフに
する必要があるため、この手順が完了するまではストレージアレイのデータにアクセスできません。（こ
れは、電源をオンにしたときに HIC の構成が両方のコントローラで同じになっている必要があるため、デ
ュプレックス構成にも当てはまります。）

• 次のものがあることを確認します。

◦ ストレージアレイにコントローラが 1 台あるか 2 台あるかに応じて、 1 つまたは 2 つの HIC 。コン
トローラと互換性がある HIC を使用する必要があります。

◦ スイッチや Host Bus Adapter （ HBA ；ホストバスアダプタ）などの新しいホストポート用の新しい
ホストハードウェアを設置します。

◦ 新しいホストポートの接続に必要なすべてのケーブル、トランシーバ、スイッチ、ホストバスアダプ
タ（ HBA ）。

互換性のあるハードウェアについては、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix を参照し
てください" または "NetApp Hardware Universe の略"。

◦ コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ No.1 プラスドライバ。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
ドレスを指定します）。

手順 1 ： HIC をアップグレードする準備をします

HIC をアップグレードする準備として、ストレージアレイの構成データベースをバックアップし、サポートデ
ータを収集し、ホスト I/O 処理を停止します。その後、コントローラシェルフの電源をオフにすることができ
ます。

手順

1. SANtricity System Manager のホームページで、ストレージアレイのステータスが最適であることを確認
します。

ステータスが「最適」でない場合は、 Recovery Guru を使用するかテクニカルサポートに問い合わせて問
題を解決してください。この手順を続行しないでください。

2. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアできます。RAID 構成デ
ータベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグループとディスクプ
ールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：
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i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して構成データベースをバックアップすることもできます。

'ave storageArray dbmDatabase sourceLocation=onboard contentType=all file="filename";`

3. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行うこ
とができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォーマンスデータが 1

つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

4. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、ストレージがアクセス
できないため、ホストアプリケーションがデータにアクセスできなくなる可能性がありま
す。

5. ストレージアレイでミラー関係が確立されている場合は、セカンダリストレージアレイのすべてのホスト
I/O 処理を停止します。

6. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、各コントローラの背面にある緑のキャ
ッシュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要があります。
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◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

7. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の操作を表示」を選択します。すべての処
理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。

8. コントローラシェルフの電源をオフにします。

a. コントローラシェルフの両方の電源スイッチをオフにします。

b. コントローラシェルフのすべての LED が消灯するまで待ちます。

手順 2 ：コントローラキャニスターを取り外す

新しい HIC をアップグレードできるように、コントローラキャニスターを取り外します。

手順

1. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

2. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

3. HIC ポートで SFP+ トランシーバを使用している場合は取り外します。

アップグレードする HIC のタイプによっては、それらの SFP を再利用できる場合もあります。

4. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、コントローラの背面にある緑のキャッ
シュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するのを待ってから、コントローラキャニスターを
取り外す必要があります。
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◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

5. カムハンドルのラッチを外れるまで押し、カムハンドルを右側に開いてコントローラキャニスターをシェ
ルフから外します。

次の図は、 E5724 のコントローラシェルフの例です。

◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

E5760 コントローラシェルフの例は次のとおりです。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

6. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

E5724 コントローラシェルフでは、コントローラキャニスターを取り外すと、可動式のふたが所定の位置
に戻って、通気と冷却が維持されます。

7. 取り外し可能なカバーが上になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

8. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 3 ： HIC を取り外す

アップグレードした HIC に交換できるように、元の HIC を取り外します。

手順

1. コントローラキャニスターのカバーをボタンを押し下げながらスライドして取り外します。

2. コントローラ内部（バッテリと DIMM の間）の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。
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◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

3. コントローラキャニスターに HIC カバーを固定しているネジを No.1 プラスドライバを使用して外しま
す。

ネジは 4 本あります。 1 本は上部に、もう 1 本は側面に、 2 本は前面にあります。
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4. HIC カバーを取り外します。

5. コントローラカードに HIC を固定している 3 本の取り付けネジを手またはプラスドライバで緩めます。

6. HIC を持ち上げながら後方にスライドし、コントローラカードから慎重に外します。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしない
ように注意してください。
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◦ （ 1 ） * _ ホストインターフェイスカード（ HIC ） _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

7. HIC を静電気防止処置を施した場所に置きます。

手順 4 ：新しい HIC を取り付ける

新しいホスト HIC を取り付けます。

* データアクセスが失われる可能性 * - E5700 コントローラキャニスターに別の E シリーズコン
トローラ用の HIC を取り付けないでください。また、デュプレックス構成の場合は、両方のコ
ントローラと両方の HIC が同じでなければなりません。互換性原因がない HIC や一致しない
HIC が取り付けられていると、コントローラに電源を投入したときにロックダウン状態になり
ます。

手順

1. 新しい HIC と新しい HIC 表面カバーを開封します。

2. コントローラキャニスターに HIC カバーを固定している 4 本のネジを No.1 プラスドライバを使用して外
し、カバーを取り外します。

750



3. HIC の 3 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、 HIC の底面のコネクタをコントロー
ラカードの HIC インターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意して
ください。

4. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

* 機器の破損の可能性 * — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色のリボ
ンコネクタをはさまないように十分に注意してください。
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◦ （ 1 ） * _ ホストインターフェイスカード（ HIC ） _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

5. HIC の取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

6. 新しい HIC カバーをコントローラキャニスターに取り付け、前の手順で外した 4 本のネジで No.1 プラス
ドライバを使用して固定します。

手順 5 ：コントローラキャニスターを再度取り付ける

新しい HIC を取り付けたら、コントローラキャニスターをコントローラシェルフに再度取り付けます。

手順

1. カチッという音がしてボタンが固定されるまでカバーを前方から後方にスライドして、コントローラキャ
ニスターにカバーを再度取り付けます。

2. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

3. カムハンドルを開いた状態でコントローラキャニスターをスライドし、コントローラシェルフに最後まで
挿入します。

次の図は、 E5724 のコントローラシェルフの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

E5760 コントローラシェルフの例は次のとおりです。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

4. カムハンドルを左側に動かして、コントローラキャニスターを所定の位置にロックします。

5. 取り外したすべてのケーブルを再接続します。

この時点では、新しい HIC ポートへのデータケーブルの接続は行わないでください。

6. （オプション）デュプレックス構成で HIC をアップグレードする場合は、同じ手順に従ってもう一方のコ
ントローラキャニスターを取り外し、 HIC を取り外して新しい HIC を取り付けてから、 2 台目のコント
ローラキャニスターを交換します。

手順 6 ： HIC のアップグレードを完了します

コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認し、コントローラのステータスが「最適」になって
いることを確認します。

手順

1. コントローラシェルフの背面にある 2 つの電源スイッチをオンにします。

◦ 電源投入プロセスの実行中は電源スイッチをオフにしないでください。通常、このプロセスは 90 秒以
内に完了します。

◦ 各シェルフのファンは起動時に大きな音を立てます。起動時に大きな音がしても問題はありません。

2. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、 * OS * 、 * SD * 、 * blank * の順に切り替わり、コントローラ
で一日の最初の処理（ SOD ）を実行中であることが示されます。コントローラのブートが完了する
と、デジタル表示ディスプレイにトレイ ID が表示されます。

◦ コントローラの黄色の警告 LED が点灯したあと、エラーがなければ消灯します。

◦ 緑色のホストリンク LED は、ホストケーブルを接続するまで消灯したままです。

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。ホストポートの数やタイプ
は、コントローラによって異なる場合があります。

▪ （ 1 ） * _ ホストリンク LED （黄） _

▪ （ 2 ） * _Attention LED （アンバー） _
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▪ （ 3 ） * _ デジタル表示ディスプレイ _

3. SANtricity System Manager で、コントローラのステータスが「最適」になっていることを確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、 HIC とコントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に
応じて、コントローラキャニスターと HIC を取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

4. 新しい HIC ポートで SFP+ トランシーバが必要な場合は、それらの SFP を取り付けます。

5. コントローラのホストポートからデータホストにケーブルを接続します。

次の手順

これでストレージアレイのホストインターフェイスカードをアップグレードする処理は完了です。通常の運用
を再開することができます。

E5700 ホストインターフェイスカード（ HIC ）の交換

障害が発生したホストインターフェイスカード（ HIC ）を交換することができます。

このタスクについて

HIC を交換するときは、コントローラをオフラインにし（デュプレックス構成の場合）、コントローラキャニ
スターを取り外し、新しい HIC を取り付けてから、コントローラキャニスターを交換します。

作業を開始する前に

• レビュー "E5700 HIC の交換に際しての要件"。

• この手順のダウンタイムメンテナンス時間をスケジュールします。HIC を取り付けるときは電源をオフに
する必要があるため、この手順が完了するまではストレージアレイのデータにアクセスできません。（デ
ュプレックス構成では、電源をオンにしたときに HIC の構成が両方のコントローラで同じになっている必
要があります。）

• 使用中のボリュームがないこと、またはボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスドライバ
がインストールされていることを確認します。

• SANtricity System Manager の Recovery Guru で詳細を確認し、 HIC の障害が報告されていること、およ
び HIC を取り外して交換する前に対処する必要がある項目がほかにないことを確認します。

• 次のものがあることを確認します。

◦ コントローラと互換性がある HIC が 2 つ必要です。

デュプレックス構成（コントローラが 2 台）の場合は、 2 つのコントローラキャニスターに同じ HIC

を取り付ける必要があります。HIC が一致していないと、交換用 HIC を搭載したコントローラをオン
ラインにしたときにロックダウン状態になります。

◦ ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施しておきます。

◦ No.1 プラスドライバ。

◦ コントローラキャニスターに接続する各ケーブルを識別するためのラベル。

◦ コントローラの SANtricity System Manager にアクセスできるブラウザを備えた管理ステーション。
（ System Manager インターフェイスを開くには、ブラウザでコントローラのドメイン名または IP ア
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ドレスを指定します）。

手順 1 ：コントローラをオフラインにする（デュプレックス）

デュプレックス構成の場合、障害が発生した HIC を安全に取り外せるように、該当するコントローラをオフ
ラインにする必要があります。

手順

1. Recovery Guru の詳細領域で、障害が発生した HIC が搭載されているコントローラキャニスターを特定し
ます。

2. SANtricity システムマネージャを使用して、ストレージアレイの構成データベースをバックアップしま
す。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストアできます。RAID 構成デ
ータベースの現在の状態が保存されます。これには、コントローラ上のボリュームグループとディスクプ
ールのすべてのデータが含まれます。

◦ System Manager から：

i. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

ii. [ 構成データの収集 *] を選択します。

iii. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * configurationdata-<ArrayName>-<dateTime >.7z * 」とい
う名前でファイルが保存されます。

◦ または、次の CLI コマンドを使用して構成データベースをバックアップすることもできます。

'ave storageArray dbmDatabase sourceLocation=onboard contentType=all file="filename";`

3. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

この手順で問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行うこ
とができます。ストレージアレイに関するインベントリ、ステータス、およびパフォーマンスデータが 1

つのファイルに保存されます。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

4. コントローラがオフラインでない場合は、 SANtricity System Manager を使用してオフラインにします。

◦ SANtricity システムマネージャで次の作業を行います。

i. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

ii. 図にドライブが表示されている場合は、 * Show back of shelf * を選択してコントローラを表示し
ます。

iii. オフラインに切り替えるコントローラを選択します。
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iv. コンテキストメニューから * オフラインに切り替え * を選択し、操作を確定します。

オフラインにするコントローラを使用して SANtricity System Manager にアクセス
している場合は、「 SANtricity System Manager を利用できません」というメッセ
ージが表示されます。別のコントローラを使用して SANtricity System Manager に
自動的にアクセスするには、 * 代替ネットワーク接続に接続する * を選択します。

◦ または、次の CLI コマンドを使用してコントローラをオフラインにすることもできます。

▪ コントローラ A ： * 'et controller [a] availability=offline

▪ コントローラ B の場合： * 'et controller [b] availability=offline

5. SANtricity System Manager でコントローラのステータスがオフラインに更新されるまで待ちます。

ステータスの更新が完了するまでは、他の処理を開始しないでください。

手順 2 ：コントローラキャニスターを取り外す

新しい HIC を追加できるように、コントローラキャニスターを取り外します。

手順

1. コントローラキャニスターに接続された各ケーブルにラベルを付けます。

2. コントローラキャニスターからすべてのケーブルを外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

3. コントローラの背面にあるキャッシュアクティブ LED が消灯していることを確認します。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、コントローラの背面にある緑のキャッ
シュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するのを待ってから、コントローラキャニスターを
取り外す必要があります。

◦ （ 1 ） * _ キャッシュアクティブ LED_

4. カムハンドルのラッチを外れるまで押し、カムハンドルを右側に開いてコントローラキャニスターをシェ
ルフから外します。

次の図は、 E5724 のコントローラシェルフの例です。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

E5760 コントローラシェルフの例は次のとおりです。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

5. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラキャニスターをスライドしてシェルフから引き出します。

コントローラキャニスターは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

E5724 コントローラシェルフでは、コントローラキャニスターを取り外すと、可動式のふたが所定の位置
に戻って、通気と冷却が維持されます。

6. 取り外し可能なカバーが上になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

7. コントローラキャニスターを静電気防止処置を施した平らな場所に置きます。

手順 3 ： HIC を取り付ける

障害が発生した HIC の代わりに新しい HIC を取り付けます。

* データアクセスが失われる可能性 * - E5700 コントローラキャニスターに別の E シリーズコン
トローラ用の HIC を取り付けないでください。また、デュプレックス構成の場合は、両方のコ
ントローラと両方の HIC が同じでなければなりません。互換性がない HIC や一致しない HIC

が取り付けられていると、コントローラに電源を投入したときにロックダウン状態になりま
す。

手順

1. 新しい HIC と新しい HIC 表面カバーを開封します。

2. コントローラキャニスターのカバーのボタンを押し、スライドして取り外します。

3. コントローラ内部（ DIMM の横）の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この LED が
消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。
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◦ （ 1 ） * _ 内部キャッシュアクティブ LED_

◦ （ 2 ） * _ バッテリ _

4. コントローラキャニスターにブランクカバーを固定している 4 本のネジを No.1 プラスドライバを使用し
て外し、カバーを取り外します。

5. HIC の 3 本の取り付けネジをコントローラの対応する穴に合わせ、 HIC の底面のコネクタをコントロー
ラカードの HIC インターフェイスコネクタに合わせます。

HIC の底面やコントローラカードの表面のコンポーネントをこすったりぶつけたりしないように注意して
ください。

6. HIC を所定の位置に慎重に置き、 HIC をそっと押して HIC コネクタを固定します。

* 機器の破損の可能性 * — HIC と取り付けネジの間にあるコントローラ LED の金色のリボ
ンコネクタをはさまないように十分に注意してください。
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◦ （ 1 ） * _ ホスト・インターフェイス・カード _

◦ （ 2 ） * _ 蝶ねじ _

7. HIC の取り付けネジを手で締めます。

ネジを締め付けすぎる可能性があるため、ドライバは使用しないでください。

8. 新しい HIC カバーをコントローラキャニスターに取り付け、前の手順で外した 4 本のネジで No.1 プラス
ドライバを使用して固定します。
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手順 4 ：コントローラキャニスターを再度取り付ける

HIC を取り付けたら、コントローラキャニスターをコントローラシェルフに再度取り付けます。

手順

1. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラキャニスターを裏返します。

2. カムハンドルを開いた状態でコントローラキャニスターをスライドし、コントローラシェルフに最後まで
挿入します。

次の図は、 E5724 のコントローラシェルフの例です。

762



◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

E5760 コントローラシェルフの例は次のとおりです。
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◦ （ 1 ） * _ コントローラキャニスター _

◦ （ 2 ） * _CAM ハンドル _

3. カムハンドルを左側に動かして、コントローラキャニスターを所定の位置にロックします。

4. 取り外したすべてのケーブルを再接続します。

この時点では、新しい HIC ポートへのデータケーブルの接続は行わないでください。

5. （オプション）デュプレックス構成で HIC を追加する場合は、同じ手順に従って 2 台目のコントローラ
キャニスターを取り外し、 2 つ目の HIC を取り付けてから、 2 台目のコントローラキャニスターを再度
取り付けます。

手順 5 ：コントローラをオンラインにする（デュプレックス）

デュプレックス構成の場合は、コントローラをオンラインにしてストレージアレイが正しく動作していること
を確認し、サポートデータを収集して処理を再開します。

このタスクは、コントローラが 2 台のストレージアレイでのみ実行します。

手順

1. コントローラのブート時に、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを確認します。

この図はコントローラキャニスターの例を示したものです。ホストポートの数やタイプ
は、コントローラによって異なる場合があります。

もう一方のコントローラとの通信が再確立されると次のような状態

◦ デジタル表示ディスプレイの表示が、コントローラがオフラインになっていることを示す連続した *

OS * 、 * OL * 、 * _ blank_ * と表示されます。

◦ 黄色の警告 LED が点灯したままになります。

◦ ホストリンク LED は、ホストインターフェイスに応じて、点灯、点滅、消灯のいずれかになりま
す。

▪ （ 1 ） * _ ホストリンク LED_

▪ （ 2 ） * _Attention LED （アンバー） _

▪ （ 3 ） * _ デジタル表示ディスプレイ _
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2. SANtricity System Manager を使用して、コントローラをオンラインにします。

◦ SANtricity システムマネージャで次の作業を行います。

i. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

ii. 図にドライブが表示されている場合は、 * シェルフの背面を表示 * を選択します。

iii. オンラインに切り替えるコントローラを選択します。

iv. コンテキストメニューから * オンラインに配置 * を選択し、操作を確定します。

コントローラがオンラインになります。

◦ または、次の CLI コマンドを使用することもできます。

▪ コントローラ A の場合： *et controller [a] availability=online;

▪ コントローラ B の場合： * 'et controller [b] availability=online ； `

3. デジタル表示ディスプレイで、コントローラがオンラインに戻るときのコードを確認します。次のいずれ
かの順にディスプレイの表示が切り替わる場合は、すぐにコントローラを取り外します。

◦ * OE * 、 * L0 * 、 * _ 消灯 _ * （コントローラの不一致）

◦ * OE * 、 * L6 * 、 * _ 消灯 _ * （サポート対象外の HIC ） * 注意： * データアクセスが失われる可能
性 * - 取り付けたコントローラにこれらのいずれかのコードが表示され、別のコントローラが何らかの
理由でリセットされると、 2 台目のコントローラもロックダウンする可能性があります。

4. コントローラがオンラインに戻ったら、ステータスが「最適」になっていることを確認し、コントローラ
シェルフの警告 LED を確認します。

ステータスが「最適」でない場合やいずれかの警告 LED が点灯している場合は、すべてのケーブルが正
しく装着され、 HIC とコントローラキャニスターが正しく取り付けられていることを確認します。必要に
応じて、コントローラキャニスターと HIC を取り外して再度取り付けます。

問題が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

5. SANtricity システムマネージャを使用してストレージアレイのサポートデータを収集します。

a. メニューを選択します。 Support [ Support Center > Diagnostics ] （サポートセンター > 診断）。

b. 「サポートデータの収集」を選択します。

c. [Collect]( 収集 ) をクリックします

ブラウザの Downloads フォルダに、「 * support-data.7z * 」という名前でファイルが保存されます。

6. 障害のある部品は、キットに付属する RMA 指示書に従ってネットアップに返却してください。

テクニカルサポートにお問い合わせください "ネットアップサポート"RMA 番号を確認する場合は、日本
国内サポート用電話番号：国内フリーダイヤル 0066-33-123-265 または 0066-33-821-274 （国際フリー
フォン 800-800-80-800 も使用可能）までご連絡ください。

次の手順

これで HIC の交換は完了です。通常の運用を再開することができます。
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ホストポートプロトコル

E5700 ホストポートプロトコルの変更に関する要件

E5700 でホストポートプロトコルを変更する前に、の要件を確認してください。

変更可能なホストポート

変換できるのは、E5700コントローラの光ベースポートのみです。

次の図は、 E5700 の SFP+ （光）ベースボードホストポート * （ 1 ） * とオプションの 2 つの IB HIC ポー
ト * （ 2 ） * を示しています。

要件

• この手順のダウンタイムメンテナンス時間をスケジュールする必要があります。

• 変更の実行時はホスト I/O 処理を停止する必要があり、変更が完了するまではストレージアレイのデータ
にアクセスできません。

• アウトオブバンド管理を使用する必要があります。（インバンド管理を使用してこの手順を完了すること
はできません）。

• 変換に必要なハードウェアを入手しておきます。必要なハードウェアやパーツについて確認が必要な場合
は、ネットアップの営業担当者にお問い合わせください。

• ストレージアレイのベースボードホストポートを変更する際、現在ネットアップから購入したデュアルプ
ロトコル（ _unified-connect ） SFP トランシーバを使用している場合は、 SFP トランシーバを変更する
必要はありません。

• デュアルプロトコル SFP トランシーバが FC （ 4Gbps または 16Gbps ）と iSCSI （ 10Gbps ）の両方を
サポートしていることを確認しますが、 1Gbps の iSCSI はサポートしていないことを確認します。を参
照してください "手順 1 ：デュアルプロトコル SFP があるかどうかを確認します" 取り付けられている
SFP トランシーバのタイプを確認するには、次の手順を実行します

ホストプロトコルの変更に関する考慮事項

ホストプロトコルを変更する際の考慮事項は、ベースボードホストポートおよび HIC ポートの変更前と変更
後のプロトコルによって異なります。

ミラーリング機能や Data Assurance （ DA ）機能を使用している場合は、ホストポートプロトコルの変更に
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よってそれらの機能にどのような影響があるかを理解しておく必要があります。

次の考慮事項は、すでに使用中のストレージアレイを変換する場合にのみ適用されます。ホス
トやボリュームがまだ定義されていない新しいストレージアレイを変更する場合は適用されま
せん。

FC から iSCSI への変換

• 非同期ミラーリングを使用する場合は、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの両方で
同じプロトコルを使用する必要があります。

◦ 非同期ミラーリングをベースボード経由で現在使用している場合は、機能パックを適用する前に、そ
れらのポートを使用した非同期ミラーリング関係を非アクティブ化する必要があります。

◦ SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照して、すべてのミラー整合性グループを削除
し、ローカルとリモートのストレージアレイからすべてのミラーペアを削除します。また、オンライ
ンヘルプの手順に従って、非同期ミラーリングを非アクティブ化します。

FC ベースボードポートに接続された SAN ブートホストがある場合は、を参照してく
ださい "NetApp Interoperability Matrix を参照してください" 構成が iSCSI でサポートさ
れていることを確認するツール。サポートされない場合は、ホストプロトコルを iSCSI

に変換できません。

• 同期ミラーリング機能は iSCSI ではサポートされません。

◦ 同期ミラーリング関係をベースボードポート経由で現在使用している場合は、それらの同期ミラーリ
ング関係を非アクティブ化する必要があります。

◦ SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照して、すべての同期ミラーペアを削除します。
これにより、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイのミラー関係が削除されます。
また、オンラインヘルプの手順に従って、同期ミラーリングを非アクティブ化します。

iSCSI への変換前に同期ミラーリング関係を非アクティブ化しておかないと、システム
からデータにアクセスできなくなり、データが失われる可能性があります。

iSCSI から FC への変換

• 非同期ミラーリングを使用する場合は、ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの両方で
同じプロトコルを使用する必要があります。非同期ミラーリングをベースボードポート経由で現在使用し
ている場合は、プロトコルを変更する前に、非同期ミラーリングを非アクティブ化する必要があります。

• SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照して、すべてのミラー整合性グループを削除し、
ローカルとリモートのストレージアレイからすべてのミラーペアを削除します。また、オンラインヘルプ
の手順に従って、非同期ミラーリングを非アクティブ化します。

IB-iSER と IB-SRP の間の変更

• iSER と SRP の間でプロトコルを変更するときは、ハードウェアの変更は必要ありません。

• Data Assurance （ DA ）機能は SRP ではサポートされません。

• DA 機能は IB-SRP ではサポートされません。この機能を IB-HIC 経由で現在使用しており、それらのポー
トを iSER から SRP に変更する場合は、 DA をすべてのボリュームで永続的に無効にする必要がありま
す。SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照して、ボリュームの設定を変更し、 Data
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Assurance の設定を永続的に無効にします。

DA を無効にした場合、同じボリュームで再度有効にすることはできません。

• 次の点を確認

◦ SANtricity System Manager に Web ブラウザからアクセスできる。

◦ SANtricity OS （コントローラファームウェア）バージョン 08.40.11.00 以降がストレージシステムで
実行されている。

ミラーリング処理には同じホストプロトコルが必要です

ミラーリングに使用されるホストポートのプロトコルが機能パックの適用後に同じであれば、ミラーリング処
理には影響はありません。それでも、機能パックを適用する前に、すべてのミラー整合性グループが同期され
ていることを確認してください。機能パックを適用したら、ローカルストレージアレイとリモートストレージ
アレイの間の通信をテストします。方法については、 SANtricity System Manager のオンラインヘルプを参照
してください。

非同期ミラーリングと同期ミラーリングは、 NVMe over Fabrics ではサポートされません。非
同期ミラーリングと同期ミラーリングを無効にするには、コマンドラインインターフェイスか
ら「不可能な storageArray feature=asyncMirror' 」コマンドまたは「不可能な storageArray

feature=syncMirror 」コマンドを使用します。を参照してください "ストレージアレイの機能を
無効にします" ミラーリングを無効にする方法の詳細については、 CLI コマンドリファレンス
オンラインヘルプのミラーリングコマンドを参照してください。

E5700 ホストプロトコルの変更

E5700 ストレージアレイでは、ベースボードホストポートを次のように変換できます。

• Fibre Channel （ FC ；ファイバチャネル）から iSCSI へ

• iSCSI から FC へ

• iSER から InfiniBand （ IB ）

• SRP から IB

• NVMe から IB への移動

• NVMe から RoCE

手順 1 ：デュアルプロトコル SFP があるかどうかを確認します

SANtricity System Manager を使用して、搭載されている SFP トランシーバのタイプを確認します。これらの
SFP は FC と iSCSI の両方のプロトコルで使用できるため、デュアルプロトコル SFP または統合 SFP と呼
ばれます。

現在の SFP で 16Gbps と 10Gbps のデータ速度がサポートされていれば、ホストポートプロトコルの変更後
も引き続き使用できます。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、 * サポート * を選択します。

2. [ サポートセンター * （ Support Center * ） ] タイルを選択します。
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3. [ サポートリソース ] タブで、 [* ストレージアレイプロファイル * ] リンクを探して選択します。

4. テキストボックスに「 * SFP * 」と入力し、「 * 検索」をクリックします。

5. ストレージアレイプロファイルにリストされている各 SFP について、サポートされているデータ速度 *

のエントリを探します。

6. 次の表を参照して、 SFP を再利用できるかどうかを確認します。

サポートされるデータ速度 SFP タイプ サポートされるプロトコル

16Gbps 、 10Gbps 、 4Gbps 、
4Gbps

デュアルプロトコル • * FC ： * 16Gbps 、 4Gbps

• iSCSI ：  10 Gbps

10 Gbps 10 Gbps iSCSI のみ

16Gbps 、 8Gbps 、 4Gbps 16Gbps です FC のみ

◦ SFP がデュアルプロトコルの場合は、プロトコルの変更後も引き続き使用できます。

デュアルプロトコル SFP では、 1Gb の iSCSI はサポートされません。ホストポートを
iSCSI に変更する場合、デュアルプロトコル SFP でサポートされる接続されたポート
へのリンクは 10Gb のみになることに注意してください。

◦ SFP が 16Gbps で、ホストポートを iSCSI に変更する場合は、プロトコルの変更後に SFP を取り外
し、デュアルプロトコルまたは 10Gbps の SFP に交換する必要があります。必要に応じて、専用のツ
インアキシャルケーブルを使用して、 SFP で 10Gbps の iSCSI カッパーを使用することもできます。

E28xx コントローラまたは E57xx コントローラでは、 8Gbps の FC SFP はサポートさ
れません。16Gbps および 32Gbps の FC SFP のみがサポートされます。

◦ SFP が 10Gbps で、ホストポートを FC に変更する場合は、プロトコルの変更後にそれらのポートか
ら SFP を取り外し、デュアルプロトコルまたは 16Gbps の SFP に交換する必要があります。
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手順 2 ：機能パックを入手する

機能パックを入手するには、コントローラシェルフのシリアル番号、 Feature Activation Code 、およびスト
レージアレイの機能有効識別子が必要です。

手順

1. シリアル番号を確認します。

a. SANtricity システムマネージャで、メニューサポート [ サポートセンター ] を選択します。

b. Support Resources * タブを選択した状態で、 * View top storage array properties * セクションまでス
クロールします。

c. シャーシのシリアル番号 * を探し、この値をテキストファイルにコピーします。

2. 機能パックサブモデル ID * を確認します。

a. SANtricity システムマネージャで、 * サポート * を選択します。

b. [ サポートセンター * （ Support Center * ） ] タイルを選択します。

c. [ サポートリソース ] タブで、 [* ストレージアレイプロファイル * ] リンクを探して選択します。

d. テキストボックスに * feature pack サブモデル ID* と入力し、 * 検索 * をクリックします。

「submodel」は「sub-model」と書くこともできる。

e. 変更前の構成の機能パックサブモデル ID を確認します。
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3. 機能パックサブモデル ID を使用して、変更前の構成の対応するコントローラサブモデル ID を確認し、以
下の表から変更後の構成の Feature Activation Code を探します。次に、その Feature Activation Code を
テキストファイルにコピーします。

ベースボードポートは、 HIC で NVMe プロトコルを実行している場合は無効になります。

IB HIC を使用していない場合は、次の表の _HIC ports_column を無視してください。

暗号化対応の Feature Activation Code （ベースボードポートのみの変換）

設定を開始しています 構成の終了

コントローラサブモ
デル ID

変換するポート コントローラサブモ
デル ID

ポートがに変換され
ました

Feature Activation

Code （機能アクテ
ィベーションコード
）

360 ° FC ベースボードポ
ート

362 iSCSI ベースボード
ポート

SGL-2SB-ZEX13

362 iSCSI ベースボード
ポート

360 ° FC ベースボードポ
ート

5GI-34TB - ZW3HL

暗号化対応の Feature Activation Code

変更前の構成 変更後の構成
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暗号化対応の Feature Activation Code

コントローラ
サブモデル ID

ベースボード
ポート

HIC ポート コントローラ
サブモデル ID

ベースボード
ポート

HIC ポート Feature

Activation

Code （機能
アクティベー
ションコード
）

360 ° FC iSER 361 FC SRP （ SRP
）

Ugg-XSB-

ZCZKU

362 iSCSI iSER SGL-2SB-

ZEX13

363 iSCSI SRP （ SRP
）

VGN-LTB-

ZGFCT

382 使用できませ
ん

NVMe/IB KGI- ISB-

ZDHQF

403 使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

YGH-BHK-

Z8EKB

361 FC SRP （ SRP
）

360 ° FC

iSER JGS-0TB-

ZID1V

362 iSCSI iSER UGX-RTB-

ZLBPV （
UGX-RTB-

ZLBPV ）

363

iSCSI SRP （ SRP
）

2G1 - BTB -

ZMRYN

382 使用できませ
ん

NVMe/IB TGV - 8TB -

ZKTH6

403 使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

JGM-EIK-

ZAC6Q

362 iSCSI iSER

360 ° FC iSER 5GI-34TB -

ZW3HL

361 FC SRP （ SRP
）

EGL-NTB-

ZXKQ4

363 iSCSI SRP （ SRP
）

HGP-QUB-

Z1ICJ

383 使用できませ
ん

NVMe/IB BGS-AUB-

Z2YNG

403 使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

1GW-LiK-

ZG9HN

363

iSCSI SRP （ SRP
）

360 ° FC iSER SGU バスタ
ブ - Z3G2U

361

FC SRP （ SRP
）

FGX-Dub-

Z5WF7

362 iSCSI SRP （ SRP
）

LG3 - GUB-

Z7V17
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暗号化対応の Feature Activation Code

383 使用できませ
ん

NVMe/IB NG5-ZUB-

Z8C8J

403 使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

WG2-0ik-

ZI75U

382 使用できませ
ん

NVMe/IB 360 ° FC iSER

QG6 - ETB -

ZPPPT

361 FC SRP （ SRP
）

Xg8-XTB-

ZQ7XS

362 iSCSI

iSER SGB-HTB-

ZS0AH

363 iSCSI SRP （ SRP
）

TGD-1TB-

ZT5TL

403

使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

IGR-IIK-

ZDBRB

383 使用できませ
ん

NVMe/IB 360 °

FC iSER LG8 - JUB-

ZATLD

361 FC SRP （ SRP
）

LG-3UB-

ZBAX1

362 iSCSI iSER NGF-7UB-

ZE8KX

363 iSCSI SRP （ SRP
）

3GI- QUB-

ZFP1Y

403 使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

5G7 - RIK -

ZL5PE

403 使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

360 ° FC iSER BGC-UIK-

Z03GR

361 FC

SRP （ SRP
）

LGF - EIK -

ZPJRX

362 iSCSI iSER PGJ-HIK-

ZSIDZ

363

iSCSI SRP （ SRP
）

1GM-1JK-

ZTYQX

382 使用できませ
ん

NVMe/IB JGH-Xik-

ZQ142.

暗号化非対応の Feature Activation Code （ベースボードポートのみの変換）

変更前の構成 構成の終了

コントローラサブモ
デル ID

変換するポート コントローラサブモ
デル ID

ポートがに変換され
ました

Feature Activation

Code （機能アクテ
ィベーションコード
）
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暗号化非対応の Feature Activation Code （ベースボードポートのみの変換）

365 FC ベースボードポ
ート

367. iSCSI ベースボード
ポート

BGU-GVB-ZM3KW

367. iSCSI ベースボード
ポート

366 FC ベースボードポ
ート

9GU-2WB-Z503D

暗号化非対応の Feature Activation Code

変更前の構成 変更後の構成

コントローラ
サブモデル ID

ベースボード
ポート

HIC ポート コントローラ
サブモデル ID

ベースボード
ポート

HIC ポート Feature

Activation

Code （機能
アクティベー
ションコード
）

365 FC iSER 366 FC SRP （ SRP
）

BGP-DVB-

ZJ4YC

367. iSCSI iSER BGU-GVB-

ZM3KW

368 iSCSI SRP （ SRP
）

4GX-ZVB-

ZNJVD

384 使用できませ
ん

NVMe/IB TGS-WVB-

ZKL9T

405 使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

WGC - GJK -

Z7PU2

366 FC SRP （ SRP
）

365 FC

iSER WG2-3 VB-

ZQHLF

367. iSCSI iSER QG7 - 6VB -

ZSF8M

368

iSCSI SRP （ SRP
）

PGA-PVB-

ZUWMX

384 使用できませ
ん

NVMe/IB CG5-MVB-

ZRYW1

405 使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

3GH - JK -

ZANJQ

367. iSCSI iSER

365 FC iSER PGR - IWB -

Z48PC

366 FC SRP （ SRP
）

9GU-2WB-

Z503D

368 iSCSI SRP （ SRP
）

SGJ-IWB -

ZJFE4

385 使用できませ
ん
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暗号化非対応の Feature Activation Code

NVMe/IB UGM-2XB-

ZKV0B

405 使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

8GR-QKK-

ZFJTP

368

iSCSI SRP （ SRP
）

365 FC iSER YG0-LXB-

ZLD26

366

FC SRP （ SRP
）

SGR-5XB-

ZNTFB

367. iSCSI SRP （ SRP
）

PGZ-5WB-

Z8M0N

385 使用できませ
ん

NVMe/IB KG2-0WB-

Z9477

405 使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

2GV-TK-

ZIHI6

384 使用できませ
ん

NVMe/IB 365 FC iSER

SGF-SVB-

ZWU9M

366 FC SRP （ SRP
）

7GH-CVB-

ZYBGV

367. iSCSI

iSER 6GK-VVB-

ZZSRN

368 iSCSI SRP （ SRP
）

RGM - FWB-

Z195H

405

使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

VGM - NKK-

ZDLDK

385 使用できませ
ん

NVMe/IB 365

FC iSER GG5-8WB -

ZBKEM

366 FC SRP （ SRP
）

KG7 - RWB -

ZC2RZ

367. iSCSI iSER NGC - VWB -

ZFZEN

368 iSCSI SRP （ SRP
）

4GE-FWB-

ZGGQJ

405 使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

NG1-WKK-

ZLFAI

405 使用できませ
ん

NVMe/RoCE

または
NVMe/FC

365 FC iSER MG6-ZKK-

ZNDVC

366 FC

SRP （ SRP
）

WG9-JKK-

ZPUAR

367. iSCSI iSER Nge - MKK -

ZRSW9.

368

iSCSI SRP （ SRP
）

TGG-6KK-

ZT9BU

384 使用できませ
ん

NVMe/IB AGB-3KK-

ZQBLR
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この表にコントローラサブモデル ID が記載されていない場合は、にお問い合わせください
"ネットアップサポート"。

4. System Manager で、機能有効識別子を確認します。

a. メニュー「 Settings （設定）」 [ System （システム） ] に移動します。

b. 下にスクロールして * アドオン * を表示します。

c. * 機能パックの変更 * で、 * 機能有効識別子 * を探します。

d. この 32 桁の番号をコピーしてテキストファイルに貼り付けます。

5. に進みます "ネットアップライセンスのアクティブ化：ストレージアレイプレミアム機能のアクティブ化"

をクリックし、機能パックの入手に必要な情報を入力します。

◦ シャーシのシリアル番号

◦ Feature Activation Code （機能アクティベーションコード）

◦ 機能有効識別子

プレミアム機能ライセンス認証 Web サイトには、「プレミアム機能ライセンス認証手
順」へのリンクがあります。 この手順では、この手順を使用しないでください。

6. 機能パックのキーファイルを E メールで受け取るかサイトから直接ダウンロードするかを選択します。

手順 3 ：ホスト I/O を停止します

ホストポートのプロトコルを変更する前に、ホストからの I/O 処理をすべて停止します。変更が完了するまで
はストレージアレイのデータにアクセスできません。
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このタスクは、すでに使用中のストレージアレイを変換する場合にのみ適用されます。

手順

1. ストレージアレイと接続されているすべてのホストの間で I/O 処理が発生しないようにします。たとえ
ば、次の手順を実行します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN に関連するすべてのプロセスを停止します。

◦ ストレージからホストにマッピングされた LUN にアプリケーションがデータを書き込んでいないこと
を確認します。

◦ アレイのボリュームに関連付けられているファイルシステムをすべてアンマウントします。

ホスト I/O 処理を停止する具体的な手順はホストオペレーティングシステムや構成によ
って異なり、ここでは説明していません。環境内でホスト I/O 処理を停止する方法がわ
からない場合は、ホストをシャットダウンすることを検討してください。

* データ損失の可能性 * - I/O 処理の実行中にこの手順を続行すると、ストレージアレイにア
クセスできないため、ホストアプリケーションがデータを失う可能性があります。

2. ストレージアレイでミラー関係が確立されている場合は、セカンダリストレージアレイのすべてのホスト
I/O 処理を停止します。

3. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、各コントローラの背面にある緑のキャ
ッシュアクティブ LED * （ 1 ） * が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要がありま
す。

4. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の操作を表示」を選択します。

5. すべての処理が完了するまで待ってから、次の手順に進みます。

手順 4 ：機能パックを変更する

機能パックを変更して、ベースボードホストポート、 IB HIC ポート、または両方のタイプのポートのホスト
プロトコルを変更します。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、 [MENU: Settings （メニュー：設定） ] [System] （システム）を選択
します。

2. [ * アドオン * ] で、 [ * 機能パックの変更 * ] を選択します。
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3. [ * 参照 ] をクリックし、適用する機能パックを選択します。

4. フィールドに「 * CHANGE * 」と入力します。

5. [ 変更（ Change ） ] をクリックします。

機能パックの移行が開始されます。両方のコントローラが自動的に 2 回リブートし、新しい機能パックが
有効になります。リブートが完了すると、ストレージアレイは応答可能な状態に戻ります。

6. ホストポートのプロトコルが想定したプロトコルになっていることを確認します。

a. SANtricity システムマネージャで、 * ハードウェア * を選択します。

b. Show back of shelf* （シェルフの背面を表示）をクリックします。

c. コントローラ A またはコントローラ B の図を選択します

d. コンテキストメニューから * 表示設定 * （ * View settings * ）を選択します。

e. [ * ホスト・インターフェイス * ] タブを選択します。

f. [ 詳細設定を表示する *] をクリックします。

g. ベースボードポートと HIC ポート（「 'sot 1' 」というラベルが付いたポート）の詳細を確認し、各タ
イプのポートのプロトコルが想定したプロトコルになっていることを確認します。

次の手順

に進みます "ホストプロトコル変更後の処理"。

E5700 ホストプロトコルの変更後の処理

ホストポートのプロトコルを変更したら、新しいプロトコルを使用する手順を追加で実
行します。

実行する必要がある手順は、ベースボードホストポートおよび HIC ポートの変更前と変更後のプロトコルに
よって異なります。

FC から iSCSI への変換を完了します

ホストポートを以前の FC から iSCSI に変換した場合は、 iSCSI をサポートするために既存の設定の変更が
必要になることがあります。次の手順は、 iSCSI HIC が搭載されていない場合にのみ該当します。

このタスクについて
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このタスクは、すでに使用中のストレージアレイを変換する場合にのみ適用されます。

ホストやボリュームがまだ定義されていない新しいストレージアレイを変換する場合は適用されません。新し
いストレージアレイのホストポートプロトコルを変換した場合は、を参照してください "ケーブル接続手順"

ケーブルと SFP を取り付けるには次に、の手順に従います "Linux の簡単な設定"、 "Windows の簡単な設定"

または "VMware の簡単な設定" をクリックして各プロトコルのセットアップを完了します。

手順

1. スイッチを設定します。

iSCSI トラフィックの転送に使用するスイッチは、ベンダーの iSCSI に関する推奨事項に従って設定する
必要があります。これらの推奨事項には、設定の指示とコードの更新が含まれる場合があります。

2. SANtricity System Manager で、メニュー：ハードウェア [iSCSI ポートの設定 ] を選択します。

3. ポート設定を選択します。

iSCSI ネットワークはさまざまな方法でセットアップできます。環境に最適な構成を選択するには、ネッ
トワーク管理者に相談してください。

4. SANtricity システムマネージャでホスト定義を更新します。

ホストまたはホストクラスタを追加する手順を確認する必要がある場合は、 SANtricity

System Manager のオンラインヘルプを参照してください。

a. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

b. ポートを関連付けるホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 * をクリックします。

ホスト設定ダイアログボックスが表示されます。

c. [ ホストポート *] タブをクリックします。

d. [ * 追加 ] をクリックし、 [ * ホスト・ポートの追加 * ] ダイアログ・ボックスを使用して、新しいホス
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ト・ポート識別子をホストに関連付けます。

ホストポート識別子名の長さは、ホストインターフェイスのテクノロジによって決まります。FC のホ
ストポート識別子名は 16 文字です。iSCSI のホストポート識別子名は最大 223 文字です。ポートは
一意である必要があります。すでに設定されているポート番号は使用できません。

e. 削除 * をクリックし、 * ホストポートの削除 * ダイアログボックスを使用して、ホストポート識別子
を削除（関連付けを解除）します。

▪ Delete * オプションを使用しても、ホスト・ポートは物理的には削除されません。このオプション
を選択すると、ホストポートとホストの間の関連付けが削除されます。ホストバスアダプタまた
は iSCSI イニシエータを削除しないかぎり、ホストポートは引き続きコントローラで認識されま
す。

f. [Save] をクリックして、ホストポート識別子の設定に変更を適用します。

g. 上記の手順を繰り返して、すべてのホストポート識別子の追加と削除を行います。

5. LUN が正しく検出されるように、ホストをリブートするか再スキャンを実行します。

6. ボリュームを再マウントするか、ブロックボリュームの使用を開始します。

次の手順

これでホストプロトコルの変更は完了です。通常の運用を再開することができます。

iSCSI から FC への変換を完了

ホストポートを以前の iSCSI から FC に変換した場合は、 FC をサポートするために既存の設定の変更が必要
になることがあります。次の手順は、 FC HIC が搭載されていない場合にのみ該当します。

このタスクは、すでに使用中のストレージアレイを変換する場合にのみ適用されます。

ホストやボリュームがまだ定義されていない新しいストレージアレイを変換する場合は適用されません。新し
いストレージアレイのホストポートプロトコルを変換した場合は、を参照してください "ケーブル接続手順"

ケーブルと SFP を取り付けるには次に、の手順に従います "Linux の簡単な設定"、 "Windows の簡単な設定"

または "VMware の簡単な設定" をクリックして各プロトコルのセットアップを完了します。

手順

1. HBA ユーティリティをインストールし、イニシエータの WWPN を確認します。

2. スイッチをゾーニングします。

スイッチをゾーニングすることで、ホストをストレージに接続し、パスの数を制限することができます。
スイッチのゾーニングはスイッチの管理インターフェイスで設定します。

3. SANtricity システムマネージャでホスト定義を更新します。

a. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

b. ポートを関連付けるホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 * をクリックします。

ホスト設定ダイアログボックスが表示されます。

c. [ ホストポート *] タブをクリックします。
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d. [ * 追加 ] をクリックし、 [ * ホスト・ポートの追加 * ] ダイアログ・ボックスを使用して、新しいホス
ト・ポート識別子をホストに関連付けます。

ホストポート識別子名の長さは、ホストインターフェイスのテクノロジによって決まります。FC のホ
ストポート識別子名は 16 文字です。iSCSI のホストポート識別子名は最大 223 文字です。ポートは
一意である必要があります。すでに設定されているポート番号は使用できません。

e. 削除 * をクリックし、 * ホストポートの削除 * ダイアログボックスを使用して、ホストポート識別子
を削除（関連付けを解除）します。

▪ Delete * オプションを使用しても、ホスト・ポートは物理的には削除されません。このオプション
を選択すると、ホストポートとホストの間の関連付けが削除されます。ホストバスアダプタまた
は iSCSI イニシエータを削除しないかぎり、ホストポートは引き続きコントローラで認識されま
す。

f. [Save] をクリックして、ホストポート識別子の設定に変更を適用します。

g. 上記の手順を繰り返して、すべてのホストポート識別子の追加と削除を行います。

4. マッピングされたストレージが正しく検出されるように、ホストをリブートするか再スキャンを実行しま
す。

5. ボリュームを再マウントするか、ブロックボリュームの使用を開始します。

次の手順

これでホストプロトコルの変更は完了です。通常の運用を再開することができます。

IB-iSER と IB-SRP 、 NVMe over IB 、 NVMe over RoCE 、 NVMe over FC の間の変更後の処理が完了しました

機能パックキーを適用して、 InfiniBand iSER HIC ポートで使用されるプロトコルを SRP 、 NVMe over

InfiniBand 、 NVMe over RoCE 、 NVMe over Fibre Channel のいずれかに変換したら、適切なプロトコルを
使用するようにホストを設定する必要があります。

手順

1. SRP 、 iSER 、または NVMe のプロトコルを使用するようにホストを設定します。
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SRP 、 iSER 、または NVMe を使用するようにホストを設定する詳しい手順については、を参照して
ください "Linux の簡単な設定"。

2. ホストをストレージアレイに接続して SRP の設定を行うために、適切なオプションで InfiniBand ドライ
バスタックを有効にする必要があります。

具体的な設定は Linux ディストリビューションによって異なる場合があります。を確認します "NetApp

Interoperability Matrix を参照してください" 具体的な手順および解決策のその他の推奨設定については、
を参照してください。

次の手順

これでホストプロトコルの変更は完了です。通常の運用を再開することができます。
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ストレージを管理します

次のリンクを使用して、ストレージオブジェクトと E シリーズストレージシステムを構
成、管理、および監視する方法について説明しています。リンクをクリックすると、別
のドキュメントサイトにアクセスできます。

System Manager 11.7 のオンラインヘルプ

にアクセスします "SANtricity System Manager 11.7 オンラインヘルプ"では、ストレージアレイの計画、設
定、管理、トラブルシューティングに関する情報を参照できます。

Unified Manager 5 のオンラインヘルプ

にアクセスします "SANtricity Unified Manager 5 オンラインヘルプ"では、複数のネットワークストレージアレ
イでストレージ管理コマンドを実行する方法について説明します。

コマンドリファレンス

にアクセスします "コマンドリファレンス"コマンドラインインターフェイス（ CLI ）のコマンドを使用してス
トレージアレイを設定および監視する方法について説明します。
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SANtricity ソリューションを使用する

Web サービスプロキシ

SANtricity Web Services Proxy の概要

SANtricity Web Services Proxy は RESTful API サーバで、ホストシステムに別途インス
トールして、数百台規模の新旧の NetApp E シリーズストレージシステムを管理しま
す。プロキシには SANtricity Unified Manager が搭載されており、同様の機能を提供する
Web ベースのインターフェイスです。

インストールの概要

Web Services Proxy をインストールして設定するには、次の手順を実行します。

1. "インストールとアップグレードの要件を確認"。

2. "Web Services Proxy ファイルをダウンロードしてインストール"。

3. "API と Unified Manager にログインします"。

4. "Web Services Proxy を設定する"。

詳細については、こちらをご覧ください

• Unified Manager — プロキシインストールには、新しい E シリーズおよび EF シリーズストレージシステ
ムへの設定アクセスを提供する Web ベースのインターフェイス、 SANtricity Unified Manager が含まれま
す。詳細については、 Unified Manager のオンラインヘルプを参照してください。このヘルプはユーザイ
ンターフェイスまたはから入手できます "SANtricity ソフトウェアドキュメントサイト"。

• GitHub リポジトリ — GitHub には、 NetApp SANtricity Web サービス API の使用方法を示すサンプルスク
リプトをまとめ、整理するためのリポジトリが用意されています。リポジトリにアクセスするには、を参
照してください "ネットアップ Web Services のサンプル"。

• Representational State Transfer （ REST ）： Web Services は実質的にすべての SANtricity 管理機能への
アクセスを提供する RESTful API であるため、 REST の概念を理解しておく必要があります。詳細につい
ては、を参照してください "アーキテクチャスタイルとネットワークベースのソフトウェアアーキテクチ
ャの設計"。

• JavaScript Object Notation （ JSON ）： Web Services のデータは JSON でエンコードされているため、
JSON のプログラミング概念を理解しておく必要があります。詳細については、を参照してください
"JSON の概要"。

Web サービスについて説明します

Web Services と Unified Manager の概要

Web サービスプロキシをインストールして設定する前に、 Web サービスと SANtricity

Unified Manager の概要を確認します。
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Web サービス

Web Services は、ネットアップの E シリーズおよび EF シリーズのストレージシステムを設定、管理、監視
するためのアプリケーションプログラミングインターフェイス（ API ）です。API 要求を発行することで、 E

シリーズストレージシステムの設定、プロビジョニング、パフォーマンス監視などのワークフローを実行でき
ます。

Web Services API を使用してストレージシステムを管理するには、次の知識が必要です。

• JavaScript Object Notation （ JSON ）： Web Services のデータは JSON でエンコードされているため、
JSON のプログラミング概念を理解しておく必要があります。詳細については、を参照してください
"JSON の概要"。

• Representational State Transfer （ REST ）： Web Services は実質的にすべての SANtricity 管理機能への
アクセスを提供する RESTful API であるため、 REST の概念を理解しておく必要があります。詳細につい
ては、を参照してください "アーキテクチャスタイルとネットワークベースのソフトウェアアーキテクチ
ャの設計"。

• プログラミング言語の概念– Web Services API で使用される最も一般的なプログラミング言語は Java と
Python ですが、 HTTP 要求を行うことができるプログラミング言語はすべて API の連携に十分です。

Web Services には次の 2 つの実装があります。

• * 組み込み * - NetApp SANtricity 11.30 以降のバージョンを実行する E2800 / EF280 ストレージシステ
ム、 SANtricity 11.40 以降のバージョンを実行する E5700 / EF570 ストレージシステム、および
SANtricity 11.60 以降のバージョンを実行する EF300 または EF600 ストレージシステムには、各コントロ
ーラに RESTful API サーバが組み込まれています。インストールは不要です。

• * プロキシ * — SANtricity Web サービスプロキシは、 Windows または Linux サーバーに別途インストール
される RESTful API サーバーです。このホストベースのアプリケーションでは、数百台規模の新旧の
NetApp E シリーズストレージシステムを管理できます。一般に、ストレージシステムが 10 台を超えるネ
ットワークではプロキシを使用します。プロキシは、多数の要求を組み込みの API よりも効率的に処理で
きます。

中核となる API はどちらの実装でも使用できます。

次の表に、プロキシと組み込みバージョンの比較を示します。
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考慮事項 プロキシ 組み込み

インストール ホストシステム（ Linux または
Windows ）が必要です。プロキシ
は、からダウンロードできます "ネ
ットアップサポートサイト" または
ON "DockerHub"。

インストールや有効化は必要あり
ません。

セキュリティ デフォルトで最小限のセキュリテ
ィ設定が適用されます。

セキュリティ設定が低いため、開
発者は API をすばやく簡単に使用
できます。必要に応じて、組み込
みバージョンと同じセキュリティ
プロファイルを使用してプロキシ
を設定できます。

デフォルトでは、高セキュリティ
設定が適用されます。

セキュリティ設定が高くなってい
るのは、 API がコントローラ上で
直接実行されるためです。たとえ
ば、 HTTP アクセスは許可され
ず、 HTTPS については SSL や古
い TLS の暗号化プロトコルはすべ
て無効です。

一元管理 1 台のサーバからすべてのストレ
ージシステムを管理します。

組み込み先のコントローラのみを
管理します。

Unified Manager の略

プロキシインストールパッケージには、 E2800 、 E5700 、 EF300 、 EF600 などの E シリーズおよび EF シ
リーズの新しいストレージシステムの設定が可能な、 Web ベースのインターフェイスである Unified

Manager が含まれています。

Unified Manager では次のバッチ処理を実行できます。

• 複数のストレージシステムのステータスをまとめて表示できます

• ネットワーク内の複数のストレージシステムを検出します

• 1 つのストレージシステムから複数のシステムに設定をインポートします

• 複数のストレージシステムのファームウェアをアップグレードしてください

互換性と制限事項

Web Services Proxy の使用に関する互換性と制限事項を以下に記載します。

考慮事項 互換性または制限事項

HTTP サポート Web Services Proxy では HTTP または HTTPS を使
用できます。（組み込み版の Web Services にはセキ
ュリティ上の理由から HTTPS が必要です）。
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考慮事項 互換性または制限事項

ストレージシステムとファームウェア Web Services Proxy ではすべての E シリーズストレ
ージシステムを管理でき、古いシステムと最新の
E2800 、 EF280 、 E5700 、 EF570 、 EF300 を混
在させることもできます。 EF600 シリーズシステム
で使用できます。

IP サポート Web Services Proxy では、 IPv4 プロトコルまたは
IPv6 プロトコルがサポートされます。

IPv6 プロトコルは、 Web Services

Proxy がコントローラの設定から管理
アドレスを自動的に検出しようとした
ときに失敗することがあります。原因
としては、 IP アドレスの転送時の問題
のほか、ストレージシステムで IPv6

が有効になっているがサーバでは有効
になっていない場合などが考えられま
す。

NVSRAM ファイル名の制約 Web Services Proxy は、 NVSRAM ファイル名を使
用してバージョン情報を正確に識別します。そのた
め、 Web Services Proxy で使用されている
NVSRAM ファイルの名前は変更できませ
ん。NVSRAM ファイルの名前が変更された場合、
Web Services Proxy で有効なファームウェアファイ
ルとして認識されない可能性があります。

Symbol Web サイトを参照して SYMbol Web は REST API 内の URL です。ほぼすべ
ての symbol 呼び出しへのアクセスを提供しま
す。symbol 関数は次の URL の一部です。

「 + http://host:port/devmgr/storage-system/storage

配列 ID/ シンボル / シンボル関数 +` 」

SYMbol が無効なストレージシステム
は、 Web Services Proxy を介してサ
ポートされます。

API の基礎

Web Services API では、 HTTP 通信に要求と応答のサイクルが含まれます。

要求の URL 要素

使用するプログラミング言語やツールに関係なく、 Web Services API の各呼び出しは、 URL 、 HTTP 動
詞、および Accept ヘッダーを含む同様の構造を持ちます。
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すべての要求には次の例のような URL が含まれ、次の表に示す要素で構成されます。

「 + https://webservices.name.com:8443/devmgr/v2/storage-systems+` 」と入力します

面積（ Area ） 説明

HTTP 転送

「 https:// 」

Web Services Proxy では HTTP または HTTPS を使
用できます。

組み込みの Web Services にはセキュリティ上の理由
から HTTPS が必要です。

ベース URL とポート

webservices.name.com:8443`

各要求は、 Web Services のアクティブなインスタン
スに正しくルーティングされる必要があります。イ
ンスタンスの完全修飾ドメイン名（ FQDN ）または
IP アドレス、およびリスニングポートが必要です。
デフォルトでは、 Web Services の通信にはポート
8080 （ HTTP ）とポート 8443 （ HTTPS ）が使用
されます。

Web Services Proxy では、どちらのポートもインス
トール時または wsconfig.xml ファイルで変更可能で
す。さまざまな管理アプリケーションを実行するデ
ータセンターホストでは、ポートの競合は珍しくあ
りません。

組み込みの Web Services では、コントローラ上のポ
ートは変更できず、デフォルトのポート 8443 を使用
してセキュアな接続が確立されます。
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面積（ Area ） 説明

API パス

「 devmgr/v2/storage-systems 」と入力します

Web Services API 内の特定の REST リソースまたは
エンドポイントに対して要求が送信されます。ほと
んどのエンドポイントは次の形式です。

「 devmgr/v2/<resource>/[id]. 」と入力します

API パスは次の 3 つの部分で構成されます。

• 「デバイスマネージャ」は Web サービス API の
名前空間です。

• 「 v2 」は、アクセスしている API のバージョン
です。「 utils 」を使用してログインエンドポイ
ントにアクセスすることもできます。

• 「ストレージシステム」は、ドキュメント内のカ
テゴリです。

サポートされる HTTP 動詞

サポートされる HTTP 動詞には、 GET 、 POST 、および DELETE があります。

• GET 要求は読み取り専用要求に使用されます。

• POST 要求はオブジェクトの作成と更新に使用されます。また、セキュリティに影響する可能性がある読
み取り要求にも使用されます。

• DELETE 要求は、通常、オブジェクトを管理対象から削除する場合、オブジェクトを完全に削除する場
合、またはオブジェクトの状態をリセットする場合に使用します。

現在のところ、 Web Services API では PUT および PATCH はサポートしていません。代わり
に、 POST を使用してこれらの動詞の代表的な機能を実行できます。

Accept ヘッダー

要求の本文を返す場合、 Web Services は（特に指定がないかぎり） JSON 形式でデータを返します。一部の
クライアントはデフォルトで "text/html" または同様のものを要求します。この場合、 API は要求された形式
でデータを提供できないことを示す HTTP コード 406 で応答します。ベストプラクティスとして 'Accept ヘ
ッダーを "application/json`" と定義して ' レスポンス・タイプとして JSON を想定しているすべての場合に使
用することをお勧めします応答の本文が返されないその他のケース（ DELETE など）では、 Accept ヘッダー
を指定しても意図しない結果が原因されることはありません。

応答

API に要求を送信すると、次の 2 つの重要な情報が応答として返されます。

• HTTP ステータスコード — 要求が成功したかどうかを示します

• オプションの応答の本文 — 通常は ' リソースまたは本文の状態を表す JSON 本文を提供し ' 障害の性質の
詳細を提供します

ステータスコードと content-type ヘッダーから、応答本文の内容を判断する必要があります。HTTP ステータ
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スコードが 200~203 および 422 の場合、 Web Services は応答で JSON 本文を返します。それ以外の HTTP

ステータスコードの場合、 Web Services は一般に JSON 本文を返しません。これは、仕様で許可されていな
い（ 204 ）か、ステータスが説明を必要としないためです。次の表に、一般的な HTTP ステータスコードと
その定義を示します。また、各 HTTP コードに関連付けられた情報が JSON 本文で返されるかどうかも示し
ます。

HTTP ステータスコード 説明 JSON 本文

200 OK 処理に成功したことを示します。 はい。

201 が作成されました オブジェクトが作成されたことを
示します。このコードは、ステー
タス 200 ではなく、ごくまれに使
用されます。

はい。

202 受け付けました 要求は非同期要求としての処理を
承認されましたが、実際の結果を
取得するには以降の要求が必要で
す。

はい。

203 信頼できない情報 200 と同様ですが、 Web Services

はデータが最新であることを保証
できません（この時点でキャッシ
ュされたデータのみが利用可能な
場合など）。

はい。

204 コンテンツなし 処理は成功しましたが、応答の本
文はありません。

いいえ

400 不正な要求です 要求の JSON 本文が無効です。 いいえ

401 認証なし 認証エラーが発生したことを示し
ます。クレデンシャルが指定され
ていないか、ユーザ名またはパス
ワードが無効です。

いいえ

403 禁止 認証に失敗したことを示します。
認証されたユーザに要求したエン
ドポイントにアクセスする権限が
ありません。

いいえ

404 が見つかりません 要求されたリソースが見つからな
かったことを示します。このコー
ドは、識別子で要求された API や
リソースが存在しない場合に使用
されます。

いいえ
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HTTP ステータスコード 説明 JSON 本文

422 加工不能エンティティ 要求の形式には問題はありません
が、入力パラメータが無効である
か、ストレージシステムの状態が
原因で Web Services が要求を実行
できません。

はい。

424 依存関係に失敗しました Web Services Proxy では、要求さ
れたストレージシステムに現在ア
クセスできないことを示すために
使用されます。そのため、 Web

Services は要求を満たすことがで
きません。

いいえ

429 リクエストが多すぎます 要求の上限を超えたため、あとで
再試行する必要があります。

いいえ

サンプルスクリプト

GitHub に、 NetApp SANtricity Web サービス API の使用方法を示すサンプルスクリプトをまとめたリポジト
リが用意されています。リポジトリにアクセスするには、を参照してください "ネットアップ Web Services

のサンプル"。

用語と概念

Web Services Proxy に関連する用語を以下に記載します。

期間 定義（ Definition ）

API アプリケーションプログラミングインターフェイス
（ API ）は、開発者がデバイスとの通信に使用する
一連のプロトコルとメソッドです。Web Services

API は、 E シリーズストレージシステムとの通信に
使用されます。

ASUP AutoSupport （ ASUP ）は、データを収集してカス
タマーサポートバンドルとして保存し、リモートで
のトラブルシューティングや問題分析用にメッセー
ジファイルをテクニカルサポートに自動的に送信す
る機能です。

エンドポイント エンドポイントは API で使用できる関数です。エン
ドポイントには、 HTTP 動詞と URI パスが含まれま
す。Web Services では、エンドポイントを使用して
ストレージシステムの検出やボリュームの作成など
のタスクを実行できます。
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期間 定義（ Definition ）

HTTP 動詞 HTTP 動詞は、データの取得や作成など、エンドポイ
ントで実行するアクションです。Web Services で
は、 POST 、 GET 、および DELETE の HTTP 動詞
がサポートされます。

JSON JavaScript Object Notation （ JSON ）は XML とほぼ
同じ構造化データ形式で、最小限の判読可能な形式
を使用します。Web Services 内のデータは JSON で
エンコードされています。

REST / RESTful Representational State Transfer （ REST ）は、 API

のアーキテクチャスタイルを定義する大まかな仕様
です。ほとんどの REST API は仕様に完全には準拠
していないため、「フル」または「 ST に似た」と記
述されています。 一般に、「フル」 API はプログラ
ミング言語に依存せず、次のような特徴がありま
す。

• HTTP ベース。プロトコルの一般的なセマンティ
クスに従います

• 構造化データ（ JSON 、 XML など）のプロデュ
ーサとコンシューマ

• オブジェクト指向（処理指向ではない）

Web Services は、実質的にすべての SANtricity 管理
機能へのアクセスを提供する RESTful API です。

ストレージシステム ストレージシステムは、シェルフ、コントローラ、
ドライブ、ソフトウェア、 ファームウェアを追加で
きます。

SYMbol API SYMbol は、 E シリーズストレージシステムを管理
するためのレガシー API です。Web Services API の
基盤となる実装で使用されています。

Web サービス Web Services は、 E シリーズストレージシステムの
管理用に開発者向けに設計されたネットアップ独自
の API です。Web Services には 2 つの実装がありま
す。 1 つはコントローラに組み込まれており、もう 1

つはプロキシとして Linux または Windows に別途イ
ンストールできます。

インストールと設定

インストールとアップグレードの要件を確認

Web Services Proxy をインストールする前に、インストール要件とアップグレード時の

792



考慮事項を確認してください。

インストールの要件

Web Services Proxy は Windows または Linux のホストシステムにインストールして設定できます。

プロキシインストールには次の要件があります。

要件 説明

ホスト名の制限 Web Services Proxy をインストールするサーバのホスト名に、 ASCII

文字、数字、ハイフン（ - ）のみが含まれていることを確認してくだ
さい。この要件は、サーバの自己署名証明書の生成に使用される
Java Keytool の制限によるものです。サーバのホスト名にアンダース
コア（ _ ）などの他の文字が含まれていると、インストール後に
Web サーバを起動できません。

オペレーティングシステム プロキシは次のオペレーティングシステムにインストールできます。

• Linux の場合

• Windows の場合

互換性があるオペレーティングシステムとファームウェアの一覧につ
いては、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確
認できます"。

Linux ：その他の考慮事項 Web サーバが適切に機能するためには、 Linux Standard Base （ init-

functions ）が必要です。オペレーティングシステムに応じた
lsb/insserv パッケージをインストールする必要があります。詳細につ
いては、 Readme ファイルの「 Additional packages required 」セク
ションを参照してください。

複数のインスタンス Web Services Proxy のインスタンスはサーバごとに 1 つしかインス
トールできませんが、ネットワーク内の複数のサーバにインストール
することができます。

キャパシティプランニング Web Services Proxy では、ロギング用に十分なスペースが必要です。
使用可能なディスクスペースについて、システムが次の要件を満たし
ていることを確認してください。

• 必要なインストールスペース： 275MB

• ロギングスペースの最小値 — 200MB

• システムメモリ： 2 GB ' ヒープ領域はデフォルトで 1 Gb です

ディスクスペース監視ツールを使用して、永続的ストレージとロギン
グに使用可能なディスクドライブスペースを確認できます。
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要件 説明

使用許諾 Web Services Proxy は、ライセンスキーを必要としない無償のスタン
ドアロン製品です。ただし、該当する著作権とサービス利用規約が適
用されます。グラフィカルモードまたはコンソールモードでプロキシ
をインストールする場合は、エンドユーザライセンス契約（ EULA ）
に同意する必要があります。

アップグレード時の考慮事項

以前のバージョンからアップグレードする場合は、保持される項目と削除される項目があることに注意してく
ださい。

• Web Services Proxy については、以前の設定が保持されます。これには、ユーザパスワード、検出された
すべてのストレージシステム、サーバ証明書、信頼された証明書、サーバのランタイム設定などが含まれ
ます。

• Unified Manager については、リポジトリにロードされていたすべての SANtricity OS ファイルがアップグ
レード時に削除されます。

Web Services Proxyファイルをインストールまたはアップグレードします

インストールを行うには、ファイルをダウンロードし、 Linux サーバまたは Windows サ
ーバにプロキシパッケージをインストールします。これらの手順を使用してプロキシを
アップグレードすることもできます。

Web Services Proxy ファイルをダウンロード

ネットアップサポートサイトのソフトウェアダウンロードページから、インストールファイルと readme ファ
イルをダウンロードできます。

ダウンロードパッケージには、 Web Services Proxy と Unified Manager インターフェイスが含まれていま
す。

手順

1. に進みます "ネットアップサポート - ダウンロード"。

2. E シリーズ SANtricity Web サービスプロキシ * を選択します。

3. 指示に従ってファイルをダウンロードします。サーバに適したダウンロードパッケージ（ Windows の場
合は EXE 、 Linux の場合は BIN または RPM ）を選択してください。

4. プロキシと Unified Manager をインストールするサーバにインストールファイルをダウンロードします。

Windows サーバまたは Linux サーバにをインストールします

Web Services Proxy と Unified Manager は、 3 つのモード（グラフィカル、コンソール、サイレント）のい
ずれかを使用するか、 RPM ファイル（ Linux のみ）を使用してインストールできます。

作業を開始する前に

• "インストール要件を確認します"。

• プロキシと Unified Manager をインストールするサーバに正しいインストールファイル（ Windows の場
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合は EXE 、 Linux の場合は BIN ）をダウンロードしておきます。

グラフィカルモードでのインストール

グラフィカルモードでのインストールは、 Windows と Linux のどちらでも実行できます。グラフィカルモー
ドでは、 Windows 形式のインターフェイスにプロンプトが表示されます。

手順

1. インストールファイルをダウンロードしたフォルダにアクセスします。

2. Windows または Linux のインストールを起動します。

◦ Windows — インストールファイルをダブルクリックします

'santricity _webservices-windows_x64-nn.nn.nnnn.exe'

◦ Linux — 次のコマンドを実行します : 'tricity _webservices -linux_x64-nn.nn.nnnn.bin

上記ファイル名の「 nn.nn.nn.nnnn 」はバージョン番号です。

インストールプロセスが開始され、 NetApp SANtricity Web サービスプロキシ + Unified Manager のスプ
ラッシュ画面が表示されます。

3. 画面の指示に従います。

インストール時に、複数の機能を有効にし、いくつかの設定パラメータを入力するように求められます。
選択した内容は、必要に応じてあとで構成ファイルで変更できます。

アップグレードの実行中、構成パラメータの入力は求められません。

4. Webserver Started というメッセージが表示されたら、 * OK * をクリックしてインストールを完了しま
す。

Install Complete （インストールの完了）ダイアログボックスが表示されます。

5. Unified Manager または対話型の API ドキュメントを起動する場合はチェックボックスをクリックし、 *

Done * をクリックします。

コンソールモードでのインストール

コンソールモードでのインストールは、 Windows と Linux のどちらでも実行できます。コンソールモードで
は、ターミナルウィンドウにプロンプトが表示されます。

手順

1. 次のコマンドを実行します :`< インストールファイル名 >-i console`

上記のコマンドでは、「 <install filename> 」はダウンロードしたプロキシインストールファイルの名前を
表します（例： 'tricity _webservices-windows_x64.nn.nn.nnnn.exe'） 。

インストール・プロセス中にいつでもインストールをキャンセルするには ' コマンドプロン
プトで quit を入力します
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インストールプロセスが開始され、「 Launching Installer — Introduction 」というメッセージが表示さ
れます。

2. 画面の指示に従います。

インストール時に、複数の機能を有効にし、いくつかの設定パラメータを入力するように求められます。
選択した内容は、必要に応じてあとで構成ファイルで変更できます。

アップグレードの実行中、構成パラメータの入力は求められません。

3. インストールが完了したら、 Enter キーを押してインストーラを終了します。

サイレントモードでのインストール

サイレントモードでのインストールは、 Windows と Linux のどちらでも実行できます。サイレントモードで
は、メッセージやスクリプトはターミナルウィンドウに表示されません。

手順

1. 次のコマンドを実行します。「 < インストールファイル名 > -i silent 」

上記のコマンドでは、「 <install filename> 」はダウンロードしたプロキシインストールファイルの名前を
表します（例： 'tricity _webservices-windows_x64.nn.nn.nnnn.exe'） 。

2. Enter キーを押します。

インストールプロセスが完了するまでに数分かかることがあります。インストールが完了すると、ターミ
ナルウィンドウにコマンドプロンプトが表示されます。

RPM コマンドでのインストール（ Linux のみ）

RPM パッケージ管理システムと互換性がある Linux システムでは、オプションの RPM ファイルを使用して
Web Services Proxy をインストールできます。

手順

1. プロキシと Unified Manager をインストールするサーバに RPM ファイルをダウンロードします。

2. ターミナルウィンドウを開きます。

3. 次のコマンドを入力します。

「 rpm -u SANtricity_webservices-nn.nn.nnnn -n x86_64 」 rpm を指定します

上記コマンドの「 nn.nn.nn.nnnn 」はバージョン番号です。

インストールプロセスが完了するまでに数分かかることがあります。インストールが完了すると、ターミ
ナルウィンドウにコマンドプロンプトが表示されます。

API と Unified Manager にログインします

Web Services には、 REST API と直接やり取りできる API ドキュメントが含まれてい
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ます。また、複数の E シリーズストレージシステムを管理するためのブラウザベース
のインターフェイスである Unified Manager も含まれています。

Web Services API にログインします

Web Services Proxy をインストールしたら、ブラウザから対話型の API ドキュメントにアクセスできます。

API ドキュメントは Web Services の各インスタンスと一緒に実行されるほか、ネットアップサポートサイト
から PDF 版を入手することもできます。対話型バージョンにアクセスするには、ブラウザを開き、 Web

Services の場所（組み込みバージョンのコントローラまたはプロキシのサーバ）を示す URL を入力します。

Web Services API は OpenAPI 仕様（旧称 Swagger 仕様）を実装しています。

初回ログイン時は「 admin 」クレデンシャルを使用します。「 admin 」は、すべての機能とロールにアクセ
スできるスーパー管理者とみなされます。

手順

1. ブラウザを開きます。

2. 組み込み実装またはプロキシ実装の URL を入力します。

◦ 組み込み：「 + https://<controller>:<port>/devmgr/docs/+` 」

この URL で、「 <controller> 」はコントローラの IP アドレスまたは FQDN 、「 <port> 」はコント
ローラの管理ポート番号（デフォルトは 8443 ）です。

◦ プロキシ :`http[s]://<server>:<port>/devmgr/docs/`

この URL で、「 <server> 」はプロキシがインストールされているサーバの IP アドレスまたは FQDN

、「 <port> 」はリスニングポート番号（デフォルトは HTTP が 8080 、 HTTPS が 8443 ）です。

リスニングポートがすでに使用されている場合は競合が検出され、別のリスニングポー
トを選択するように求められます。

ブラウザで API ドキュメントが開きます。

3. 対話型の API ドキュメントが開いたら、ページ右上のドロップダウンメニューから * utils * を選択しま
す。

4. [Login] カテゴリをクリックすると、使用可能なエンドポイントが表示されます。

5. [POST:/ ログイン *] エンドポイントをクリックし、 [*Try it Out] をクリックします。

6. 初めてのログインの場合は、ユーザ名とパスワードに admin を入力します。

7. [* Execute] をクリックします。

8. ストレージ管理のエンドポイントにアクセスするには、右上のドロップダウンメニューから「 * v2 * 」を
選択します。

エンドポイントの上位レベルのカテゴリが表示されます。API ドキュメントのナビゲート方法を以下に示
します。
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面積（ Area ） 説明

ドロップダウンメニュー ページ右上にあるドロップダウンメニューで、 API

ドキュメントのバージョン 2 （ V2 ）、 SYMbol イ
ンターフェイス（ SYMbol V2 ）、ログイン用の
API ユーティリティ（ utils ）を切り替えることが
できます。

API ドキュメントのバージョン 1 は
プレリリース版であり、一般には提
供されていないため、 V1 はドロッ
プダウンメニューに含まれていませ
ん。

カテゴリ API ドキュメントは、上位レベルのカテゴリ（
Administration や Configuration など）別に編成され
ています。カテゴリをクリックすると、関連するエ
ンドポイントが表示されます。

エンドポイント エンドポイントを選択すると、そのエンドポイント
の URL パス、必須パラメータ、応答本文、および
URL から返される可能性のあるステータスコード
が表示されます。

ぜひお試しください [* 試してみてください * ] をクリックして、エンド
ポイントを直接操作します。このボタンは、エンド
ポイントの各ビューに表示されます。

ボタンをクリックすると、パラメータを入力するた
めのフィールドが表示されます（該当する場合）。
値を入力して、 * Execute * をクリックします。

対話型ドキュメントでは、 JavaScript を使用して
直接 API に要求が送信されます。テスト要求では
ありません。

Unified Manager にログインします

Web Services Proxy をインストールしたら、 Unified Manager にアクセスして Web ベースのインターフェイ
スで複数のストレージシステムを管理できます。

Unified Manager にアクセスするには、ブラウザを開き、プロキシがインストールされている場所の URL を
入力します。サポートされるブラウザとバージョンを次に示します。

ブラウザ 最小バージョン

Google Chrome 79

Microsoft Internet Explorer の略 11.
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ブラウザ 最小バージョン

Microsoft Edge の場合 79

Mozilla Firefox 70

Safari 12.

手順

1. ブラウザを開き、次の URL を入力します。

「 + http [s] ： //< サーバ > ： <port>/um+`

この URL では、「 <server> 」は Web Services Proxy がインストールされているサーバの IP アドレスま
たは FQDN 、「 <port> 」はリスニングポート番号（デフォルトは HTTP が 8080 、 HTTPS が 8443 ）で
す。

Unified Manager のログインページが開きます。

2. 初めてのログインの場合は、ユーザ名に「 admin 」と入力し、管理ユーザのパスワードを設定して確認し
ます。

パスワードには 30 文字まで使用できます。ユーザとパスワードの詳細については、 Unified Manager オ
ンラインヘルプのアクセス管理に関するセクションを参照してください。

Web Services Proxy を設定する

Web Services Proxy の設定は、環境独自の運用やパフォーマンスの要件に合わせて変更
することができます。

Web サーバを停止または再起動します

Web サーバサービスはインストール時に開始され、バックグラウンドで実行されます。一部の設定タスクで
は、 Web サーバサービスの停止や再起動が必要になる場合があります。

手順

1. 次のいずれかを実行します。

◦ Windows の場合は、「 * Start * 」メニューから「メニュー：管理ツール [ サービス ] 」を選択し、「
NetApp SANtricity Web サービス * 」を検索して、「 * Stop * 」または「 * Restart * 」を選択します。

◦ Linux の場合、オペレーティングシステムのバージョンに応じて Web サーバを停止および再起動する
方法を選択します。どのデーモンが開始されたかは、インストール中にポップアップダイアログに表
示されます。例：

web_services_proxy Web サーバをインストールして起動しましたsystemctl start | stop | restart |

status web_services_proxy.service` を使用して操作できます

サービスとやり取りする最も一般的な方法は 'ystemctl' コマンドを使用することです
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ポートの競合を解決します

定義されたアドレスまたはポートで別のアプリケーションを使用しているときに Web Services Proxy を実行
している場合は、 wsconfig.xml ファイルでポートの競合を解決できます。

手順

1. 次の場所にある wsconfig.xml ファイルを開きます。

◦ （ Windows ） - C ： \Program Files\NetApp\Virtual Web Services Proxy

◦ （ Linux ） - /opt/netapp/santricity_web_services_proxy

2. wsconfig.xml ファイルに次の行を追加します。この行で、 n はポート番号です。

<sslport clientauth=”request”>*n*</sslport>

<port>n</port>

次の表に、 HTTP ポートと HTTPS ポートを制御する属性を示します。

名前 説明 親ノード（ Parent

Node ）
属性（ Attributes
）

必須

構成 設定のルートノー
ド

null Version ：設定スキ
ーマの現在のバー
ジョンは 1.0 で
す。

はい。

sslport SSL 要求をリスン
する TCP ポート。
デフォルトは 8443

です。

構成 Clientauth いいえ

ポート HTTP 要求をリスン
する TCP ポート。
デフォルトは 8080

です。

構成 - いいえ

3. ファイルを保存して閉じます。

4. Web サーバサービスを再起動して変更を反映させます。

ロードバランシングやハイアベイラビリティの設定

ハイアベイラビリティ（ HA ）構成で Web Services Proxy を使用するには、ロードバランシングを設定しま
す。通常、 HA 構成では、 1 つのノードですべての要求を受信して他のノードはスタンバイにするか、すべて
のノード間で要求の負荷を分散します。

Web Services Proxy はハイアベイラビリティ（ HA ）環境で利用することができ、ほとんどの API は要求を
受信するノードに関係なく正しく動作します。メタデータタグとフォルダの 2 つは例外で、タグとフォルダ
はローカルデータベースに格納され、 Web Services Proxy インスタンス間で共有されません。
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ただし、ごく一部の要求でタイミングの問題が発生することがわかっています。具体的には、プロキシのイン
スタンスごとに、小さいウィンドウのインスタンスよりも新しいデータの取得速度が速くなります。Web サ
ービスプロキシには、このタイミング問題を削除する特別な設定が含まれています。このオプションは、（デ
ータの整合性を保つために）要求の処理にかかる時間を長くするため、デフォルトでは有効になっていませ
ん。このオプションを有効にするには、 .INI ファイル（ Windows ）または .SH ファイル（ Linux ）にプロパ
ティを追加する必要があります。

手順

1. 次のいずれかを実行します。

◦ Windows: appserver64.ini ファイルを開き、「 D load-balance.enabled=true 」プロパティを追加しま
す。

たとえば 'vmarg.7=-dload-sbalance .enabled=true' のようになります

◦ Linux ： webserver.sh ファイルを開き、「 D load-balance.enabled=true 」プロパティを追加します。

たとえば、「バグ _ スタート _ オプション = 」 -dload-sbalance .enabled=true"` のようになります

2. 変更を保存します。

3. Web サーバサービスを再起動して変更を反映させます。

SYMbol HTTPS を無効にする

SYMbol コマンド（デフォルト設定）を無効にして、リモート手順呼び出し（ RPC ）でコマンドを送信する
ことができます。この設定は、 wsconfig.xml ファイルで変更できます。

デフォルトでは、 Web Services Proxy は SANtricity OS バージョン 08.40 以降を実行する E2800 シリーズお
よび E5700 シリーズのすべてのストレージシステムに HTTPS 経由で SYMbol コマンドを送信しま
す。HTTPS 経由で送信された SYMbol コマンドは、ストレージシステムに対して認証されます。必要に応じ
て、 HTTPS SYMbol のサポートを無効にし、 RPC 経由でコマンドを送信することができます。RPC 経由の
SYMbol が設定されている場合、ストレージシステムへのすべてのパッシブコマンドが認証なしで有効になり
ます。

RPC 経由の SYMbol が使用された場合、 Web Services Proxy は SYMbol 管理ポートが無効に
なっているシステムに接続できません。

手順

1. 次の場所にある wsconfig.xml ファイルを開きます。

◦ （ Windows ） - C ： \Program Files\NetApp\Virtual Web Services Proxy

◦ （ Linux ） - /opt/netapp/santricity_web_services_proxy

2. 「 evicemgt.symbolclientstrategy 」エントリで、「 https Preferred 」の値を「 rpcOnly 」に置き換えま
す。

例：

<env key="devicemgt.symbolclientstrateg"> rpcOnly</env>

3. ファイルを保存します。
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Cross-Origin Resource Sharing の設定

Cross-Origin Resource Sharing （ CORS ）を設定できます。 CORS は、追加の HTTP ヘッダーを使用し
て、あるオリジン（ドメイン）で実行されている Web アプリケーションに別のオリジンにあるサーバのリソ
ースへのアクセスを許可するメカニズムです。

CORS は、作業ディレクトリにある cors.cfg ファイルで制御されます。デフォルトでは CORS は無制限に許
可され、クロスドメインアクセスは制限されません。

構成ファイルがない場合、 CORS は無制限に許可されます。ただし、 cors.cfg ファイルが存在する場合は、
そのファイルが使用されます。cors.cfg ファイルが空の場合は、 CORS 要求は実行できません。

手順

1. 作業ディレクトリにある cors.cfg ファイルを開きます。

2. 必要な行をファイルに追加します。

CORS 構成ファイルの各行は、照合する正規表現のパターンで構成されます。origin ヘッダーが cors.cfg

ファイルの各行と一致している必要があります。いずれかのラインパターンが送信元ヘッダーと一致する
場合、要求は許可されます。ホスト要素だけでなく、完全なオリジンが比較されます。

3. ファイルを保存します。

要求は次のようにプロトコルに基づいてホストと照合されます。

• localhost を任意のプロトコルに対応します --*localhost*

• HTTPS のみの localhost に対応 --https://localhost*

Web Services Proxy をアンインストールする

Web Services Proxy と Unified Manager を削除する際は、インストール時に使用した方
法に関係なく、任意のモード（グラフィカル、コンソール、サイレント、または RPM

ファイル）を使用できます。

グラフィカルモードでのアンインストール

グラフィカルモードでのアンインストールは、 Windows と Linux のどちらでも実行できます。グラフィカル
モードでは、 Windows 形式のインターフェイスにプロンプトが表示されます。

手順

1. Windows または Linux のアンインストールを起動します。

◦ Windows — uninstall_web_services_proxy アンインストールファイルが格納されているディレクトリ
に移動しますデフォルトのディレクトリは次の場所にあります。 C ： \Program Files\NetApp\Virtual

Web Services Proxy/[uninstall_web_services_proxy.exe] をダブルクリックします。

または、メニュー [ プログラム ]>[ プログラムのアンインストール ] の順に選択し、
NetApp SANtricity Web サービスプロキシを選択することもできます。

◦ Linux — Web Services Proxy アンインストールファイルが格納されているディレクトリに移動します
デフォルトのディレクトリは、 +`/opt/NetApp/SANtricity

_web_services_proxy/uninstall_web_services_proxy です
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2. 次のコマンドを実行します。

uninstall_web_services_proxy-i gui

SANtricity Web Services Proxy のスプラッシュ画面が表示されます。

3. [ アンインストール ] ダイアログボックスで、 [Uninstall] をクリックします。

アンインストールの進捗状況が表示されます。

4. アンインストール完了のメッセージが表示されたら、「 * 完了 * 」をクリックします。

コンソールモードでのアンインストール

コンソールモードでのアンインストールは、 Windows と Linux のどちらでも実行できます。コンソールモー
ドでは、ターミナルウィンドウにプロンプトが表示されます。

手順

1. uninstall_web_services_proxy ディレクトリに移動します。

2. 次のコマンドを実行します。

uninstall_web_services_proxy-i コンソール

アンインストールプロセスが開始されます。

3. アンインストールが完了したら、 Enter キーを押してインストーラを終了します。

サイレントモードでのアンインストール

サイレントモードでのアンインストールは、 Windows と Linux のどちらでも実行できます。サイレントモー
ドでは、メッセージやスクリプトはターミナルウィンドウに表示されません。

手順

1. uninstall_web_services_proxy ディレクトリに移動します。

2. 次のコマンドを実行します。

uninstall_web_services_proxy -i silent

アンインストールプロセスは実行されますが、メッセージやスクリプトはターミナルウィンドウに表示さ
れません。Web Services Proxy のアンインストールが完了すると、ターミナルウィンドウにコマンドプロ
ンプトが表示されます。

RPM コマンドでのアンインストール（ Linux のみ）

RPM コマンドを使用して、 Linux システムから Web Services Proxy をアンインストールできます。

手順

1. ターミナルウィンドウを開きます。

2. 次のコマンドラインを入力します。

803



「 rpm -e SANtricity_webservices 」のように設定します

アンインストールプロセスでは、元のインストールに含まれていなかったファイルが残る
場合があります。Web Services Proxy を完全に削除するには、それらのファイルを手動で
削除してください。

Web Services Proxy でユーザアクセスを管理します

セキュリティ対策として、 Web Services API と Unified Manager へのユーザアクセスを
管理することができます。

アクセス管理の概要

アクセス管理には、ロールベースログイン、パスワード暗号化、ベーシック認証、 LDAP 統合が含まれま
す。

ロールベースアクセス制御

ロールベースアクセス制御（ RBAC ）は、事前定義されたユーザにロールを関連付けます。各ロールは、特
定のレベルの機能に対する権限を付与します。

次の表に、各ロールの説明を示します。

ロール 説明

security.admin SSL および証明書の管理。

storagec.admin ストレージシステム構成への読み取り / 書き込みのフルアクセス。

storage.monitor ストレージシステムデータを表示するための読み取り専用アクセス。

support.admin ストレージシステムのすべてのハードウェアリソースと AutoSupport

（ ASUP ）の取得などのサポート処理に対するアクセス。

デフォルトのユーザアカウントは、 users.properties ファイルで定義されています。ユーザアカウントは、
users.properties ファイルを直接変更するか、 Unified Manager のアクセス管理機能を使用して変更できま
す。

次の表に、 Web Services Proxy で使用可能なユーザログインを示します。

事前定義されたユーザログイン 説明

管理 すべての機能にアクセスできるスーパー管理者。すべてのロールが含
まれています。Unified Manager の場合は、初回ログイン時にパスワ
ードを設定する必要があります。
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事前定義されたユーザログイン 説明

ストレージ すべてのストレージプロビジョニングを担当する管理者。このユーザ
には、 storage.admin 、 support.admin 、および storage.monitor とい
うロールが含まれています。このアカウントは、パスワードが設定さ
れるまで無効になります。

セキュリティ セキュリティ設定を担当するユーザ。このユーザには、
security.admin と storage.monitor というロールが含まれています。こ
のアカウントは、パスワードが設定されるまで無効になります。

サポート ハードウェアリソース、障害データ、ファームウェアアップグレード
を担当するユーザ。このユーザには、 support.admin と
storage.monitor というロールが含まれています。このアカウントは、
パスワードが設定されるまで無効になります。

モニタ システムへの読み取り専用アクセス権を持つユーザ。このユーザには
storage.monitor ロールのみが含まれています。このアカウントは、パ
スワードが設定されるまで無効になります。

rw（古いアレイのレガシー） rw （読み取り / 書き込み）ユーザには、 storage.admin 、
support.admin 、および storage.monitor というロールが含まれていま
す。このアカウントは、パスワードが設定されるまで無効になりま
す。

ro（レガシーアレイ） ro （読み取り専用）ユーザには、 storage.monitor ロールのみが含ま
れます。このアカウントは、パスワードが設定されるまで無効になり
ます。

パスワード暗号化

それぞれのパスワードに対して、既存の SHA256 パスワードエンコーディングを使用して暗号化プロセスを
追加で適用できます。この追加の暗号化プロセスは、各 SHA256 ハッシュ暗号化の各パスワードにランダム
なバイトセット（ソルト）を適用します。ソルトが付加された SHA256 暗号化は、新しく作成されるすべて
のパスワードに適用されます。

Web Services Proxy 3.0 よりも前のリリースでは、パスワードは SHA256 ハッシュのみで暗号
化されていました。SHA256 ハッシュのみで暗号化された既存のパスワードではこのエンコー
ディングが維持され、 users.properties ファイルで引き続き有効です。ただし、 SHA256 ハッ
シュのみで暗号化されたパスワードは、 SHA256 暗号化で暗号化されるパスワードほど安全で
はありません。

ベーシック認証

デフォルトでは、ベーシック認証は有効になっており、サーバからベーシック認証チャレンジが返されます。
この設定は、 wsconfig.xml ファイルで変更できます。

LDAP

Lightweight Directory Access Protocol （ LDAP ）は、分散型のディレクトリ情報サービスへのアクセスと管
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理に使用されるアプリケーションプロトコルで、 Web Services Proxy で有効になっています。LDAP との
統合により、ユーザ認証とグループへのロールのマッピングが可能になります。

LDAP 機能の設定については、 Unified Manager インターフェイスの設定オプション、または対話型の API ド
キュメントの LDAP のセクションを参照してください。

ユーザアクセスを設定

ユーザアクセスの管理では、パスワードの暗号化を追加し、ベーシック認証を設定し、ロールベースアクセス
を定義します。

パスワードに暗号化を追加します

最高レベルのセキュリティを実現するために、既存の SHA256 パスワードエンコーディングを使用して、パ
スワードに暗号化を追加で適用できます。

この追加の暗号化プロセスは、各 SHA256 ハッシュ暗号化の各パスワードにランダムなバイトセット（ソル
ト）を適用します。ソルトが付加された SHA256 暗号化は、新しく作成されるすべてのパスワードに適用さ
れます。

手順

1. 次の場所にある users.properties ファイルを開きます。

◦ （ Windows ） - C ： \Program Files\NetApp\Virtual Web Services Proxy\data\config

◦ （ Linux ） - /opt/netapp/santricity_web_services_proxy/data/config を使用します

2. 暗号化されたパスワードをプレーンテキストで再入力します。

3. 「 ecurepasswds 」コマンドラインユーティリティを実行して、パスワードを再暗号化するか、 Web

Services Proxy を再起動します。このユーティリティは、 Web Services Proxy のルートインストールデ
ィレクトリにインストールされています。

また、 Unified Manager でパスワードが編集されるたびに、ローカルユーザのパスワードに
ソルトを付加してハッシュ化することもできます。

ベーシック認証を設定する

ベーシック認証はデフォルトで有効になっており、サーバからベーシック認証チャレンジが返されます。必要
に応じて、 wsconfig.xml ファイルで設定を変更できます。

1. 次の場所にある wsconfig.xml ファイルを開きます。

◦ （ Windows ） - C ： \Program Files\NetApp\Virtual Web Services Proxy

◦ （ Linux ） - /opt/netapp/santricity_web_services_proxy

2. ファイルの次の行を、 false （無効）または true （有効）を指定して変更します。

たとえば、「 <env key="enable-basic-auth">true</env>` 」のように指定します

3. ファイルを保存します。

4. Web サーバサービスを再起動して変更を反映させます。
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ロールベースアクセスを設定

ユーザアクセスを特定の機能に制限するには、各ユーザアカウントに指定するロールを変更します。

Web Services Proxy にはロールベースアクセス制御（ RBAC ）が含まれており、事前定義されたユーザにロ
ールが関連付けられています。各ロールは、特定のレベルの機能に対する権限を付与します。ユーザアカウン
トに割り当てられているロールは、 users.properties ファイルを直接変更することで変更できます。

Unified Manager のアクセス管理を使用してユーザアカウントを変更することもできます。詳細
については、 Unified Manager のオンラインヘルプを参照してください。

手順

1. 次の場所にある users.properties ファイルを開きます。

◦ （ Windows ） - C ： \Program Files\NetApp\Virtual Web Services Proxy\data\config

◦ （ Linux ） - /opt/netapp/santricity_web_services_proxy/data/config を使用します

2. 変更するユーザアカウント（ storage 、 security 、 monitor 、 support 、 rw 、 または ro ）をクリックし
ます。

admin ユーザは変更しないでください。これは、すべての機能にアクセスできるスーパー
ユーザです。

3. 必要に応じて、指定されたロールを追加または削除します。

次のロールがあります。

◦ security.admin — SSL および証明書の管理。

◦ storage.admin ：ストレージシステム設定への読み取り / 書き込みのフルアクセス。

◦ storage.monitor ：ストレージシステムデータを表示するための読み取り専用アクセス。

◦ support.admin ：ストレージシステムのすべてのハードウェアリソースと AutoSupport （ ASUP ）の
取得などのサポート処理に対するアクセス。

storage.monitor ロールは、管理者を含むすべてのユーザに必要です。

4. ファイルを保存します。

Web Services Proxy でセキュリティと証明書を管理する

Web Services Proxy のセキュリティ上の理由から、 SSL ポートを指定して証明書を管
理することができます。証明書で Web サイトの所有者を識別することにより、クライア
ントとサーバの間のセキュアな接続が確立

SSL を有効にします

Web Services Proxy はセキュリティ対策として Secure Sockets Layer （ SSL ）を使用しており、インストー
ル時に SSL が有効化されます。SSL ポートの指定は、 wsconfig.xml ファイルで変更できます。

手順
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1. 次の場所にある wsconfig.xml ファイルを開きます。

◦ （ Windows ） - C ： \Program Files\NetApp\Virtual Web Services Proxy

◦ （ Linux ） - /opt/netapp/santricity_web_services_proxy

2. 次の例のように、 SSL ポート番号を追加または変更します。

<sslport clientauth="request">8443</sslport>

結果

SSL が設定された状態でサーバを起動すると、サーバはキーストアファイルと信頼ストアファイルを探しま
す。

• キーストアが見つからない場合、サーバは最初に検出された非ループバック IPv4 アドレスの IP アドレス
を使用してキーストアを生成し、自己署名証明書をキーストアに追加します。

• 信頼ストアが見つからないか指定されていない場合、サーバはキーストアを信頼ストアとして使用しま
す。

証明書の検証を省略します

セキュアな接続をサポートするために、 Web Services Proxy はストレージシステムの証明書を独自の信頼さ
れた証明書と照合して検証します。必要に応じて、ストレージシステムへの接続時にこの検証を省略するよう
に指定できます。

作業を開始する前に

• ストレージシステムへの接続がすべてセキュアである必要があります。

手順

1. 次の場所にある wsconfig.xml ファイルを開きます。

◦ （ Windows ） - C ： \Program Files\NetApp\Virtual Web Services Proxy

◦ （ Linux ） - /opt/netapp/santricity_web_services_proxy

2. 次の例に示すように 'trust.all.arrays' エントリに「 true 」と入力します

<env key="trust.all.arrays">true</env>

3. ファイルを保存します。

ホスト管理証明書を生成してインポートします

証明書で Web サイトの所有者を識別することにより、クライアントとサーバの間のセキュアな接続が確
立Web Services Proxy がインストールされているホストシステムの認証局（ CA ）証明書を生成してインポ
ートするには、 API エンドポイントを使用します。

ホストシステムの証明書を管理するには、 API を使用して次のタスクを実行します。

• ホストシステムの証明書署名要求（ CSR ）を作成します。
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• CSR ファイルを CA に送信し、証明書ファイルが送られてくるのを待ちます。

• 署名済み証明書をホストシステムにインポートします。

証明書は Unified Manager インターフェイスでも管理できます。詳細については、 Unified

Manager のオンラインヘルプを参照してください。

手順

1. にログインします "対話型の API ドキュメント"。

2. 右上のドロップダウンメニューに移動し、「 * v2 * 」を選択します。

3. [* Administration] リンクを展開し、 /certificates エンドポイントまで下にスクロールします。

4. CSR ファイルを生成します。

a. 「 * POST ： /certificates * 」を選択し、「 * Try it out * 」を選択します。

Web サーバで自己署名証明書が再生成されます。各フィールドに情報を入力して、 CSR の生成に使
用する共通名、組織、組織単位、代替 ID などの情報を定義できます。

b. [*Example Values] ペインに必要な情報を追加して有効な CA 証明書を生成し、コマンドを実行しま
す。

CSR の再生成が必要になるため、「 * POST ： /certificates 」や「 * POST ：
/certificates/reset * 」は繰り返し呼び出さないでください。POST ： /certificates * また
は * POST ： /certificates/reset * と呼び出すと、新しい秘密鍵を使用して新しい自己署
名証明書が生成されます。サーバで秘密鍵がリセットされる前に生成された CSR を送
信した場合、新しいセキュリティ証明書は機能しません。新しい CSR を生成し、新し
い CA 証明書を要求する必要があります。

c. GET ： /certificates/server * エンドポイントを実行して、現在の証明書が自己署名証明書であり、 *

POST ： /certificates * コマンドで追加した情報が含まれていることを確認します。

サーバ証明書（「 jetty 」という別名で表示）は、この時点ではまだ自己署名証明書です。

d. POST ： /certificates/export * エンドポイントを展開し、 * Try it out * を選択して CSR ファイルのフ
ァイル名を入力し、 * Execute * をクリックします。

5. 「 fileURL 」を新しいブラウザタブにコピーして貼り付け、 CSR ファイルをダウンロードしてから、
CSR ファイルを有効な CA に送信して、新しい Web サーバ証明書チェーンを要求します。

6. CA から新しい証明書チェーンが発行されたら、証明書管理ツールを使用してルート証明書、中間証明
書、および Web サーバ証明書を分割し、それらの証明書を Web Services Proxy サーバにインポートしま
す。

a. POST ： /sslconfig/server* エンドポイントを展開し、 [* 試してみましょう * ] を選択します。

b. [alias] フィールドに CA ルート証明書の名前を入力します。

c. [replaceMainServerCertificate] フィールドで [false] を選択します。

d. 新しい CA ルート証明書を参照して選択します。

e. [* Execute] をクリックします。

f. 証明書のアップロードが成功したことを確認します。
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g. CA 中間証明書について、 CA 証明書のアップロード用手順を繰り返します。

h. 新しい Web サーバセキュリティ証明書ファイルに対して証明書アップロード手順を繰り返します。た
だし、この手順では、 [replaceMainServerCertificate] ドロップダウンで [true] を選択します。

i. Web サーバセキュリティ証明書のインポートが正常に完了したことを確認します。

j. キーストアに新しいルート証明書、中間証明書、および Web サーバ証明書があることを確認するに
は、 * GET ： /certificates/server * を実行します。

7. [* POST ： /certificates/reload * endpoint] を選択して展開し、 [* Try it out * ] を選択します。両方のコント
ローラを再起動するかどうかを確認するメッセージが表示されたら、「 * false * 」を選択します。（「
True 」はデュアルアレイコントローラの場合にのみ適用されます）。 [* Execute] をクリックします。

通常、 */certificates/reload * エンドポイントは HTTP 202 応答を返します。ただし、 Web サーバの信頼
ストアとキーストアの証明書をリロードする際、 API のプロセスと Web サーバの証明書リロードプロセ
スの間でまれに競合が発生します。まれに、 Web サーバ証明書のリロードが API の処理よりも優先され
ることがあります。この場合、リロードが正常に完了していても失敗したように表示されます。この場合
も次の手順に進みます。実際にリロードに失敗した場合は、次の手順も失敗します。

8. Web Services Proxy への現在のブラウザセッションを閉じて新しいブラウザセッションを開き、 Web

Services Proxy への新しいセキュアなブラウザ接続を確立できることを確認します。

incognito モードまたは in-private モードのブラウズセッションを使用すると、以前のブラウズセッション
で保存されたデータを使用せずにサーバへの接続を開くことができます。

Web Services Proxy を使用してストレージシステムを管理してください

ネットワーク内のストレージシステムを管理するには、まずそれらを検出し、管理リス
トに追加する必要があります。

ストレージシステムを検出

自動検出を設定するか、ストレージシステムを手動で検出できます。

ストレージシステムを自動的に検出します

wsconfig.xml ファイルの設定を変更することにより、ネットワークでストレージシステムが自動的に検出され
るように指定できます。デフォルトでは、 IPv6 の自動検出は無効になっており、 IPv4 は有効になっていま
す。

管理 IP アドレスまたは DNS アドレスを 1 つ指定するだけで、ストレージシステムを追加することができま
す。パスが設定されていない場合や設定されていてルーティング可能な場合、サーバはすべての管理パスを自
動的に検出します。

初回接続後に、 IPv6 プロトコルを使用してコントローラの設定からストレージシステムを自動
的に検出しようとすると、検出に失敗することがあります。原因としては、 IP アドレスの転送
時の問題のほか、ストレージシステムで IPv6 が有効になっているがサーバでは有効になってい
ない場合などが考えられます。

作業を開始する前に

IPv6 の検出設定を有効にする前に、接続の問題を軽減するために、ストレージシステムへの IPv6 接続がイン
フラでサポートされていることを確認してください。
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手順

1. 次の場所にある wsconfig.xml ファイルを開きます。

◦ （ Windows ） - C ： \Program Files\NetApp\Virtual Web Services Proxy

◦ （ Linux ） - /opt/netapp/santricity_web_services_proxy

2. 自動検出文字列で ' 必要に応じて設定を true から false に変更します次の例を参照してください。

<env key="autodiscover.ipv6.enable">true</env>

パスが設定されていても、サーバがアドレスにルーティングできるように設定されていな
いと、断続的に接続エラーが発生します。ホストからルーティング可能な IP アドレスを設
定できない場合は、自動検出をオフにします（設定を「 false 」に変更します）。

3. ファイルを保存します。

API エンドポイントを使用してストレージシステムを検出および追加する

API エンドポイントを使用してストレージシステムを検出し、管理リストに追加することができます。この手
順は、ストレージシステムと API の間に管理接続を作成します。

このタスクでは、これらのシステムを対話型の API ドキュメントで管理できるように、 REST

API を使用してストレージシステムを検出および追加する方法について説明します。ただし、
ストレージシステムの管理には、使いやすいインターフェイスを備えた Unified Manager を使
用することもできます。詳細については、 Unified Manager のオンラインヘルプを参照してく
ださい。

作業を開始する前に

SANtricity バージョン 11.30 以降のストレージシステムの場合は、 SANtricity System Manager インターフェ
イスで SYMbol の従来の管理インターフェイスを有効にしておく必要があります。そうしないと、 Discovery

エンドポイントが失敗します。この設定は、 System Manager を開いてメニューから選択できます。 [ 設定 ]

、 [ システム ] 、 [ その他の設定 ] 、 [ 管理インターフェイスの変更 ] の順に選択します。

手順

1. にログインします "対話型の API ドキュメント"。

2. 次の手順でストレージシステムを検出します。

a. API ドキュメントのドロップダウンで「 * V2 」が選択されていることを確認し、「 * Storage-

Systems * 」カテゴリを展開します。

b. [* POST:/ DISCOVERY * （ POST ： / 検出） ] エンドポイントをクリックし、 [* Try it out * （実行し
てみる * ） ] をクリックします。

c. 次の表の説明に従って、パラメータを入力します。

startIP

endIP
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string には、ネットワーク内の 1 つ以上のストレージシステムの開始 IP アドレスと終了 IP アドレス
の範囲を指定します。

エージェントを使用します

次のいずれかの値に設定します。

• True = ネットワークスキャンにインバンドエージェントを使用します。

• false = ネットワークスキャンにインバンドエージェントを使用しません。

ConnectionTimeout ( 接続タイムアウト

接続がタイムアウトするまでのスキャンの許容秒数を入力します。

最大ポート数を使用します

ネットワークスキャンに使用するポートの最大数を入力します。

d. [* Execute] をクリックします。

API の操作はユーザへの確認なしで実行されます。

検出プロセスがバックグラウンドで実行されます。

a. コード 202 が返されることを確認します。

b. [* 応答本文 *] で、リクエスト ID に返された値を探します。次の手順で結果を表示するには、要求 ID

が必要です。

3. 検出結果を次のように表示します。

a. [Get ： /discovery * endpoint] をクリックし、 [* Try it out * ] をクリックします。

b. 前の手順で確認したリクエスト ID を入力します。[Request ID] を空白のままにすると、エンドポイン
トは、最後に実行された要求 ID にデフォルトで設定されます。

c. [* Execute] をクリックします。

d. コード 200 が返されることを確認します。

e. 応答の本文で、要求 ID とストレージシステムの文字列を特定します。次の例のような文字列が表示さ
れます。
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"storageSystems": [

    {

      "serialNumber": "123456789",

      "wwn": "000A011000AF0000000000001A0C000E",

      "label": "EF570_Array",

      "firmware": "08.41.10.01",

      "nvsram": "N5700-841834-001",

      "ipAddresses": [

        "10.xxx.xx.213",

        "10.xxx.xx.214"

      ],

f. WWN 、ラベル、および IP アドレスの値を書き留めます。次の手順で必要になります。

4. 次の手順に従ってストレージシステムを追加します。

a. [POST:/ ストレージシステム *] エンドポイントをクリックし、 [*Try it OUT] をクリックします。

b. 次の表の説明に従って、パラメータを入力します。

ID

このストレージシステムの一意の名前を入力してください。ラベル（ GET ： /discovery の応答に表
示）を入力することもできますが、任意の文字列を指定できます。このフィールドに値を指定しない
と、自動的に一意の識別子が割り当てられます。

コントローラアドレス

応答に表示された GET ： /discovery の応答に IP アドレスを入力します。デュアルコントローラの
場合は、 IP アドレスをカンマで区切って指定します。例：

「 IP アドレス 1 」、「 IP アドレス 2 」

検証

Web Services がストレージ・システムに接続できることを確認するために 'true' を入力します

パスワード

ストレージシステムの管理パスワードを入力します。

WWN

ストレージシステムの WWN （ GET ： /discovery の応答に表示）を入力します。

c. "EnableTrace" : true の後のすべての文字列を削除して、文字列セット全体を次の例のようにします。
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{

  "id": "EF570_Array",

  "controllerAddresses": [

    "Controller-A-Mgmt-IP","Controller-B-Mgmt_IP"

  ],

  "validate":true,

  "password": "array-admin-password",

  "wwn": "000A011000AF0000000000001A0C000E",

  "enableTrace": true

}

d. [* Execute] をクリックします。

e. コードの応答がエンドポイントが正常に実行されたことを示す 201 であることを確認します。

*Post: /storage-systems * エンドポイントがキューに登録されます。次の手順では、 * GET ：
/storage-systems * エンドポイントを使用して結果を表示できます。

5. 次の手順でリストへの追加を確認します。

a. Get ： /storage-system * エンドポイントをクリックします。

パラメータは必要ありません。

b. [* Execute] をクリックします。

c. コードの応答がエンドポイントが正常に実行されたことを示す 200 であることを確認します。

d. 応答の本文で、ストレージシステムの詳細を確認します。管理対象アレイのリストに追加されていれ
ば、戻り値は次のようになります。

[

  {

    "id": "EF570_Array",

    "name": "EF570_Array",

    "wwn": "000A011000AF0000000000001A0C000E",

    "passwordStatus": "valid",

    "passwordSet": true,

    "status": "optimal",

    "ip1": "10.xxx.xx.213",

    "ip2": "10.xxx.xx.214",

    "managementPaths": [

      "10.xxx.xx.213",

      "10.xxx.xx.214"

  ]

  }

]
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管理可能なストレージシステムの数をスケールアップ

デフォルトでは、最大 100 台のストレージシステムを API で管理できます。さらに多くの管理が必要な場合
は、サーバのメモリ要件を増やす必要があります。

サーバは 512MB のメモリを使用するように設定されています。ネットワーク内のストレージシステムが 100

台増えるごとに、この値に 250MB 追加します。物理的なメモリよりも多くのメモリを追加しないでくださ
い。オペレーティングシステムやその他のアプリケーション用に十分な容量を確保してください。

デフォルトのキャッシュサイズは 8 、 192 イベントです。MEL イベントのキャッシュのおお
よそのデータ使用量は、 8 、 192 イベントごとに 1MB です。したがって、デフォルトのまま
にすると、ストレージシステムのキャッシュ使用量は約 1MB になります。

メモリに加えて、ストレージシステムごとにネットワークポートが使用されます。Linux と
Windows では、ネットワークポートはファイルハンドルとみなされます。ほとんどのオペレー
ティングシステムでは、セキュリティ対策として、プロセスまたはユーザが一度に開くことが
できるファイルハンドル数が制限されています。特に Linux 環境では、開いている TCP 接続が
ファイルハンドルとみなされるため、 Web Services Proxy を使用するとこの制限を簡単に超え
てしまいます。修正方法はシステムによって異なるため、この値を引き上げる方法について
は、オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

手順

1. 次のいずれかを実行します。

◦ Windows の場合は、 appserver64.init ファイルに移動します。行「 vmarg.3 = -Xmx512M 」を探しま
す

◦ Linux の場合は、 webserver.sh ファイルに移動します。行「 java_options="-Xmx512M"` 」を探しま
す

2. メモリを増やすには '512' を MB 単位で希望するメモリに置き換えます

3. ファイルを保存します。

Web Services Proxy 統計の自動ポーリングを管理します

検出されたストレージシステム上のすべてのディスクおよびボリュームの統計に対して
自動ポーリングを設定できます。

統計の概要

統計情報として、データ収集速度とストレージシステムのパフォーマンスに関する情報が提供されます。

Web Services Proxy では、次のタイプの統計にアクセスできます。

• 統計の生データ — データ収集時のデータポイントの合計カウンタ。読み取り処理の合計数や書き込み処
理の合計数に使用できます。

• 統計の分析 — 特定の間隔について計算された情報。1 秒あたりの読み取り I/O 処理数（ IOPS ）や書き込
みスループットなどがあります。

統計の生データは線形であり、通常、有用なデータを得るためには少なくとも 2 つの収集データポイントが
必要になります。統計の分析データは統計の生データから導き出され、重要な指標を提供します。統計の生デ
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ータから導出可能な多くの値が、わかりやすいポイントインタイム形式で統計の分析データに提示されます。

統計の生データは、自動ポーリングが有効になっているかどうかに関係なく取得できます。URL の最後に
'useCache=true' クエリー文字列を追加すると ' 最後のポーリングからキャッシュされた統計情報を取得でき
ますキャッシュされた情報を使用すると、統計の取得パフォーマンスが大幅に向上します。ただし、設定され
たポーリング間隔以下の速度で複数の呼び出しを行うと、同じデータが取得されます。

統計機能

Web Services Proxy は、サポートされているハードウェアモデルおよびソフトウェアバージョンからコント
ローラとインターフェイスの統計の生データと分析データを取得できる API エンドポイントを提供します。

統計の生データの API

• '/storage-systems/{system-id }/controller-statistics`

• '/storage-systems/{system-id }/drive-statistics/{ ディスク ID のオプションリスト }`

• '/storage-systems/{system-id }/interface-statistics</1> { インターフェイス ID のオプションリスト }`

• '/storage-systems/{system-id }/volume-statistics</1> { ボリューム ID のオプションリスト }`

統計の分析データの API

• 「 /storage-systems/{id}/Analyzed-controller-statistics/` 」

• '/storage-systems/{id}/analyzed-drive-statistics/{ ディスク ID のオプションリスト }`

• '/storage-systems/{id}/analyzed-interface-statistics</1> { インターフェイス ID のオプションリスト }`

• '/storage-systems/{id}/analyzed-volume-statistics/{ ボリューム ID のオプションリスト }`

これらの URL は前回のポーリングから統計の分析データを取得するため、ポーリングが有効な場合にのみ使
用できます。これらの URL には、次の入力出力データが含まれます。

• 1 秒あたりの処理数

• スループット（メガバイト / 秒）

• 応答時間（ミリ秒）

ストレージパフォーマンスの最も一般的な指標である統計の各ポーリング間の差異に基づいて計算されます。
分析されていない統計よりもこれらの統計の方がよく使用され

システムの起動時はさまざまな指標の計算に使用する統計が以前に収集されないため、統計の
分析データを利用するには、起動後に少なくとも 1 回はポーリングサイクルが完了している必
要があります。また、累積カウンタがリセットされた場合、次回のポーリングサイクルで予測
できないデータが返されることがあります。

ポーリング間隔を設定します

ポーリング間隔を設定するには、 wsconfig.xml ファイルを変更して、ポーリング間隔を秒単位で指定しま
す。

統計はメモリにキャッシュされるため、ストレージシステムごとにメモリ使用量が 1.5MB ほど
増えることがあります。

816



作業を開始する前に

• ストレージシステムがプロキシで検出されている必要があります。

手順

1. 次の場所にある wsconfig.xml ファイルを開きます。

◦ （ Windows ） - C ： \Program Files\NetApp\Virtual Web Services Proxy

◦ （ Linux ） - /opt/netapp/santricity_web_services_proxy

2. 「 <env-entries</1> 」タグ内に次の行を追加します。「 n 」はポーリング要求の間隔を秒数で表します。

<env key="stats.poll.interval">n</env>

たとえば、 60 を入力すると、 60 秒間隔でポーリングが開始されます。つまり、前のポーリング期間に関
係なく、そのポーリング期間が終了してから 60 秒後にポーリングを開始するように要求されます。統計
にはいずれも、取得時の正確な時刻がタイムスタンプとして記録されます。システムは、 60 秒の計算の
基準となるタイムスタンプまたは時間差を使用します。

3. ファイルを保存します。

Web サービスプロキシを使用して AutoSupport を管理します

AutoSupport （ ASUP ）を設定すると、データを収集し、収集したデータをリモートで
のトラブルシューティングや問題分析用にテクニカルサポートに自動的に送信すること
ができます。

AutoSupport （ ASUP ）の概要

AutoSupport （ ASUP ）は、手動およびスケジュールベースの基準に基づいてネットアップにメッセージを
自動的に送信します。

各 AutoSupport メッセージは、ログファイル、設定データ、状態データ、およびパフォーマンス指標の集ま
りです。デフォルトでは、 AutoSupport は週に 1 回、次の表に記載されたファイルをネットアップサポート
チームに送信します。

ファイル名（ File Name ） 説明

x-headers-data.txt X ヘッダー情報を含む .txt ファイル。

Manifest.xml メッセージの内容を詳しく説明した .xml ファイル。

arraydata.xml クライアントの永続データのリストを含む .xml ファイル。

appserver-config.txt アプリケーションサーバの設定データを含む .txt ファイル。

wsconfig.txt Web サービスの設定データを含む .txt ファイル。
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ファイル名（ File Name ） 説明

host-info.txt ホスト環境に関する情報を含む .txt ファイル。

サーバログ .7z 使用可能なすべての Web サーバログファイルを含む .7z ファイル。

client-info.txt メソッドや Web ページのヒット数など、アプリケーション固有のカ
ウンタの任意のキーと値のペアを含む .txt ファイル。

WebServices - profile.json これらのファイルには、 Web Services のプロファイルデータと
Jersey の監視統計データが含まれています。デフォルトでは、
Jersey の監視統計は有効になっています。wsconfig.xml ファイルで、
次のように有効または無効にできます。

• イネーブル：「 <env key="enable.jerse.statistics">true</env>`

• 無効：「 <env key="enable.jerse.statistics">false</env>` 」

AutoSupport を設定します

AutoSupport はインストール時にデフォルトで有効になりますが、この設定を変更したり、配信タイプを変更
したりすることができます。

AutoSupport を有効または無効にします

AutoSupport 機能は Web サービスプロキシの初回インストール時に有効または無効になりますが、
ASUPConfig ファイルで設定を変更することができます。

次の手順に従って、 ASUPConfig.xml ファイルを使用して AutoSupport を有効または無効にできます。また
は、 * Configuration * および * POST/asup * を使用して API でこの機能を有効または無効にし、「 true 」ま
たは「 false 」を入力してもかまいません。

1. 作業ディレクトリで ASUPConfig.xml ファイルを開きます。

2. <asupdata enable="Boolean_value" timestamp="timestamp"> の行を探します

3. 「 true 」（イネーブル）または「 false 」（ディセーブル）を入力します。例：

<asupdata enabled="false" timestamp="0">

タイムスタンプエントリは必要ありません。

4. ファイルを保存します。

AutoSupport の配信方法を設定する

AutoSupport 機能で HTTPS 、 HTTP 、または SMTP の配信方法を使用するように設定できます。デフォル
トの配信方法は HTTPS です。

1. 作業ディレクトリ内の ASUPConfig.xml ファイルにアクセスします。
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2. 文字列「 <delivery type="n">` 」に、表の説明に従って 1 、 2 、または 3 を入力します。

価値 説明

1. • HTTPS * （デフォルト）

<delivery type="1"> 」を参照してください

2. • HTTP *

<delivery type="2"> 」を参照してください

3. smtp — AutoSupport 配信タイプを SMTP に正しく設定するには、次の例のよ
うに、 SMTP メールサーバのアドレスと、送信者と受信者のユーザの E メー
ルアドレスを含める必要があります。

<delivery type="3">

<smtp>

<mailserver>smtp.example.com</mailserver>

<sender>user@example.com</sender>

<replyto>user@example.com</replyto>

</smtp>

</delivery>

リモートボリュームミラーリング

Remote Storage Volumes の概要

SANtricity ® リモートストレージボリューム機能を使用して、リモートストレージデバ
イスからローカルの E シリーズボリュームにデータを直接インポートできます。この機
能は、機器のアップグレードプロセスを合理化し、 E シリーズ以外のデバイスから E シ
リーズシステムにデータを移動するためのデータ移行機能を提供します。

設定の概要

リモートストレージボリューム機能は、選択したサブモデル ID の SANtricity System Manager で使用できま
す。この機能を使用するには、リモートストレージシステムと E シリーズストレージシステムが相互に通信
できるように設定する必要があります。

次のワークフローを使用します。

1. "要件と制限事項を確認します"。

2. "ハードウェアを設定する"。

3. "リモートストレージをインポートします"。
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詳細については、こちらをご覧ください

• オンラインヘルプ。 System Manager ユーザインターフェイスまたはで参照できます "SANtricity ソフト
ウェアドキュメントサイト"。

• リモートストレージボリューム機能の技術情報については、を参照してください "Remote Storage

Volumes テクニカルレポート"。

リモートストレージの要件と制限事項

リモートストレージボリューム機能を設定する前に、次の要件と制限事項を確認してく
ださい。

ハードウェア要件

サポートされているプロトコル

リモートストレージボリューム機能の初回リリースでは、 iSCSI プロトコルと IPv4 プロトコルのみがサポー
トされます。

を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます" リモートストレージボリューム機能
で使用されるホストと E シリーズ（デスティネーション）アレイの間の最新のサポート情報と構成情報。

ストレージシステムの要件

E シリーズストレージシステムには次のものが必要です。

• 2 台（デュプレックスモード）

• 1 つ以上の iSCSI 接続を介して両方の E シリーズコントローラがリモートストレージシステムと通信する
ための iSCSI 接続

• SANtricity OS 11.71 以降

• サブモデル ID （ SMID ）で有効化されたリモートストレージ機能

リモートシステムには、 E シリーズストレージシステムと別のベンダーのシステムを使用できます。iSCSI 対
応のインターフェイスを含める必要があります。

ボリューム要件：

インポートに使用するボリュームは、サイズ、ステータス、およびその他の条件の要件を満たしている必要が
あります。

リモートストレージボリューム

インポートのソースボリュームを「リモートストレージボリューム」と呼びます。 このボリュームは次の条
件を満たしている必要があります。

• 別のインポートに含めることはできません

• オンラインステータスである必要があります

インポートが開始されると、コントローラファームウェアによってリモートストレージボリュームがバックグ
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ラウンドで作成されます。そのため、リモートストレージボリュームは System Manager では管理でき
ず、インポート処理にのみ使用できます。

作成されたリモートストレージボリュームは、 E シリーズシステム上の他の標準ボリュームと同様に扱われ
ますが、次の例外があります。

• リモートストレージデバイスのプロキシとして使用できます。

• 他のボリュームコピーや Snapshot の候補として使用することはできません。

• インポートの実行中は Data Assurance 設定を変更できません。

• ホストはインポート処理専用に予約されているため、どのホストにもマッピングできません。

各リモートストレージボリュームは 1 つのリモートストレージオブジェクトにのみ関連付けられます。ただ
し、 1 つのリモートストレージオブジェクトを複数のリモートストレージボリュームに関連付けることがで
きます。リモートストレージボリュームは、次の組み合わせによって一意に識別されます。

• リモートストレージのオブジェクト ID

• リモートストレージデバイスの LUN 番号

ターゲットボリュームの候補

ターゲットボリュームが、ローカルの E シリーズシステムのデスティネーションボリュームです。

デスティネーションボリュームは、次の条件を満たしている必要があります。

• RAID / DDP ボリュームである必要があります。

• リモートストレージボリュームと同じかそれ以上の容量が必要です。

• リモートストレージボリュームと同じブロックサイズが必要です。

• 有効な状態（最適）である必要があります。

• ボリュームコピー、 Snapshot コピー、非同期ミラーリング、同期ミラーリングの関係を確立することは
できません。

• 再設定処理を実行できません：動的ボリューム拡張、動的容量拡張、動的セグメントサイズ、動的 RAID

移行、動的な容量削減、 最適化。

• インポートを開始する前にホストにマッピングすることはできません（ただし、インポートの開始後にマ
ッピングすることはできます）。

• Flash Read Cached （ FRC ）を有効にできません。

System Manager は、リモートストレージのインポートウィザードの一環として、これらの要件を自動的にチ
ェックします。デスティネーションボリュームを選択する際には、すべての要件を満たすボリュームだけが表
示されます。

制限事項

リモートストレージ機能には、次の制限事項があります。

• ミラーリングを無効にする必要があります。

• E シリーズシステムのデスティネーションボリュームに Snapshot が存在しないようにします。
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• インポートを開始する前に、 E シリーズシステムのデスティネーションボリュームをホストにマッピング
しないでください。

• E シリーズシステムのデスティネーションボリュームでリソースプロビジョニングが無効になっている必
要があります。

• リモートストレージボリュームをホストまたは複数のホストに直接マッピングすることはできません。

• Web Services Proxy はサポートされていません。

• iSCSI CHAP シークレットはサポートされません。

• SMcli はサポートされません。

• VMware データストアはサポートされません。

• インポートペアが存在する場合、関係 / インポートペアにあるストレージシステムは一度に 1 つだけアッ
プグレードできます。

プロダクションインポートの準備

本番環境のインポートの前にテストインポートまたは「リハーサル」を実行して、ストレージとファブリック
が適切に構成されていることを確認する必要があります。

インポート処理および完了時間には、多くの変数が影響を及ぼす可能性があります。プロダクションインポー
トが正常に完了し、継続時間の見積もりが得られるように、これらのテストインポートを使用して、すべての
接続が想定どおりに機能していること、およびインポート処理が適切な時間で完了していることを確認できま
す。その後、プロダクションインポートを開始する前に、目的の結果を得るための調整を行うことができま
す。

リモートストレージボリュームのハードウェアを設定する

サポートされる iSCSI プロトコルを使用してリモートストレージシステムと通信できる
ように E シリーズストレージシステムを設定する必要があります。

リモートストレージデバイスと E シリーズアレイを設定

SANtricity システムマネージャに進んでリモートストレージボリューム機能を設定する前に、次の手順を実行
します。

1. E シリーズシステムとリモートストレージシステムの間に、接続された接続を手動で確立して、 2 つのシ
ステムが iSCSI 経由で通信するように設定できるようにします。

2. iSCSI ポートを設定して、 E シリーズシステムとリモートストレージシステムが相互に通信できるように
します。

3. E シリーズシステムの IQN を取得します。

4. E シリーズシステムをリモートストレージシステムから認識できるようにします。リモートストレージシ
ステムが E シリーズシステムの場合は、デスティネーションの E シリーズシステムの IQN をホストポー
トの接続情報として使用してホストを作成します。

5. リモートストレージデバイスがホスト / アプリケーションによって使用されている場合は、次の手順を実
行します。

◦ リモートストレージデバイスへの I/O を停止します。

◦ リモートストレージデバイスのマッピングを解除 / アンマウントします。
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6. E シリーズストレージシステム用に定義されたホストに、リモートストレージデバイスをマッピングしま
す。

7. マッピングに使用されているデバイスの LUN 番号を取得します。

推奨：インポートプロセスを開始する前にリモートソースボリュームをバックアップしてくだ
さい。

ストレージアレイをケーブル接続します

セットアッププロセスでは、ストレージアレイと I/O ホストを iSCSI 互換インターフェイスにケーブル接続す
る必要があります。

次の図は、 iSCSI 接続を介してリモートストレージボリューム操作を実行するようにシステムをケーブル接
続する方法の例を示しています。
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iSCSI ポートを設定

ターゲット（ローカルの E シリーズストレージアレイ）とソース（リモートストレージアレイ）の間の通信
を確保するために、 iSCSI ポートを設定する必要があります。

iSCSI ポートは、サブネットに基づいて複数の方法で設定できます。次に、リモートストレージボリューム機
能で使用する iSCSI ポートの設定方法について、いくつかの例を示します。

ソース A ソース B ターゲット A ターゲット B

10.10.1.100/22 10.10.2.100/22 10.10.1.101/22 10.10.2.101/22

ソース A ソース B ターゲット A ターゲット B

10.10.0.100/16 10.10.0.100/16 10.10.0.101/16 10.10.0.101/16

リモートストレージをインポートします

リモートシステムからローカルの E シリーズストレージシステムへのストレージのイン
ポートを開始するには、 SANtricity System Manager ユーザインターフェイスでリモー
トストレージのインポートウィザードを使用します。

必要なもの

• E シリーズストレージシステムがリモートストレージシステムと通信できるように設定されている必要が
あります。を参照してください "ハードウェアを設定する"。
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• リモートストレージシステムについて、次の情報を収集します。

◦ iSCSI IQN

◦ iSCSI IP アドレス

◦ リモートストレージデバイス（ソースボリューム）の LUN 番号

• ローカルの E シリーズストレージシステムの場合、データのインポートに使用するボリュームを作成また
は選択します。ターゲットボリュームが、次の要件を満たしている必要があります。

◦ リモートストレージデバイス（ソースボリューム）のブロックサイズと一致します。

◦ には、リモートストレージデバイスと同じかそれ以上の容量が必要です。

◦ の状態が「最適」で、利用可能です。要件の一覧については、を参照してください "要件と制限事項
"。

• 推奨：インポートプロセスを開始する前に、リモートストレージシステムのボリュームをバックアップし
てください。

このタスクについて

このタスクでは、リモートストレージデバイスとローカルの E シリーズストレージシステム上のボリューム
の間のマッピングを作成します。設定が完了すると、インポートが開始されます。

多くの変数がインポート操作とその完了時間に影響を与える可能性があるため、最初は小さ
い「テスト」インポートを実行する必要があります。これらのテストを使用して、すべての接
続が想定どおりに機能し、インポート処理が適切な時間で完了することを確認します。

手順

1. SANtricity システム・マネージャーで、 * ストレージ > リモート・ストレージ * をクリックします。

2. [ リモートストレージのインポート ] をクリックします。

リモートストレージをインポートするためのウィザードが表示されます。

3. ソースの設定パネルの手順 1a で、接続情報を入力します。

a. [ * 名前 * ] フィールドに、リモート・ストレージ・デバイスの名前を入力します。

b. iSCSI 接続プロパティ * で、リモートストレージデバイスに対して IQN 、 IP アドレス、およびポート
番号（デフォルトは 3260 ）を入力します。

別の iSCSI 接続を追加する場合は、 * + 別の IP アドレスを追加 * をクリックして、リモートストレー
ジの IP アドレスを追加します。完了したら、 * 次へ * をクリックします。

[ 次へ ] をクリックすると、 [ ソースの設定 ] パネルの手順 1b が表示されます。

4. [LUN] フィールドで ' リモート・ストレージ・デバイスに使用するソース LUN を選択し '[ 次へ ] をクリッ
クします

ターゲットの設定パネルが開き、インポートのターゲットとして使用するボリューム候補が表示されま
す。ブロックサイズ、容量、またはボリュームの可用性が原因で、一部のボリュームが候補のリストに表
示されません。

5. E シリーズストレージシステムのターゲットボリュームを表から選択します。必要に応じて、スライダを
使用してインポートの優先度を変更します。「 * 次へ * 」をクリックします。「 continue 」と入力し、「
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* Continue * 」をクリックして、次のダイアログボックスで操作を確認します。

ターゲットボリュームの容量がソースボリュームよりも大きい場合、 E シリーズシステムに接続されてい
るホストにはその容量は報告されません。新しい容量を使用するには、インポート処理が完了して切断さ
れたあとに、ホストでファイルシステムの拡張処理を実行する必要があります。

ダイアログで設定を確定すると、 [ レビュー（ Review ） ] パネルが表示されます。

6. Review （レビュー）画面で、指定したリモートストレージデバイス、ターゲット、およびインポート設
定が正しいことを確認します。[ 完了 ] をクリックして ' リモート・ストレージの作成を完了します

別のインポートを開始するかどうかを確認するダイアログボックスが表示されます。

7. 必要に応じて、 * はい * をクリックして別のリモートストレージインポートを作成します。[ はい ] をクリ
ックすると、 [ ソースの設定 ] パネルの手順 1a に戻ります。ここで、既存の構成を選択するか、新しい構
成を追加できます。別のインポートを作成しない場合は、「 * いいえ」をクリックしてダイアログを終了
します。

インポートプロセスが開始されると、ターゲットボリューム全体がコピーされたデータで上書きされま
す。ホストがこのプロセス中にターゲットボリュームに新しいデータを書き込むと、その新しいデータは
リモートデバイス（ソースボリューム）に伝播されます。

8. リモートストレージパネルの View Operations （操作の表示）ダイアログで、操作の進行状況を表示しま
す。

インポート処理が完了するまでの時間は、リモートストレージシステムのサイズ、インポートの優先度設
定、ストレージシステムと関連するボリュームの両方の I/O 負荷の量によって異なります。インポートが
完了すると、ローカルボリュームがリモートストレージデバイスの複製になります。

9. 2 つのボリューム間の関係を解除する準備ができたら、インポートオブジェクトの「処理を実行中」ビュ
ーで「 * 切断」を選択します。関係が切断されると、ローカルボリュームのパフォーマンスは通常の状態
に戻り、リモート接続による影響はなくなります。

インポートの進捗を管理します

インポートプロセスが開始されると、進行状況を表示して対処することができます。

インポート処理ごとに、 Operations in Progress ページには、完了率と推定残り時間が表示されます。処理に
は、インポートの優先順位の変更、処理の停止と再開、および処理との切断が含まれます。

進行中の操作は、ホームページ（ * Home > Show operations in progress * ）から表示すること
もできます。

手順

1. SANtricity システムマネージャで、リモートストレージページに移動し、 * View Operation* を選択しま
す。

[ 処理を実行中 ] ダイアログが表示されます。

2. 必要に応じて、 [ アクション ] 列のリンクを使用して、オペレーションの停止と再開、優先度の変更、ま
たはオペレーションからの切断を行います。
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◦ * 優先度の変更 * –「優先度の変更」を選択して、処理中または保留中の処理の優先度を変更します。
オペレーションに優先度を適用し、 * OK * をクリックする。

◦ * 停止 * - リモート・ストレージ・デバイスからのデータのコピーを一時停止するには、 * 停止 * を選
択します。インポートペア間の関係はそのままです。インポート操作を続行する準備ができたら、 *

再開 * を選択できます。

◦ * 再開 * - 停止したプロセスまたは停止したプロセスを中断した時点から開始するには、 [* 再開 ] を選
択します。次に、レジューム操作に優先度を適用し、 * OK * をクリックします。

再開操作は、インポートを最初から * 再開しません * 。最初からプロセスを再開する場合は、「 * 切
断」を選択し、リモートストレージのインポートウィザードを使用してインポートを再作成する必要
があります。

◦ * 切断 * –停止、完了、または失敗したインポート処理のソースボリュームとデスティネーションボリ
ュームの関係を解除するには、「 * 切断」を選択します。

リモートストレージの接続設定の変更

設定の表示 / 編集オプションを使用して、任意のリモートストレージ構成の接続設定を
編集、追加、または削除できます。

接続プロパティを変更すると、実行中のインポートに影響します。中断を避けるため、インポートが実行され
ていないときにのみ接続プロパティを変更してください。

手順

1. SANtricity システムマネージャのリモートストレージ画面で、結果リストセクションから目的のリモート
ストレージオブジェクトを選択します。

2. [* 設定の表示 / 編集 * ] をクリックします。

Remote Storage Settings （リモートストレージ設定）画面が表示されます。

3. [ 接続のプロパティ *] タブをクリックします。

リモートストレージのインポート用に設定されている IP アドレスとポートの設定が表示されます。

4. 次のいずれかを実行します。

◦ * 編集 * - リモート・ストレージ・オブジェクトの対応するライン・アイテムの横にある * 編集 * をク
リックします変更した IP アドレスまたはポート情報をフィールドに入力します。

◦ * Add * – * Add * をクリックし、表示されるフィールドに新しい IP アドレスとポート情報を入力しま
す。[ * 追加 ] をクリックして確定すると、リモートストレージオブジェクトのリストに新しい接続が
表示されます。

◦ * 削除 * - リストから目的の接続を選択し、 * 削除 * をクリックします。表示されたフィールドに「削
除」と入力して操作を確認し、「削除」をクリックします。リモートストレージオブジェクトのリス
トから接続が削除されます。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

変更した接続設定がリモートストレージオブジェクトに適用されます。
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リモートストレージオブジェクトを削除する

インポートの完了後、ローカルデバイスとリモートデバイス間でデータをコピーする必
要がなくなった場合は、リモートストレージオブジェクトを削除できます。

手順

1. 削除するリモートストレージオブジェクトにインポートが関連付けられていないことを確認してくださ
い。

2. SANtricity システムマネージャのリモートストレージ画面で、結果リストセクションから目的のリモート
ストレージオブジェクトを選択します。

3. [ 削除（ Remove ） ] をクリックします。

[ リモートストレージ接続の削除の確認 ] ダイアログが表示されます。

4. 「 re move 」と入力し、「 * Remove 」をクリックして操作を確認します。

選択したリモートストレージオブジェクトが削除されます。

vCenter 用のストレージプラグイン

vCenter 向けストレージプラグインの概要

SANtricity Storage Plugin for vCenter では、 VMware vSphere Client セッションから E

シリーズストレージアレイを統合管理できます。

使用可能なタスク

このプラグインを使用して、次のタスクを実行できます。

• ネットワーク内で検出されたストレージアレイを表示および管理します。

• 複数のストレージアレイのグループに対してバッチ処理を実行する。

• ソフトウェア OS でアップグレードを実行

• ストレージアレイから別のストレージアレイへ設定をインポートする。

• ボリューム、 SSD キャッシュ、ホスト、ホストクラスタ、プールの構成 ボリュームグループを指定しま
す。

• アレイでのその他の管理タスクを実行するには、 System Manager インターフェイスを起動してくださ
い。

プラグインは、System Managerインターフェイスに直接代わるものではなく、ストレージアレ
イの各コントローラに組み込まれています。System Managerには管理機能が追加されていま
す。必要に応じて、プラグインのメインビューでストレージアレイを選択し、* Launch *をクリ
ックすると、System Managerを開くことができます。

このプラグインを使用するには、 VMware 環境に導入された VMware vCenter Server Appliance と、プラグ
イン Web サーバをインストールして実行するアプリケーションホストが必要です。
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vCenter 環境での通信の詳細については、次の図を参照してください。

インターフェイスの概要

プラグインにログインすると、メインページが* Manage-All *に開きます。このページでは、ネットワークで
検出されたすべてのストレージアレイを表示および管理できます。

ナビゲーションサイドバー

ナビゲーションサイドバーには、次の情報が表示されます。

• 管理--ネットワーク内のストレージアレイの検出、アレイのSystem Managerの起動、1つのアレイから複
数のアレイへの設定のインポート、アレイグループの管理、SANtricity OSのアップグレード、ストレージ
のプロビジョニングを行います。

• 証明書管理--ブラウザとクライアント間の認証に使用する証明書を管理します

• オペレーション--あるアレイから別のアレイへの設定のインポートなど’バッチ操作の進行状況を表示しま
す

ストレージアレイのステータスが最適でない場合は、一部の処理は使用できません。

• サポート--テクニカルサポートのオプション、リソース、連絡先を表示します。
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サポートされているブラウザ

vCenter向けストレージプラグインには、いくつかの種類のブラウザからアクセスできます。サポートされる
ブラウザとバージョンを次に示します。

• Google Chrome 89以降

• Mozilla Firefox 80以降

• Microsoft Edge 90以降

ユーザロールと権限

vCenter向けストレージプラグインのタスクにアクセスするには、読み取り/書き込み権限が必要です。デフォ
ルトでは、定義されているすべてのVMware vCenterユーザIDに、プラグインでタスクを実行する権限があり
ません。

設定の概要

設定には、次の手順が含まれます。

1. "プラグインをインストールして登録します"。

2. "プラグインアクセス権限を設定します"。

3. "プラグインインターフェイスにログインします"。

4. "ストレージアレイを検出"。

5. "ストレージのプロビジョニング"。

詳細については、こちらをご覧ください

vSphere Client でのデータストアの管理の詳細については、を参照してください "VMware vSphere のドキュ
メント"。

はじめに

インストールとアップグレードの要件を確認

SANtricity Storage Plugin for vCenterをインストールまたはアップグレードする前に、イ
ンストール要件とアップグレード時の考慮事項を確認してください。

インストールの要件

WindowsホストシステムにvCenter向けストレージプラグインをインストールして設定できます。プラグイン
のインストールには次の要件が含まれています
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要件 説明

サポートされるバージョン • VMware vCenter Server Applianceのサポートされるバージョン
：6.7U3J、7.0U1、7.0U2、7.0U3、および8.0。

• NetApp SANtricity OS バージョン： 11.60.2 以降

• サポートされるアプリケーションホストのバージョン：Windows

2016、Windows 2019、Windows 2022

互換性の詳細については、を参照してください "NetApp

Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

複数のインスタンス WindowsホストにインストールできるvCenter向けStorage Pluginのイ
ンスタンスは1つだけで、1つのvCSAに登録できます。

キャパシティプランニング vCenter向けストレージプラグインを実行してログを作成するために
必要な十分なスペースがあります。使用可能なディスクスペースにつ
いて、システムが次の要件を満たしていることを確認してください。

• 必要なインストールスペース：275MB

• ストレージ容量：275 MB + 200 MB（ロギング）

• システムメモリ—1.5 GB

使用許諾 vCenter向けストレージプラグインは、ライセンスキーを必要としな
い、無償のスタンドアロン製品です。ただし、該当する著作権とサー
ビス利用規約が適用されます。

アップグレード時の考慮事項

以前のバージョンからアップグレードする場合は、アップグレード前にプラグインをvCSAから登録解除する
必要があります。

• アップグレード中は、プラグインの以前の構成設定のほとんどが保持されます。これには、ユーザパスワ
ード、検出されたすべてのストレージシステム、サーバ証明書、信頼された証明書、サーバのランタイム
設定などが含まれます。

• アップグレードプロセスでは*。vcenter.properties*ファイルは保持されないため、アップグレード前にプ
ラグインの登録を解除する必要があります。アップグレードが完了したら、プラグインをvCSAに再度登
録できます。

• リポジトリにロードされていたすべてのSANtricity OSファイルは、アップグレード中に削除されます。

vCenter向けストレージプラグインをインストールまたはアップグレードします

Storage Plugin for vCenterをインストールし、プラグインの登録を確認する手順は、次
のとおりです。これらの手順を使用してプラグインをアップグレードすることもできま
す。
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インストールの前提条件を確認する

の要件をシステムが満たしていることを確認します "インストールとアップグレードの要件を確認"。

アップグレードプロセスでは、*。vcenter.properties*ファイルは保持されません。アップグレ
ードする場合は、アップグレード前にプラグインの登録を解除する必要があります。アップグ
レードが完了したら、プラグインをvCSAに再度登録できます。

プラグインソフトウェアをインストールします

プラグインソフトウェアをインストールするには：

1. アプリケーションサーバとして使用するホストにインストーラファイルをコピーし、インストーラをダウ
ンロードしたフォルダにアクセスします。

2. インストールファイルをダブルクリックします。

'santricity _savcenterplugin -windows_x64 --nn.nn.nnnn.exe`

上記のファイル名の「 nn.nn.nn.nnnn 」はバージョン番号です。

3. インストールが開始されたら、画面の指示に従っていくつかの機能を有効にし、いくつかの設定パラメー
タを入力します。選択した内容は、必要に応じてあとで構成ファイルで変更できます。

アップグレードの実行中、構成パラメータの入力は求められません。

インストール時に、証明書の検証を求めるプロンプトが表示されます。プラグインとスト
レージアレイの間で証明書の検証を実施する場合は、このチェックボックスを選択したま
まにします。この適用では、ストレージアレイ証明書がプラグインに対して信頼されてい
るかどうかがチェックされます。証明書が信頼されていない場合は、プラグインに追加で
きません。証明書の検証を無視する場合は、チェックボックスを選択解除して、すべての
ストレージアレイを自己署名証明書を使用してプラグインに追加できるようにします。証
明書の詳細については、プラグインインターフェイスから入手できるオンラインヘルプを
参照してください。

4. Webserver Startedというメッセージが表示されたら、* OK をクリックしてインストールを完了し、 Done

*をクリックします。

5. *services.msc * コマンドを実行して、アプリケーションサーバーが正常にインストールされたことを確認
します。

6. アプリケーションサーバ（ VCP ）サービス * NetApp SANtricity Storage Plugin for vCenter * がインスト
ールされ、サービスが開始されていることを確認します。

必要に応じて、インストール後に証明書の検証と Web サービスポートの設定を変更できま
す。インストールディレクトリから、 wsconfig.xml ファイルを開きます。ストレージ・ア
レイの証明書検証を削除するには 'env' キー 'trust.all.arrays' を 'true' に変更しますWeb

Services ポートを変更するには 'slport' の値を 0 ～ 65535 の範囲の任意のポート値に変更
します使用するポート番号が別のプロセスにバインドされていないことを確認します。完
了したら、変更を保存してプラグイン Web サーバを再起動します。プラグインを vCSA に
登録したあとにプラグイン Web サーバのポート値が変更された場合は、変更されたポート
の vCSA がプラグインに通信するように、プラグインの登録を解除して再登録する必要が
あります。
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プラグインを vCenter Server Appliance に登録します

プラグインソフトウェアをインストールしたら、 vCSA にプラグインを登録します。

プラグインを登録できる vCSA は 1 つだけです。別のvCSAに登録するには、現在のvCSAから
プラグインの登録を解除し、アプリケーションホストからアンインストールする必要がありま
す。その後、プラグインを再インストールして他のvCSAに登録できます。

1. コマンドラインでプロンプトを開き、次のディレクトリに移動します。

`< インストールディレクトリ >\vcenter-register-bin'

2. vCenter の登録 .bat * ファイルを実行します。 vcenter-register.bat アクション registerPlugin^-

vcenterHostname <vCenter FQDN>^-UserName <Administrator username>^`

3. スクリプトが正常に完了したことを確認します。

ログは '%install_dir%/working/logs/vc-registration.log' に保存されます

プラグインの登録を確認します

プラグインをインストールして登録スクリプトを実行したら、プラグインが vCenter Server Appliance に正常
に登録されていることを確認します。

1. vSphere Client から vCenter Server Appliance を開きます。

2. メニューバーで、 [ 管理者 ][ クライアントプラグイン ] を選択します。

3. vCenter向けストレージプラグインが「* enabled *」と表示されていることを確認してください。

[ 無効 ] と表示され、アプリケーションサーバーと通信できないことを示すエラーメッセージが表示され
た場合は、アプリケーションサーバーに定義されているポート番号が使用中のファイアウォールを通過で
きることを確認します。デフォルトのアプリケーションサーバーの Transmission Control Protocol （ TCP

）ポート番号は 8445 です。

プラグインアクセス権限を設定します

vCenter 向けストレージプラグインのアクセス権限を設定できます。この権限には、ユ
ーザ、ロール、および権限が含まれます。

必要な vSphere 権限を確認します

vSphere Client 内でプラグインにアクセスするには、適切な vSphere 権限を持つロールが割り当てられてい
る必要があります。vSphere の「データストアの設定」権限を持つユーザーは、プラグインへの読み取り / 書
き込みアクセス権を持ち、「データストアの参照」権限を持つユーザーは読み取り専用アクセス権を持ちま
す。ユーザーがこれらの権限を持たない場合、プラグインに「不十分な権限」というメッセージが表示されま
す。

プラグインのアクセスタイプ vSphere 権限が必要です

読み取り / 書き込み（設定） データストア。設定

読み取り専用（表示） データストア参照

833



ストレージ管理者のロールを設定する

プラグインユーザに読み取り / 書き込み権限を付与するには、ロールを作成、クローニング、または編集しま
す。vSphere Client でのロールの設定の詳細については、 VMware ドキュメントセンターの次のトピックを参
照してください。

• "カスタムロールを作成します"

アクセスロールのアクション

1. vSphere Client のホームページで、アクセス制御領域から * Administrator * を選択します。

2. アクセス制御領域で * 役割 * をクリックします。

3. 次のいずれかを実行します。

◦ * 新しい役割の作成 *: [ 役割の作成 *] アクションアイコンをクリックします。

◦ * 役割のクローン * ：既存の役割を選択し、 * 役割のクローン * アクションアイコンをクリックしま
す。

◦ * 既存のロールの編集 *: 既存のロールを選択し、 * ロールの編集 * アクションアイコンをクリックし
ます。

管理者ロールは編集できません。

上記の選択に応じて、適切なウィザードが表示されます。

新しいロールを作成します

1. 権限リストで、このロールに割り当てるアクセス権限を選択します。

プラグインへの読み取り専用アクセスを許可するには、 [MENU] ： [Browse Datastore] を選択します。読
み取り / 書き込みアクセスを許可するには、メニューから [ データストアの設定 ] を選択します。

2. 必要に応じて、リストに他の権限を割り当て、 [ * 次へ * ] をクリックします。

3. ロールに名前を付け、概要を指定します。

4. [ 完了 ] をクリックします。

ロールのクローンを作成します

1. ロールに名前を付け、概要を指定します。

2. [OK] をクリックしてウィザードを終了します。

3. リストから複製されたロールを選択し、 * 役割の編集 * をクリックします。

4. 権限リストで、このロールに割り当てるアクセス権限を選択します。

プラグインへの読み取り専用アクセスを許可するには、 [MENU] ： [Browse Datastore] を選択します。読
み取り / 書き込みアクセスを許可するには、メニューから [ データストアの設定 ] を選択します。

5. 「 * 次へ * 」をクリックします。

6. 必要に応じて、名前と概要を更新します。
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7. [ 完了 ] をクリックします。

既存のロールを編集します

1. 権限リストで、このロールに割り当てるアクセス権限を選択します。

プラグインへの読み取り専用アクセスを許可するには、 [MENU] ： [Browse Datastore] を選択します。読
み取り / 書き込みアクセスを許可するには、メニューから [ データストアの設定 ] を選択します。

2. 「 * 次へ * 」をクリックします。

3. 必要に応じて、名前または概要を更新します。

4. [ 完了 ] をクリックします。

vCenter Server Appliance のアクセス許可を設定します

ロールの権限を設定したら、 vCenter Server Appliance に権限を追加する必要があります。この権限は、指定
されたユーザまたはグループにプラグインへのアクセスを許可します。

1. メニューのドロップダウン・リストから、 Hosts and Clusters を選択します。

2. アクセス制御領域から * vCenter Server Appliance * を選択します。

3. [* アクセス許可 *] タブをクリックします。

4. [ 権限の追加 ] アクションアイコンをクリックします。

5. 適切なドメインとユーザ / グループを選択します。

6. 読み取り / 書き込みプラグイン権限を許可する、作成されたロールを選択します。

7. 必要に応じて、 [ 子に伝播（ * Propagate to children ） ] オプションを有効にします。

8. [OK] をクリックします。

既存の権限を選択し、作成したロールを使用するように変更できます。* ただし、権限で正規
表現を行わないようにするためには、読み取り / 書き込みプラグイン権限と同じ権限が役割に
付与されている必要があります。 *

プラグインにアクセスするには、そのプラグインの読み取り / 書き込み権限を持つユーザアカウントで
vSphere Client にログインする必要があります。

権限の管理の詳細については、 VMware ドキュメントセンターの次のトピックを参照してください。

• "vCenter コンポーネントのアクセス許可の管理"

• "ロールと権限のベストプラクティス"

ログインして、 Storage Plugin for vCenter に移動します

vCenter 向けストレージプラグインにログインして、ユーザインターフェイスを操作で
きます。

1. プラグインにログインする前に、次のいずれかのブラウザを使用していることを確認してください。
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◦ Google Chrome 89以降

◦ Mozilla Firefox 80以降

◦ Microsoft Edge 90以降

2. プラグインの読み取り / 書き込み権限を持つユーザアカウントで vSphere Client にログインします。

3. vSphere Client のホームページで、 * SANtricity Storage Plugin for vCenter * をクリックします。

vSphere Client ウィンドウにプラグインが開きます。プラグインのメインページが開き、 * Manage-All *

が表示されます。

4. 左側のナビゲーションサイドバーからストレージ管理タスクにアクセスします。

◦ * 管理 * –ネットワーク内のストレージ・アレイの検出 ' アレイの System Manager の起動 ' アレイか
ら複数のアレイへの設定のインポート ' アレイ・グループの管理 'OS ソフトウェアのアップグレード '

ストレージのプロビジョニングを行います

◦ * 証明書管理 * –ブラウザとクライアント間で認証するための証明書を管理します。

◦ * 操作 * - あるアレイから別のアレイへの設定のインポートなど、バッチ操作の進行状況を表示しま
す。

◦ * サポート * –テクニカルサポートのオプション、リソース、連絡先を表示します。

ストレージアレイのステータスが最適でない場合は、一部の処理は使用できません。

プラグインでストレージアレイを検出します

ストレージリソースを表示および管理するには、 Storage Plugin for vCenter インターフ
ェイスを使用して、ネットワーク内のアレイの IP アドレスを検出する必要があります。

作業を開始する前に

• アレイコントローラのネットワーク IP アドレス（またはアドレスの範囲）を確認しておく必要がありま
す。

• ストレージアレイが正しくセットアップおよび設定され、ストレージアレイのログインクレデンシャル（
ユーザ名とパスワード）が必要です。

手順 1 ：検出するネットワークアドレスを入力します

手順

1. [ 管理 ] ページで、 [ * 追加 / 検出 * ] を選択します。

[Enter Network Address Range] ダイアログボックスが表示されます。

2. 次のいずれかを実行します。

◦ 1 つのアレイを検出するには、 * 単一のストレージアレイの検出 * オプションボタンを選択し、スト
レージアレイのいずれかのコントローラの IP アドレスを入力します。

◦ 複数のストレージアレイを検出するには、「ネットワーク範囲内のすべてのストレージアレイを検
出」ラジオボタンを選択し、開始ネットワークアドレスと終了ネットワークアドレスを入力してロー
カルサブネットワーク全体を検索します。

3. [ 検出の開始 ] をクリックします。
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検出プロセスが開始されると、ストレージアレイが検出されるときにダイアログボックスに表示されま
す。検出プロセスが完了するまでに数分かかることがあります。

管理可能なアレイが検出されない場合は、ストレージアレイがネットワークに適切に接続されていて、割
り当てられたアドレスが範囲内にあることを確認してください。[ 新規検出パラメータ * ] をクリックし
て、 [ 追加 / 検出 ] ページに戻ります。

4. 管理ドメインに追加するストレージアレイの横にあるチェックボックスをオンにします。

管理ドメインに追加する各アレイについて、クレデンシャルのチェックが実行されます。信頼されていな
い証明書に関する問題の解決が必要になる場合があります。

5. 「 * 次へ * 」をクリックして、ウィザードの次の手順に進みます。

ストレージアレイに有効な証明書がある場合は、に進みます 手順 3 ：パスワードを入力する。

有効な証明書がないストレージアレイがある場合は、自己署名証明書の解決ダイアログボックスが表示さ
れます。に進みます 手順 2 ：検出時に信頼されていない証明書を解決する。

CA 署名証明書をインポートする場合は、検出ウィザードをキャンセルし、左パネルから * 証明書の管理 *

をクリックします。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

手順 2 ：検出時に信頼されていない証明書を解決する

証明書の問題を解決してから検出プロセスを開始する必要があります。

1. [ 自己署名証明書の解決 ] ダイアログボックスが開いた場合は、信頼されていない証明書について表示さ
れる情報を確認します。詳細については、表の右端にある省略記号をクリックし、ポップアップメニュー
から「 * 表示 * 」を選択することもできます。

2. 次のいずれかを実行します。

◦ 検出されたストレージアレイへの接続を信頼する場合は、 * Next * （次へ）をクリックし、 * Yes * （
はい）をクリックして確認し、ウィザードの次のダイアログに進みます。自己署名証明書は信頼済み
としてマークされ、ストレージアレイがプラグインに追加されます。

◦ ストレージアレイへの接続を信頼しない場合は、「 * キャンセル」を選択し、各ストレージアレイの
セキュリティ証明書戦略を検証してから追加してください。

3. 「 * 次へ * 」をクリックして、ウィザードの次の手順に進みます。

手順 3 ：パスワードを入力する

検出の最後の手順として、管理ドメインに追加するストレージアレイのパスワードを入力する必要がありま
す。

1. 検出された各アレイの admin パスワードをフィールドに入力します。

2. [ 完了 ] をクリックします。

指定したストレージアレイへの接続がシステムで確立されるまでに数分かかることがあります。処理が完
了すると、ストレージアレイが管理ドメインに追加され、選択したグループ（指定されている場合）に関
連付けられます。
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プラグインでストレージをプロビジョニングします

ストレージをプロビジョニングするには、ボリュームを作成してホストにボリュームを
割り当ててから、データストアにボリュームを割り当てます。

手順1：ボリュームを作成する

ボリュームは、ストレージアレイ上のストレージスペースを管理および編成するデータコンテナです。ストレ
ージアレイで使用可能なストレージ容量からボリュームを作成すると、システムのリソースを整理するのに役
立ちます。「ボリューム」という概念は、コンピュータ上のフォルダやディレクトリを使用してファイルにす
ばやくアクセスできるようにする方法に似ています。

ボリュームは、ホストから認識できる唯一のデータレイヤです。SAN 環境では、ボリュームは論理ユニット
番号（ LUN ）にマッピングされます。これらの LUN は、ストレージアレイでサポートされている 1 つ以上
のホストアクセスプロトコルを使用してアクセス可能なユーザデータを保持します。

手順

1. 管理ページで、ストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. メニューから「 Create [Volumes] 」を選択します。

Select Host （ホストの選択）ダイアログボックスが表示されます。

4. ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタをドロップダウンリストから選択するか、ホストま
たはホストクラスタをあとで割り当てるように選択します。

5. 選択したホストまたはホストクラスタのボリューム作成手順を続行するには、 * Next * をクリックしま
す。

ワークロードの選択ダイアログボックスが表示されます。ワークロードには、ワークロードがサポートす
るアプリケーションのタイプに基づいて最適化された、特性が似たボリュームが含まれます。ワークロー
ドを定義することも、既存のワークロードを選択することもできます。

6. 次のいずれかを実行します。

◦ 既存のワークロード用のボリュームの作成 * オプションを選択し、ドロップダウンリストからワーク
ロードを選択します。

◦ [ 新しいワークロードの作成 ] オプションを選択して、サポートされているアプリケーションまたは「
その他」のアプリケーションの新しいワークロードを定義し、次の手順に従います。

i. ドロップダウンリストから、新しいワークロードを作成するアプリケーションの名前を選択しま
す。このストレージアレイで使用するアプリケーションがリストにない場合は、「 Other 」エン
トリのいずれかを選択します。

ii. 作成するワークロードの名前を入力します。

7. 「 * 次へ * 」をクリックします。ワークロードがサポート対象のアプリケーションタイプに関連付けられ
ている場合は、要求された情報を入力します。それ以外の場合は、次の手順に進みます。

Add/Edit Volumes （ボリュームの追加 / 編集）ダイアログボックスが表示されます。このダイアログで
は、対応するプールまたはボリュームグループからボリュームを作成します。対象となる各プールおよび
ボリュームグループについて、使用可能なドライブの数と合計空き容量が表示されます。アプリケーショ
ン固有のワークロードがある場合、候補となる各プールまたはボリュームグループに、推奨されるボリュ
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ーム構成に基づいて提示される容量が表示され、残りの空き容量が GiB 単位で表示されます。それ以外
のワークロードの場合、プールまたはボリュームグループにボリュームを追加してレポート容量を指定し
た時点で容量が提示されます。

8. ボリュームの追加を開始する前に、次の表に示すガイドラインを確認してください。

フィールド 説明

空き容量 ボリュームはプールまたはボリュームグループから作成されるため、選択す
るプールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

Data Assurance （ DA
）

DA 対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続で DA がサポート
されている必要があります。

• DA対応ボリュームを作成する場合は、DAに対応したプールまたはボリュ
ームグループを選択します（プールとボリュームグループの候補テーブル
で「DA」の横にある「* Yes」を探します）。

• DA 機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。DA

保護は、データがコントローラ経由でドライブに転送される際に発生する
可能性があるエラーをチェックして修正します。新しいボリュームに DA

対応のプールまたはボリュームグループを選択すると、エラーがある場合
には検出されて修正されます。

• ストレージアレイのコントローラで DA をサポートしていないホスト接続
が使用されている場合、関連付けられているホストからは DA 対応ボリュ
ームのデータにアクセスできません。

ドライブセキュリティ セキュリティ有効ボリュームを作成するには、ストレージアレイのセキュリ
ティキーを作成する必要があります。

• セキュリティ有効ボリュームを作成する場合は、セキュリティ対応のプー
ルまたはボリュームグループを選択します（プールとボリュームグループ
の候補テーブルで、「セキュリティ対応」の横にある「はい」*を探しま
す）。

• ドライブセキュリティ機能は、プールおよびボリュームグループのレベル
で提供されます。セキュリティ対応ドライブを使用すると、ストレージア
レイから物理的に取り外されたドライブ上のデータへの不正アクセスを防
止できます。セキュリティ有効ドライブでは、一意の暗号化キーを使用し
て、書き込み時にデータが暗号化され、読み取り時に復号化されます。

• プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対
応でないドライブの両方を含めることができますが、暗号化機能を使用す
るためにはすべてのドライブがセキュリティ対応である必要があります。

リソースのプロビジョニ
ング

リソースプロビジョニングボリュームを作成するには、すべてのドライブが
Deallocated or Unwritten Logical Block Error （ DULBE ）オプションを適用し
た NVMe ドライブである必要があります。

9. 前の手順で「その他」とアプリケーション固有のワークロードのどちらを選択したかに基づいて、次のい
ずれかの操作を実行します。
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◦ * その他 * - 1 つ以上のボリュームの作成に使用する各プールまたはボリュームグループで、 * 新しい
ボリュームの追加 * をクリックします。

◦ * アプリケーション固有のワークロード * - 選択したワークロードについてシステムで推奨されるボリ
ュームと特性を受け入れるには、 [ 次へ * ] をクリックします。選択したワークロードに対してシステ
ムで推奨されるボリュームと特性を変更、追加、または削除するには、 [ ボリュームの編集 ] をクリッ
クします。

次のフィールドが表示されます。

フィールド 説明

ボリューム名 ボリュームには、作成時にデフォルトの名前が割り当てられます。デフォル
トの名前をそのまま使用することも、ボリュームに格納されたデータのタイ
プを表した名前を指定することもできます。

レポート容量 新しいボリュームの容量と単位（ MiB 、 GiB 、または TiB ）を定義します。
シックボリュームの場合、最小容量は 1MiB であり、最大容量はプールまたは
ボリュームグループ内のドライブの数と容量で決まります。プールの容量は
4GiB 単位で割り当てられます。4GiB の倍数でない容量を割り当てた場合、
その容量は使用できません。全容量を使用できるようにするため、 4GiB 単位
で容量を指定してください。使用不可容量が存在する場合、その容量を使用
するにはボリュームの容量を増やすしかありません。

ボリュームタイプ 「アプリケーション固有のワークロード」を選択した場合は、「ボリューム
タイプ」フィールドが表示されます。アプリケーション固有のワークロード
用に作成されたボリュームのタイプを示します。

ボリュームのブロックサ
イズ（ EF300 および
EF600 のみ）

ボリュームに対して作成できるブロックサイズが表示されます。

• 512 ～ 512 バイト

• 4K – 4 、 096 バイト
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フィールド 説明

セグメントサイズ（
Segment Size ）

セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリューム
グループのボリュームについてのみ表示されます。セグメントサイズを変更
することでパフォーマンスを最適化することができます。

• 許容される変更後のセグメントサイズ * –許容される変更後のセグメント
サイズがシステムによって決定されます。現在のセグメントサイズの変更
後のサイズとして適切でないものは、ドロップダウンリストに表示されま
せん。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメントサイズの倍
または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメントサイズが
32KiB であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズとして 16KiB また
は 64KiB が許容されます。

• SSD キャッシュが有効なボリューム * – SSD キャッシュが有効なボリュ
ームに対しては、セグメントサイズを 4KiB に指定することができま
す。4KiB のセグメントサイズを選択するのは、 SSD キャッシュが有効な
ボリュームで小さいブロックの I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズ
が 16KiB 以下の場合など）場合のみにしてください。SSD キャッシュが
有効なボリュームで大きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合
は、セグメントサイズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下す
ることがあります。

• セグメントサイズの変更にかかる時間 * –ボリュームのセグメントサイズ
の変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

◦ ホストからの I/O 負荷

◦ ボリュームの修正の優先順位

◦ ボリュームグループ内のドライブの数

◦ ドライブチャネルの数

◦ ストレージアレイコントローラの処理能力

ボリュームのセグメントサイズを変更すると I/O パフォーマンスに影響します
が、データの可用性は維持されます。

セキュリティ対応 • 「 Secure Capable 」の横には、プールまたはボリュームグループ内のド
ライブが暗号化に対応している場合のみ「 SecureCapable 」と表示され
ます。ドライブセキュリティは、ストレージアレイから物理的に取り外さ
れたドライブ上のデータへの不正アクセスを防止します。このオプション
は、ドライブセキュリティ機能が有効になっていて、ストレージアレイの
セキュリティキーが設定されている場合にのみ使用できます。プールまた
はボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないド
ライブの両方を含めることができますが、暗号化機能を使用するためには
すべてのドライブがセキュリティ対応である必要があります。

ダ * 「 DA 」の横には、プールまたはボリュームグループのドライブで Data

Assurance （ DA ）がサポートされている場合にのみ「 Yes 」と表示されま
す。DA を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上しま
す。DA を使用すると、データがコントローラ経由でドライブに転送される際
にストレージアレイがエラーの有無をチェックできます。新しいボリュームに
DA を使用すると、すべてのエラーが検出されます。
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10. 選択したアプリケーションのボリューム作成手順を続行するには、 * 次へ * をクリックします。

11. 最後の手順で、作成するボリュームの概要を確認し、必要に応じて変更を加えます。変更するには、「 *

戻る」をクリックします。ボリューム構成に問題がなければ、「 * 完了 * 」をクリックします。

手順2：ホストアクセスを作成してボリュームを割り当てます

ホストは自動または手動で作成できます。

• * 自動 * — (NVMe-oF ではなく ) SCSI ベースのホストの自動作成は、 Host Context Agent (HCA) によっ
て開始されます。HCA は、ストレージアレイに接続されている各ホストにインストール可能なユーティ
リティです。HCA がインストールされている各ホストは、 I/O パスを経由してストレージアレイコントロ
ーラにホストの設定情報をプッシュします。コントローラは、ホスト情報に基づいてホストと関連するホ
ストポートを自動的に作成し、ホストタイプを設定します。必要に応じて、ホストの設定を変更すること
もできます。HCA の自動検出が実行されると、ホストには次の属性が自動的に設定されます。

◦ ホストのシステム名から取得されたホスト名。

◦ ホストに関連付けられたホストポート識別子。

◦ ホストのホストオペレーティングシステムタイプ。

Linux および Windows 用の Host Context Agent ソフトウェアは、から入手できます "ネットア
ップサポート - ダウンロード"。

ホストはスタンドアロンホストとして作成されます。 HCA では、ホストクラスタの作成やホ
ストクラスタへの追加が自動的に行われることはありません。

• * 手動 * –ホストの手動作成中に、ホストポート識別子をリストから選択するか、手動で入力して関連付け
ます。ホストの作成後、ボリュームへのアクセスを共有する場合は、ボリュームをホストに割り当てた
り、ホストクラスタに追加したりできます。

HCA を使用したホストの自動検出

Host Context Agent （ HCA ）を使用してホストを自動的に検出し、検出された情報が正しいかを確認するこ
とができます。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

自動的に作成されたホストが表に表示されます。

4. HCA から提供された情報（名前、ホストタイプ、ホストポート識別子）が正しいことを確認します。

5. いずれかの情報を変更する必要がある場合は、ホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 * をクリックしま
す。
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ホストを手動で作成する

作業を開始する前に

次のガイドラインを参照してください。

• 環境でストレージアレイを追加または検出しておく必要があります。

• ホストに関連付けられたホストポート識別子を定義する必要があります。

• ホストに割り当てられたシステム名と同じ名前を指定してください。

• 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。

• 名前は 30 文字以内にする必要があります。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. メニュー： Create [Host] をクリックします。

Create Host （ホストの作成）ダイアログボックスが表示されます。

4. ホストの設定を必要に応じて選択します。

フィールド 説明

名前 新しいホストの名前を入力します。

ホストオペレーティング
システムのタイプ

新しいホストで実行しているオペレーティングシステムをドロップダウンリ
ストから選択します。

ホストインターフェイス
タイプ

（オプション）ストレージアレイで複数のタイプのホストインターフェイス
がサポートされている場合、使用するホストインターフェイスタイプを選択
します。
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フィールド 説明

ホストポート 次のいずれかを実行します。

• * I/Oインターフェイスの選択*--通常’ホストポートはログインしており’ド
ロップダウン・リストから使用できるようになっている必要がありますリ
ストからホストポート識別子を選択することができます。

• 手動追加--ホストポート識別子がリストに表示されない場合は’ホストポー
トがログインしていないことを意味しますHBA ユーティリティまたは
iSCSI イニシエータユーティリティを使用して、ホストポート識別子を検
索してホストに関連付けることができます。

ホストポート識別子を手動で入力するか、ユーティリティから（一度に 1 つ
ずつ）ホストポートフィールドにコピーして貼り付けることができます。

ホストポート識別子は、一度に 1 つずつ選択してホストに関連付ける必要が
ありますが、ホストに関連付けられている識別子をいくつでも選択すること
ができます。各識別子はホストポートフィールドに表示されます。必要に応
じて、横の * X * を選択して識別子を削除することもできます。

CHAP イニシエータシー
クレットを設定する

（オプション）iSCSI IQNを使用してホストポートを選択または手動で入力し
た場合に、Challenge Handshake Authentication Protocol（CHAP）を使用し
て認証するためにストレージアレイへのアクセスを試みるホストが必要な場
合は、* Set CHAP initiator secret *チェックボックスを選択します。選択また
は手動で入力した iSCSI ホストポートごとに、次の手順を実行します。

• CHAP 認証用に各 iSCSI ホストイニシエータに設定されたものと同じ
CHAP シークレットを入力します。相互 CHAP 認証（ホストが自身をス
トレージアレイに対して検証し、ストレージアレイが自身をホストに対し
て検証できるようにする双方向認証）を使用する場合は、ストレージアレ
イの初期セットアップまたは設定変更時に CHAP シークレットも設定す
る必要があります。

• ホストの認証が不要な場合は、このフィールドを空白のままにします。

現在使用されている iSCSI 認証方式は CHAP だけです。

5. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

6. ホスト情報を更新する必要がある場合は、表からホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 * をクリックしま
す。

ホストの作成が完了すると、ホストに設定されている各ホストポートのデフォルト名（ユーザラベル）が
作成されます。デフォルトのエイリアスは「 <Hostname_Port number>` 」です。たとえば、ホスト IPT

に対して最初に作成されたポートのデフォルトのエイリアスは「 ipt_1 」です。

7. 次に、ボリュームをホストまたはホストクラスタに割り当てて、 I/O 処理に使用できるようにする必要が
あります。メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

8. ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタを選択し、 * ボリュームの割り当て * をクリックし
ます。
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ダイアログボックスに割り当て可能なすべてのボリュームが表示されます。列をソートしたり、フィルタ
ボックスに何かを入力したりすると、特定のボリュームを簡単に見つけることができます。

9. 割り当てる各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択するか、テーブルヘッダーにあるチェックボ
ックスを選択してすべてのボリュームを選択します。

10. [Assign] をクリックして、操作を完了します。

システムは次の処理を実行します。

◦ 割り当てられたボリュームに次に使用可能な LUN 番号が受信されます。ホストはこの LUN 番号を使
用してボリュームにアクセスします。

◦ ホストに関連付けられているボリュームの一覧にユーザが指定したボリューム名が表示されます。該
当する場合、ホストに関連付けられているボリュームの一覧には、工場出荷時に設定されたアクセス
ボリュームも表示されます。

手順3：vSphere Clientでデータストアを作成する

vSphere Clientでデータストアを作成するには、 "vSphere Client で VMFS データストアを作成します"

VMwareドキュメントセンターのトピック。

ボリューム容量を増やして既存のデータストアの容量を増やします

プールまたはボリュームグループ内の使用可能な空き容量を使用して、ボリュームのレポート容量（ホストに
報告される容量）を拡張できます。

作業を開始する前に

次の点を確認してください。

• ボリュームの関連付けられたプールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

• ボリュームが最適状態で、変更中の状態ではありません。

• ボリュームでホットスペアドライブが使用されていない必要があります。（ボリュームグループ内のボリ
ュームにのみ適用されます）。

ボリュームの容量の拡張は、特定のオペレーティングシステムでのみサポートされていま
す。LUN 拡張をサポートしていないホストオペレーティングシステム上でボリューム容量を拡
張した場合、拡張した容量は使用できず、元のボリューム容量をリストアすることもできませ
ん。

手順

1. vSphere Client でプラグインに移動します。

2. プラグインで、目的のストレージアレイを選択します。

3. [* プロビジョニング * ] をクリックし、 [ * ボリュームの管理 * ] を選択します。

4. 容量を拡張するボリュームを選択し、 * 容量を拡張 * を選択します。

容量の拡張の確認ダイアログボックスが表示されます。

5. 続行するには、 * はい * を選択します。
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レポート容量の拡張ダイアログボックスが表示されます。

このダイアログボックスには、ボリュームの現在のレポート容量と、ボリュームの関連付けられたプール
またはボリュームグループ内で使用可能な空き容量が表示されます。

6. レポート容量の拡張に使用できるレポート容量を追加するには、 * ボックスを使用します。メビバイト（
MiB ）、ギビバイト（ GiB ）、またはテビバイト（ TiB ）のいずれかで表示するように容量の値を変更で
きます。

7. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

8. 選択したボリュームで現在実行されている容量の拡張処理の進捗状況については、 Recent Tasks ペイン
を表示します。この処理には時間がかかることがあり、システムのパフォーマンスに影響する可能性があ
ります。

9. ボリューム容量が完了したら、の説明に従ってVMFSサイズを手動で拡張する必要があります。 "vSphere

Client で VMFS データストアの容量を増やします" VMwareドキュメントセンターのトピック。

ボリュームを追加して既存のデータストアの容量を拡張してください

1. ボリュームを追加してデータストアの容量を増やすことができます。の手順に従います [手順1：ボリュー
ムを作成する]。

2. 次に、ボリュームを目的のホストに割り当て、データストアの容量を増やします。

を参照してください "vSphere Client で VMFS データストアの容量を増やします" 詳細について
は、VMwareドキュメントセンターのトピックを参照してください。

ステータスを表示します

システムステータスは、Storage Plugin for vCenterまたはvSphere Clientで確認できま
す。

1. vSphere Clientでプラグインを開きます。

2. 次のパネルからステータスを表示します。

◦ ストレージ・アレイのステータス--[* Manage-All*]パネルに移動します検出された各アレイについて、
行にStatus列が表示されます。

◦ 操作が進行中--サイドパネルの*操作*をクリックすると、設定のインポートなど、長時間実行されてい
るすべてのタスクが表示されます。Provisioningドロップダウンから、実行時間の長い処理を表示する
こともできます。[実行中の処理]ダイアログに表示された各処理について、完了率と処理が完了するま
での推定時間が表示されます。場合によっては、処理を停止したり、処理の優先度を変更したりでき
ます。必要に応じて、[アクション（Actions）]列のリンクを使用して、オペレーションの優先度を停
止または変更します。

特に、処理を停止する場合は、ダイアログボックスに表示されているすべての警告テキストを
お読みください。

プラグインに対して表示される処理を次の表に示します。その他の処理は、System Managerインターフェイ
スに表示される場合もあります。

846

https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/com.vmware.vsphere.storage.doc/GUID-D57FEF5D-75F1-433D-B337-E760732282FC.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-B0D89816-02E5-4C42-AAFC-19751800A284.html


操作 処理のステータス 対処方法

ボリュームの作成（64TiBを超える
シックプールボリュームのみ）

実行中です なし

ボリュームの削除（64TiBを超える
シックプールボリュームのみ）

実行中です なし

プールまたはボリュームグループ
に容量を追加してください

実行中です なし

ボリュームのRAIDレベルを変更し
ます

実行中です なし

プールの容量を削減します 実行中です なし

プールボリュームのInstant

Availability Format（IAF）処理の残
り時間を確認します

実行中です なし

ボリュームグループのデータ冗長
性をチェックします

実行中です なし

ボリュームを初期化 実行中です なし

ボリュームの容量を拡張します 実行中です なし

ボリュームのセグメントサイズを
変更します

実行中です なし

証明書を管理します

証明書の概要

vCenter向けストレージプラグインの証明書管理では、証明書署名要求（CSR）の作成、
証明書のインポート、および既存の証明書の管理を行うことができます。

証明書とは何ですか？

証明書は、Webサイトやサーバなどのオンラインエンティティを識別するデジタルファイルで、インターネッ
ト上のセキュアな通信を実現します。これらのコマンドは、指定されたサーバとクライアント間でのみ、Web

通信が非公開かつ変更されずに、暗号化された形式で送信されることを保証します。ストレージプラグイ
ンfor vCenterを使用すると、ホスト管理システムのブラウザおよび検出されたストレージアレイのコントロー
ラの証明書を管理できます。

証明書には信頼できる認証局が署名した証明書と自己署名の証明書があります。「署名」とは、第三者が所有
者のIDを検証し、そのデバイスが信頼できると判断したことを意味します。

ストレージアレイの各コントローラには、自動生成された自己署名証明書が付属しています。自己署名証明書
を引き続き使用することも、CA署名証明書を取得してコントローラとホストシステム間のよりセキュアな接
続を確立することもできます。

CA署名証明書はセキュリティ保護を強化しますが（中間者攻撃を阻止するなど）、大規模なネ
ットワークの場合はコストがかかる可能性があります。一方、自己署名証明書の方が安全性は
低くなりますが、無料です。したがって、自己署名証明書は本番環境ではなく内部テスト環境
で最もよく使用されます。
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署名済み証明書

署名済み証明書は、信頼できる第三者機関である認証局（CA）によって検証されます。署名済み証明書に
は、エンティティ（通常、サーバまたはWebサイト）の所有者に関する詳細、証明書の問題 および有効期
限、エンティティの有効なドメイン、およびアルファベットと数字で構成されるデジタル署名が含まれていま
す。

ブラウザを開いてWebアドレスを入力すると、証明書チェックプロセスがバックグラウンドで実行され、有効
なCA署名証明書を含むWebサイトに接続しているかどうかが確認されます。通常、署名済み証明書で保護さ
れたサイトのアドレスには、鍵のアイコンとhttpsの指定が含まれています。CA署名証明書が含まれていな
いWebサイトに接続しようとすると、サイトがセキュアでないことを示す警告がブラウザに表示されます。

CAは、アプリケーションプロセス中に自分の身元を確認するための手順を実行します。登録済みの会社にEメ
ールを送信し、会社の住所を確認して、HTTPまたはDNSの検証を実行する場合があります。アプリケーショ
ンプロセスが完了すると、ホスト管理システムにロードするデジタルファイルがCAから送信されます。通
常、これらのファイルには次のような信頼チェーンが含まれます。

• ルート--階層の最上位にあるのはルート証明書です。この証明書には、他の証明書への署名に使用する秘
密鍵が含まれています。ルートは特定のCA組織を識別します。すべてのネットワークデバイスで同じCA

を使用する場合は、ルート証明書が1つだけ必要です。

• *Intermediate *--ルートからの分岐は中間証明書です。CAは、保護されたルート証明書とサーバ証明書の
間の証明書として機能する、1つ以上の中間証明書を発行します。

• サーバー--チェーンの下部にあるサーバー証明書は、Webサイトやその他のデバイスなど、特定のエンテ
ィティを識別するサーバー証明書です。ストレージアレイの各コントローラには個別のサーバ証明書が必
要です。

自己署名証明書

ストレージアレイの各コントローラには、自己署名証明書が事前にインストールされています。自己署名証明
書はCA署名証明書と似ていますが、第三者ではなくエンティティの所有者によって検証される点が異なりま
す。CA署名証明書と同様に、自己署名証明書には独自の秘密鍵が含まれており、サーバとクライアントの間
のHTTPS接続を介してデータが暗号化および送信されることも保証されます。

自己署名証明書は、ブラウザでは「信頼」されません。自己署名証明書のみを含むWebサイトに接続しようと
するたびに、ブラウザに警告メッセージが表示されます。Webサイトに進むには、警告メッセージ内のリンク
をクリックする必要があります。これにより、基本的には自己署名証明書が受け入れられます。

管理証明書

プラグインを開くと、ブラウザはデジタル証明書を確認して、管理ホストが信頼できるソースであるかどうか
を確認しようとします。ブラウザでCA署名証明書が見つからない場合は、警告メッセージが表示されます。
そこからWebサイトにアクセスして、そのセッションの自己署名証明書を受け入れることができます。CAか
ら署名入りのデジタル証明書を取得して、警告メッセージが表示されないようにすることもできます。

信頼された証明書

プラグインセッション中に、CA署名証明書のないコントローラにアクセスしようとすると、追加のセキュリ
ティメッセージが表示されることがあります。この場合、自己署名証明書を永続的に信頼するか、コントロー
ラのCA署名証明書をインポートして、プラグインがこれらのコントローラから受信するクライアント要求を
認証できるようにすることができます。
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CA署名証明書を使用する

Storage Plug-in for vCenterをホストしている管理システムへのセキュアなアクセスを確
立するために、CA署名証明書を取得してインポートできます。

CA署名証明書の使用は、3つのステップで構成される手順 です。

• 手順1：CSRファイルを作成します。

• 手順2：CSRファイルを送信する。

• [手順3：管理証明書をインポートする]。

手順1：CSRファイルを作成します

最初に証明書署名要求（CSR）ファイルを生成する必要があります。このファイルは、組織とプラグインが
実行されているホストシステムを識別します。または、OpenSSLなどのツールを使用してCSRファイルを生
成し、に進みます 手順2：CSRファイルを送信する。

手順

1. [証明書管理]を選択します。

2. [管理（Management）]タブで、[ CSR全体*（* Complete CSR *）]を選択します。

3. 次の情報を入力し、[次へ*]をクリックします。

◦ 組織--会社または組織の正式名称。Inc.やCorp.などの接尾辞も含めて入力してください

◦ 組織単位（オプション）--証明書を処理している組織の部門。

◦ 市区町村--ホストシステムまたは事業の所在地である市区町村。

◦ 都道府県(オプション)--ホストシステムまたは事業の所在地である都道府県。

◦ 国のISOコード--自国を表す2桁のISO（国際標準化機構）コード（USなど）。

4. プラグインが実行されているホストシステムに関する次の情報を入力します。

◦ 共通名--プラグインが実行されているホストシステムのIPアドレスまたはDNS名。このアドレスが正
しいことを確認してください。ブラウザでプラグインにアクセスするには、入力したアドレスと正確
に一致している必要があります。http：//またはhttps：//を含めないでください。DNS名の先頭にワイ
ルドカードを使用することはできません。

◦ 代替IPアドレス--共通名がIPアドレスの場合は’オプションでホストシステムの追加のIPアドレスまた
はエイリアスを入力できます複数指定する場合は、カンマで区切って入力します。

◦ 代替DNS名--共通名がDNS名の場合は’ホストシステムの追加のDNS名を入力します複数指定する場合
は、カンマで区切って入力します。代替DNS名がない場合は、最初のフィールドに入力したDNS名を
ここにコピーします。DNS名の先頭にワイルドカードを使用することはできません。

5. ホスト情報が正しいことを確認します。証明書が含まれていないと、CAから返された証明書をインポー
トしようとしたときに失敗します。

6. [ 完了 ] をクリックします。

手順2：CSRファイルを送信する

Certificate Signing Request（CSR；証明書署名要求）ファイルを作成したら、生成されたCSRファイルをCA

に送信して、プラグインをホストするシステムの署名付き管理証明書を受信します。
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Eシリーズシステムには、署名済み証明書用のPEM形式（Base64 ASCIIエンコード）が必要です。これに
は、.pem、.crt、.cer、.keyのいずれかのファイルタイプが含まれます。

手順

1. ダウンロードしたCSRファイルの場所を確認します。

ダウンロードフォルダの場所は、ブラウザによって異なります。

2. CSRファイルをCA（VerisignやDigiCertなど）に送信し、PEM形式の署名付き証明書を要求します。

CSRファイルをCAに送信したあとは、別のCSRファイルを再生成しないでください。

CSRを生成すると、システムによって秘密鍵と公開鍵のペアが作成されます。公開鍵はCSRの一部であり、
秘密鍵はシステムのキーストアに保持されます。署名済み証明書を受け取ってインポートすると、秘密鍵と公
開鍵の両方が元のペアになります。キーが一致しないと署名済み証明書は機能せず、CAに新しい証明書を要
求する必要があります。

手順3：管理証明書をインポートする

認証局（CA）から署名付き証明書を受け取ったら、プラグインがインストールされているホストシステムに
証明書をインポートします。

作業を開始する前に

• CAから署名済み証明書を取得しておく必要があります。これらのファイルには、ルート証明書、1つ以上
の中間証明書、およびサーバ証明書が含まれます。

• CAからチェーン証明書ファイル（たとえば、.p7bファイル）が提供された場合は、チェーンファイルを個
々のファイル（ルート証明書、1つ以上の中間証明書、サーバ証明書）に展開する必要がありま
す。Windows certmgrユーティリティーを使用してファイルを展開できます(右クリックしてメニューから[

すべてのタスク][エクスポート]を選択します)。base-64エンコーディングが推奨されます。エクスポート
が完了すると、チェーン内の証明書ファイルごとに1つのCERファイルが表示されます。

• 証明書ファイルは、プラグインが実行されているホストシステムにコピーする必要があります。

手順

1. [証明書管理]を選択します。

2. [管理（ Management）]タブで、[インポート（ Import）]を選択します。

証明書ファイルをインポートするためのダイアログボックスが表示されます。

3. [Browse]をクリックして、最初にルート証明書ファイルと中間証明書ファイルを選択し、次にサーバ証明
書を選択します。外部ツールからCSRを生成した場合は、CSRと一緒に作成された秘密鍵ファイルもイン
ポートする必要があります。

ファイル名がダイアログボックスに表示されます。

4. [* インポート * ] をクリックします。

結果

ファイルがアップロードされて検証されます。証明書の情報は、証明書の管理ページに表示されます。
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管理証明書をリセットします

vCenter向けストレージプラグインをホストしている管理システムでは、管理証明書を工
場出荷時の自己署名証明書の状態に戻すことができます。

このタスクについて

このタスクでは、vCenter向けストレージプラグインを実行しているホストシステムから現在の管理証明書を
削除します。証明書をリセットすると、ホストシステムでは自己署名証明書が再び使用されるようになりま
す。

手順

1. [証明書管理]を選択します。

2. [管理（ Management）]タブで、[リセット（ Reset）]を選択します。

管理証明書のリセットの確認ダイアログボックスが開きます。

3. フィールドにresetと入力し、* Reset *をクリックします。

ブラウザをリフレッシュすると、デスティネーションサイトへのアクセスがブロックされ、サイト
でHTTP Strict Transport Securityが使用されていると報告されることがあります。この状況は、自己署名
証明書に切り替えると発生します。デスティネーションへのアクセスをブロックしている状態をクリアす
るには、ブラウザから参照データをクリアする必要があります。

結果

システムでサーバの自己署名証明書が再び使用されるようになります。そのため、セッションの自己署名証明
書を手動で承認するように求められます。

アレイの証明書をインポートします

必要に応じて、ストレージアレイの証明書をインポートして、Storage Plug-in for

vCenterをホストしているシステムで認証することができます。証明書には、認証局
（CA）が署名した証明書と自己署名の証明書があります。

作業を開始する前に

信頼された証明書をインポートする場合は、System Managerを使用してストレージアレイのコントローラの
証明書をインポートする必要があります。

手順

1. [証明書管理]を選択します。

2. [Trusted]タブを選択します。

このページには、ストレージアレイについて報告されたすべての証明書が表示されます。

3. 次のいずれかのメニューを選択します。Import [Certificates] CA certificate or menu：Import [Self-Signed

storage array certificates]。自己署名証明書をインポートします。

4. 表示を制限するには、[*次の証明書を表示…]フィルタリングフィールドを使用するか、いずれかの列見出
しをクリックして証明書の行をソートします。

5. ダイアログボックスで証明書を選択し、*インポート*をクリックします。

851



証明書がアップロードされて検証されます。

証明書を表示します

証明書を使用している組織、証明書を発行した機関、有効期間、フィンガープリント（
一意の識別子）など、証明書の概要情報を表示できます。

手順

1. [証明書管理]を選択します。

2. 次のいずれかのタブを選択します。

◦ Management--プラグインをホストしているシステムの証明書を表示します管理証明書には、自己署
名の証明書と認証局（CA）によって承認された証明書があります。プラグインへのセキュアなアクセ
スを許可します。

◦ *Trusted --プラグインがストレージアレイやLDAPサーバーなどの他のリモートサーバーにアクセスで
きる証明書を表示します認証局（CA）から発行された証明書と自己署名の証明書が含まれます。

3. 証明書の詳細を表示するには、その行を選択し、行の最後にある省略記号を選択して、*表示*または*エク
スポート*をクリックします。

証明書をエクスポートします

証明書をエクスポートして詳細を確認することができます。

作業を開始する前に

エクスポートしたファイルを開くには、証明書ビューアアプリケーションが必要です。

手順

1. [証明書管理]を選択します。

2. 次のいずれかのタブを選択します。

◦ Management--プラグインをホストしているシステムの証明書を表示します管理証明書には、自己署
名の証明書と認証局（CA）によって承認された証明書があります。プラグインへのセキュアなアクセ
スを許可します。

◦ *Trusted --プラグインがストレージアレイやLDAPサーバーなどの他のリモートサーバーにアクセスで
きる証明書を表示します認証局（CA）から発行された証明書と自己署名の証明書が含まれます。

3. 証明書をページから選択し、行の最後にある省略記号をクリックします。

4. [* Export*]をクリックし、証明書ファイルを保存します。

5. 証明書ビューアアプリケーションでファイルを開きます。

信頼された証明書を削除する

期限切れになった証明書など、不要になった証明書を削除することができます。

作業を開始する前に

古い証明書を削除する前に、新しい証明書をインポートしてください。
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ルート証明書または中間証明書を削除すると、同じ証明書ファイルが共有されている可能性が
あるため、複数のストレージアレイに影響する可能性があります。

手順

1. [証明書管理]を選択します。

2. [Trusted]タブを選択します。

3. テーブルで1つ以上の証明書を選択し、*削除*をクリックします。

削除機能は、事前にインストールされている証明書では使用できません。

[信頼された証明書の削除の確認]ダイアログボックスが開きます。

4. 削除を確認し、* Delete *をクリックします。

証明書がテーブルから削除されます。

信頼されていない証明書を

証明書ページでは、信頼されていない証明書を解決するために、ストレージアレイから
自己署名証明書をインポートするか、信頼できる第三者機関から発行された認証局（CA

）証明書をインポートします。

作業を開始する前に

CA署名証明書をインポートする場合は、次の点を確認してください。

• ストレージアレイの各コントローラの証明書署名要求（.CSRファイル）を生成してCAに送信しておく必
要があります。

• 信頼された証明書ファイルをCAから受け取っておきます。

• 証明書ファイルがローカルシステム上にある必要があります。

このタスクについて

信頼されていない証明書の問題は、ストレージアレイからプラグインへのセキュアな接続を確立しようとした
ときに、接続がセキュアであることが確認できなかった場合に発生します。信頼された追加のCA証明書のイ
ンストールが必要になる可能性があるのは、次のいずれかに該当する場合です。

• ストレージアレイを新たに追加した。

• 一方または両方の証明書の期限が切れているか失効している。

• 一方または両方の証明書のルート証明書または中間証明書がない。

手順

1. [証明書管理]を選択します。

2. [Trusted]タブを選択します。

このページには、ストレージアレイについて報告されたすべての証明書が表示されます。
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3. 次のいずれかのメニューを選択します。Import [Certificates] CA certificate or menu：Import [Self-Signed

storage array certificates]。自己署名証明書をインポートします。

4. 表示を制限するには、[*次の証明書を表示…]フィルタリングフィールドを使用するか、いずれかの列見出
しをクリックして証明書の行をソートします。

5. ダイアログボックスで証明書を選択し、*インポート*をクリックします。

証明書がアップロードされて検証されます。

アレイを管理します

アレイ管理の概要

アド/検出機能を使用して、vCenter向けStorageプラグインで管理対象のストレージアレ
イを検索および追加します。[管理]ページでは、これらの検出されたアレイの名前の変
更、削除、および新しいパスワードの入力もできます。

アレイの検出に関する考慮事項

プラグインでストレージリソースを表示して管理するには、組織のネットワークで管理対象のストレージアレ
イを検出する必要があります。単一のアレイまたは複数のアレイを検出して追加できます。

複数のストレージアレイ

複数のアレイを検出する場合は、ネットワークIPアドレスの範囲を入力すると、その範囲の各IPアドレスへの
接続が個別に試行されます。接続に成功したストレージアレイがプラグインに表示され、管理ドメインに追加
できます。

単一のストレージアレイです

単一のアレイを検出する場合は、ストレージアレイのいずれかのコントローラのIPアドレスを1つ入力してか
ら、そのアレイを管理ドメインに追加します。

プラグインは、コントローラに割り当てられた範囲内の単一のIPアドレスまたはIPアドレスの
みを検出して表示します。これらのコントローラに割り当てられている代替コントローラまた
はIPアドレスが、この1つのIPアドレスまたはIPアドレス範囲外の場合、プラグインはそれらを
検出または表示しません。ただし、ストレージアレイを追加すると、関連付けられているすべ
てのIPアドレスが検出され、管理ビューに表示されます。

ユーザクレデンシャル

追加する各ストレージアレイの管理者パスワードを指定する必要があります。

証明書

検出プロセスでは、検出されたストレージアレイに信頼できるソースからの証明書があるかどうかが確認され
ます。システムは、ブラウザでとの接続を確立するすべての接続に対して、2種類の証明書ベースの認証を使
用します。

• 信頼された証明書--一方または両方のコントローラ証明書の有効期限が切れた場合、失効した場合、また
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はチェーン内に証明書がない場合は、認証局が提供する信頼された証明書を追加でインストールする必要
があります。

• 自己署名証明書--アレイは自己署名証明書を使用することもできます署名済み証明書をインポートせずに
アレイを検出しようとすると、プラグインに自己署名証明書を受け入れるための追加の手順が表示されま
す。自己署名証明書が信頼済みとしてマークされ、ストレージアレイがプラグインに追加されます。スト
レージアレイへの接続を信頼しない場合は、ストレージアレイをプラグインに追加する前に* Cancel *を
選択し、ストレージアレイのセキュリティ証明書戦略を検証します。

ストレージアレイのステータス

vCenter向けストレージプラグインを開くと、各ストレージアレイとの通信が確立され、各ストレージアレイ
のステータスが表示されます。

Manage-All *ページでは、ストレージアレイのステータスおよびストレージアレイ接続のステータスを表示で
きます。

ステータス を示します

最適 ストレージアレイが最適な状態です。証明書の問題は
なく、パスワードが有効です。

パスワードが無効です 無効なストレージアレイパスワードが指定されまし
た。

信頼できない証明書です HTTPS証明書が自己署名証明書でインポートされて
いないか、CA署名証明書でルート証明書と中間CA証
明書がインポートされていないため、ストレージアレ
イとの1つ以上の接続が信頼されていません。

要注意 ストレージアレイにユーザによる修正操作が必要な問
題があります。

ロックダウン ストレージアレイがロックダウン状態です。

不明です ストレージアレイに一度も接続していません。この状
況は、プラグインが起動中でまだストレージアレイに
接続していない場合や、ストレージアレイがオフライ
ンでプラグインの起動後に一度も接続されていない場
合に発生することがあります。

オフラインです プラグインは以前にストレージアレイに接続しました
が、現在はすべての接続が失われています。

プラグインインターフェイスとSystem Managerの比較

ストレージアレイの基本的な操作にはStorage Plugin for vCenterを使用できますが、プラグインで使用できな
いタスクを実行するためにSystem Managerの起動が必要になる場合があります。

System Managerは、ストレージアレイのコントローラに組み込まれたアプリケーションであり、イーサネッ
ト管理ポートを介してネットワークに接続されます。System Managerにはアレイベースのすべての機能が含
まれています。

次の表は、プラグインインターフェイスとSystem Managerインターフェイスのどちらを使用できるかをスト
レージアレイの特定のタスクで判断する際に役立ちます。
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機能 プラグインインターフェイス System

Managerインターフェイス

複数のストレージアレイのグルー
プに対するバッチ処理

はい。 いいえ処理は1つのアレイに対して
実行されます。

SANtricity OSファームウェアのア
ップグレード

はい。バッチ処理内の1つ以上のア
レイ。

はい。シングルアレイのみ。

1つのアレイから複数のアレイに設
定をインポートします

はい。 いいえ

ホストとホストクラスタの管理（
ボリュームの作成、割り当て、更
新、削除）

はい。 はい。

プールとボリュームグループの管
理（作成、更新、セキュリティの
有効化、削除）

はい。 はい。

ボリュームの管理（作成、サイズ
変更、更新、削除）

はい。 はい。

SSDキャッシュの管理（作成、更
新、削除）

はい。 はい。

ミラーリングとSnapshotの管理 いいえ はい。

ハードウェア管理（コントローラ
ステータスの表示、ポート接続の
設定、コントローラのオフライン
化、ホットスペアの有効化、ドラ
イブの消去、 など）

いいえ はい。

アラートの管理（Eメール、
SNMP、syslog）

いいえ はい。

セキュリティキーの管理 いいえ はい。

コントローラの証明書管理 いいえ はい。

コントローラのアクセス管理
（LDAP、SAMLなど）

いいえ はい。

AutoSupport 管理 いいえ はい。

ストレージアレイを検出

vCenter向けストレージプラグインでストレージリソースを表示および管理するには、ネ
ットワーク内のアレイのIPアドレスを検出する必要があります。

作業を開始する前に

• アレイコントローラのネットワーク IP アドレス（またはアドレスの範囲）を確認しておく必要がありま
す。

• ストレージアレイが正しくセットアップおよび設定されている必要があります。

• ストレージアレイのパスワードは、System Managerのアクセス管理タイルを使用して設定する必要があ
ります。
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このタスクについて

アレイの検出は複数の手順からなる手順 です。

• 手順 1 ：検出するネットワークアドレスを入力します

• 手順 2 ：検出時に信頼されていない証明書を解決する

• 手順 3 ：パスワードを入力する

手順 1 ：検出するネットワークアドレスを入力します

ストレージアレイを検出する最初の手順として、ローカルサブネットワーク全体を検索するための単一のIPア
ドレスまたはIPアドレス範囲を入力します。追加/検出機能を使用すると、検出プロセスをガイドするウィザ
ードが開きます。

手順

1. [* Manage （管理）]ページで、[ Add/Discover*（追加/検出*）]を選択します。

[Enter Network Address Range] ダイアログボックスが表示されます。

2. 次のいずれかを実行します。

◦ 1 つのアレイを検出するには、 * 単一のストレージアレイの検出 * オプションボタンを選択し、スト
レージアレイのいずれかのコントローラの IP アドレスを入力します。

◦ 複数のストレージアレイを検出するには、「ネットワーク範囲内のすべてのストレージアレイを検
出」ラジオボタンを選択し、開始ネットワークアドレスと終了ネットワークアドレスを入力してロー
カルサブネットワーク全体を検索します。

3. [ 検出の開始 ] をクリックします。

検出プロセスが開始されると、ストレージアレイが検出されるときにダイアログボックスに表示されま
す。検出プロセスが完了するまでに数分かかることがあります。

管理可能なアレイが検出されない場合は、ストレージアレイがネットワークに適切に接続
されていて、割り当てられたアドレスが範囲内にあることを確認してください。[ 新規検出
パラメータ * ] をクリックして、 [ 追加 / 検出 ] ページに戻ります。

4. 管理ドメインに追加するストレージアレイの横にあるチェックボックスをオンにします。

管理ドメインに追加する各アレイについて、クレデンシャルのチェックが実行されます。信頼されていな
い証明書に関する問題の解決が必要になる場合があります。

5. 「 * 次へ * 」をクリックして、ウィザードの次の手順に進みます。

6. ストレージアレイに有効な証明書がある場合は、に進みます 手順 3 ：パスワードを入力する。有効な証
明書がないストレージアレイがある場合は、自己署名証明書の解決ダイアログボックスが表示されます。
に進みます 手順 2 ：検出時に信頼されていない証明書を解決する。CA署名証明書をインポートする場合
は、検出ダイアログをキャンセルしてに進みます "アレイの証明書をインポートします"。

手順 2 ：検出時に信頼されていない証明書を解決する

必要に応じて、証明書の問題を解決してから検出プロセスを開始する必要があります。

検出時に「信頼されていない証明書」のステータスが表示されるストレージアレイがある場合は、自己署名証
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明書の解決ダイアログボックスが表示されます。このダイアログで信頼されていない証明書を解決するか、C

A証明書をインポートできます（を参照） "アレイの証明書をインポートします"）。

手順

1. [ 自己署名証明書の解決 ] ダイアログボックスが開いた場合は、信頼されていない証明書について表示さ
れる情報を確認します。詳細については、表の右端にある省略記号をクリックし、ポップアップメニュー
から「 * 表示 * 」を選択することもできます。

2. 次のいずれかを実行します。

◦ 検出されたストレージアレイへの接続を信頼する場合は、* Next （次へ）をクリックし、 Yes *（はい
）をクリックして確認し、ウィザードの次のカードに進みます。自己署名証明書は信頼済みとしてマ
ークされ、ストレージアレイがプラグインに追加されます。

◦ ストレージアレイへの接続を信頼しない場合は、キャンセル*を選択し、各ストレージアレイのセキュ
リティ証明書戦略を検証してからプラグインに追加してください。

手順 3 ：パスワードを入力する

検出の最後の手順として、管理ドメインに追加するストレージアレイのパスワードを入力する必要がありま
す。

手順

1. 必要に応じて、アレイのグループを設定済みの場合、ドロップダウンを使用して検出されたアレイのグル
ープを選択できます。

2. 検出された各アレイの admin パスワードをフィールドに入力します。

3. [ 完了 ] をクリックします。

指定したストレージアレイへの接続がシステムで確立されるまでに数分かかることがありま
す。

結果

ストレージアレイが管理ドメインに追加され、指定した場合は選択したグループに関連付けられます。

管理操作を実行する場合は、起動オプションを使用して、1つ以上のストレージアレイのブラウ
ザベースのSystem Managerを開くことができます。

ストレージアレイの名前を変更します

Storage Plugin for vCenterの［管理］ページに表示されるストレージアレイの名前を変
更できます。

手順

1. Manage *ページで、ストレージ・アレイ名の左にあるチェックボックスを選択します。

2. 行の右端にある省略記号を選択し、ポップアップ・メニューから*ストレージ・アレイ名の変更*を選択し
ます。

3. 新しい名前を入力し、*保存*をクリックします。
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ストレージアレイのパスワードを変更する

vCenter向けストレージプラグインでストレージアレイの表示とアクセスに使用するパス
ワードを更新できます。

作業を開始する前に

System Managerで設定されているストレージアレイの現在のパスワードを確認しておく必要があります。

このタスクについて

このタスクでは、プラグインでストレージアレイにアクセスできるようにストレージアレイの現在のパスワー
ドを入力します。これは、System Managerでアレイのパスワードが変更された場合に必要になることがあり
ます。

手順

1. [* Manage *（管理）]ページで、1つ以上のストレージ・アレイを選択します。

2. [メニュー]：[一般的でないタスク][ストレージアレイのパスワードの入力]を選択します。

3. 各ストレージアレイのパスワードを入力し、*保存*をクリックします。

ストレージアレイを削除します

ストレージプラグインfor vCenterでストレージアレイを管理する必要がなくなった場合
は、削除することができます。

このタスクについて

削除すると、そのストレージアレイにはアクセスできなくなります。ただし、ブラウザでIPアドレスまたはホ
スト名を直接指定すれば、削除したストレージアレイへの接続を確立できます。

ストレージアレイを削除しても、ストレージアレイ自体やそのデータには影響はありません。ストレージアレ
イを誤って削除した場合は、再度追加することができます。

手順

1. [* Manage *（管理）]ページで、削除する1つ以上のストレージ・アレイを選択します。

2. メニューを選択します。一般的でないタスク[ストレージアレイの削除]。

ストレージアレイがプラグインインターフェイスのすべてのビューから削除されます。

System Manager を起動します

単一のアレイを管理するには、起動オプションを使用して、新しいブラウザウィンドウ
でSANtricity System Managerを開きます。

System Managerは、ストレージアレイのコントローラに組み込まれたアプリケーションであり、イーサネッ
ト管理ポートを介してネットワークに接続されます。System Managerにはアレイベースのすべての機能が含
まれています。System Managerにアクセスするには、Webブラウザを使用してネットワーク管理クライアン
トにアウトオブバンド接続する必要があります。

手順
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1. [* Manage *（管理）]ページで、管理する1つ以上のストレージ・アレイを選択します。

2. [* 起動 * ] をクリックします。

ブラウザに新しいタブが開き、System Managerのログインページが表示されます。

3. ユーザー名とパスワードを入力し、*ログイン*をクリックします。

設定をインポートします

設定のインポートの概要

設定のインポート機能は、vCenter向けストレージプラグインの1つのストレージアレイ
（ソース）の設定を複数のアレイ（ターゲット）にレプリケートするためのバッチ処理
です。

インポートできる設定

アレイ間でインポートできる構成は次のとおりです。

• アラート--電子メール、syslogサーバ、またはSNMPサーバを使用して管理者に重要なイベントを送信す
るアラート方法。

• * AutoSupport *--ストレージ・アレイの状態を監視し’テクニカル・サポートに自動ディスパッチを送信す
る機能

• ディレクトリサービス-- LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)サーバとディレクトリサービ
ス(MicrosoftのActive Directoryなど)を介して管理されるユーザー認証の方法。

• システム設定--以下に関連する設定。

◦ ボリュームのメディアスキャン設定

◦ SSD設定

◦ 自動ロードバランシング（ホスト接続レポートは含まれません）

• ストレージ構成--以下に関連する構成。

◦ ボリューム（リポジトリボリュームでないシックボリュームのみ）

◦ ボリュームグループとプール

◦ ホットスペアドライブの割り当て

設定ワークフロー

設定をインポートするワークフローは次のとおりです。

1. ソースとして使用するストレージアレイで、System Managerを使用して設定を行います。

2. ターゲットとして使用するストレージアレイで、System Managerを使用して設定をバックアップしま
す。

3. プラグイン・インターフェイスから* Manage *ページに移動し、設定をインポートします。

4. [操作]ページで、[設定のインポート]操作の結果を確認します。
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ストレージ構成のレプリケートに関する要件

ストレージアレイ間でストレージ構成をインポートする前に、要件およびガイドラインを確認してください。

シェルフ

• コントローラが配置されているシェルフがソースとターゲットのアレイで同一である。

• シェルフIDがソースとターゲットのアレイで同じである。

• 拡張シェルフの同一のスロットに同じドライブタイプが搭載されている必要があります（ドライブが構成
で使用されている場合、未使用ドライブの場所は問題になりません）。

コントローラ

• コントローラタイプはソースアレイとターゲットアレイで同一である必要がありますが、RBODエンクロ
ージャのタイプは同一である必要があります。

• ホストのDA機能を含むHICが、ソースとターゲットのアレイで同じである必要があります。

• デュプレックス構成からシンプレックス構成へのインポートはサポートされていませんが、シンプレック
ス構成からデュプレックス構成へのインポートは可能です。

• FDE設定はインポートプロセスに含まれない。

ステータス

• ターゲットアレイのステータスが最適lである必要があります。

• ソースアレイのステータスが「最適」である必要はありません。

ストレージ

• ターゲットのボリューム容量がソースよりも大きいかぎり、ソースとターゲットのアレイでドライブ容量
が異なることがあります。（ターゲットアレイには容量の大きい新しいドライブが搭載されている場合、
それらのドライブはレプリケーション処理によってボリュームに完全には構成されない可能性があります
）。

• ソースアレイのディスクプールのボリュームが64TB以上の場合、ターゲットでインポートプロセスを実
行できない。

アラート設定をインポートします

ストレージアレイから別のストレージアレイにアラート設定をインポートできます。こ
のバッチ処理により、ネットワーク内に複数のアレイを設定する必要がある場合に時間
を節約できます。

作業を開始する前に

次の点を確認してください。

• アラートは、ソースとして使用するストレージアレイのSystem Manager（メニュー：Settings [Alerts]）
で設定します。

• ターゲットストレージアレイの既存の構成は、System Managerでバックアップされます（メニュー：[設
定][システム]>[ストレージアレイ構成の保存]）。
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• でストレージ構成のレプリケートに関する要件を確認しておく必要があります "設定のインポートの概要
"。

このタスクについて

インポート処理では、Eメール、SNMP、またはsyslogのいずれかのアラートを選択できます。

• *Email alerts *--メールサーバのアドレスとアラート受信者の電子メールアドレス。

• Syslogアラート-- syslogサーバのアドレスとUDPポート。

• *snmp alerts *-- SNMPサーバのコミュニティ名とIPアドレス。

手順

1. [管理]ページで、[メニュー]、[アクション]、[設定のインポート]の順にクリックします。

設定のインポートウィザードが開きます。

2. Select Settings（設定の選択）ダイアログで、* Email alerts 、 SNMP alerts 、または Syslog alerts のいず
れかを選択し、 Next（次へ）*をクリックします。

ソースアレイを選択するためのダイアログボックスが開きます。

3. [ソースの選択]ダイアログで、インポートする設定のアレイを選択し、[次へ]をクリックします。

4. ターゲットの選択ダイアログで’新しい設定を受信する1つまたは複数のアレイを選択します

ファームウェアが8.50未満のストレージアレイは選択できません。また、プラグインがそ
のアレイと通信できない場合（オフラインの場合や、証明書、パスワード、ネットワーク
に問題がある場合など）、このダイアログにアレイは表示されません。

5. [ 完了 ] をクリックします。

Operationsページには、インポート処理の結果が表示されます。処理が失敗した場合は、その行をクリッ
クすると詳細を確認できます。

結果

Eメール、SNMP、またはsyslogを使用して管理者にアラートを送信するようにターゲットストレージアレイ
が設定されます。

AutoSupport 設定をインポートします

ストレージアレイから別のストレージアレイにAutoSupport 構成をインポートできま
す。このバッチ処理により、ネットワーク内に複数のアレイを設定する必要がある場合
に時間を節約できます。

作業を開始する前に

次の点を確認してください。

• AutoSupport は、ソースとして使用するストレージアレイのSystem Manager（メニュー：サポート[サポ
ートセンター]）で設定します。
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• ターゲットストレージアレイの既存の構成は、System Managerでバックアップされます（メニュー：[設
定][システム]>[ストレージアレイ構成の保存]）。

• でストレージ構成のレプリケートに関する要件を確認しておく必要があります "設定のインポートの概要
"。

このタスクについて

インポートされる設定には、個別の機能（Basic AutoSupport 、AutoSupport OnDemand、Remote

Diagnostics）、メンテナンス期間、配信方法、 およびディスパッチスケジュール。

手順

1. [管理]ページで、[メニュー]、[アクション]、[設定のインポート]の順にクリックします。

設定のインポートウィザードが開きます。

2. 設定の選択ダイアログで、* AutoSupport *を選択し、*次へ*をクリックします。

ソースアレイを選択するためのダイアログボックスが開きます。

3. [ソースの選択]ダイアログで、インポートする設定のアレイを選択し、[次へ]をクリックします。

4. ターゲットの選択ダイアログで’新しい設定を受信する1つまたは複数のアレイを選択します

ファームウェアが8.50未満のストレージアレイは選択できません。また、プラグインがそ
のアレイと通信できない場合（オフラインの場合や、証明書、パスワード、ネットワーク
に問題がある場合など）、このダイアログにアレイは表示されません。

5. [ 完了 ] をクリックします。

Operationsページには、インポート処理の結果が表示されます。処理が失敗した場合は、その行をクリッ
クすると詳細を確認できます。

結果

ターゲットストレージアレイのAutoSupport 設定がソースアレイと同じに設定されます。

ディレクトリサービス設定をインポートします

ストレージアレイから別のストレージアレイにディレクトリサービス設定をインポート
できます。このバッチ処理により、ネットワーク内に複数のアレイを設定する必要があ
る場合に時間を節約できます。

作業を開始する前に

次の点を確認してください。

• ディレクトリサービスは、ソースとして使用するストレージアレイのSystem Manager（メニュー：設
定[Access Management]）で設定します。

• ターゲットストレージアレイの既存の構成は、System Managerでバックアップされます（メニュー：[設
定][システム]>[ストレージアレイ構成の保存]）。

• でストレージ構成のレプリケートに関する要件を確認しておく必要があります "設定のインポートの概要
"。
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このタスクについて

インポートされる設定には、LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）サーバのドメイン名とURL、お
よびLDAPサーバのユーザグループとストレージアレイの事前定義されたロールとのマッピングが含まれま
す。

手順

1. [管理]ページで、[メニュー]、[アクション]、[設定のインポート]の順にクリックします。

設定のインポートウィザードが開きます。

2. 設定の選択ダイアログで、*ディレクトリサービス*を選択し、*次へ*をクリックします。

ソースアレイを選択するためのダイアログボックスが開きます。

3. [ソースの選択]ダイアログで、インポートする設定のアレイを選択し、[次へ]をクリックします。

4. ターゲットの選択ダイアログで’新しい設定を受信する1つまたは複数のアレイを選択します

ファームウェアが8.50未満のストレージアレイは選択できません。また、プラグインがそ
のアレイと通信できない場合（オフラインの場合や、証明書、パスワード、ネットワーク
に問題がある場合など）、このダイアログにアレイは表示されません。

5. [ 完了 ] をクリックします。

Operationsページには、インポート処理の結果が表示されます。処理が失敗した場合は、その行をクリッ
クすると詳細を確認できます。

結果

ターゲットストレージアレイのディレクトリサービスがソースアレイと同じに設定されます。

システム設定をインポートします

ストレージアレイから別のストレージアレイにシステム設定をインポートできます。こ
のバッチ処理により、ネットワーク内に複数のアレイを設定する必要がある場合に時間
を節約できます。

作業を開始する前に

次の点を確認してください。

• ソースとして使用するストレージアレイのシステム設定をSystem Managerで設定しておきます。

• ターゲットストレージアレイの既存の構成は、System Managerでバックアップされます（メニュー：[設
定][システム]>[ストレージアレイ構成の保存]）。

• でストレージ構成のレプリケートに関する要件を確認しておく必要があります "設定のインポートの概要
"。

このタスクについて

インポートされる設定には、ボリュームのメディアスキャン設定、コントローラのSSD設定、および自動ロー
ドバランシングが含まれます（ホスト接続レポートは含まれません）。
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手順

1. [管理]ページで、[メニュー]、[アクション]、[設定のインポート]の順にクリックします。

設定のインポートウィザードが開きます。

2. 設定の選択ダイアログで、*システム*を選択し、*次へ*をクリックします。

ソースアレイを選択するためのダイアログボックスが開きます。

3. [ソースの選択]ダイアログで、インポートする設定のアレイを選択し、[次へ]をクリックします。

4. ターゲットの選択ダイアログで’新しい設定を受信する1つまたは複数のアレイを選択します

ファームウェアが8.50未満のストレージアレイは選択できません。また、プラグインがそ
のアレイと通信できない場合（オフラインの場合や、証明書、パスワード、ネットワーク
に問題がある場合など）、このダイアログにアレイは表示されません。

5. [ 完了 ] をクリックします。

Operationsページには、インポート処理の結果が表示されます。処理が失敗した場合は、その行をクリッ
クすると詳細を確認できます。

結果

ターゲットストレージアレイのシステム設定がソースアレイと同じに設定されます。

ストレージ構成の設定をインポートします

ストレージアレイから別のストレージアレイにストレージ構成をインポートできます。
このバッチ処理により、ネットワーク内に複数のアレイを設定する必要がある場合に時
間を節約できます。

作業を開始する前に

次の点を確認してください。

• ソースとして使用するストレージアレイのストレージをSystem Managerで設定しておきます。

• ターゲットストレージアレイの既存の構成は、System Managerでバックアップされます（メニュー：[設
定][システム]>[ストレージアレイ構成の保存]）。

• でストレージ構成のレプリケートに関する要件を確認しておく必要があります "設定のインポートの概要
"。

• ソースアレイとターゲットアレイが次の要件を満たしている必要があります。

◦ コントローラが配置されているシェルフが同じである必要があります。

◦ シェルフIDが同じである必要があります。

◦ 拡張シェルフの同一のスロットに同じドライブタイプが搭載されている。

◦ RBODエンクロージャタイプが同一である。

◦ HICが、ホストのData Assurance機能を含めて同一である。

◦ ターゲットアレイのステータスが最適lである必要があります。
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◦ ターゲットアレイのボリューム容量がソースアレイよりも大きい。

• 次の制限事項を理解しておきます。

◦ デュプレックス構成からシンプレックス構成へのインポートはサポートされていませんが、シンプレ
ックス構成からデュプレックス構成へのインポートは可能です。

◦ ソースアレイのディスクプールのボリュームが64TB以上の場合、ターゲットでインポートプロセスを
実行できない。

このタスクについて

インポートされる設定には、設定済みのボリューム（リポジトリボリュームでないシックボリュームのみ）、
ボリュームグループ、プール、およびホットスペアドライブの割り当てが含まれます。

手順

1. [管理]ページで、[メニュー]、[アクション]、[設定のインポート]の順にクリックします。

設定のインポートウィザードが開きます。

2. 設定の選択ダイアログで、*ストレージ構成*を選択し、*次へ*をクリックします。

ソースアレイを選択するためのダイアログボックスが開きます。

3. [ソースの選択]ダイアログで、インポートする設定のアレイを選択し、[次へ]をクリックします。

4. ターゲットの選択ダイアログで’新しい設定を受信する1つまたは複数のアレイを選択します

ファームウェアが8.50未満のストレージアレイは選択できません。また、プラグインがそ
のアレイと通信できない場合（オフラインの場合や、証明書、パスワード、ネットワーク
に問題がある場合など）、このダイアログにアレイは表示されません。

5. [ 完了 ] をクリックします。

Operationsページには、インポート処理の結果が表示されます。処理が失敗した場合は、その行をクリッ
クすると詳細を確認できます。

結果

ターゲットストレージアレイのストレージ構成がソースアレイと同じに設定されます。

アレイグループを管理します

アレイグループの概要

ストレージプラグインfor vCenterでは、一連のストレージアレイをグループ化して物理
インフラや仮想インフラを管理することができます。ストレージアレイをグループ化す
ると、ジョブの監視やレポートが簡単になります。

ストレージアレイグループのタイプ：

• すべてのグループ--すべてのグループがデフォルトのグループで、組織内で検出されたすべてのストレー
ジアレイが含まれます。Allグループには、メインビューからアクセスできます。
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• ユーザーが作成したグループ--ユーザーが作成したグループには’手動で選択してそのグループに追加する
ストレージアレイが含まれますユーザが作成したグループには、メインビューからアクセスできます。

ストレージアレイグループを作成します

ストレージグループを作成し、そのグループにストレージアレイを追加します。ストレ
ージグループでは、ボリュームを構成するストレージをどのドライブから提供するかを
定義します。

• 手順 *

1. 管理ページで、メニューからグループの管理[ストレージアレイグループの作成]を選択します。

2. [名前]フィールドに、新しいグループの名前を入力します。

3. 新しいグループに追加するストレージアレイを選択します。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

ストレージアレイをグループに追加します

ユーザが作成したグループにストレージアレイを追加することができます。

• 手順 *

1. メインビューで、* Manage *を選択し、ストレージ・アレイを追加するグループを選択します。

2. 選択メニュー：グループの管理[グループへのストレージアレイの追加]。

3. グループに追加するストレージアレイを選択します。

4. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

ストレージアレイグループの名前を変更します

現在の名前が適切でない場合は、ストレージアレイグループの名前を変更できます。

このタスクについて

これらのガイドラインに注意してください。

• 名前には、アルファベット、数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、シャープ（#）を使用できま
す。他の文字を選択すると、エラーメッセージが表示されます。別の名前を選択するように求められま
す。

• 名前は30文字以内にしてください。名前の先頭と末尾のスペースはすべて削除されます。

• わかりやすい一意の名前を使用してください。

• わかりにくい名前は使用しないでください。

手順

1. メインビューで* Manage *を選択し、名前を変更するストレージ・アレイ・グループを選択します。

2. メニューを選択します。Manage Groups [Rename storage array group]（グループの名前変更）。

3. ［グループ名］フィールドに、グループの新しい名前を入力します。
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4. [ 名前の変更 *] をクリックします。

グループからストレージアレイを削除します

管理対象のストレージアレイを特定のストレージグループで管理する必要がなくなった
場合は、それらのストレージアレイをグループから削除することができます。

このタスクについて

グループからストレージアレイを削除しても、ストレージアレイ自体やそのデータには影響はありません。ス
トレージアレイをSystem Managerで管理している場合は、引き続きブラウザを使用して管理できます。スト
レージアレイをグループから誤って削除した場合は、再度追加することができます。

手順

1. 管理ページで、メニュー：グループの管理[グループからストレージアレイを削除]を選択します。

2. 削除するストレージアレイが含まれているグループをドロップダウンから選択し、グループから削除する
各ストレージアレイの横にあるチェックボックスをクリックします。

3. [ 削除（ Remove ） ] をクリックします。

ストレージアレイグループを削除します

不要になった1つ以上のストレージアレイグループを削除することができます。

このタスクについて

この処理で削除されるのは、ストレージアレイグループだけです。削除したグループに関連付けられているス
トレージアレイには、Manage Allビューまたはそれに関連付けられているその他のグループからアクセスでき
ます。

手順

1. 管理ページで、メニューからグループの管理[ストレージアレイグループの削除]を選択します。

2. 削除するストレージアレイグループを1つ以上選択します。

3. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

OSソフトウェアをアップグレードします

アップグレードの概要

vCenter向けストレージプラグインでは、同じタイプの複数のストレージアレイ
のSANtricity ソフトウェアとNVSRAMのアップグレードを管理できます。

アップグレードワークフロー

以下に、ソフトウェアのアップグレードを実行するための大まかなワークフローを示します。

1. 最新のSANtricity OSファイルをサポートサイトからダウンロードします（リンクはサポートページから入
手できます）。管理ホストシステム（ブラウザでプラグインにアクセスするホスト）にファイルを保存
し、ファイルを解凍します。

2. プラグインでは、SANtricity OSソフトウェアファイルとNVSRAMファイルをリポジトリ（ファイルが格納
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されているサーバの領域）にロードできます。

3. リポジトリにファイルをロードしたら、アップグレードに使用するファイルを選択できます。SANtricity

OSソフトウェアのアップグレードページで、OSソフトウェアファイルとNVSRAMファイルを選択しま
す。ソフトウェアファイルを選択すると、互換性があるストレージアレイのリストがこのページに表示さ
れます。次に、新しいソフトウェアでアップグレードするストレージアレイを選択します。（互換性のな
いアレイは選択できません）。

4. ソフトウェアの転送とアクティブ化をすぐに開始することも、ファイルをステージングしてあとでアクテ
ィブ化することもできます。アップグレードプロセス中に、プラグインは次のタスクを実行します。

◦ ストレージアレイの健全性チェックが実行され、アップグレードの完了の妨げとなる状況がないかど
うかが確認されます。健全性チェックでいずれかのアレイに問題が見つかった場合は、そのアレイを
スキップして他のアレイのアップグレードを続行するか、プロセス全体を停止して該当するアレイの
トラブルシューティングを行うことができます。

◦ 各コントローラにアップグレードファイルが転送されます。

◦ コントローラが一度に1台ずつリブートされ、新しいOSソフトウェアがアクティブ化されます。アク
ティブ化の際に、既存のOSファイルが新しいファイルに置き換えられます。

ソフトウェアをあとでアクティブ化するように指定することもできます。

アップグレード時の考慮事項

複数のストレージアレイをアップグレードする場合は、計画段階で主な考慮事項を確認してください。

現在のバージョン

検出された各ストレージアレイについて、vCenter向けストレージプラグインの管理ページからSANtricity OS

の現在のソフトウェアバージョンを表示できます。バージョンはSANtricity OSソフトウェア列に表示されま
す。各行のOSのバージョンをクリックするとポップアップダイアログボックスが表示され、コントローラの
ファームウェアとNVSRAMの情報を確認できます。

アップグレードが必要なその他のコンポーネント

アップグレードプロセスの一環として、ホストがコントローラと正しく連携するように、ホストのマルチパ
ス/フェイルオーバードライバやHBAドライバのアップグレードも必要になることがあります。互換性の情報
については、を参照してください "Interoperability Matrix Tool で確認してください"。

デュアルコントローラ

ストレージアレイにコントローラが 2 台あり、マルチパスドライバがインストールされている場合は、アッ
プグレードの実行中もストレージアレイで I/O の処理を継続できます。アップグレードの実行中は、次の処理
が実行されます。

1. コントローラ A のすべての LUN がコントローラ B にフェイルオーバーされます

2. コントローラ A でアップグレードが実行されます

3. コントローラ A に LUN が戻され、コントローラ B の LUN もすべて移されます。

4. コントローラ B でアップグレードが実行されます

アップグレードの完了後、所有権のある正しいコントローラにボリュームが配置されるように、コントローラ
間で手動でのボリュームの再配置が必要になることがあります。
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アップグレード前の健常性チェックを実行

健全性チェックはアップグレードプロセスの一環として実行されますが、開始前に別途
実行することもできます。健全性チェックでは、ストレージアレイのコンポーネントに
ついて、アップグレードを実行できる状態であるかがチェックされます。

• 手順 *

1. メインビューで * Manage * を選択し、メニューから Upgrade Center [Pre-Upgrade Health Check] を
選択します。

[Pre-Upgrade Health Check] ダイアログ・ボックスが開き ' 検出されたすべてのストレージ・システム
が一覧表示されます

2. 必要に応じて、ストレージシステムのリストをフィルタまたはソートして、状態が現在「最適」でな
いすべてのシステムを確認します。

3. 健全性チェックを実行するストレージシステムのチェックボックスを選択します。

4. [ スタート ] ボタンをクリックします。

健全性チェックの実行中、ダイアログボックスに進捗状況が表示されます。

5. 健全性チェックが完了したら、各行の右側にある省略記号（ … ）をクリックして、詳細情報を表示し
たり他のタスクを実行したりできます。

健全性チェックでいずれかのアレイに問題が見つかった場合は、そのアレイをスキップして他
のアレイのアップグレードを続行するか、プロセス全体を停止して該当するアレイのトラブル
シューティングを行うことができます。

SANtricity OSをアップグレードします

ストレージアレイのソフトウェアとNVSRAMをアップグレードして、最新の機能とバグ
修正をすべて適用します。コントローラNVSRAMは、コントローラのデフォルトの設定
を指定するコントローラファイルです。

作業を開始する前に

次の点を確認してください。

• 最新のSANtricity OSファイルは、プラグインが実行されているホストシステムで使用できます。

• ソフトウェアのアップグレードをすぐにアクティブ化するかあとでアクティブ化するかを決めます。あと
でアクティブ化する理由は次のとおりです。

◦ * 時間帯 * — ソフトウェアのアクティブ化には時間がかかることがあるため、 I/O 負荷の低い時間帯に
実行できます。アクティブ化の際にはコントローラがフェイルオーバーするため、アップグレードが
完了するまではパフォーマンスが通常よりも低下する可能性があります。

◦ * パッケージのタイプ *-- 他のストレージアレイのファイルをアップグレードする前に ' 新しい OS ソ
フトウェアを 1 つのストレージアレイでテストすることをお勧めします

* データ損失のリスク、ストレージアレイの損傷のリスク * — アップグレードの実行中にスト
レージアレイを変更しないでください。ストレージアレイの電源は切らないでください。
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手順

1. ストレージアレイにコントローラが 1 台しかない場合やマルチパスドライバが使用されていない場合は、
アプリケーションエラーを回避するためにストレージアレイへの I/O アクティビティを停止します。スト
レージアレイにコントローラが 2 台あり、マルチパスドライバがインストールされている場合は、 I/O ア
クティビティを停止する必要はありません。

2. メイン・ビューから* Manage *を選択し、アップグレードするストレージ・アレイを1つ以上選択しま
す。

3. メニューから[Upgrade]> SANtricity OS]>[Software]を選択します。

SANtricity OS ソフトウェアのアップグレードページが表示されます。

4. サポートサイトからローカルマシンに最新のSANtricity OSソフトウェアパッケージをダウンロードしま
す。

a. [新しいファイルをソフトウェアリポジトリに追加]をクリックします

b. 最新のSANtricity OSダウンロードを検索するためのリンクをクリックします。

c. [Download Latest Release] リンクをクリックします。

d. 以降の手順に従って、OSファイルとNVSRAMファイルをローカルマシンにダウンロードします。

バージョン 8.42 以降のデジタル署名されたファームウェアが必要です。署名のないフ
ァームウェアをダウンロードしようとすると、エラーが表示されてダウンロードが中止
されます。

5. コントローラのアップグレードに使用する OS ソフトウェアファイルと NVSRAM ファイルを選択しま
す。

a. ドロップダウンから、ローカルマシンにダウンロードしたOSファイルを選択します。

使用可能なファイルが複数ある場合は、日付が新しい順にファイルがソートされます。

ソフトウェアリポジトリには、プラグインに関連付けられているすべてのソフトウェアフ
ァイルが一覧表示されます。使用するファイルが表示されない場合は、リンク * ソフトウ
ェアリポジトリに新しいファイルを追加 * をクリックして、追加する OS ファイルが保存
されている場所を参照します。

a. Select an NVSRAM file * ドロップダウンから、使用するコントローラファイルを選択します。

ファイルが複数ある場合は、日付が新しい順にファイルがソートされます。

6. [Compatible Storage Array] テーブルで ' 選択した OS ソフトウェア・ファイルと互換性のあるストレージ
・アレイを確認し ' アップグレードするアレイを選択します

◦ [ 管理 ] ビューで選択したストレージ・アレイおよび選択したファームウェア・ファイルと互換性のあ
るストレージ・アレイは ' デフォルトで [ 互換性のあるストレージ・アレイ ] テーブルで選択されてい
ます

◦ 選択したファームウェアファイルで更新できないストレージアレイは、ステータス * incompatible * と
表示される互換性があるストレージアレイテーブルで選択できません。

7. （オプション）ソフトウェアファイルをアクティブ化せずにストレージアレイに転送するには、 * OS ソ
フトウェアをストレージアレイに転送し、ステージング済みとしてマークし、あとでアクティブ化 * チェ
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ックボックスをオンにします。

8. [ スタート ] ボタンをクリックします。

9. すぐにアクティブ化するかあとでアクティブ化するかに応じて、次のいずれかを実行します。

◦ 「transfer」と入力して、アップグレードするアレイ上のOSソフトウェアの推奨バージョンを転送す
ることを確認し、「Transfer」をクリックします。転送されたソフトウェアをアクティブにするに
は、メニューから[アップグレードセンター][ステージング済みSANtricity OSソフトウェアのアクティ
ブ化]を選択します。

◦ アップグレード対象として選択したアレイ上のOSソフトウェアのバージョンを転送してアクティブ化
することを確認するには’upgrade]と入力し'[Upgrade]をクリックします

アップグレード対象として選択した各ストレージアレイにソフトウェアファイルが転送され、ストレ
ージアレイがリブートされてファイルがアクティブ化されます。

アップグレード処理では次の処理が実行されます。

◦ アップグレードプロセスの一環として、アップグレード前の健常性チェックが実行されます。アップ
グレード前の健常性チェックでは、ストレージアレイのすべてのコンポーネントについて、アップグ
レードを実行できる状態であるかがチェックされます。

◦ いずれかの健全性チェックでストレージアレイに問題が見つかった場合、アップグレードが停止しま
す。省略記号(…)をクリックします 「ログを保存」を選択してエラーを確認します。ヘルスチェック
エラーを無視するように選択し、 * Continue * をクリックしてアップグレードを続行することもでき
ます。

◦ アップグレード前の健常性チェックのあとに、アップグレード処理をキャンセルすることができま
す。

10. （オプション）アップグレードが完了したら、省略記号（…）をクリックすると、特定のストレージアレ
イのアップグレード対象の一覧が表示されます。 次に、[ログの保存]を選択します。

ブラウザのDownloadsフォルダに’upgrade_log-<date>という名前でファイルが保存されますJSON形式

ステージング済みOSソフトウェアをアクティブ化します

ソフトウェアファイルはただちにアクティブ化することも、都合のいいタイミングでア
クティブ化することもできます。この手順では、ソフトウェアファイルをあとでアクテ
ィブ化するように選択した場合を想定しています。

このタスクについて

ファームウェアファイルは、アクティブ化せずに転送できます。あとでアクティブ化する理由は次のとおりで
す。

• * 時間帯 * — ソフトウェアのアクティブ化には時間がかかることがあるため、 I/O 負荷の低い時間帯に実
行できます。アクティブ化の際にはコントローラがリブートしてフェイルオーバーするため、アップグレ
ードが完了するまではパフォーマンスが通常よりも低下する可能性があります。

• * パッケージのタイプ * — 他のストレージアレイ上のファイルをアップグレードする前に ' 新しいソフト
ウェアとファームウェアを 1 つのストレージアレイでテストすることをお勧めします

起動後にアクティブ化プロセスを停止することはできません。
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手順

1. メインビューで、* Manage *（管理）を選択します。必要に応じて、ステータス*列をクリックして、ペー
ジ上部の「OS Upgrade（waiting activation）」というステータスのすべてのストレージアレイをソートし
ます。

2. ソフトウェアをアクティブ化するストレージアレイを1つ以上選択し、メニューから[Upgrade

Center][Activate Staged SANtricity Software]を選択します。

アップグレード処理では次の処理が実行されます。

◦ アップグレード前の健常性チェックは、アクティブ化プロセスの一環として実行されます。アップグ
レード前の健常性チェックでは、ストレージアレイのすべてのコンポーネントについて、アクティブ
化を実行できる状態であるかがチェックされます。

◦ いずれかの健全性チェックでストレージアレイに問題が見つかった場合、アクティブ化は停止しま
す。省略記号(…)をクリックします 「ログを保存」を選択してエラーを確認します。ヘルスチェック
エラーを無視して、 [* Continue （続行） ] をクリックしてアクティブ化を続行することもできます。

◦ アップグレード前の健常性チェックのあとに、アクティブ化処理をキャンセルすることができます。

アップグレード前の健常性チェックが正常に完了すると、アクティブ化が実行されます。アクティブ
化にかかる時間は、ストレージアレイの構成とアクティブ化しているコンポーネントによって異なり
ます。

3. （オプション）アクティブ化が完了したら、省略記号（…）をクリックすると、特定のストレージアレイ
に対してアクティブ化された項目のリストが表示されます。 次に、[ログの保存]を選択します。

ブラウザのDownloadsフォルダに’activate_log-<date>という名前でファイルが保存されますJSON形式

ステージング済みOSソフトウェアをクリアします

保留中のバージョンがあとで誤ってアクティブ化されないように、ステージング済み
のOSソフトウェアを削除することができます。ステージング済みOSソフトウェアを削
除しても、ストレージアレイで実行されている現在のバージョンには影響しません。

手順

1. メインビューで* Manage *を選択し、メニューからUpgrade Center [ステージ済みSANtricity ソフトウェア
のクリア]を選択します。

ステージング済みSANtricity ソフトウェアのクリアダイアログボックスが開き、検出されたすべてのスト
レージシステムの中に保留中のソフトウェアまたはNVSRAMが表示されます。

2. 必要に応じて、ストレージシステムのリストをフィルタまたはソートして、ソフトウェアがステージング
済みのすべてのシステムを確認します。

3. 保留中のソフトウェアをクリアするストレージシステムのチェックボックスを選択します。

4. [クリア]をクリックします。

処理のステータスがダイアログボックスに表示されます。
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ソフトウェアリポジトリを管理します

ソフトウェアリポジトリを表示および管理することができます。このリポジトリに
は、vCenter向けストレージプラグインに関連付けられているすべてのソフトウェアファ
イルが表示されます。

作業を開始する前に

リポジトリを使用してSANtricity OSファイルを追加する場合は、ローカルシステム上にOSファイルがあるこ
とを確認します。

このタスクについて

Manage SANtricity OS Software Repositoryオプションを使用すると、プラグインが実行されているホストシ
ステムに1つ以上のOSファイルをインポートできます。ソフトウェアリポジトリにある1つ以上のOSファイル
を削除することもできます。

手順

1. メインビューから* Manage *を選択し、メニューからUpgrade Center [Manage SANtricity Software

Repository]を選択します。

Manage SANtricity OS Software Repository（OSソフトウェアリポジトリの管理）ダイアログが表示され
ます。

2. 次のいずれかを実行します。

◦ インポート：

i. [* インポート * ] をクリックします。

ii. [*参照]をクリックし、追加するOSファイルが保存されている場所に移動します。OSファイルのフ
ァイル名は「N2800-830000-000.dlp」のようになります。

iii. 追加するOSファイルを1つ以上選択し、*インポート*をクリックします。

◦ 削除：

i. ソフトウェアリポジトリから削除するOSファイルを1つ以上選択します。

ii. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

結果

インポートを選択した場合は、ファイルがアップロードされて検証されます。削除を選択した場合は、ファイ
ルがソフトウェアリポジトリから削除されます。

ストレージのプロビジョニング

プロビジョニングの概要

vCenter向けストレージプラグインでは、ボリュームと呼ばれるデータコンテナを作成し
て、ホストがアレイ上のストレージにアクセスできるようにすることができます。

ボリュームのタイプと特性

ボリュームは、ストレージアレイ上のストレージスペースを管理および編成するデータコンテナです。
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ストレージアレイで使用可能なストレージ容量からボリュームを作成すると、システムのリソースを整理する
のに役立ちます。「ボリューム」という概念は、コンピュータ上のフォルダやディレクトリを使用してファイ
ルにすばやくアクセスできるようにする方法に似ています。

ボリュームは、ホストから認識できる唯一のデータレイヤです。SAN 環境では、ボリュームは論理ユニット
番号（ LUN ）にマッピングされます。これらのLUNは、FC、iSCSI、SASなど、ストレージアレイでサポー
トされている1つ以上のホストアクセスプロトコルを使用してアクセス可能なユーザデータを保持します。

プールまたはボリュームグループ内の各ボリュームには、格納されるデータのタイプに基づいて独自の特性が
あります。たとえば、次のような特性があります。

• セグメントサイズ-セグメントは、あるドライブに格納されるデータの量（KiB）です。この量に達する
と、ストライプ（RAIDグループ）内の次のドライブへと進みます。セグメントサイズは、ボリュームグ
ループの容量と同じかそれよりも小さくなります。プールのセグメントサイズは固定で、変更することは
できません。

• 容量-プールまたはボリュームグループの空き容量からボリュームを作成します。ボリュームを作成するに
は、プールまたはボリュームグループがすでに存在している必要があります。また、ボリュームを作成す
るための十分な空き容量がプールまたはボリュームグループに必要です。

• コントローラ所有権--すべてのストレージアレイは'1台または2台のコントローラを持つことができますシ
ングルコントローラアレイでは、ボリュームのワークロードは単一のコントローラによって管理されま
す。デュアルコントローラアレイでは、ボリュームを「所有」する優先コントローラ（AまたはB）がボリ
ュームに割り当てられます。デュアルコントローラ構成では、自動ロードバランシング機能を使用してボ
リューム所有権が自動的に調整され、コントローラ間でワークロードが移動する際の負荷の不均衡が解消
されます。自動ロードバランシングはI/Oワークロードを自動的に分散する機能を提供し、ホストからの受
信I/Oトラフィックは動的に管理されて両方のコントローラに分散されます。

• ボリューム割り当て--ボリュームの作成時または後で、ホストにボリュームへのアクセス権を与えること
ができます。すべてのホストアクセスは、論理ユニット番号（LUN）を使用して管理されます。ホスト
は、ボリュームに割り当てられているLUNを検出します。ボリュームを複数のホストに割り当てる場合
は、クラスタリングソフトウェアを使用して、すべてのホストからボリュームを使用できるようにしてく
ださい。

ホストタイプでは、ホストがアクセスできるボリュームの数に制限がある場合があります。特定のホスト
で使用するボリュームを作成するときは、この制限に注意してください。

• リソースプロビジョニング-- EF600またはEF300ストレージアレイでは、バックグラウンド初期化プロセ
スなしですぐにボリュームを使用するように指定できます。リソースプロビジョニングボリューム
は、SSDグループまたはプール内のシックボリュームです。ボリュームの作成時にはドライブ容量が割り
当てられますが（ボリュームに割り当てられます）、ドライブブロックは割り当て解除されます（マッピ
ング解除されます）。

• わかりやすい名前--ボリュームに任意の名前を付けることができますが、わかりやすい名前にすることを
お勧めします。

ボリュームの作成時には、各ボリュームに容量が割り当てられ、名前、セグメントサイズ（ボリュームグルー
プの場合のみ）、コントローラ所有権、およびボリュームとホストの割り当てが指定されます。ボリュームデ
ータは、必要に応じてコントローラ間で自動的に負荷分散されます。

ボリュームの容量

ストレージアレイ内のドライブは、データに対して物理ストレージ容量を提供します。データの格納を開始す
る前に、プールまたはボリュームグループと呼ばれる論理コンポーネントに割り当て容量を設定する必要があ
ります。これらのストレージオブジェクトを使用して、ストレージアレイのデータを設定、格納、メンテナン
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ス、および保持できます。

ボリュームの作成および拡張に必要な容量

プールまたはボリュームグループ内の未割り当て容量または空き容量からボリュームを作成できます。

• 未割り当て容量からボリュームを作成する場合は、プールまたはボリュームグループとボリュームを同時
に作成できます。

• 空き容量からボリュームを作成する場合は、既存のプールまたはボリュームグループに追加のボリューム
を作成します。ボリュームの容量を拡張したら、それに一致するようにファイルシステムのサイズを手動
で拡張する必要があります。方法は、使用しているファイルシステムによって異なります。詳細について
は、ホストオペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

プラグインインターフェイスには、シンボリュームを作成するオプションはありません。

ボリュームのレポート容量

ボリュームのレポート容量は、割り当てられている物理ストレージ容量と同じです。物理ストレージ容量全体
が存在している必要があります。物理的に割り当てられるスペースは、ホストに報告されるスペースと同じで
す。

通常は、ボリュームのレポート容量を、ボリュームが拡張すると予想される最大容量に設定します。ボリュー
ムは、予測可能な高パフォーマンスをアプリケーションに提供します。これは主に、すべてのユーザ容量が作
成時に予約されて割り当てられているためです。

容量制限

ボリュームの最小容量は1MiBであり、最大容量はプールまたはボリュームグループ内のドライブの数と容量
で決まります。

ボリュームのレポート容量を拡張するときは、次のガイドラインに注意してください。

• 小数点以下3桁まで指定できます（例：65.375GiB）。

• ボリュームグループで使用可能な最大値以下の容量を指定してください。ボリュームを作成する場合は、
セグメントサイズの動的（DSS）変更のための追加容量が事前に割り当てられます。DSS変更は、ボリュ
ームのセグメントサイズを変更できるソフトウェアの機能です。

• 一部のホストオペレーティングシステムでは、2TiBを超えるボリュームがサポートされます（最大レポー
ト容量はホストオペレーティングシステムで決定されます）。実際には、一部のホストオペレーティング
システムでサポートされるのは最大128TiBのボリュームです。詳細については、ホストオペレーティング
システムのドキュメントを参照してください。

アプリケーション固有のワークロード

ボリュームを作成する際には、ワークロードを選択して特定のアプリケーション用にストレージアレイの構成
をカスタマイズします。

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーションごとに1

つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションでは、特性が似たボリュ
ームで構成されるようにワークロードが設定されます。これらのボリューム特性は、ワークロードがサポート
するアプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえば、Microsoft SQL Serverアプリケーショ
ンをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボリュームを作成すると、Microsoft SQL
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Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

ボリュームの作成中に、ワークロードの使用に関する回答 の質問が表示されます。たとえば、Microsoft

Exchange用のボリュームを作成する場合は、必要なメールボックスの数、メールボックスに必要とされる平
均容量、およびデータベースのコピーをいくつ作成するかについて設定します。この情報に基づいて最適なボ
リューム構成が作成されるため、必要に応じて編集することができます。必要に応じて、ボリューム作成のこ
の手順をスキップできます。

ワークロードのタイプ

アプリケーション固有とその他の2種類のワークロードを作成できます。

• アプリケーション固有--アプリケーション固有のワークロードを使用してボリュームを作成する場合、ア
プリケーションワークロードのI/Oとアプリケーションインスタンスからの他のトラフィックの競合を最小
限に抑えるために最適化されたボリューム構成が推奨される場合があります。I/Oタイプ、セグメントサイ
ズ、コントローラ所有権、読み取り/書き込みキャッシュなどのボリューム特性が自動的に推奨され、次の
アプリケーションタイプ用に作成されるワークロードに合わせて最適化されます。

◦ Microsoft SQL Server の場合

◦ Microsoft Exchange Server の略

◦ ビデオ監視アプリケーション

◦ VMware ESXi（ボリュームをVirtual Machine File Systemで使用する場合）

ボリュームの追加/編集ダイアログボックスを使用して、推奨されるボリューム構成を確認し、システ
ムで推奨されるボリュームや特性を編集、追加、削除できます。

• その他（または特定のボリューム作成サポートのないアプリケーション）- 特定のアプリケーションに関
連付けられていないワークロードを作成する場合や、ストレージアレイで使用する予定のアプリケーショ
ンに対する最適化が組み込まれていない場合は、その他のワークロードではボリューム構成を手動で指定
する必要があります。ボリュームの追加/編集ダイアログボックスを使用して、ボリューム構成を手動で指
定する必要があります。

アプリケーションとワークロードの表示

アプリケーションとワークロードを表示するには、System Managerを起動します。このインターフェイスか
ら、アプリケーション固有のワークロードに関連する情報をいくつかの方法で表示できます。

• ボリュームタイルのアプリケーションとワークロードタブを選択すると、ストレージアレイのボリューム
をワークロード別にグループ化し、ワークロードが関連付けられているアプリケーションタイプを表示で
きます。

• パフォーマンスタイルのアプリケーションとワークロードタブを選択して、論理オブジェクトのパフォー
マンス指標（レイテンシ、IOPS、MB）を表示できます。オブジェクトはアプリケーションおよび関連付
けられているワークロード別にグループ化されます。このパフォーマンスデータを定期的に収集すること
で、ベースラインとなる数値を設定して傾向を分析することができ、I/Oパフォーマンスに関する問題の調
査に役立ちます。

ストレージを作成します

vCenter向けストレージプラグインでは、最初に特定のアプリケーションタイプのワーク
ロードを作成することでストレージを作成します。次に、特性が共通する複数のボリュ
ームを作成し、ワークロードにストレージ容量を追加します。
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手順1：ワークロードを作成する

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーションごとに1

つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。

このタスクについて

一部のアプリケーションでは、特性が似たボリュームで構成されるようにワークロードが設定されます。これ
らのボリューム特性は、ワークロードがサポートするアプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。
たとえば、Microsoft SQL Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード
用のボリュームを作成すると、Microsoft SQL Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されま
す。

次のアプリケーションタイプにかぎり、最適化されたボリューム構成が推奨されます。

• Microsoft SQL Server の場合

• Microsoft Exchange Server の略

• ビデオ監視

• VMware ESXi（ボリュームをVirtual Machine File Systemで使用する場合）

手順

1. 管理ページで、ストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. メニューを選択します。Create [Workload]。

[アプリケーションワークロードの作成]ダイアログボックスが表示されます。

4. ドロップダウンリストを使用してワークロードを作成するアプリケーションのタイプを選択し、ワークロ
ード名を入力します。

5. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

手順2：ボリュームを作成する

ボリュームを作成してアプリケーション固有のワークロードにストレージ容量を追加し、作成したボリューム
が特定のホストまたはホストクラスタに認識されるように設定します。

このタスクについて

ほとんどのアプリケーションタイプでは、デフォルトでユーザ定義のボリューム構成が使用されますが、その
他のタイプではボリューム作成時にスマート構成が適用されます。たとえば、Microsoft Exchangeアプリケー
ション用のボリュームを作成する場合は、必要なメールボックスの数、メールボックスに必要とされる平均容
量、およびデータベースのコピーをいくつ作成するかについて設定します。この情報に基づいて最適なボリュ
ーム構成が作成されるため、必要に応じて編集することができます。

ボリュームは、メニューから作成できます。プロビジョニング[ボリュームの管理]>[作成]>[ボリューム]または
メニューからプロビジョニング[プールとボリュームグループの設定]>[作成]>[ボリューム]。どちらの選択でも
手順 は同じです。

ボリュームを作成するプロセスは複数の手順で構成される手順 です。
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手順2a：ボリュームのホストを選択します

最初の手順では、ボリュームに特定のホストまたはホストクラスタを選択するか、あとからホストを割り当て
ることができます。

作業を開始する前に

次の点を確認してください。

• 有効なホストまたはホストクラスタが定義されている（メニュー：Provisioning [Configure Hosts]）。

• ホストに対してホストポート識別子が定義されている。

• DA対応ボリュームを作成する場合、ホスト接続でData Assurance（DA）がサポートされている必要があ
ります。ストレージアレイのコントローラで DA をサポートしていないホスト接続が使用されている場
合、関連付けられているホストからは DA 対応ボリュームのデータにアクセスできません。

このタスクについて

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

• ホストのオペレーティングシステムによって、ホストがアクセスできるボリュームの数に制限がある場合
があります。特定のホストで使用するボリュームを作成するときは、この制限に注意してください。

• 割り当てることができる割り当ては、ストレージアレイのボリュームごとに1つです。

• 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

• あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じ論理ユニット番号（LUN）を複数
回使用することはできません。一意のLUNを使用する必要があります。

• ボリューム作成プロセスの速度を上げる場合は、ホスト割り当ての手順を省略して、新しく作成したボリ
ュームをオフラインにすることができます。

ホストクラスタにボリュームを割り当てる場合、そのホストクラスタ内のいずれかのホストに
対してすでに確立されている割り当てと競合していると、割り当ては失敗します。

手順

1. 管理ページで、ストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. メニューから「 Create [Volumes] 」を選択します。

Select Host （ホストの選択）ダイアログボックスが表示されます。

4. ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタをドロップダウンリストから選択するか、ホストま
たはホストクラスタをあとで割り当てるように選択します。

5. 選択したホストまたはホストクラスタのボリューム作成手順を続行するには、* Next.*をクリックします

ワークロードの選択ダイアログボックスが表示されます。

手順2b：ボリュームのワークロードを選択します

2番目の手順では、ワークロードを選択して、VMwareなどの特定のアプリケーション用にストレージアレイ
の構成をカスタマイズします。
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このタスクについて

このタスクでは、ワークロード用のボリュームを作成する方法について説明します。一般に、ワークロードに
は、ワークロードがサポートするアプリケーションのタイプに基づいて最適化された、同様の特性を持つボリ
ュームが含まれます。この手順でワークロードを定義するか、既存のワークロードを選択できます。

次のガイドラインに注意してください。

• アプリケーション固有のワークロードを使用する場合、アプリケーションワークロードのI/Oとアプリケー
ションインスタンスからの他のトラフィックの競合が最小限になるように最適化されたボリューム構成が
提示されます。ボリュームの追加/編集ダイアログボックス（次の手順で使用可能）を使用して、推奨され
るボリューム構成を確認し、システム推奨のボリュームや特性を編集、追加、削除できます。

• 他の種類のアプリケーションを使用する場合は、ボリュームの追加/編集ダイアログボックス（次の手順で
使用可能）を使用して、ボリューム構成を手動で指定します。

手順

1. 次のいずれかを実行します。

◦ 既存のワークロード用のボリュームの作成 * オプションを選択し、ドロップダウンリストからワーク
ロードを選択します。

◦ サポート対象のアプリケーションまたは「その他」のアプリケーションに対して新しいワークロード
を定義するには、「*新しいワークロードを作成する」オプションを選択し、次の手順を実行します。

▪ ドロップダウンリストから、新しいワークロードを作成するアプリケーションの名前を選択しま
す。このストレージアレイで使用するアプリケーションが表示されていない場合は、「Other」エ
ントリのいずれかを選択します。

▪ 作成するワークロードの名前を入力します。

2. 「 * 次へ * 」をクリックします。

3. ワークロードがサポート対象のアプリケーションタイプに関連付けられている場合は、要求された情報を
入力します。それ以外の場合は、次の手順に進みます。

手順2c：ボリュームを追加または編集する

3つ目の手順では、ボリューム構成を定義します。

作業を開始する前に

• プールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

• 1つのボリュームグループに含めることができるボリュームの最大数は256です。

• プールで使用できる最大ボリューム数は、ストレージシステムのモデルによって異なります。

◦ 2、048ボリューム（EF600およびE5700シリーズ）

◦ 1、024ボリューム（EF300）

◦ 512ボリューム（E2800シリーズ）

• Data Assurance（DA）対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続でDAがサポートされてい
る必要があります。

◦ DA対応ボリュームを作成する場合は、DAに対応したプールまたはボリュームグループを選択します
（プールとボリュームグループの候補テーブルで「DA」の横にある「* Yes」を探します）。

◦ DA 機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。DA 保護は、データがコントロ
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ーラ経由でドライブに転送される際に発生する可能性があるエラーをチェックして修正します。新し
いボリュームに DA 対応のプールまたはボリュームグループを選択すると、エラーがある場合には検
出されて修正されます。

◦ ストレージアレイのコントローラで DA をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関
連付けられているホストからは DA 対応ボリュームのデータにアクセスできません。

• セキュリティ有効ボリュームを作成するには、ストレージアレイのセキュリティキーを作成する必要があ
ります。

◦ セキュリティ有効ボリュームを作成する場合は、セキュリティ対応のプールまたはボリュームグルー
プを選択します（プールとボリュームグループの候補テーブルで「セキュリティ対応」の横にある「
はい」を探します）。

◦ ドライブセキュリティ機能は、プールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。セキュリ
ティ対応ドライブを使用すると、ストレージアレイから物理的に取り外されたドライブ上のデータへ
の不正アクセスを防止できます。セキュリティ有効ドライブでは、一意の暗号化キーを使用して、書
き込み時にデータが暗号化され、読み取り時に復号化されます。

◦ プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方を
含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応であ
る必要があります。

• リソースプロビジョニングボリュームを作成するには、すべてのドライブが Deallocated or Unwritten

Logical Block Error （ DULBE ）オプションを適用した NVMe ドライブである必要があります。

このタスクについて

対応するプールまたはボリュームグループからボリュームを作成します。これらのプールは、ボリュームの追
加と編集ダイアログボックスに表示されます。対象となる各プールおよびボリュームグループについて、使用
可能なドライブの数と合計空き容量が表示されます。

アプリケーション固有のワークロードがある場合、候補となる各プールまたはボリュームグループに、推奨さ
れるボリューム構成に基づいて提示される容量が表示され、残りの空き容量が GiB 単位で表示されます。そ
れ以外のワークロードの場合、プールまたはボリュームグループにボリュームを追加してレポート容量を指定
した時点で容量が提示されます。

手順

1. 前の手順でほかにワークロードを選択したかアプリケーション固有のワークロードを選択したかに基づい
て、次のいずれかの操作を実行します。

◦ その他：1つ以上のボリュームの作成に使用する各プールまたはボリュームグループで’新しいボリュ
ームの追加をクリックします
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フィールドの詳細

フィールド 説明

ボリューム名 ボリュームには、作成時にデフォルトの名前が割り当てられます。デ
フォルトの名前をそのまま使用することも、ボリュームに格納された
データのタイプを表した名前を指定することもできます。

レポート容量 新しいボリュームの容量と単位（ MiB 、 GiB 、または TiB ）を定義し
ます。シックボリュームの場合、最小容量は1MiBであり、最大容量は
プールまたはボリュームグループに含まれるドライブの数と容量で決
まります。コピーサービス（Snapshotイメージ、Snapshotボリュー
ム、ボリュームコピー、およびリモートミラー）用のストレージ容量
も必要であることに注意してください。そのため、 標準ボリュームに
すべての容量を割り当てないでください。プールの容量は4GiB単位で
割り当てられます。4GiBの倍数でない容量を割り当てた場合、その容
量は使用できません。全容量を使用できるようにするため、4GiB単位
で容量を指定してください。使用不可容量が存在する場合、その容量
を使用するにはボリュームの容量を増やすしかありません。

ボリュームのブロック
サイズ（EF300およ
びEF600のみ）

ボリュームに対して作成できるブロックサイズが表示されます。

• 512 ～ 512 バイト

• 4K – 4 、 096 バイト
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フィールド 説明

セグメントサイズ（
Segment Size ）

セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリ
ュームグループのボリュームについてのみ表示されます。セグメント
サイズを変更することでパフォーマンスを最適化することができま
す。許容されるセグメントサイズの推移-許容されるセグメントサイズ
の推移がシステムによって決定されます。現在のセグメントサイズの
変更後のサイズとして適切でないものは、ドロップダウンリストに表
示されません。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメン
トサイズの倍または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメ
ントサイズが 32KiB であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズ
として 16KiB または 64KiB が許容されます。* SSDキャッシュが有効
なボリューム*- SSDキャッシュが有効なボリュームでは、セグメント
サイズを4KiBに指定することができます。4KiB のセグメントサイズを
選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュームで小さいブロック
の I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB 以下の場合など
）場合のみにしてください。SSD キャッシュが有効なボリュームで大
きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグメントサ
イズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することがありま
す。セグメントサイズの変更にかかる時間-ボリュームのセグメントサ
イズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

• ホストからの I/O 負荷

• ボリュームの修正の優先順位

• ボリュームグループ内のドライブの数

• ドライブチャネルの数

• ストレージアレイコントローラの処理能力

ボリュームのセグメントサイズを変更すると I/O パフォーマンスに影響
しますが、データの可用性は維持されます。

セキュリティ対応 *「Secure Capable」の横には、プールまたはボリューム・グループ内
のドライブがセキュア対応である場合のみ「Secure Capable」と表示
されます。ドライブセキュリティは、ストレージアレイから物理的に
取り外されたドライブ上のデータへの不正アクセスを防止します。こ
のオプションは、ドライブセキュリティ機能が有効になっていて、ス
トレージアレイのセキュリティキーが設定されている場合にのみ使用
できます。プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応と
セキュリティ対応でないドライブの両方を含めることができますが、
暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応
である必要があります。

ダ *はい*は、プールまたはボリュームグループ内のドライブがData

Assurance（DA）をサポートしている場合にのみ「DA」の横に表示さ
れます。DA を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性
が向上します。DA を使用すると、データがコントローラ経由でドライ
ブに転送される際にストレージアレイがエラーの有無をチェックでき
ます。新しいボリュームに DA を使用すると、すべてのエラーが検出さ
れます。
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フィールド 説明

リソースのプロビジョ
ニング（EF300およ
びEF600のみ）

• Yes *は、ドライブがこのオプションをサポートしている場合にの
み、[Resource Provisioned（リソースのプロビジョニング）]の横
に表示されます。リソースプロビジョニングは、EF300およ
びEF600ストレージアレイで使用できる機能です。これにより、バ
ックグラウンドの初期化プロセスを実行せずに、ボリュームをただ
ちに使用できます。

◦ アプリケーション固有のワークロード--選択したワークロードのシステム推奨のボリュームと特性を受
け入れるには、[次へ]をクリックします。選択したワークロードのシステム推奨のボリュームと特性を
変更、追加、または削除するには、[ボリュームの編集]をクリックします。
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フィールドの詳細

フィールド 説明

ボリューム名 ボリュームには、作成時にデフォルトの名前が割り当てられます。デ
フォルトの名前をそのまま使用することも、ボリュームに格納された
データのタイプを表した名前を指定することもできます。

レポート容量 新しいボリュームの容量と単位（ MiB 、 GiB 、または TiB ）を定義し
ます。シックボリュームの場合、最小容量は1MiBであり、最大容量は
プールまたはボリュームグループに含まれるドライブの数と容量で決
まります。コピーサービス（Snapshotイメージ、Snapshotボリュー
ム、ボリュームコピー、およびリモートミラー）用のストレージ容量
も必要であることに注意してください。そのため、 標準ボリュームに
すべての容量を割り当てないでください。プールの容量は 4GiB 単位で
割り当てられます。4GiB の倍数でない容量を割り当てた場合、その容
量は使用できません。全容量を使用できるようにするため、 4GiB 単位
で容量を指定してください。使用不可容量が存在する場合、その容量
を使用するにはボリュームの容量を増やすしかありません。

ボリュームタイプ アプリケーション固有のワークロード用に作成されたボリュームのタ
イプを示します。

ボリュームのブロック
サイズ（EF300およ
びEF600のみ）

ボリュームに対して作成できるブロックサイズが表示されます。

• 512 — 512バイト

• 4k — 4,096バイト
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フィールド 説明

セグメントサイズ（
Segment Size ）

セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリ
ュームグループのボリュームについてのみ表示されます。セグメント
サイズを変更することでパフォーマンスを最適化することができま
す。許容されるセグメントサイズの推移-許容されるセグメントサイズ
の推移がシステムによって決定されます。現在のセグメントサイズの
変更後のサイズとして適切でないものは、ドロップダウンリストに表
示されません。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメン
トサイズの倍または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメ
ントサイズが 32KiB であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズ
として 16KiB または 64KiB が許容されます。* SSDキャッシュが有効
なボリューム*- SSDキャッシュが有効なボリュームでは、セグメント
サイズを4KiBに指定することができます。4KiB のセグメントサイズを
選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュームで小さいブロック
の I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB 以下の場合など
）場合のみにしてください。SSD キャッシュが有効なボリュームで大
きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグメントサ
イズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することがありま
す。セグメントサイズの変更にかかる時間-ボリュームのセグメントサ
イズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

• ホストからの I/O 負荷

• ボリュームの修正の優先順位

• ボリュームグループ内のドライブの数

• ドライブチャネルの数

• ストレージアレイコントローラの処理能力

ボリュームのセグメントサイズを変更すると I/O パフォーマンスに影響
しますが、データの可用性は維持されます。

セキュリティ対応 *「Secure Capable」の横には、プールまたはボリューム・グループ内
のドライブがセキュア対応である場合のみ「Secure Capable」と表示
されます。ドライブセキュリティを使用すると、ストレージアレイか
ら物理的に取り外されたドライブ上のデータへの不正アクセスを防止
できます。このオプションは、ドライブセキュリティ機能が有効にな
っていて、ストレージアレイのセキュリティキーが設定されている場
合にのみ使用できます。プールまたはボリュームグループにはセキュ
リティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方を含めることが
できますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキ
ュリティ対応である必要があります。

ダ *はい*は、プールまたはボリュームグループ内のドライブがData

Assurance（DA）をサポートしている場合にのみ「DA」の横に表示さ
れます。DA を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性
が向上します。DA を使用すると、データがコントローラ経由でドライ
ブに転送される際にストレージアレイがエラーの有無をチェックでき
ます。新しいボリュームに DA を使用すると、すべてのエラーが検出さ
れます。
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フィールド 説明

リソースのプロビジョ
ニング（EF300およ
びEF600のみ）

• Yes *は、ドライブがこのオプションをサポートしている場合にの
み、[Resource Provisioned（リソースのプロビジョニング）]の横
に表示されます。リソースプロビジョニングは、EF300およ
びEF600ストレージアレイで使用できる機能です。これにより、バ
ックグラウンドの初期化プロセスを実行せずに、ボリュームをただ
ちに使用できます。

2. 選択したアプリケーションのボリューム作成手順を続行するには、 * 次へ * をクリックします。

手順2d：ボリュームの構成を確認します

最後の手順では、作成するボリュームの概要を確認し、必要に応じて変更を加えます。

手順

1. 作成するボリュームを確認します。変更するには、「 * 戻る」をクリックします。

2. ボリューム構成に問題がなければ、「 * 完了 * 」をクリックします。

完了後

• vSphere Clientで、ボリューム用のデータストアを作成します。

• アプリケーションがボリュームを使用できるように、アプリケーションホストのオペレーティングシステ
ムに対して必要な変更を行います。

• ホスト・ベースのhhot_add’ユーティリティまたはオペレーティング・システム固有のユーティリティ（
サード・パーティ・ベンダーから入手可能）を実行し’SMdevicesユーティリティを実行して’ボリューム名
とホスト・ストレージ・アレイ名を関連付けます

hot addユーティリティと’smdevicesユーティリティは’SMutilsパッケージの一部として含まれていま
す「SMutils」パッケージは、ホストがストレージアレイから認識する内容を検証するためのユーティリテ
ィの集合です。SANtricity ソフトウェアのインストールに含まれています。

ボリュームの容量を拡張します

ボリュームのサイズを変更して、レポート容量を拡張できます。

作業を開始する前に

次の点を確認してください。

• ボリュームの関連付けられたプールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

• ボリュームが最適状態で、変更中の状態ではありません。

• ボリュームでホットスペアドライブが使用されていない必要があります。（ボリュームグループ内のボリ
ュームにのみ適用されます）。

このタスクについて

このタスクでは、プールまたはボリュームグループ内の使用可能な空き容量を使用してボリュームのレポート
容量（ホストに報告される容量）を拡張する方法について説明します。このプールまたはボリュームグループ
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内の他のボリュームについて、今後必要になる容量を考慮してください。

ボリュームの容量の拡張は、特定のオペレーティングシステムでのみサポートされています。
サポートされていないホストオペレーティングシステム上でボリューム容量を拡張すると、拡
張した容量は使用できなくなり、元のボリューム容量をリストアすることもできなくなりま
す。

手順

1. [* Manage *（管理）]ページで、サイズを変更するボリュームを含むストレージ・アレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. 容量を拡張するボリュームを選択し、 * 容量を拡張 * を選択します。

容量の拡張の確認ダイアログボックスが表示されます。

4. 続行するには、 * はい * を選択します。

レポート容量の拡張ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには、ボリュームの現
在のレポート容量と、ボリュームの関連付けられたプールまたはボリュームグループ内で使用可能な空き
容量が表示されます。

5. レポート容量の拡張に使用できるレポート容量を追加するには、 * ボックスを使用します。メビバイト（
MiB ）、ギビバイト（ GiB ）、またはテビバイト（ TiB ）のいずれかで表示するように容量の値を変更で
きます。

6. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

選択に基づいて、ボリュームの容量が拡張されます。この処理には時間がかかることがあり、システムの
パフォーマンスに影響する可能性があります。

完了後

ボリュームの容量を拡張したら、それに応じてファイルシステムのサイズを手動で拡張する必要があります。
方法は、使用しているファイルシステムによって異なります。詳細については、ホストオペレーティングシス
テムのドキュメントを参照してください。

ボリュームの設定を変更します

ボリュームの名前、ホストの割り当て、セグメントサイズ、変更の優先順位、キャッシ
ュなど、ボリュームの設定を変更できます。 など。

作業を開始する前に

変更するボリュームのステータスが「最適」であることを確認してください。

手順

1. 管理ページで、変更するボリュームが含まれているストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. 変更するボリュームを選択し、*表示/設定の編集*を選択します。

Volume Settings（ボリューム設定）ダイアログボックスが表示されます。選択したボリュームの設定がこ
のダイアログボックスに表示されます。
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4. ボリュームの名前とホストの割り当てを変更するには、* Basic *タブを選択します。

フィールドの詳細

設定 説明

名前 ボリュームの名前が表示されます。現在の名前が適切でない場合はボリュ
ームの名前を変更します。

容量 選択したボリュームのレポート容量と割り当て容量が表示されます。

プール/ボリュームグル
ープ

プールまたはボリュームグループの名前とRAIDレベルが表示されます。
プールまたはボリュームグループがセキュリティ対応か、およびセキュリ
ティ有効かを示します。

ホスト ボリュームの割り当てが表示されます。I/O処理でボリュームにアクセス
できるように、ボリュームをホストまたはホストクラスタに割り当てま
す。これにより、ストレージアレイ内の特定のボリューム、または複数の
ボリュームへのアクセスがホストまたはホストクラスタに許可されます。

• 割り当て先--選択したボリュームにアクセスできるホストまたはホス
トクラスタを指定します

• * lun *：ホストがボリュームへのアクセスに使用するアドレス・スペ
ースに割り当てられる番号ボリュームは、LUNの形式でホストに容量
として提示されます。各ホストには独自のLUNアドレススペースがあ
ります。したがって、同じLUNを複数のホストで使用して、異なるボ
リュームにアクセスできます。

NVMeインターフェイスの場合、この列にはネームスペースIDが表示され
ます。ネームスペースは、ブロックアクセス用にフォーマットされたNVM

ストレージです。SCSIの論理ユニットに相当し、ストレージアレイでは
ボリュームに関連します。ネームスペースIDは、NVMeコントローラのネ
ームスペースの一意の識別子です。1~255の値を設定できます。SCSIの論
理ユニット番号（LUN）に相当します。

識別子 選択したボリュームの識別子が表示されます。

• World-Wide Identifier（WWID）。ボリュームの一意の16進数の識別
子。

• Extended Unique Identifier（EUI）。ボリュームのEUI-64識別子。

• サブシステム識別子（SSID）。ボリュームのストレージアレイサブシ
ステムの識別子。

5. プールまたはボリュームグループ内のボリュームの追加設定を変更するには、*詳細*タブを選択します。
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フィールドの詳細

設定 説明

アプリケーションとワ
ークロードの情報

ボリュームの作成時に、アプリケーション固有のワークロードまたはその
他のワークロードを作成できます。該当する場合は、選択したボリューム
のワークロード名、アプリケーションタイプ、およびボリュームタイプが
表示されます。ワークロード名は必要に応じて変更できます。

QoS設定 • Data Assuranceを永続的に無効にする*-この設定は、ボリューム
がData Assurance（DA）対応の場合にのみ表示されます。DAは、デ
ータがコントローラ経由でドライブに転送される際に発生する可能性
があるエラーをチェックして修正します。選択したボリュームのDAを
完全に無効にする場合は、このオプションを使用します。DAは無効に
すると再度有効にすることはできません。読み取り前冗長性チェック
を有効にする--この設定は’ボリュームがシックボリュームの場合にの
み表示されます読み取り前冗長性チェックは、読み取りの実行時にボ
リュームのデータの整合性を確認する機能です。この機能を有効にし
たボリュームでは、コントローラファームウェアによってデータに整
合性がないと判断されると読み取りエラーを返します。

コントローラ所有権 ボリュームを所有するプライマリコントローラを定義します。コントロー
ラ所有権は非常に重要であり、慎重に計画する必要があります。コントロ
ーラ間で総I/O数をできるだけ均等に分散する必要があります。
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設定 説明

セグメントサイジング セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリュー
ムグループのボリュームについてのみ表示されます。セグメントサイズを
変更することでパフォーマンスを最適化することができます。許容される
セグメントサイズの推移-許容されるセグメントサイズの推移がシステム
によって決定されます。現在のセグメントサイズの変更後のサイズとして
適切でないものは、ドロップダウンリストに表示されません。通常、許容
される変更後のサイズは、現在のセグメントサイズの倍または半分です。
たとえば、ボリュームの現在のセグメントサイズが 32KiB であれば、ボリ
ュームの新しいセグメントサイズとして 16KiB または 64KiB が許容され
ます。* SSDキャッシュが有効なボリューム*- SSDキャッシュが有効なボ
リュームでは、セグメントサイズを4KiBに指定することができます。4KiB

のセグメントサイズを選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュー
ムで小さいブロックの I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB

以下の場合など）場合のみにしてください。SSD キャッシュが有効なボ
リュームで大きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグ
メントサイズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することが
あります。*セグメントサイズの変更にかかる時間。*ボリュームのセグメ
ントサイズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

• ホストからの I/O 負荷

• ボリュームの修正の優先順位

• ボリュームグループ内のドライブの数

• ドライブチャネルの数

• ストレージアレイコントローラの処理能力

ボリュームのセグメントサイズを変更すると I/O パフォーマンスに影響し
ますが、データの可用性は維持されます。

修正の優先順位 変更優先度の設定が表示されます。これは、ボリュームグループ内のボリ
ュームについてのみ表示されます。変更優先度は、ボリュームの変更処理
にどの程度の処理時間を割り当てるかをシステムパフォーマンスに対する
相対的な優先度として定義したものです。修正の優先順位を上げると、シ
ステムパフォーマンスが低下する場合があります。優先度レベルを選択す
るには、スライダバーを動かします。修正の優先順位率--優先順位が最も
低いとシステムのパフォーマンスは向上しますが、修正操作にかかる時間
は長くなります。優先度を最も高くすると修正処理にかかる時間は短縮さ
れますが、システムパフォーマンスが低下する可能性があります。

キャッシュ キャッシュ設定が表示されます。この設定を変更すると、ボリュームの全
体的なI/Oパフォーマンスを向上させることができます。
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設定 説明

SSD キャッシュ （この機能はEF600またはEF300ストレージシステムでは使用できません
）。 SSDキャッシュの設定が表示されます。互換性のあるボリュームで
この設定を有効にすると、読み取り専用のパフォーマンスが向上します。
互換性があるのは、同じドライブセキュリティ機能とData Assurance機能
を共有しているボリュームです。SSDキャッシュ機能は、1つまたは複数
のソリッドステートディスク（SSD）を使用して読み取りキャッシュを実
装します。SSDの読み取り時間が速くなるため、アプリケーションパフォ
ーマンスが向上します。読み取りキャッシュはストレージアレイ内にある
ため、ストレージアレイを使用するすべてのアプリケーションでキャッシ
ュが共有されます。キャッシュするボリュームを選択すると、あとは動的
に自動でキャッシングが実行されます。

6. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

結果

選択内容に基づいてボリューム設定が変更されます。

ワークロードにボリュームを追加する

既存または新規のワークロードに未割り当てのボリュームを追加できます。

このタスクについて

ボリュームをコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して作成した場合や別のストレージアレイから
移行（インポート/エクスポート）した場合、それらのボリュームはワークロードに関連付けられません。

手順

1. 管理ページで、追加するボリュームが含まれているストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. [アプリケーションとワークロード]タブを選択します。

[アプリケーションとワークロード]ビューが表示されます。

4. 「ワークロードに追加」を選択します。

ワークロードの選択ダイアログボックスが表示されます。

5. 次のいずれかを実行します。

◦ 既存のワークロードにボリュームを追加する-既存のワークロードにボリュームを追加する場合は、こ
のオプションを選択します。ドロップダウンリストを使用してワークロードを選択します。そのワー
クロードに関連付けられているアプリケーションタイプが、追加するボリュームに割り当てられま
す。

◦ 新しいワークロードにボリュームを追加--アプリケーションタイプの新しいワークロードを定義して新
しいワークロードにボリュームを追加するには、このオプションを選択します。

6. 「次へ」を選択して、ワークロードへの追加手順を続行します。
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Select Volumes（ボリュームの選択）ダイアログボックスが表示されます。

7. ワークロードに追加するボリュームを選択します。

8. 選択したワークロードに追加するボリュームを確認します。

9. ワークロードの設定が完了したら、[完了]をクリックします。

ワークロードの設定を変更する

ワークロードの名前を変更し、関連付けられているアプリケーションタイプを確認でき
ます。

手順

1. 管理ページで、変更するワークロードを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. [アプリケーションとワークロード]タブを選択します。

[アプリケーションとワークロード]ビューが表示されます。

4. 変更するワークロードを選択し、*表示/設定の編集*を選択します。

[アプリケーションとワークロードの設定]ダイアログボックスが表示されます。

5. （オプション）ユーザが指定したワークロードの名前を変更します。

6. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

ボリュームを初期化

ボリュームは、最初に作成されるときに自動的に初期化されます。ただし、一定の障害
状況からリカバリするために、ボリュームを手動で初期化するようRecovery Guruから
指示される場合があります。

このオプションを使用する場合は、必ずテクニカルサポートの指示に従ってください。初期化するボリューム
は1つ以上選択できます。

作業を開始する前に

• すべてのI/O処理を停止しておきます。

• 初期化するボリューム上のデバイスまたはファイルシステムをすべてアンマウントしておく必要がありま
す。

• ボリュームは最適状態であり、ボリュームで変更処理が実行されていません。*注意：*開始後に処理をキ
ャンセルすることはできません。ボリュームのすべてのデータが消去されます。Recovery Guruの指示が
あった場合を除き、この処理は実行しないでください。この手順 を開始する前に、テクニカルサポートに
お問い合わせください。

このタスクについて

ボリュームを初期化しても、ボリュームのWWN、ホストの割り当て、割り当て済み容量、およびリザーブ容
量の設定は保持されます。Data Assurance（DA）設定とセキュリティ設定も同じままです。
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次のタイプのボリュームは初期化できません。

• Snapshotボリュームのベースボリューム

• ミラー関係のプライマリボリューム

• ミラー関係のセカンダリボリューム

• ボリュームコピーのソースボリューム

• ボリュームコピーのターゲットボリューム

• すでに初期化が進行中のボリューム

この手順 は、プールまたはボリュームグループから作成された標準ボリュームにのみ適用されます。

手順

1. 管理ページで、初期化するボリュームを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。More [Initialize volumes]。

Initialize Volumes（ボリュームの初期化）ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックス
には、ストレージアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

4. 初期化するボリュームを1つ以上選択し、処理を確定します。

結果

システムは次の処理を実行します。

• 初期化されたボリュームからすべてのデータが消去されます。

• ブロックインデックスがクリアされます。これにより、書き込み前のブロックはゼロで埋められているか
のように読み取られます（ボリュームは完全に空のように表示されます）。

この処理には時間がかかることがあり、システムのパフォーマンスに影響する可能性があります。

ボリュームを再配置する

ボリュームの再配置は、ボリュームを優先コントローラ所有者に戻すために実行しま
す。通常、ホストとストレージアレイの間のデータパスに問題が発生した場合、マルチ
パスドライバがボリュームを優先コントローラ所有者から移動します。

作業を開始する前に

• 再配置するボリュームが使用中でない必要があります。使用中の場合はI/Oエラーが発生します。

• 再配置するボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスドライバがインストールされている必
要があります。インストールされていない場合はI/Oエラーが発生します。ホストにマルチパスドライバが
インストールされていないボリュームを再配置する場合は、再配置処理実行中のボリュームに対するI/Oア
クティビティをすべて停止して、アプリケーションエラーを回避する必要があります。

このタスクについて

ほとんどのホストマルチパスドライバは、優先コントローラ所有者へのパスで各ボリュームへのアクセスを試
みます。ただし、この優先パスが使用できなくなると、ホストのマルチパスドライバは代替パスにフェイルオ
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ーバーします。このフェイルオーバー原因 によって、ボリューム所有権が代替コントローラに変更される
可能性があります。フェイルオーバーの原因となった状況を解決すると、一部のホストではボリュームの所有
権が優先コントローラ所有者に自動的に戻りますが、場合によっては手動でのボリュームの再配置が必要にな
ります。

手順

1. 管理ページで、再配置するボリュームを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. メニューを選択します。 More [redistribute volumes （ボリュームの再配置） ]

ボリュームの再配置ダイアログボックスが表示されますストレージアレイ上のボリュームのうち、優先コ
ントローラ所有者が現在の所有者と一致しないボリュームがすべてこのダイアログボックスに表示されま
す。

4. 再配置するボリュームを1つ以上選択し、処理を確定します。

結果

選択したボリュームが優先コントローラ所有者に移動されるか、ボリュームの再配置の不要なダイアログボッ
クスが表示されることがあります。

ボリュームのコントローラ所有権を変更する

ボリュームの優先コントローラ所有権を変更して、ホストアプリケーションのI/Oが新し
いパス経由で転送されるようにすることができます。

作業を開始する前に

マルチパスドライバを使用しない場合は、現在ボリュームを使用しているホストアプリケーションをすべてシ
ャットダウンする必要があります。これにより、I/Oパスが変更された場合にアプリケーションエラーを回避
できます。

このタスクについて

プールまたはボリュームグループに含まれる1つ以上のボリュームのコントローラ所有権を変更することがで
きます。

手順

1. 管理ページで、コントローラ所有権を変更するボリュームを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。[More（その他）][Change ownership（所有権の変
更）]。

[ボリューム所有権の変更]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには、ストレー
ジアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

4. [* Preferred Owner]*ドロップダウン・リストを使用して、変更する各ボリュームの優先コントローラを変
更し、操作を確定します。

結果

• ボリュームのコントローラ所有権が変更されます。ボリュームへのI/Oが、このI/Oパス経由で転送される
ようになります。
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• マルチパスドライバが新しいパスを認識するように再設定されるまで、ボリュームで新しいI/Oパスが使用
されない場合があります。

この処理にかかる時間は通常5分未満です。

ボリュームのキャッシュ設定を変更します

読み取りキャッシュと書き込みキャッシュの設定を変更して、ボリュームの全体的なI/O

パフォーマンスを調整することができます。

このタスクについて

ボリュームのキャッシュ設定を変更する際は、次のガイドラインに注意してください。

• [キャッシュ設定の変更]ダイアログボックスを開いた後、選択したキャッシュプロパティの横にアイコン
が表示されることがあります。このアイコンは、コントローラがキャッシュ処理を一時的に停止したこと
を示しています。この処理は、新しいバッテリを充電しているとき、コントローラが削除されたとき、ま
たはコントローラによってキャッシュサイズの不一致が検出された場合に発生します。この状況が解消さ
れると、ダイアログボックスで選択したキャッシュプロパティがアクティブになります。選択したキャッ
シュプロパティがアクティブにならない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

• キャッシュ設定は、単一のボリュームまたはストレージアレイ上の複数のボリュームに対して変更できま
す。キャッシュ設定は、すべてのボリュームについて同時に変更できます。

手順

1. [管理]ページで、キャッシュ設定を変更するボリュームを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。 More [ キャッシュ設定の変更 ] 。

[キャッシュ設定の変更]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには、ストレージ
アレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

4. [Basic]タブを選択して、リード・キャッシュとライト・キャッシュの設定を変更します。

フィールドの詳細

キャッシュ設定 説明

読み取りキャッシュ 読み取りキャッシュは、ドライブから読み取られたデータを格納するバッ
ファです。読み取り処理の対象となるデータが以前の処理ですでにキャッ
シュに格納されていれば、ドライブにアクセスする必要はありません。読
み取りキャッシュのデータは、フラッシュされるまで保持されます。

書き込みキャッシュ 書き込みキャッシュは、ドライブにまだ書き込まれていないホストからの
データを格納するバッファです。書き込みキャッシュ内のデータは、ドラ
イブに書き込まれるまで保持されます。書き込みキャッシュにより、I/Oパ
フォーマンスを向上させることができます。キャッシュは、ボリュームの
書き込みキャッシュが無効になったあとに自動的にフラッシュされます。

5. 「詳細設定」タブを選択して、シックボリュームの詳細設定を変更します。アドバンストキャッシュ設定
は、シックボリュームに対してのみ使用できます。
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フィールドの詳細

設定 説明

動的キャッシュ読み取
りプリフェッチ

Dynamic Cache Read Prefetchを使用すると、コントローラは、ドライブ
からキャッシュにデータブロックを読み取っているときに、連続する追加
のデータブロックをキャッシュにコピーできます。このキャッシングによ
り、以降のデータ要求にキャッシュから対応できる可能性が高まります。
動的キャッシュ読み取りプリフェッチは、シーケンシャルI/Oを使用するマ
ルチメディアアプリケーションで重要ですデータがキャッシュにプリフェ
ッチされる速度と量は、ホスト読み取りの速度と要求サイズに基づいて自
動で調整されます。ランダムアクセスの場合、原因 データがキャッシュに
プリフェッチされることはありません。この機能は、読み取りキャッシュ
が無効になっている場合は適用されません。

バッテリなしの書き込
みキャッシュ

バッテリなしの書き込みキャッシュを有効にすると、バッテリがない、障
害が発生している、完全に放電されている、フル充電されていないなどの
状況でも書き込みキャッシュが続行されます。バッテリなしの書き込みキ
ャッシュを選択すると電源の喪失時にデータが失われる可能性があるた
め、一般には推奨されません。通常、書き込みキャッシュは、バッテリが
充電されるか障害が発生したバッテリが交換されるまで、コントローラに
よって一時的にオフにされます。注意：データ損失の可能性--保護用のユ
ニバーサル電源装置がない場合にこのオプションを選択すると、データが
失われる可能性があります。また、コントローラのバッテリがない場合
にWrite caching without Batteriesオプションを有効にすると、データが失
われる可能性があります。

ミラーリングありの書
き込みキャッシュ

ミラーリングありの書き込みキャッシュでは、一方のコントローラのキャ
ッシュメモリに書き込まれたデータがもう一方のコントローラのキャッシ
ュメモリにも書き込まれます。そのため、一方のコントローラで障害が発
生した場合、もう一方のコントローラで未処理の書き込み処理をすべて完
了できます。書き込みキャッシュのミラーリングは、書き込みキャッシュ
が有効で、2台のコントローラが配置されている場合にのみ使用できま
す。ミラーリングありの書き込みキャッシュは、ボリュームの作成時にデ
フォルトで設定されます。

6. [保存（Save）]をクリックして、キャッシュ設定を変更します。

ボリュームのメディアスキャン設定を変更します

メディアスキャンは、ボリューム内のすべてのデータと冗長性情報をスキャンするバッ
クグラウンド処理です。このオプションは、1つ以上のボリュームのメディアスキャン設
定を有効または無効にしたり、スキャン期間を変更したりする場合に使用します。

作業を開始する前に

次の点を理解しておきます

• メディアスキャンは、スキャンする容量とスキャン期間に基づいて一定の速度で継続的に実行されます。
優先度の高いバックグラウンドタスク（再構築など）によってバックグラウンドスキャンが一時的に中断
されることはありますが、その場合も同じ速度で再開されます。

• ボリュームは、ストレージアレイとそのボリュームでメディアスキャンオプションが有効になっている場
合にのみスキャンされます。そのボリュームで冗長性チェックも有効になっている場合、ボリュームに冗
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長性情報があるかぎり、ボリューム内の冗長性情報とデータの整合性がチェックされます。メディアスキ
ャンでの冗長性チェックは、ボリュームの作成時にデフォルトで有効になります。

• スキャン中に回復不能なメディアエラーが発生した場合、可能であれば、冗長性情報を使用してデータが
修復されます。

たとえば、最適なRAID 5ボリューム、または最適なRAID 6ボリュームまたは1本のドライブのみで障害が
発生したRAID 6ボリュームには、冗長性情報が存在します。冗長性情報を使用して回復不能なエラーを修
復できない場合は、読み取り不能セクターログにデータブロックが追加されます。イベントログには、修
正可能なメディアエラーと修正不可能なメディアエラーの両方が記録されます。

• 冗長性チェックでデータと冗長性情報の間に不整合が検出された場合は、イベントログに報告されます。

このタスクについて

メディアスキャンは、アプリケーションで頻繁に読み取られないディスクブロック上のメディアエラーを検出
して修復します。これにより、ドライブ障害が発生しても、障害ドライブのデータが冗長性情報とボリューム
グループまたはプール内の他のドライブのデータを使用して再構築されるため、データが失われることはあり
ません。

次の操作を実行できます。

• ストレージアレイ全体のバックグラウンドメディアスキャンを有効または無効にします

• ストレージアレイ全体のスキャン期間を変更します

• 1つ以上のボリュームのメディアスキャンを有効または無効にします

• 1つ以上のボリュームの冗長性チェックを有効または無効にします

手順

1. 管理ページで、メディアスキャン設定を変更するボリュームが含まれているストレージアレイを選択しま
す。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。More [メディアスキャン設定の変更]。

Change Drive Media Scan Settings（ドライブメディアスキャン設定の変更）ダイアログボックスが表示
されます。このダイアログボックスには、ストレージアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

4. メディアスキャンを有効にするには、*スキャン期間中にメディアをスキャンする*チェックボックスをオ
ンにします。メディアスキャンを無効にすると、すべてのメディアスキャン設定が一時停止されます。

5. メディアスキャンを実行する日数を指定します。

6. メディアスキャンを実行する各ボリュームの[メディアスキャン]チェックボックスをオンにします。メデ
ィアスキャンの実行を選択した各ボリュームに対して、冗長性チェックオプションが有効になります。冗
長性チェックを実行しないボリュームが個々にある場合は、*冗長性チェック*チェックボックスの選択を
解除します。

7. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

結果

選択内容に基づいて、バックグラウンドメディアスキャンに対する変更が適用されます。
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ボリュームを削除します

1つ以上のボリュームを削除して、プールまたはボリュームグループの空き容量を増やす
ことができます。

作業を開始する前に

削除するボリュームで、次の点を確認します。

• すべてのデータがバックアップされます。

• すべての入出力（I/O）が停止しています。

• デバイスとファイルシステムがアンマウントされている。

このタスクについて

通常、作成したボリュームのパラメータや容量が正しくない場合、またはストレージ構成のニーズを満たさな
くなった場合に、ボリュームを削除します。ボリュームを削除すると、プールまたはボリュームグループの空
き容量が増えます。

ボリュームを削除すると、それらのボリューム上のすべてのデータが失われます。

次のいずれかの条件に該当するボリュームは、*削除できない*ことに注意してください。

• ボリュームが初期化中である。

• ボリュームが再構築中である。

• ボリュームが属するボリュームグループにコピーバック処理を実行中のドライブが含まれている。

• ボリュームのステータスが失敗になった場合を除き、セグメントサイズの変更などの変更処理を実行中で
す。

• ボリュームにいずれかのタイプの永続的予約が設定されている。

• ボリュームがボリュームコピー処理のソースボリュームまたはターゲットボリュームで、処理のステータ
スが「保留」、「実行中」、または「失敗」である。

ボリュームのサイズが指定したサイズ（現在は128TB）を超えると、削除処理がバックグラウ
ンドで実行され、解放されたスペースをすぐに使用できなくなることがあります。

手順

1. [* Manage *（管理）]ページで、削除するボリュームを含むストレージ・アレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ボリュームの管理 ] 。

3. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

ボリュームの削除ダイアログボックスが表示されます。

4. 削除するボリュームを1つ以上選択し、処理を確定します。

5. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。
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ホストを設定

ホスト作成の概要

vCenter向けストレージプラグインを使用してストレージを管理するには、ネットワーク
内の各ホストを検出または定義する必要があります。ホストは、ストレージアレイ上の
ボリュームにI/Oを送信するサーバです。

ホストの自動作成と手動作成

ホストの作成は、ストレージアレイが接続されているホストを認識して、ボリュームへのI/Oアクセスを許可
するために必要な手順の1つです。ホストは自動または手動で作成できます。

• * 自動 * — (NVMe-oF ではなく ) SCSI ベースのホストの自動作成は、 Host Context Agent (HCA) によっ
て開始されます。HCA は、ストレージアレイに接続されている各ホストにインストール可能なユーティ
リティです。HCA がインストールされている各ホストは、 I/O パスを経由してストレージアレイコントロ
ーラにホストの設定情報をプッシュします。コントローラは、ホスト情報に基づいてホストと関連するホ
ストポートを自動的に作成し、ホストタイプを設定します。必要に応じて、ホストの設定を変更すること
もできます。HCA の自動検出が実行されると、ホストには次の属性が自動的に設定されます。

◦ ホストのシステム名から取得されたホスト名。

◦ ホストに関連付けられたホストポート識別子。

◦ ホストのホストオペレーティングシステムタイプ。

ホストはスタンドアロンホストとして作成されます。 HCA では、ホストクラスタの作成やホ
ストクラスタへの追加が自動的に行われることはありません。

• 手動--ホストを手動で作成するときに’ホスト・ポート識別子をリストから選択するか’手動で入力すること
によって’それらを関連付けますホストの作成後、ボリュームへのアクセスを共有する場合は、ボリューム
をホストに割り当てたり、ホストクラスタに追加したりできます。

ボリュームの割り当て方法

ホストからボリュームにI/Oを送信するには、ボリュームをボリュームに割り当てる必要があります。ボリュ
ームの作成時にホストまたはホストクラスタを選択するか、あとからボリュームをホストまたはホストクラス
タに割り当てることができます。ホストクラスタはホストのグループです。ホストクラスタを作成すると、同
じボリュームを複数のホストに簡単に割り当てることができます。

ホストへのボリュームの割り当ては柔軟性が高く、ストレージの特定のニーズを満たすことができます。

• ホストクラスタの一部ではなく、スタンドアロンホスト--ボリュームを個々のホストに割り当てることが
できます。ボリュームにアクセスできるのは1つのホストだけです。

• ホストクラスタ--ボリュームをホストクラスタに割り当てることができますボリュームには、ホストクラ
スタ内のすべてのホストからアクセスできます。

• ホストクラスタ内のホスト--ホストクラスタの一部である個別のホストにボリュームを割り当てることが
できますホストはホストクラスタの一部ですが、ボリュームにアクセスできるのは個々のホストだけであ
り、ホストクラスタ内の他のホストからはアクセスできません。

ボリュームの作成時に、論理ユニット番号（LUN）が自動的に割り当てられます。LUNは、I/O処理中のホス
トとコントローラの間のアドレスとして機能します。LUNはボリュームが作成されたあとに変更できます。
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ホストアクセスを作成

vCenter向けストレージプラグインを使用してストレージを管理するには、ネットワーク
内の各ホストを検出または定義する必要があります。

このタスクについて

ホストを作成すると、ストレージアレイへの接続とボリュームへのI/Oアクセスを提供するホストパラメータ
を定義できます。

Host Context Agent（HCA）を使用してホストを自動的に検出し、ホストの設定ページで「*View/Edit

Settings」を選択して情報が正しいことを確認することができます。ただし、HCAはサポートされているすべ
てのオペレーティングシステムで使用できるわけではなく、ホストを手動で作成する必要があります。

ホストを作成する際は、次のガイドラインに注意してください。

• ホストに関連付けられたホストポート識別子を定義する必要があります。

• ホストに割り当てられたシステム名と同じ名前を指定してください。

• 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。

• 名前は 30 文字以内にする必要があります。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. メニュー： Create [Host] をクリックします。

Create Host （ホストの作成）ダイアログボックスが表示されます。

4. ホストの設定を必要に応じて選択します。
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フィールドの詳細

設定 説明

名前 新しいホストの名前を入力します。

ホストオペレーティン
グシステムのタイプ

新しいホストで実行しているオペレーティングシステムをドロップダウン
リストから選択します。

ホストインターフェイ
スタイプ

（オプション）ストレージアレイで複数のタイプのホストインターフェイ
スがサポートされている場合、使用するホストインターフェイスタイプを
選択します。

ホストポート 次のいずれかを実行します。

• * I/Oインターフェイスの選択*--通常’ホストポートはログインしており’

ドロップダウン・リストから使用できるようになっている必要があり
ますリストからホストポート識別子を選択することができます。

• 手動追加--ホストポート識別子がリストに表示されない場合は’ホスト
ポートがログインしていないことを意味しますHBA ユーティリティま
たは iSCSI イニシエータユーティリティを使用して、ホストポート識
別子を検索してホストに関連付けることができます。ホストポート識
別子を手動で入力するか、ユーティリティから（一度に 1 つずつ）ホ
ストポートフィールドにコピーして貼り付けることができます。ホス
トポート識別子は、一度に 1 つずつ選択してホストに関連付ける必要
がありますが、ホストに関連付けられている識別子をいくつでも選択
することができます。各識別子はホストポートフィールドに表示され
ます。必要に応じて、横の * X * を選択して識別子を削除することも
できます。

CHAP イニシエータシ
ークレットを設定する

（オプション）iSCSI IQNを使用してホストポートを選択または手動で入
力し、ストレージアレイにアクセスしてCHAP（Challenge Handshake

Authentication Protocol）を使用して認証するホストを必要とする場合
は、[Set CHAP initiator secret]チェックボックスをオンにします。選択ま
たは手動で入力した iSCSI ホストポートごとに、次の手順を実行します。

• CHAP 認証用に各 iSCSI ホストイニシエータに設定されたものと同じ
CHAP シークレットを入力します。相互 CHAP 認証（ホストが自身を
ストレージアレイに対して検証し、ストレージアレイが自身をホスト
に対して検証できるようにする双方向認証）を使用する場合は、スト
レージアレイの初期セットアップまたは設定変更時に CHAP シークレ
ットも設定する必要があります。

• ホストの認証が不要な場合は、このフィールドを空白のままにしま
す。現在使用されている iSCSI 認証方式は CHAP だけです。

5. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

6. ホスト情報を更新する必要がある場合は、表からホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 * をクリックしま
す。
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結果

ホストの作成が完了すると、ホストに設定されている各ホストポートのデフォルト名（ユーザラベル）が作成
されます。デフォルトのエイリアスは「 <Hostname_Port number>` 」です。たとえば、ホスト IPT に対して
最初に作成されたポートのデフォルトのエイリアスは「 ipt_1 」です。

完了後

I/O処理に使用できるように、ボリュームをホストに割り当てる必要があります。に進みます "ホストにボリュ
ームを割り当てます"。

ホストクラスタを作成する

複数のホストが同じボリュームへのI/Oアクセスを必要とする場合は、ホストクラスタを
作成できます。

このタスクについて

ホストクラスタを作成する際は、次のガイドラインに注意してください。

• クラスタの作成に使用できるホストが複数ない場合、この処理は開始されません。

• ホストクラスタ内のホストはオペレーティングシステムが異なっていてもかまいません（異機種混在）。

• ホストクラスタのNVMeホストをNVMe以外のホストと混在させることはできません。

• Data Assurance（DA）対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続でDAがサポートされてい
る必要があります。

ストレージアレイのコントローラで DA をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付
けられているホストからは DA 対応ボリュームのデータにアクセスできません。

• 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。

• 名前は 30 文字以内にする必要があります。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. メニューを選択します。Create [Host cluster]（ホストクラスタの作成）。

Create Host Cluster（ホストクラスタの作成）ダイアログボックスが表示されます。

4. ホストクラスタの設定を必要に応じて選択します。

設定 説明

名前 新しいホストクラスタの名前を入力します。

ボリュームアクセスを共有するホストを選択します ドロップダウンリストから2つ以上のホストを選択
します。このリストには、ホストクラスタにまだ含
まれていないホストのみが表示されます。
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5. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

選択したホストが接続されているインターフェイスタイプのData Assurance（DA）機能が異なる場合、
ホストクラスタでDAを使用できないことを示すメッセージがダイアログに表示されます。この場合、ホ
ストクラスタにDA対応ボリュームを追加することはできません。続行するには「*はい」を選択し、キャ
ンセルするには「*いいえ」を選択します。

DA を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホストとドライブの間でデ
ータが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。新しいボリュームに DA を
使用すると、すべてのエラーが検出されます。

結果

新しいホストクラスタが表に表示され、その下の行に割り当てられたホストが表示されます。

完了後

I/O処理に使用できるように、ボリュームをホストクラスタに割り当てる必要があります。に進みます "ホスト
にボリュームを割り当てます"。

ホストにボリュームを割り当てます

I/O処理に使用できるように、ボリュームをホストまたはホストクラスタに割り当てる必
要があります。

作業を開始する前に

ホストにボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

• ボリュームは一度に 1 つのホストまたはホストクラスタにのみ割り当てることができます。

• 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

• あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じ論理ユニット番号（LUN）を複数
回使用することはできません。一意のLUNを使用する必要があります。

• 新しいボリュームグループでは、すべてのボリュームが作成されて初期化されるまでホストに割り当てる
と、ボリュームの初期化時間が短縮されます。ボリュームグループに関連付けられているボリュームをマ
ッピングすると、すべてのボリュームの初期化速度が低下することに注意してください。

このタスクについて

ボリューム割り当ては、ストレージアレイ内のそのボリュームへのアクセスをホストまたはホストクラスタに
許可します。

このタスクでは、未割り当てのボリュームはすべて表示されますが、ホストがData Assurance（DA）対応か
どうかで処理は次のように異なります。

• DA 対応ホストの場合は、 DA 有効、 DA 無効のどちらのボリュームでも選択できます。

• DA 対応でないホストで DA が有効なボリュームを選択した場合、ボリュームをホストに割り当てる前に
ボリュームの DA を自動的に無効にする必要があるという警告が表示されます。

次の場合、ボリュームの割り当ては失敗します。

• すべてのボリュームが割り当てられている。
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• ボリュームはすでに別のホストまたはホストクラスタに割り当てられています。次の場合、ボリュームを
割り当てることはできません。

• 有効なホストまたはホストクラスタが存在しません。

• ホストポート識別子がホストに対して定義されていない。

• すべてのボリューム割り当てが定義されている。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタを選択し、 * ボリュームの割り当て * をクリックし
ます。

ダイアログボックスに割り当て可能なすべてのボリュームが表示されます。列をソートしたり、フィルタ
ボックスに何かを入力したりすると、特定のボリュームを簡単に見つけることができます。

4. 割り当てる各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択するか、テーブルヘッダーにあるチェックボ
ックスを選択してすべてのボリュームを選択します。

5. [Assign] をクリックして、操作を完了します。

結果

ホストまたはホストクラスタへのボリュームの割り当てが完了すると、次の処理が実行されます。

• 割り当てられたボリュームに次に使用可能な LUN 番号が受信されます。ホストはこの LUN 番号を使用し
てボリュームにアクセスします。

• ホストに関連付けられているボリュームの一覧にユーザが指定したボリューム名が表示されます。該当す
る場合、ホストに関連付けられているボリュームの一覧には、工場出荷時に設定されたアクセスボリュー
ムも表示されます。

ボリュームの割り当てを解除する

ボリュームへのI/Oアクセスが不要になった場合は、ホストまたはホストクラスタへの割
り当てを解除できます。

このタスクについて

ボリュームの割り当てを解除する際は、次のガイドラインに注意してください。

• 最後に割り当てたボリュームをホストクラスタから削除する際に、特定のボリュームが割り当てられてい
るホストがホストクラスタにある場合は、最後に割り当てたボリュームを削除する前にホストに割り当て
られたボリュームを削除または移動してください。

• ホストクラスタ、ホスト、またはホストポートがオペレーティングシステムに登録されたボリュームに割
り当てられている場合は、その登録をクリアしてからこれらのノードを削除する必要があります。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

905



2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. 編集するホストまたはホストクラスタを選択し、*ボリュームの割り当て解除*をクリックします。

現在割り当てられているすべてのボリュームを示すダイアログボックスが表示されます。

4. 割り当てを解除する各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択するか、テーブルヘッダーにあるチ
ェックボックスを選択してすべてのボリュームを選択します。

5. Unassign *をクリックします。

結果

• 割り当てを解除したボリュームは新しい割り当てに使用できます。

• 変更がホストで設定されるまで、ボリュームは引き続きホストオペレーティングシステムで認識されま
す。

ホストの設定を変更します

ホストまたはホストクラスタの名前、ホストのオペレーティングシステムタイプ、およ
び関連付けられているホストクラスタを変更できます。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. 編集するホストを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

ダイアログボックスが開き、現在のホスト設定が表示されます。

4. ホストのプロパティを変更するには、[プロパティ*]タブが選択されていることを確認し、必要に応じて設
定を変更します。
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フィールドの詳細

設定 説明

名前 ユーザが指定したホストの名前を変更できます。ホストの名前は必ず指定
する必要があります。

関連付けられているホ
ストクラスタです

次のいずれかのオプションを選択できます。

• なし--ホストはスタンドアロンホストのままです。ホストがホストク
ラスタに関連付けられている場合は、ホストがクラスタから削除され
ます。

• <ホストクラスタ>--選択したクラスタにホストを関連付けます

ホストオペレーティン
グシステムのタイプ

定義したホストで実行されているオペレーティングシステムのタイプを変
更できます。

5. ポート設定を変更するには、[ホストポート]タブをクリックし、必要に応じて設定を変更します。
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フィールドの詳細

設定 説明

ホストポート 次のいずれかのオプションを選択できます。

• *追加-- Addを使用して’新しいホストポート識別子をホストに関連付け
ますホストポート識別子名の長さは、ホストインターフェイスのテク
ノロジによって決まります。Fibre ChannelとInfiniBandのホストポー
ト識別子名は、16文字にする必要があります。iSCSI のホストポート
識別子名は最大 223 文字です。ポートは一意である必要があります。
すでに設定されているポート番号は使用できません。

• *Delete *-- Deleteを使用して、ホストポート識別子を削除(関連付けを
解除)します。Deleteオプションを使用しても、ホストポートは物理的
には削除されません。このオプションを選択すると、ホストポートと
ホストの間の関連付けが削除されます。ホストバスアダプタまたは
iSCSI イニシエータを削除しないかぎり、ホストポートは引き続きコ
ントローラで認識されます。

ホストポート識別子を削除すると、そのホストとの関連付
けが解除されます。また、ホストはホストに割り当てられ
ているボリュームにこのホストポート識別子経由でアクセ
スできなくなります。

ラベル ポートラベル名を変更するには、* Edit *アイコン（鉛筆）をクリックしま
す。ポートラベル名は一意である必要があります。すでに設定されている
ラベル名は使用できません。

CHAPシークレット iSCSIホストにのみ表示されます。イニシエータ（iSCSIホスト）のCHAP

シークレットを設定または変更できます。システムは、チャレンジハンド
シェイク認証プロトコル（CHAP）方式を使用します。CHAPは初回のリ
ンク確立時にターゲットとイニシエータのIDを検証します。認証
は、CHAPシークレットと呼ばれる共有セキュリティキーに基づいて行わ
れます。

6. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

ホストまたはホストクラスタを削除

ホストまたはホストクラスタを削除して、ボリュームがそのホストに関連付けられない
ようにすることができます。

このタスクについて

ホストまたはホストクラスタを削除する際は、次のガイドラインに注意してください。

• ボリュームの割り当てはすべて削除され、関連付けられたボリュームを新しい割り当てに使用できるよう
になります。

• ホストが属するホストクラスタに固有の割り当てがある場合、ホストクラスタへの影響はありません。た
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だし、ホストが属するホストクラスタに他の割り当てがない場合は、ホストクラスタとそれに関連付けら
れている他のすべてのホストまたはホストポート識別子にデフォルトの割り当てが継承されます。

• ホストに関連付けられていたホストポート識別子の定義は削除されます。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. 削除するホストまたはホストクラスタを選択し、* Delete *をクリックします。

確認ダイアログボックスが表示されます。

4. 処理を実行することを確認し、* Delete *をクリックします。

結果

ホストを削除すると、システムは次の処理を実行します。

• ホストを削除し、該当する場合はホストクラスタからも削除します。

• 割り当てられているボリュームへのアクセスを削除します。

• 関連付けられているボリュームの割り当てを解除します。

• ホストに関連付けられているホストポート識別子の関連付けを解除します。ホストクラスタを削除する
と、システムは次の処理を実行します。

◦ ホストクラスタとそれに関連付けられているホスト（存在する場合）を削除します。

◦ 割り当てられているボリュームへのアクセスを削除します。

◦ 関連付けられているボリュームの割り当てを解除します。

◦ ホストに関連付けられているホストポート識別子の関連付けを解除します。

プールとボリュームグループを設定

プールとボリュームグループの概要

vCenter向けストレージプラグインでストレージをプロビジョニングするには、ストレー
ジアレイで使用するハードディスクドライブ（HDD）またはソリッドステートディスク
（SSD）ドライブを格納するプールまたはボリュームグループを作成します。

プロビジョニング

物理ハードウェアは、データを整理して簡単に取得できるように、論理コンポーネントにプロビジョニングさ
れます。次の2種類のグループ化がサポートされています。

• プール

• ボリュームグループ

プールとボリュームグループは、ストレージアレイ内の最上位のストレージ単位であり、ドライブの容量を管
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理可能な区分に分割します。これらの論理区分内に、データが格納される個々のボリュームまたはLUNがあり
ます。

ストレージシステムを導入したら、まず次の処理を実行して使用可能なドライブ容量をさまざまなホストに提
供します。

• 十分な容量のプールまたはボリュームグループを作成しています

• パフォーマンス要件を満たすために必要な数のドライブをプールまたはボリュームグループに追加します

• 特定のビジネス要件を満たすために必要なレベルのRAID保護（ボリュームグループを使用している場合
）を選択

同じストレージシステム上にプールまたはボリュームグループを複数作成することはできますが、1本のドラ
イブを複数のプールまたはボリュームグループに所属させることはできません。その後、プールまたはボリュ
ームグループのスペースを使用して、I/O用にホストに表示されるボリュームが作成されます。

プール

プールは、物理ハードディスクドライブを1つの大きなストレージスペースに集約し、RAID保護を強化するた
めに設計されています。プールに割り当てられたドライブをすべて使用して多数の仮想RAIDセットを作成し
たり、プールを構成する全ドライブにデータを均等に分散することができます。ドライブを減らしたり追加し
たりした場合は、アクティブドライブ全体にわたってデータの再分散が動的に実行されます。

プール機能はワンランク上のRAIDとして機能します。基盤となるRAIDアーキテクチャが仮想化されるため、
リビルド、ドライブ拡張、ドライブ障害への対応といったタスクの処理に最適なパフォーマンスと柔軟性が提
供されます。8+2構成（8本のデータディスクと2本のパリティディスク）では、RAIDレベルは自動的に6に設
定されます。

ドライブが一致しません

プールにはHDDまたはSSDのいずれかを選択できます。ただし、ボリュームグループと同様に、プール内の
すべてのドライブが同じテクノロジを使用する必要があります。どのドライブを含めるかは、コントローラが
自動的に選択するため、選択したテクノロジに対応する十分な数のドライブがあることを確認する必要があり
ます。

障害ドライブの管理

プールの最小容量は11ドライブですが、ドライブに障害が発生した場合に備えて、1ドライブ分の容量がスペ
ア容量として確保されます。このスペア容量を「予約済み容量」と呼びます。

プールが作成されると、一定量の容量が緊急用に保持されます。この容量はドライブ数で表されますが、実際
の実装はドライブのプール全体に分散されます。保持されるデフォルトの容量は、プール内のドライブの数に
基づきます。

プールの作成後、予約済み容量の値は増減できます。また、予約済み容量なし（0ドライブ分）に設定するこ
ともできます。保持可能な最大容量（ドライブ数）は10ですが、プール内のドライブの総数に基づいて、使
用可能な容量はこれより少なくなる可能性があります。

ボリュームグループ

ボリュームグループは、ストレージシステム内で容量をボリュームに割り当てる方法を定義します。ディスク
ドライブはRAIDグループにまとめられ、ボリュームは1つのRAIDグループ内の複数のドライブにまたがって
実装されます。したがって、ボリュームグループの設定により、グループに含まれるドライブと、使用されて
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いるRAIDレベルが特定されます。

ボリュームグループを作成するときに、グループに含めるドライブはコントローラによって自動的に選択され
ます。グループのRAIDレベルは手動で選択する必要があります。ボリュームグループの容量は、選択したド
ライブの合計数にドライブの容量を掛けた値となります。

ドライブが一致しません

ボリュームグループ内のドライブのサイズとパフォーマンスを一致させる必要があります。ボリュームグルー
プ内のドライブの容量が異なる場合、すべてのドライブが最小容量サイズとして認識されます。ボリュームグ
ループ内のドライブの速度が異なる場合、すべてのドライブが最低速度で認識されます。これらの要素は、ス
トレージシステムのパフォーマンスと全体的な容量に影響します。

異なるドライブテクノロジ（HDDとSSDドライブ）を混在させることはできません。RAID 3、5、6は、最
大30ドライブまでに制限されています。RAID 1およびRAID 10はミラーリングを使用するため、ディスク数
は偶数にする必要があります。

障害ドライブの管理

ボリュームグループに含まれるRAID 1/10、RAID 3、RAID 5、またはRAID 6のボリュームでドライブに障害
が発生した場合に備えて、ボリュームグループではホットスペアドライブをスタンバイとして使用します。ホ
ットスペアドライブにはデータは含まれず、ストレージアレイの冗長性レベルの向上に使用されます。

ストレージアレイのドライブで障害が発生した場合、障害が発生したドライブからホットスペアドライブに自
動的に切り替わります。物理的にドライブを交換する必要はありません。ドライブ障害の発生時にホットスペ
アドライブが使用可能であれば、冗長性データを使用して障害が発生したドライブからホットスペアドライブ
にデータが再構築されます。

プールまたはボリュームグループを使用するかどうかを決定します

プールを選択します

• 迅速なドライブのリビルドやストレージ管理の簡易化が必要な場合、ランダムワークロードが大量に発生
する場合。

• 各ボリュームのデータをプールを構成する一連のドライブにランダムに分散する場合。プールまたはプー
ル内のボリュームのRAIDレベルを設定または変更することはできません。プールではRAIDレベル6を使用
します。

ボリュームグループを選択します

• システムの帯域幅を最大限に使用する必要がある場合、ストレージの設定を調整する機能、大量のシーケ
ンシャルワークロードを利用する場合。

• データをRAIDレベルに基づいてドライブに分散する場合。ボリュームグループは作成時にRAIDレベルを
指定できます。

• 各ボリュームのデータをボリュームグループを構成する一連のドライブにシーケンシャルに書き込む場
合。

プールとボリュームグループは共存可能なため、ストレージアレイにプールとボリュームグル
ープの両方を含めることができます。
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プールの自動作成と手動作成

ストレージ構成に応じて、プールを自動的に作成することも、手動で作成することもできます。プールは、論
理的にグループ化された一連のドライブです。

プールを作成して管理する前に、プールの自動作成方法と、プールを手動で作成する必要があるタイミングに
ついて、次のセクションを確認してください。

自動作成

ストレージアレイに未割り当て容量が検出されると、ストレージアレイで未割り当て容量が検出されるとプー
ルの自動作成が開始されます。1つ以上のプールの作成、既存のプールへの未割り当て容量の追加、またはそ
の両方を自動で実行するように求められます。

プールの自動作成は、次のいずれかの条件に該当する場合に実行されます。

• プールがストレージアレイに存在せず、新しいプールの作成に十分なドライブがない。

• 新しいドライブは、少なくとも1つのプールがあるストレージアレイに追加されます。プール内の各ドラ
イブは、同じタイプ（HDDまたはSSD）であり、容量が同等である必要があります。次のタスクを実行す
るよう求められます。

• タイプが十分な数のドライブがある場合は、単一のプールを作成する。

• 未割り当て容量が異なるドライブタイプで構成されている場合は、複数のプールを作成する。

• ストレージアレイにすでにプールが定義されている場合は、既存のプールにドライブを追加し、同じタイ
プの新しいドライブをプールに追加する。

• タイプの異なる複数のドライブを追加した場合は、ドライブタイプが同じドライブを既存のプールに追加
し、別のドライブタイプのドライブを使用して別のプールを作成する。

手動作成

最適な構成を自動作成で判断できない場合は、プールを手動で作成できます。この状況は、次のいずれかの理
由で発生する可能性があります。

• 新しいドライブが複数のプールに追加される可能性があります。

• 1つ以上の新しいプールの候補で、シェルフ損失の保護またはドロワー損失の保護を使用できる。

• 1つ以上の現在のプールの候補で、シェルフ損失の保護またはドロワー損失の保護のステータスを維持で
きません。ストレージアレイに複数のアプリケーションがあり、同じドライブリソース間で競合しないよ
うにする場合は、プールを手動で作成することもできます。この場合、1つ以上のアプリケーション用に
小規模なプールを手動で作成することを検討してください。データを分散するための多数のボリュームを
含む大規模なプールにワークロードを割り当てるのではなく、1~2個のボリュームだけを割り当てること
ができます。特定のアプリケーションのワークロード専用の個別のプールを手動で作成すると、ストレー
ジアレイの処理をより迅速に実行でき、競合が軽減されます。

プールを自動的に作成する

未割り当てのドライブが11本以上検出された場合、または既存のプールに対応する未割
り当てのドライブが1本検出された場合、プールを自動的に作成できます。プールは、論
理的にグループ化された一連のドライブです。

作業を開始する前に

912



次のいずれかの条件に該当する場合は、Pool Auto-Configurationダイアログボックスを起動できます。

• ドライブタイプが類似する既存のプールに追加できる未割り当てドライブが1本以上検出された場合。

• 新しいプールの作成に使用できる未割り当てドライブが11本以上検出された場合（ドライブタイプが異な
るために既存のプールに追加できない場合）。

このタスクについて

プールの自動作成を使用すると、ストレージアレイ内のすべての未割り当てドライブを1つのプールに簡単に
設定したり、既存のプールにドライブを追加したりできます。

次の点に注意してください。

• ストレージアレイにドライブを追加すると、ドライブが自動的に検出され、ドライブタイプと現在の構成
に基づいて、1つまたは複数のプールを作成するように求められます。

• プールが以前に定義されている場合は、互換性があるドライブを既存のプールに追加するかどうかを確認
するプロンプトが自動的に表示されます。新しいドライブを既存のプールに追加すると、システムによっ
て、追加した新しいドライブを含む新しい容量にデータが自動的に再配分されます。

• EF600またはEF300ストレージアレイを設定する場合は、各コントローラが最初の12個のスロットと直近
の12個のスロットに同じ数のドライブにアクセスできることを確認します。この構成により、コントロー
ラは両方のドライブ側PCIeバスをより効果的に使用できます。プールの作成には、ストレージアレイのす
べてのドライブを使用する必要があります。

手順

1. [管理]ページで、プールのストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
とボリュームグループの構成）。

3. メニューを選択します。More [Launch pool auto-configuration]。

新しいプール、ドライブが追加されている既存のプール、またはその両方が表示されます。新しいプール
には、連番を付した名前がデフォルトで付けられます。

システムで次の処理が行われていることに注意してください。

◦ ドライブタイプ（HDDまたはSSD）が同じで容量が同等の十分な数のドライブがある場合は、単一の
プールが作成されます。

◦ 未割り当て容量が異なるドライブタイプで構成されている場合は、複数のプールが作成されます。

◦ ストレージアレイにすでにプールが定義されている場合に、そのプールにドライブタイプが同じ新し
いドライブを追加すると、既存のプールにドライブが追加されます。

◦ ドライブタイプが同じドライブを既存のプールに追加し、別のドライブタイプのドライブを使用して
別のプールを作成する。

4. 新しいプールの名前を変更するには、* Edit *アイコン（鉛筆）をクリックします。

5. プールのその他の特性を表示するには、カーソルを合わせるか、詳細アイコン（ページ）をタッチしま
す。

ドライブタイプ、セキュリティ機能、Data Assurance（DA）機能、シェルフ損失の保護、ドロワー損失
の保護に関する情報が表示されます。
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EF600およびEF300ストレージアレイについては、リソースのプロビジョニングとボリュームのブロック
サイズについても設定が表示されます。

6. [* 同意する * ] をクリックします。

プールを手動で作成する

プールの自動構成の要件を満たしていない場合は、プールを手動で作成できます。プー
ルは、論理的にグループ化された一連のドライブです。

作業を開始する前に

• ドライブタイプ（HDDまたはSSD）が同じドライブが少なくとも11本必要です。

• シェルフ損失の保護を有効にするには、プールを構成するドライブが少なくとも6つのドライブシェルフ
に配置されていて、同じシェルフのドライブが3本以上含まれていないことが必要です。

• ドロワー損失の保護を有効にするには、プールを構成するドライブが少なくとも5つのドロワーに同じ数
ずつ配置されている必要があります。

• EF600またはEF300ストレージアレイを設定する場合は、各コントローラが最初の12個のスロットと直近
の12個のスロットに同じ数のドライブにアクセスできることを確認します。この構成により、コントロー
ラは両方のドライブ側PCIeバスをより効果的に使用できます。プールの作成には、ストレージアレイのす
べてのドライブを使用する必要があります。

このタスクについて

プールの作成時に、ドライブタイプ、セキュリティ機能、Data Assurance（DA）機能、シェルフ損失の保
護、ドロワー損失の保護など、その特性を確認します。

EF600およびEF300ストレージアレイについては、リソースのプロビジョニングやボリュームのブロックサイ
ズも設定に含まれます。

手順

1. [管理]ページで、プールのストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
とボリュームグループの構成）。

3. メニュー：[Create Pool（プールの作成）]をクリックします。

Create Pool（プールの作成）ダイアログボックスが表示されます。

4. プールの名前を入力します。

5. （オプション）ストレージアレイに複数のタイプのドライブがある場合、使用するドライブタイプを選択
します。

作成可能なすべてのプールの候補が表示されます。

6. 次の特性に基づいて使用するプール候補を選択し、*作成*をクリックします。
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フィールドの詳細

特性 使用

空き容量 プールの空き容量がGiB単位で表示されます。アプリケーションのストレ
ージニーズに合わせて、容量の候補となるプールを選択します。予約済み
（スペア）容量もプール全体に分散され、空き容量に含まれることはあり
ません。

合計ドライブ数 プール候補に含まれるドライブの数が表示されます。できるだけ多くのド
ライブが予約済み容量として自動的に確保されます（プール内の6本につ
き1本のドライブが予約済み容量として確保されます）。ドライブ障害が
発生すると、予約済み容量を使用して再構築されたデータが格納されま
す。

ドライブブロックサイ
ズ（EF300およ
びEF600のみ）

プール内のドライブが書き込めるブロックサイズ（セクターサイズ）が表
示されます。値は次のとおりです。

• 512 — 512バイトのセクターサイズ。

• 4K — 4、096バイトのセクターサイズ。

セキュリティ対応 プール候補がセキュリティ対応ドライブだけで構成されているかどうかを
示します。セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）
ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

• プールはドライブセキュリティを使用して保護できますが、この機能
を使用するには、すべてのドライブがセキュリティ対応である必要が
あります。

• FDEのみのプールを作成する場合は、SecureCapable列で「* Yes-

fde」を検索してください。FIPSのみのプールを作成する場合は、「
はい- FIPS *」または「はい- FIPS（混在）」を探します。「Mixed」
は140-2と140-3レベルのドライブが混在していることを示します。こ
れらのレベルを組み合わせて使用する場合は、プールが下位レベルの
セキュリティ（140～2）で動作することに注意してください。

• セキュリティ対応かどうかがドライブによって異なるプールや、セキ
ュリティレベルが異なるドライブが混在したプールを作成することも
できます。プールにセキュリティ対応でないドライブが含まれている
場合、プールをセキュリティ対応にすることはできません。

セキュリティを有効化 セキュリティ対応ドライブでドライブセキュリティ機能を有効にするオプ
ションです。プールがセキュリティ対応で、セキュリティキーを作成して
いる場合、チェックボックスを選択してセキュリティを有効にできます。

一度有効にしたドライブセキュリティは、プールを削除し
てドライブを消去しないかぎり解除できません。
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特性 使用

DA対応 プール候補でData Assurance（DA）を使用できるかどうかを示しま
す。DAは、データがコントローラ経由でドライブに転送される際に発生
する可能性があるエラーをチェックして修正します。DAを使用する場合
は、DAに対応したプールを選択します。このオプションはDA機能が有効
になっている場合にのみ使用できます。プールにはDAに対応したドライ
ブとDAに対応していないドライブを含めることができますが、DAを使用
するためにはすべてのドライブがDAに対応している必要があります。

リソースプロビジョニ
ング対応（EF300およ
びEF600のみ）

プール候補でリソースプロビジョニングを使用できるかどうかを示しま
す。リソースプロビジョニングは、EF300およびEF600ストレージアレイ
で使用できる機能です。これにより、バックグラウンドの初期化プロセス
を実行せずに、ボリュームをただちに使用できます。

シェルフ損失の保護 シェルフ損失の保護が使用可能かどうかを示します。シェルフ損失の保護
が有効な場合、1台のドライブシェルフとの通信が完全に失われた場合で
もプール内のボリューム上のデータへのアクセスが保証されます。

ドロワー損失の保護 ドロワー損失の保護が使用可能かどうかを示します。この保護は、使用し
ているドライブシェルフにドロワーが搭載されている場合にのみ提供され
ます。ドロワー損失の保護が有効な場合、ドライブシェルフの1台のドロ
ワーとの通信が完全に失われた場合でもプール内のボリューム上のデータ
へのアクセスが保証されます。

サポートされるボリュ
ームのブロックサイズ
（EF300およびEF600

のみ）

プール内のボリュームに対して作成できるブロックサイズが表示されま
す。

• 512n — 512バイトネイティブ。

• 512e — 512バイトエミュレーション。

• 4k — 4,096バイト

ボリュームグループを作成します

ホストからアクセス可能な1つ以上のボリュームのボリュームグループを作成できます。
ボリュームグループは、RAIDレベルや容量などの特性が同じボリュームのコンテナで
す。

作業を開始する前に

次のガイドラインを確認してください。

• 未割り当てのドライブが少なくとも1本必要です。

• 1つのボリュームグループに含めることができるドライブ容量には制限があります。これらの制限はホス
トタイプによって異なります。

• シェルフ/ドロワー損失の保護を有効にするには、RAID 1を使用している場合を除き、少なくとも3台のシ
ェルフまたはドロワーに配置されたドライブを使用するボリュームグループを作成する必要があります。
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最小のシェルフ/ドロワーは2台です。

• EF600またはEF300ストレージアレイを設定する場合は、各コントローラが最初の12個のスロットと直近
の12個のスロットに同じ数のドライブにアクセスできることを確認します。この構成により、コントロー
ラは両方のドライブ側PCIeバスをより効果的に使用できます。現在、ボリュームグループの作成時
に、Advanced機能でドライブを選択することができます。

ボリュームグループの容量は、選択するRAIDレベルによって次のように異なります。

• RAID 1を使用する場合は、ドライブを一度に2本ずつ追加してミラーペアを構成する必要があります。ミ
ラーリングとストライピング（RAID 10またはRAID 1+0）は、ドライブを4本以上選択した場合に実装さ
れます。

• RAID 5を使用する場合は、少なくとも3本のドライブを追加してボリュームグループを作成する必要があ
ります。

• RAID 6を使用する場合は、少なくとも5本のドライブを追加してボリュームグループを作成する必要があ
ります。

このタスクについて

ボリュームグループ作成時に、ドライブ数、セキュリティ機能、Data Assurance（DA）機能、シェルフ損失
の保護、ドロワー損失の保護など、グループの特性を確認します。

EF600およびEF300ストレージアレイの場合は、リソースのプロビジョニング、ドライブブロックサイズ、ボ
リュームブロックサイズも設定に含まれます。

大容量ドライブとボリュームをコントローラ間で分散させる機能を利用して、1つのボリューム
グループに複数のボリュームを作成すると、ストレージ容量を有効に活用してデータを保護す
るのに役立ちます。

手順

1. Manage（管理）ページで、ボリュームグループのストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
とボリュームグループの構成）。

3. メニュー：Create [Volume group]（ボリュームグループの作成）をクリックします。

Create Volume Group（ボリュームグループの作成）ダイアログボックスが表示されます。

4. ボリュームグループの名前を入力します。

5. データストレージと保護の要件に最も適したRAIDレベルを選択します。ボリュームグループ候補の表
に、選択したRAIDレベルをサポートする候補だけが表示されます。

6. （オプション）ストレージアレイに複数のタイプのドライブがある場合、使用するドライブタイプを選択
します。

ボリュームグループ候補の表に、選択したドライブタイプとRAIDレベルをサポートする候補だけが表示
されます。

7. （オプション）ボリュームグループで使用するドライブを自動で定義するか手動で定義するかを選択でき
ます。デフォルトでは、自動方式が選択されています。
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ドライブの冗長性と最適なドライブ構成を理解している専門家でない場合は、手動で操作
しないでください。

ドライブを手動で選択するには、ドライブを手動で選択する*（アドバンスト）リンクをクリックしま
す。クリックすると、ドライブが自動的に選択されます（アドバンスト）*。

手動方式では、ボリュームグループを構成するドライブを選択できます。未割り当ての特定のドライブを
選択して必要な容量を確保することができます。ストレージアレイにメディアタイプやインターフェイス
タイプが異なるドライブが含まれている場合、新しいボリュームグループの作成用に選択できるのは1つ
のドライブタイプの未設定の容量のみです。

8. 表示されたドライブ特性に基づいて、ボリュームグループで使用するドライブを選択し、*作成*をクリッ
クします。

表示されるドライブ特性は、自動方式と手動方式のどちらを選択したかによって異なります。詳細について
は、SANtricity System Managerのドキュメントを参照してください。 "ボリュームグループを作成します"。

プールまたはボリュームグループに容量を追加します

ドライブを追加することで、既存のプールまたはボリュームグループの空き容量を拡張
することができます。

作業を開始する前に

• ドライブのステータスが最適lである必要があります。

• ドライブタイプ（HDDまたはSSD）が同じである必要があります。

• プールまたはボリュームグループのステータスが最適である必要があります。

• プールまたはボリュームグループに含まれているドライブがいずれもセキュリティ対応ドライブの場合、
セキュリティ対応ドライブの暗号化機能を引き続き使用するには、セキュリティ対応のドライブだけを追
加します。

セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブ
があります。

このタスクについて

このタスクでは、プールまたはボリュームグループに含める空き容量を追加できます。この空き容量は追加ボ
リュームの作成に使用できます。この処理の実行中もボリューム内のデータには引き続きアクセスできます。

プールに一度に追加できるドライブは最大60本です。ボリュームグループに一度に追加できるドライブは最
大2本です。最大数を超えるドライブを追加する必要がある場合は、手順 を繰り返します。（プールにはスト
レージアレイの上限を超えるドライブを含めることはできません）。

ドライブの追加に伴い、予約済み容量の引き上げが必要になる場合があります。拡張処理の実
行後にリザーブ容量を増やすことを検討してください。

Data Assurance（DA）に対応していないプールまたはボリュームグループに容量を追加すると
きは、DA対応のドライブは使用しないでください。DA対応ドライブの機能をプールまたはボ
リュームグループで利用することはできません。DAに対応していないドライブの使用を検討し
てください。

918

https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html
https://docs.netapp.com/us-en/e-series-santricity/sm-storage/create-volume-group.html


手順

1. 管理ページで、プールまたはボリュームグループを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
とボリュームグループの構成）。

3. ドライブを追加するプールまたはボリュームグループを選択し、*容量の追加*をクリックします。

Add Capacityダイアログボックスが表示されます。プールまたはボリュームグループと互換性がある未割
り当てのドライブのみが表示されます。

4. ドライブの選択…*で、既存のプールまたはボリュームグループに追加するドライブを1つ以上選択しま
す。

ドライブのリストは、より適した未割り当てのドライブから順に表示されます。プールまたはボリューム
グループに追加された合計空き容量が、選択した合計容量*のリストの下に表示されます。
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フィールドの詳細

フィールド 説明

シェルフ ドライブのシェルフの場所を示します。

ベイ ドライブのベイの場所を示します

容量（GiB） ドライブの容量を示します。

• できるだけ、プールまたはボリュームグループ内の既存のドライブと
同じ容量のドライブを選択してください。

• 容量が小さい未割り当てのドライブを追加する必要がある場合は、プ
ールまたはボリュームグループに現在含まれている各ドライブの使用
可能容量が削減されることに注意してください。したがって、ドライ
ブ容量はプールまたはボリュームグループ全体で同じになります。

• 容量が大きい未割り当てのドライブを追加する必要がある場合は、現
在プールまたはボリュームグループに含まれているドライブの容量に
合わせて、追加する未割り当てのドライブの使用可能容量が削減され
ることに注意してください。

セキュリティ対応 ドライブがセキュリティ対応かどうかを示します。

• プールやボリュームグループはドライブセキュリティ機能を使用して
保護できますが、この機能を使用するには、すべてのドライブがセキ
ュリティ対応である必要があります。

• セキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブが混在したプー
ルまたはボリュームグループを作成することは可能ですが、ドライブ
セキュリティ機能を有効にすることはできません。

• すべてのセキュリティ対応ドライブを備えたプールまたはボリューム
グループは、暗号化機能が使用されていない場合でも、スペアリング
または拡張のために非セキュア対応ドライブを受け入れることはでき
ません。

• セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライ
ブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。FIPSドライブ
は、レベル140-2または140–3のいずれかで、レベル140-3がより高い
セキュリティレベルです。140-2レベルと140-3レベルのドライブを組
み合わせて選択した場合、プールまたはボリュームグループは下位の
セキュリティレベル（140-2）で動作します。
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フィールド 説明

DA対応 ドライブがData Assurance（DA）対応かどうかを示します。

• DAに対応していないドライブを使用してDAに対応したプールまたは
ボリュームグループに容量を追加することは推奨されません。プール
またはボリュームグループのDA機能は無効になり、プールまたはボリ
ュームグループに新たに作成したボリュームでDAを有効にすることも
できなくなります。

• DA対応のドライブを使用してDAに対応していないプールまたはボリ
ュームグループに容量を追加することは推奨されません。DA対応ドラ
イブの機能をプールまたはボリュームグループで利用することはでき
ないためです（ドライブの属性が一致しません）。DAに対応していな
いドライブの使用を検討してください。

DULBE対応 ドライブにDeallocated or Unwritten Logical Block Error（DULBE）に対応
したオプションがあるかどうかを示します。DULBEはNVMeドライブのオ
プションです。このオプションにより、EF300またはEF600ストレージア
レイでリソースプロビジョニングボリュームをサポートできます。

5. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

プールまたはボリュームグループにドライブを追加する場合、プールまたはボリュームグループの次の属
性が無効になるようなドライブを選択すると、確認のダイアログボックスが表示されます。

◦ シェルフ損失の保護

◦ ドロワー損失の保護

◦ Full Disk Encryption機能

◦ Data Assurance機能

◦ DULBE機能

6. 続行するには、[はい]をクリックします。それ以外の場合は、[キャンセル]をクリックします。

結果

プールまたはボリュームグループに未割り当てのドライブを追加したあと、追加のドライブを含めるためにプ
ールまたはボリュームグループの各ボリューム内のデータが再配置されます。

SSDキャッシュを作成する

システムパフォーマンスを向上させるために、SSDキャッシュ機能を使用して、アクセ
ス頻度が特に高いデータ（「ホット」データ）を低レイテンシのソリッドステートドラ
イブ（SSD）にキャッシュすることができます。SSDキャッシュは、ホスト読み取りに
のみ使用されます。

作業を開始する前に

ストレージアレイにSSDドライブが含まれている必要があります。
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SSDキャッシュは、EF600またはEF300ストレージシステムでは使用できません。

このタスクについて

SSDキャッシュを作成するときは、1つまたは複数のドライブを使用することができます。読み取りキャッシ
ュはストレージアレイ内にあるため、ストレージアレイを使用するすべてのアプリケーションでキャッシュが
共有されます。キャッシュするボリュームを選択すると、あとは動的に自動でキャッシングが実行されます。

SSDキャッシュを作成する際は、次のガイドラインに従ってください。

• SSDキャッシュのセキュリティを有効にできるのは作成時だけで、あとから有効にすることはできませ
ん。

• SSDキャッシュはストレージアレイごとに1つだけサポートされます。

• ストレージアレイ上で使用可能なSSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプライマリキャッシュ容
量によって異なります。

• SSDキャッシュはSnapshotイメージではサポートされません。

• SSDキャッシュが有効になっているボリュームや無効になっているボリュームをインポートまたはエクス
ポートしても、キャッシュデータはインポートまたはエクスポートされません。

• コントローラのSSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバランシング
による転送の対象外となります。

• 関連するボリュームがセキュリティ有効の場合は、セキュリティ有効のSSDキャッシュを作成してくださ
い。

手順

1. Manage（管理）ページで、キャッシュのストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
とボリュームグループの構成）。

3. メニューをクリックします：Create [SSD Cache]。

SSDキャッシュの作成ダイアログボックスが表示されます。

4. SSDキャッシュの名前を入力します。

5. 次の特性に基づいて使用するSSDキャッシュ候補を選択します。

922



フィールドの詳細

特性 使用

容量 使用可能な容量がGiB単位で表示されます。アプリケーションのストレー
ジニーズに合わせて容量を選択します。SSDキャッシュの最大容量は、コ
ントローラのプライマリキャッシュ容量によって異なります。SSDキャッ
シュに最大容量を超える容量を割り当てた場合、超過した容量は使用でき
ません。SSDキャッシュの容量は、全体の割り当て容量にカウントされま
す。

合計ドライブ数 このSSDキャッシュで使用できるドライブの数を示します。必要なドライ
ブ数のSSD候補を選択します

セキュリティ対応 SSDキャッシュがセキュリティ対応ドライブだけで構成されているかどう
かを示します。セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption

（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。セキ
ュリティ有効SSDキャッシュを作成する場合は、「セキュア対応」列で「
はい- FDE」または「はい- FIPS」を探します。

セキュリティを有効化 セキュリティ対応ドライブでドライブセキュリティ機能を有効にするオプ
ションです。セキュリティ有効SSDキャッシュを作成する場合は、*セキ
ュリティを有効にする*チェックボックスをオンにします。注：一度有効
にすると、セキュリティを無効にすることはできません。SSDキャッシュ
のセキュリティを有効にできるのは作成時だけで、あとから有効にするこ
とはできません。

DA対応 このSSDキャッシュ候補でData Assurance（DA）を使用できるかどうか
を示します。Data Assurance（DA）は、データがコントローラ経由でド
ライブに転送される際に発生する可能性があるエラーをチェックして修正
します。DAを使用する場合は、DAに対応したSSDキャッシュ候補を選択
します。このオプションはDA機能が有効になっている場合にのみ使用で
きます。SSDキャッシュにはDAに対応したドライブとDAに対応していな
いドライブの両方を含めることができますが、DAを使用するためにはす
べてのドライブがDAに対応している必要があります。

6. SSD読み取りキャッシュを実装するボリュームにSSDキャッシュを関連付けます。互換性のあるボリュー
ムでSSDキャッシュをすぐに有効にするには、*ホストにマップされている既存の互換性のあるボリュー
ムでSSDキャッシュを有効にする*チェックボックスをオンにします。

互換性があるボリュームとは、ドライブセキュリティ機能とDA機能の設定が同じボリュームです。

7. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

プールの設定を変更します

プールの名前、容量アラートの設定、変更の優先順位、予約済み容量などのプールの設
定を編集できます。

このタスクについて

このタスクでは、プールの構成設定を変更する方法について説明します。
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プラグインインターフェイスを使用してプールのRAIDレベルを変更することはできません。プ
ラグインは、プールを自動的にRAID 6として構成します。

手順

1. [管理]ページで、プールがあるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
とボリュームグループの構成）。

3. 編集するプールを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

Pool Settings（プール設定）ダイアログボックスが表示されます。

4. [設定]タブを選択し、必要に応じてプール設定を編集します。
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フィールドの詳細

設定 説明

名前 ユーザが指定したプールの名前を変更できます。プールの名前は必ず指定
する必要があります。

容量アラート プールの空き容量が指定したしきい値以上になったときにアラート通知を
送信できます。プールに格納されたデータが指定したしきい値を超える
と、プラグインはメッセージを送信します。このため、ストレージスペー
スを追加したり、不要なオブジェクトを削除したりすることができます。
アラートは、ダッシュボードの通知領域に表示され、サーバから管理者
にEメールおよびSNMPトラップメッセージで送信できます。次の容量ア
ラートを定義できます。

• 重大アラート：プールの空き容量が指定したしきい値以上になったと
きに通知されます。しきい値の割合はスピンボックスで調整できま
す。この通知を無効にするには、チェックボックスをオンにします。

• 早期アラート：プールの空き容量が指定したしきい値に達したときに
通知されます。しきい値の割合はスピンボックスで調整できます。こ
の通知を無効にするには、チェックボックスをオンにします。

修正の優先順位 システムパフォーマンスと比較したプールの変更処理の優先度レベルを指
定できます。プールの変更処理の優先度を高くすると処理は高速に完了し
ますが、ホストのI/Oパフォーマンスは低下します。優先度を低くすると
処理には時間がかかりますが、ホストのI/Oパフォーマンスへの影響は小
さくなります。優先度レベルは、lowest、low、medium、high、highest

の5つから選択できます。優先度レベルが高いほど、ホストのI/Oパフォー
マンスとシステムパフォーマンスへの影響は大きくなります。

• 重大の再構築優先度-このスライダバーは、複数のドライブに障害が発
生した場合のデータ再構築処理の優先度を決定します。この状況で
は、一部のデータの冗長性が失われ、別のドライブ障害が発生した場
合はデータの損失を招くおそれがあります。

• デグレード再構築優先度-このスライダバーは、ドライブ障害が発生し
た場合のデータ再構築処理の優先度を決定します。この状況では、デ
ータの冗長性は失われておらず、別のドライブ障害が発生してもデー
タの損失が発生することはありません。

• バックグラウンド処理の優先度-このスライダバーは、プールが最適な
状態のときに実行されるバックグラウンド処理の優先度を決定しま
す。たとえば、Dynamic Volume Expansion（DVE）、Instant

Availability Format（IAF）、交換または追加したドライブへのデータ
の移行などがあります。
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設定 説明

予約済み容量（EF600

またはEF300の場合
は「最適化容量」）

予約済み容量-ドライブ数を定義して、ドライブ障害に備えてプールに確
保されている容量を特定できます。ドライブ障害が発生すると、予約済み
容量を使用して再構築されたデータが格納されます。プールのデータ再構
築プロセスでは、ボリュームグループで使用されるホットスペアドライブ
ではなく、予約済み容量が使用されます。ドライブ数はスピンボックスで
調整します。指定したドライブ数に応じて、スピンボックスの横にプール
の予約済み容量が表示されます。予約済み容量については、次の点に注意
してください。

• 予約済み容量はプールの合計空き容量から差し引かれるため、確保す
る容量がボリュームの作成に使用できる空き容量に影響します。予約
済み容量に0を指定すると、プールのすべての空き容量がボリューム
の作成に使用されます。

• 予約済み容量を減らすと、プールボリュームに使用できる容量が増え
ます。

追加の最適化容量（EF600およびEF300アレイのみ）--プールの作成時
に、使用可能容量とパフォーマンスおよびドライブ寿命とのバランスが取
れた、推奨される最適化容量が生成されます。このバランスを調整するに
は、使用可能容量を犠牲にしてパフォーマンスの向上とドライブ寿命の延
長を図る場合はスライダを右に、パフォーマンスとドライブ寿命を犠牲に
して使用可能容量を増やす場合は左に動かします。SSDドライブでは、そ
の容量の一部が未割り当ての場合に寿命が長くなり、最大書き込みパフォ
ーマンスが向上します。プールに関連付けられているドライブの未割り当
て容量は、プールの予約済み容量、空き容量（ボリュームで使用されてい
ない容量）、および使用可能容量のうちの最適化容量として確保された容
量で構成されます。この最適化容量は使用可能容量を減らすことで最小レ
ベルの最適化容量を確保するため、ボリュームの作成には使用できませ
ん。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

ボリュームグループの設定を変更します

名前やRAIDレベルなど、ボリュームグループの設定を編集できます。

作業を開始する前に

ボリュームグループにアクセスするアプリケーションが必要とするパフォーマンスを確保できるようにRAID

レベルを変更する場合は、次の前提条件を満たしていることを確認してください。

• ボリュームグループのステータスが最適である必要があります。

• ボリュームグループに、新しいRAIDレベルに変換するための十分な容量が必要です。

手順

1. 管理ページで、ボリュームグループを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
とボリュームグループの構成）。
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3. 編集するボリュームグループを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

Volume Group Settings（ボリュームグループ設定）ダイアログボックスが表示されます。

4. 「* Settings *」（設定）タブを選択し、必要に応じてボリュームグループの設定を編集します。
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フィールドの詳細

設定 説明

名前 ユーザが指定したボリュームグループの名前を変更できます。ボリューム
グループの名前は必ず指定する必要があります。

RAIDレベル ドロップダウンメニューから新しいRAIDレベルを選択します。

• RAID 0ストライピング--ハイパフォーマンスを提供しますが’データの
冗長性は提供しませんボリュームグループ内の1本のドライブで障害
が発生すると、関連付けられているすべてのボリュームで障害が発生
し、すべてのデータが失われます。ストライピングRAIDグループ
は、2つ以上のドライブを1つの大容量論理ドライブにまとめます。

• RAID 1ミラーリング--高いパフォーマンスと最高のデータ可用性を提
供し、企業レベルまたは個人レベルで機密データを保存するのに適し
ています。一方のドライブの内容をミラーペアのもう一方のドライブ
に自動的にミラーリングすることで、データを保護します。単一のド
ライブ障害からの保護を提供します。

• RAID 10ストライピング/ミラーリング-- RAID 0 (ストライピング)

とRAID 1(ミラーリング)を組み合わせたもので'4台以上のドライブを
選択した場合に実現されますRAID 10は、高いパフォーマンスとフォ
ールトトレランスが必要な、データベースなどの大量のトランザクシ
ョンを処理するアプリケーションに適しています。

• RAID 5--標準的なI/Oサイズが小さく読み取り処理の割合が高いマルチ
ユーザー環境(データベースやファイルシステムストレージなど)に最
適

• RAID 6-- RAID 5を超える冗長性を必要とするが’高い書き込みパフォ
ーマンスは必要としない環境に最適ですRAID 3をボリュームグループ
に割り当てるには、コマンドラインインターフェイスを使用する必要
があります。RAIDレベルの変更はキャンセルできません。変更中もデ
ータは引き続き使用できます。

最適化容量（EF600ア
レイのみ）

ボリュームグループの作成時に、使用可能容量とパフォーマンスおよびド
ライブの寿命とのバランスに基づいて、推奨される最適化容量が決定され
ます。このバランスを調整するには、使用可能容量を犠牲にしてパフォー
マンスの向上とドライブ寿命の延長を図る場合はスライダを右に、パフォ
ーマンスとドライブ寿命を犠牲にして使用可能容量を増やす場合は左に動
かします。SSDドライブでは、その容量の一部が未割り当ての場合に寿命
が長くなり、最大書き込みパフォーマンスが向上します。ボリュームグル
ープに関連付けられているドライブの未割り当て容量は、グループの空き
容量（ボリュームで使用されていない容量）と、使用可能容量のうちの最
適化容量として確保された容量で構成されます。この最適化容量は使用可
能容量を減らすことで最小レベルの最適化容量を確保するため、ボリュー
ムの作成には使用できません。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

RAIDレベルの変更によって容量が減ったり、ボリュームの冗長性が失われたり、シェルフ/ドロワー損失の保
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護が失われた場合は、確認ダイアログボックスが表示されます。続行するには*はい*を選択し、続行しない場
合は*いいえ*をクリックします。

結果

ボリュームグループのRAIDレベルを変更すると、プラグインはボリュームグループを構成するすべてのボリ
ュームのRAIDレベルを変更します。処理の実行中は、パフォーマンスが若干低下することがあります。

SSDキャッシュの設定を変更する

SSDキャッシュの名前を編集し、そのステータス、最大容量と現在の容量、ドライブセ
キュリティとData Assuranceのステータス、および関連付けられているボリュームとド
ライブを表示できます。

この機能は、EF600またはEF300ストレージシステムでは使用できません。

手順

1. 管理ページで、SSDキャッシュを搭載したストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
とボリュームグループの構成）。

3. 編集するSSDキャッシュを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

SSD Cache Settings（SSDキャッシュ設定）ダイアログボックスが表示されます。

4. SSDキャッシュ設定を確認するか、必要に応じて編集します。
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フィールドの詳細

設定 説明

名前 SSDキャッシュの名前が表示されます。この名前は変更できます。SSDキ
ャッシュの名前は必ず指定する必要があります。

特性 SSDキャッシュのステータスが表示されます。ステータスは次のいずれか
です。

• 最適

• 不明です

• デグレード

• 失敗（重大なMELイベントが生成されます）

• 中断しました

容量 SSDキャッシュの現在の容量と使用可能な最大容量が表示されます。SSD

キャッシュの最大容量は、コントローラのプライマリキャッシュサイズに
よって異なります。

• 1 GiB以下

• 1GiBから2GiB

• 2GiB ~ 4GiB

• 4 GiB超

セキュリティおよびDA SSDキャッシュのドライブセキュリティとData Assuranceのステータスが
表示されます。

• セキュリティ対応-- SSDキャッシュがセキュリティ対応ドライブだけ
で構成されているかどうかを示しますセキュリティ対応ドライブは自
己暗号化ドライブで、データを不正アクセスから保護できます。

• * Secure-enabled *- SSDキャッシュでセキュリティが有効になってい
るかどうかを示します。

• *DA Capable *-- SSDキャッシュがDA対応ドライブだけで構成されて
いるかどうかを示しますDA対応ドライブでは、ホストとストレージア
レイの間でデータをやり取りするときに発生する可能性があるエラー
をチェックして修正できます。

関連付けられているオ
ブジェクト

SSDキャッシュに関連付けられているボリュームとドライブが表示されま
す。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。
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SSDキャッシュの統計を表示します

SSDキャッシュについて、読み取り、書き込み、キャッシュヒット、キャッシュ割り当
ての割合、 キャッシュ使用率です。

この機能は、EF600またはEF300ストレージシステムでは使用できません。

このタスクについて

詳細統計のサブセットである一般統計は、View SSD Cache Statisticsダイアログボックスに表示されま
す。SSDキャッシュの詳細統計は、すべてのSSD統計を.csvファイルにエクスポートした場合にのみ表示でき
ます。

統計を確認および解釈する際には、複数の統計を組み合わせることで見えてくる情報もあることに注意してく
ださい。

手順

1. 管理ページで、SSDキャッシュを搭載したストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
とボリュームグループの構成）。

3. 統計を表示するSSDキャッシュを選択し、メニューをクリックします。More [View SSD Cache] statistics

View SSD Cache Statistics（SSDキャッシュ統計の表示）ダイアログボックスが表示され、選択したSSD

キャッシュの公称統計が表示されます。
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フィールドの詳細

設定 説明

読み取り SSDキャッシュが有効なボリュームに対するホストの読み取りの合計数が
表示されます。書き込みに対する読み取りの比率が大きいほど、キャッシ
ュ処理が向上します。

書き込み SSDキャッシュが有効なボリュームに対するホストの書き込みの合計数。
書き込みに対する読み取りの比率が大きいほど、キャッシュ処理が向上し
ます。

キャッシュヒット キャッシュヒット数が表示されます。

キャッシュヒット率 キャッシュヒット率が表示されます。この値は、「キャッシュヒット数/（
読み取り数+書き込み数）」の式で算出されます。効果的なSSDキャッシ
ュ処理には、キャッシュヒットの割合が50%より高いことが必要です。

キャッシュ割り当て率 割り当てられているSSDキャッシュストレージの割合が表示されます。こ
の値は、このコントローラで使用できるSSDキャッシュストレージの割合
で表したもので、割り当てられているバイト数/使用可能なバイト数から導
き出されます。

キャッシュ使用率 有効なボリュームのデータが格納されているSSDキャッシュストレージの
割合が表示されます。この値は、割り当てられているSSDキャッシュスト
レージの割合で表したものです。この値はSSDキャッシュの利用率または
密度を表し、割り当てられたバイト数を使用可能なバイト数で割った値で
す。

すべてエクスポート
（Export All）

SSDキャッシュのすべての統計をCSV形式にエクスポートします。エクス
ポートされたファイルには、SSDキャッシュの使用可能なすべての統計（
一般統計と詳細統計の両方）が含まれます。

4. 「キャンセル」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

ボリュームの冗長性をチェックします

テクニカルサポートから指示があった場合やRecovery Guruに記載されている場合は、
プールまたはボリュームグループ内のボリュームの冗長性をチェックし、そのボリュー
ムのデータに整合性があるかどうかを確認できます。

冗長性データは、プールまたはボリュームグループ内のいずれかのドライブで障害が発生した場合に、交換用
ドライブに迅速に情報を再構築するために使用されます。

作業を開始する前に

• プールまたはボリュームグループのステータスが最適である必要があります。

• プールまたはボリュームグループで実行中の変更処理がないことを確認する必要があります。

• RAID 0にはデータの冗長性がないため、RAID 0以外のすべてのRAIDレベルで冗長性をチェックできま
す。（プールはRAID 6としてのみ構成されます）。

ボリュームの冗長性チェックは、Recovery Guruに記載されている場合にかぎり、テクニカル
サポートの指示に従って実行してください。
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このタスクについて

このチェックは、一度に1つのプールまたはボリュームグループでのみ実行できます。ボリュームの冗長性チ
ェックでは、次の処理が実行されます。

• RAID 3ボリューム、RAID 5ボリューム、またはRAID 6ボリューム内のデータブロックがスキャンされ、
各ブロックの冗長性情報がチェックされます。（RAID 3をボリュームグループに割り当てるには、コマン
ドラインインターフェイスを使用する必要があります）。

• RAID 1のミラーリングされたドライブ上のデータブロックが比較されます。

• コントローラファームウェアがデータに整合性がないと判断した場合は、冗長性エラーが返されます。

同じプールまたはボリュームグループですぐに冗長性チェックを実行すると、原因 でエラーが
発生する場合があります。この問題を回避するには、同じプールまたはボリュームグループで
別の冗長性チェックを実行する前に、1~2分待ってください。

手順

1. 管理ページで、プールまたはボリュームグループを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
とボリュームグループの構成）。

3. メニューから[一般的でないタスク]を選択します。[ボリュームの冗長性をチェック]。

[Check Redundancy]ダイアログボックスが表示されます。

4. チェックするボリュームを選択し、checkと入力して、この処理を実行することを確定します。

5. [*チェック（Check）]をクリックする。

ボリュームの冗長性チェック処理が開始されます。プールまたはボリュームグループ内のボリュームが、
ダイアログボックスの表の一番上から順番にスキャンされます。各ボリュームがスキャンされるたびに、
次の操作が実行されます。

◦ ボリュームテーブルでボリュームが選択されます。

◦ 冗長性チェックのステータスがStatus列に表示されます。

◦ メディアエラーまたはパリティエラーが発生するとチェックが停止され、エラーが報告されます。次
の表に、冗長性チェックのステータスの詳細を示します。
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フィールドの詳細

ステータス 説明

保留中です これはスキャン対象の最初のボリュームです。冗長性チェックを開始する
には、Start（開始）をクリックしていません。-or -プールまたはボリュー
ムグループ内の他のボリュームで冗長性チェック処理が実行されていま
す。

チェック中です ボリュームは冗長性チェック中です。

合格 ボリュームは冗長性チェックにパスしました。冗長性情報に不整合は見つ
かりませんでした。

失敗しました ボリュームは冗長性チェックに失敗しました。冗長性情報に不整合が見つ
かりました。

メディアエラー ドライブメディアが故障しており、読み取り不能です。Recovery Guruに
表示される手順に従います。

パリティエラー データの一部でパリティが想定される値ではありません。パリティエラー
は深刻な問題を招く可能性があり、原因 によってデータが永久に失われる
可能性があります。

6. プールまたはボリュームグループ内の最後のボリュームをチェックした後、「* Done *」をクリックしま
す。

プールまたはボリュームグループを削除します

プールまたはボリュームグループを削除して未割り当て容量を増やし、アプリケーショ
ンのストレージニーズを満たすように再構成することができます。

作業を開始する前に

• プールまたはボリュームグループに含まれるすべてのボリューム上のデータをバックアップしておく必要
があります。

• すべての入出力（I/O）を停止しておく必要があります。

• ボリュームのファイルシステムをアンマウントする必要があります。

• プールまたはボリュームグループのミラー関係を削除しておく必要があります。

• プールまたはボリュームグループに対して実行中のボリュームコピー処理を停止しておく必要がありま
す。

• プールまたはボリュームグループが非同期ミラーリング処理の対象になっていないことを確認する必要が
あります。

• ボリュームグループのドライブに永続的予約が設定されていないことを確認する必要があります。

手順

1. 管理ページで、プールまたはボリュームグループを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
とボリュームグループの構成）。

3. リストからプールまたはボリュームグループを1つ選択します。
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プールまたはボリュームグループは一度に1つだけ選択できます。リストを下にスクロールして、他のプ
ールまたはボリュームグループを確認します。

4. [メニュー]、[一般的でないタスク]、[削除]の順に選択し、確認します

結果

システムは次の処理を実行します。

• プールまたはボリュームグループ内のすべてのデータを削除します。

• プールまたはボリュームグループに関連付けられているすべてのドライブを削除します。

• 関連付けられているドライブの割り当てを解除し、新規または既存のプールやボリュームグループで再利
用できるようにします。

ボリュームグループの空き容量を統合します

選択したボリュームグループ上の既存の空きエクステントを統合するには、空き容量の
統合オプションを使用します。この操作を実行すると、追加ボリュームを作成する際に
ボリュームグループ内の空き容量を最大限使用できるようになります。

作業を開始する前に

• ボリュームグループに少なくとも1つの空き容量領域が含まれている必要があります。

• ボリュームグループ内のすべてのボリュームがオンラインで、ステータスが最適lである必要があります。

• ボリュームのセグメントサイズの変更など、実行中のボリューム変更処理がないことを確認してくださ
い。

このタスクについて

この処理は開始後にキャンセルすることはできません。統合処理の実行中もデータには引き続きアクセスでき
ます。

次のいずれかの方法を使用して、[Consolidate Free Capacity]ダイアログボックスを起動できます。

• ボリュームグループに対して1つ以上の空き容量領域が検出されると、通知領域のホームページに空き容
量の統合に関する推奨事項が表示されます。[空き容量の統合（Consolidate free capacity）]リンクをクリ
ックして、ダイアログボックスを起動します。

• 次のタスクで説明するように、[Pools & Volume Groups]ページから[Consolidate Free Capacity]ダイアロ
グボックスを起動することもできます。
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空き容量領域についての詳細はこちらをご覧ください

空き容量領域は、ボリュームを削除した場合や、ボリュームの作成時に使用可能なすべての空き容量を
使用しなかった場合に発生する空き容量です。1つ以上の空き容量領域があるボリュームグループでボリ
ュームを作成する場合、ボリュームの容量はそのボリュームグループ内で最も大きい空き容量領域以内
に制限されます。たとえば、ボリュームグループに合計15GiBの空き容量があり、最も大きい空き容量領
域が10GiBであるとすると、作成できるボリュームのサイズは最大10GiBです。

ボリュームグループの空き容量を統合すると、書き込みパフォーマンスが向上します。ボリュームグル
ープの空き容量は、ホストがファイルを書き込み、変更、削除するうちに徐々に断片化されていきま
す。最終的に、使用可能な容量は1つの連続したブロックに存在するのではなく、小さなフラグメントに
分断されてボリュームグループ全体に分散した状態になります。これにより、ホストは新しいファイル
を空きクラスタの使用可能な範囲に収まるフラグメントとして書き込む必要があるため、ファイルの断
片化がさらに進みます。

選択したボリュームグループの空き容量を統合することで、ホストが新しいファイルを書き込む際のフ
ァイルシステムのパフォーマンスが向上します。また、統合プロセスは、新しいファイルが以降に断片
化されないようにするのにも役立ちます。

手順

1. 管理ページで、ボリュームグループを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
とボリュームグループの構成）。

3. 統合する空き容量があるボリュームグループを選択し、メニューから「Uncommon Tasks [ボリュームグ
ループの空き容量を統合する]」を選択します。

[Consolidate Free Capacity]ダイアログボックスが表示されます。

4. この操作を実行するかどうかを確認するには’consolidateと入力します

5. [*統合（Consolidate）]をクリックし

結果

ボリュームグループの空き容量領域の統合（デフラグ）が開始され、以降のストレージ設定タスク用に1つの
連続した容量になります。

完了後

ナビゲーションサイドバーで、* Operations *を選択して、空き容量の統合操作の進行状況を表示します。こ
の処理には時間がかかることがあり、システムのパフォーマンスに影響する可能性があります。

ロケーターライトを点灯します

ドライブを検索して、選択したプール、ボリュームグループ、またはSSDキャッシュを
構成するすべてのドライブを物理的に特定できます。選択したプール、ボリュームグル
ープ、またはSSDキャッシュ内の各ドライブのLEDインジケータが点灯します。

手順

1. 管理ページで、ストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
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とボリュームグループの構成）。

3. 特定するプール、ボリュームグループ、またはSSDキャッシュを選択し、メニューをクリックしま
す。More [ロケーターライトを点灯]。

選択したプール、ボリュームグループ、またはSSDキャッシュを構成するドライブのライトが点灯された
ことを示すダイアログボックスが表示されます。

4. ドライブが正常に検出されたら、*電源をオフにする*をクリックします。

容量を削除

ドライブを削除することで、既存のプールまたはSSDキャッシュの容量を減らすことが
できます。

ドライブを削除したあと、プールまたはSSDキャッシュの各ボリューム内のデータは残りのドライブに再配置
されます。削除されたドライブは割り当てが解除され、その容量はストレージアレイの合計空き容量に加算さ
れます。

このタスクについて

容量を削除する際のガイドラインを次に示します。

• SSDキャッシュ内の最後のドライブを削除するには、まずSSDキャッシュを削除する必要があります。

• プール内のドライブの数を11本より少なくすることはできません。

• 一度に削除できるドライブは最大12本です。12本を超えるドライブを削除する必要がある場合は、手順
を繰り返します。

• 削除したドライブのデータがプールまたはSSDキャッシュ内の残りのドライブに再配置される際に、プー
ルまたはSSDキャッシュにそのデータを十分に格納できる空き容量がない場合、ドライブは削除できませ
ん。

パフォーマンスへの影響は次のとおりです。

• プールまたはSSDキャッシュからドライブを削除すると、ボリュームのパフォーマンスが低下する可能性
があります。

• プールまたはSSDキャッシュから容量を削除しても、予約済み容量は消費されません。ただし、プールま
たはSSDキャッシュに残っているドライブの数に基づいて、予約済み容量が減少する可能性があります。

セキュリティ対応ドライブには、次のような影響があります。

• セキュリティ対応でない最後のドライブを削除すると、プール内に残るのはすべてセキュリティ対応のド
ライブになります。この場合、プールのセキュリティを有効にするオプションが表示されます。

• Data Assurance（DA）対応でない最後のドライブを削除すると、プール内に残るのはすべてDA対応のド
ライブになります。

• このプールに作成する新しいボリュームはすべてDA対応になります。既存のボリュームをDA対応にする
場合は、ボリュームを削除してから再作成する必要があります。

手順

1. 管理ページで、ストレージアレイを選択します。
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メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プー
ルとボリュームグループの構成）。

2. プールまたはSSDキャッシュを選択し、メニューをクリックします。More [容量の削除]

Remove Capacityダイアログボックスが表示されます。

3. リストから1つ以上のドライブを選択します。

リストでドライブを選択または選択解除すると、選択した容量の合計フィールドが更新されます。このフ
ィールドには、選択したドライブを削除後のプールまたはSSDキャッシュの合計容量が表示されます。

4. [*削除]をクリックし、ドライブを削除することを確認します。

結果

プールまたはSSDキャッシュの新しく削減された容量は、プールおよびボリュームグループビューに反映され
ます。

プールまたはボリュームグループのセキュリティを有効にします

プールまたはボリュームグループのドライブセキュリティを有効にして、プールまたは
ボリュームグループに含まれているドライブ上のデータへの不正アクセスを防止できま
す。

ドライブの読み取りおよび書き込みアクセスは、セキュリティキーが設定されたコントローラからのみ可能で
す。

作業を開始する前に

• ドライブセキュリティ機能を有効にする必要があります。

• セキュリティキーを作成する必要があります。

• プールまたはボリュームグループの状態が最適lである必要があります。

• プールまたはボリュームグループ内のすべてのドライブがセキュリティ対応である必要があります。

このタスクについて

ドライブセキュリティを使用する場合は、セキュリティ対応のプールまたはボリュームグループを選択しま
す。プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方を含め
ることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応である必要があり
ます。

一度有効にしたセキュリティを解除するには、プールまたはボリュームグループを削除してからドライブを消
去する必要があります。

手順

1. 管理ページで、プールまたはボリュームグループを含むストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。Provisioning（プロビジョニング）[Configure Pools and Volume Groups]（プール
とボリュームグループの構成）。

3. セキュリティを有効にするプールまたはボリュームグループを選択し、[メニュー:その他のセキュリティ
の有効化]をクリックします。
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[セキュリティの有効化の確認]ダイアログボックスが表示されます。

4. 選択したプールまたはボリュームグループのセキュリティを有効にすることを確認し、*有効*をクリック
します。

vCenter 向けストレージプラグインを削除します

vCenter Server Appliance からプラグインを削除し、アプリケーションホストからプラ
グイン Web サーバをアンインストールできます。

これらは、任意の順序で実行できる 2 つのステップです。ただし、プラグインの登録を解除する前にプラグ
イン Web サーバをアプリケーションホストから削除することを選択した場合、登録スクリプトはその処理中
に削除され、方法 1 を使用して登録を解除することはできません。

vCenter Server Appliance からプラグインの登録を解除します

vCenter Server Appliance からプラグインの登録を解除するには、次のいずれかの方法を選択します。

• [方法1:登録スクリプトを実行します]

• 方法2：vCenter Serverのモブページを使用する

方法1:登録スクリプトを実行します

1. コマンドラインでプロンプトを開き、次のディレクトリに移動します。

`< インストールディレクトリ >\vcenter-register-bin'

2. 「 vcenter-register.bat 」ファイルを実行します。

vcenter-register.bat

-action unregisterPlugin^

-vcenterHostname <vCenter FQDN>^

-username <Administrator Username>^

3. スクリプトが正常に実行されたことを確認します。

ログは '%install_dir%/working/logs/vc-registration.log' に保存されます

方法2：vCenter Serverのモブページを使用する

1. Web ブラウザを開き、次の URL を入力します。

https://<FQDN[] vCenter Server の数 >/mob

2. 管理者のクレデンシャルでログインします。

3. extensionManager のプロパティ名を探し ' そのプロパティに関連付けられているリンクをクリックします

4. [ * 詳細 * … ] をクリックして、プロパティリストを展開します。 リンクをクリックします。
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5. 拡張子「 plugin.netapp.eseries` 」がリストに含まれていることを確認します。

6. このメソッドが存在する場合は 'UnregisterExtension' メソッドをクリックします

7. ダイアログに「 plugin.netapp.eseries` 」という値を入力し、 * invoke method * をクリックします。

8. ダイアログを閉じ、 Web ブラウザをリフレッシュします。

9. plugin.netapp.eseries` 拡張子がリストにないことを確認します

この手順は、 vCenter Server Appliance からプラグインの登録を解除しますが、サーバからプ
ラグインパッケージファイルを削除することはありません。パッケージファイルを削除するに
は、SSHを使用してvCenter Server Applianceにアクセスし、「etc/vmware/vsphere-clientui/vc-

packages/vsphere-client-serenity」ディレクトリに移動します。次に、プラグインに関連付けら
れているディレクトリを削除します。

アプリケーションホストからプラグイン Web サーバを削除します

プラグインソフトウェアをアプリケーションホストから削除するには、次の手順を実行します。

1. アプリケーションサーバーから、 * コントロールパネル * に移動します。

2. 「 * Apps & Features * 」に移動し、「 * SANtricity Storage Plugin for vCenter * 」を選択します。

3. [ アンインストール / 変更 *] をクリックします。

確認ダイアログが開きます。

4. [ アンインストール ] をクリックします。

アンインストールが完了すると、確認メッセージが表示されます。

5. [ 完了（ Done ） ] をクリックします。

よくある質問です

どの設定がインポートされますか？

設定のインポート機能は、1つのストレージアレイから複数のストレージアレイに構成を
ロードするバッチ処理です。

この処理でインポートされる設定は、System Managerでソースストレージアレイがどのように設定されてい
るかによって異なります。複数のストレージアレイにインポートできる設定は次のとおりです。

• Email alerts--メールサーバのアドレスとアラート受信者の電子メールアドレスを設定します

• Syslogアラート-- syslogサーバのアドレスとUDPポートを含む設定。

• *snmp alerts *-- SNMPサーバのコミュニティ名とIPアドレスを含む設定。

• * AutoSupport *--個別の機能（Basic AutoSupport 、AutoSupport OnDemand、Remote Diagnostics）、メ
ンテナンス時間、配信方法、 およびディスパッチスケジュール。

• ディレクトリサービス-- LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)サーバーのドメイン名とURL、およ
びLDAPサーバーのユーザーグループとストレージアレイの定義済みロールとのマッピングが含まれま
す。
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• ストレージ構成--ボリューム(リポジトリボリューム以外のシックボリュームのみ)、ボリュームグループ、
プール、およびホットスペアドライブの割り当てが含まれます。

• システム設定--ボリュームのメディアスキャン設定、コントローラのSSDキャッシュ、および自動ロード
バランシングが含まれます(ホスト接続レポートは含まれません)。

ストレージアレイが一部表示されないのはなぜですか？

設定のインポート処理の際、ターゲットの選択ダイアログボックスに一部のストレージ
アレイが表示されないことがあります。

ストレージアレイが表示されない理由は次のとおりです。

• ファームウェアのバージョンが8.50未満である。

• ストレージアレイがオフラインになっている。

• システムがそのアレイと通信できません（アレイに証明書、パスワード、ネットワークの問題がある場合
など）。

これらのボリュームがワークロードに関連付けられていないのはなぜですか？

ボリュームをコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して作成した場合や別のス
トレージアレイから移行（インポート/エクスポート）した場合、それらのボリュームは
ワークロードに関連付けられません。

選択したワークロードはボリュームの作成にどのように影響しますか？

ボリュームの作成中に、ワークロードの使用状況に関する情報を入力するように求めら
れます。この情報に基づいて最適なボリューム構成が作成されるため、必要に応じて編
集することができます。必要に応じて、ボリューム作成のこの手順をスキップできま
す。

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーションごとに1

つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションでは、特性が似たボリュ
ームで構成されるようにワークロードが設定されます。これらのボリューム特性は、ワークロードがサポート
するアプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえば、Microsoft SQL Serverアプリケーショ
ンをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボリュームを作成すると、Microsoft SQL

Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

• アプリケーション固有--アプリケーション固有のワークロードを使用してボリュームを作成する場合、ア
プリケーションワークロードのI/Oとアプリケーションインスタンスからの他のトラフィックの競合を最小
限に抑えるために最適化されたボリューム構成が推奨される場合があります。I/Oタイプ、セグメントサイ
ズ、コントローラ所有権、読み取り/書き込みキャッシュなどのボリューム特性が自動的に推奨され、次の
アプリケーションタイプ用に作成されるワークロードに合わせて最適化されます。

◦ Microsoft SQL Server の場合

◦ Microsoft Exchange Server の略

◦ ビデオ監視アプリケーション

◦ VMware ESXi（ボリュームをVirtual Machine File Systemで使用する場合）
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ボリュームの追加/編集ダイアログボックスを使用して、推奨されるボリューム構成を確認し、システ
ムで推奨されるボリュームや特性を編集、追加、削除できます。

• その他（または特定のボリューム作成サポートのないアプリケーション）- 特定のアプリケーションに関
連付けられていないワークロードを作成する場合や、ストレージアレイで使用する予定のアプリケーショ
ンに対する最適化が組み込まれていない場合は、その他のワークロードではボリューム構成を手動で指定
する必要があります。ボリュームの追加/編集ダイアログボックスを使用して、ボリューム構成を手動で指
定する必要があります。

ボリューム、ホスト、またはホストクラスタが一部表示されないのはなぜですか？

ベースボリュームでData Assurance（DA）が有効なSnapshotボリュームを、DA対応で
ないホストに割り当てることはできません。DA対応でないホストにSnapshotボリューム
を割り当てるには、ベースボリュームのDAを無効にする必要があります。

Snapshotボリュームを割り当てるホストについては、次のガイドラインを考慮してください。

• DA対応でないI/Oインターフェイスを使用してストレージアレイに接続されているホストは、DA対応では
ありません。

• ホストメンバーが1つでもDA対応でないホストクラスタは、DA対応ではありません。

Snapshot（整合性グループ、Snapshotグループ、Snapshotイメージ、Snapshotボリューム
）、ボリュームコピーに関連付けられているボリュームでは、DAを無効にできません。 ミラ
ーリングも可能です。ベースボリュームのDAを無効にするには、最初に関連付けられているす
べてのリザーブ容量とSnapshotオブジェクトを削除する必要があります。

選択したワークロードを削除できないのはなぜですか？

このワークロードは、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して作成されたボ
リューム、または別のストレージアレイから移行（インポート/エクスポート）されたボ
リュームのグループで構成されています。そのため、このワークロード内のボリューム
はアプリケーション固有のワークロードに関連付けられておらず、ワークロードを削除
することはできません。

アプリケーション固有のワークロードはストレージアレイの管理にどのように役立ちますか？

アプリケーション固有のワークロードのボリューム特性は、ワークロードがストレージ
アレイのコンポーネントとやり取りする方法を決定し、特定の構成下での環境のパフォ
ーマンスを判断するのに役立ちます。

アプリケーションとは、SQL ServerやExchangeなどのソフトウェアです。アプリケーションごとに、サポー
トするワークロードを1つ以上定義します。一部のアプリケーションについては、ストレージを最適化するボ
リューム構成が自動的に提示されます。ボリューム構成には、I/Oタイプ、セグメントサイズ、コントローラ
所有権、読み取りと書き込みのキャッシュなどの特性が含まれます。

拡張後の容量を認識させるにはどうすればよいですか？

ボリュームの容量を拡張した場合、その拡張した容量がホストですぐに認識されないこ
とがあります。
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ほとんどのオペレーティングシステムでは、拡張されたボリューム容量を認識し、ボリューム拡張の開始後に
自動的に拡張が行われます。ただし、この処理が行われない場合もあります。拡張されたボリューム容量
をOSが自動的に認識しない場合は、ディスクの再スキャンまたはリブートが必要になる可能性があります。

ボリュームの容量を拡張したら、それに応じてファイルシステムのサイズを手動で拡張する必要があります。
方法は、使用しているファイルシステムによって異なります。

詳細については、ホストオペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

ホストの割り当てをあとで実行する場合に選択します。

ボリューム作成プロセスの速度を上げる場合は、ホスト割り当ての手順を省略して、新
しく作成したボリュームをオフラインにすることができます。

新しく作成するボリュームを初期化する必要があります。システムは、Immediate Available Format（IAF）バ
ックグラウンド初期化プロセスまたはオフラインプロセスのいずれかのモードを使用して初期化できます。

ボリュームをホストにマッピングすると、そのグループ内のすべての初期化中のボリュームがバックグラウン
ド初期化に強制的に移行します。このバックグラウンド初期化プロセスにより、同時ホストI/Oが可能になり
ますが、これには時間がかかることがあります。

ボリュームグループ内のいずれのボリュームもマッピングされていない場合、オフライン初期化が実行されま
す。オフラインプロセスはバックグラウンドプロセスよりもはるかに高速です。

ホストブロックサイズの要件について、どのような点に注意する必要がありますか？

EF300システムとEF600システムの場合は、ボリュームを設定して512バイトまた
は4KiBのブロックサイズ（「セクターサイズ」とも呼ばれる）をサポートすることがで
きます。ボリュームの作成時に正しい値を設定する必要があります。可能であれば、適
切なデフォルト値が推奨されます。

ボリュームのブロックサイズを設定する前に、次の制限事項とガイドラインを確認してください。

• 一部のオペレーティングシステムと仮想マシン（現時点ではVMwareなど）は512バイトのブロックサイズ
を必要とし、4KiBをサポートしないため、ボリュームを作成する前にホストの要件を確認してください。
通常、最適なパフォーマンスを得るには、ボリュームを4KiBのブロックサイズに設定します。ただし、ホ
ストで4KiB（または「4Kn」）のブロックを使用できることを確認します。

• プールまたはボリュームグループ用に選択したドライブのタイプによって、サポートされるボリュームブ
ロックサイズも次のように決まります。

◦ 512バイトブロックに書き込むドライブを使用してボリュームグループを作成する場合、作成できるの
は512バイトブロックのボリュームのみです。

◦ 4KiBブロックに書き込むドライブを使用してボリュームグループを作成する場合は、512バイトまた
は4KiBブロックでボリュームを作成します。

• アレイにiSCSIホストインターフェイスカードが搭載されている場合、すべてのボリュームは（ボリュー
ムグループのブロックサイズに関係なく）512バイトブロックに制限されます。これは、特定のハードウ
ェアの実装が原因です。

• 一度設定したブロックサイズは変更できません。ブロックサイズを変更する必要がある場合は、ボリュー
ムを削除して再作成する必要があります。
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ホストクラスタを作成する必要があるのはどのような場合ですか？

複数のホストから同じボリュームセットにアクセスする場合は、ホストクラスタを作成
する必要があります。通常、個々のホストには、ボリュームへのアクセスを調整するた
めのクラスタリングソフトウェアがインストールされています。

正しいホストオペレーティングシステムタイプを特定するにはどうすればよいですか？

Host Operating System Typeフィールドには、ホストのオペレーティングシステムが表
示されます。推奨されるホストタイプをドロップダウンリストから選択するか、Host

Context Agent（HCA）でホストおよび適切なホストオペレーティングシステムのタイプ
を設定することができます。

ドロップダウンリストに表示されるホストタイプは、ストレージアレイのモデルとファームウェアバージョン
によって異なります。最新バージョンでは、最も一般的なオプションが最初に表示されますが、これは最も適
切なオプションです。このリストに表示されるオプションが完全にサポートされているとは限りません。

ホストのサポートの詳細については、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool

で確認できます"。

リストに表示されるホストタイプは次のとおりです。

ホストオペレーティングシステムのタイプ オペレーティングシステム（OS）とマルチパスドラ
イバ

Linux DM-MP（カーネル3.10以降） Device Mapper Multipathのフェイルオーバー解決策
と3.10以降のカーネルを使用するLinuxオペレーティ
ングシステムをサポートします。

VMware ESXi VMwareに組み込みのストレージアレイタイプポリシ
ーモジュールであるSATP_ALUAを使用してNative

Multipathing Plug-in（NMP）アーキテクチャを実行す
るVMware ESXiオペレーティングシステムをサポー
トします。

Windows（クラスタまたは非クラスタ） ATTOマルチパスドライバを実行しないWindowsクラ
スタ構成または非クラスタ構成をサポートします。

ATTOクラスタ（すべてのオペレーティングシステム
）

ATTO Technology、Inc.のマルチパスドライバを使用
するすべてのクラスタ構成をサポートします。

Linux（Veritas DMP） Veritas DMPマルチパス解決策 を使用するLinuxオペ
レーティングシステムをサポートします。

Linux（ATTO） ATTO Technology、Inc.のマルチパスドライバを使用
するLinuxオペレーティングシステムをサポートしま
す。

Mac OS の場合 ATTO Technology、Inc.のマルチパスドライバを使用
するMac OSバージョンをサポートします。

Windows（ATTO） ATTO Technology、Inc.のマルチパスドライバを使用
するWindowsオペレーティングシステムをサポートし
ます。
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ホストオペレーティングシステムのタイプ オペレーティングシステム（OS）とマルチパスドラ
イバ

FlexArray （ALUA） マルチパスにALUAを使用するNetApp FlexArray シス
テムをサポートします。

IBM SVCの場合 IBM SAN Volume Controller構成をサポートします。

工場出荷時のデフォルト ストレージアレイの初回起動用です。ホストオペレー
ティングシステムのタイプが工場出荷時のデフォルト
に設定されている場合は、接続先ホストで実行されて
いるホストオペレーティングシステムとマルチパスド
ライバに合わせて変更します。

Linux DM-MP（カーネル3.9以前） Device Mapper Multipathのフェイルオーバー解決策
と3.9以前のカーネルを使用するLinuxオペレーティン
グシステムをサポートします。

Windowsクラスタ（廃止） ホストオペレーティングシステムのタイプがこの値に
設定されている場合は、代わりにWindows（クラスタ
または非クラスタ）の設定を使用します。

HCAがインストールされ、ストレージがホストに接続されると、HCAはI/Oパス経由でホストトポロジをスト
レージコントローラに送信します。ホストトポロジに基づいて、ストレージコントローラはホストと関連する
ホストポートを自動的に定義し、ホストタイプを設定します。

推奨されるホストタイプがHCAで選択されない場合は、ホストタイプを手動で設定する必要が
あります。

ホストポートをホストに一致させるにはどうすればよいですか？

ホストを手動で作成する場合は、まずホストで利用可能な適切なHost Bus Adapter

（HBA；ホストバスアダプタ）ユーティリティを使用して、ホストにインストールされ
ている各HBAに関連付けられているホストポート識別子を特定する必要があります。

この情報を確認したら、Create Hostダイアログのリストから、ストレージアレイにログインしているホスト
ポート識別子を選択します。

作成するホストに適したホストポート識別子を選択してください。誤ったホストポート識別子
を関連付けると、別のホストからこのデータへの原因 の意図しないアクセスが発生する可能性
があります。

各ホストにインストールされているHost Context Agent（HCA）を使用してホストを自動的に作成する場合
は、HCAによって各ホストにホストポート識別子が自動的に関連付けられ、適宜設定されます。

デフォルトクラスタとは何ですか？

デフォルトクラスタはシステム定義のエンティティです。ストレージアレイにログイン
したホストポート識別子が関連付けられていない場合、そのポートはデフォルトクラス
タに割り当てられているボリュームにアクセスできます。

関連付けられていないホストポート識別子は、特定のホストに論理的に関連付けられておらず、ホストに物理
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的に搭載されてストレージアレイにログインしているホストポートです。

ホストがストレージアレイ内の特定のボリュームにアクセスできるようにする場合は、デフォ
ルトクラスタを使用しないでください。代わりに、ホストポート識別子を対応するホストに関
連付ける必要があります。このタスクは、ホストの作成時に手動で実行することも、各ホスト
にインストールされているHost Context Agent（HCA）を使用して自動的に実行することもで
きます。その後、ボリュームを個々のホストまたはホストクラスタに割り当てます。

デフォルトクラスタは、外部ストレージ環境がすべてのホストにアクセスできるようにし、ストレージアレイ
に接続されているすべてのログイン済みホストポート識別子がすべてのボリュームにアクセスできるようにす
る（フルアクセスモード）場合にのみ使用してください。 特にストレージアレイやユーザインターフェイス
でホストが認識されないようにする必要があります。

最初にボリュームをデフォルトクラスタに割り当てる際には、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使
用する必要があります。ただし、ボリュームを少なくとも1つデフォルトクラスタに割り当てると、このエン
ティティを管理できるユーザインターフェイスに表示されます（デフォルトクラスタ）。

冗長性チェックとは何ですか？

冗長性チェックでは、プールまたはボリュームグループ内のボリューム上のデータに整
合性があるかどうかが判別されます。冗長性データは、プールまたはボリュームグルー
プ内のいずれかのドライブで障害が発生した場合に、交換用ドライブに迅速に情報を再
構築するために使用されます。

このチェックは、一度に1つのプールまたはボリュームグループでのみ実行できます。ボリュームの冗長性チ
ェックでは、次の処理が実行されます。

• RAID 3ボリューム、RAID 5ボリューム、またはRAID 6ボリューム内のデータブロックがスキャンされ、
各ブロックの冗長性情報がチェックされます。（RAID 3をボリュームグループに割り当てるには、コマン
ドラインインターフェイスを使用する必要があります）。

• RAID 1のミラーリングされたドライブ上のデータブロックが比較されます。

• データに整合性がないことがコントローラファームウェアで確認された場合は、冗長性エラーが返されま
す。

同じプールまたはボリュームグループですぐに冗長性チェックを実行すると、原因 でエラーが
発生する場合があります。この問題を回避するには、同じプールまたはボリュームグループで
別の冗長性チェックを実行する前に、1~2分待ってください。

予約済み容量とは何ですか？

予約済み容量は、ドライブ障害に備えてプール内に確保されている容量（ドライブ数）
です。

プールが作成されると、プール内のドライブ数に応じて自動的にデフォルトの予約済み容量が確保されます。

プールの予約済み容量は再構築時に使用されますが、ボリュームグループでは同じ目的でホットスペアドライ
ブが使用されます。予約済み容量を使用する方式は、再構築の時間を短縮できるため、ホットスペアドライブ
よりも優れています。予約済み容量は、ホットスペアドライブの場合は1本のドライブに確保されるのではな
く、プール内の複数のドライブに分散されるため、特定のドライブの速度や可用性に制限されません。
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アプリケーションに最適なRAIDレベルはどれですか？

ボリュームグループのパフォーマンスを最大限に高めるには、適切なRAIDレベルを選択
する必要があります。

適切なRAIDレベルを特定するには、ボリュームグループにアクセスしているアプリケーションでの読み取り
と書き込みの割合を把握します。これらの割合を取得するには、[パフォーマンス]ページを使用します。

RAIDレベルとアプリケーションパフォーマンス

RAIDには、レベルと呼ばれる一連の構成が採用されており、ユーザデータと冗長性データのドライブに対す
る書き込み/読み出し方法が決定されます。RAIDレベルごとにパフォーマンス機能が異なります。読み取り比
率が高いアプリケーションの場合、RAID 5ボリュームまたはRAID 6ボリュームを使用するとパフォーマンス
が向上します。これは、RAID 5およびRAID 6構成の読み取りパフォーマンスが優れているためです。

読み取り比率が低い（書き込み中心の）アプリケーションの場合、RAID 5ボリュームまたはRAID 6ボリュー
ムでは同様のパフォーマンスを実現できません。パフォーマンスの低下は、コントローラがデータと冗長性デ
ータをRAID 5ボリュームグループまたはRAID 6ボリュームグループのドライブに書き込む方法に起因しま
す。

次の情報に基づいてRAIDレベルを選択します。

RAID 0

概要 ：

• 冗長性なし、ストライピングモード。

• RAID 0は、ボリュームグループ内のすべてのドライブにデータをストライピングします。

データ保護機能：

• 高可用性が求められる場合、RAID 0は推奨されません。RAID 0は重要度の低いデータに適しています。

• ボリュームグループ内の1本のドライブで障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュームで
障害が発生し、すべてのデータが失われます。

必要なドライブ数：

• RAIDレベル0には少なくとも1本のドライブが必要です。

• RAID 0ボリュームグループには30本を超えるドライブを含めることができます。

• ストレージアレイのすべてのドライブを含むボリュームグループを作成できます。

RAID 1またはRAID 10

概要 ：

• ストライピング/ミラーモード。

どのように機能するか:

• RAID 1では、ディスクミラーリングを使用して、2本のディスクに同時にデータが書き込まれます。
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• RAID 10は、ドライブストライピングを使用して、複数のミラーリングされたドライブペアにデータをス
トライピングします。

データ保護機能：

• RAID 1とRAID 10は、ハイパフォーマンスと最高のデータ可用性を提供します。

• RAID 1とRAID 10は、ドライブミラーリングを使用して、あるドライブから別のドライブにまったく同じ
コピーを作成します。

• ドライブペアの一方のドライブで障害が発生した場合、ストレージアレイはデータやサービスを失うこと
なくもう一方のドライブに即座に切り替えることができます。

• 単一ドライブ障害が発生すると、関連付けられているボリュームはデグレード状態になります。ミラード
ライブがデータへのアクセスを許可します。

• ボリュームグループ内のドライブペアで障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュームで障
害が発生し、データが失われる可能性があります。

必要なドライブ数：

• RAID 1には、ユーザデータ用に1本、ミラーデータ用に1本、合計2本以上のドライブが必要です。

• 4本以上のドライブを選択すると、ボリュームグループ全体でRAID 10が自動的に設定されます。ユーザデ
ータ用にドライブが2本、ミラーデータ用にドライブが2本です。

• ボリュームグループのドライブ数は偶数でなければなりません。ドライブ数が偶数ではなく未割り当ての
ドライブが残っている場合は、「* Pools & Volume Groups」に移動してボリュームグループにドライブを
追加し、処理を再試行します。

• RAID 1とRAID 10のボリュームグループは、30本を超えるドライブで構成できます。ストレージアレイの
すべてのドライブを含むボリュームグループを作成できます。

RAID 5

概要 ：

• 高I/Oモード。

どのように機能するか:

• ユーザデータと冗長性情報（パリティ）が複数のドライブにストライピングされます。

• 冗長性情報を格納するために、ドライブ1本分の容量が使用されます。

データ保護機能

• RAID 5ボリュームグループで1本のドライブに障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュー
ムがデグレード状態になります。冗長な情報があるので、データには引き続きアクセスできます。

• RAID 5ボリュームグループで複数のドライブに障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュー
ムに障害が発生し、すべてのデータが失われます。

必要なドライブ数：

• ボリュームグループには最低3本のドライブが必要です。
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• 通常、ボリュームグループのドライブ数は最大30本に制限されます。

RAID 6

概要 ：

• 高I/Oモード。

どのように機能するか:

• ユーザデータと冗長性情報（デュアルパリティ）が複数のドライブにストライピングされます。

• 冗長性情報を格納するために、ドライブ2本分の容量が使用されます。

データ保護機能：

• RAID 6ボリュームグループで1本または2本のドライブに障害が発生すると、関連付けられているすべての
ボリュームがデグレード状態になりますが、冗長性情報があるためデータには引き続きアクセスできま
す。

• RAID 6ボリュームグループで3本以上のドライブに障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリ
ュームに障害が発生し、すべてのデータが失われます。

必要なドライブ数：

• ボリュームグループには最低5本のドライブが必要です。

• 通常、ボリュームグループのドライブ数は最大30本に制限されます。

プールのRAIDレベルは変更できません。ユーザーインタフェースは’プールを自動的にRAID 6

として構成します

RAIDレベルとデータ保護

RAID 1、RAID 5、およびRAID 6は、フォールトトレランス用に冗長性データをドライブメディアに書き込み
ます。冗長性データには、データのコピー（ミラー）、またはデータから導出されたエラー修正コードがあり
ます。ドライブで障害が発生した場合は、冗長性データを使用して交換用ドライブに迅速に情報を再構築でき
ます。

単一のボリュームグループ全体で単一のRAIDレベルを設定します。そのボリュームグループの冗長性データ
は、すべてボリュームグループ内に格納されます。ボリュームグループの容量は、メンバードライブのアグリ
ゲート容量から冗長性データ用に確保された容量を引いた値です。冗長性を確保するために必要な容量は、使
用するRAIDレベルによって異なります。

一部のドライブが表示されないのはなぜですか？

容量の追加ダイアログで、既存のプールまたはボリュームグループに容量を追加できる
ドライブがすべて表示されるわけではありません。

ドライブを追加できない理由は次のとおりです。

• 未割り当てで、セキュリティ有効でないドライブを指定する必要があります。すでに別のプールやボリュ
ームグループに含まれているドライブ、またはホットスペアとして設定されているドライブは使用できま
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せん。未割り当てだが、セキュリティ有効なドライブは、手動で消去すると使用可能になります。

• 最適な状態でないドライブは使用できません。

• 容量が小さすぎるドライブは使用できません。

• プールまたはボリュームグループ内でドライブのメディアタイプが一致している必要があります。次のも
のを混在させることはできません。

◦ ソリッドステートディスク（SSD）搭載のハードディスクドライブ（HDD）

◦ NVMeとSASドライブ

◦ ボリュームブロックサイズが512バイトおよび4KiBのドライブ

• プールまたはボリュームグループに含まれているドライブがすべてセキュリティ対応の場合は、セキュリ
ティ対応でないドライブは表示されません。

• プールまたはボリュームグループに含まれているドライブがすべて連邦情報処理標準（FIPS）ドライブの
場合、非FIPSドライブは表示されません。

• プールまたはボリュームグループに含まれているドライブがすべてData Assurance（DA）対応で、プー
ルまたはボリュームグループにDA有効ボリュームが1つ以上ある場合は、DA非対応のドライブは使用でき
ないためプールまたはボリュームグループに追加できません。ただし、プールまたはボリュームグループ
にDA有効ボリュームがない場合は、DA非対応のドライブをプールまたはボリュームグループに追加でき
ます。DA対応と非対応のドライブが混在している場合は、DA対応ボリュームを作成できないことに注意
してください。

ストレージアレイの容量は、新しいドライブを追加するか、プールまたはボリュームグループ
を削除することで増やすことができます。

予約済み容量を増やせない場合、どのような理由が考えられますか？

使用可能なすべての容量でボリュームを作成した場合は、予約済み容量を増やせないこ
とがあります。

予約済み容量は、ドライブ障害に備えてプール内に確保されている容量（ドライブ数）です。プールが作成さ
れると、プール内のドライブ数に応じて自動的にデフォルトの予約済み容量が確保されます。使用可能なすべ
ての容量でボリュームを作成している場合は、ドライブを追加するかボリュームを削除してプールに容量を追
加しないと、予約済み容量を増やすことはできません。

予約済み容量は、プールおよびボリュームグループから変更できます。編集するプールを選択します。[設定
の表示/編集]をクリックし、[設定]タブを選択します。

予約済み容量はプール内の複数のドライブに分散されますが、予約するときはドライブ数で指
定します。

Data Assuranceとは何ですか？

Data Assurance（DA）はT10 Protection Information（PI）標準を実装しています。I/Oパ
スでデータが転送される際に発生する可能性のあるエラーをチェックして修正すること
で、データの整合性が向上します。

Data Assurance機能の一般的な用途として、コントローラとドライブ間のI/Oパスがチェックされます。DA

機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。
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この機能を有効にすると、ボリューム内の各データブロックに巡回冗長検査（CRC）と呼ばれるエラーチェ
ック用のコードが付加されます。データブロックが移動されると、ストレージアレイはこれらのCRCコード
を使用して、転送中にエラーが発生したかどうかを判断します。破損している可能性があるデータはディスク
に書き込まれず、ホストにも返されません。DA機能を使用する場合は、新しいボリュームを作成するとき
にDAに対応したプールまたはボリュームグループを選択します（プールとボリュームグループの候補の表
で、「* DA *」の横の「*はい」*を探します）。

これらのDA対応ボリュームは、必ずDAに対応したI/Oインターフェイスを使用しているホストに割り当てて
ください。DAに対応したI/Oインターフェイスには、ファイバチャネル、SAS、iSCSI over TCP/IP

、NVMe/FC、NVMe/IB、 NVMe/RoCEとiSER over InfiniBand（iSCSI Extensions for RDMA/IB）：SRP over

InfiniBandではDAはサポートされていません。

FDE / FIPSセキュリティとは何ですか？

FDE / FIPSセキュリティとは、一意の暗号化キーを使用して書き込み時にデータを暗号
化し、読み取り時に復号化するセキュリティ対応ドライブを指します。

セキュリティ対応ドライブは、ストレージアレイから物理的に取り外されたドライブ上のデータへの不正アク
セスを防止します。セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標
準（FIPS）ドライブがあります。FIPSドライブは認定テストをパスしたドライブです。

FIPSのサポートが必要なボリュームには、FIPSドライブのみを使用します。ボリュームグルー
プまたはプールにFIPSドライブとFDEドライブが混在している場合、すべてのドライブがFDE

ドライブとして扱われます。また、FIPSドライブのみを含むボリュームグループまたはプール
では、FDEドライブを追加したりスペアとして使用したりすることはできません。

セキュリティ対応（ドライブセキュリティ）とは何ですか？

ドライブセキュリティは、セキュリティ有効ドライブをストレージアレイから取り外し
たときに、そのドライブ上のデータへの不正アクセスを防止する機能です。

対応するドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがありま
す。

SSDキャッシュのすべての統計情報を表示するにはどうすればよいですか？また、何が

SSDキャッシュについては、一般統計と詳細統計を表示できます。

一般統計は詳細統計のサブセットです。詳細統計は、すべてのSSD統計を.csvファイルにエクスポートした場
合にのみ表示できます。統計を確認および解釈する際には、複数の統計を組み合わせることで見えてくる情報
もあることに注意してください。

一般統計

SSDキャッシュの統計を表示するには、* Manage *ページに移動します。メニューを選択しま
す。Provisioning [プールとボリュームグループの構成]。統計を表示するSSDキャッシュを選択し、メニュー
を選択します。More [View Statistics]公称統計はView SSD Cache Statistics（SSDキャッシュ統計の表示）ダ
イアログに表示されます。

この機能は、EF600またはEF300ストレージシステムでは使用できません。
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このリストには、詳細統計のサブセットである一般統計が表示されます。

詳細統計

詳細統計は、一般統計とその他の統計で構成されます。これらの追加統計は一般統計とともに保存されます
が、一般統計とは異なり、View SSD Cache Statistics（SSDキャッシュ統計の表示）ダイアログには表示され
ません。詳細統計を表示するには、統計を.csvファイルにエクスポートする必要があります。

一般統計のあとに詳細統計が表示されます。

シェルフ損失の保護およびドロワー損失の保護とは何ですか？

シェルフ損失の保護とドロワー損失の保護は、シェルフまたはドロワーで単一障害が発
生した場合にデータアクセスを維持するためのプールとボリュームグループの属性で
す。

シェルフ損失の保護

シェルフは、ドライブまたはドライブとコントローラを格納するエンクロージャです。シェルフ損失の保護が
有効な場合、1台のドライブシェルフとの通信が完全に失われた場合でもプールまたはボリュームグループ内
のボリューム上のデータへのアクセスが保証されます。通信が完全に失われるケースには、ドライブシェルフ
の電源喪失や、両方のI/Oモジュール（IOM）の障害などがあります。

プールまたはボリュームグループですでにドライブに障害が発生している場合は、シェルフ損
失の保護は保証されません。この状況で、ドライブシェルフへのアクセス、さらにその結果プ
ールまたはボリュームグループ内の別のドライブへのアクセスを失うと、データが失われま
す。

シェルフ損失の保護の条件は、次の表で説明するように、保護の手法によって異なります。

レベル シェルフ損失の保護の条件 必要なシェルフの最小数

プール プールには少なくとも5つのシェル
フのドライブが含まれている必要
があり、各シェルフで同じ数のド
ライブが必要です。シェルフ損失
の保護は大容量シェルフには適用
されません。大容量シェルフがあ
るシステムの場合は、ドロワー損
失の保護を参照してください。

5.

RAID 6 ボリュームグループに同じドロワ
ーのドライブが3本以上含まれな
い。

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のシェルフに配置さ
れている。

3.

RAID 1 RAID 1ペアのドライブがそれぞれ
別のシェルフに配置されている。

2.

RAID 0 シェルフ損失の保護は実現できな
い。

該当なし
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ドロワー損失の保護

ドロワーはシェルフのコンパートメントの1つで、引き出してドライブを設置します。ドロワーを備えている
のは大容量シェルフのみです。ドロワー損失の保護が有効な場合、1つのドロワーとの通信が完全に失われた
場合でもプールまたはボリュームグループ内のボリューム上のデータへのアクセスが保証されます。通信が完
全に失われるケースには、ドロワーの電源喪失や、ドロワー内のコンポーネント障害などがあります。

プールまたはボリュームグループですでにドライブに障害が発生している場合は、ドロワー損
失の保護は保証されません。この状況でドロワーにアクセスできなくなると（その結果プール
またはボリュームグループ内の別のドライブにアクセスできなくなると）、データが失われま
す。

ドロワー損失の保護の条件は、次の表で説明するように、保護の手法によって異なります。

レベル ドロワー損失の保護の基準 必要なドロワーの最小数

プール プール候補にはすべてのドロワー
のドライブを含める必要があり、
各ドロワーに同じ数のドライブが
必要です。プールには少なくとも5

つのドロワーのドライブが含まれ
ている必要があり、各ドロワーに
同じ数のドライブが必要です。60

ドライブのシェルフでは、プール
に含まれる15、20、25、30、35で
ドロワー損失の保護を実現できま
す。 40、45、50、55、または60ド
ライブ。初回作成後に、5の倍数で
プールに追加できます。

5.

RAID 6 ボリュームグループに同じドロワ
ーのドライブが3本以上含まれな
い。

3.

RAID 3または5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のドロワーに配置さ
れている

3.

RAID 1 ミラーペアのドライブがそれぞれ
別のドロワーに配置されている。

2.

RAID 0 ドロワー損失の保護は実現できな
い。

該当なし

シェルフ損失およびドロワー損失の保護を維持するにはどうすればよいですか？

プールまたはボリュームグループのシェルフ損失およびドロワー損失の保護を維持する
には、次の表の基準を使用します。
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レベル シェルフ/ドロワー損失の保護の基
準

必要なシェルフ/ドロワーの最小数

プール シェルフの場合、プールに同じシ
ェルフのドライブが3本以上含まれ
ない。ドロワーの場合、プールに
各ドロワーから同数のドライブが
含まれている。

ドロワー用のシェルフ5の場合は6

RAID 6 ボリュームグループに同じシェル
フまたはドロワーのドライブが3本
以上含まれない。

3.

RAID 3またはRAID 5 ボリュームグループ内のドライブ
がすべて別々のシェルフまたはド
ロワーに配置されている。

3.

RAID 1 ミラーペア内のドライブがそれぞ
れ別のシェルフまたはドロワーに
配置されている。

2.

RAID 0 シェルフ/ドロワー損失の保護は実
現できない。

該当なし

プールまたはボリュームグループですでにドライブに障害が発生している場合は、シェルフ/ド
ロワー損失の保護は維持されません。この状況で、ドライブシェルフまたはドロワーへのアク
セス、さらにその結果プールまたはボリュームグループ内の別のドライブへのアクセスを失う
と、データが失われます。

プールの最適化容量とは何ですか？

SSDドライブでは、その容量の一部が未割り当ての場合に寿命が長くなり、最大書き込
みパフォーマンスが向上します。

プールに関連付けられているドライブの未割り当て容量は、プールの予約済み容量、空き容量（ボリュームで
使用されていない容量）、および使用可能容量のうちの最適化容量として確保された容量で構成されます。こ
の最適化容量は使用可能容量を減らすことで最小レベルの最適化容量を確保するため、ボリュームの作成には
使用できません。

プールの作成時に、パフォーマンス、ドライブの寿命、使用可能容量のバランスに基づいて、推奨される最適
化容量が決定されます。プール設定ダイアログにある追加の最適化容量スライダを使用すると、プールの最適
化容量を調整できます。スライダを動かすことで、使用可能容量を犠牲にしてパフォーマンスの向上とドライ
ブ寿命の延長を図るか、またはパフォーマンスとドライブ寿命を犠牲にして使用可能容量を増やすことができ
ます。

追加の最適化容量スライダは、EF600およびEF300ストレージシステムに対してのみ使用でき
ます。

ボリュームグループの最適化容量とは何ですか？

SSDドライブでは、その容量の一部が未割り当ての場合に寿命が長くなり、最大書き込
みパフォーマンスが向上します。
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ボリュームグループに関連付けられているドライブの未割り当て容量は、ボリュームグループの空き容量（ボ
リュームで使用されていない容量）と、使用可能容量のうちの最適化容量として確保された容量で構成されま
す。この最適化容量は使用可能容量を減らすことで最小レベルの最適化容量を確保するため、ボリュームの作
成には使用できません。

ボリュームグループの作成時に、パフォーマンス、ドライブの寿命、使用可能容量のバランスに基づいて、推
奨される最適化容量が決定されます。ボリュームグループ設定ダイアログの最適化容量のスライダを使用し
て、ボリュームグループの最適化容量を調整できます。スライダを動かすことで、使用可能容量を犠牲にして
パフォーマンスの向上とドライブ寿命の延長を図るか、またはパフォーマンスとドライブ寿命を犠牲にして使
用可能容量を増やすことができます。

追加の最適化容量のスライダは、EF600およびEF300ストレージシステムに対してのみ使用で
きます。

リソースプロビジョニング機能とは何ですか？

リソースプロビジョニングは、EF300およびEF600ストレージアレイで使用できる機能
です。これにより、バックグラウンドの初期化プロセスを実行せずに、ボリュームをた
だちに使用できます。

リソースプロビジョニングボリュームは、SSDグループまたはプール内のシックボリュームです。ボリューム
の作成時にはドライブ容量が割り当てられますが（ボリュームに割り当てられます）、ドライブブロックは割
り当て解除されます（マッピング解除されます）。これに対し、従来のシックボリュームでは、Data

Assurance保護情報のフィールドを初期化し、各RAIDストライプでデータとRAIDパリティの整合性を確保す
るために、すべてのドライブブロックがバックグラウンドボリューム初期化処理中にマッピングまたは割り当
てられます。リソースプロビジョニングボリュームでは、時間制限付きのバックグラウンド初期化は実行され
ません。代わりに、各RAIDストライプは、ストライプ内のボリュームブロックへの最初の書き込み時に初期
化されます。

リソースプロビジョニングボリュームはSSDボリュームグループおよびプールでのみサポートされます。グル
ープまたはプール内のすべてのドライブでNVMeのDeallocated or Unwritten Logical Block Error（DULBE）エ
ラーリカバリ機能がサポートされます。リソースでプロビジョニングされたボリュームを作成すると、そのボ
リュームに割り当てられていたすべてのドライブブロックが割り当て解除（マッピング解除）されます。ま
た、ホストではNVMe Dataset Managementコマンドを使用して、ボリューム内の論理ブロックの割り当てを
解除できます。ブロックの割り当てを解除すると、SSDの消耗度が改善され、書き込みパフォーマンスが最大
化されます。向上率はドライブのモデルと容量によって異なります。

リソースでプロビジョニングされるボリューム機能について、どのような点に注意する必要がありますか？

リソースプロビジョニングは、EF300およびEF600ストレージアレイで使用できる機能
です。これにより、バックグラウンドの初期化プロセスを実行せずに、ボリュームをた
だちに使用できます。

リソースプロビジョニング機能は現在使用できません。ビューによっては、コンポーネントが
リソースプロビジョニング対応と報告される場合がありますが、リソースプロビジョニングボ
リュームを作成する機能は、あとで更新するまで無効になっています。

リソースでプロビジョニングされたボリューム

リソースプロビジョニングボリュームは、SSDグループまたはプール内のシックボリュームです。ボリューム
の作成時にはドライブ容量が割り当てられますが（ボリュームに割り当てられます）、ドライブブロックは割
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り当て解除されます（マッピング解除されます）。これに対し、従来のシックボリュームでは、Data

Assurance保護情報のフィールドを初期化し、各RAIDストライプでデータとRAIDパリティの整合性を確保す
るために、すべてのドライブブロックがバックグラウンドボリューム初期化処理中にマッピングまたは割り当
てられます。リソースプロビジョニングボリュームでは、時間制限付きのバックグラウンド初期化は実行され
ません。代わりに、各RAIDストライプは、ストライプ内のボリュームブロックへの最初の書き込み時に初期
化されます。

リソースプロビジョニングボリュームはSSDボリュームグループおよびプールでのみサポートされます。グル
ープまたはプール内のすべてのドライブでNVMeのDeallocated or Unwritten Logical Block Error（DULBE）エ
ラーリカバリ機能がサポートされます。リソースでプロビジョニングされたボリュームを作成すると、そのボ
リュームに割り当てられていたすべてのドライブブロックが割り当て解除（マッピング解除）されます。ま
た、ホストではNVMe Dataset Managementコマンドを使用して、ボリューム内の論理ブロックの割り当てを
解除できます。ブロックの割り当てを解除すると、SSDの消耗度が改善され、書き込みパフォーマンスが最大
化されます。向上率はドライブのモデルと容量によって異なります。

機能の有効化と無効化

DULBEがサポートされているシステムでは、リソースプロビジョニングがデフォルトで有効になっていま
す。このデフォルト設定は、プールとボリュームグループで無効にできます。リソースプロビジョニングの無
効化は、既存のボリュームに対する永続的な処理であり、元に戻すことはできません（つまり、これらのボリ
ュームグループおよびプールのリソースプロビジョニングを再度有効にすることはできません）。

新しいボリュームのリソースプロビジョニングを再度有効にするには、[設定][システム]メニューを使用しま
す。リソースのプロビジョニングを再度有効にすると、新しく作成したボリュームグループとプールのみに影
響する点に注意してください。既存のボリュームグループおよびプールは変更されません。必要に応じて、[

設定][システム]メニューからリソースプロビジョニングを再度無効にすることもできます。

内部セキュリティキー管理と外部セキュリティキー管理の違いは何ですか？

ドライブセキュリティ機能を実装している場合は、内部セキュリティキーまたは外部セ
キュリティキーを使用して、セキュリティ有効ドライブがストレージアレイから取り外
されたときにデータをロックダウンすることができます。

セキュリティキーは、ストレージアレイのセキュリティ有効ドライブとコントローラで共有される文字列で
す。内部キーは、コントローラの永続的メモリに保持されます。外部キーは、Key Management

Interoperability Protocol（KMIP）を使用して別のキー管理サーバに保持されます。

セキュリティキーを作成するときは、どのような点に注意する必要がありますか？

セキュリティキーは、ストレージアレイ内のコントローラとセキュリティ有効ドライブ
によって共有されます。セキュリティ有効ドライブをストレージアレイから取り外す
と、セキュリティキーによってデータが不正アクセスから保護されます。

セキュリティキーは次のいずれかの方法で作成および管理できます。

• コントローラの永続的メモリ上での内部キー管理。

• 外部キー管理サーバでの外部キー管理

内部キー管理

コントローラの永続的メモリ上のアクセスできない場所に内部キーが保持され、「非表示」になります。内部
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セキュリティキーを作成する前に、次の作業を行う必要があります。

1. ストレージアレイにセキュリティ対応ドライブを取り付けます。対応するドライブには、Full Disk

Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

2. ドライブセキュリティ機能が有効になっていることを確認します。ドライブセキュリティ機能を有効にす
る手順については、必要に応じてストレージベンダーに問い合わせてください。

識別子とパスフレーズを定義して、内部セキュリティキーを作成します。識別子は、セキュリティキーに関連
付けられる文字列で、コントローラとキーに関連付けられたすべてのドライブに格納されます。パスフレーズ
は、バックアップ用にセキュリティキーを暗号化するために使用されます。作成したセキュリティキーは、コ
ントローラ上のアクセスできない場所に格納されます。これで、セキュリティ有効のボリュームグループまた
はプールを作成したり、既存のボリュームグループまたはプールでセキュリティを有効にしたりできます。

外部キー管理

外部キーは、Key Management Interoperability Protocol（KMIP）を使用して別のキー管理サーバに保持されま
す。外部セキュリティキーを作成する前に、次の作業を行う必要があります。

1. ストレージアレイにセキュリティ対応ドライブを取り付けます。対応するドライブには、Full Disk

Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

2. ドライブセキュリティ機能が有効になっていることを確認します。ドライブセキュリティ機能を有効にす
る手順については、必要に応じてストレージベンダーに問い合わせてください

3. 署名済みのクライアント証明書ファイルを取得します。クライアント証明書は、キー管理サーバがKMIP

要求を信頼できるよう、ストレージアレイのコントローラを検証します。

a. まず、クライアント証明書署名要求（CSR）を生成してダウンロードします。メニューに移動しま
す。Settings [証明書]、[キー管理]、[CSRの作成]の順に選択します。

b. 次に、キー管理サーバで信頼されているCAから署名済みのクライアント証明書を要求します。（ダウ
ンロードしたCSRファイルを使用して、キー管理サーバからクライアント証明書を作成およびダウン
ロードすることもできます）。

c. クライアント証明書ファイルを作成したら、System Managerにアクセスしているホストにそのファイ
ルをコピーします。

4. キー管理サーバから証明書ファイルを取得し、System Managerにアクセスしているホストにそのファイ
ルをコピーします。キー管理サーバ証明書は、ストレージアレイがサーバのIPアドレスを信頼できるよ
う、キー管理サーバを検証します。キー管理サーバには、ルート証明書、中間証明書、またはサーバ証明
書を使用できます。

キー管理サーバのIPアドレスとKMIP通信に使用するポート番号を定義して、外部キーを作成します。このプ
ロセスでは、証明書ファイルもロードします。作成が完了すると、入力したクレデンシャルを使用してキー管
理サーバに接続されます。これで、セキュリティ有効のボリュームグループまたはプールを作成したり、既存
のボリュームグループまたはプールでセキュリティを有効にしたりできます。

パスフレーズを定義する必要があるのはなぜですか？

パスフレーズは、ローカルの管理クライアントに格納されているセキュリティキーファ
イルの暗号化と復号化に使用されます。パスフレーズがないとセキュリティキーを復号
化できず、セキュリティ有効ドライブが別のストレージアレイに再設置された場合、デ
ータのロック解除にセキュリティキーを使用できません。
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従来のソリューション

Cloud Connector の場合

SANtricity ® Cloud Connector の概要

SANtricity Cloud Connector はホストベースの Linux アプリケーションです。 E シリーズ
ボリュームを S3 準拠のアカウント（ Amazon Simple Storage Service および NetApp

StorageGRID など）および NetApp AltaVault アプライアンスへブロックベースおよびフ
ァイルベースでフルバックアップし、リカバリすることができます。

SANtricity Cloud Connector は、 RedHat および SUSE の Linux プラットフォームにインストールできるパッ
ケージ解決策（ .bin ファイル）です。SANtricity Cloud Connector のインストールが完了したら、 AltaVault ア
プライアンスや既存の Amazon S3 または StorageGRID アカウントへの E シリーズボリュームのバックアッ
プジョブとリストアジョブを実行するように設定することができます。SANtricity Cloud Connector で実行さ
れるすべてのジョブは REST ベースの API を使用します。

SANtricity Cloud Connectorツールは廃止され、ダウンロードできなくなりました。

考慮事項

これらの手順を使用する場合は、次の点に注意してください。

• これらの手順で説明する設定ジョブとバックアップ / リストアジョブは、 SANtricity Cloud Connector の
グラフィカルユーザインターフェイスバージョンに該当します。

• SANtricity Cloud Connector アプリケーションの REST API のワークフローについては、この手順では説
明していません。経験豊富な開発者向けに、 SANtricity Cloud Connector の各処理について、 API ドキュ
メントでエンドポイントを使用できます。API ドキュメントには ' ブラウザ経由で
http://<hostname.domain>:<port>/docs`` に移動することでアクセスできます

バックアップのタイプ

SANtricity Cloud Connector には、イメージベースとファイルベースの 2 種類のバックアップがあります。

• * イメージベースのバックアップ *

イメージベースのバックアップは、 Snapshot ボリュームから生のデータブロックを読み取り、イメージ
と呼ばれるファイルにバックアップします。空のブロック、削除されたファイルが占有しているブロッ
ク、パーティショニングに関連付けられているブロック、ファイルシステムメタデータを含む、
Snapshot ボリューム上のすべてのデータブロックがバックアップされます。イメージバックアップに
は、パーティショニングスキームやファイルシステムに関係なく、すべての情報を Snapshot ボリューム
を使用して格納できるという利点があります。

イメージは、バックアップターゲットに 1 つのファイルとして格納されるのではなく、 64MB の一連のデ
ータチャンクに分割されて格納されます。データチャンクに分割することで SANtricity Cloud Connector

からバックアップターゲットへの複数の接続を利用できるため、バックアッププロセスのパフォーマンス
が向上します。

StorageGRID および Amazon Web Services （ S3 ）へのバックアップでは、データチャンクごとに別々
の暗号化キーを使用してチャンクが暗号化されます。このキーには、ユーザが指定したパスフレーズとユ

958

http://<hostname.domain>:<port>/docs``


ーザデータの SHA256 ハッシュを組み合わせた SHA256 ハッシュが使用されます。AltaVault へのバッ
クアップでは、 AltaVault で暗号化が行われるため、 SANtricity Cloud Connector はデータチャンクを暗号
化しません。

• * ファイルベースのバックアップ *

ファイルベースのバックアップは、ファイルシステムパーティションに格納されているファイルを読み取
り、 64MB の一連のデータチャンクにバックアップします。ファイルベースのバックアップでは、削除さ
れたファイルやパーティショニングおよびファイルシステムのメタデータはバックアップされません。イ
メージベースのバックアップと同様に、データチャンクに分割することで SANtricity Cloud Connector か
らバックアップターゲットへの複数の接続を利用できるため、バックアッププロセスのパフォーマンスが
向上します。

StorageGRID および Amazon Web Services へのバックアップでは、データチャンクごとに別々の暗号化
キーを使用してチャンクが暗号化されます。このキーには、ユーザが指定したパスフレーズとユーザデー
タの SHA256 ハッシュを組み合わせた SHA256 ハッシュが使用されます。AltaVault へのバックアップで
は、 AltaVault で暗号化が行われるため、 SANtricity Cloud Connector はデータチャンクを暗号化しませ
ん。

Cloud Connector のシステム要件

ご使用のシステムが SANtricity Cloud Connector の互換性に関する要件を満たしている
必要があります。

ホストハードウェアの要件

ハードウェアは、次の最小要件を満たしている必要があります。

• 最低 5 GB のメモリ、設定されている最大ヒープサイズの 4 GB

• ソフトウェアのインストールには、少なくとも 5GB の空きディスクスペースが必要です

SANtricity Cloud Connector を使用するには、 SANtricity Web サービスプロキシをインストールする必要があ
ります。Web Services Proxy はローカルにインストールすることも、別のサーバでリモートで実行すること
もできます。SANtricity Web サービスプロキシのインストールについては、を参照してください "Web

Services Proxy のトピック"。

サポートされているブラウザ

SANtricity Cloud Connector アプリケーションでサポートされるブラウザと最小バージョンは次のとおりで
す。

• Firefox v31

• Google Chrome v47

• Microsoft Internet Explorer v11

• Microsoft Edge 、 EdgeHTML 12

• Safari v9.
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Microsoft Internet Explorer 11 の互換表示設定を使用している場合、 SANtricity Cloud

Connector アプリケーションの API ドキュメントはロードされません。Microsoft Internet

Explorer 11 で API ドキュメントが正しく表示されるようにするため、互換表示設定を無効にす
ることを推奨します。

互換性があるストレージアレイとコントローラファームウェア

SANtricity Cloud Connector アプリケーションを使用する前に、ストレージアレイとファームウェアの互換性
を確認する必要があります。

SANtricity Cloud Connector と互換性があるすべてのストレージアレイおよびファームウェアの最新のリスト
については、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

互換性のあるオペレーティングシステム

SANtricity Cloud Connector 4.0 アプリケーションと互換性があり、次のオペレーティングシステムでサポー
トされています。

オペレーティングシステム バージョン アーキテクチャ

Red Hat Enterprise Linux （ RHEL
）

7.x 64 ビット

SUSE Linux Enterprise Server （
SLES ）

12.x 64 ビット

サポートされているファイルシステム

SANtricity Cloud Connector アプリケーションを使用してバックアップとリストアを実行するには、サポート
されているファイルシステムを使用する必要があります。

SANtricity Cloud Connector アプリケーションでは、次のファイルシステムのバックアップ処理とリストア処
理がサポートされます。

• ext2

• ext3

• ext4

SANtricity Cloud Connector をインストール

SANtricity Cloud Connector Packaged 解決策（ .bin ファイル）は、 RedHat および
SUSE Linux プラットフォームでのみ使用できます。

SANtricity Cloud Connector アプリケーションは、互換性がある Linux オペレーティングシステムにグラフィ
カルモードまたはコンソールモードを使用してインストールできます。インストール時に、 SANtricity Cloud

Connector の非 SSL と SSL のポート番号を指定する必要があります。インストールが完了すると、
SANtricity Cloud Connector はデーモンプロセスとして実行されます。

SANtricity Cloud Connectorツールは廃止され、ダウンロードできなくなりました。
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作業を開始する前に

次の注意事項を確認してください。

• SANtricity Web Services Proxy が SANtricity Cloud Connector と同じサーバにすでにインストールされて
いる場合は、非 SSL のポート番号と SSL のポート番号に競合が発生します。この場合は、 SANtricity

Cloud Connector のインストール時に、非 SSL のポートと SSL のポートに適切な番号を選択してくださ
い。

• ホストのハードウェアに何らかの変更があった場合は、 SANtricity Cloud Connector アプリケーションを
再インストールして暗号化の整合性を確保します。

• SANtricity Cloud Connector 3.1 で作成されたバックアップは、 SANtricity Cloud Connector バージョン
4.0 とは互換性がありません。これらのバックアップを維持する場合は、以前のバージョンの SANtricity

Cloud Connector を引き続き使用する必要があります。SANtricity Cloud Connector の 3.1 と 4.0 のリリー
スを別々にインストールする場合は、アプリケーションのバージョンごとに一意のポート番号を割り当て
る必要があります。

Device Mapper Multipath （ DM-MP ）のインストール

SANtricity Cloud Connector を実行するホストは Linux Device Mapper Multipath （ DM-MP ）も実行する必要
があり、マルチパスツールパッケージがインストールされている必要があります。

SANtricity Cloud Connector の検出プロセスでは、バックアップまたはリストアの対象となるボリュームやフ
ァイルの検出と認識にマルチパスツールパッケージを使用します。Device Mapper をセットアップおよび設定
する方法の詳細については、で使用している SANtricity のリリースに対応した『 SANtricity ストレージマネー
ジャマルチパスドライバガイド』を参照してください "E シリーズおよび SANtricity のドキュメントリソース
"。

Cloud Connector をインストール

SANtricity Cloud Connector は、 Linux オペレーティングシステムにグラフィカルモードまたはコンソールモ
ードでインストールできます。

グラフィカルモード

Linux オペレーティングシステムでグラフィカルモードを使用して SANtricity Cloud Connector をインストー
ルできます。

作業を開始する前に

SANtricity Cloud Connector をインストールするホストの場所を指定します。

手順

1. SANtricity Cloud Connector インストールファイルを目的のホストの場所にダウンロードします。

2. ターミナルウィンドウを開きます。

3. SANtricity Cloud Connector インストールファイルが格納されているディレクトリに移動します。

4. SANtricity Cloud Connector のインストールプロセスを開始します。

./cloudconnector-xxxx.bin –i gui

このコマンドでは 'xxxx' はアプリケーションのバージョン番号を示します
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インストーラウィンドウが表示されます。

5. Introduction 文を確認し、 * Next * をクリックします。

ソフトウェアのライセンス契約がインストーラウィンドウに表示されます。

6. ライセンス契約の条項に同意し、 [ 次へ ] をクリックします。

以前のリリースの SANtricity Cloud Connector で作成されたバックアップページが表示されます。

7. 以前のリリースの SANtricity Cloud Connector で作成されたバックアップを確認するには、「 * Next * 」
をクリックします。

以前のバージョンを維持したまま SANtricity Cloud Connector バージョン 4.0 をインストー
ルするには、アプリケーションの各バージョンに一意のポート番号を割り当てる必要があ
ります。

インストーラウィンドウにインストールの選択ページが表示されます。Where would you like to Install フ
ィールドには、デフォルトのインストールフォルダ「 /opt/netapp/santricity_cloud_connector4/ 」が表示
されます

8. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ デフォルトの場所を使用するには、 [ 次へ ] をクリックします。

◦ デフォルトの場所を変更するには、新しいフォルダの場所を入力します。Enter the Non SSL Jetty

Port Number ページが表示されます。非 SSL ポートにはデフォルト値の 8080 が割り当てられていま
す。

9. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ デフォルトの SSL ポート番号を受け入れるには、 * Next * をクリックします。

◦ デフォルトの SSL ポート番号を変更するには、新しいポート番号を入力します。

10. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ デフォルトの非 SSL ポート番号を受け入れるには、 * Next * をクリックします。

◦ デフォルトの非 SSL ポート番号を変更するには、新しいポート番号を入力します。Pre-Installation

Summary ページが表示されます。

11. 表示されたインストール前の概要を確認し、 * Install * をクリックします。

SANtricity Cloud Connector のインストールが開始され、 Webserver Daemon Setup プロンプトが表示さ
れます。

12. [OK] をクリックして Webserver Daemon Setup プロンプトを確認します。

「 Installation Complete 」というメッセージが表示されます。

13. 「 * Done * 」をクリックして、 SANtricity Cloud Connecter インストーラを終了します。

コンソールモード

Linux オペレーティングシステムでコンソールモードを使用して SANtricity Cloud Connector をインストール
できます。
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作業を開始する前に

SANtricity Cloud Connector をインストールするホストの場所を指定します。

手順

1. SANtricity Cloud Connector インストールファイルを目的の IO ホストの場所にダウンロードします。

2. ターミナルウィンドウを開きます。

3. SANtricity Cloud Connector インストールファイルが格納されているディレクトリに移動します。

4. SANtricity Cloud Connector のインストールプロセスを開始します。

./cloudconnector-xxxx.bin –i console

このコマンドでは 'xxxx' はアプリケーションのバージョン番号を示します

SANtricity Cloud Connector のインストールプロセスが開始されます。

5. Enter キーを押してインストール処理を続行します。

ネットアップソフトウェアのエンドユーザライセンス契約がインストーラウィンドウに表示されます。

インストールプロセスをいつでもキャンセルするには、インストーラウィンドウで「 quit

」と入力します。

6. Enter キーを押して、エンドユーザライセンス契約の各部分を進めます。

ライセンス契約への同意を求めるメッセージがインストーラウィンドウに表示されます。

7. エンドユーザライセンス契約の条項に同意し、 SANtricity Cloud Connector のインストールを続行するに
は、「 Y 」と入力して、インストーラウィンドウの下に Enter キーを押します。

以前のリリースの SANtricity Cloud Connector で作成されたバックアップページが表示されます。

エンドユーザ契約の条項に同意しない場合は、「 N 」と入力してから Enter キーを押し、
SANtricity Cloud Connector のインストールプロセスを終了します。

8. 以前のリリースの SANtricity Cloud Connector で作成されたバックアップを確認するには、「 * Enter * 」
キーを押します。

以前のバージョンを維持したまま SANtricity Cloud Connector バージョン 4.0 をインストー
ルするには、アプリケーションの各バージョンに一意のポート番号を割り当てる必要があ
ります。

「 Choose Install Folder 」というメッセージが表示され、 SANtricity Cloud Connector のデフォルトのイ
ンストールフォルダ「 /opt/netapp/santricity_cloud_connector4/ 」が表示されます。

9. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ デフォルトのインストール場所を使用するには、 Enter キーを押します。
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◦ デフォルトのインストール場所を変更するには、新しいフォルダの場所を入力します。「 Enter the

Non SSL Jetty Port Number 」というメッセージが表示されます。非 SSL ポートにはデフォルト値の
8080 が割り当てられています。

10. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ デフォルトの SSL ポート番号を受け入れるには、 * Next * を押します。

◦ デフォルトの SSL ポート番号を変更するには、新しいポート番号を入力します。

11. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ デフォルトの非 SSL ポート番号を使用する場合は、 Enter キーを押します。

◦ デフォルトの非 SSL ポート番号を変更するには、新しいポート番号の値を入力します。SANtricity

Cloud Connector のインストール前の概要が表示されます。

12. 表示されたインストール前の概要を確認し、 Enter キーを押します。

13. Enter キーを押して Webserver Daemon Setup プロンプトを確認します。

「 Installation Complete 」というメッセージが表示されます。

14. Enter キーを押して SANtricity Cloud Connecter インストーラを終了します。

キーストアにサーバ証明書と CA 証明書を追加します

ブラウザから SANtricity Cloud Connector ホストへのセキュアな https 接続を使用するには、 SANtricity Cloud

Connector ホストからの自己署名証明書を受け入れるか、ブラウザと SANtricity Cloud Connector アプリケー
ションの両方で認識される証明書と信頼チェーンを追加します。

作業を開始する前に

SANtricity Cloud Connector アプリケーションをホストにインストールする必要があります。

手順

1. 「 systemctl 」コマンドを使用してサービスを停止します。

2. デフォルトのインストール場所から、作業ディレクトリにアクセスします。

SANtricity Cloud Connector のデフォルトのインストール場所は、
/opt/netapp/santricity_cloud_connector4` です。

3. keytool コマンドを使用して ' サーバ証明書と証明書署名要求 (CSR) を作成します

◦ 例 *

keytool -genkey -dname "CN=host.example.com, OU=Engineering, O=Company,

L=<CITY>, S=<STATE>, C=<COUNTRY>" -alias cloudconnect -keyalg "RSA"

-sigalg SHA256withRSA -keysize 2048 -validity 365 -keystore

keystore_cloudconnect.jks -storepass changeit

keytool -certreq -alias cloudconnect -keystore keystore_cloudconnect.jks

-storepass changeit -file cloudconnect.csr

4. 生成された CSR を任意の認証局（ CA ）に送信します。
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認証局によって署名された署名済みの証明書が返送されます。さらに、 CA 自体から証明書を受け取りま
す。この CA 証明書をキーストアにインポートする必要があります。

5. 証明書と CA 証明書チェーンをアプリケーションキーストアにインポートします :`/<install

Path>/working/keystore`

◦ 例 *

keytool -import -alias ca-root -file root-ca.cer -keystore

keystore_cloudconnect.jks -storepass <password> -noprompt

keytool -import -alias ca-issuing-1 -file issuing-ca-1.cer -keystore

keystore_cloudconnect.jks -storepass <password> -noprompt

keytool -import -trustcacerts -alias cloudconnect -file certnew.cer

-keystore keystore_cloudconnect.jks -storepass <password>

6. サービスを再起動します。

キーストアに StorageGRID 証明書を追加します

SANtricity を StorageGRID Cloud Connector アプリケーションのターゲットタイプとして設定する場合は、ま
ず SANtricity Cloud Connector キーストアに StorageGRID 証明書を追加する必要があります。

作業を開始する前に

• 署名済みの StorageGRID 証明書が必要です。

• SANtricity Cloud Connector アプリケーションをホストにインストールしておきます。

手順

1. 「 systemctl 」コマンドを使用してサービスを停止します。

2. デフォルトのインストール場所から、作業ディレクトリにアクセスします。

SANtricity Cloud Connector のデフォルトのインストール場所は、
/opt/netapp/santricity_cloud_connector4` です。

3. StorageGRID 証明書をアプリケーションキーストアにインポートします :`/<install Path>/working/keystore

◦ 例 *

opt/netapp/santricity_cloud_connector4/jre/bin/keytool -import

-trustcacerts -storepass changeit -noprompt -alias StorageGrid_SSL -file

/home/ictlabsg01.cer -keystore

/opt/netapp/santricity_cloud_connector/jre/lib/security/cacerts

4. サービスを再起動します。
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SANtricity Cloud Connector を初めて設定します

インストールが完了したら、設定ウィザードを使用して SANtricity Cloud Connector ア
プリケーションをセットアップできます。設定ウィザードは、 SANtricity Cloud

Connector に最初にログインしたときに表示されます。

SANtricity Cloud Connector に初めてログインします

SANtricity Cloud Connector に初めてログインするときは、アプリケーションにアクセスするためのデフォル
トのパスワードを入力する必要があります。

作業を開始する前に

インターネットに接続されたブラウザにアクセスできることを確認してください。

手順

1. サポートされているブラウザを開きます。

2. 構成済みの SANtricity Cloud Connector サーバに接続します（例：「 + http://localhost:8080/+` 」）。

SANtricity Cloud Connector アプリケーションの初回ログインページが表示されます。

3. Administrator Password フィールドに 'password' のデフォルトのパスワードを入力します

4. * ログイン * をクリックします。

SANtricity クラウドコネクタ構成ウィザードが表示されます。

設定ウィザードを使用する

SANtricity Cloud Connector への初回ログインが成功すると、設定ウィザードが表示されます。

設定ウィザードを使用して、管理者パスワード、 Web サービスプロキシログイン管理クレデンシャル、目的
のバックアップターゲットタイプ、および SANtricity Cloud Connector の暗号化パスフレーズを設定します。

手順 1 ：管理者パスワードを設定します

管理者パスワードの設定ページを使用して、 SANtricity Cloud Connector への以降のログインに使用するパス
ワードをカスタマイズできます。

管理者パスワードの設定ページでパスワードを確立すると、 SANtricity Cloud Connector アプリケーションへ
の初回ログイン時に使用されていたデフォルトのパスワードが、実質的に置き換えられます。

手順

1. 管理者パスワードの設定ページで、 SANtricity クラウドコネクタに必要なログインパスワードを新しい管
理者パスワードを入力 * フィールドに入力します。

2. 新しい管理者パスワードを再入力 * フィールドに、最初のフィールドからパスワードを再入力します。

3. 「 * 次へ * 」をクリックします。

SANtricity Cloud Connector のパスワードセットアップが承認され、設定ウィザードの下にパスフレーズ
の設定ページが表示されます。
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ユーザ定義の管理者パスワードは、設定ウィザードを完了するまで設定されません。

手順 2 ：パスフレーズを設定する

[ 暗号化パスフレーズの入力 ] ページでは、 8 ～ 32 文字の英数字パスフレーズを指定できます。

ユーザ指定のパスフレーズは、 SANtricity Cloud Connector アプリケーションで使用されるデータ暗号化キー
で必要です。

手順

1. [ * パスフレーズを定義 * ] フィールドに、必要なパスフレーズを入力します。

2. [ * パスフレーズを再入力 * ] フィールドに、最初のフィールドからパスフレーズを再入力します。

3. 「 * 次へ * 」をクリックします。

入力した SANtricity Cloud Connector アプリケーションのパスフレーズが受け入れられ、設定ウィザード
の [Select Target Type] ページが表示されます。

手順 3 ：ターゲットタイプを選択します

AltaVault Cloud Connector では、バックアップ / リストア機能のターゲットタイプとして、 Amazon S3 、
StorageGRID 、 SANtricity を選択できます。ターゲットタイプの選択ページで、 SANtricity クラウドコネク
タアプリケーションに必要なストレージターゲットタイプを指定できます。

作業を開始する前に

AltaVault マウントポイント、 Amazon AWS アカウント、または StorageGRID アカウントのいずれかがある
ことを確認します。

手順

1. ドロップダウンメニューで、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ Amazon AWS

◦ AltaVault

◦ StorageGRID

選択したオプションの [ ターゲットタイプ ] ページが設定ウィザードに表示されます。

2. AltaVault 、 Amazon AWS 、または StorageGRID の該当する設定手順を参照してください。

AltaVault アプライアンスを設定します

[Select the Target Type] ページで AltaVault アプライアンスオプションを選択すると、 AltaVault ターゲットタ
イプの設定オプションが表示されます。

作業を開始する前に

• AltaVault アプライアンスの NFS マウントパスを確認しておきます。

• ターゲットタイプとして AltaVault アプライアンスを指定した。

手順
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1. NFS マウントパス * フィールドに、 AltaVault ターゲットタイプのマウントポイントを入力します。

NFS Mount Path * フィールドの値は、 Linux のパス形式に従う必要があります。

2. [ このターゲットに構成データベースのバックアップを保存する *] チェックボックスをオンにして、選択
したターゲットタイプの構成データベースのバックアップを作成します。

接続のテスト時に指定したターゲットタイプで既存のデータベース設定が検出された場合
は、 SANtricity Cloud Connector ホストの既存のデータベース設定情報を、設定ウィザード
で入力した新しいバックアップ情報に置き換えることができます。

3. [ 接続のテスト * ] をクリックして、指定した AltaVault 設定で接続をテストします。

4. 「 * 次へ * 」をクリックします。

指定した SANtricity Cloud Connector のターゲットタイプが承認され、設定ウィザードに Web サービスプ
ロキシページが表示されます。

5. 「手順 4 ： Web Services Proxy への接続」に進みます。

Amazon AWS アカウントを設定します

Select the Target Type ページで Amazon AWS オプションを選択すると、 Amazon AWS ターゲットタイプの
設定オプションが表示されます。

作業を開始する前に

• Amazon AWS アカウントを確立しておきます。

• ターゲットタイプとして Amazon AWS を指定している。

手順

1. [Access Key ID*] フィールドに、 Amazon AWS ターゲットのアクセス ID を入力します。

2. [* Secret Access Key] フィールドに、ターゲットのシークレットアクセスキーを入力します。

3. [* Bucket Name*] フィールドに、ターゲットのバケット名を入力します。

4. [ このターゲットに構成データベースのバックアップを保存する *] チェックボックスをオンにして、選択
したターゲットタイプの構成データベースのバックアップを作成します。

この設定を有効にして、データベースが失われた場合にバックアップターゲットからデー
タをリストアできるようにすることを推奨します。

接続のテスト時に指定したターゲットタイプで既存のデータベース設定が検出された場合
は、 SANtricity Cloud Connector ホストの既存のデータベース設定情報を、設定ウィザード
で入力した新しいバックアップ情報に置き換えることができます。

5. [ 接続のテスト * ] をクリックして、入力した Amazon AWS クレデンシャルを確認します。

6. 「 * 次へ * 」をクリックします。

指定した SANtricity Cloud Connector のターゲットタイプが受け入れられ、設定ウィザードの下に Web サ
ービスプロキシページが表示されます。
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7. 「手順 4 ： Web Services Proxy への接続」に進みます。

StorageGRID アカウントを設定します

ターゲットタイプの選択ページで StorageGRID オプションを選択すると、 StorageGRID ターゲットタイプ
の設定オプションが表示されます。

作業を開始する前に

• StorageGRID アカウントを確立しておきます。

• SANtricity Cloud Connector キーストアに署名済みの StorageGRID 証明書を格納しておきます。

• StorageGRID をターゲットタイプとして指定しました。

手順

1. [* URL] フィールドに、 Amazon S3 クラウドサービスの URL を入力します

2. Access Key ID * フィールドに、 S3 ターゲットのアクセス ID を入力します。

3. 「 * Secret Access Key * 」フィールドに、 S3 ターゲットのシークレットアクセスキーを入力します。

4. 「 * Bucket Name * 」フィールドに、 S3 ターゲットのバケット名を入力します。

5. パス形式のアクセスを使用するには、 * パス形式のアクセスを使用 * チェックボックスを選択します。

オフにすると、仮想ホスト形式のアクセスが使用されます。

6. [ このターゲットに構成データベースのバックアップを保存する *] チェックボックスをオンにして、選択
したターゲットタイプの構成データベースのバックアップを作成します。

この設定を有効にして、データベースが失われた場合にバックアップターゲットからデー
タをリストアできるようにすることを推奨します。

接続のテスト時に指定したターゲットタイプで既存のデータベース設定が検出された場合
は、 SANtricity Cloud Connector ホストの既存のデータベース設定情報を、設定ウィザード
で入力した新しいバックアップ情報に置き換えることができます。

7. Test Connection * をクリックして、入力した S3 クレデンシャルを確認します。

S3 準拠のアカウントの中には、セキュアな HTTP 接続が必要なものがあります。キースト
アへの StorageGRID 証明書の格納については、を参照してください "キーストアに
StorageGRID 証明書を追加します"。

8. 「 * 次へ * 」をクリックします。

指定した SANtricity Cloud Connector のターゲットタイプが承認され、設定ウィザードの下に Web サービ
スプロキシページが表示されます。

9. 「手順 4 ： Web Services Proxy への接続」に進みます。
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手順 4 ： Web Services Proxy に接続する

SANtricity Cloud Connector と一緒に使用する Web サービスプロキシのログイン情報と接続情報は、 Web サ
ービスプロキシの URL とクレデンシャルの入力ページで入力します。

作業を開始する前に

SANtricity Web サービスプロキシへの接続が確立されていることを確認してください。

手順

1. [* URL] フィールドに、 SANtricity クラウドコネクタで使用する Web サービスプロキシの URL を入力し
ます。

2. 「 * User Name * 」フィールドに、 Web Services Proxy 接続のユーザ名を入力します。

3. 「 * Password * 」フィールドに、 Web Services Proxy 接続のパスワードを入力します。

4. [ 接続のテスト * ] をクリックして、入力した Web Services Proxy クレデンシャルの接続を確認します。

5. 入力した Web Services Proxy クレデンシャルを接続テストで確認したら、

6. 「 * 次へ * 」をクリックします

SANtricity クラウドコネクタの Web サービスプロキシのクレデンシャルが承認され、ストレージアレイの
選択ページが設定ウィザードに表示されます。

手順 5 ：ストレージアレイを選択します

設定ウィザードで入力した SANtricity Web サービスプロキシのクレデンシャルに基づいて、使用可能なスト
レージアレイのリストがストレージアレイの選択ページに表示されます。このページから、 SANtricity Cloud

Connector でのバックアップジョブとリストアジョブに使用するストレージアレイを選択できます。

作業を開始する前に

SANtricity Web サービスプロキシアプリケーションにストレージアレイが設定されていることを確認してくだ
さい。

到達不能なストレージアレイが SANtricity Cloud Connector アプリケーションで検出された場
合、ログファイルに API 例外が出力されます。これは、到達不能なアレイからボリュームリス
トが取得された場合の SANtricity Cloud Connector アプリケーションの想定される動作です。
ログファイルにこの API 例外が出力されないようにするには、ルート問題をストレージアレイ
で直接解決するか、該当するストレージアレイを SANtricity Web サービスプロキシアプリケー
ションから削除します。

手順

1. バックアップとリストアの処理用に SANtricity Cloud Connector アプリケーションに割り当てるストレー
ジアレイの横にある各チェックボックスを選択します。

2. 「 * 次へ * 」をクリックします。

選択したストレージアレイが受け入れられ、ホストの選択ページが設定ウィザードに表示されます。

ストレージアレイの選択ページで選択したストレージアレイに有効なパスワードを設定す
る必要があります。ストレージアレイのパスワードは、 SANtricity Web サービスプロキシ
API のドキュメントを参照して設定してください。
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手順 6 ：ホストを選択する

設定ウィザードで選択した Web サービスプロキシでホストされるストレージアレイに基づいて、バックアッ
プとリストアの候補ボリュームを SANtricity Cloud Connector アプリケーションにマッピングするホストを選
択できます。ホストの選択ページを使用します。

作業を開始する前に

SANtricity Web サービスプロキシ経由でホストを使用できることを確認してください。

手順

1. 表示されたストレージアレイのドロップダウンメニューで、目的のホストを選択します。

2. ホストの選択ページに表示されたその他のストレージアレイについて、手順 1 を繰り返します。

3. 「 * 次へ * 」をクリックします。

選択した SANtricity クラウドコネクタ用のホストが承認され、設定ウィザードに確認ページが表示されま
す。

手順 7 ：初期設定を確認する

SANtricity Cloud Connector 設定ウィザードの最後のページには、入力内容の概要が確認用に表示されます。

検証済みの構成データの結果を確認します。

• すべての設定データが正常に検証され、確立されたら、 [* 終了 ] をクリックして設定プロセスを完了しま
す。

• 構成データのいずれかのセクションを検証できない場合は、 ［ * 戻る ］ をクリックして、構成ウィザー
ドの該当するページに移動し、送信されたデータを改訂します。

SANtricity Cloud Connector にログインします

SANtricity Cloud Connector アプリケーションのグラフィカルユーザインターフェイスに
は、設定されたサーバからサポートされているブラウザ経由でアクセスできま
す。SANtricity Cloud Connector アカウントが確立されていることを確認します。

手順

1. サポートされているブラウザで、構成されている SANtricity Cloud Connector サーバ（「 +

http://localhost:8080/+` 」など）に接続します。

SANtricity Cloud Connector アプリケーションのログインページが表示されます。

2. 設定した管理者パスワードを入力します。

3. [* ログイン ] をクリックします。

SANtricity Cloud Connector アプリケーションのランディングページが表示されます。

バックアップ

SANtricity Cloud Connector アプリケーションの左側のナビゲーションパネルで、バック
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アップオプションにアクセスできます。Backups オプションを使用すると、 Backups

ページが表示され、イメージベースまたはファイルベースのバックアップジョブを新た
に作成することができます。

SANtricity Cloud Connector アプリケーションの「 * Backups * 」ページを使用して、 E シリーズボリューム
のバックアップを作成、処理します。イメージベースまたはファイルベースのバックアップを作成し、それら
の処理をただちにまたはあとから実行できます。また、フルバックアップを実行するか、最後に実行されたフ
ルバックアップからの増分バックアップを実行するかを選択できます。SANtricity Cloud Connector アプリケ
ーションで最後に実行されたフルバックアップをベースに、最大 6 つの増分バックアップを実行できます。

SANtricity Cloud Connector アプリケーションで表示されるバックアップジョブとリストアジョ
ブのタイムスタンプは、いずれもローカル時間のタイムスタンプです。

イメージベースのバックアップの新規作成

イメージベースのバックアップを新規作成するには、 SANtricity Cloud Connector アプリケーションの
Backups ページの Create 機能を使用します。

作業を開始する前に

Web Services Proxy から SANtricity Cloud Connector にストレージアレイが登録されていることを確認してく
ださい。

手順

1. バックアップページで、 * 作成 * をクリックします。

[ バックアップの作成 ] ウィンドウが表示されます。

2. [ * イメージベースのバックアップの作成 * ] を選択します。

3. 「 * 次へ * 」をクリックします。

バックアップの作成ウィンドウに、使用可能な E シリーズボリュームのリストが表示されます。

4. 目的の E シリーズボリュームを選択し、 * Next * をクリックします。

[ 概要バックアップの作成 ] 確認ウィンドウの [ バックアップ名 ] ページと [ バックアップの作成 ] ページ
が表示されます。

5. 自動生成されたバックアップ名を変更するには、 [ * ジョブ名 * ] フィールドに任意の名前を入力します。

6. 必要に応じて、 * Job 概要 * フィールドにバックアップ用の概要を追加します。

バックアップの内容が簡単にわかるように、ジョブの概要を入力する必要があります。

7. 「 * 次へ * 」をクリックします。

選択したイメージ・ベースのバックアップの概要が、 [ バックアップ作成 ] ウィンドウの [ バックアップ
情報の確認 ] ページに表示されます。

8. 選択したバックアップを確認し、「 * 完了 * 」をクリックします。

バックアップの作成ウィンドウの確認ページが表示されます。
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9. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ * YES * — 選択したバックアップのフル・バックアップを開始します

◦ * NO * — 選択したイメージベースのバックアップのフルバックアップは実行されません。

選択したイメージベースのバックアップのフルバックアップは、バックアップページの
実行機能を使用してあとから実行できます。

10. [OK] をクリックします。

選択した E シリーズボリュームのバックアップが開始され、バックアップページの結果リストセクション
にタスクのステータスが表示されます。

フォルダ / ファイルベースのバックアップの新規作成

フォルダ / ファイルベースのバックアップを新規に作成するには、 SANtricity Cloud Connector アプリケーシ
ョンの Backups ページの Create 機能を使用します。

作業を開始する前に

Web Services Proxy から SANtricity Cloud Connector にストレージアレイが登録されていることを確認してく
ださい。

ファイルベースのバックアップでは、指定したファイルシステム上のすべてのファイルが無条件にバックアッ
プされます。ただし、リストアはファイルとフォルダを選択して実行できます。

手順

1. バックアップページで、 * 作成 * をクリックします。

[ バックアップの作成 ] ウィンドウが表示されます。

2. [ * フォルダー / ファイルベースのバックアップの作成 * ] を選択します。

3. 「 * 次へ * 」をクリックします。

バックアップに使用できるファイルシステムを含むボリュームのリストが、バックアップの作成ウィンド
ウに表示されます。

4. 目的のボリュームを選択し、 * 次へ * をクリックします。

選択したボリュームで使用可能なファイル・システムのリストが ' バックアップの作成ウィンドウに表示
されます

ファイルシステムが表示されない場合は、ファイルシステムの種類が SANtricity Cloud

Connector アプリケーションでサポートされていることを確認します。詳細については、を
参照してください "サポートされているファイルシステム"。

5. バックアップするフォルダまたはファイルが格納されているファイル・システムを選択し ' 次へをクリッ
クします

[ 概要バックアップの作成 ] 確認ウィンドウの [ バックアップ名 ] ページと [ バックアップの作成 ] ページ
が表示されます。
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6. 自動生成されたバックアップ名を変更するには、 [ * ジョブ名 * ] フィールドに任意の名前を入力します。

7. 必要に応じて、 * Job 概要 * フィールドにバックアップ用の概要を追加します。

バックアップの内容が簡単にわかるように、ジョブの概要を入力する必要があります。

8. 「 * 次へ * 」をクリックします。

選択したフォルダ / ファイルベースのバックアップの概要が、バックアップ作成ウィンドウの * バックア
ップ情報の確認 * ページの下に表示されます。

9. 選択したフォルダ / ファイルベースのバックアップを確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

バックアップの作成ウィンドウの確認ページが表示されます。

10. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ * YES * — 選択したバックアップのフル・バックアップを開始します

◦ * NO * — 選択したバックアップのフルバックアップは実行されません。

選択したファイルベースのバックアップのフルバックアップは、後で Backups ページ
の Run 機能を使用して実行することもできます。

11. [* 閉じる * ] をクリックします。

選択した E シリーズボリュームのバックアップが開始され、バックアップページの結果リストセクション
にタスクのステータスが表示されます。

フル・バックアップと増分バックアップを実行します

バックアップページの実行機能を使用して、フルバックアップと増分バックアップを実行できます。増分バッ
クアップは、ファイルベースのバックアップでのみ使用できます。

作業を開始する前に

SANtricity Cloud Connector でバックアップジョブを作成しておきます。

手順

1. [ バックアップ ] タブで、目的のバックアップ・ジョブを選択し、 [* 実行 ] をクリックします。

イメージベースのバックアップジョブまたは以前に実行された初期バックアップを含まな
いバックアップジョブを選択すると、自動的にフルバックアップが実行されます。

バックアップの実行ウィンドウが表示されます。

2. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ * フル * — 選択したファイルベースのバックアップのすべてのデータをバックアップします

◦ * Incremental * ：最後に実行されたバックアップ以降に行われた変更のみをバックアップします
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SANtricity Cloud Connector アプリケーションで最後に実行されたフルバックアップを
ベースに、最大 6 つの増分バックアップを実行できます。

3. [ ファイル名を指定して実行 ] をクリック

バックアップが開始されます。

バックアップジョブを削除

削除機能を使用すると、選択したバックアップの指定したターゲット・ロケーションにあるバックアップ・デ
ータとバックアップ・セットが削除されます。

作業を開始する前に

バックアップのステータスが ［ 完了 ］ 、 ［ 失敗 ］ 、または ［ キャンセル済み ］ であることを確認しま
す。

手順

1. [ バックアップ ] ページで、目的のバックアップを選択し、 [ 削除 ] をクリックします。

フルベースバックアップを選択した場合は、関連する増分バックアップもすべて削除され
ます。

削除の確認ウィンドウが表示されます。

2. 「 * タイプ DELETE * 」フィールドに「削除」と入力して、削除操作を確認します。

3. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

選択したバックアップが削除されます。

リストアします

SANtricity Cloud Connector アプリケーションの左側のナビゲーションパネルで、リスト
アオプションにアクセスできます。Restore （復元）オプションを選択すると、 Restore

（復元）ページが表示されます。このページでは、イメージベースまたはファイルベー
スの復元ジョブを新規作成できます。

SANtricity Cloud Connector では、「ジョブ」を使用して E シリーズボリュームのリストアを実行します。リ
ストアを実行する前に、処理に使用する E シリーズボリュームを特定する必要があります。SANtricity Cloud

Connector ホストにリストア用の E シリーズボリュームを追加すると、 SANtricity Cloud Connector アプリケ
ーションの「リストア」ページを使用してリストアの作成と処理を行うことができます。

SANtricity Cloud Connector アプリケーションで表示されるバックアップジョブとリストアジョ
ブのタイムスタンプは、いずれもローカル時間のタイムスタンプです。

イメージベースのリストアの新規作成

SANtricity Cloud Connector アプリケーションのリストアページの作成機能を使用して、イメージベースのリ
ストアを新規作成できます。
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作業を開始する前に

SANtricity Cloud Connector で使用可能なイメージベースのバックアップがあることを確認してください。

手順

1. SANtricity Cloud Connector アプリケーションの [ リストア ] ページで、 [* 作成 ] をクリックします。

[ 復元 ] ウィンドウが表示されます。

2. 目的のバックアップを選択します。

3. 「 * 次へ * 」をクリックします。

[ リストア ] ウィンドウに [ バックアップ・ポイントの選択 ] ページが表示されます。

4. 目的の完了済みバックアップを選択します。

5. 「 * 次へ * 」をクリックします。

[ リストア先の選択 ] ページが [ リストア ] ウィンドウに表示されます。

6. 復元ボリュームを選択し、 * Next * （次へ）をクリックします。

[ リストア ] ウィンドウに [ レビュー ] ページが表示されます。

7. 選択したリストア処理を確認し、「 * 完了 * 」をクリックします。

選択したターゲットホストボリュームのリストアが開始され、リストアページの結果リストセクションに
タスクのステータスが表示されます。

ファイルベースのリストアの新規作成

SANtricity Cloud Connector アプリケーションのリストアページの作成機能を使用すると、ファイルベースの
リストアを新規作成できます。

作業を開始する前に

SANtricity Cloud Connector で使用可能なファイルベースのバックアップがあることを確認します。

手順

1. SANtricity Cloud Connector アプリケーションの [ リストア ] ページで、 [* 作成 ] をクリックします。

[ 復元 ] ウィンドウが表示されます。

2. [ 復元 ] ウィンドウで、目的のファイルベースのバックアップを選択します。

3. 「 * 次へ * 」をクリックします。

[ リストア・ジョブの作成 ] ウィンドウに [ バックアップ・ポイントの選択 ] ページが表示されます。

4. [ バックアップ・ポイントの選択 ] ページで、目的の完了済みバックアップを選択します。

5. 「 * 次へ * 」をクリックします。

使用可能なファイル・システムまたはフォルダ / ファイル・ページのリストがリストア・ウィンドウに表
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示されます

6. 復元するフォルダまたはファイルを選択し、 * 次へ * をクリックします。

[ リストア先の選択 ] ページが [ リストア ] ウィンドウに表示されます。

7. 復元ボリュームを選択し、 * Next * （次へ）をクリックします。

[ リストア ] ウィンドウに [ レビュー ] ページが表示されます。

8. 選択したリストア処理を確認し、「 * 完了 * 」をクリックします。

選択したターゲットホストボリュームのリストアが開始され、リストアページの結果リストセクションに
タスクのステータスが表示されます。

リストアを削除する

削除機能を使用すると、選択したリストア・アイテムをリストア・ページの結果リスト・セクションから削除
できます。

作業を開始する前に

ステータスが「 Completed 」、「 Failed 」、または「 Cancelled 」のリストアジョブがあることを確認しま
す。

手順

1. [ 復元 ] ページで、 [ 削除 *] をクリックします。

削除の確認ウィンドウが表示されます。

2. 「 *Type delete 」フィールドに「削除」と入力して、削除アクションを確認します。

3. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

中断されているリストアは削除できません。

選択したリストアが削除されます。

SANtricity クラウドコネクタの設定を変更します

Settings オプションでは、 S3 アカウント、管理対象のストレージアレイとホスト、お
よび Web Services Proxy クレデンシャルのアプリケーションの現在の設定を変更できま
す。SANtricity Cloud Connector アプリケーションのパスワードは、設定オプションを使
用して変更することもできます。

S3 アカウントの設定を変更します

SANtricity Cloud Connector アプリケーションの既存の S3 設定は、 S3 Account Settings ウィンドウで変更で
きます。

作業を開始する前に
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URL または S3 バケットラベルの設定を変更すると、 SANtricity Cloud Connector で設定された既存のバッ
クアップへのアクセスに影響する点に注意してください。

手順

1. 左側のツールバーで、 * Settings > Configuration * をクリックします。

設定 - 設定ページが表示されます。

2. S3 アカウント設定の「 * 表示 / 設定の編集」をクリックします。

S3 Account Settings ページが表示されます。

3. URL ファイルに、 S3 クラウドサービスの URL を入力します。

4. Access Key ID * フィールドに、 S3 ターゲットのアクセス ID を入力します。

5. 「 * Secret Access Key * 」フィールドに、 S3 ターゲットのアクセスキーを入力します。

6. S3 Bucket Name * フィールドに、 S3 ターゲットのバケット名を入力します。

7. 必要に応じて、 [ パススタイルアクセスを使用（ * Use Path Style Access * ） ] チェックボックスを選択
します。

8. Test Connection * をクリックして、入力した S3 クレデンシャルの接続を確認します。

9. [ 保存（ Save ） ] をクリックして、修正を適用する。

変更した S3 アカウント設定が適用されます。

ストレージアレイを管理します

ストレージアレイの管理ページで、 SANtricity Cloud Connector ホストに登録された Web サービスプロキシ
からストレージアレイを追加または削除できます。

ストレージアレイの管理ページに、 SANtricity Cloud Connector ホストへの登録に使用できる Web サービス
プロキシのストレージアレイのリストが表示されます。

手順

1. 左側のツールバーで、 * Settings > Storage Arrays * をクリックします。

Settings - Storage Arrays （設定 - ストレージアレイ）画面が表示されます。

2. SANtricity Cloud Connector にストレージアレイを追加するには、 * Add * をクリックします。

a. Add Storage Arrays （ストレージアレイの追加）ウィンドウで、結果リストから目的のストレージア
レイの横にある各チェックボックスをオンにします。

b. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

選択したストレージアレイが SANtricity クラウドコネクタに追加され、 [Settings] - [Storage Arrays]

画面の [Result] リストセクションに表示されます。

3. 追加したストレージアレイのホストを変更するには、 Settings - Storage Arrays （設定 - ストレージアレ
イ）画面の結果リストセクションにある行アイテムの * Edit * （編集）をクリックします。

a. 関連付けられているホストドロップダウンメニューで、ストレージアレイのホストを選択します。

978



b. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

選択したホストがストレージアレイに割り当てられます。

4. SANtricity Cloud Connector ホストから既存のストレージアレイを削除するには、下部の結果リストから
目的のストレージアレイを選択し、 * Remove * をクリックします。

a. [ ストレージアレイの削除の確認 ] フィールドに「 re move 」と入力します。

b. [ 削除（ Remove ） ] をクリックします。

選択したストレージアレイが SANtricity Cloud Connector ホストから削除されます。

Web Services Proxy の設定を変更

SANtricity Cloud Connector アプリケーションの既存の Web サービスプロキシ設定は、 Web Services Proxy

Settings ウィンドウで変更できます。

作業を開始する前に

SANtricity Cloud Connector で使用する Web サービスプロキシに適切なアレイが追加されていて、対応するパ
スワードが設定されている必要があります。

手順

1. 左側のツールバーで、 * MENU ： Settings （設定） [Configuration]* をクリックします。

Settings - Configuration （設定 - 設定）画面が表示されます。

2. Web Services Proxy の [ 設定の表示 / 編集 ] をクリックします。

Web Services Proxy の設定画面が表示されます。

3. [URL] フィールドに、 SANtricity Cloud Connector で使用する Web サービスプロキシの URL を入力しま
す。

4. User Name フィールドに、 Web Services Proxy 接続のユーザ名を入力します。

5. Password フィールドに、 Web Services Proxy 接続のパスワードを入力します。

6. [ 接続のテスト * ] をクリックして、入力した Web Services Proxy クレデンシャルの接続を確認します。

7. [ 保存（ Save ） ] をクリックして、修正を適用する。

SANtricity Cloud Connector のパスワードを変更します

SANtricity Cloud Connector アプリケーションのパスワードは、パスワードの変更画面で変更できます。

手順

1. 左側のツールバーで、 * MENU ： Settings （設定） [Configuration]* をクリックします。

Settings - Configuration （設定 - 設定）画面が表示されます。

2. SANtricity Cloud Connector のパスワードの変更 * をクリックします。

Change Password （パスワードの変更）画面が表示されます。
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3. Current password フィールドに、 SANtricity Cloud Connector アプリケーションの現在のパスワードを入
力します。

4. [ 新しいパスワード ] フィールドに、 SANtricity Cloud Connector アプリケーションの新しいパスワードを
入力します。

5. [ 新しいパスワードの確認入力 ] フィールドに新しいパスワードを再入力します。

6. 新しいパスワードを適用するには、 [*Change] をクリックします。

変更したパスワードが SANtricity Cloud Connector アプリケーションに適用されます。

SANtricity Cloud Connector をアンインストールします

SANtricity Cloud Connector は、グラフィカルなアンインストーラまたはコンソールモー
ドを使用してアンインストールできます。

グラフィカルモードを使用してアンインストールします

Linux オペレーティングシステムでグラフィカルモードを使用して SANtricity Cloud Connector をアンインス
トールできます。

手順

1. ターミナルウィンドウで、 SANtricity Cloud Connector アンインストールファイルが格納されているディ
レクトリに移動します。

SANtricity Cloud Connector のアンインストールファイルのデフォルトのディレクトリは次のとおりで
す。

/opt/netapp/santricity_cloud_connector4/uninstall_cloud_connector4

2. SANtricity Cloud Connector アンインストールファイルが格納されているディレクトリから、次のコマン
ドを実行します。

./uninstall_cloud_connector4 –i gui

SANtricity Cloud Connector のアンインストールプロセスが開始されます。

3. アンインストールウィンドウで、 Uninstall をクリックして、 SANtricity Cloud Connector のアンインス
トールを続行します。

アンインストールプロセスが完了し、 SANtricity Cloud Connector アプリケーションが Linux オペレーテ
ィングシステムからアンインストールされます。

コンソールモードを使用してをアンインストールします

Linux オペレーティングシステムでコンソールモードを使用して SANtricity Cloud Connector をアンインスト
ールできます。
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手順

1. ターミナルウィンドウで、 SANtricity Cloud Connector アンインストールファイルが格納されているディ
レクトリに移動します。

SANtricity Cloud Connector のアンインストールファイルのデフォルトのディレクトリは次のとおりで
す。

/opt/netapp/santricity_cloud_connector4/uninstall_cloud_connector4

2. SANtricity Cloud Connector アンインストールファイルが格納されているディレクトリから、次のコマン
ドを実行します。

./uninstall_cloud_connector4 –i console

SANtricity Cloud Connector のアンインストールプロセスが開始されます。

3. アンインストールウィンドウで *Enter * を押して、 SANtricity Cloud Connector のアンインストールに進
みます。

アンインストールプロセスが完了し、 SANtricity Cloud Connector アプリケーションが Linux オペレーテ
ィングシステムからアンインストールされます。
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以前のバージョン

E シリーズハードウェアおよび SANtricity ソフトウェアの以前のバージョンのドキュメ
ントにアクセスするには、以下のリンクを参照してください。リンクをクリックする
と、別のドキュメントサイトにアクセスできます。

以前のリリースのハードウェアマニュアル

• "E2712 、 E2724 、 E5612 、 E5624 コントローラドライブトレイ、 DE1600 、 DE5600 拡張ドライブト
レイを搭載"

• "E2760 と E5660 コントローラドライブトレイと DE6600 拡張ドライブトレイを設置します"

• "EF560 フラッシュアレイと DE5600 フラッシュ拡張トレイを設置"

• "古いシステムをインストールします"

• "古いシステムを維持します"

• "E2600 および E2700 に 2 台目のコントローラを追加します"

• "ホストプロトコルを変更または追加する"

• "AC 電源から DC 電源に変換します"

以前のリリースのソフトウェアドキュメント

SANtricityリリース11.7

• "System Managerのヘルプ"

• "Unified Managerのヘルプ"

SANtricity リリース 11.6

• "System Managerのヘルプ"

• "Unified Managerのヘルプ"

SANtricity リリース 11.5

• "System Managerのヘルプ"

SANtricity リリース 11.4

• "AMW（E2700、E5600 / EF560）ヘルプ"

• "EMW（E2700、E5600 / EF560）のヘルプ"
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テクニカルレポート

プラットフォームのテクニカルレポートを参照できます

プラットフォーム TR

"* TR-4725 ：『 E2800 Arrays

feature overview 』 *"

"+TR-4724 ： E5700 アレイの概要
"

"TR-487: EF300 アレイの概要 ++"

E2800 ハイブリッドアレイのハー
ドウェアとソフトウェアの機能、
および SANtricity OS の最新機能に
ついて説明します。

最新バージョンの SANtricity で導
入された新しいハードウェアやソ
フトウェア機能など、 E5700 の製
品情報について説明します。

EF300 オールフラッシュアレイの
ハードウェアとソフトウェアの機
能、および SANtricity OS の新機能
について説明します。

"* TR-4800 ： EF600 アレイ機能の
概要 *"

EF600 オールフラッシュアレイの
ハードウェアおよびソフトウェア
機能と SANtricity OS の新機能につ
いて説明します。

セキュリティに関するテクニカルレポートを参照できます

セキュリティ TR

"* TR-4474 『 SANtricity Drive

Security Feature Guide 』"

"* TR-4712 ：『 SANtricity

Management Security Features *

』"

"* TR-4813 ：『 Managing

Certificates for E-Series Systems

』 *"

FIPS 140-2 認定ドライブのサポー
ト、内部と外部の両方のキー管理
のサポートなど、 E シリーズシス
テムの完全なディスク暗号化機能
について説明します。

NetApp E シリーズ E2800 、
E5700 、 EF280 、 EF570 、
EF300 、 SANtricity のセキュリテ
ィ機能について説明します。 およ
び EF600 ストレージシステム：

最新の E シリーズコントローラお
よびアプリケーションでセキュリ
ティ証明書を管理する方法につい
て説明します。

"* TR-4855 ：『 Security

Hardening Guide for SANtricity *

』"

"* TR-4853 ：『 Access

Management for E-Series Systems

』"

情報システムの機密性、整合性、
および可用性に関する規定のセキ
ュリティ目標を満たすために
SANtricity を導入する方法について
説明します。

ロールベースアクセス制御（
RBAC ）、 Lightweight Directory

Access Protocol （ LDAP ）、
Security Assertion Markup

Language （ SAML ）などのアク
セス管理の設定方法について説明
します。
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注目のテクニカルレポートを参照できます

機能 TR

"* TR-4893 ： SANtricity リモート
・ストレージ・ボリューム *"

"* TR-4839 ：『 SANtricity

Synchronous and Asynchronous

Mirroring 』"

"* TR-4747 ：『 SANtricity

Snapshot Feature Overview and

Deployment Guide 』 *"

解決策のアーキテクチャ、および
E シリーズストレージシステムを
使用して既存のリモートストレー
ジデバイスからデータをインポー
トする方法について説明します。

SANtricity の同期ミラーリング機能
と非同期ミラーリング機能につい
て説明します。

SANtricity System Manager を使用
した GUI の操作方法など、
SANtricity の Snapshot 機能につい
て説明します。

"* TR-4652 ：『 SANtricity

Dynamic Disk Pools * 』"

"* TR-4737 ：『 SANtricity

Automatic Load Balancing * 』"

"* TR-4736 ：『 SANtricity Web

Services API * 』"

ストレージ管理者が、同様のディ
スクのセットをプールトポロジに
グループ化し、プール内のすべて
のドライブを I/O ワークフローに含
める方法について説明します。

ALB 機能の動作の概要、主な設定
パラメータ、およびホストの相互
運用性の強化について説明しま
す。

SANtricity Web サービスの概要に
ついて説明します。 E シリーズス
トレージシステムの設定と管理に
使用する API です。

解決策テクニカルレポートを参照できます

Splunk

"* TR-4623 ：『 E5700 with Splunk

Enterprise * 』"

"* TR-4903 ：『 EF300 with Splunk

Enterprise * 』を参照してください"

"* TR-4930：Splunk Enterpriseを使
用したEF600 *"

E5700 システムと Splunk の設計を
統合したアーキテクチャについて
説明します。また、 Splunk のマシ
ンログイベントシミュレーション
ツールから取得したパフォーマン
ステスト結果もまとめています。

EF300 オールフラッシュアレイと
Splunk 設計の統合アーキテクチャ
について説明します。また、
Splunk のマシンログイベントシミ
ュレーションツールから取得した
パフォーマンステスト結果もまと
めています。

EF600オールフラッシュアレイ
とSplunk設計の統合アーキテクチ
ャについて説明します。また、
Splunk のマシンログイベントシミ
ュレーションツールから取得した
パフォーマンステスト結果もまと
めています。

エンタープライズデータベース

"* TR-4764 ：『 Best Practice

Guide for Microsoft SQL Server

with NetApp EF Series * 』"

"* TR-4794 ：『 Oracle Databases

on NetApp EF Series * 』"

ストレージ管理者とデータベース
管理者が NetApp EF シリーズスト
レージに Microsoft SQL Server を
導入する際に役立ちます。

ストレージ管理者とデータベース
管理者が Oracle を NetApp EF シ
リーズストレージに導入する際に
役立ちます。
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バックアップとリカバリ

"* TR-4320 ：『 Best Practices

with Commvault Data Platform V11

* 』を参照してください"

"* TR-4471 ：『 Best Practices

with Veeam Backup and

Replication 』を参照してください"

"* TR-4704 ：『 Deploying Veritas

NetBackup with NetApp E-Series

Storage * 』"

Commvault Data Platform V11 環境
で NetApp E シリーズストレージを
使用する際のリファレンスアーキ
テクチャとベストプラクティスに
ついて説明します。

Veeam Backup & Replication 9.5 環
境で NetApp E シリーズストレージ
を使用する際のリファレンスアー
キテクチャとベストプラクティス
について説明します。

NetApp E シリーズストレージへの
Veritas NetBackup の導入について
説明します。

VSS

"* TR-4725 ：『 NetApp E-Series

for Video Surveillance Best Practice

Guide 』 * を参照してください"

"* TR-4818 ：『 Virtualizing Video

Management Systems with NetApp

E-Series Storage * 』"

"* TR-4848 ：『 Bosch Video

Recording 解決策 with NetApp E-

Series E2800 Disk Storage Array

』"

E シリーズアレイをビデオ監視環
境に導入するためのベストプラク
ティスについて説明します。

NetApp E シリーズストレージでビ
デオ管理システムを設計および導
入する方法について説明します。

ビデオ監視解決策アーキテクチャ
について説明し、コンポーネント
とストレージのベストプラクティ
スの詳細を示します。

"* TR-4838：『E2800 and E5700

with Milestone XProtect VMS

Certification Report』*"

"* TR-4771 -設計：NetApp Eシリー
ズおよびGenetecビデオ管理ソフト
ウェア*"

NetApp E2800およびE5700ハイブ
リッドストレージアレイで実行さ
れる認定テストの結果について説
明します。

NetApp E2800およびE5700ハイブ
リッドストレージアレイで
のGenetec Security Center Video

Management Software（VM）の認
定結果について説明します。

HPC

"* TR-4884 ：『 Entry-level HPC

systems with NetApp E-Series and

IBM Spectrum Scale 』 *"

"* TR-4859 ：『 Deploying IBM

Spectrum Scale with NetApp E-

Series Storage 』"

"* TR-4856 ：『 BeeGFS High

Availability with E-Series using Red

Hat Enterprise Linux Server* 』"

NetApp E シリーズストレージシス
テムと IBM Spectrum Scale を基盤
としたエントリレベル HPC システ
ムのリファレンスアーキテクチャ
について説明している。

IBM の Spectrum Scale ソフトウェ
アスタックに基づいて、フル並列
ファイルシステムの解決策を導入
するプロセスについて説明しま
す。

NetApp E シリーズシステムにサポ
ートされる BeeGFS アーキテクチ
ャにハイアベイラビリティを実装
し、 BeeGFS ストレージ、メタデ
ータ、管理サービスに RedHat

Enterprise Linux を使用するために
必要な構成について説明します。

"* TR-4862 ： SUSE Linux

Enterprise Server * を使用した E

シリーズでの BeeGFS 高可用性"
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NetApp E シリーズシステムを基盤
とし、 BeeGFS ストレージ、メタ
データ、管理サービスに SUSE

Linux Enterprise Server を使用する
BeeGFS アーキテクチャに高可用
性を実装するために必要な構成に
ついて説明します。
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法的通知

著作権に関する声明、商標、特許などにアクセスできます。

著作権

"https://www.netapp.com/company/legal/copyright/"

商標

NetApp 、 NetApp のロゴ、および NetApp の商標ページに記載されているマークは、 NetApp, Inc. の商標で
す。その他の会社名および製品名は、それぞれの所有者の商標である場合があります。

"https://www.netapp.com/company/legal/trademarks/"

特許

ネットアップが所有する特許の最新リストは、次のサイトで入手できます。

https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/11887-patentspage.pdf

プライバシーポリシー

"https://www.netapp.com/company/legal/privacy-policy/"

オープンソース

通知ファイルには、ネットアップソフトウェアで使用されるサードパーティの著作権およびライセンスに関す
る情報が記載されています。

"E シリーズ / EF シリーズ SANtricity OS に関する通知です"
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著作権に関する情報

Copyright © 2024 NetApp, Inc. All Rights Reserved. Printed in the U.S.このドキュメントは著作権によって保
護されています。著作権所有者の書面による事前承諾がある場合を除き、画像媒体、電子媒体、および写真複
写、記録媒体、テープ媒体、電子検索システムへの組み込みを含む機械媒体など、いかなる形式および方法に
よる複製も禁止します。

ネットアップの著作物から派生したソフトウェアは、次に示す使用許諾条項および免責条項の対象となりま
す。

このソフトウェアは、ネットアップによって「現状のまま」提供されています。ネットアップは明示的な保
証、または商品性および特定目的に対する適合性の暗示的保証を含み、かつこれに限定されないいかなる暗示
的な保証も行いません。ネットアップは、代替品または代替サービスの調達、使用不能、データ損失、利益損
失、業務中断を含み、かつこれに限定されない、このソフトウェアの使用により生じたすべての直接的損害、
間接的損害、偶発的損害、特別損害、懲罰的損害、必然的損害の発生に対して、損失の発生の可能性が通知さ
れていたとしても、その発生理由、根拠とする責任論、契約の有無、厳格責任、不法行為（過失またはそうで
ない場合を含む）にかかわらず、一切の責任を負いません。

ネットアップは、ここに記載されているすべての製品に対する変更を随時、予告なく行う権利を保有します。
ネットアップによる明示的な書面による合意がある場合を除き、ここに記載されている製品の使用により生じ
る責任および義務に対して、ネットアップは責任を負いません。この製品の使用または購入は、ネットアップ
の特許権、商標権、または他の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。

このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR

5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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